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凡　　例

1　この統篇の記述態度には,さきの正篇のそれからの,多少の更改がある。

読みものとして,通りのよいものにすることを,より多く考えもした。

2　図版は,印刷事情を考慮し,あえて節減した。

3　本文中の引用(恩借)文献については,巻末の一覧を参照せられたい。本文

上では,文献初出のさい,著者名・刊年(発表年月) ・発行所(所載誌)など

を詳記することにつとめている。

4　本文,方言実例の表記に,音声相の直写を重んじたことはもとよりである

が,南島方言や東北方言などのはあい,本文上に見られる程度の音声標記に

とどまらざるを得なかった。

5　方言文例のイントネ-ション(文アクセント)の表記では,通例, 「高」

「低」の二段観をとっている。まま,

〇一・ ・アリマセン。

のような傍線標記方式をとっているのは, 「寺」よりも「盲」のほうがより

高く発音されることをあらわそうとするものである。文の抑揚に関しては,

諸方言全般を通覧してその正準なものをほぼ的確にとらえ通していこう(そ

して均質の記述を全うしていこう)とする見地からは,だいたい,以上のJb

がけによってことを処理するのが,穏当であろうと考えている。

6　本文中,実例の説明その他の文言に, " "符号をつけてあるところは,

土地人なり研究者なりの教示のままである。著書・論文の記事にしたがうは

あいにも,それを`` "で明らかにしている。
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序　　説

謙譲の言いかたは,狭義の尊敬の言いかたや,一般的な丁寧の言いかたと,

相互に関連して発現する。敬して言うところには,謙譲の言いかたもともない

やすく,謙遜して言えば,またそこに,丁寧の表現もともなうo

以下には,昭和日本語の方言状態について,上に言う総体的な事実を直祝し

っっ,中について,とくに,謙譲表現法を観察考究していくことにしたい。

謙譲の表現法-全待遇表現法(いわゆる敬語法)の中の謙譲表現法-は,

表現者が,表現者の位置を,敬卑層序の上下に移動させることによってひきお

こす体の,対人関係把握の表現法である。謙譲表現法の基本的性格・基本構造,

ないし体系を決定するものは,じつに,表現者の位置の可動性であると言うこ

とができる。

「謙譲表現法」の観点でとりあげることのできる事項は,すくなくない。第

一には, 「他に対する膜望をあらわす特定謙譲法動詞(またはそれに助動詞の

そわったもの)による謙譲表現法」がとりあげられる。これに属する事実は,

かず多く認められる。第二には, 「自己の謙過の動作をあらわす謙譲法動詞ま

たは謙退の意の謙譲法助動詞による謙譲表現法」がとりあげられる。これに属

する事実もまた,かず多くが認められる。第三には, 「特定表現法による謙譲

表現法」がとりあげられる。これに属する事実もまた,数種を認めることがで

きる。第四には,なお「その他の方法による謙譲表現法」を指摘することがで

rV5,

以上の諸事項,諸事実を見,かつ考えるにつけても了解されるのは,謙譲表

現法と尊敬表現法との相違である。尊敬表現法では,はたらきの大きい,かつ,

国内での分布も大である表現法がいくらか見られた。これに対して,謙譲表現

法では,はたらきの限られたもの,あるいは特定的なものが, -したがって,
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分布も限られたものが,かず多く見られる。だいたい,尊敬表現法での,もの

の比較的少数なのに対して,謙譲表現法での,ものの多数なのが注目されるo

このことは,おのずから謙譲法記述の様式にかかわってくる。

(ちなみに,丁寧表現法では,そのとりあげるべき事項が,謙譲表現法のは

あいほどに多種ではない。)

謙譲表現法.丁寧表現法・尊敬表現法-すなわちいわゆる敬語法-の全

体をおおうてはたらく待遇心理が,「ていねい意識」であることは,もはや多く

言うまでもなかろう。この待遇意識の発動によって,すべての表現は, (-

もとより謙譲の表現も), 「ていねい表現」とされる。 -どのような謙譲表現

も,その現場にあっては,みなその言いかたをすることによって,`相手または

他者を,ていねいに待遇し.ようとしているのである。謙譲表現法もまた,もと

より, 「ていねい表現法」の-態とされる。

以下の謙譲表現法記述の実践にあたっては,当然のことながら,形の表現形

式と,内実の「ていねい意識」との相関を把握することに,つねの目標をおい

ていきたい。



第一章　他に対する願望をあらわす特定謙譲

法動詞(またはそれに助動詞のそわ

ったもの)による謙譲表現法

第一節　クダサイ類

-　はじめに　<特定謙譲表現法>

「クダサイ株」は, (-のちにとりあつかう「ツカーサイ」「ヤl)ナサイ」

「ォクレ」などもであるが),諸方言上,命令形式をもって立って・謙譲表現

上の特別の役わりを演じている。すなわち,たとえば「クダサイ」 (-「クダ

サル」はもともと尊敬法動詞とされるものであるけれども)紘,特定化した

「クダサイ」という形式によって,謙譲の心意の表現に役だつものとなってい

るのである。 「下さる」動詞による特定表現法が,ここに成りたっている。私

紘, 「クダサイ類」以下のものについて,それらの謙譲表現法としうる方言習

慣を認めて,これらの命令法形式を,謙譲表現法記述の中にとりいれる。のち

にとりあつかう「イタダク」 「イタス」など以下のものに対比すれば,今,問

題としている「クダサイ」以下のものは,まさに他に対する願望を率らわす

`謙譲語'と見ることができ,これは, 「イタダク」など以下の,自己の謙退の

動作を言う`謙譲語'と対応するものと見られる。このゆえに, 「クダサイ類」

以下のものを,謙譲表現法の中の特定表現法として(特定謙譲表現法ともよん

で)とりたてることは,適切であると考えられる。

なおここに,以上の処置に関する若干の考察を披渡しておきたい。

一つに,方言上では,動詞「タバル」が「いただく」の意のものになっても
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いる。 (八丈島方言でなど)尊敬法動詞が謙譲法動詞に転化している。このよ

うな事実を見るにつけても「下さる」の命令形「下さい」が,慣用のうちに,

「下さい」という特定の謙譲法動詞になっているのも,もっともと理解するこ

とができるo「オクレル」 (下さる)の「オクレー」にしても,やはり,広く一

般的に謙譲気分でつかわれるようになった「オクレ-」を,特定の謙譲法動詞

と見ることができる。自分のたちばをかえりみる意識がつよまるのとともに,

尊敬法の動詞も,謙譲表現用に転用されることになるのか。

つぎに, 「相手本位の意識」というものと, 「自分本位の意識」というもの

があろう。尊敬法動詞「下さる」を「下さった」と言っているうちは,表現者

の意識は相手本位である。 「下さい」と言えば,これは,相手の下さる動作が

自己におよぶことをたのむのであって,意識は自分本位のものとなり,したが

って, 「下さい」の気もちは,相手に対して自己を受容者として低く考える気

もちになる。こうなって,謙譲表現の「下さい」が成立する。人々がこのよう

な「下さい」を慣用すれば, 「下さい」の言いかたは,ついに,特定の謙譲表

現法となる。

等しく命令形でも, 「しナサイ」 「せラレ-」などは,相手本位の言いかたに

なっていて,いつまでたっても,謙譲表現用となることはない。しかし, 「下

さる」や「つかわさる」の煩のばあいは,その語性にもよって,一方で,上述

のように,特定謙譲表現法を分岐しやすかったのであろう。 「つかわさる」 「つ

かあさる」からは, 「つか-さい」ができると,この「ツカーサイ」は「ツカ

イ」とも「ツカ-」ともなった。 (ほかのはあいにも,命令形での種々の略形

がおこっている。)このような省略形の慣用形ができては,ものが,ますます

明らかに謙譲表現用のものとして安定した。略形の慣用形にやどる意識は,ち

はやまったく謙譲法意識である。

ものが, (-もともと尊敬法動詞と言われるものであるが),謙譲意識で利

用されたからこそ,あるいは,利用されればされるほど,略形の慣用形は,坐

起しやすかったであろう。
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かえりみるのに, 「クダサイ」や「ツカーサイ」などの慣用は,じっさいに,

「チっ-ダイ」とか「イタダク」とかのことばづかいと,直接につながりあっ

ている。ともに,謙譲表現用のことばづかいとして,慣熟し,慣用されている。

これらは,要するに,ものごとを受けるたちはで言うもの言いである。受け

るたちはにある人の心を表現するものなので,いきおい,謙譲心理の表現にな

る。

要点は,動詞が, 「行く」などではなくて, 「下す」や「つかわす」や「や

る」であるところにある。これらの動詞は,すべて,上から下への行動・動作

を言うものである。これらの動詞が表現に用いられたはあい,そこには,関係

せしめられる人物間の上位・下位の関係が明らかである。そのような「下す」

に,尊敬法の助動詞の「る」のついたものが「下さる」であり,そこに「クダ

サイ」がある。 「つかわす」に「る」のついたものが「つかわさる(ツカーサ

ル)」であり,そこに「ツカ-サイ」がある. 「やる」に「なさる」のついたも

のが「やりなさる」であり,そこに「ヤリナサイ」がある。これらの命令形を

つかうと,下したりつかわしたりする行動の,上位者から下位者におよぶこと

が,いよいよ明らかであり, 「下さい」や「つかあさい」の言いかたの謙譲表

現の性質が,はっきりとしてくる。

「行く」に,尊敬法助動詞「れる」がついた「行かれる」の,命令形「行か

れい」や, 「行く」に「なさる」のついた「行きなさる」の,命令形「行きな

さい」は,下位者が上位者に言うにしても,その命令表現で言いあらわす行動

そのものは,まさに,相手のなす行動であって,直接に自分にかかわるものが

ない。したがって,発言者の謙譲表現がここに生じることなどは,あり得ない。

「下され」 「つかわされ」「やりなされ」,また, 「たもれ」などになると,これ

を言ったはあい,相手の行動は,直接,発言者その人にかかわってくる。おの

ずからここに,謙譲の表現が成立する。

「下す」などの動詞による「下さる」などの尊敬法動詞が形成された時,そ

の命令形は,必然的に,特定謙譲表現法のはたらきを持つことになった。
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命令形は,動詞の活用形の話形の中でも,特別なものと考えられる。命令形

という,この対他関係を表示することのかくべつ顕著なものが,しばしば,特

定の役わりを演じるのは,もっともなことである。 「クダサイ」などの命令形

は,よく,特定謙譲表現法形式として安定した。

「下さい」や「つかあさい」などの尊敬語命令形を,とくにとりたてて謙譲

表現法の一項目にすることに,なんらかの問題があるとしても,方言敬語法研

究の見地では,これらの命令形を,謙譲表現法上の重要項目としてとりあげる

ことが,現に必要であると考えられる。方言文法の特色をたずね,さらにその

謙譲表現法のありさまを追求する時,尊敬法動詞(「下さる」など)の命令形の

「謙譲表現法形式」化を,謙譲表現法記述上, -項目としてとりたてることに

は,独自の意味があると考えられる。

尊敬法動詞の命令形が,とくに以上のように見られる事態も,けっきょくは,

「ていねい意識」の自在な活動を認めしめるものでもある。人は, 「ていねい」

の心意を持って相手に接し,ことに上位者に対しては,ていねいなもの言いに

っとめて,たとえば,相手の下さる動作を,自分に向けてしてもらうことを考

えては,謙遜いっぱいのていねいな気もちで, 「クダサイ」と言う。ここには,

謙譲の心理が熟しており,謙譲表現法形式「下さい」の定着がある。

二　クダサイ系

1クダサレほか

「クダサレ」は「ツカサレ」に対応する。九州薩隅地方では, 「クモンセ」

などが,ほぼ,これらに対応している。日本語諸方言の相対的な状態の中では,

通常,上述のような対応が見られ,人々は, -南九州のほかの地方のうちで

は,対応する両者を,たがいに流通させがちでもある。
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「クダサレ」の前身とも思われる「クダサレイ」が,方言に,存在しなくもな

い。どちらかといえば,これは関西域に兄いだされがちかo東条操先生編『全

国方言辞典　補遺篇』 (東京堂　昭和29年12月)には,山口県のことば「それを

一つクダサt/イ」がある.

九州大分県地方では, 「クダサリ」の形がおこなわれている。 (ちなみに,

「クダ-リ」もある。)三ケ尻浩氏『大分県方言の研究』 (明文堂　昭和12年4

月)には, 「クダサリ-oJ「クダ-リ-。」が出ているo

中国地方山口県の平郡島では,

○フ-i-が　ヌフ后~-ケー　ヒIFクペ　ックIF-テクダシャL,-o　(老男

-中女)

風呂がぬるいから　少したいてくださいよ。

などと, 「ク.ダシャレ」の言いかたをしているo (国安功氏による。)

近畿地方内には, 「-- ・クダサレo」の言いかたが,今日なおかなりおこ

なわれているらしい。ついで中部地方に,また, 「クダサレ」の,そうとうに

ょくおこなわれているのが注目されるO佐々木潤氏の『白川北部(やまが)の

方言』 (大野郡白川村白川小学校梼原分校　昭和31年11月)には,

しんびようにあがってくだされ

ゆっくり十分にたべて下さい。

との実例があがっている。 「奥信濃」には, 「くらされ(下され)」があるという。

(青木千代吉氏『信州方言読本　語法篇』信濃教育会　昭和23年10月)

関東地方については, 「クダサレ」の言うべきことがないo

東北地方内に,いくらか「クダサレ」が兄いだされるo能田多代子氏の『青

森県五戸語愛』 (自家版　昭和38年2月)には,

マイッテクダサレ　食物を召し上り下さい。 「ママもシルもマイッテ下

され」。マイッテタモレとも在方ではいう。

との例が出ている。東北地方では「クダサレ」が「クダサエ」にもなっているo

X X X X X
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北陸金沢地方には, 「クタサレ」の形がある。長岡博男氏の「金沢市地方の

方言『に』の一考察」 (『方言』第三巻第-号　昭和8年1月)には,
(ら

ムサイトコヤキド,キテクタサレ

(疎い所だけれど来て下さい)

とある。中道朝子氏は, 「金沢方言文法の研究」 (『国語方言』第四号　昭和34

年3月)で,

時にミ下さいミはミクタサレミと使ほれて(老人のみ)ミ下さいミよりも

丁寧である。ミレミは尊敬の助動詞ミれるミからきているのだろうか。よ

く歌われるミゴキミッアンナミも金沢独特の丁寧語であろう.

と述べていられる。

金沢地方に, 「フタサレ」というのもあるのか。尾山鰭二郎氏の「金沢地方

方言のこと」 (『方言』第三巻第五号　昭和8年5月)には,

およろツしう云うてふたされイ

というのが見える。

2　クダサイ

「クダサレ」が「クダサ-」になれば,これから「クダサイ」への変化は,

ほんの一歩のことであるO諸方言上では, 「クダサ-」よりも「クダサイ」の

ほうが通有形になっている。これは当然のことであろう。 「クダサイ」の形で

は, 「サイ」 〔sai〕での〔ai〕の両母音の対立がけざやかである。人々は,しぜ

んに,こういう,語形の音的構造の緊張明瞭なものにおもむいたであろう.

九州方言下では,今日, 「クダサイ」の謙譲表現法は,おおよそ,いわゆる

共通語の共通語法と認められる。方言固有の「クダサイ」の言いかたがあると

しても,今は,国定教科書以来流布をかさねてきた共通語法「クダサイ」表現

法の勢力が,全般につよいありさまである。 -以上のことは,中国・四国・

近畿などについても言える。

九州天草では, 「下さい」を「ク亨サイ」と言ったりしている。 (`幼児語'
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だと説明する人もあった。)日本放送協会『全国方言資料』第6巻九州編(日本

放送出版会　昭和41年11月)の「福岡市博多」の条にも,

mアノ-　モ　　ド-ゾ　コレデ　ヒトツ　ショ-チ　シテ　クラサイ　チ

「もう　どうぞ　これで　ひとつ　承諾　　　して　ください」と

ユ-テ　モー　サケト　サカナト-

言って　もう　酒と　　魚とを・--・。

とある。

中国地方では,一般に,まず, 「クダサイ」がいわゆるよそいきのことはに

なっていよう。ただし,- 「ゴメンクダサイ。」など,あいさつことばでのばあい

紘, 「クダサイ」が,あらたまった気もちで用いられながらも,かなり人々の

身についたものともなっていようか。

四国では,愛媛南部,いわゆる南予の地方に「クダサイ」に該当する言いか

た, 「ヤンナ-イ」 (やりなさい)のしきりにおこなわれているのが注目される。

近畿地方の「クダサイ」に関しては, 「チョ-ダイ」との共存が注意される。

三重県下などには, 「下さいませんか。」の言いかたに, 「ク声耳二ィ　ヵ。」「事言

二ずイ　カ。」の言いかたが見られもする。近畿地方内にも, 「下さい」の「ク

ラサイ」があるらしい。

中部地方の佐渡は「クラサイ」のさかんなところである。 「クラサ-」もあ

る。「聞いてクランセ(くれなさい)。サロナマリ(佐渡なまり)。」などの言い

ぐさもできている。

中部地方も,北陸では, 「クダサイ」が`よそいき'のことばになっていよ

うか。 (あらたまったことばとされがちでもあろうか。)それが,東海道の静岡

県下などともなると, 「クダサイ」の言いかたが,まざれなく土地ことばらし

い定着ぶりを見せているかもしれない。

関東地方ともなれば, 「クダサイ」のおこなわれぶりが,よく地方的な安定

を見せているであろう。東京都中心に観察しうるあいさつことばなどでは,こ

とに「下さい」が謙譲表現としての生きのよさを見せている。埼玉県東部内で



12

私が聞きとった「クダサイ」は,つぎのようなものであった。
_-・・・ A

oクず(ラうサイ　ナ-0
2!

テ言~二ダイ　ナーo (店に買い物にはいってのことば)

○タ言-ヤ　喜子　すずサイ　ヨO

たまに昧来てくださいよ.

土地人は,それこそなれた手つきで「クダサイ」をもてあつかっている。 「グ

ダサイ」の,こなれた地ことばのさまが明白である。

東北地方については, 「クダサイ」に関して述べるべきことが,今はほとん

どない。 「クダサイ」の形のままの謙譲の言いかたがおこなわれることは,土

地ことばのしぜんの中では,まずまれであろう。 (-あるいは,すくなかろ

う。) 「クダセー」などの形のものは,別にいくらかおこなわれている(p.13)

北海道にもまた,旧来からの土地ことばとしての「クダサイ」のおこなわれ

ることは,ほとんどないか。

×　　　×　　　×　　　×　　　×

「クダサイ」の「サイ」 〔sai〕は,転靴して「クダシャ-」「クダセ-」など

ともなっている。

九州大分県に「くんだせ(下さい)」があるよし,堀江与-氏・原田兵太郎氏

『大分県方言考』 (大分県師範学校国漢学部会　昭和8年11月)に見える。

中国山陰,島根県下では, 「クダセ(シェ)」,

○チョコシ　ミチャテ　クダシェ。

ちょっと見てください。

などと言っている。岡山県下では, 「クダサェ-」の言いかたのよくおこなわ

れているのが聞かれる。 (広島県東南部地方でもまた, 「クダシャー」などが聞

かれる。)

近畿地方では, 「クダシャ」 「クダセ-」などの転靴形は聞かれない。

中部地方の北陸では,-福井県下で「クダセ-」が聞かれ,富山県下でも,

○こっちへ　キテ オチャ　アガッテ クダセ-.
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こっちへ来てお茶をあがってください。

などというのが聞かれる。越後ことばでは, 「クダサ-」の言いかたがあると
ヽ-'

いう。

中部地方の岐皐県下にも, 「くだしゃい」がある。 (瀬戸重次郎氏『岐阜県方

言集成』　大衆書房　昭和9年6月)静岡県下でも, 「クダサ-」「クラサェ」

などと言っているらしい。 (「静岡県安倍郡井川村田代」 『全国方言資料』第7

巻　-き地・離島編I　昭和42年3月)

関東地方では,一つに,伊豆諸島での「クダセ-」が注目されるOたとえば

新島では,

○コブ　ヵ亭ムノー　ヨソデ丁クダ石-.

この書きものを読んでください。 (中年以上の男子のことば)

などと言っている。関東一般に, 「下さい」を存する所ならば,それを, 「クダ

セ-」と発音していがちであろう。

東北地方にも,岩手・青森その他で, 「クダセ(シェ)」「クダセ(シェ) -」

などが兄いだされる. (「クソダセ-」もあれば, 「クダセァ-」もある。)東北

のつづきで,新潟県下でも「クダセー」がよく聞かれる。

北海道のうちにも「クダサェ～」などの言いかたがあるらしい。

3　クダ-レほか

「クダ-レ」は,独特の「下さい」ことばになっている。やはり, 「サ」>

「-」の変転は,人々の音感情を左右することが大きかったとみえる。 「クダ

-レ」となって,品格のさがったものにはなっていない。このさい, 「クダ-

レ」との,一種の澄んだ音感が,人々に,この言いかたを下品ではないものと

思わせているのであろう。

「クダ-ル」ことばのさかんなのは九州である。九州地方では, 「クダ-レ」

謙譲表現法が,一つの注目すべきものになっている.

まず,五島列島の実例を出してみよう。



w.

_　　_ノ　　_
○プログラムバ　クダ-レ。

プログラムをください。

「三㌻クダ-レ。」(言ってください。)などと言っている。 (ちなみに, 「ク

ダ-レ」の下の位には「ク石レ」 <くれ>がある。)

○テラ㌻ク亨-レ。

わけてください。

とも言っている。九州地方では,長崎県下・熊本県下・福岡県下などで「クダ

-レ」が顕著であろうか。熊本県下では, 「クダ-リ」の形もよくおこなわれ

ている。

○ワッ手首ソクアズリo

私にください。

紘,阿蘇山南麓での例である。 -ここでは,人が, 「-レ」ではなくて「-

リ」だ,と言っていた。なお,熊本県下についで日向内でも, 「クダ-リ」が

よくおこなわれていようか。 「タバコ　クダ-リ。」などと言っている。

中国地方では,通常「クダ-レ」が聞かれない。が,ひとり広島県安芸北部

に「クダ-レ」のいちじるしいものがあって,

○アテテクずy^¥y~

あけてください。

などと言っている。思うのに,この地域は,出雲地方にかなり近くて,彼我と

もに, 「ナ-ル」ことばをさかんにつかってもいるので,しぜん, 「クダサレ」

ち,ここで「クダ-レ」にしているのであろう。

四国地方には, 「クダ-レ」の言うべきものが,さらにない。

近畿もまた,大約,四国同様の状況であると言えようか。中にあって,三重

県伊賀の地方が「クず-レ」を見せているo伊賀に隣る奈良県下でも「クダ-

レ」を存するらしい。 『田舎』第四号(昭和9年4月)には, 「水神サン,めば

ちこ取って下-レ」とある。 (官武正道氏「奈良市附近の俗信」)

中部地方となると,北陸地方に「クダ-レ」が,そうとうによく聞かれる。
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○アミず三言ライサマ　タステテクず-レo

阿弥陀如来さま,助けてください。

は,加賀東南隅の一例である。ここでは, 「クダ-リ」も言っているらしい。

「クダ-レ」の用法には, 「かんにんして　クダ-レカ(下さいね)。」のような

言いかたもあるという。 (岩井隆盛氏「北陸道の巻く呉羽山の西と東>」柴田

武氏編『方言の旅』　筑摩書房　昭和35年9月)富山県下新川郡宇奈月町内山

で聞いた「クダ-レ」は, 「L,」が丑e〕であったので, 「クダ-.)」に近く聞

こえた。

中部地方の,北陸のほかに関しては,今のところ私は,岐阜県下について

「クダ-レ」を見うるばかりである。

関東地方には「クダ-レ」がない。

東北地方にも「クダ-レ」はさほどには兄いだされないようである。福島県

東部や,山形県南部などには, 「クダ-レ」があるらしい。秋田県下では, 「グ

ソダ-レ」の言いかたを聞いた。

○コッチロ〕サ　キ〔kci〕テ　ク〔ii〕ソダ-レ。

こっち-来てください。

秋田県学務謀『秋田方言』 (秋田県学務課　昭和4年11月)にも,「くんだはれ」:

が見えている。

×　×　×　×　×

「下され」の「クタ-レ」は,北陸の石川・富山の両県に兄いだされる。富

山市近郊での「クタ-レ」例は,

○テ二モ　ィ.)マニラヶネ(ケデ), カマントイテ クタ-レ。

なんにもいりませんので,どうかかまわないでおいてください。

などである。

富山市近郊ではまた, 「クダサレ」の「フタ-レ」も聞かれる。ここには.

「クずズレ」 「ク貢ニレ」 「フデスレ」の三者がならんで存在している。ただ

し,土地の人は, 「ク」と「フ」の別にはほとんど無自覚である。 (人によって
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紘, 「ク」 「フ」の別に迷いを示したりしてもいる。)
0

このようなことにも関連するか。 「して下さい」が, 「してったはれ」ともな

っている。 (富山県教育全編『富山県方言』山離日刷所　大正8年3月)

4　クダ-イ

九州では,熊本県下・宮崎県下・長崎県下などに「--　クダ-ィ。」の

言いかたがあるO 「クダ-イ」は「クダ--イ」とか「クダ--」とかにもな

っている。

中国地方の日常生活では, 「クダ-イ」の言いかたは,さほどおこなわれて

MEBB

四国地方についても,言うほどのことがない。

近畿地方下もまた同様である。 (もっとも,方言生活上での,ややあらたま

った言いかたの中で,しぜんに「クダ-イ」をつかうことがなくはない。)

中部地方に関しても,私どもは,だいたい,日常生活での「クダ-イ」の常

用を兄いだすことができない。 (ただ, 『全国方言資料』第3巻の東海・北陸編

<昭和41年12月>では, 「富山県氷見市販久保」に, 「クダ-」 「クダへ」を

兄いだすことができる。)

関東地方にあってもまた同様である。 (もっとも,たとえば千葉県下での

「ゴメン クダ-ィ。」など, ときに「クダ-イ」がおこなわれてもいる。)

東北地方にも,一般には, 「クダ-イ」の平常使用がない。もっとも,あら

たまればこれをつかいもすることは,山形県下のつぎのような例にも明らかで

ある。県下の庄内地方では,

○コッテ㌃　ゴザッテクダ-ヤエー。

こちら-いらしてください。

などと言ってもいる。 「クダ-」の言いかたになることもあるo

「クダ-イ」命令形を見せる「クダ-ル」動詞には,他の活用形もあって,
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いわば「クダ-ル」動詞は,いろいろなはあいにわたって,そうとうに自由に

つかわれている。が,それらの中で, 「クダ-イ」命令形が,待遇表現上の独

特の役わりを演じることは明らかである。今は,他活用形には拘泥することな

く,この命令形の,特定謙譲表現法に立つ点を注視するのである。

5　クッタイ・クッサイ

「下さい」の「クックイ」があるか。伊藤晃氏の『東葛方言漫録』 (月刊評論

社　昭和33年7月)には,

「下さい」を「くったい」と云う。

とある。斎藤達夫氏の「東総地方方言集」 (『方言誌』第三輯　昭和7年7月)

にも, 「クッタイ」 (下さい)が見える。

児玉卯一郎氏の『福島県方言辞典』 (西沢書店　昭和10年7月)に, 「クッチ

ャイ」 (下さい)とあるのは, 「クックイ」と関係のあるものなのかどうか。な

お, 『全国方言集』 (静岡県警察部刑事課　昭和10年1月)にも, 「茨城」の「ク

ッチヨ」 (下さい)が見える。 「クッチャイ」関係の言いかたが,山形県下にも

あるらしい。

福井県立福井師範学校『福井県方言集』 (福井県立福井師範学校　昭和6年

7月)には,

「クツサイ」は「ください」の転靴か

とある。徳山国三郎氏編『福井の方言』 (貴信房書店　昭和7年10月)にも,

「クッサイ」が見えている。

クツサイ　　ください(郡部)

とあ蝣*-ll

かつて私は,石川県の大聖寺駅前の旅館で,

○デ貢イノバッす　す㌻セィ。

大きいのばかりください。
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というのを聞いた. -これは「在のことば」とのことであった。この「テ㌻

セイ」は, 「ください」の「クッサイ」の「クッセイ」なのかo　あるいは「く

れナサイ」の「クッセイ」なのか。ことによると, 「クッサイ」も「くれナサ

イ」からのものであるかもしれない。

「クダサイ」から「クダイ」もできれば「クサイ」もできるというのは,考

えにくいことではない。 「ナサル」から「ナル」もできれば「サル」もできると

いうように,語での音節省略はかなり自在であるO　こういう点では, 「クダサ

イ」系の「クッサイ」を認めることも,困難ではなさそうであるo

「クダサイ」も,転じて「クックイ」ともなると,これの,特定謙譲表現法

要素らしさは顕然としてくる。

(「クダサイ」が「クダレ」「クダイ」などと形を変えてくれはくるはど・そ

の諸転形の,特定謙譲表現法要素であることがはっきりとしてくる。)

6　シャ-

「シャ-」がもしも「クダサイ」の「サイ」であるとするならば,こういう

はなはだしい転形のはあいもまた,これの,特定謙譲表現法要素になりきって

いることが明らかであるとされる。

三重県下には,

してさあ　　して下さい

などというのがある。 (旧三重県女子師範学校生徒氏の記録によるo)

山田修氏の「共通語教育のあり方　関東甲信越地方」 (日本放送協会『方言

と文化』　宝文館　昭和32年10月)には,

ぷちがってしゃあ, (たいらにして下さい　あぐらをかいて下さい)

港にひゃあってしゃあ, (お風呂に入って下さい)

お茶をのんでしゃあ, (お茶をのんで下さい)

とある。
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関東の群馬県下でも, 「プチカッテシャー」 (楽におすわり下さい)の言いか

たがおこなわれている。 (中沢政雄氏「群馬県」 『NHK国語講座』昭和30年

5月)

7　クダレ

宮崎県南部では, 「クダレ」に相当する「クダリ」がおこなわれている。 『全

国方言資料』第6巻の「宮崎県日南市飲肥町」の条には,

mオリガ　　キタッチー　-チ　　クダリヨ

わたしが　来たと　　　言って　くださいよ。

とある。 - 「クダリ」に関連しては「クダル」その他の活用形もおこなわれ

ているけれども,今は,とくに, 「クダリ」命令形が問題視されるわけである。

「クダリ」のはあい,これの,謙譲表現法要素としてはたらく特定性が明らか

である。

「クダレ」は中国地方内に兄いだされる。原安雄氏『周防大島方言集』 (中

央公論社　昭和18年2月)には,

クダレ(老)　下さい。くだされの略。

とある。山田正妃氏「瀬戸内海鳥喚方言資料」 (『方言』第二巻第六号　昭和7

年6月)にも,山口県浮島の「クダレ-」が見えるO

北岡四良氏の『三重県方言資料集　南勢篇　上』 (自家版　昭和34年5月)

には,

くられ　(下さい) (地方)

が見える。 「くられ」は「クダレ」に相当するものか。

北陸,福井県奥に「クダ-レ」 (下さい)の注目すべきものがある。 「クダー

リ　ヨ」などの言いかたもあるらしい。天野俊也氏によれば,

「テレ　テレ1 「~テ17トッテクレlよりも「芽テ~百1の方がよく　次に

「テず-レ1がよい　「すず耳レlは更によいのであるが,あまり使はねO

のだという。 (「福井県大野郡北谷村谷(タニ)」 『福井県大野郡北谷村に於ける
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敬語』　自家版'昭和28年1月)北谷村谷の「クダ-レ」例はつぎのとおりで

ある。

○亨-,クず-レ　ヤレ-0

(やあ,これを,わけてください。)

佐藤茂氏は「補助動詞について(承前)」 (『近畿方言双書』第四冊　方言論文

集〔1〕昭和31年2月)で, 「大野郡石徹白村石徹白」の「ややぞんざいな言

い蝣'I!.

C,　0

ドナクモ　シズカニシテ　クダ-レ-　ヤカマシュー　セントッテ　クダ
O O D

a>j顛-

をあげていられる。

「富山県氷見市飯久保」のことばにも,

mヤー　ンナラ　　イッテキテクダレカー

はい。それでは　行って来てください。

とある。 (『全国方言資料』第3巻　東海・北陸編)

岐阜県下には「クダレ」の注目すべきものがある。土田吉左衛門氏の『飛騨

のことば』 (濃飛民俗の会　昭和34年8月)には,

くだれ(動)下さい。 (尊)-くられ

くられ(戟)下さい。 (尊)-くだjl

とある。県下,美濃には「クダレ」「クダーレ」がかなりおこなわれているら

しい。

名古屋ことばには「クダレル」や「クダレク」が見られるが, 「クダレ」の

命令形は兄いだしにくいようである。ただし,県下には「クダレ」が兄いださ

:flii、、

長野県下では,福沢武一氏の『信州方言風物誌　第二』 (柳沢書店　昭和32

年7月)に,

奈川の言葉は,ヨッテクラレ。

入山は,ヨッテクダサレ。
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が見える。

関東地方に関しては,私は,今のところ,大橋勝男氏の,群馬県下調査に関

する教示をここに引用しうるばかりである。群馬県吾妻郡六合村入山「引治」

では,

○ヤカソ　モッテ　キテク才一レ。

(「ちょっとやかんを持ってきてください。」と妻が夫に言う場合。)塞

女教示

○コア　言　オ下手テクず二レO

(「この子をしかってください。」妻が夫にたのむ言いかたとして。)塞

女教示

などと言うよしである。関東地方では「クダ-レ」が,今日,めずらしいもの

になっているようである。

東北地方でも, 「クダレ」あるいは「クダ-レ」の兄いだされることはごく

すくない。ただひとり,福島県東部には, 「クダレ」のややさかんなものがあ

って,この地域は,ひとふし注目される。

8　クダイほか

私はさきに, 「クダサレ」と「クダサイ」とは別項日あつかいにした。 「ク

ダ-レ」と「クダ-イ」とも区別した。同様にして, 「クダレ」と「クダイ」

とも区別する。 「レ」と「イ」とは,音のうえではさほど大きくへだたったも

のとも言えないが, 「-レ」形のものなり「-イ」形のものなりが,謙譲

の表現法に立ったはあいを考えてみると,その表現の現場では,両者に,表現

効果の相違の大きいことが知られる。 - 「L,」のむすびと「イ」のむすびと

紘,慎重に区別する必要がある。

「クダイ」は「クダレ」から言えば,一つのくずれた形である。それだけに,

「クダイ」の表現法は, 「クダレ」のばあいよりも,やや気やすいものになり
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がちである。

この気やすさに助長されてか,あるいは方言上の音靴の習慣によって, 「ク

ダイ」も「クダー」や「クダ」にもなっている。

九州では,まず宮崎県下(主として中部以南)に「クダイ」がいちじるしい。

「クダイ」が「クデー」にもなっている。 「クデー」が「クデ」とも発音されて

い-'->^

「鹿児島県肝属郡高山町麓」 (『全国方言資料』第6巻　九州編)に見える

「クヂャイ」は, 「クダイ」に類するものかどうか。

fヤドンナイモ　アン　マレケンナ　キヤイチュッ　　　　　クヂャイナ-

おくさんにも　　　　たまには　　おいでなさいと言って　くださいね。

熊本県下にも「クダイ」がある。八代市方面には「クダイ」の「クドイ」も

あるという。該地出身の白石寿文氏は,昭和38年3月の広島大学卒業論文で,

「クダサイ」-「クダイ」-「クドイ」とうつってきたのであろうか。

と述べており, 「クドイ」に,つぎの例をあげていられる。

○貢モサン　-テ㌃クドイO (老女-初老女)

おおいに話してください。

中国四国地方には「クダイ」の見るべきものがない。ただ,山口県の大津島

には「クダー」があるという. (山田正妃氏「瀬戸内海鳥喚方言資料」)

近畿地方のうちには,いくらか,問題の事象が見られる。兵庫県下姫路市方

面のことばには, 「クダイ」「クダー」があり, 「クダ」がある。 (今石元久氏の

調査にもよる。)

和歌山県下にも「クダイ」 「クダ」があるというo村内英一氏は, 「語法調

査票試案」 (『和歌山方言』 4　昭和30年1月)で, 「人にたのむことば」につ

いて, 「くらい」「くら」「くだ」を列挙していられる。さてこの「くら」であ

るが,悪霊鐙豊謂鷲等嬰学校『和歌山県方言』 (宗叢出監謂鷲等欝学校郷土
研究室　昭和8年3月)には,

クラ(段靴)　　　下さい
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とある。 「クラ」が,もし「クダ」の転靴に成るものであったならば,これは

当然ここにとりあげるべきことになる。 「クラ」がもし動詞「くれる」に関係

のあるものであったら,これは, 「クダサイ」系のものをとりあつかおうとす

る今の作業段階からは除外すべきことになる。かつて-旧友は,和歌山市方言

に関して,つぎのような説明をしるしてくれた。

「お菓子クラ。」は, 「お菓子イタ。」 (お菓子下さい。)よりぞんざいな言

い方であり,女子及子供間にのみ使用される。

「クラ」をよりぞんざいな言いかたとするのに即応すれば, 「クラ」に「くれ

る」動詞を想定することができそうでもある。それにしても, 「クダ」を単純

に「クラ」になまることも,おおいにありうることだろう。

滋賀県下にも「クダイ」がある。私は,湖東米原などでこれを聞いている。

県下愛知郡には「クタイ」もあるという。 (佐藤虎男氏による。)

中部地方の北陸には, 「クダイ」「クダー」などがそうとうにいちじるしくお

こなわれている0 --「クダイ」に関して,全国中,もっとも注目されるのはL,

この北陸地方であろう。

福井県下にはこのさい,越前のみならず若狭にも, 「クダイ」が兄いだされ

る。若狭・越前に「クダ-」もある。

○コア　丁ヵンクずィ。

このみかんをください。

は,福井市での「クダイ」例である。 『福井の方言』には,

クダイ　　くださいの意「んだい」は其変靴「うたい」と響くことあり

とあり, 「んだい」などの形も見える。

石川県下が,北陸でもとくに, 「クダイ」「クダ-」などのさかんなものを見

せている。

○ユッテリ　ヤ貢~フテクずィ　ノー。

ゆっくりやすんでくださいね。

紘,加賀東南隅の一例である。加賀平地部では「クダェイ」 「クデー」とも言
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っている。県下に「クタイ」もまたならびおこなわれている。能登ではおもに

「クダイ」がおこなわれていようか。

○コi7　シテ　クダイ　マ。

これをしてくださいな。

は,能登半島西岸南部の一例である。能登に「クダー」もある。たとえば輪島
_　　ノ

で, 「クダ-　ィ。」などと言っているO　ところで,ここに一つの問題がある。
ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

「クダー　--。」などと言われているものでは, 「エー」の特定文末部のはた

らき(語としては文末詞)が,まず認めやすかろう。したがって,ここの「ク

ダ-」に,単純な, 「クダイ」相当の「クダ-」を認めることができる。が,
_　　ノ

「クダ-　イO」のほうは,この地方にいちじるしい「クダ-シ」(これは「く

だシャイ」からのもの)の転靴形かとも考えられなくはない。そうであったら,

これには,単純には上釆の「クダイ」 「クダー」を認めかねることになる。

富山県下に「クダイ」があり,南の岐阜県飛騨に「クダイ」がある。つづい

て岐阜県美濃にも「クダイ」が兄いだされるo美濃北部で私の聞きとめた一例

は,

○孫らが　父さんに　ア77-　カッテクダ有　コIJ-　カ.,-テクダイと

言って, -　　。

である。

愛知県下に関しては,鈴木規夫氏『名古屋方言の語法』 (土俗趣味社　昭和9

年4月)に,つぎの記事が見える。

釆テ　クデァ一

見テ　クデァー

「クデァ-」は前出の「ゴゼァ-」とともに同輩又は目下に対して用ゐ

られるものであるが,男の老人が口にするくらゐであまり聞かない。

三河,渥美町立伊良湖岬中学校の「方言表」 (『中学校において話す力をのはす

にはどうすればよいか』　研究物　年月不詳)か手は,

くよ　　下さい
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くい　　下さい

とある。この「くい」は「クダイ」に関係のあるものかどうなのか。

長野県下にも「クダー」や「クライ」がある。

○ソ-　シテ　クダ　ヤ。

そうしてくださいな。

は, 「クダイ」の「クダ」を受けとらしめる.信州諏訪湖近辺で, 「クず　ヤ」

は年配の女の人が言うよしである。

っぎは関東地方での事例であるo中沢政雄氏の←舘新品村言語調査報

告」 (『季刊　国語』昭和24年度1)には,

クダイ(下さいの意)　カネ-クダイ(お金を下さい)　チットクダイ

(少し下さい)

とある。

栃木県那須郡下でも「下さい」を「クダ」などと言っているという0

東北地方では,福島県東部に「クライ」がある。

山形県下には「クダイ」「クダニ」がある。内田慶三氏『米沢言音考』 (目黒

書店　明治35年10月)には,つぎの記事が見えている。
グ

呉れニモ,な江ヲ付ケテ,呉れな江ト云-ズ。是レ,呉れ無江ト混ズルヨ
クダ

リ,云ヒ分クル必要上,下江ト云フ。
グダ

下さ江ノ,さを略シタルモノナリ。

秋田県北部に「クダイ」 「クダニ」のあることは,秋田県学務課の『秋田方

言』によっても知ることができる。内田武志氏『鹿角方言集』(刀江書院　昭和

11年9月)には「クンダニ」の形が見えている。その-例文はつぎのとおりで

方・O。

オソデェァテクソダニ

お出で下さい。

昭和31年末に私が花輪町で聞いたものは,

○コッ手首　キ〔kJi〕テク〔ti〕ダニイ〔n,
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でfr>b。

奥羽の太平洋がわでは, 「クダイ」があまり聞かれない。私がここにしるし

うるのは,次下の事例だけである。

○この辺の在はクソデ亨二を言う。

これは,青森県八戸市の近在でのことである。

○シ〔i]ンテ〔ii]ンサ　イッコ モッテ　キ〔kci〕テ ク〔ii〕ンずイ　ヨo

新聞を一枚もってきてくださいよ。

これは岩手県北,軽米町のことばである。

9　タイ・タン

「クダサイ」系の「クダイ」の, 「クタイ」からは「タイ」も出てきたはず

である。

「タイ」は「タン」ともなまったようである。

北岡四良氏の『三重県方言資料集　志摩篇』 (自家版　昭和32年2月)には,

お金貸してタン

が見える。 「タン」は「下さい」であるという。玉岡松一郎氏の「志摩崎島方

言集」 (『方言』第五巻第九号　昭和10年9月)には,

タン　　下さい「オ金タン」「貸シテタン」 4 (和具村)

とあ'O。

滋賀県下には「下され」の「タイ」がある。 (大田栄太郎氏『滋賀県方言集』

刀江書院　昭和7年3月)私は,湖東米原で「タイ」 (下さい)を聞いた。

「タイ」に関してもまた北陸地方が注目される。石川県下に「タイ」のいち

じるしいものがあるo早く木村尚氏喋通票金沢方言集』 (宇都宮書店明治

42年9月)に,

たい(下さいの略なり)おくんなさい

としるされている。加賀の方々に「タイ」があり,能登西南岸にも,

○しそ　タ才　マo
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などが兄いだされるo金沢ことばの「タイ」は「タェイ」ともある. 「オ貢シ

テ言イo」 (お菓子ください。)などと,子どもがよく言うという。

○コ五　首言イ　マンo

これくださいな。

とも言っているという。 (ねだってつよく言う時に, 「マン」が出るらしい。)

岩井隆盛氏が国立国語研究所報告16 『日本方言の記述的研究』 (明治書院　昭

和34年11月)の中で, 「石川県金沢市彦三一番T」について書いていられる,

トッテクインカ・トッテンカ(取って下さいませんか)

紘,やはり「タイ」ことばを兄いださしめるものであろう。

富山県西部に(つまり加賀寄りに) 「タイ」が兄いだされる。佐伯安-氏の

『砺波民俗方言集稿(7)』 (自家版　昭和30年10月)には,

タイ　(命令形のみ) (給えの意)下さい。ちょうだい。終助詞マを伴う

こともある。 (出町-婦人,子供)

とある。

長野県下にも,

マッテタイ　　待ってくれ

など, 「タイ」の言いかたがあるらしい。 (佐伯隆治氏「長野市及び上水内郡方

言集」 『方言』第四巻第十一号　昭和10年12月)

関東地方では,千葉県山武郡下に「タイ」 (下さい)があるらしい。 (東条操

先生編『分煩方言辞典』都竹通年雄氏「小詞」東京堂　昭和29年12月)都竹

通年雄氏は, 『国文学解釈と鑑賞』第十九巻第六号(昭和29年6月)の「方言文

法」で,やはり千葉県などの「タイ」をあげていられる。

東北では,秋田県下に, 「タイ」(「タイソ」も) 「タ-」の,かなりいちじる

しくおこなわれているのが見られる。

○言グ〔ii〕オザッテ　クインo

Hっづがなくお帰りください。"

これは,県下東南部内の「タイソ」例である。



_b

Oゴメ〔弓〕ンシ〔i]テ　タイ　シ。

ごめんなさいね。

これは,県下雄鹿半島の船川での「タイ」例である。ここでは, 「あがって

タイン。」の「ア京㌻斉イン。」も聞かれるO

秋田県下の,方言関係の文献には, 「下さい」相当とされている「タイ」「タ

イソ」「クエ」が,かなり兄いだされる。

東北地方では,他に宮城県下に, 「-ノて　タイン。」の「タイン」が見られ

るか。他地域に関しては,今,私は,言うべきものを持たない。

「北海道松前郡福島町百符」 (『全国方言資料』第1巻　東北・北海道編　昭

和41年10月)には,

t一蝣'-　-一　一　　　　　　　ー1---T一々二t=ン

ああ　いいんだいいんだ　持っていきなさい。

が見える。

10　クダリヤシ

福島県東部には, 「クダT)ヤーセ」がおこなわれているという。 (新妻三男氏

『相馬方言考音韻語法の部』自家版　昭和5年10月)

遊びさおんなって下りぁ-せo
四ら

国学院大学民俗文学研究会編集委員『岩手県南昔話集』 (『伝承文芸』第六号

昭和43年4月)には,

今夜だけどうぞがまんしてくだありゃL

というのが見える。

11クダンヤイ

「クダンヤイ」そのものはどこにも兄いだされないのであるが,ただ,問題

としうる「クランヤイ」が三重県下に存在している。紀州分の長島のことばで,
-　ノ

○デンテ　ヵテテ　クランヤイo
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電話をかけてくださいな。

というのがある。この「クランヤイ」については,いちおう「クダンヤイ」を

うたがってみることができ・る。ところでこの長島弁には, 「アシテ　丁テク

ランヤィ。」 (あした見てくださいなO)との言いかたとともに, 「アシす　丁テ

クテラヤィ。」との言いかたもある. 「クラシャイ」を見ていると, 「クランヤ

イ」もただの「クダソヤイ」ではないのかと思われてもくる。

12　オ下シなさいマセ

九州佐賀県南部の旧須古村で聞き得たものに, `やしきことば'の「オクずラ

ンサイマッシェ。」がある。

13　クダーシほか

石川県下も主として能登では,たとえば輪島で,
ノ

○耳-　アガリマシテ　クダーシO

さあ,お上がりになってください。

○耳-　アガリマシテ　クダーシ　才x.-。

さあ,お上がりになってくださいね。

などと言っている。この「クダーシ」は,ときに, 「コL,ドカ　ヨンデ　グ

ダーテ=二。」 (これをどうか読んでくださいo)などとも言われている「クダ

-シェ-」とも類同のもので,もともと「下さッシャイ」の言いかたに成るも

のではないか。能登では, 「クダーシ」が「クダシ」ともなっているo奥能登

南岸の宇出津の例だと, 「クダッラ-。」 (ください。) 「クずシoJ 「クずテ-。」
ノ

などが聞かれる。 (文末詞「マ」のむすびのきた「クダシ　マ。」「クずシ　マ

-。」の言いかたは,能登の方々で聞かれる。)

『岐阜県方言集成』では,揖斐郡の条に,

くだしいや〔句〕　下さい。

が見える。この「くだしい」も「くだシャイ」か.-「シャル」ことばのさ
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かんな岐阜県下のことである。

所によっては, 「---・クダシャンセ(シェ)」などと言っているか。この

「クダシャンセ(シェ)」は, 「下さッシャンセ」からのものであることもあるかこ

「クダサンセ」相当のものにはかならないこともあろう。

14　クダサイマセほか

九州熊本県南部では, 「来て　くだ-リマッセ。」などの言いかたが聞かれる。

大分県臼杵市などでは, 「下さいまし-」の言いかたが聞かれるらしい。 (『昔

話研究』第三,四号　昭和10年7月, 8月)

中国地方では,まず,山口県下で「クダサイ(-)マセ」がよく聞かれる。つ

いで,出雲南部山地のつぎの一例が注意されるO

○ひとつ　アガッテ　ヤッテ クダサイマショーこ。

ひとつ,こちら-おいでくださいましたらさいわいですが。 (男青年

の電話のことば)

四国でも,近畿でも,中国での広島県以東でと同様に, 「クダサイマセ」を

常用する方言生活はあまり見られない。ただ,共通語-の心ばせをもって,て

いねいなもの言いをするとなれば,人は,どの地方の人のはあいにも, 「クダ

サイマセ」をつかいうることはもちろんであろう。つぎのは若狭小浜湾頭の一

例である。

○ドニず　耳ガッテ　キテ　クダサイマシェ。

どうぞおりてきてくださいませ。 (家の嫁さんが,二階の私どもに,

食事におりてこいとすすめてくれることばであった。)

佐渡西北岸の外海府では, 「クダサイマシ」が, 「ナサイマシ」や「喜一　ア

斉す~言シ。」などとともにつかわれているのを聞くことができた。かつての-

・経験であるO

関東地方下に, 「クダサイマセ」「クダサイマシ」のかなりよく聞かれること
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は,多く言うまでもなかろう。

○ド-ゾ オアテ　クダサイマシ。

どうぞおあてくださいませ。

これは埼玉県東部の一例である。

東北地方の,通常の方言会話では, 「クダサイマセ」などがほとんど聞かれ

ない。ところで,ていねいことばの中にはしぜんに,この種のものが出てくる

のでもあろう。岩手県北での事例はつぎのとおりである。

○モッテ　オデアッテ　ク〔丘〕ダサl)〔i]マセo

持っていらしてくださいませ。

「クダサリマセ」が「クナサリマセ」ともなっている。

「クダサリマセ」例は,龍田多代子氏の『青森県五戸語桑』にも見える。

15　クダサマセ

「クダサイマセ」が「クダサマセ」ともなれば,また,この転靴形がこれ相

当の待遇効果を発揮する。

青森県東部の野辺地町では,

〇号ト音-　アガラシテクダサ言-O

まあまあ,お上がりになってくださいませ。

のような言いかたをしている。

佐渡弁では, 「クダサマセ」が「クラサマシェ」になっている。 (佐渡ではF-

行音をラ行者に転靴させることがいちじるしい。)

16　クダサンセはか

九州では,東がわの地域に問題の事象がある。宮崎県下では,中部域に「ク

ダ-ソシ」などが兄いだされるらしい。大分県下は「クダサンセ」を見せてい

るO 「大分県南海部郡上野村」 (『全国方言資料』第6巻)には, 「クダ-ソシェ」l:

「クダ-ンシ」が見えている。
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中国地方では,山陰に「クダサンシェ」が兄いだされる。

○言-　オテ丁二　ォァガンナティシテクダサンシェ。

まあ,お茶をおあがりになってくださいませ。

は,出雲の一例である。出雲に「クダサイセ」もおこなわれている。隠岐は,

「クダサンセ(シェ)」のさかんな所のようである。

四国に関しては,今,私は,武田明氏の「三好郡昔話-阿波三縄村宇山風

呂-」 (『昔話研究』第二十一号　昭和12年7月)に,

それではまあこなに貧乏なんじやけに一つ寝とって下さんせと云ふわけで

亭主はとうどう寝た相な。

を兄いだしうるばかりである。

転じて近畿地方下にも,問題の事象は兄いだしがたい。ただ,永田吉太郎氏

の「助動詞の記載について」 (『土の香』創刊五周年記念　土俗趣味社　昭和8

年5月)には,

クダサン(セ)　　和歌山県日高地方

(上山景-氏)

というのが見えている。

北陸地方に, 「クダサンセ」のやや注目すべきものがある。石川県加賀の東

南隅には,

○シ天ヵニ オアガリソ　ナッテ　クダサンセ。

ゆっくりおあがりになってくださいませ。

のような言いかたがあるo能登にも「クダサン、シェ」がおこなわれている。

ついで富山県下には, 「クダ-ンセ」がよくおこなわれている。

○オ亭寺~デモ　ア斉㌻テクずフ二手セ。

などと言っている。 「クダ-ンセ」が「クタ-ンセ」などにもなっているらし

い。 『富山県方言』には, 「ツタ-ソセ」も見える。

北陸より東で, 「クダサンセ」ほかの注目されるのは,東北の岩手県方面で

ある。岩手県中央域の東部山地内での,私の調査経験では,つぎのような事実
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が知られた。

○ケ首-o

oテ守斉-ンo

o京クリャンセ。

○京クリャッテ　ク前石-o

「くれろo」から「おくれあって　くださいませ。」-の,下位から上位への,

上の四とおりの言いかたがある。

「岩手県官古市高浜」 (『全国方言資料』第1巻)には,

m--　・オサメデ　クダセ-ソセ

納めて　　ください。

が見える。

17　クダイセはか

中国地方の広島県(海岸部を除く)では, 「下さんせ」の意の「クず才セ」

がおこなわれている。 「くださいます」の, 「クダサンス」からの「クダイス」

が, 「クダイシタ」などともおこなわれていて,一方, 「ク育子セ」が,謙譲表

現用のものとして定着せしめられている。

四国一般では, 「クダイセ」を兄いだすことができない。ただ,愛媛県下の

内海島唄の一部に, 「クダイセ」が兄いだされるO

三重大学方言研究会『三重方言資料』 (昭和28年3月)には,

アガッテクダイショ　　南牟婁郡　飛鳥村　　訪問の応答

が見える。

能登にも「クダイセ」があるO愛宕八郎康隆氏は,能登半島東北端に関して,

「クダイセ」の頻用(中年以上)を指摘していられる。 「クダイセ」は, 「クダ

ッシ」よりはわるいことばであるという。

転じて山梨県下に, 「クダイショ」が兄いだされる。深沢泉fe,春日正三氏,

石川縁泥氏などのご研究がある。
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18　クダッセほか

熊本県下,ことに天草に, 「クダッセ」のさかんなものがあるo天草下島南

端の牛深町では,

○コッチャン　キテ　クダッシャイ。

こちら-来てください。

などとも言っており,ここに, 「シャル」ことばも認められるかのようである

が,それはそれとして,おなじく牛深でも,

○オスキクダッシェ一。

お敷きください。 (座ぶとんを)

など,明らかに「クダサイマセ」系の, 「クダイセ」煩似の「クダッセ」がお

こなわれている。 r-ません」も「マッシェソ」(r-でしょう」も「デッ

ショー」と言っている,), p　なさいませ」も「ナッシ-」と言っている所

がらだけに, 「下さいませ」に関して「クダッシェ」のおこっているのも,む

りからぬことに思われる。

○モ-　コノ　ノ、ソヲラクダッシェ-.

もうこの半分ください。

は,天草下島東北岸の一例であるO

熊本県本土に関しては,阿蘇山南麓のつぎの例をあげることができるo

oイッベンドモ　オッテ　クダッシェ。

いっぺんでも居ってください。

九州では,大分県下にも「クダッセ」が兄いだされるo

っぎに石川県に関して, -問題を指摘しなくてはならないo主として能登に

は「クダッシ」が兄いだされ,

○ソッチ　デマシテクダッシ。

そちらへお出になってください。

などとあり,県下にこれの転靴形も兄いだされるが,当地方の「クダッシ」な



第-章　他に対する願望をあらわす特定謙譲法動詞(またはそれに助動詞のそわったもの)　35
による謙譲表現法

どは(「クダシ」も),さきに13の項目で見た「クダ-シ」と類縁のものと思われ

る。すなわち,これらの「シ」はみな, 「シャル」ことばの, 「シャイ」命令形

の転じた「シ」だと思われる。 「-盲-　オ~百両　マ～。」 (早くおろしなさ

いよ。)の「サシ」も, 「サッシャイ」であると思われるが,この「サシ」同様に,

「クダッシ」 「クダシ」もできたものと思われる。要するに,北陸の「クダッ

シ」などは,上述の「クダッセ」などとは生成を異にするものと解される。

『岐阜県方言集成』に見える「くだっし」は,能登のにおなじものかどうか。

最後に記述すべきは,福島県下に関してである。なぜか,東北地方でもとく

にこの地方が, 「クダッショ」 (下さい)を見せている。この「クダッショ」は

「クダッセう」からのものか。 『福島県方言辞典』には, 「クダッショ」ととも

に「クタッショ」も見えている。 (私も,現地の人からの, 「クタッショ」の報

知を受けている。)

19　クダンセはか

九州では,東部に「クダソセ」などが見える。宮崎県下の中部地方に「クダ

ンセ」 「クダンシ」があり,大分県下に「クダンセ(シェ)」がかなりさかんで

ある。
一室!

oモッ亨~吉　事チェ　クダソシニ.

持って来てください。

○ヒチェ　クダンシェ。

してください。

などと言っている。

中国地方では,やはり山陰に「クダンセ(シェ)」があり,山陽の備後などに

も「クダンセ」が兄いだされる。

四国には,だいたい, 「クダソセ」などがおこなわれていないようである。

近畿地方にもまた,問題の事象の兄いだされることがまれである。ただ,

『和歌山県方言』には「クダソシ」 (下さい)が見え,森彦太郎氏『南紀土俗資
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料』 (土俗資料刊行会　大正13年3月)にも, 「くだんせ(下さい)」が見える。

なお,近畿内で一つ注目されるのは,播州赤穂方面の「クダンセ」ことばであ

る。 =男のことば日に「クずンセ」 (‖そうしてくれ")があるという。

「クダンセ」ことばのおこなわれることのいちじるしいのは,北陸地方であ

る。このさい,まず,福井県の若狭の「クダンセ」が指摘される。小浜湾岸の

一例には,

01二二ゾ　-才寺テ~すずラシェ。

どうぞはいってください。

がある。 (ここでは, 「クダンス」などの活用形もおこなわれている。)若狭に

は, 「クタンセ」の清音形も兄いだされる。

福井県越前では, 「クダソセ」 「クタンセ」の見るべきものがないが,その北

の石川県下となると,ここでは, 「クダソセ」煩の使用が別していちじるしい

ありさまである。-全国中,おそらく,この石川県下がもっともよく, 「ク

ダンセ」類を見せていよう。加賀に「クダンセ(シェ)」 「クタンセ」があり,

「クダンシ」もあり,能登にまた, 「クダンセ(シェ)」「クダソシ」がさかんで

ある。能登半島西岸の事例をあげれば,

○クダンテ言-クダンテ言-クダンテニー。

ちょうだい,ちょうだい,ちょうだい。 (学童ら,絵をくれくれとね

だ3J

oコ石　ミテクダフシェo

これを見てください。

○ツェ-テテ クダンシ。

つれてってください。

などがある。このあたりの,敬語法のことばづかいを大観するのに,なかでも

「クダンセ」ことばが-特徴をなしているように見うけられるo　能登半島東北

端の事例を,愛宕八郎康隆氏の調査結果からお借りするなら,

○デテクずソ盲-0
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出てください。

などがある。

岩井隆盛氏の「石川方言-その分布と区画-」 (『国語学』第十一輯　昭和

28年1月)には, 「クダソセ」 「クダソシ」 「クタンセ」 「クタンシ」 「グデソ

セ」 「クテンシ」 「クトンシ」といった形があげられている。加賀の大聖寺駅

前では,私も,小松のことばとされる「ク丁ソシェ。」 (ください。)を聞いた。

石川県に東隣する富山県下にも, 「クダソセ」 「クタンセ」がある。私は富山

市西北部で,

○ラ~二メソデモ　テラデモ アガッテ　クダンセ。

そうめんでもなんでもたべてください。

〇百ダ　すす　言ト　テ㌻タラ　幸二テクテラセ。テ二ソ ツカェマセソ

チャ。

まだ聞くことがあったら,聞いてください。なにもさしつかえはあり

ませんよ。

などを聞き得ている。

新潟県下の南障,信州どなりの秋山郷にも, 「クダソセ」が兄いだされる。

押見虎三二氏が, 「秋山郷の言語構造論について-第一次報告-」 (新潟

大学『研究紀要』第二輯　昭和31年2月)の中で,

○(上略)サトユーノンデチット-ナシテクダンセ

(砂糖湯を飲んで,すこし話して下さい。)

との事例をかかげていられる。北陸を出はなれると,もはや一般には, 「クダ

ソセ」類を兄いだすことが困難である。その中にあって,ここには一つ,山梨

県西南部内のつぎの言いかたをひくことができる。

○マテ　キテクダンショ。

また来てください。

「クダソショ」の言いかたになっている。 「クダソセう」か。

いま一つ,私が「クダソセ」 「クタンセ」を兄いだしうるのは,岩手県下に
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おいてである。県中央域の東寄りでは,

○タ天テ　クダンセ。

たべてください。

○コノ　テガミ〔i〕　ヨンデ ク〔ii〕テラ盲-.

この手紙を読んでください。
ノ

などと言っている。県下北寄りでも, 「コレ　三enデク〔ii〕ダンセ.」など

と言っている。小松代融-氏の『岩手方言の語尭』 <岩手方言研究第三集>

(岩手方言研究会　昭和34年11月)にも,

クタンセ　　下さい

が見える。 (「旧南部領」のことばであるという。)

20　クダン

大分県北海部郡には「クダン」があるよし,柳田国男先生の『毎日の言葉』

(創元社　昭和21年6月)に見える。

「クダソ」で注目されるのは,姫路市方面である。姫路市では,
_　　ノ

○テ言㌻ト　マットッテ　クダン　ネ.

ちょっとまっててくださいね。

○コ7;シテクずニラ。

これしてちょうだい。

などと言っている。 「姫路の『クダン』ことば」との言いならわしがあるらし

い。総体に,婦人衆がこれをつかっているようであるが,むかしは男性も,し

たしみやわらいだ時, 「何々してクダソ。」と言っていたそうである。

こういう「クダン」を与,おそらく, 「クダンセ」の「セ」(または「クダンシ」

の「シ」)略に成るものであろう。 -「クダイ」が「クダソ」になったと考え

ることは, 「姫路の『クダソ』ことば」などのばあい,むりなのではないか。

三重県下,紀州の長島町では, 「ください。」の「クずニラo」を聞いたo (老

女からであった。)これも, 「クダンセ」の系統をひくものではないだろうか。
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「クず=~70」の長音や,アクセントの高音の調子などが,そのことを思わせて

くれもする。

北岡四艮氏編の『三重方言資料集　南勢篇　上』には,つぎの記事が見える。

くだん　　下されといふを,ちゃちゃもって来てくだん,そこたてくだん
こゑうち

などといふ。くだんせといふべきをせの字を言中にふくみていふゆゑくだ

んといふがごとし。 (漫録)

下さい(地方)

他の伊勢南部関係の方言書にも「クダン」が見える。

さきに私は,-9の項で, 「タイ」にあわせて「タン」を見た.(三重県志摩のこ

とば)この「タン」を,あらためて「クダソ」からのものかと,うたがう必要があ

ろうかどうか。おそらくその必要はないのではないかと考えられる。

以上のほかの地では,私はまだ, 「クダン」または「クダーソ」を兄いだし

得ていない。

21　タンセほか

おもに, -あるいはほとんどと言ってもよいくらいに,秋田県下に兄いだ

される「タンセ」類がある。 (-本書では,これをこの位置にとりあげてみ

る.一考である。 『方言敬語法の研究』 p.178参照)

ただ,他の一・二の土地にも関連事項があるので,それから見ていくO

岡山県東南隅の地域では,

○マットッテ　ダソセ　ノ。

まっててください。

○トッテ　ずニラセ。

とってください。

などと言っているo　この「ダソセ」「ダーンセ」は, 「クダンセ」に近いもので

はなかろうか。

ついで, 「福井県遠敷郡名田庄村納田終」 (『全国方言資料』第3巻)にも,
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∽ヨッテ　チャナト　ノンデ　ダンセ

寄って,お茶でも　飲んで　ください。

など, 「ダソセ(シェ)」が見える。

さて問題は東北地方である。高橋藤作氏の『西和賀方言之研究』 (岩手県和

賀郡川尻尋常高等小学校　昭和9年11月)には,

下サイはタンせ　来テタンせ

との記事が見えている。東北地方では,秋田県下にかざらず他の地にも, 「タ

ンセ」煩があり得ているのであろうか。それにしても,今日は,秋田県下の外

では,一般に, 「タンセ」、類がはなはだ兄いだしがたいありさまである。

秋田県下の, 「タンセ」類隆盛のありさまは,まず, 『秋田方言』について見

ることができる。同書には, 「タンセ(シェ)」「タン-(ヒ)」「クンニ」の話形

がとりあげられており,そこに分布の説明と用例とを見ることができる。
△

「貢んえ」 「たZ;しえ」 「たもれ」 「けれ」は動詞又は動詞的活用の助動詞

に, 「て」 「で」を接続したものにつづけるので,希望の意味をもってゐる。

というO奥羽の「タンセ」煩は,北陸にいちじるしい「クダンセ」類と関係の

深いものか。等しく日本海斜面に,南北あい応じて同系のものが分布している

らしいのは,注目にあたいする。国の中心地からより遠くはなれた地域に,

「クダンセ」に対する「タンセ」といったような省略形がおこなわれていても,

もっともなことのように思われる0 -より遠くはなれた地域では,こういう

しぜんの転靴がおこりゃすかったであろう。

秋田県下の「タンセ」榎の実例をあげる.県下東南部山地での一・二例には,

○ス〔ti〕デ　タンシェ　サーo

座ぶとんを敷いてくださいなあ。

〇百一　ク〔ti〕ッテ　タンシェ.

さあ,たべてください。

などがある。県北部の一例は,
_　ノ　　　　　　　-

○ド-ゾ　オザッチ　タン-0
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どうぞいらしてください。

である。

秋田県下も西南,本庄方面では,「タンエ」を吉わぬという。これは,山形県下に

「タソセ」類がないのと関連することであろうか。

「タンセ(シェ)」と, 「タン-(ヒ)」「タン-」とでは, 「タンセ(シェ)」の

言いかたのほうが,よりあらたまった言いかたになっているのであろうかOか

るく言うと「タン-」が出るということがあるかのようである。

北条忠雄氏は,柴田武氏編『方言の旅』 (筑摩書房　昭和35年9月)の「みち

のくの巻(1)」で,

「ォメシャッテタン-」の「タン-」は「タモレ」から来たもので,秋田

県では原形がまだあちこちに残り,変化した形の「タンシェ」 「タン-」

などは広く行なわれています。

と述べていられる。

一つの疑問例をここに付記しておく。東条操先生の『全国方言辞典　補遺篇』

には,

こしてくったんえ〔句〕 -こす

譲って下さい。千葉県印旗郡臼井。

というのがある。この, 「下さい」とされている「くったんえ」は,どういう

出来のものであろうか。 「クダンセ」に近いものかどうか。

22　ダセ

栃木県下の田代黒龍氏『高林村郷土誌』 (稿本　明治44年5月)には,

ダセ　　　　下サイ

とある。この「ダセ」は, 「クダセ←」 (下さい)の「ダセ」か。

石垣福雄氏は, 「東京語はひろがる」 (『言語生活』第四十一号　昭和30年2

月)で,

道南地方では(中略) 「下さい」に当る丁寧な言葉に(中略)
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CI  0

コノ手紙ポストサ入レデダセ
o  o  o  o

コノ手紙ポストサ入レデクダサイ

としていられるO佐藤誠氏も,柴田武氏福『お国ことばのユ-モア』 (東京

堂　昭和36年11月)の中で,北海道江差について,

「雨降って釆たから干し物をイレテダセ。」 (おかみさん-出稼ぎの漁夫)

(雨が降って釆たから干し物を入れて下さい。)

としるしていられる。

三　クダシカレほか

「下す」に関連する, 「下しおかれ」の「クダシカレ」がある。 -これが,

まったくの,謙譲表現用の特定語詞として,方言上,わずかに存在している。

もとより今日, 「クダシカル」や, 「クダシカッた」「クダシカラん」などは兄

いだされることなく,もっぱら「クダシカレ」命令形のみが存立している。

山口麻太郎氏の『壱岐島方言集』 (刀江書院　昭和5年7月)には, 「下さ

るの意にて丁重なる語。」の「クダしゃカル」がある。

「クダシカレ」が今日,兄いだされるのは,信州においてである。上田中学校

国漢科『信州上田附近方言集』 (大正堂書店　昭和7年10月)は,つとに, 「ク

ダシカ&レ」の語をかかげているo記事に言う.

上田オンクレ坂城はオクレ

なぜか松代クダシカレ

これ上田附近は,オンクレといひ,坂城以北は川中島なり,此の地方はオ

クレといふ。松代は-廓をなせる地なりo他と異にしてクダシカレといふ

故に之を合せていへるなり。

同書にはまた,

クダシカレ(松代)　　くだされの転

又,クダシカイ」ともいふ。

ともある。
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佐伯隆治氏の「信州北部方言語法(上)」 (『国語研究』第十巻第七号　昭和17

年8月)には,

「下さい」といふことを松代では「クダシカレ」と云ふ。

ソレヲクダシカレ。釆テクダシカレ。

とある。

私が,今日までに知り得たところでは,信州をほかにすれば,他では九州肥

前平戸島に,問題の事象を兄いだし得ているにすぎない。平戸家中弁では, 「ど

うどうして下さい」の意で「クダショカリ」と言っている。 「下しおかれ」が

「クダショカレ」になったものであろう。

「クダシカレ」「クダショカリ」,ともに,謙譲表現法に役だつ特定要素であ

ることは明白であろう。

四　まとめ

動詞「下さる」の命令形が,他の活用形に比較してとりわけさかんに用いら

れているのは,だれしも,察知にかたくないことであろう。 -方言に「下サル」

諸活用形がよくおこなわれているばあいにも,命令形がなお,より活発により

多くおこなわれるのはつねのことである。

このように見られる命令形の頻用とともに,使用上でのしぜんの出来として

の転靴形発生も,またいちじるしいものがあった。思うのに,ものが,特定的

に頻用せられるようであれば,言主の,そのものを使用する現場での使用意識

の展開・転移によって,硬軟・簡複の転靴形が生じるのは,もっともしぜんの

ことであろう。

ものがとくに頻用され,かつまた,そこに諸種の特定転靴形が産出されるよ

うであれば,その頻用せられるものないし諸転靴形は,いよいよ特定謙譲表現

法要素として立つようになる。

「特定命令形の特定用法」ということが考えられる。
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第二節　ツカ-サイ類

-　はじめに

「下サル」は, 「下す」の「下さ」に「る」のそあったものである。 「遣わさ

る」は, 「遣わす」の「遣わさ」に「る」のそあったものである。 「クダサイ」類

が,特定謙譲表現法にはたらいているのと同様に, 「ツカ-サイ」煩もまた明

らかに,特定謙譲表現法に,たちはたらいている。ものが謙譲表現法に役だっ

ていることの明らかさは, 「ツカーサイ」類のほうが大でもあろうか。 -「ク

ダサイ」などと言うのよりは, 「ツカ-サイ」などと言うほうが,よりつよく

自己を低め,より深く謙遜の意をあらわすことになるというわけであろう。

「クダサイ」類と「ツカ-サイ」類とでは, 「ツカ-サイ」煩のほうがいち

だんと古風であろうか。 「クダサイ」類は,方言上のそれが,現代共通語上の

それと,ただちに連関しており,双方に境がない。 (そのことにも関連しよう

が, 「クダサイ」煩には,たとえば「クダサッた」 「クダサラん」などのおこ

なわれることも,かなりいちじるしいものがあるo)これにひきかえ, 「ツカー

サイ」叛のほうは,現代共通語上になんら尾をひくものがなく,また諸方言上

命令形のほかの活用形のおこなわれることが, 「クダサイ」叛のばあいとは比

較にならないほど微弱である。いわば「ツカーサイ」類は,命令形本位に存立

していると見られるのである。 「ツカーサイ」類は(「ツカーサル」動詞一般と

してはもちろんのこと),今日,遣存の特定物とのおもむきが深い。

ニ　ッカ-サイ系

1ツカーサL,(ツカサレ)・ツカーサイ(ツカサイ)はか

さきに, 「クダサレ」ほかと「クダサイ」とは区別したO (また, 「クダ-レ」・ほか
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と「クダ-イ」とも区別した。)今日, 「.-一イ」形のほうは,共通語としてもおこ

なわれているので, 「.-一レ」との差が感じられやすい。このため,とりあつかいに

あたっても,項目をわけた。

しかし, 「ツカ-サレ(ツカサレ)」と「ツカ-サイ(ツカサイ)」とのはあいは,

今日,ともに,明らかな方言形なので,人はしぜんに,両者の似寄りを感じやすい。,

それゆえ,今は,これらを一括して,同一項目のもとであつかう。

「ツカ-サレ」などと「ツカノ、レ」などとは,別項目にしてとりあつかうO「ツカ

-サレ」には, 「ツカサレ」の,長呼しない形もありはするものの,総じては,長呼

の傾向がつよい。これにひきかえ, 「ツカ-レ」には, 「ツカ-ノ、レ」などの長呼が

まれであるO「ツカ-サレ」などと「ツカ-レ」などとは,分布上でもまた区別する

ことができる。このようなわけで,私は, 「ツカーサレ」などと「ツカ-レ」などと

を,区別してとりあつかう。

「ツカーサレ」ほかの分布には特色がある。九州は,主として福岡県下にこ

れが兄いだされるにとどまり,中国・四国にこれの分布することがいちじるし

い.関連しては近畿であるが,ここは「ツカーサイ」に関しては,さほど見る

べきものがない。前田勇氏は, 「関西方言の性格」(『NHK国語講座』昭和32年

3月)で,

瀬戸内海両岸で懇願・依頼を表わすのに「-・てつかわさい」というのは,

近世中期には京阪でも使っていたようです。

と述べていられるが,今日では,京阪地方も「ツカーサイ」を存しなくなって

いる. (ただし,次項に述べる「ツカ-I/」は別問題である-.)

以下順次,分布の明細を見ていこう。九州,福岡県下では,まず,福岡市の

「ツカーサイ」が注目されるO　その西北方にあたる糸島半島での一例は,

○オヌ耳ソ　イ喜　ヒIFッ　ッ万二亭ィ。

おばさん,いもを一つください。

である。県下に, 「ツカーサイ」を使用する所は多い。如来敬一氏は, 「福岡県

方言の語法」 (『北九州国文』第五号　昭和30年3月)で, 「ツカーサイ」にも

言及していられる。岡野信子氏にもまた,北九州若松地区の「ツカサイ・」に関
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する報告がいくつかある。若松・八幡の方面で,短呼の「ツカサイ」が見られ

るのは注目される。岡野氏によれば,

○ヨメ　モライマシタケ　ヨロシュ ミラ㌻チッカサイ。 (老女-老女)

嫁をもらいましたからよろしくお見知りおき下さい。 (嫁取擾,近所

廻りをする時の挨拶)

とあるO (「島郷生活語における形容詞-その構成と表現-」　若松高等学

~校郷土研究会『研究紀要』第10集　昭和35年3月)

なお,ここに補記すべきは,福岡県下の「ツカワサイ」である。いくらかの

地点には,この「ツカワサイ」形があるらしい。-「ツカワサイ」と「ツカ

ーサイ」とを弁別することなしに,これらのいずれかをつかっていることも,

.あるかもしれない。

中国地方の山口県下には, 「ツカーサレ」 「ツカサL,」 「ツカサイ」 「ツカサ

--」「ツカサン」などがある。県下の周防にはなお, 「ツカーサイ」も兄いださ

れるO県下島唄部などには, 「ツカーサル」や「ツカーサレル」などの形もお

こなわれているから,当地域は概して,この古態語法の生きが比較的よい所と

されるかもしれない。

広島県地方は, 「ツカーサイ」をよく言う。

〇六ヨ　亭㌻ッカーサイ.

早く来てください。

など, 「～て　ツカ-サイ」の「て」をおし沈めたりもしている.

○ソ言- アケテ　ツカーサレ。

そこを開けてください。

紘,安芸北部での「ツカーサレ」例である。県下に,島興部でなど, 「ツカサ

イ」も聞かれる。

広島県備後となると,音靴を示して, 「ツカ-サイ」が「ツカ-シャ-」な

どとなったりしている。この状況が,岡山県下につづく。

岡山県下では,全般に, 「ツカ-シャ-」の形,またはこれに近いものがお
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こなわれることが多く,北部の美作方面では, 「ツカーサイ」がおこなわれて

いるo (「ツカーサレ」もあるo)美作西部での「ツカーサイ」例をあげるなら

ば,

○下二ゾ　ド-ゾOヤッツカーサイ.

どうぞどうぞ。やってください。

などがある。このあたりでつぎのようなことも聞いた。

「ツカーサイ」をよく言うO　これは「オクレー」の敬語だo

以上山陽地方は, 「ツカーサt/」はかのもののおこなわれることが,今日な

おかなりいちじるしい。

山陰地方も,山陽地方についで, 「ツカ-サL,」はかの分布の見るべきもの.

があるが,山陽はどのいちじるしい状況は兄がたいO

島根県下石見には,ことにその西南部には, 「ツカーサイ」がかなり認めら

れる。ただし,これがよいことばであったり,そうでもなかったりしている。

出雲地方ならびに隠岐では, 「ツカーサレ」などがおこなわれていない.坐

田弥範氏や広戸惇氏の研究にもそのことが見えている。生田氏は『山陰方言維

考』 (立林書店　昭和31年5月)で,

売り出雲はゴサッシ-であり広島はツカワサイであって出雲地方のみが

「つかわす」系の中国方言から除外されて居るのである。

と述べていられる。

鳥取県下となると,おおよそ全域に「ツカ-サイ」が用いられている。どち

らかといえば,県西部に「ツカーサイ」がよりよくおこなわれていようか。県

西南部の一例は,

_tI. アガリマシテ ツカーサイ。

まあ,おあがりになってください。

である。

ともあれ,中国地方は,問題の事象の一大領域として注目されるo

これについで注目されるのが,四国地方である。なかでも愛媛県下・高知県
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下に, 「ツカーサイ」がよくおこなわれていようかo

愛媛県下では,ほぼ全域に「ツカ-サイ」または「ツカサイ」が見えているo

県下に属する内海島喚部でも, 「ツカーサイ」をよく存しているo県本土北部

には「ツカ-サt/」もあるo県南の「ツカーサイ」例をひくならば,

○ヨソデ　ツ斉二サイo

読んでください。

などがある。-上例を得た喜多郡下では・この言いかたを, 「ヨソド　オクレ

ヤ-。」 (読んでおくれな。)の言いかたの上位のものとしているo

転じて高知県下を見るならば, 「ツカーサイ」または「ツカサイ」が,やは

り県下一般に見わたされるoもっとも,愛媛県下のばあいと同様・このことば

は,もはや老年層本位のものになっているo (いわば退潮期のことばである。)

県下に, 「ツカーサレ」 「ツカサレ」もあり,土井八校氏の『土佐の方言』 (春

陽堂　昭和10年5月)にも,

-　蝣;; I

「それを取ってつかされ。」

などの例が見えている。

四国東部二県下では,西部二県下でよりはすくなく「ツカ-サレ」などが兄

いだされる状況である。

徳島県下では,南部に「ツカサレ」が兄いだされ,
メ

○て-　夕べテツカサレo

まあ,たべてください。

などと言っている。まれに「ツカ-サレ」もおこなわれているらしいが,今日

これらは,もはや老年層(中年層では婦人)のものになっているようであるo

金沢治氏は『阿波言葉の辞典』 (徳島県教育会昭和35年3月)で, 「ツカーサ

レ」を,

(山分)-(古)-(敬)

としていられる.山分とは,県西北一帯の山地部を言うo井上一男氏は「徳島
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県方言分布」 (『方言』第七巻第十号　昭和12年12月)に,

ツカーサレ　　36-海部郡上木頭村(海川,和無田)

ツカサイ　　68-美馬郡口山村80-美馬郡西祖谷村(一宇,西岡)

としるしていられるo県西北地方に「ツカーサイ」もあるo

香期県下では,内海島喚部の,主として東半域に, 「ツカサイ」などが兄い

だされるようである。 (脇田順一氏『讃岐方言之研究』香川県師範学校附属小

学校　昭和13年11月)

中四国に関連する近畿地方では,まず淡路島に, 「ツカーサレ」 「ツカサレ」

「ツカ-サイ」が兄いだされる。このさい淡路は,四国東部によく似た状況を

示す。 「ツカサレ」は「中淡部」にあると,禰宜田龍昇氏は「淡路方言雑感」

(『兵庫方言』 4　昭和31年10月)で言われる。淡路南辺で聞き得た「ツカーサ

レ」例は,

○テ㌻ト　キテ　ッ貢-サレ.

ちっとあそびに来てください。

などである。土地の人は, "ツカーサL,ということばをよくつかう。若い人は

つかわぬ。"と言っていた。淡路甫辺にほど近い,属島の沼島では,

○ヨッテ　ッ盲-サレ。

お寄りください。

などと言っている。 「ツカーサイ」は,淡路北部で聞き得ている。

○ミテ　ッ貢-サイ　ユーテ,ミデ　モロタ。

見てくださいと言って,見てもらった。

などとあった。

兵庫県本土部に「ツカーサイ」があるかどうか,判然としない.播磨の揖保

郡などに「ツカーサイ」があるのかもしれないが,定かでない。

以上のはかの近畿地方下で,今,私が,問題の事実を見得ているのは,ただ

に京都府丹後においてである。-井上正一氏の『丹後網野の方言』 (近畿方言

学会　昭和39年3月)に,
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ツカワレ,又ツカワサレ。 (老人の敬語)

例,見テツカワレ。釆テツカワサレ。

との記事が見られるのである。 (ここには, 「ツカワサレ」の古形が見られると

ともに,それの「サ」略の「ツカワレ」というのも見られて,興味が深い。

「ッヵヮレ」は, 「ツカ-レ」に近いものとも見ることができよう。)

ほかならぬ丹後北辺に,上者のような古形の伝存が見られて,他地域には,

今, -京都府北部に関しても,言うべきものが兄いだされない。

以上「ツカ-サレ」ほかを見た。中四国にいちじるしい分布からすれば,九

州のそれは,関西のものの伝播と解してよかろうか。

このさい,ものが,中国四国の両方に分布するのは,注目にあたいする。四

国はしばしば中国に反立するのに, 「ツカーサイ」などでは,よく彼我の一連

一致を示している。 -やはり,関西分布というものの力づよさも,こうして

認埼られるわけでもあろうかO

全国的に見て, 「ツカーサレ」ほかのものは,まったく関西流の事象と判断

される。 (中部地方以東に関しては,なんら言うべきものがない。)関西語法で

あって,しかも近畿地方での「ツカサレ」などの分布がほとんど見られないの

は,どうしてであろうか。中四国にいちじるしいものがあるのから,ひるがえ

って考えれば,もともと近畿地方にも,かなりおこなわれていただろうことが

考えられる。それがこうも見えなくなっているのは,近畿での他の言いかたと

の勢力関係によることではないか。中四国は,近畿中心に栄えたものの余勢を

保っているように見うけられる。

近畿中心に栄えたものが,東の中部地方-は, -北陸地方にも,さらにお

よんでいないらしいのが,まことに注目にあたいする。いったいに近畿のもの

紘,西方に,より伝播しやすかったように,私は種々のことがらで見うけてい

るが,このさいもまた,そういう事態の一例を見うる思いがする。
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2　カ-サイ

「ッカ-サイ」の, 「ツ」略になる「カーサイ」があるOただしこれほ,ご

くわずかの地点に,特殊的に見えるのにとどまっている。瀬戸内海の-島-

岡山県本土東南隅日生町の沖あいの島-大多府島に, 「カ-サェイ」 (下さ

い)があるという。鳥取県因幡の八頭郡では,私自身, 「ツカーサイ」の意味

の「嘉二百ィ。」を聞き得ている。子どもことばとのことであるO　因幡にはな

お,他郡下にも「カーサイ」がおこなわれているらしい。

「ッカーサイ」を,子どもたちが,しぜんに「カーサイ」と発言したりする

ことは, 「ツカ-サイ」のある方言でなら,おこってもふしぎではないことに

思われる。

3　ツカ-レ・ツカ-イほか

これらは,さきの「ツカーサレ・ツカーサイほか」のものに,直接に対応す

るものである。さきにもふれたように, 「ツカ-レ」などのほうでは, 「ツカー

-レ」などと長呼することの,あまりないのが注目される。

「ッカ-レ・ツカ-イ」はかの分布は, 「ツカ-サレ・ツカ-サイ」ほかの

分布と見あわせるのに,以下で明らかにするような相違がある。 (-「ツカ-

レ」などの分布のほうが,より特殊的であり,より劣勢である。)

九州福岡県下では,北九州市若松方面に「ツカ-レ」がある。 (「ツカサイ」

と共存している。)

中国地方,山口県下では,周防大島に, 「ツカ-レ」が認められ,県下の他

地域には,これが見られない。原安雄氏の『周防大島方言集』には,

ツカ-レ　　ツカニとツカンセの間,対等者に使ふ。

とある。山田正紀氏の「瀬戸内海鳥喚方言資料」 (『方言』第二巻第六号　昭和

7年6月)には,周防大島の「ツカ-ン」も指摘されている。　p----、イ」

の言いかたの「へノ-ン」になったものも,あって当然に思われる。さて山口
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県下には,別に, 「ツカ-I/」の形のものが,かなり広く分布しているらしいO

(-山口県立山口高等女学校国語研究部『山口県方言調査』　山口県立山口

高等女学校校友会　昭和7年3月) 「ツカ-レ」-「ツカ-レ」の変化は,もっ

ともしぜんな成りゆきであろう。

中国地方の他県下では,つぎの三地に,私は今,問題の嶺象を兄いだしてい

るのにとどまる。広島県備後の鞘港では,老人がまれに「ツ万ニスイ」と言っ

ているという。 ‖とびきり上等"のことばであるという。 -このさい,「ツカ

-」と長呼の見えるのが注目されるO岡山県北の作州内に, 「ツカ-イ」があ

る。作州東北隅では, 「ツカ-レ」のつづまった「ツカレ」が聞かれるという。
ノ

○マッツカレ　ヨ-o

まってくださいよ。

紘,神都宏泰氏のとらえられた一例である。鳥取県, 「米子言葉」には, 「ツカ

-ハイ」があるというO (生田弥範氏『困伯方言考』就将尋常小学校　昭和12

年2月)

転じては四国に,問題事象の分布があり,これもまた,このさいは,以下の

ような分布の特色を見せている。

まず高知県下に, 「ツカ-レ」がある。県下にこれのおこなわれることは,

さかんなようである。土井八校氏の『土佐の方言』には,

私の話をちっくと聞いてつか-れO

のような例が見えるO動詞「ツカ-ル」があって,諸活用形が見られる中に,

特定謙譲表現法をかもす「ツカ-i,」が見られるしだいである。土井氏は,

「先にいちょってつか-れ。」 (行て居て下さい)を, 「同等及目下に使ふ句」

としていられる。氏はまた「ツカ-レ」を, 「つか-されの略」としていられ

る。土佐の「ツカーt/」に関しては,土居重俊氏その他のかたにも記述がある.

徳島県下に,なかんずく「ツカ-レ」がさかんである。動詞「ツカ-ル」が

よくおこなわれており,したがって「ツカ-レ」命令形の嘩用もまた,いちじ

るしいしだいである. -人々は, 「ツカ-ル」ことばの頻用の中にあって,
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しぜんのうちに, 「ツカ-ル」は謙譲法ではないかなどと言っている。すなわ

ち,用語老たちの心理は,すくなくとも「ツカ-レ」などには,おのずから,

特定謙譲表現法のはたらきを見ているのである。県下全域に「ツカ-レ」がさ

かんであり,これとともに,略形の「ツカイ」その他も,かなりさかんに用い

られている。 (男性と女性とでは,女性がこの種のものをよりよくつかってい

よう。)県下諸地方の例をあげるなら,つぎのようなものがある。

○オヤスミナシテ ツカ-レ。

おやすみなさってください。

は,小松島で聞きとめた一例である。

○ヨソデ　テ芽-レ。

読んでください。
_　　　　___I__　　1

0寺タ　オイデテ　ツカ-レ　ナ。

またいらしてくださいね。

は,県南部の例である。

○この手紙を　ヨンチ　ッ万-i,o

この手紙を読んでください。

紘,鳴門市の一例である。

香川県本土部には, 「ツカ-レ」の見るべきものがない。県下島興部の東半

域のうちには,なにほどかの「ツカ-レ」があるらしい。

そのことに関連するか,淡路島にまた, 「ツカ-レ」が兄いだされる。北部

し0-f/llは,

○タこてテ　ッ貢-レ.

たべてください。

である。島内に, 「ツカー-レ」もおこなわれており,
-　　　　　　ノ　　d

Oチット　オイデテ　ツカー-i,Q

すこしいらしてください。

などとある。
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近畿地方域では,今の「ツカ-レ・ツカ-イほか」のはあいも,淡路その他

にわずかに分布を見せることが,ほぼ「ツカ-サレ・ツカーサイ」のばあいと

同様である。淡路についでは,播州西部内に「ツカ-レ」が兄いだ`される。 (佐

伯隆治氏『播州赤穂方言集』自家版　昭和26年4月)

井上正一氏の『丹後網野の方言』には,

ツカ-レは老人の敬語であって,座布団ヲアテチッカ-レ・食べテミチッ

カ-レのように用いる。こんなことばを用いる老人も年々少くなってゆく,

もうあと十年も先では廃語になるだろう。

と見える。

以上の, 「ツカ-レ・ツカ-イほか」の分布の全体をかえりみるのに,とく

に「ツカ-レ」系では,徳島県下が注目される。本県下は,近畿系の方言状態

を示すこともいちじるしい土地がらであるが,このさいは,ひとり「ツカ-レ」

のつよい勢力を見せて,近畿の懐向とはほとんど無関係である。ただ淡路は,

いわゆる阿波路でもあるためか,徳島県下とともに, 「ツカ-レ」ないし「ツ

カ--レ」の,かなりつよいおこなわれかたを見せている。

こういう点では, 「ツカ-レ」などの言いかたは,中国的というよりも,む

しろ四国近畿的とも言いうるものかに思えるが,さて近畿の全般に,今, 「ツ

カ-レ」などの兄いだされることはごくまれであり, 「ツカ-レ」などの分布

の意味するものの,けっして単純ではないことが思われる。

4　カ-レ

「ツカ-レ」に対する「カ-レ」がある。

これは,ひとり徳島県下に兄いだされる。 「トッテ　ツカ-レ」などの言い

かたが,むぞうさにおこなわれる時は,しぜんに, 「トッテ　カ-レ」などと

もなるのであろう。

5　ツカイほか
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「達はされい」の古語法,それは, 「遣はす」ことを尊敬して言うものであ

ったが,これからできた「ツカーサレ」は,特定謙譲表現法に役だてられると

ともに,しだいに,その語態を変化せしめていった。 -それは謙譲表現用の

言いかたとして,特定的に用いられることに関連することの深い変化だったと

思われる。

やがて,変形も「ツカイ」とまでなってくると,これにはもはや,他の活用

形は見られず,もっぱら「ツカイ」が,謙譲表現用のことばとして存立するこ

とになった。 「ツカイ」には,謙譲の意識しかないはずである。

(「ツカサイ」「ツカ-イ」では,他の活用形も見られたのに, 「ツカイ」では,

ひとえに,この特定命令形とも言うべきものが存立するだけである。 「サ」ま

たは「-」の-音節が落ちただけなのに,結果はこうである。このような「ツ

カイ」形に持っていったところに,もともとの「ッヵ-サレ」を謙譲意識でつ

かってきた心理の流れが明らかであろうO 「ツカーサレ」は, 「ツカイ」に行く

べき運命を持っていたものとも言える。)

通俗の解釈を持ちだすならば, 「ツカイ」は, 「チョ-ダイ」に相当するもの

と言うことができよう。 -「チョ-ダイ」もまた,この-態のみで存立する

ものである. 「ツカイ」や「チョ-ダイ」は,いまや,慣用謙譲表現法をなす

ものとも言える。

「----て　ツカィ。」との言いかたが, 「ツカイ」の,つねの言いかたであ

る。ここには,二動詞連合の特定表現法があるとも言える。その連合の密度の

濃さから言えば, 「ツカイ」は,従属的地位にある第二動詞とも見られる。こ

のようなことは, 「ツカイ」の,謙譲表現法の役わりを,ますます明確・顕著

なものにしてきたであろう。

「ツカイ」ほかのものは,主として中国四国に分布する。

中国,山口県下には, 「ツカイ」「ツカニ」が見られる。防府市の待遇表現に

紘,

○トコ-　ヒイテ　ツカン。
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寝床をひいておくれよ。　(中男-中女)

の言いかたがあるという。この実例を教示された河野頼人氏は,

「下さい」といった心持であるが,ごく無雑作に発しられる。親しみがあ

る。

と述べていられる。さて,この「ツカン」は, 「ツカイ」の変じて成ったもの

か, 「ツカソセ」 (「ツカ-サイマセ」系のことば)などの言いかたの下略に成

ったものか。

広島県下にも, 「ツカイ」がよくおこなわれている。備後と安芸とでは,安

芸に, 「ツカイ」のよりさかんなものがあるか。安芸弁の「ツカイ」例は,

○イッ　テ貢ィ。

行っておくれ(ください)。

○テ寺号・ト　マッテ　ツカイO

ちょっとまってください。　(老女-藤原)

などである。備後弁では,なまって,

○=-　モン　ツ有言-.

いいもの(菓子)をちょうだい。

のような言いかたをする。安芸東南部にも,ここが備後に近しいからか, 「ツ

ケ-」 (つかい)に近い言いかたが聞かれたりもする。広島県下では, 「行きな

さい」などの, 「ナサイ」を簡略にした「ナイ」があり, 「行きナイ」「来ナイ」

などの言いかたがよくなされているが, 「ツカイ」は,まさにその「ナイ」と

用語気分を等しくしている。

岡山県下では,広島県下でほどには「ツカイ」が兄いだされないようである。

県下,内海,備中島峡での一例は,

○タべテ　ツカィ。

たべてください(ちょうだい)0

である。県下北部,作州には, 「ツカイ」が比較的兄いだされやすいようであ

る。
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岡山県下に隣って,北がわの鳥取県下に「ツカイ」がある。伯者にも,因幡

にも, 「ツカイ」が兄いだされる。 (しかし,西の出雲にはこれが見えない。)

鳥取市内の「ツカイ」例は,
/

○キテ　ツカイ　ナ。

来てくださいな。

などである。鳥取県下に,靴形の「ツケァー」などもあるらしいo

以上の中国分布に対応して,四国の,愛媛・徳島・香川三県下の分布がある

-このさい,高知県下には分布が見られないのが注目される。

愛媛県下には,主として内海などに, 「ツカイ」のいくらかが見られるo東

隣の香川県下には, 「ツカイ」のややいちじるしいものが見られる。脇田順一氏

の『讃岐方言之研究』には,

読ソデッカイナ　綾の一部(仲多度に隣接の町村)丸・仲・三の一部。

とある。

徳島県下になかんずく, 「ツカイ」がよくおこなわれていようか。土地の昔

話の語りの中にも「ツカイ」が出てくる。

四国を出はなれると,淡路には「ツカイ」が見られ,播州西部にも, 「ちょ

っと貸してツカイ　ヨ。」などの言いかたが聞かれるらしいが,より東の地域

となると,もはや「ツカイ」を常用する生活がうかがわれない。ただ,東北の

地方に,いくらかの「ツカイ」があるのか。宮城県下の人の書いてくれたもの

に, 「ツカィン・ケラィン」というのが見える。

九州には, 「ツカイ」は見られない。近畿以東にも,まずこれがない。 (東北

の問題はしばらく保留する。)謙譲表現用の特定語とも言うべきものになった

「ッヵイ」は, 「ツカサイ」はかなどのはあいとはことかわって,このように分

布の特色を見せている。どうしてこのような残存状的な分布のさまになったの

か。

いずれにしても,中国・四国が問題の地域であることは明らかである。
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6　カイ

「ツカ-レ」から「カ-レ」ができたように, 「ツカイ」からも「カイ」が

できているO「・・-・・-て　ツカ-レ(ツカイ)」というように, 「て」のもとに

「ツ」がくるばあい,この「ツ」は落ちやすくもあったか。

とはいいながら, 「カイ」の分布することは,ごくわずかである。岡山県下,

作州には,

カイ(下さい)

があるという。つぎに,金沢治氏の『阿波言葉の辞典』にも,

カイ〔動〕下さい　「カ」に同じ　十円の偉力イ〔十円の偽を下さい〕

との記事が見える。

7　ツカ

中国地方の山口県内や広島県内に, 「ツカー」がある。安芸北部では,

○アテ㌻　ッ万一　ヤー.

あけてちょうだいよ。

などと言っている。 -備後では, 「ツキャー」が聞かれる。鳥取県伯者西南

部でも,私は,旅中, 「ツカー」を聞いたo

これら,中国地方の「ツカ-」「ツキャー」は, 「ツカイ」からのものであろ

う。

ところで,四国にもまた, 「ツカー」「ツカ」のかなりいちじるしいものがあ

って,注目をひく。しかも,この四国がわのは,中国のとは別成因のものかも

しれないと思われるのである。まず実情を見よう。

愛媛県下,東予地方では, 「ツカー」のおこなわれることがさかんである。

例は,

○アソビニ　キテ　ツカー。

あそびに来てちょうだい。
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などである。東予につづいての香川県下にもまた,主としてその西半部に,

「ッカー」のさかんなものが見られる。

○コ7　ッ万一。

などと言っている。丸亀市などには, 「ツカ」の使用のさかんなものがあるら

しい。丸亀出身の掘芳夫氏は,

=一銭ガン飴ツが'私達は「下さい」の意は専ら「ツカ」一点張りであっ

たが,坂出方面の子供が「イタ」を用いているのを耳にした。

と報じてくれられた。

徳島県下の広くにも, 「ツカ」がおこなわれている。鳴門の一例は,

○コ石　ヨンチ　ッ斉二.

これ読んでちょうだい。

であり,県南東岸での一例は,
_　　-_ノ

○オズ耳ン,コレ　ツカ　ヨ-o

おばさん,これおくれ(ください)ね。

である.おばあさんが,子どもになど, 「何々して　ツカ。」と言えば,まさに

ぴったりの「ツカ」であるという。

四国三県下の「ツカ」は,経験してみて,まさに同系のもののように思われ

る。気を張らないで, -「どうどうして　下さい」とまでていねいに言うの

ではなくて,ちょっとたのむ時, 「ツカー」が気やすくつかわれる。それは,

「ッヵ」の形にもなること,上例中に見られるとおりである。こういう四国

の「ツカ-」は,たとえば広島県下の「ツカ-」などとは同一視することので

きないもののように,私には思われる。中国のものは, 「ツカイ」系のものと

されるのであるが,四国の「ツカ-」は, 「ツカイ」そのものは思わせないも

ののように解されるのである。元来,また,四国地方は, 〔ai〕連母音を同化さ

せない所であるO四国では,中国でのような「ツカイ」>「ツカー」の音変化は考

えにくい。思うに,四国の「ツカ-」は, 「ツカ-レ(イ)」などの,なんらか

の省略形ではないか。 (あるいは,こう考えられるのかもしれない。 「ツカイ」
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の「イ」を単純に落として,人は「ツカ」と言うようになった,とO「ツカ-」

は,その「ツカ」の「ツカー」であろう。)-なににしても,中国と四国とで

の「ツカー」の表現気質差は,大きいように思われるo

ここには, 「ツカ」に関して,前項事象までは同色であった中国・四国の,

たがいに分立する点が注目される。上乗,問題の広域として一括されてきた中

国・四国にも,やはり,双方の基質差があるのだと解釈される。

四国に同調することの,上来,つよかった淡路には,また全域に「ツカ」ま

た「ツカー」が兄いだされる。北部での「ツカ」例は,
-_　-　ノ

○風呂-　-イッテ　ツカ　ヨ。

風呂-はいってくださいな。

〇百-　ナ斉㌻テ　ォクレ。耳- アガッテ　ツカ.マ-　夕べテ--

さあ,たべてください。さあ,たべておくれな。まあ,たべて--　。

などである。 ("かるい時に「ツカー」と言う。")

播州西南部にも, 「ツカー」があるらしい。 『播州赤穂方言集』その他に,そ

のことがうかがわれる。竜野市にも, 「ツカ-」があるという。

この「ツカ」のばあいもまた,これより東の地域となると,問題事象の見る

べきものがない。以上の, 「ツカ」の生存の特殊状況は,人々の関心をひくに

た:蝣'-,蝣!。

8　カ

「ツカ」から, 「ツ」の落ちた「カ」ができている。こうなると,これが,

特定謙譲表現用の,まったくの特定詞であることは,じつに明らかなこととな

る。 (考えてみれば, 「ツカイ」が, 「カ」とまで変形せしめられたことは,輿

常とも言える変形のさせられかたである。が,そこに,特定謙譲表現法心理の,

大きなはたらきがあるとしなくてはならない。その心理ゆえに,形はこのよう

にも変移せしめられているのである。ふりかえって考えればまた, 「ツカイ」

なども,まさに, 「カ」のような,きょくたんな省略形を後南に持つことを運
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命づけられた特定表現形だったのである。)

「ヵ」は,伊予東部と阿波と播磨とに分布している。東予では, 「何々して

ッヵ-。」などと,子どもたちがよく言っている.-今日はもはや,子どもた

ちがよく言っていた,としるすほうが,適切かもしれない。ともかくここに,

「てッカー」の言いかたが注目される。

阿波ことばでは,

「コレカ」「コレカ-」 〔これを下さい〕

のような言いかたがおこなわれているという。 (金沢治氏『阿波言葉の辞典』)

やはり,子どもたち本位のことばのようである。 「カー」は,徳島県下に広く

兄いだされる。

兵庫県下では,淡路島に「カ」が見られず,赤穂市方面ないし播磨西南部域

に, 「何々してッカー(てッカ)」が見られる。 (『播州赤穂方言集』中谷竹蔵

氏『赤穂言葉の研究』 <赤穂高等女学校校友会　昭和7年4月>など)四国が

わと播磨がわとが,あい対して「てッカ-」を見せているのは,興味ぶかいこ

とである。

9　ツカサイマセはか

「ッカサイ」に「マセ」を加えた「ツカサイマセ」形は,いうまでもなく,

もっともていねいな特定謙譲表現法を形成する。

上の, 1から8までは, 「つかわされい」の流れに樟さす諸形であったが,

以下には, 「+マセ」形式の「ツカサイマセ」など以下の一連のものが,順次,

注目される。

まず「ツカサイマセ」では,福岡県筑前の「ツカ-サイマッセ」がとりあげ

られる。

山口県下に,問題事象が多い。一つに, 「ツカサリマセ」が見られる。長門

北部の例は,

○アテすガ オ-ナシ　シテ ツカサリマセ。
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あなたがお話ししてくださいませ。

などであるO周防には, 「ツカーサリマセ」が兄いだされる。県下にまた, 「ツ

カサレマセ」「ツカーサL,マセ」もあるOいったいには, 「ツカサリマセ」など

よりも, 「ツカサレマセ」などのほうが,鄭重味を多く有しているかもしれな

い。

広島県下では,広島市方面の, 「ツカーサイマセ」が注意される。

岡山県北部作州に, 「ツカーサリマセ」がある。

中国地方では,以上の分布が見られ,転じて四国の土佐に,問題事象の色濃

いものが見られる。 -中国・四国でのこの種の分布要素は,注目にあたいし

よう。すぐには,こういう分布状況の理由を,説明することができないけれど

'も,だいたいこれが,ものの,はなはだしい残存的な分布状況であることは,

想寮にかたくない。

土佐の「ツカサイマセ」は,女性が主としてつかう,などと言われてもいる。

老年層に「ツカサイマセ」がことによく生きているらしい。室戸岬方面の一例

紘,

○ミテ~ラ~青首牙寺ー妄O

見てくださいませ。

である。県下に, 「ミチ　ッカサイマセンロ　カ。」など, 「ツカサイマス」関

係の命令形以外のものもおこなわれているが,今,私どもが,とくに命令形を

問題にすることは言うまでもない。土佐西部の一例は,
(-)

○言ンデ　ッカサイマセ。

読んでくださいませ。

である。

10　ツカ-イマセほか

鳥取県西南部,伯者日野郡下で,私は, 「ツカ-イマセ」をかつて聞いた。

〇百-チャン,ア貢~㌻チ　ッ方=Jfマセ。
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まあちゃん,おこたにあたってくださいませ。

などと言っている。この例は,年長の婦人が,中学三年女に言ったことばだけ

れども,表現は,このように鄭重をきわめている。

転じて,四国,徳島県下に, 「ツカ-リマセ」がある。 (「ツすこす寺シタ」

などとも言っているけれども。)

11　ツカ-マセ

〇三-ニ　シテ　ツカ-青セo

ゆっくりしてくださいませ。

広島県西南辺で,こういうことばが聞かれる。

12　ツカサンセほか

山口県下に, 「ツカサソセ」の言いかたがある. 「ツカ-サンセ」もある.輿

下に, 「ツカサン」も兄いだされる。これは, 「ツカサンセ」の「セ」略に成る

ものか。山田正紀氏の「瀬戸内海島喚方言資料」 (『方言』第二巻第六号　昭和

7年6月)には,向島の「ツカサソ」が出ている。

周防および広島県下に, 「ツカーサン-」が兄いだされる。広島市域では,

「ッヵ-サン--」とも言いならわしている。安芸西南部に, 「ツカンサンセ

-」があるかもしれないが,定かではないO

島根県石見の5.ちには, 「ツカサンセ」が兄いだされるo

鳥取県下では,東西に, 「ツカーサソセ」が聞かれる。県下西南部の一例は,

○セン喜一　　-　コレ　ツ-7Vデ　ッカ-サンセ。

先生,まあこれをつまんでくださいませ。 (菓子のもてなし)

である。岡山県下では,備中の真鍋島などに, 「ツカサソセ」が聞かれる。

転じて,四国内には, 「ツカサンセ」などが兄いだされない。ただ,、愛媛県

南部には, 「ツカ-サンセ」があるかもしれないが,定かでないO
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13　ツカサッセほか

福岡県下, 「嘉稜,糸島には『ツカサッセ-』がある。」という. (如来敬一

氏「福岡県方言の語法」 『北九州国文』第五号)県下に,「ツカ-サッセ-」も

あり,かつ「ツカザッセ(シェ)」「ツカーザッセ(シェ)」 (「ツす二幸シタ」「ツ

首二幸スナ」などの言いかたもしている。)もある。博多湾西の糸島半島内の

例では,
_I-../1

○ツカ-ザッシェー　ヤー.

くださいませな。

などがある。

この種の言いかたは,他地方には認められない。 (「サッセ」を「ザッセ」と

していることは, 「ナサイマス」系の「ナサス」を, 「ナザス」としているのに

等しい。こういう点での濁音化は,福岡県下の特徴事象である。)

14　ツカサイセ

島根県出雲の山村に, 「ツカサイセ」の言いかたがある。

〇号-　マテ　ヨッチ　ッカサイシェO

まあ,また寄ってくださいませ。

などと言っている。他地でもあるかもしれないが,今のところ,私は,出葉の

事例を知るのみである。

15　ツカサーセ-

土井八校氏の『土佐の方言』に,

「ごめんつかさ←せえ。」 (御免下さいませ)

などの言いかたが見える。

宮地美彦氏の『土佐方言集』 (冨山房　昭和12年10月)にも,

つかさ-せえ　っかされませノ靴.前出つか-されこ同ジ。
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O O O O O O

「御免つかさ-せえ」

などとある。

16　ツカ-ンセはか

まず,山口県下に「ツカ-ンセ」があり, 「ツカ-ン-」の形も見える。と

もに,文表現では, 「セ-」「--」と長呼されることが多い。いずれにしても,

土地の人はこの言いかたを,かるい敬意がこもっているとも,わずかにかたく

るしさもあるとも思ったりしているようである。山口県下の周防大島には,「ツ

カ-ソ」もあるという。 (山田正妃氏「瀬戸内海鳥喚方言資料」) 「ツカ-ン」

はおそらく, 「ツカ-ンセ」の「セ」略に成るものであろう。 (「ツカソ」が,

「ッヵンセ」の「セ」略に成るものと考えられるのにおなじである。)

広島県下安芸方面にも,いくらかの「ツカ-ソセ(-)」がある。

山陰では,鳥取県下の伯者に, 「ツカ-ンセ-」の形が兄いだされる。

高知県西南部の,いわゆる幡多方言には, 「ツカワンセ←」が兄いだされる

という。 (浜田教義氏「幡多方言における敬卑表現」 『高知県立中村高等学校研

究論集』第一号　昭和31年1月) 「ツカワンセ-」は, 「ツカ-ソセー」に近い

ものではなかろうか。 -「ツカワンセ-」が, 「ツカンセ-」とともにおこな

われていると言われている点からすれば,すくなくとも現実の用法のうえでは,

「ッカワンセ-」は「ツカ-ンセ-」に該当するか,と考えられるO (あるいは,

「ッカワサンセ」の言いかたがここにあって,それから「ツカワンセ」ができ

るようなことがあったか。)

「ッカ-ンセ」に煩似・該当するものに,なおひとつ「ツカアンセ」がある。

『全国方言資料』第5巻(中国・四国編　昭和42年1月) 「山口県美弥郡秋芳町

別府江原」に,

mマタ　カシテ　ツカアンセヤ

また　借して　下さいよ。
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とある。また,浜田数義氏の『大方町方言集』 (高知県立中村高等学校大方分

校　昭和29年1月)にも,

つかんせ(句)一つかあんせ-　下さい。

というのが見えている。 (ここに「ツカアンセ」のあることからすれば,上の

「ッカワンセ」も, 「ツカアソセ」に近いものであろうかと思われる。)

17　ツカンセ

「ツカサンセ」など・「ツカ-ソセ」などからは, 「ツカソセ」が出てきやす

かったであろう。

山口県下で,やはり「ツカンセ」が兄いだされる。山口県下につづいて,莱

の広島県安芸西部にも「ツカンセ」があり, 「ツカン=-」などとも言われて

いる。 (「首-　車(来て)ツカソシタ。」などと言っているO)

「ッカソセ」の,わけてもよくおこなわれているのは,鳥取県下である。ど

ちらかといえば,県東,因幡にこれが,よりよくおこなわれていようか。鳥取

市内での「ツカンセ」例は,
ノ

○マテ　キテ　ッカンセ。

また来てください。

○どうどうシテ　ツカンセ-.

どうどうしてください。

などである。因幡南部の山村での「ツカンセ」例は,
ノ

○オンデナ耳ラシテ　ツカンセO

おいでなさってください。

などである。伯者は,おもに東伯に, 「ツカンセ(シェ-)」が見られるらしいO

転じて四国の土佐に, 「ツカソセ-」の兄いだされるのが注目される。 「どう

どうしてツカンセ。」とも言っている。

18　ツカッセ
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この促音を持った独特の言いかたは,福岡県下に兄いだされるものである。

(-当地方は,このような特殊性を見せる所がらのようである。)

福岡県下とはいっても, 「ツカッセ」は,おもに筑前東部内に兄いだされる。

旧若松市域では,

oTテ　ツカッセ-。ヨ首肯テ　ヨ首丁デ。

見てください。よごれてよごれて。

などと言っているという。 (岡野信子氏の調査による。) 「ツカッセ」を, 「読ん

で　ツカッセ-。」などと長呼しているところもある。

19　ツカーセ

土佐ことばに, 「ツカーセ」が兄いだされる。土居重俊氏の『土佐言葉』 (義

知市立市民図書館　昭和33年9月)には,

オサキニ　イテ　ツカーセ(お先に行って下さい)

上洛・-n)蝣-

岡山弁などの「ツカーセ-」「ツカ-シャ-」は, 「ツカ-サイ」の音靴に成

ったものにはかならない。区別すべきである。

第三節　ヤリナサイ類

-　はじめに

特定謙譲表現法の一種とすべきものに, 「どうどうして　ヤリナサイ。」類の

表現法がある。

「ヤリナサイ」は, 「ヤル+ナサイ」であるから,相手に対してこれを言え

ば, 「ヤリナサル」の言いかたに明らかなとおり,本来は尊敬表現法のはずで

ある。ところが, 「ヤリナサル」の「ヤリナサイ」を,相手に向かって言いはし

ても,相手の,当方-の行動を言うものである時は,結果を受けるのが当方自
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身なので, 「ヤリナサイ」は,けっきょく当方の発意による謙譲表現法になる。

当方・自分のことに, 「ヤル」ということばをつかうのが,すでに謙譲表現法

になっている。その「ヤル」へ, 「ナサイ」あるいは「ンサイ」,あるいは「ナ

-イ」あるいは「ナイ」などをつけて,相手の,当方に.rヤル」動作を尊敬す

るとなれば,結果は,ますます当方の謙遜の姿勢と心情とを表現することにな

るはずである。今日,たとえば伊予南部で, 「どうどうして　ヤンナ-イ(早

りなさい)。」と,人々がしきりに言っているのを聞くにつけても,この「ヤリ

ナサイ」式の言いかたの,確乎とした謙譲表現法であることが,ただちに理解

される。 「ヤンナ-イ」を言う人たちの,その表現行動は,じつに謙遜そのも

のである。伊予南部にはかぎらない。 「ヤリナサイ」式の言いかたの慣用され

ている地方では,人々だれしも,この表現法に「謙譲」を意識していよう。 「ヤ

リナサイ」式の言いかたが, 「ヤンナイ(やりナイ)」ともなれば,この「ナ

イ」は,方言上, 「ナイ」命令形-形のみで存立する助動詞ともなっているの

で, 「ヤソナイ」の,謙譲表現法にはたらく特定さが,ことに明瞭である。 「ど

うどうして　ヤンナィ.」は, 「どうどうして　チョウダィ.」に相当したりす

ることが多かろう。

私は上に, 「ヤル」動詞について述べるところがあった。これには,若干の

ことありをつけそえなくてはならない。 「ヤル」は本来,上位者から下位者に

ものをわたすことを言うのにかぎってつかわれた動詞ではあるまい。方言上で

は,以下のように, 「ヤル」動詞のはばびろい使用が見られる。

長崎県五島で経験したことであるが,若い母おやがその子の幼女に, 「眼鏡

のおじさん(藤原のこと)にも,キャラメルをやりなさい。」と言っていた。ま

た,共通語意識も持った他の中年女性は,

○マイットキ　スルト　テガミバ　ダシテ　ヤ1)マス。

もういっときすると,あなたの手紙を出してあげます。

と言った。これは,切手のはってない手紙を持って,郵便局の業務開始時刻を

まっている私を,助けてくれての発言であった。人々は,"目上にも「ヤル」を
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つかう。"と言っている。 「先生にオシ-テヤル。」とも言っている。もっとも,

人によれば,目下から目上-は「テグッ」を用いる,としている。

熊本県下南部でも,
-　　"　　_ _　ヽ

○コレ　アンタニ　ヤリモソ-　カ。

これをあんたにあげましょうか。

などと言っているという。岡野信子氏は,熊本県出身の男教師が, 「あげます」

の意味で「ヤリマス」と言うのを,しじゅう,奇異に感じたよしであるが,早

がて氏自身,北九州市内でも,見下げての言いかたではない「ヤル」を,子ど

もたちがつかっているのを発見していられる。

私が,高知県下の,高知市西方の酒の内湾岸に,調査に行った時のことであ

る。初老の-男子は,その息女に,

麗　　　　函ISheI革　　　　　　　　　　　菓

今晩は先生に,おまえさんの知ってることを言ってあげて。

と言った。私は,その場でこれを聞きながら,この「ヤッテ」が,見下げこと

ばの「ヤッテ」ではないように思われたのである。のち,この地域の諸所で,

目上用にも「ヤッテ」をよくつかうのを聞くことができた。

新潟県下のことであるが,共通語の「アゲル」とひとしなみに「ヤル」をつ

かうのを,私もいくどか経験してきた。私の知人の某氏も, ``これを先生に持

って行ってヤリなさいL,"などとその子息に言う。

山梨県下西南部でも,私は, 「ヤル」がつぎのようにつかわれるのを聞いた。

○ミンテ　ヤッデモ　7-ダケンドo

みんなあげてもいいんだけど。

これは,泊めてもらった宿の老女が,私に,親切に言ってくれたことばであっ

た。

関東,栃木県下の一例は,

○セン高三一　首すナ。

先生におあげ。
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である。中年女性の言であった。河内郡私立教育全編『河内郡方言集　完』

<栃木県> (福田安吾　明治36年12月)には,

やんベ-　　　　差上マショウノ意

とある。関東地方になお,見下げて言う「ヤル」ではない「ヤル」ことばを聞

くことができよう。 『万葉集』巻第十四,三三六三,相模国歌には,
吾が夫を　　　大和へ迫りて　　　まつしたす　　　　足　柄　山　の　　　杉の木の

和裁世古乎　夜麻登敵夜利氏　麻都之太須　安思我良夜麻乃　須疑乃木能
間か

末可

と見える。これは,人を行かせるばあいの「ヤル」ではあるけれども,やはり,

今日の,相手を低糾ことりあつかって言う「ヤル」 (「つかいにヤル」など)と

はちがっている。 「ヤル」という動詞に,古今の用法差の見られることは明ら

かであろう。

東北,福島県下の白河駅でのことである。二十七・八歳の婦人が,新高校生

ら三人兄妹に,
ノ

○テトデ　オクッテ　ヤッカラ　ネ。

あとで送ってあげるからね。

とおお声でよびかけた。その時の情景,あるいは双方の表情のむすびぐあいは,

どう見ても,見下げての「ヤル」というのではなくて, 「アゲル」を思わせる

ものであった。

以上,西東に,方言上の「ヤル」の,はばびろいつかいかたを見ることがで

きた。 「ヤル」が本来,今日の共通語に見られるような「ヤル」にとどまるも

のでないことは,明らかであろう。

そのような「ヤル」に, 「ナサイ」系のことばがつけられて(あるいはまた,

共通語なみの「ヤル」に「ナサイ」系のことばがつけられて), 「ヤリナサイ」

式の言いかたが形成された。相手のたちはに立って「ヤル」と言い(このさい,

受け手は自分である。),その動作に「ナサイ」系のことばをつけて,敬意をあ

らわす。その敬意表現は, 「ヤル」行為の受け手が自分であるだけに,けっき

ょく,自己を低める表現になる。つまり,尊敬表現の言いかたが謙譲表現法に
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なるのである。

二　ヤリナサイ類の分布と生態

九州地方では,ぬきんでて福岡県下が,問題事象をよく示す。

九州の他県下では,鹿児島県下の,

mミキレバッカイ　ヤックイヤン

三切れほど　　　下さい。

などの言いかたが注目される。 (『全国方言資料』第6巻　「鹿児島県肝属郡高

山町麓」)宮崎西南部にも,関連して「ヤックイヤン」が兄いだされる。

熊本県下は,ややいちじるしく「ヤンナイ」 (やりナイ)を示して注目され

る。 「ヤンナイ」とともに, 「ヤンナ-リ」もそうとうにおこなわれている。 「ヤ

ンナ-イ」もある。熊本市内で聞かれる,

○ウデー　キテ　ヤル　カ(ヤ)0

○ウテ-　キテ　ヤイJ　ヤ。

うちへ来てくれるか。

ち,今,問題の事象としてとりあげられる。

長崎県島原半島にも,熊本県下のつづきで, 「ヤンナ-リ」などが兄いださ

れるらしい。長崎県西彼杵半島では, 「ヤンナッセ」 (やりナッセ)などと言っ

ている。五島では,

○オ77盲　ヤ^-c

私にもちょうだい。

のような言いかたを聞き得ているO (土地人はこれについて, =青石は命令的で

普通はクレレと言います。"と教えてくれた。) 『全国方言資料』第9巻(へき

地・離島編Ⅲ九州　昭和42年5月)の「長崎県壱岐郡郷ノ浦町里触」には,

fマタ　テノ　イルトキャ　　イツデム　ユーチ　オヤリ

また　手が　いるときには　いつでも　言って　ください。

と見える。対島にも,似たような「ヤル」の用法があるらしい。
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さて福岡県下では,全般に「ヤンナイ(やりナイ)」がさかんである。 「して

下さい」は「しチャンナイ」と言う。博多湾西の糸島半島での「ヤンナイ」の

一例は,つぎのとおりである。

○オ万一サン　有ン　ヤソティ　ヤ-0

お母さん,ぜにをちょうだいよ。

「ヤンナイ」についでは, 「ヤンシャイ(やりンシャイ)」もそうとうにおこなわ

れている。 「読んでちょうだい」は, 「読んで　ヤンシャイ」, 「して下さい」は,

「シチャンシャイ」であるO 「ヤンナッセ- (やりナッセ)」などの言いかたも

ある。以上の諸事象は,福岡県下も,どちらかといえば筑前域にさかんであろ

う。命令形以外の活用形もおこなわれており,中にあって,命令形利用の特定
ノ

謙譲表現がさかんである. -終止形を利用して, 「ウデー　亭チャル　ナ。」

(うち-来てくれる?)などと言いあらわすはあいにも,これが謙譲表現になる

ことは言うまでもない。博多ことばの,

○ヨシテマデ キチャランデス　ナ。

書津まで来てくれませんか。

というのにしても,これで一種の謙譲表現になっている。こういう点では,当

県下では,特定謙譲表現法のはばをひろげて考えることもしなくてはならない。

要するに,この種の「ヤル」を用いれば,相手の,われに対する動作を, -りく

だったたちはでたのむことになるから,表現はすべて謙譲表現になる。福岡市

内には, 「読んで　オヤソナイ(おやりナイ)。」などの言いかたもあるらしい。

「シチャリー(してちょうだい)。」などの言いかたもある。北九州市域内にも,

〇三ンギョ　トッチャリー。

人形をとってよ。　(小女-小女)

などの言いかたが兄いだされる。 (岡野信子氏による。)

九州ではなお,大分県下に,「取って　くれ。」の意で, 「トッ亨TL,。」と言

ったりしている。

中国地方で,九州福岡県下に対応して,問題の事象をよく見せる所は,山陰
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島根県下-それも主として,西部の石見地方-である。出雲東部山地など

にも,

I_/: -ナシ〔i〕ニ〔i〕 キ〔kGi〕テ　ヤッテ　ク〔ii〕ダサェマシェ。
ヽ　ヽ　ヽ

まあ,話しに来てやってくださいませ。

などの言いかたがありはするが,単純に「ヤソナサイ」式の言いかたを見せて

いるのは,石見である。石見地方では, 「ヤンナサイ」とともに「ヤソサイ」

がおこなわれており, 「ヤンナイ」がおこなわれている。
ノ

○--チャンサイ　ナ.

言うてくださいな。

は,浜田市での一例である。

○カワサキデ　オ盲シチャンサイ　7-.

川崎でおろしてくださいねえ。  (お寺まいりからかえる老婆)

は,山間部での一例である。

福岡県下と石見との間に,つなぎの分布がなくはない。山口県下北岸の萩市

に属する沖の見島では,

○ワラニ　ヤtI　ヤイO

わしにくれよ。

などと言っている。 (岡野信子氏の調査による。)

森田道雄氏の『山口県柳井町方言集』 (橘正一発行　昭和6年5月)にも・

「ヤンナイ　　下さい。」が見えており,

コ.)≡-,ジッセソガ,ヤソナ-I/。　ツカ-ン--)

が見えている。

広島県安芸の中部以北にも,石見での問題事象のつづきがたどられるo安芸

西北部では,

○ヨ首シュ-　ユーチ　ャンナサレ。

よろしく言ってください。

○アシテ-　ミチウチダケ-,亨チ　ャンサレ.
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あしたは道なおしですから,出てください。

などと言っている。

〇号-,オ首万-　テ-チャンサイ.

まあ,おひるをくってください。

などともある。土地の有識者は,"「ヤンサイ」ことばは石州ことば。"と言って

もいる。ともあれここでは, 「Tチャリンサラン　カ(見てやりンサランカ)。」

などとも言っており, 「ヤル」動詞による謙譲表現がさかんである。 「ヤソナ

イ」もおこなわれている。

〇六ヨ ヒャッコッチャンナイ　ヤ。

早くだれそれを,おお声でよんでくださいよ。

じつは広島県備後北部にも, 「ヤンナサイ」の言いかたが,いくらか兄いだ

されなくはない。

中国地方では,このように,山陰西部,またはそれに関連する広島県北部に,

「ヤリナサイ」類の色濃く分布するのが認められ,これらの地域のほかでは,

問題の事象の見るべきものがない。 「ヤリナサイ」類の表現法のこういう生息

状況は,何をものがたるだろうか。一方,四国に,ことに愛媛県南部に, 「ヤ

ソナ-イ」の言いかたの,いちじるしくおこなわれているのを勘案するのに,

問題の「ヤリナサイ」類は,もともと中四国に,今よりはよくおこなわれたも

のかと察せられる。端的に言って,石見と南予とに同一表現法の対存する状況

は,これの,かつての広域分布を考えし埼る。今,思いおこされる一種の語法

に,広島県下にいちじるしい「何々と思いンサイ」という語法,島根県下にい

ちじるしい「何々と思わッシャイ」という語法,岡山県下にいちじるしい「何
ミ-一

何と見よ」という語法がある。相手に話しかけるのに, 「思いなさい」などの

言いかたをむすびとするのは, 「ヤリナサイ」の言いかたとあい似てはいない

か。つまりここには,発想法の似た二種の表現法があると考えられる。この両

者を重ねあわせて,両方の分布を通覧すれば, 「ヤリナサイ」類の分布もけっ

して偶然ではないことが知られ,かつ,今の分布状況も,残存の態としてしか
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るべきものであることが理解される。九州の「ヤリナサイ」類分布につないで,

中国四国の「ヤリナサイ」類分布を見る時,問題の特定謙譲表現法が,国の西

寄りのそうとう広大な地域に生息し得たことを知りうる。

さて四国,愛媛県南部の問題の事象は, 「ヤンナ-イ十一本の形で,南部地

域にさかんである。 「この手紙　ミチ　ャンナ-イ　ヤ(見て下さいな)O」と

いったような調子である。「どうどうして　ヤンナ-ラン　カ。」などの言いか

たもさかんである。 「ヤソナ-レ」「ヤンナ-ラン　カ」の言いかたは,南予の

方言風土の人間的なあたたかさをよく表徴するものとも解される。

徳島県下で,

○ソレ　チョット　トッテ　オヤリナシテ

それをちょっととって下さい。

などと言っているという。 (金沢治氏による。) 「オヤリナシテ」あるいは「オ

ヤソナシテ」の煩も,ここにあわせて注意される。徳島県下に, 「ヤンナ-イ」

そのものの見られることはないようである。

が,香川県下には,

○コノ　テガミ　ヨンデ　オヤンナ-ンセ。

などがある。

近畿地方ともなると,もはや問題の事象の言うべきものがほとんどない.

中部地方にもまた,特筆すべきものは兄いだされないようである。

関東地方もまた同様のようである。

東北地方についても, 「ヤリナサイ」類の明確な分布を指摘することが,今,

私には困難である。ただ, 「ヤル」という動詞を, 「さしあげる」にも近い意で

用いたりすることもありうるのからすれば,問題事象の「ヤリナサイ」類の言

いかたが,できていてもよさそうに思われなくはない。しかし,そこには,地

つきの発想法の問題があろう。 「ヤル」の動詞をどのように保有しようとも,

「やりナサイ」式の発想法をとることがなければ,事象はさらにおこりようが

ないはずである。
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以上, 「ヤリナサイ」類の分布と生態とを見てきた。一口に言えば, 「ヤリナ

サイ」類の言いかたは,国の西方系の表現法とも,関西系の表現法とも言うこ

とができよう。

東西の方言を経験してきた私には,今,この表現法の関西性とでも言うべき

ものを,からだで受けとめることができるように思われる。

近畿に問題の事象が兄いだされはしないものの,こういう表現法の根源地・

発想中心地といえば,やはり近畿がそうであったのではないかとも思う。近畿

中心のものが以西に伝播しやすかったことは,幾多の事例がこれを証明してく

れる。今の問題事象のはあいは,伝播勢力を発揮したのち,近畿はみずからの

ものを失って(捨てて)いったということなのか。

ことによっては,近畿坤方には関係なく,地方地域が,みずからこの種の表

現法を胎成せしめたこともあったろうか。発想法の地方的な繁栄の自在さは,

私どものつねに予定しておかなくてはならないことである。

第四節　オクレ類

-　はじめに

「ヤリナサイ」類の形態は,たとえば「ヤリ+ナサイ」とあって,助動詞

「ナサル」が用いられている。これに対して,今,問題とするものは, 「オ+

クレ」といったような形態で,これは,接頭辞「オ」を用いるものである。か

れとこれと,表現法形式には,大きな相違が認められる。それにしても,現実

の用途のうえでは, 「オクレ」類にも, 「ヤリナサイ」類に似たものがあるのは,

注意すべきことである。これは,原動詞「ヤル」と「クレル」とが,かなり性

質の似たことばであるのによるものであろう。今日の民間の俗用では, 「ヤル」

と「クレル」とは,ほぼ同似の環境に存立していると見られる。

「クレル」は,相手がたが自己に物をくれることを意味する。これに「オ」
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を冠したものを命令表現につかって, 「オクレ」と言えば,この言いかたは,

自己に物をくれる相手の動作を敬することによって,受け手,自分を下位にお

くところの謙譲表現法になる。 「オ+クレル」の命令形は,漸次,謙譲表現法

に役だつものとされてきたようである。関西地方内で,民間の「オクレ-」と

「ッカイ」とは,あい似たものとして,人々にわきまえられがちである。 -

おとなが, 「オクL,-」と言って,かるい謙遜心を表現しているところを,千

どもたちは, 「ツカイ」と言いあらわしていたりする。 「ツカイ」に比肩せしめ

うる「オクレー」「オクレ」は,もはや,特定謙譲法要素として,認定しやす

いものである。 (「オ・くれる」との言いかたとともに, 「オ・帰る」の言いか

たもなされている。が, 「オクレー」が一般化しているほどには, 「オカニレ-」

は一般化していない。私は,旧広島市域内で,かつてはこれをしばしば耳にし

得たが,今はほとんど聞くことができない。) 「オ着る」などの言いかたは,ど

こにもできてはいないだろう。動詞に,接頭辞「オ」を冠するのは,ごく少数

の動詞に限られるようである。そういう中での「オクレル」,その命令形の「オ

クレ」の特殊な慣用がひろがっているところに,私どもは,独自の,あまり気

をおかないでものを言うはあいの,特定謙譲表現法を認めることができる。

「ォクレ」がさらに形の変化を示して, 「オコレ」,あるいは「オゴレ」など

になったもの,また「オッケ」などになったものは, -この種の方向の諸転

形は,いうまでもなく,その異形をもって,ただちに明白な特定謙譲表現法を

かもす。

二　オクレ類の分布と生態

「ォ・クレル」動詞を存する地といえば,これはおそらく,広く全国的に,

その存立の可能性を考えておいたのがよかろう。しかし, 「オクレ」類の謙譲

法形式を,日常生活の中に生かしている方言となれば,これは,かなり限られ

てくる。順次に各地域を見ていこう。

・九州では,概括して言えば, 「オクt/-」表現法がさほどにさかんではない
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と言えるO 「オクレル」の言いかたは存しても, 「オクL,-」の言いかたは存し

ていない,というような所があるかもしれない。今,私の手もとには,九州も,

長崎県下,福岡県下,大分県下の「オクレー」表現法例がやや多い。長崎県北

部,生月島では,

○イソイデ　イッテ　キテ　オクレ　ヨ-0

などと言っている。福岡県下では,豊前分に, 「オクレー」の言いかたがより

さかんであるかもしれない。これにつづいてと言いうることか,大分県下に

「オクレ」がさかんである。ここでは, 「オクレー」とともに, 「オクリー」が

よくおこなわれている。

・○亨チョクレ。

来ておくれ。

これは,豊後での一例である。

大分県下に, 「読ンデ　オクレン　ナ?」など, 「オクレン　ナ」で相手にも

のを問う,一種謙遜の言いかたがある。 -九州も,大分県下にかぎったこと

ではあるまいo 「オクレー」の言いかたがあれば, 「オクL,ン　ナ」の言いかた

もあってよいはずである。

中国地方になると,山陽道では, 「オクレー」の言いかたがかなり一般的で

ある,と見られるか。山口県下では, 「オクレー　ナ-」「オクL,-　ノ」など

とも言われており,また,「オクレン　カナ(カノ)」などとも言われている。 「オ

クレーイ」の言いかたも,山口県下のものである。

山口県下に限られないことであるが, 「クレサンセ」などの言いかたもある。

が,この種の, 「オ」は用いることなくして,尊敬法助動詞をつかったものは,

いましばらく問題外とする。山口県下の「ォクレンサレ-」は,ここにとりあ

げてよいものである。

広島県下島喚部の一例は,

0テ-テットク丁二。

つれていってちょうだいよ。　(小男-檀)
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である。

広島県下のつづきで,山陰,島根県石見に「オクレ」が見られる。

鳥取県下にも, 「オクレ」「オクレ-」がある。

ところで,出雲地方には, 「オクレ」そのものはあまり見られない。土地こ

とばの「ゴセ」 「ゴシナ・-イ」 (p.84)などがおこなわれているからであろう。

岡山県下島興部での一例は,
ノ

○ヨットクレ。

まあ,寄っておくれ。

である。このはあいなど,したしい人が来たのに対して座をすすめるものであ

るから, 「何々を　オクレ-O」(何々をちょうだいよO)などと言うはあいの

「ォクレ」なみには,謙遜の気分をくみとることができまい。が,ものが本質的

には謙退の表現法であることは言うまでもない。岡山県下の北部には, 「オグ

レ-」に相当する「オッケ-」があるo

oォッサ-ン,シンブソ　丁二二デ~弄㌻ヶ-0

おじさん,新聞を買っておくれ。

などと言っている。

四国は「オクt/-」のさかんな所ではない.伊予,南寄りの地の一例は,

○ヨンド　オクt/　ヤ-O

読んでくださいな。

である。ちなみに,この地方には「読ンデ　ヤ。」(読んでよ。)の言いかたもよ

くおこなわれている。「読ンデ　ヤ。」の言いかたは, 「ヨンド　オクレ　ヤ-。」

の言いかたに,かなり近いものと解してよさそうである。

土佐は, 「オクレ」を見せることがあまりないO土地ことばに, 「オ-セ」

(p. 85)の言いかたがよくおこなわれているからであろうかo

阿波では,おもに山地部に「オクレ」があるらしい。

近畿地方は, 「オクレ」をかなり見せる。四国につづいて,兵庫県下に「オ

クレ」が兄いだされ,播磨内には「オッケ←」もあるらしく, 『播州赤穂方言
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集』には,

コレヲ　ジュッセンホド　コウトッケ-

これを　十銭ほど　　　　買って下さい

などの例が見える。本書には, 「コウトッケ-」「コウテッカ」がならべ示され

ているo　兵庫県下,但馬に, 「オクレー」がさかんであるo 「オクレ-　ナ」

rオクレー　ヨ」「オクL,-　ヤ」などと言われており, 「オクレンサレ」「オク

レンシャ-」などとも言われているo但馬北部の「オクレー　ナ」は,鳥取県

下では聞かれないと,鳥取県人は言う。但馬南部の「オクレー」例は,

○ナンニモ　ナァ-ケ-ド　ヨ-ケ　L秀美丁ラ芳-　ヨ。

〇百一,ソッ -　マワッ テ　オクレー。

さあ,そちら-まわってください。  (老女-小学校長)

などである。第二例の「オクレー」に注目したい。

大阪府下にも「オクレ」があり, 「てオクレ」は, 「トクレ」と言われがち

でもある。南要氏編『和泉郷荘村方言』 (郷荘民俗会　昭和10年1月)には,

シテオクヤ　　して下さいよ(女)

というのが見えている。 「オクヤ」は「オクレ　ヤ」に近いものか.

和歌山県下にも「オクレー」がある。 「トクレ」の言いかたもできている。

三重県にまた「オクレ」があり, 「オクレ　ヤー」などとも言っている。三

重県下には, 「ウクレ」の言いかたもできているらしい。

奈良県下にも「オクレ」がある。

京都府下にも, 「オクレ」「トクレ」がある。 「オッケ」「オッケイ」もあるか。

腰部市などでは,子どもたちが「オッケイ」と言っているらしい。丹後方面に

・は, 「オクu-　ナo」(ちょうだい。)の言いかたがよくおこなわれているO (「オ

クレナ-レ」なども聞かれる。)

滋賀県下にも, 「オクレ」がよくおこなわれており, 「読ンドクレo」などと

もある。

近畿地方とともに,中部地方がまた, 「オク・レ」煩をよく見せている。



第-章　他に対する願望をあらわす特定謙譲法動詞(またはそれに助動詞のそわったもの)　81
に-iォ,",帖a-m法

福井県下に(若狭・越前とも), 「どうどうして　オクレ。」の言しこかたがよ

く聞かれる。-よそいきではない,気らくな言いかたである。県下に, 「オッ

ケ-」「オッケ」もある.

石川県下,加賀でも,たとえば大聖寺で,
ノ

○言t/オッケ。

"これください。"

「オッデ　ブ-o」などと言っているO

岐阜・愛知に「オクレ」はさかんである。 「′.-＼一て　オクL,」の「トクレ」

もよく言われる。美濃に「オクレンナレ」「オクンナレ」などもあり,愛知に

「オクレン」もある。 「オクレン」は「オクレンサイ」などの下略に成るものか。

(「オクレ∵」の「オクレン」になったものもあるのかどうか。)

静岡県下にまた, 「オクレー」がよく聞かれる。
-ノ

○コブ　コオ　ダ寺イテ　オクL,.

=この子を守りしておくれ。"

は,御前崎の一例である。浜名郡などでは, 「オテ㌻首-.」 (ください。),

○コ17　言ンデ　オテ号音-0

これを読んでちょうだい。

などが聞かれる。 「オクンナイ」もあるという。

形が特定のものになってくれは,それの謙譲表現法としてのはたらきは,い

っそう明確なものになってくる。

山梨県下にも「オクレ」がある。少女などが店-物を買いに来て, 「ウット

クレ。」 (売っておくれo)と言っている。 「オクンネ-」などもあるという。

○イン丁二　ォクライ.

これは,県西南山地内の「すこしください。」であるという。 (「クダイ」>「ク

ライ」の変化もうたがえるか。)

長野県下の南北でも, 「オクレ」がよく聞かれる。

○ソンテノ　オブイガ,すべテ　オクレ。
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そんな菓子,まずいけど,たべておくれ。

○ゴノ、ソニクダッテ　オクレ。<アクセント失>

ごほんにおりてください。　(主婦-二階の私ども)

は,北信の二例である。 『信州上田附近方言集』には, 「オンクレ」 「オンクレ

ナ」「オンクレヤ」が見える。北信に,また, 「オクライ」などもあるo (佐伯

隆治氏「長野市及び上水内郡方言集」 『方言』第四巻第十一号,福沢武一氏『信

州方言風物誌　第二』)

関東地方になると, 「オクレ」の使用が,中部地方のほどではなさそうであ

る。しかし,たとえば群馬県下での,

○アガットクレ-o

上がっておくれ。

など,ほどほどには, 「オクレ」が,ややていねいに言うのに用いられている

らしい。

栃木県下には「オコL,」がある.宇都宮市で聞いた一例は, 「コIJ　ォ言レo」

(=これをください。")であるOおとなでも子どもでも「オコレ」を言うというo

県下の方々に「オコレ」があって,かつ, 「オゴ1/」もある.大橋勝男氏は,

県北で,老年層の,

○耳-,ム盲二　ィッテク天下~盲l/-c

さあ,むこう-行ってたべてください。

などを聞いていられる。

東北地方でも,福島県東部域内には, 「オゴレ」 「オコレ」がおこなわれてい

る。 (「オクレ」もあるが。)山形県内でも,南部方面で, 「オ言ヤェO」 (ちょう

だい。)などが聞かれる。 (「オゴレヤレ。」か。)山形県師範学校『山形県方言

集』 (山形県師範学校　昭和8年1月)には,

おごえ　　ogoe　動詞　下さい　置賜

も見えている。 (「オゴレ」に相当するものであろう。)

残る東北地方では,概して, 「オクレ」の言いかたがない。
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全国的に見て, 「オクレ」類は,国の両傍地方にすくないと言えるか。動詞

に「オ」を冠らせる習慣の成長にも,地域的な限度があったらしい。

第五節　ソデ

福井県下に, 「下さい」の意の「ン.デ-」があるO 「ンデ　マ。」「ンデ　ノO」

などとも言っている。大田栄太郎氏『福井県方言』 (自家版　昭和5年5月)

にも,

ウンデマ　　下さいな　　(越前)

とある。 『福井県方言集』にも,

○チアンニャテ,パンゲアッチ-,イッテキテンデマ。

小さい姉さん,夜あちら-行って来てください。

とある。 「ンデ」は何か。上の「キチンデ」を, 「来てくれんデ?」ととること

はどうであろうか。 「ソダル」は「与える」の敬語と説く人がある。 「ンデ」は

「ンダル」につながるものなのかどうか。ともあれここでは, 「下さい」の意

の言いかたに慣熟した「ンデ」をとらえることができる。

「ンデ」は,当地方に独自のものと見られる。

第六節　ソカ

大阪弁その他の,近畿のことば, 「どうどうしてンカ。」という, 「て」のも

との「ンカ」も,今,前述の「ンデ」にならべて見ることができる。双方,形

態条件が等しく,また, 「してンカ」は「して　下さい(おくれ)」の意にもな

るものである。

「～て　下さい」ともなる「′′`＼一テンカ」は,福井県下にもあり,石川県

下にもある。近畿には広くにこれがあって,兵庫県下でなど, 「′′・-＼一テカ」もあ

るO和歌山県下や三重県下には, 「′-ノテ-カ」もある。
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なお,和歌山県下には, 「-トンカ」「/--ト-カ」もあるらしく,滋賀県

下にも,巨＼_ノトンカ」「′-ノト-カ」などがある.滋賀県下には, 「シテト-

カ」もあるという。「ト-カ」や「トンカ」は,どういう出自のものであろうかo

第七節　テ-

形態上前掲の話者との関連が認められるかもしれないので,孤例事実では

あるが,ここに,つぎのものをとり立てておくo愛宕八郎康隆氏の,昭和33年,
そごうしん

能登東北部の相川新で調査されたものであるo

oビンセン　テ-0

便寒をください.　(少年-店主)

第八節　もらわれシマへソカ

これも大阪弁ないし近畿弁である。 「もらわれはしませんか」との発想をも

って, 「下さい」に近いものをあらわしている。

「クレル」などは,他から自分-であり, 「ヤリナサイ」類も,他から自分

へのことであったが, -それだけに,相手本位とも言えるものであったが,

「モラウ」は,自分のたちばから言うものである。それゆえ, 「もらわれはしま

せんか」と問う発想になったのであろう。まわりどおい言いかたではあるが,

これで,謙譲心理をよく表出し得てもいる。

r-て　モラオー」と,自己意志をあえて言う言いかたは,おしつけがま

しくて,謙遜的ではない。

第九節　ゴセ

さきにもふれたが(p. 79),出雲地方には, 「ゴセ」 「ゴシナイ」 「ゴシナ-
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イ」「ゴサッシャイ」「ゴ-ッシャイ」「ガッシャイ」「ゴッサイ」などの慣用の

言いかたがよくおこなわれている。もとになるのは「ゴス」という動詞である。

「ゴセ」の命令表現のかわりに, 「ゴイタ」 (ごしタ)との言いかたもおこなわ

れたりしている。なぜか,山陰も出雲地方にとくに, 「ゴス」動詞の存立がき

わだっており(「ゴシナル」「ゴシナ-ル」「ゴサッシャル」「ゴ-ッシャル」な

どは, 「下さる」相当のものとして広汎につかわれている。),ひいては,上記の

ような,さまざまな命令表現がきわだつことになっている。

「ゴス」の本体はおそらく「よこす」であろう。-「ヨコセ」の「ヨ」が

脱落するとともに, 「コ」は「ゴ」になり得たのだと見られる。注(「ヨコセ」命

令形そのものは,関東地方などに,かなり広くおこなわれていよう。石川県下

にも「イクセ」がある。 -「イテ貢_I形もおこなわれている。)

注　「コ」>「ゴ」の-傍例には,広島県安芸戸河内町内での,「盲-　ト音す三　オ

蝣dイテ　ツカ-サイマシテ」(よくまあ泊まりにおこしてくださいまして)などとい

うのがある。

出雲での「ゴサッシャイ」は,だいたい, 「下さい」程度の意のものと見ら

れようか。 「ゴシティ」などは, 「おくれ」程度のものかと思われる。

出雲とともに,隠岐地方のいくらかの地にも, 「ゴ-ッシャイ」その他が兄

いだされる。

出雲東隣の伯者西部にもまた, 「ゴッサイ」「ゴッサンシェ」その他がある。

第十節　オーセ

さきにもふれたように(P-79),土佐では,その広くに,特定謙譲法動詞「オ

ーセ」がおこなわれているO　これは, 「オーセ」命令形-形をもって成りたつ

動詞である。

「～て　オーセ」の言いかたの慣用されることがいちじるしい。 (「て」を

受けない言いかたも,ときにはなされているo)その意は,-だいたい「ヘノて,
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オクレ」に近いものであろう。実例はつぎのようである。

○ヨンデ　ミテ　オーセ。

読んでみておくれよ。

○キ芽ッヶテ　芽 - I:　ヨ、、

気をつけてくださいよ。

「′--)て　オーセ」が「(一ト-セ」ともなっている.

oヘ音ナ　コト-　ユーテモ　コテ三千二セ　ヤ。

へんなことを言ってもこらえてくださいよ。

などと言うO 「(-ト-セ」のおこなわれることが比較的さかんであろうかO

巨-ノト-セ」の変形であろう, 「′一)ト-ゼ」というのも聞かれる。 「読ん

で下さい。」の意の「読んで　オーセO」は, 「ヨンド-ゼ　ヤO」ともなってい

る。「ド-ゼ」相当の「ド-セ」もある。

「ォ-セ」は「おこせ」からきたものであろうか。 r-ト-セ」が「′-一
_　/

ト-ゼ」ともなっているのに関しては,おなじく土佐の「アノ　ノ-ゼ。」(め

のね。)などの言いかたを思いあわせることができる。

いずれにもせよ,ここに興味ぶかく思われるのは,中国と四国とで,おのお

のその背面に,出雲地方の「ゴセ」ことばと,土佐の「オーセ」ことばとが対

存していることである。比較的交通不便とも見られる背面側に,あい応じて特

殊な言いかたが存立しているのはおもしろい。中央語の四周伝播の主要言語路

のうえでは,特殊なものの特定の分布などはありにくいことか。土佐と出雲と

の,今の問題事象は,たがいに実質の異なったものである.けれども-特異な

謙譲表現法を存立せしめたということ自体は,彼我まさに相似であるo

第十一節　聴ラセ

塙琉球文学』第1巻第8号(昭和35年8月)に,欄魔<官良当壮氏>の
「風雪」 (8)があり,その中につぎの記事が見える。
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私が「ウサピーラサイ」 (押し侍らんや.押しましょうか)というと,車
tu   Je

夫は, 「ア,助かった」といわんばかりに, 「ウシトゥラシェ-」 (押し取

らせよ。押して下さい)という。
fe

沖縄の首里の坂道で,皐のあと押しをする話しである。 「ウシトゥラシェ-」

が「押して下さい」の意になるのであれば, 「取ラセ」が,今,問題の特定謙

譲表現法になると見られる.このさい, 「′--ノ取ラセ」は助動詞(補動詞)の

地位に立っている。

古く,私が,沖縄の知友に教えられたところによると,沖縄本島国頭などで

は,

○ワナヤーカイ　チトラスン　ナ-。

うちへ来てくれる?

○ワッタヤーカイ　チトラシミソ-イン　ナ。

わたしのうち-来てくださいますか。

などと言っている。

○クヌ　ティガミ　エディ　トラシソソ-レ-.

この手紙を読んでくださいませ。

などとも言っている。 (以上の方言文は,知友の平かながきを,そのまま,片

かながきに直したものである。)最後の例では, 「取ラス」動詞の連用形が受け

とられよう。 「チトラシ」などとあるのでは, -「釆トラシ」などであろう

から,助動詞(補動詞)用法の「取ラシ」などが受けとられる。いずれにして

も,ここには, 「取らす」をつかった謙譲表現法があると見られよう。

「取らす」は,上位者からは,そうとうに見さげた言いかたである。注それ

を被動者が用いれば,ずいぶん-り下った言いかたになる。

注　奥能登の珠洲市では, 「タ-シル」 (とらシル)を言っているというo 「タ-シル」

紘,「クレテ　ヤル」 におなじとのことである。 (愛宕八郎康隆氏による。)

南島方面のほかには,今,この種の謙譲の言いかたが兄いだされない。南島

紘,しばしば,このように,一般からはかけは.なれたものを存し,国語史実の
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諸要点,あるいはくまどりを示す。

第十二節　タモレ

尊敬法動詞「タモル」に関しては,すでに, 『方言敬語法の研究』 (春陽堂

昭和53年1月)のp.166-p.181で述べるところがあったO 「タモル」動詞を手

は「タモレ」命令法がある。 「タモレ」形その他の「タモル」命令法の分布に

関しては,分布図第3図について,その概略を想察せられたい。

「タモル」尊敬法動詞のうち, 「クモレ」命令法が使用またはとくに頻用さ

れて, 「(一て　下さい」の「下さい」の意に慣用されているとすれば,これ

紘,およそ,特定命令形の特定用法と言いうるに近いものであり,したがって

ここに, - 「タモル」尊敬法動詞についてのことではあるけれども,謙譲表

現法の一意を認めることができる。以下にはしばらく,謙譲表現法へと習慣化

した「クモレ」形式を見ていこう。 「タモレ」が「クモ」などと,命令形の語形

の変化を見せたものなどは.いよいよもって,これがもはや特定謙譲表現法に

はたらいていることを受けとらせやすい。

西南の奄美諸島では,すでに「タモル」の記述で明らかにしたとおり(p.166

-p.169),命令形の「タノミ-リ」「タボーl)」「タポ-レ」などがよくおこなわ

れている。 「タノミ-リ」などは,たとえば与論島の「TJTチ　ウ--チ　タ六

二リ。」 (どうぞおはいりください。)などのように, 「/＼_ノて」につづくならわ

しであり,まったく　r～て　下さい」の「下さい」に相当しているO　ここに.

「タモル」命令形用法の特定謙譲表現法化していることが明らかである.

九州南部地方の「クモレ」命令形にしても同様である。 (「クモレ」が「クモ

-レ」ともなり,宮崎県南部では「タモーリ」ともある。)「タモル」のふくま

れた「クモンセ」命令形にしても,これが,特定的に「下さい」の意の謙譲表

現法としてはたらくさまが見られるとも言える。 --すでに謙譲意識を想定し

うるものになっていることを, 『方言敬語法の研究』 p.175で指摘した。 「タモ
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ス」の, 「オアガイヤッ すモス。」 (おあがりください..)というような用法のば

あいもまた,上におなじであるo 「′.--ノクモソセ」とともに「′′--タモス」も

よくおこなれわている。さてまた, 「タモレ」に対する「タンモレ」もあり,「タ

モス」に対する「タモシ」「クモヒ」もあり, 「クモンセ」に対する「クモン」も

ある。ただの「タモ」もある。-丁クモ」は, 「タモス」「クモシ」などから

きたものか,それとも「クモンセ」からきたものか。大隅東岸の「タモ」例は,

○イッ千丁　ヨクワ首㌻有言.

いっときやすませてください。

である。ついでに「タモン」の例をあげておこう。
_・・・ 4

oK-カ　タモイヤックモン。

どうかおたべになってください。

「ヨクワセックモ」や「タモイヤッタモン」などに「クモ」や「タモン」を

見れば,これらは,形にあらわな「て」につづくことなく,おおよそ上の動詞

に直続した形になっ.ている。 (その間に促音はあるけれども。)このような形態

になっての「タモ」や「タモン」は(「タモンセ」でも「タモス」でも),もは

や助動詞あつかいにしてもよさそうなありさまでもある。

(九州南部地方の上の問題についても, 『方言敬語法の研究』の「タモル」

関係の記述を参照せられたい。)

中四国以東の「クモレ」分布につては,前述の分布図にゆずって,ここでは

くわしく述べることはしない。

中国,広島県備後奥地には, 「クモンセ(下さい)」があるという。 (『方言敬

語法の研究』 p.363参照)

徳島県下に, 「チョット　マッテクモレ(下さい)。」との言いかたがある

という。 (金沢治氏「阿波方言語法の研究」 『徳島教育』　昭和11年6月)

中部地方では,とくに福井県越前奥地での「クモレ」が注目される。

八丈島の「クモ-レ」例は,
ノ

○デイタソトキニワ　ラカソ　オ首二テラモ←レ　ヨ。
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"出発する時には"時間を教えてくださいよ。

などである。命令形ではないが, 「たまわる」に関するつぎのような注目すべ

き用法が八丈島にはある。

fオヨソ-　チッダッテ　タマウリヤルカノー

手伝いを　手伝って　　いただけますか,

注　「オ」は言いまちがい。 「ヨソ-」労働交換

fオカゲサマデー　タマオロガ(中略)コラ　モラッテ　タマオッテノ-

おかげさまで　いただきますよ。こんなにいただいてしまいましてね。

これらは, 『全国方言資料』第7巻「東京都八丈町宇津木」の条に出ているも

のである。 「タマウリヤルカノー」が,たしかに「いただけますか」の意のも

のであり, 「クマオロガ」が,たしかに「いただきますよ」の意のものである

とするならば,尊敬法動詞「たまわる」は,もはや,ここで,人が自己の謙退

の動作を言う謙譲法動詞になっているとも見られる。

おなじようなことは福島県東部にもあるかのようである。 「タモッタから」が,

「いただいたから」と説明されている事例がある。すなわち,新妻三男氏の「相

馬に於ける敬語動詞及び敬語助動詞について」 (『国語研究』第二巻第四号　昭

和9年4月)には,
蝣ae

Oおむげ-がら,ぼだ餅たもっだがら早ぐ食べねぇ-が

(お向ひの家から牡丹餅戴いたから早く食べないか)

とあるo (『方言敬語法の研究』 p.180参照)ちなみに,新妻氏は, 「たもる」

などに関して, 「但し『くだる』 『おんなる』の外は中年以下の者には殆ど聞か

ない。」と述べていられる。

秋田県下には, 「来テ　クモレ。」などの「クモレ」がおこなわれており,こ

れとともに, 「クモランセ」かもしれない(p.39) 「タンシェ」「クンニ」がよ

くおこなわれている。そのさまは, 「(一て　下さい」の意の特定謙譲表現法

を思わせるのにじゅうぶんである。
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第十三節　仰セツケラレマセ

特定命令形の特定用法と言うほかはない-事実に,この「仰セツケラレマセ」

の言いかたがある。たとえば,長崎県西彼杵半島のうちでは,
一.ノ

○オーシェツケラレマッシェ。

=言いつけてくれの意ではない。何々してください。どうしてくださ

3M

などと言っている。山口麻太郎氏の『壱岐島方言集』には,

それは私にオシツケらりまっせ

(それは私に下さい)

とある。都築頼助氏が, 「全国珍語奇語集」 (『言語生活』第三十五号　昭和29年

8月)に,福岡県のものとして寄せていられるのは,

旧柳河領の例　「サ7,アガッテ　オスケラレ(仰せつけられ-下さい)」

は夕べ,メセ(召せ)よりも鄭重な待遇の場合O

というのである。

「仰セツケラレマセ」のほかの, 「仰セツケラレ」や「オスケラレ」などに関

しては,書町義雄氏の調査報告がある。 (「九州方言敬譲・希求助動詞活用分布

相」 『文学研究』第四十一輯　昭和26年3月)問題の事象は,主として福岡県

下・熊本県下・佐賀県下・長崎県下に分布している.久留米地方には, 「オ-

ツケラレ」の言いかたも存在するらしい。

「仰セツケラレマセ」がr#セツケラレ」ともあり(-それが諸転形をお

こしており),また, 「オーツケラL,」ともなっているo省略や転靴がしきりに

ひきおこされたのは,ものが, 「下さい」の意の特定謙譲表現法として,いよ

いよ習慣的に用いられてきたことを示すものであろう。
ノ

山口県下の小郡あたりでも, 「ゴメンオスケラレ。」 (ごめんください。)の言

いかたが,老人男子たちによってなされているという。とすれば,「仰セツケラ
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レ」関係の言いかたは,九州にとどまらず,より広い範囲に,かつてはかなり

よくおこなわれていたものと解することができようか。
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第二章　自己の謙退の動作をあらわす謙

譲法動詞または謙過の意の謙譲

法助動詞による謙譲表現法

第一節　イタダク類

-　はじめに

「イタダク」という謙譲法動詞による表現法以下のものは,他に対する願望

杏,他にはたらきかけて積極的に表現するのとはちがって,自己をおさえ,潤

極的なかまえで,謙退の情・念をあらわそうとするものである。おのれをあげ,

立てることにおいては,彼我,かわりがないようでも,これはと　くに,その

「おのれ」を,しきりに低位におさえとどめようとする。謙譲表現法の,もっと

も謙譲表現法らしいものがここにある。広義の尊敬表現法の,まったく特異な

ものがこの種のものであるとも言えよう。

「おのれ」は,第一人称者であっても,第二人称者であっても,第三人称者

であってもよい。 「受益者一般」とでも言うべきものが,ここに考えられる。

二　イタダク系

1　イタダク

「イタダク」は,事物をもらうことにも飲食をすることにもつかわれている。.

共通語にもなっているけれども,方言世界でもまた,これが広くにおこなわ

れている。

南島,喜界島には, 「イタダチュイ」 (戴く-頂戴する)があり,

○イタダチェ-ラ
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"頂戴いたします。"

'などと言っている。 (岩倉市郎氏『喜界島方言集』　中央公論社　昭和16年8

m

九州地方では, 「オイタダキシマス」などの言いかたが特色的である。長崎県

下で,はじめてこれを聞いた時は,私は,その発言者, -男性の,その場にか

なり緊張しての,一つの錯誤の言いかただろうかと思ったOが,のち,佐賀県

下の婦人からも,手紙での「御戴きして居りながら」というのなどを受けとっ

て,これが,方言習慣の言いかたであるらしいことを知った。 『全国方言資料』

第6巻「福岡県三井郡善導寺町」には,

mヤー　マ-　エソリョナシ-　オイタダキシマス

では　まあ　遠慮なく　　　　いただきます。

とある。松田正義氏・糸井寛一氏『大分県方言の旅』第3巻(NHK大分放送

局　昭和33年3月)の「大野郡野津町字野津市」にも,

△また,動詞に「お」をつけて,オイタダキイタシマス・マ-オ寄りのよう

な使い方もみられます。

と見える。

薩隅方面の言いかたの中には, 「イタダッキャゲモッシェ」 (「頂き上げ申し

て」いただきまして)などの, 「イタダキ+上げる」の鄭重な言いかたがある。

一一他地方では,おそらく聞かれまい。

中国,山陽地方などでは,もらうこと,たべることに関して, 「イタダク」

を言うことが,すくなくない。そのはあいの表現心情は,敬慶でていねいなも

のである。神仏に関しては,当方の動作を, 「イタダク」と表現することが多

い。岡山県下の真鍋島では,

○その　おじゅずを　イすず誘~ヒテ　ヤ。

そのおじゅずをいただかせてよ。

と,老女が言うのを聞いた。頂かせてもらうことは,いと,もったいないこと,

ありがたいこととされている。同島で, `お接待' (お大師まつりの日,たべも
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のを参徒に供すること,またそのたべもの)を人にすすめるのをと,せわ役の老:

女が,
ノ

○ドープ　イタダイテ　オヤリ。

どうぞ`ぉ接待'をいただいてください。

と言っていた。 「頂く」は「ご利益」に関連している。

四国に,言うべきかくべつのことはない。

近畿に言うべきことがある。 「大阪府大阪市」の方言では,

fド-ゾ　オヨシ-ニナ　オッシャッテ　ィタダキマスヨーニ

どうぞ　およろしく　　おっしゃって　いただきますように。

などと言っている。 (『全国方言資料』第4巻　近畿編　昭和41年9月)和歌山

県下には, 「イタダカシテ　ヨ」の,つぎのようなつかいかたがある。

女「て-　ヨー　キキテオクt/タノシ。　-ヨ　アガッテ　ィタダカシテ

まあ　よく　来て下さいましたねえ。早く　あがって　頂戴よ。

一蝣? 」

(村内英一氏「和歌山」 『HNK国語講座　方言の旅』　宝文館　昭和31年9

月) 「どうどうして　頂カシて」とたのみ願う言いかたは,紀州に広く,どの杜

度にか,兄いだされるらしい。 「イタダカシテ」が「イタダカヒテ」「イタダカ

イテ」ともあるらしい。いずれも,ていねいな「ノー-一て下さい」にちがいない。,

中部地方の諸県にも, 「イタダク」の語がおこなわれている。

○センセガタニ　ヨッテ　ィタダ イ

ノ
チ-

先生がたに寄っていただいてね。

は,富山県下の一例である。瀬戸重次郎氏の『岐阜県方言集成』には, 「いな

だく」 (いただく)が見える。

関東地方でも, 「イタダク」動詞の通用が見られる。

○イすダキマス。 (お茶を)

これは,茨城県下北部の一例であるo

東北地方内でも,そこそこの土地弁に, 「イタダク」が生きているか。新妻
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三男氏の『相馬方言考音韻語法の部』には,

えただく(錆呈く-食ふ・飲む)
遠慮なしにえただきぁ-す

とある。宮城県下には, 「イタダキス」 (いただきます)などの言いかたがさか

んである。土井八校氏の『仙台の方言』 (春陽堂　昭和13年4月)には,なお,

・「-・ ・ /-一一て　頂きたござりす」 (いたゞきたいのです)などの言いかたも

見えている。秋田県東南部では,かつて, 「イタダキンス」を聞いた。

2　イタ-カシ(ヒ)チ

和歌山県下ないし紀州で, 「頂カシテ」の言いかたが注意される。これは,

だいたいには,近畿的な語法のようである。近畿方言ないし関西方言の風土で

は, 「どうどうさせて」と,使役態利用の表現法でものをたのむことが,しぜ

んによく,人々の心に安定しているらしい。近畿方言下では, 「イタダク」と

の謙譲法動詞に関しても(関してさえも),使役態表現法をとる-傾向が生じ

ている。 「どうどうして　下さい。」の, 「下さい」の気もちの, -その心か

らたのみたく思う気もちの,深い表白手段を求めて,人は「イタダク」を「イ

タダカシテ」とつかうようにもなったであろう。そのいちじるしい習慣が,今

は紀州方面によく見られるというしだいである。

さてその「イタダカシテ」が, 「ダ」音を落として, 「イクーカシ(ヒ)テ」

となると,これは,文字どおり特定の習慣形となった。和歌山県下の,おもに

・中部以北にこれが見られる。

○読んで　イタ-カヒテ(下さい)O

など, 「イタ-カシ(ヒ)テ」の言いきりで,文表現の形づくられるのがふつう

である。 「イクーカシテ」が「イタカシテ」ともあるか。いずれにもせよ, 「下

さい」を, 「頂かせて!」とたのみ願うのであるから,ずいぶんおりいった言

いかたをするものだとも言える。もっとも,今日では,おもに老人たちがこの

言いかたをしているのでもあるか。
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和歌山県下に,次項で言う「イタ」もよくおこなわれている。 「頂く」の「イ

タ」略形を使用するばあいにくらべると, 「イタ-カシ(ヒ)テ」表現法は, "は

るかにていねい"であるという。 "女性につかあれることが多い。"と,教示し

てくれた人もあった。

井之口有-氏の『滋賀県言語の調査と対策-方言調査編-』 (自家版

昭和27年7月)には,

カシ(老)

「′()して下さい」

来テ・h蝣;

が見える。この「カシ」は何か。 「頂カシテ」の「カシ」であるのかどうか。

思いだすのに,私どもが少年時に経験した伊予北部弁に, 「教えて!」とた

のむ時,

Oユ---v-　-*1㌧

と言うのなどの, 「′-、-・ノて　カシテ」があったo (今も,大三島その他で,これ

が聞かれるのかもしれない。)私は,子ども心に, 「′-＼・-′て　カシテ」の「カシ

テ」に, 「貸して」を感じがちだった。が,ことによると,これにも, 「頂カシ

テ」の尾がのびているのかもしれない,と,今,思う。

3　イタ

「イタ」と言いあらわす, 「下さい」 「ちょうだい」の意の謙譲表現法がある。

-「イタ」は「頂く」からのものに相違ないようであるo

近畿も, 「(一て　イクーカシ(ヒ)テ。」の特定表現法を展成させている和歌

山県下に, 「イタ」のよくおこなわれているのは,注目すべきことである。

○読んで　イタ。

読んでください(ちょうだい)0

のように言うO　当方での「イタ」は, 「イクーカシ(ヒ)テ」の気もちからみち
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びき出された省略形式ではなかろうか。杉村楚人冠氏『和歌山方言集』 (刀江

書院　昭和11年9月)ち, 「イタ」を, 「いたゞかせて」の略,としている。略

形となって,これは当然,ていねいの度あいの低いものになった。上記方言吾

にも,

-・テ, -テイク, -ティタ-カヒテの以上三者は丁寧の度が順々になる。

との考えが見えている。

「イタ」は,これの言いとめになるのがふつうのようである。ときには,「あ

れ　アタイに(わたしに)イタ　ヨ。」などの言いかたもするらしい。和歌山

市城でなど, 「イタ」は女性に多く用いられるという。

今日, 「イタ」は,まったくの特定形で,「お見よ。」を言う「ゴラン」 (ご覧)

などともあい叛している。 「下さい」相当の「ツカーサイ」からの「ツカ」と

いうのともあい類している。

和歌山県下のはかでは,じつに,四国香川県下にのみ, 「イタ」が兄いださ

れる。 -と,現在の私は言いたい。

香川県下には, 「イクーカシ(ヒ)テ」などはなくて,もっぱら「イタ」だけ

がおこなわれている。しかも,その分布は広く,勢力はつよい。およそ全県下

におこなわれていようか。西部城には,上述の「ツカ」がさかんでもある。西

部の「ツカ」と,中部・東部の「イタ」との対存が認められもする。 (徳島県

下は, 「イタ」を有することはなくして「ツカ」を有するのみである。)

さて,香川県下,内海,直島の「イタ」例は,

○コ石　イテ-O

これちょうだい。

などである。備前に近い島であるが,やはり「イタ」を有している。島ならぬ

県東部城での一例は,

olテ~ラ　イテ-0

それちょうだい。
7

である。=「下-シノ　ヒトニワ　ソレ　モラ-マスカ。」と言う。"などともあ
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った。

「ィタ-」は, 「′へノて　イタ-.」ではなくて, 「タフミ言　イテ二O」(初老

女-駅売店女性)などというように,しきりにつかわれているのが注意される。

もちろん,自由に「八一ノて　イタ。」とも言っている.県下中部の二例をかが

いi㍉:t '-I,
t

L　　　　　　　　　　　　　　-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-　　　　　　　　　　　　一

〇コレ　イタ　ナ。

これをちょうだいね。

○ド-ゾ　オ丁ラ子音㌻テ　ィタo

どうぞおとりなさってください。　(老女-男性)

香川県下には, 「イタ-カシ(ヒ)テ」の通用はないこともあってか,県下の

「ィタ」を,人は, 「イタダキマス」の略形と見たりしている。是か非か。年少

者などの間で, 「イタ」が「イダ」となることもあるのかもしれない。

県東部の白鳥町では,目上の人に, 「コノ　テガミ　読ソデ　オヤソナ-ソセ。」

と言い,対等の人に言~コノ　テガミ　読ソデ　イタ。」と言い,目下の人に, 「コノ

テガミ　読ソデクレ　ダ。」(「ダ」は文末詞)と言う。 「イタ」が「イダ」となっ

たりするのには, 「クレ　ダ」式の言いかたの影響などもありうることか。

「イタ」は,和歌山・香川に分布して,他には生息が認められない。近畿と

四国との,相互に近接する地域に,おなじもの,岡焼同式の発想のあるのはわ

かるが,四国の徳島県下にこれがないのは不可解である。もし, 「イタ」が,

淡路にもあり阿波にもあって,讃岐にも紀州にもあるのなら,分布の事態は,

おおいに首肯しうるものとされる。が,現状は,そのような関連分布になって

いない。分布のふしぎがここにある。あるいほ,紀州・讃岐が,今たがいに,

ものの残留分布を示しあっているのでもあろうか。 -双方間の,方言風土の

類似は,ともかく,考えやすいことのようである。

4　　<蝣・'-コ

「イタ」の分布は,その地域的特色が大きい。なお一つ,地域的特色の大き



100

いものに, 「ダーコ」がある。これは,近畿の三重県伊賀にだけ分布している。

「イタダカシテ」などを有する近畿に, 「頂こう」を思わせる「ダ-コ」が

あっても,近畿内分布(存立)として,ふしぎではない。それがなぜ,今,伊

賀にだけ兄いだされるのか。この存在のしかたは,またふしぎでもある。今日,

「ダーコ」は,全国内でも,ただ伊賀にだけ孤存するものとなっているO

伊賀には,現に, 「イタダコ-」の言いかたもおこなわれている。

○ゴメンナシテ　ィタダコ-O

ごめんなさってください。 (私の別辞-の応答)　(大工さん-藤原)

Qアガッテ　ィタダコ-0

上がってください。 (座敷-)

"おあがんなさい。" (飲食)

「イタダコ-」は,おそらく「頂こう」であろう。これは,頂くことを予定し

て言う,自分の意志を出した表現法であろう。それは, 「下さい」の意を示す

ことにもなってよく,また,人にすすめての, 「どうどうしなさい。」の「なさ

い」の意を示すことにもなってよい。

「イタダコ-」の言いとめが, 「イタダコ」ともなっているO

○下二~ゾ
ノ

オ-インナシテ　ィタダコ。

どうぞおほいりなさってくださいませ。　(主婦-藤原)

「イタダコ」とともに, 「イダーコ」が兄いだされるo
__T 1

o盲ンナガ　デーO 「ド-　シテ　ィダーコ。」と言います。

女がねえ。 「どうして　イダーコ。」と言います。男は絶対言いません.

(老女-藤原)

○ゴメンテ丁デ イダ-コ。

ごめんなさってくださいO (訪問あいさつ)

(「よくおいでくださいましたo」との意で, r盲-　オイデテラテ~J一丁テ二盲.」と言っ

ていたようでもあるが,定かでないO)

〇二才-　-T/テシテ　ィダ-コ　ワ。
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「イダーコ」の「イ」のごくよわいものが聞かれる.
7

0テラク　マ-　ごゆっくり　して　イダーコo

(こう私に言って,その婦人はさきに帰って行った。)

「ィダーコ」を前提として, 「ダーコ」は成立したであろう. 「ダーコ」の頻用

が,調査者,私の耳をうった。

○寺二　ゴ'三~㌻テリ　シテ　ず二三、。

(文末の声調も特異である。若よめさんのことばであった。)

〇号タ　オイ 一-?蝣-+- シテ　ダーコ。
ノ

〇号タ　アス百三　ォィデテラテ　ダーコ。

(上二例の文アクセントを比較せられたい。)　(老女-藤原)

「ダーコ」は「下さい」の意でおこなわれていると解してよかろう。アクセ

ン日も文末の部位で,「-- ・ダー三。」とな。,また,「　ず二三O」

となることが多いようである。そこに,この「頂こう」表現法の,すでに,「下

さい」の気分をあらわすものになっていることが明らかである。

「ダーコ」の言いかたは,青年以上に見られるという.若い人たちもこの言

いかたをしているところに,この特別語法の特別の生命力が認められる。方言

の中には,別趣でありつつも,こうして,斬然と-勢力をなしているものが,

しばしば兄いだされる.土地々々の,表現法体系の存立のしかたには,ふかし

ぎとも言えるものがある。

伊賀の「ダーコ」の,慣用のいちじるしさを示すものとして,ここには,つ

ぎの一例をあげることができる。

〇二ヒ~~シセ, イタダイテ　ダーコ。

先生,いただいてダ-コ。

(このさいは,かようなアクセントになっている。)

こうして, 「ダーコ」は,しぜんのうちに,手びろく活用されている。

「頂かせて!Jではなく, 「頂こう」と意志を言う言いかたは,一風,変わ
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っている。前者からは「ダ」音が消えた。後者からは「ダ」音は落ちないで,

「ダ」がむしろ主音になっている。 -前者では, 「′へ＼-ノ′せて」というところに,

表現法の主点があったのではないか。だとしたら,はじめの「イタダ」のほう

は,すこしくうすれてもかまわなかったはずである。後者のばあいは, 「ダ」

をはずせないもののように思われる0 - 「イタダ」を「ダ」につづめたか。

(「イタダコ」>「イタ-コ」の変移のきわに,すぐ「イダ-コ」ができたかU)

要するに,結果では, 「イタ」と「ダ-コ」との顕著な対立が見られるにいた

った。語法推移のはてでの,かれこれの,思いもかけぬ相違である。かくてこ

の二者が,今は,同性質の方言領野にありながらも,異端の二者然とした様相

に輝く。

このことは,みな,関西においてのことなのである。全国の方言風土の中で

の関西地方というものが,ここでもまた熟視される。

iI・'こ・.

「頂戴する」の意の「頂戴」が,一種の誹えの表現に用いられることは,周

知のことである。 「頂戴」は, 「御覧」などとともに,漢語出自の特定動詞とな

っている。

「頂戴する」は,事物を「頂く」意にも用いれば,飲食の饗応にあずかる

(あずかって飲食する)を言うのにも用いる.しかし,一転して「頂戴」とな

ったものは,事物を「頂く」ことに言うのみである。 (事物の中に飲食物が含

まれるとしても。)それが,はっきりとした謙譲表現法になる。

「チョ-ダイ」の歴史的存立,およびその全国的な頻用とともに, 「下さい」

類や「ツカーサイ」煩の頻用されるのを見る時,いよいよ「下さい」類や「ツ

カ-サイ」類の,特定謙譲表現法であることが明らかになる。

以下に, 「チョ-ダイ」類としうるものについて,広く,その分布と生態と

を見ていこう。
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「頂戴」が,国語史上　すでに古くからおこなわれてきたのにもかかわらず,

なぜか九州地方には,これの,特別なおこなわれかたが兄いだされない。 -

すなわち九州については, 「チョーダイ」のかくべつに論じるべきものがない。

中国地方にもまた, 「チョ-ダイ」に関して特筆すべき事項がほとんどない。

ただ一つ,昭和30年に友人から教示されたところによると,山口県周防北部に,

○テ丁㌃ト　オTテ ヰ三蝣I -一-'-'" 1∴こ・-ヒー(、

の言いかたがある。 「チョ-ダイマセ-」は, 「頂戴」を,動詞命令形なみの形

にしたようなものであろう。 「チョ-ダイ」が,そもそも「下さい」を意味す

る動詞的なものである。しかもていねいの動詞である。ていねいに, 「下さい」

という気もちをくんで, 「チョ-ダイ」ということばをはたらかせれば,まさ

に「チョ-ダイマセ」形ができよう。このような創作は,表現者たちの当座即

席の思いよりで,比較的容易になし得たことかと思われる。

四国地方の「チョ-ダイ」については,また,言うべきかくべつのことがな

い。香川県下では, 「チョ-ダイ」表現法は,まったくと言ってよいくらいに,

「イタ」表現法に,加えてまた, 「ツカ」表現法に,とって代わられているあり

さまである。

つぎは近畿地方である。 「チョ-ダイ」の汎用のことは,もはや言う必要が

なかろう。ただひとこと, 「チョーダイ」が小さい人たちにかかわりの深いも

のであることは,このさい,言いそえておきたい。 (近畿地方にはかぎらない

ことである。どことも,たとえばおとなは小さな子に向かって,冗談になど,

「それ,おばちゃんにもちょうだいO」などと言う。 「チョ-ダイ」には,小さい

人たちに向けて言うのにふさわしい語感要素がこもっているのだとしてよかろ

うかo　もともと漢語音である「チョ-ダイ」が,そういう語感要素をやどし得

ているのは興味ぶかいことである。使用の習慣が,そのものに後天的な個性を

賦与したか。)神戸市域で,

○チョ-ダイ　カo

下さいませんか。
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と言うという。 (清瀬良一氏教示)私も,かつて東京の寄席にあそんださい,

大阪落語の中の,「・・- ・チョ-ダイ　カ。」を聞いた。大阪府下,河内町では,

○ソ㌃　ヮタシトコ イt/テチョ-ダイン　カ

それを私とこへは入れてくださいませんか。 (カステラの輪切りを買

う。)　(若い主婦-店員)

というのを聞いたことがある。近畿内のどこの人であったかは知ることができ

なかったが,たしかに近畿弁をつかっていた若い母が,汽車で,

○チョット　スミマセソガ,ト-ラシテ　ヤッテ　チョ-ダイ　カ。

ち3:つとすみませんが,通らせてやってくださいませんか。 (若い母,

おさない女の子をつれて,人ごみの通路をトイレにゆく。)

と言っていたのを聞いたこともある。

近畿も三重県北寄りの地域となると,のちに述べる愛知県下の状況との関連

もよろしく,「チョ-ダイ　カ」の言いかたがよく聞かれる。 (この地方に「すず

両　カ」もある。)

「チョ-ダイ」が命令形相当の誹え形であれば, 「下さいませんか」のここ

ちで「チョ-ダイ　カ」あるいは「チョ-ダイ　ンカ」などと言うのは,ごく

しぜんのことと理解される.それにしても, 「チョ-ダイ」という,名詞形と

するほかはない外形のものに,いきなり「カ」をつけて,平然と,いわば動詞

構文的表現をしてのけるのは,いかにも流通無碍の表現生活である。

『全国方言辞典』の補遺篇には,

たいたい(児)　　子供の詞,頂戴。上方(言語違) ・香川。

と見える。

さて「チョーダイ」に関するいちばんの問題領域は,中部地方である。わけ

ても注目されるのが,愛知県方面であるO名古屋中心に,尾張一円では, 「何

何して　チョ-ダィ。」の意の「チョ-」が,じつによくおこなわれている。

たとえば尾張西部の,

otTィチャン,水を モッテ　キテ　チョ一。
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など。名古屋北部の,

○イッシュ-ニ　イッテ　事言-　デモ。

いっしょに行ってくださいね。　(女性)

など。 「チョ-」は,短く「チョ」と言われることもあるo

名古屋中心の尾張ことばに, 「チョ-ダイ」もあることはもとよりである。

名古屋市域での「チョ-ダイ」ことばの,もっともていねいな言いかたは,

「チョ-ダイアソ/ミセ」である。たとえば「ごめんください。」は,

○ゴメン　チョ-ダイアソバセO

と言っている。男でもこの言いかたをIしている。私が,生粋の名古屋人の中年

女性から聞き得た一例は,

○ナ三　才㌻テ　チョ-ダイアソ/ミスヤラ。

何をおっしゃってくださいますやら。

である。極上の言いかたであろう。名古屋ことばの伝統の中に,このような上

等のことばづかいがあるということなのか。

『名古屋方言の語法』には, 「チョ-デァ-ス/ミス」の形が見えている。 「チ

ョ-ダイアソ/ミス」がこのように変じている.

ふつうの「チョ-ダイ」が,しきりに活用されて,その動詞としての諸形態

を生んでいる点は,まことにめざましいものがある。当地方のことばづかいの

-特色がここにあると言えようか。これに関しては,まず芥子川律治氏の『な

ごやことば』 (市経済局　昭和31年12月)から重要な箇所をお借りしたい。

共通語の「ください」に当るものに, 「ちょうでぁ-」があります。最近
°　°　°　°　°　°

でちょうであ-の略されたちょうが勢力をもっています。 「やってちょう」

「みてちょう」 「来てちょう」と頻繁に用いられ,その終止形は「ちょうす」

となり,打消の助動詞を伴う場合は「ちょうせん」となり,はぼサ変動詞

「頂戴する」の活用に近いものになっています。 「頂せん,項した,頂す,

頂す,頂Lや　頂O」のように活用します。
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連用形の「チョ-シた」は「チョ-た」ともなっている。べつに, 「チョ-ダ

イた」との言いかたもある。 (この「チ。-ダイ」も連用形に相当するO)

Oh オーキュ-　ナッテ　チョ-ダェタ　ナモ。

よく大きくなってくださいましたね。 (まあ,よく大きくおなりでし

たね。) (親戚-行った子どもが,そのめざましい成長をはめられると

ころ。)

「チョ-ダイ」をつかった終止形に, 「チョ-デァ-ス」があり,未然形に,

「チョ-デァ-セん」 「チョ-デァッセん」 「チョ-デァッサん」がある。 (『名

古屋方言の語法』による。)森田草平氏『明治大正文学全集』第二十九巻(春陽

堂　昭和2年11月)には, 「下さいませんか」の意の, 「頂戴はんか」が見えて

いる。

さて愛知県下も三河となると,以上の「チョ-ダイ」ことばをつかっていな

いようであるO三河人は, 「チョ-ダイ」ことばの領域に来ては,ことばのは

なはだしい違和感にうたれるという。

ところで,尾張の北の,岐阜美濃のうちには, 「チョ-ダイ」ことばの「チ

ョ-」がある. 『岐阜県方言集成』には,岐阜市の「ちょう」も,安八郡の「い

ってちゃうでああか〔句〕」 (行って頂けませんか。) 「ちょうした」も見えてい

る。

東にとんで,山梨県下に,一・二の問題視すべき事項がある。石川縁泥氏「山

梨県河内方言」 (『方言と土俗』第四巻第九号　昭和9年1月)には, 「東山梨

郡日川村の方言」の,

一寸行って来て「チョウ」
ex

の言いかたが見える。 -「チョウ」は「頂戴」とされている。つぎに,深沢

泉氏の『甲州方言』 (地方書院　昭和36年10月)の中には,

尊敬の意をふくめた勧誘の語に「早く行っちゃ-」 「ごもしんだから,そ

うしてくれちゃ-」のちゃ-がある。

の記事が見える。この「ちゃ-」は何なのか。
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関東地方には, 「頂戴する」の言いかたがふつうに存在しているO 「チョ-ダ

イ」もまた同様である。ほかに言うべきことは,ほとんどないoただ一つ,神

奈川県下のことばに,

アンチョ　　下さい

のあることが,山本靖民氏「神奈川県方言資料」 (『方言』第三巻第四号　昭和

8年4月)などによって知られる。 「アンチョ」は何なのか。日野資純氏・斎

藤義七郎氏『神奈川県方言辞典』 (神奈川県教育委員会　昭和40年3月)には,

「私がもらいます。」 「私に下さい。」の説明が付してある。

東北地方でも, 「チョ-ダイ」はなまった形などでおこなわれている。

北海道でもまた,広くで, 「チョ-ダイ」がつかわれている0 -若い世代

の人々には,よりふつうにこれがつかわれていようか。

四　拝領

「頂戴」に対する「拝領」は,本来,頂戴したものをたいせつに長く保存し

て感謝することを意味するものであるという。それかあらぬか,方言世界でも,

「拝領」は「頂戴」以上に特定のものらしく,そのおこなわれかたが,池域上,

はなはだしく限られている。分布が近畿以西にとどまるのは,古語の,日本西

半域内残存として意味が深い。

九州,熊本県下の広域に, 「拝領」ことばが認められる。通常, 「-イリョ

-」「-イリョ」「-イヨ-」「-イヨ」の形のものがおこなわれており,わけ

ても「-イヨ」「-イヨ-」が,特色語然としておこなわれている。

熊本市域では,たとえば店で物を買う時,
ー　　　　　　　　　　　4

0オバサン　コレ　-イヨ-o

おばさん,これち3:うだいO

などと言うo私の-友人は, ‖「下さい」という時には「-イヨ～」というの

が全般的につかわれている。", =「-イヨ-」は「拝領」だと,すぐに感じた。''

と語ってくれた。市内で,
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T容!
O言フ　テ斉ラバ　ヨンデ　-イヨ-。

この手紙を読んでおくれ。

などとも言っているO 「(一て　-イヨ-」は,対等にも目上にも用い,とく

に目上によいことばをつかう時は, 「(一て　クダ-リマッセ」と言うのだと

いう。熊本市域をはずれての南部で私が聞きとめた一例は,

○ヨンデ　-イヨ。

読んでちょうだい。

である0人は,おもに女が「-イヨ-」をつかうと言っていた.女にはかぎら

ないことだと思われる。

私が,阿蘇山南麓での一週間調査のさい,しばしば耳にすることができた

「拝領」ことばの実例は,下のようなものであった。
、,ノ

○モッテ　キby.テ　スィヨoナ-O

持って来ておってください。ね。　(男性の電話)
容ら

○ジューエソ　-イヨ-0

十円ちょうだい。　(子ども)

○モッテ一事テ　ニ才すてこ。

持って来てください。

最後の一例は,老人から聞かれたものである。当地方に,「キャーヤンナ-リ。」

(下さいな!)など「キャー」の,つよめ用の接頭辞が認められるo　その「キ

ヤ-」が「-イヨ-」にもつけられ, 「キャ--イヨ-O」(下さいよO)とも言

われている。

「-・・一　二ィヨO」などと発言されるのを,私ども他郷者が,なにげなく聞

きとめたとするか。そのさい, 「ヨ」が「下さい　よ」の「よ」であるかのよ

うに,誤認することがあるかもしれない。発言の外形だけを見て,かんたんに

判断を下したりすると,つい,そのような認知もしかねない。が,阿蘇南麓で

はこうであった。私が, "「いけません　ヨ。」の「ヨ」とはちがうのですか。"

と聞いてみたところ,土地っ子の-婦人は,直下に,ちがうと答え, "拝領チ
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ユーコトデス。"と説明してくれた。また, "ほんとうの肥後弁です。"とも補

足してくれた。

熊本県下も天草島西岸などでは, 「拝領」ことばが聞かれないであろう。 ‖「-

イヨ-」は熊本県本土だけ"と,人の言うのを私も聞いたことがある。県下南

方でも, 「拝領」ことばは兄いだしにくいか。

九州では,熊本県下についで福岡県筑後のうちにも,いくらか「拝領」こと

ばがおこなわれている。熊本県北,玉名郡につづく筑後山門郡で,たとえば「ヨ

ソデ　-イヨ。」 (読んでください。)などと言っている。かの柳川市では, 「ハ

イヨ-」がかなりよく聞かれる。

O3^A チョット　ヨ-デ　-イヨ-

これをちょっと読んでください。

などと言っているo 「-イヨ-」は,いわゆる城内ことばに属するものらしい。.

柳川藩の古事にくわしい・-老女は,私に,つぎのような説明をしてくれた。

「ヨ-デ　-イヨ-」は中等度の言いかたで,「ヨ-デ　クレメサン カ」

が上等の言いかたo 「ヨ-デ　クレン　カソ」と言うと,これは下の言い

かた。

柳川に, 「二、イリョ二」との言いかたも,なくはないらしいoいずれにしても,

当柳川でも, 「拝領」ことばは衰亡の運命をたどっているのではなかろうか。

以上の九州分布のほかとなると,中国では,どこにも何も認められず,四国

となって,土佐・阿波に問題の事実が認められる。 -この時,私どもは,九

州から四国にかけてのある種の底脈が,四国はその南半地方によく通じている

のを見ることができる。

土佐に関しては,土井八校氏の『土佐の方言』の,

○入れ皇女ごし(或は入れ旦旦)はいりょ-してかまいませんか。

の記事を,今はここに引用しうるばかりである。

かえって阿波に,比較的よく「拝領」ことばの残存が認められるのは,はな

はだ興味ぶかいことである. -阿波と土佐との関連性のつよいものが,しぼ
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Lは認められるとともに,また,阿波では,ここに四国内の-特色地のおもむ

きが認められる。 (それは,九州で,さきのように,とくに熊本県下などが特

別のおもむきを示したことにも似ている。歴史的な問題をはらみがちの大きい

地域の中にもまた,特定的に変わった現象を示す所があるのを,私どもは興味

ぶかく思う。)さて阿波の徳島市での実例は,

○キク　オイデテ　スィす言O

またいらっしゃってください。　　(老女-青女)

○　　‥シテ　-イリコー。

-してください。

○　　　シテ　-イリョ　ヨ-0

-・してくださいよ。

、などである。最後の例が「ヨ-」の文末詞を持っているo徳島県下では,だい

たい南部のかなり広い範囲を除いた地域のうちに, 「-イリョ-」「-イl)ヨ」

がいくらか兄いだされるという状況なのか。いずれにしても,ものの残存のさ

まがいちじるしいようである。

四国を出はなれては,近畿地方も,ただ,淡路島のうちに, 「拝領」ことば

のおこなわれたあとかたが兄いだされるだけである。と,今は言いうるばかり

である。知友,服部敬之氏は, 「『淡路方言』放送まで」 (『兵庫方言』 2　昭和

30年12月)で,
o　蝪　o  o

旧御城下の洲本市では, 「貸してはいりよ」 (貸して下さい)が昔用いられ

ていた

と述べていられる。

以上, 「拝領」ことばの分布・生態は,はなはだ特異なものである。別掲分

布図上で,これと他の類似の表現法との分布関係をごらんいただきたい。図上,

ものごとが,総体に西に偏した分布であるのは注目にあたいする。 「拝領」な

どの表現法は,なぜ西の地方にだけ生きてきたのか。私どもは,ここで,日本
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譜の,全地盤にあっての地域的な発想差,あるいは地域的な精神傾向差を認め-

ざるを得ない。日本全域での,地方・地域による精神風土差が問題になる。

近代の-用語習慣をなす「起立。」 「着雁.」などは,特別のものであろうけ

れども,全国いずれの地域でもおこなわれうるものとなった。これらは,日常

の待遇表現法にあずかるものではない,特定の号令要素なので,おこなわれる・

こともまた別趣で,共通語的なのか。

それにしてもここに, 「起立。」 「頂戴。」 「拝領。」などと,漢語名詞を運用し

っっ,その動詞性の酎巨を利用するのは,日本語表現法開拓の-努力とも解す

ることができるものである。

Vf.重畳

倉岡幸吉氏『肥後方言集』 (自家版　昭和13年4月)には,

チョウジョウ　　有り難う

とある。

私は,阿蘇山南麓で, 「ありがとうO」の意の「チョ-ジョ

ノ
アタ。」をしぼ

しぼ耳にした. (「アタ」は, 「アナタ」からきた文末詞であるo 「スンナ亨
ノ

ァタ。」とも言っている。 「さようなら。」の意のものである。)

「拝領」ことばのかなりさかんにおこなわれている熊本県下に, 「重畳」こ

とばの兄いだされるのも,興味ぶかいことである。

六　申シウケル・受ケル

○ヤッテ　モーシケテ　モ-シワケアリマセン　ノモシo

やっていただいて申しわけありませんねえ。

ここに, 「モーシケル」 (申シウケル)の特定動詞が認められる。謙譲表現法に

役だつことのきまったものである。 「ソ-　シテ モーシケル」は, 「そうや

っていただく」である。

愛知県渥美半島内などで,上のように言っている。
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×　　　×　　　×　　　×　　　×

「受ケル」に関しての,つぎの重要な記事を,ここに引用させていただきた

IB!

とってうける,あがってうけるなどのうけるは,敬語として残っている

(東山梨)。来客があった時など「あがってもらって」というときに「あが

ってうけて」という。あがっていただく事につかっている。とってうける

も受けていただくという意味であろうかとも思うが,老人でなくては使わ

ないことばの一つである。

深沢泉氏の『甲州方言』からのものである。こういう事実を教示せ、られた著者

に,感謝したい思いがせつである。

第二節　イタス

「イタス」という動詞が謙譲法にはたらくことは,言うまでもなかろう。自

己の謙退の意中をあらわすことの,今日きわめて明確であるものが, 「イタス」

表現法である。

「イタス」は,現代に通用度の高い-重要語でもある。人々は,話しことば

ではもちろん,書きことばでも, 「イタス」をそうとうによく用いていよう。

飲食店などで,たてこんでいるところに来た客人に,店の人は, "すぐ　おす

きいたしますから。"などとも言っている。 「イタス」をとり用いて,表現者は,

その場を自分の責任の場としつつ,心ふかく謙過の情を表白している。 -」

とはづかいをまちがえてまで「イタス」をつかっているところに,表現者の,

つよい謙譲心理があらわであろう。

「イタス」は,動詞としても用いられ,助動詞としても用いられている。

九州地方から東国地方まで,どの地方にも「イタス」が存在し得ていよう。

ただそれが,いわゆる共通語のことばづかいの中で存在しているのか,方言的
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な言いかたの中に存在しているのかとなると,その様相ははなはだ混然として

いる。

九州地方に,方言色の濃い「イタス」のことばづかいの存在することは,普

ずないようである。大分県下の「ソゲン　コクー　イタシマスメ--。」など

は,比較的方言色の濃いものとされようか。 -この例の「イタス」は謙譲法

動詞である。いずれにしても, 「イタス」の用いられるかぎり,話者の謙退の

態度は,はっきりと表現されるO

明白な謙譲ことば「イタス」が,主としては,いわゆるあいさつことばによ

く用いられているのは,九州地方にかぎらないことである。あいさつことばが,

人間関係上の対応相を微妙精細にあらわすものだとすると,そこにしばしば用

いられがちの「イタス」ことばは,まさに,待遇上の謙譲表現法によく生きて

いるものとされる。

中国地方の実例の中では,一つ,出雲奥で得ることのできた,つぎの例が注

目される。

○コレテ~L喜一　ゴア-ワク　イタシ寺シタo

これはまあ,ごめいわくをおかけいたしました。 (とでも解すべきも

のだったか。私の礼金に対する謝辞だった。)

中四国とも, 「オタノミイタシマス」といったような,あいさつことばに常用

される「イタス」は,よく見せている。ただしこの種のものが,どこまで方言

の習慣にも根ざしているのか,.今,弁別のしょうがない。

近畿地方の「イタス」に関しても,四国などのについてとおなじことが言え

る。中部地方のに関してもまた同様である。

全国の「イタス」ことばのありさまの中で,ひときわ注目されるのが,八丈

島・青ガ島の「イタス」である。ここでは「イタス」が,

○マカナッテ　アティすソ-　ワ.

まかなっておあげいたしましょう。

と,いったぐあいに,本動詞を助ける地位に立っており,助動詞としての「イタ
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ス」が認められるo例をなおあげてみよう。
ノ

○芽-　行革イすソ-　ワ。

(これは, 「ニャク　ヒすす　シ亨レ。」, 「早くしたくをしなさい.」

とのすす糾こ対する応答のことばであるという.)

○アンマリ　京-ク　ナす二ィテラフナカ。

(これは, 「Tコノ　ウシメワ　京-ク　オジャル　7-。」,「ここの

牛は大きいねえ。」に対する返事である。 「あんまり大きくはなりませ

ん。」の意であるという。)
ノ

○スミイタシンネ-　7-。盲~ロシク　オッ~シャッテ　タモリヤレ。

ほんとにすみませんでしたね。よろしくおっしゃってくださいませ。

(物をもらった時のあいさつである。)

八丈島・青ガ島では, 「イタス」がじつによく用いられているらしい。八丈

島出身の-中年女性は,私に,広島で, 「イタス」と「クモレ」がよいことば

だと語ってくれた。 「イタス」のよくおこなわれているいきおいの中でおこっ

たことばづかいであろうか,つぎのような「イタシイタス」ということばづか

いも見える。

○オー　コ.)ヤ　ナガノミナショシテ　ヒツレイ　イタシイタソ　ガO

(おゝこれは長話をして失礼いたしました)。

これは,本山桂川氏の『海島民俗誌』 (-誠社　昭和9年2月)に見られるも

のである。 (その書では, 「便宜上八丈本島のみに就て,其特異な『八丈島方

言』の若干を述べることにする」 <P.163>とある。)

八丈島方言に関する早期の調査結果, 「口語法取調」 (『八丈島教育会報』第

二号　筆写物によったため年月不詳)には, 「′---ノ申シイタス」の実例が見える。

○コノ本ヨチックリ借り申シイタス

(コノ本ヲ一寸オ借り申シマス)

など。

八丈島方面の「′.-＼一イタス」は,以上のように,自己の動作に言うことのい
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ちじるしいものであり, 「イタシイタス」と言われているのによっても理解さ

れるように,謙退の意の明らかなものである。が, 「イタス」の頻用にともな

っての自然結果であろうか,時に「イタス」が相手の行動を言うばあいにも用

いられたりしている。私は,これを, 「イタス」表現法の「ていねい表現法」

化だろうと考えたい。- 「私ガ話シ申シイタス。」 (私ガオ話シ申シマス。)な

どと言っているはあいも,これは自己の行動を言う表現ではあるが,巨一、一イ

タス」が,もはや「′一、-ノマス」なみにつかわれてもいるかと思われる。 (これ

らのことに関しては,のちにあらためて述べる　p.167)

「イタス」が上のようにつかわれている習慣を見て,人は,ふしぎにも思う

だろうが,方言上のこととしては,ふしぎとは見な・くてよいのだと思う。九州の

佐賀県方面では, 「何々しゴザル」というように, 「～ゴザル」の言いかたを

することがさかんである。中国山地のうちなどでも, 「テ二　手言-ゴンシャ

PO」(何をしてらっしゃる?)などと言っている。本動詞に,助動詞(補動詞)

「ゴザル」をつけるのも, 「イタス」をつけるのも,似たことである。共通語の

画では, 「行きナサル」「お行きナサッタ」など, 「ナサル」を,本動詞を助け

る第二動詞として用いる習慣が見られるか。 「ナサル」のはかの動詞が第二動

詞として運用されることは,あまりなかろう。それゆえ人は, 「イキゴザル」

や「申シイタス」を奇と見るのであろうけれども,動詞複合の原本の理にたち

かえってみれば,これらは,いずれも同質同等のものとされるO考えてみれば,

共通語法なるものは,二動詞複合の自由さをみずから切りすてているのである。

-それが共通語の行きかた・生きかたでもあろう。ともかく私どもは,今,

「(Jイタス」などの自在な運用を見ることによって,日本語表現法での二動

詞複合の方法,ないしは助動詞運用のはばびろさを,興味ぶかく認めることが

できる。しかも「′-＼・-ノイタス」の事実が,ことかわって,太平洋上の孤島にば

かり存在しているのは,別して私どもの注目をひくものである。

関東地方一般に, 「下-　イタシマシテ.」などという「イタス」ことばが流

通していることは,言うまでもない。その中にあって,二・三,次下のような
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事実が指摘される。斎藤秀一氏編『東京方言集』 (自家版　昭和10年1月)には,
△

○下-イタシテ(-どういたしましてo挨拶のことば)

との実例が見える。秩父市教育委員会編の『秩父の伝説と方言』 (秩父市教育

委員会　昭和37年5月)の中には,

○モヨ-いlたします

雨が催する意。雨が降りそうだ。天気が崩れかける。あいさつ。

との記事が見える。田口美雄氏は, 「茨城方言語法二三の考察」 (『方言研究』

第十輯　昭和19年7月)で,

「致します」は「イタシャ-ス」

と述べていられる。私は,かつて,茨城県北部の宿で,
/

○オスミデス　カOド-モ　オテマツ　イ貢~テ言シタ。

とのあいさつことばを聞いた。

東北地方では,まず,土井八枝氏の『仙台の方言』に見える,仙台の古風な

ことばづかいを引用させていただきたい。

「あやにくまづ,とゞらなく致して居りして,おしょしござりす」 (生憎,

とり散らしてお恥しうございます)

本書P.281には,

いたし± (致します)

ござり± (ございます)

そ-いたし主てござり宜まづ(左様いたしますでございますよ)

との記事も見える。

岩手県下では,かつて,

○オラマツI　ィ　　　シタ。

との別辞を聞いたことがある。婦人からであった。 「おそまついたしました。」

との言いかたは,だいたい,国の東系の言いかたではないか。
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第三節　ツカマツル

山口麻太郎氏の『続壱岐島方言集』 (春陽堂　昭和12年2月)には,

ツカマツル　　謙譲を表わす。連続,用法,標準語通り

との記事が見える。 「標準語通り」とあるのからすると,この「ツカマツル」

紘,土地ふうのものであるのだろう。山本俊治氏の対島調査の結果にも,

○マクマカリデマスケ　　　　　　　(普通)

○マタサンジョーツカマツリマショ- (丁寧)
(辞去の挨拶)

との実例が見える。

上の対島例だと, 「ツカマツル」が助動詞ふうのものになっているとも見ら

れようか。

近畿の方言書『南紀土俗資料』には, 「ツカマツル」に関してのつぎの活用

法が見える。
蝣T!一活用If:　　　帯　　　二　　　　項　　　　　　　　・15　　　ra　　　　鞘　　　　五

お受けつかまつら　つかまつり　つかまつる　らかまつれ　っかまつろ-

つかまつろ

この表の「ツカマツル」は,明らかに助動詞であろう。

第四節　マイル　マイラス類

本節では,自動詞の「マイル」と,他動詞の「マイラス」類ならびにその助

動詞化したものとをとりあつかう。

神社仏閣にお参りすることは,わが国の伝統的な習慣であり,そこには,

「参る」という謙譲表現法動詞が,もっともふつうに用いられてきている。その

ような「マイル」動詞の用法に関連することであろう,日常のあいさつことば

の中でも,つよい謙譲心理の表現に, 「マイル」動詞が熟用されている。あい
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さつことばで, 「行って　参ります。」などと言っているのは,その顕著な事例

である0-おとなも子どもも,このさい, 「行く」というようなふつうの動

詞に,特定の古風な「マイル」を接続させているわけであるが,今日なお,だ

れしも,さほどこの接続にはあやしみの情などいだいてはいない。考えてみれ

ば,特殊な遵語法とも言えるものではあるが,それが人々に特殊とも感じられ

ていないのは,それだけ「マイル」が,生活の車によくとけこんでいるという

ことであろう。

以下に,方言上の「マイル」を見ていく。ところで,方言上では, 「マイル」

に関連して「マイラス」煩も兄いだされ,これの,動詞及び助動詞として用い

られるさまが,別して私どもの注目をひくありさまである。

奄美大島には,

○マジン　オモロ-　(一緒に行きませう)

との言いかたがあるという。 (官良当壮氏「南島方言採集行脚(-)」 『方言』

第一巻第二号　昭和6年10月) 「オモロー」は, 「マイロ-」なのかどう・なのか。

鹿児島県下に,「マイル」動詞用法のかなり目だたしいものがある。 「メンソ」,

これは, 「参りませう。釆ませう。鄭重な言葉。」であるという。 -野村伝

四氏の『大隅肝属郡方言集』 (中央公論社　昭和17年4月)に見える記事であ
ノ

る。鹿児島県下に, 「メイア(ヤ)ゲモソ。」 (ごめんください。)のあいさつこと

ばが流布している。 「参りあげ申そう。」との言いかたになっている. -「マ

イル」動詞に「上ゲル」を接続させるのは,鹿児島県下だけのことであろう。

私が鹿児島県下で聞いたことばに,

○ハ芽ル　キッチ　ゾ万　テンヂ　ガッ言ン　メ首　ヤO

羽織を着てぞうりをはいて学校に行こうよ。

がある。 「メ盲」のところが「参ろう」であろうOまた,県下で聞いた,はか

の-事例に, 「メケ　イッタ」というのがある。これは, 「参りに行った」で

あるという。

宮崎県の西南部域もまた,,上述の鹿児島県下状況に通うものを,なにほどか
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見せようとしている。 (「メイア(ヤ)ゲモソ」なども聞かれる。)米艮地方に

紘,あいさつことばに「メ-ル」が存在しているらしい。

三ケ尻浩氏の『大分県方言の研究』には,

メ-ロ-ヤー　　参りませう.寺仏事などに人を誘ふ詞。 (逮)

との記事が見える。

さて,問題は九州南部の「マイラス」煩である。
ノ

○オマイ盲　コユ　メ-ラスッ　ガ。

おまえにもこれをあげるよ。

○メ-ラスッデ　テ二。

"やるから来い。"

この「メ←ラスル」ことばは,鹿児島県姶良郡国分町出身の-女教師から,昭

和14年に聞き得たものである。しかもこれらは,その女教師が,少女時,老女

たちから聞いたものであるという。その14年の時,鹿児島女子師範学校女生徒

の,甑島出身者たちが,私の前で語りあったことばは,

○メラス万チュ-　ホ-テンガ　テ㌻トホラ。

「メ-ラスル」という方言があるよねほらO

である。

春日政治氏に, 「甑島に逼れるマラスルとメ-ラスル」のご発表がある。

(『九大国文学』第二号　昭和6年11月)これに,甑島三島での, 「マラスル」

系のことばと, 「メ-ラスル」系のことばとの,分布と用法との詳論が見られ

る。論中の実例,

○あいばば-さんにマラセて来た。 (あれをお婆さんに上げて来たO)

○こいはあざや-マラスイo (之を貴方に上げるO)

は,動詞用法の二事例である。

○教-メ-ラセ-0 (教-て上げよo)

紘,助動詞用法の-事例であるO 「メ-ラスル」の変化形としては, 「メ-ラ

ス-」「メ-ヤスイ」「メ-スル」「メ-ス」があげられているo
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春日博士に,最初,甑島の「マイラス」煩のことばづかいを報告されたのは,

上村孝二氏であった。その上村氏が, 『世界文化地理大系　6 (日本　Ⅴ　中

国・四国・九州)』 (平凡社　昭和32年9月)の中の「九州地方のことば」で,

大隅の有明湾岸や翫(こしき)島には≪差上げる≫意味で古形のマラスル

というのがある。

と述べていられる。同氏が,近年, 「甑島方言概説」 (荒木博之氏編『甑島の昔

話』所収　三弥井書店　昭和45年11月)で説かれるところによるのに, 「参らす

る」系の語群は, "廃語も同然"であるという。

かつては鹿児島県下の広くに, 「マイラス」類のことばづかいが,かなりお

こなわれていたのではなかろうか。

肥後南部にも,鹿児島県下からのつづきで, 「マイラス」煩の注目すべき事

例が兄いだされる。熊本県球磨郡の湯之前町のことばについて,その地出身の

森田武氏の教示せられるところは,つぎのとおりである。

○ミテ;~王寺~ニセ. (お見せしなさいO)

○ミラ=ミャ-セロ。

・　・　　　　　　　　　　. -　II　-　'　'

○上のおばさんに　ミシェミャ-シテ　ケ-.

(上のおばさんに,お見せしてこい。)

「参らす」にあたる言いかたが, 「ミャ-ス」となっているO　上の諸例は, 「ミ

ャ-ス」が助動詞として用いられているものであるO 「ミャ-ス」が,単独に

動詞として用いられるばあい,それは, 「お追従をする」の意になるという。

九州地方の他地域には, 「ミャ-ス」助動詞などが兄いだされないようであ

る。にもかかわらず,山口県東部の山地,旧広瀬町のことばには, 「まいしょう」

(上げよう)が兄いだされたりする。近くはまた,長門北部で,岡野信子氏は,

「オ言三三　マ石万　イノ。」 (以前,子どもに向かって言った,と,老女教示)

などを聞きとめていられ, 「マ百万」 「マ天元」 「マ貢」があるとしていられる。

島根県下にも問題事例がある。品川誠氏の『島根県仁多郡布勢村の言語生活
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の体系的な記述』 (稿本　昭和27年2月)には,つぎの特異な記事が見えるo

Oお金をか-してくれなかった,

カシェマニラシェダック

○お金を返してはくれない,

カシェマエラシェン

これらは,相手が自分に返さないことを言って, 「参らせん」などと言ってい

る。島根女子師範学校(石田春昭氏担当) 『隠岐島方言の研究』 (島根女子師範

学校　昭和11年9月)には, 「マアスル」が見え,

「マアスル」といふ語があって「参らする」と同じ働きをする。

としていられる。なお,

老人の間または片田舎にて普通に用ふ.幾分見下したる意もあり,また親

しむ意もあり。何々して達はさうの意.或場合には与ふる.

タッケテマ-ショ--助けてやらう,コリョマ-シャユニ之を呉れ　コリ

ョマーシャランカニ之を呉れないか

との記述も見える。

中国地方の他地域や,四国地方には, 「マイル」や「マイラス」類について

述べるべきものがない。

近畿諸方言上でも, 「マイル」や「マイラスル」類の,これという用法が,

私にはまだとらえられていない。 (和歌山県南内の「マイスル」は「止める」であっ

て, -一見まざらわしくもあるけれども,非なるものであるO)

古文献,たとえば狂言本に見える「おませう」 「おまする」などは,土井忠

生先生訳『ロドリゲス　日本犬文典』 (三省堂　昭和30年3月)にも見える「お

まらする」に縁の深いものであろう。その「おまらする」の, 「おます」とな

ったものが,今日近畿内に存在し得ているかというと,今日ではもはやそれが

見られない,と答えることができよう。 「あります」の意の「オマス」が近畿
-　ノ

にしきりにおこなわれており,たとえば, 「オマッ　カ。」(ありますか。)など

と言われているが,このはあいの「オマス」は,単純な丁寧表現法にはたらく
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ものであるo語形は等しく「オマス」であっても,起源は異なるのが,後者の

「オマス」であろう0 -村内英一氏は, 「オ.)マス」からこの「オマス」がで

きたと見ていられるoあるいは,謙譲の「オマス」が,丁寧の「オマス」に転

用されているということもありうるのか。

『日本国語大辞典』第四巻の「おま・す」の条には, 「語源ははっきりしないが,

『御座ります』が『おざります』となり,これから変化したものか。」とある。

さて北陸となると,たとえば福井県東山地部内でなど, 「おまする」に近い

「オマセル」があって,注目される。 (畿内にはもはやこの種のものが見られな

くて,北陸にはその残存のさまの見られるのがたっとい。)天野俊也氏の『福井

県大野郡北谷村に於ける敬語　附録　北郷村岩屋』 (自家版　昭和28年1月)に

は,

「下さる」に関聯して「上げる」といふことを一般に「しんぜる」 「お

ませる」といってゐる。

∴石　　　　　　.-. l".I:

以下の数例は真砂でも同じいひ方があるといふ。 (真砂出身の人が調査の

時同席であった。)

コソダ オマセルトキニ　イッショニ　オマセル. (今度差上げる時に-

緒に差上げる)

タバコ　オッサンネ

オマシタカイ　マダ

京寺セ。 (煙草を　をぢさんに　差上げよ)

オマシテナィ。 (上げたか,まだ差上げてない)

ソリャ-　オマセン。 (それは　上げない)

オマセリャ-　エ-ノニ　ナンデ　オマセナンダ。 (上げればよいのに何

故上げなかった)

オマショ-マイカ。 (上げようではないか)

との記事が見える。

石川県の著者不詳『能登国鹿島郡方言』 (七尾春成印刷　年月不詳)にも,

オマセル　　進ゼル
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というのが見える。愛宕八郎康隆氏が,能登東北端の珠洲市域を調査した結果

によっても,そこに「オマシル」の存在することが知られる。氏は, 「あげる」

を言う珠洲のことばの諸相を, 「上」から「下」 -の段階別で,つぎのように

とりたてていられる。

ォァゲスルーアゲル→シンジル-オ盲~百万-メ-シル(取らせる)-イす天

-ヤル

「取らせる」の「せ」を「シ」とするのと同様に, 「進ぜる」の「ぜ」も「ジ」

としており,同様に「オマセル」も「オマシル」としている。珠洲弁の,こう

いう特定習慣の中に, 「お参らする」ことばの残影が温存されているというわ

けである。

富山県下に,

オマス　さしあげる。敬語。 (南谷村・宮島村)

オマセル　右に同じ。　　( 〝　　　′′ )

が見られるのは,もっとも注目にあたいする。 (佐伯安-氏『砺波民俗語尭』

高志入社　昭和36年3月)

「マイラス」類のうち, 「お参らす」煩関係の「オマセル」「オマス」などが,

とかく北陸地帯に兄いだされるのは,私どもに,いくえにも北陸地域の連近畿

性を考えしめる。

北陸を出はなれての中部地方一般には,もはや「マイル」や「マイラス」煩

に関して,特別にとりたてるべきものがない。

が,転じて,太平洋上の八丈島を見ると,ここには注目すべき「マイル」こ

とばがあるO 「また釆ましょう。」というのだと, 「丁二言　ワ言-o」と言わ

れている。男女ともにこのような言いかたをするという。

○メ-ララーィ.

は, 「参りました。」の意で,多く子どもがつかう訪問辞であるという。 『全国

方言資料』第7巻の八丈町に関する記事にも,
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fヤメ-　メ-ロ　ツモイデ

山-　　行く　　つもりで。

fコガン　　　ネガッテ　メヤラー

このように　お願いに　釆ました,

などが見られる。八丈島出身の-婦人は, -通信で,

「メ-ロ　ワヨ。」(帰りますよ。)は,近しい人々のことばで,おとなも子

どももこれを言い, 「メ←リー　イタソワ。」は,かしこまってていねいに

言う時のもの,男女ともこれを言う。

などと,私に説明してくれた。

あと,東国地方で問題の事象を指摘すべきは,東北内においてである。新妻

三男氏の「相馬に於ける敬語動詞及び敬語助動詞について」には,

○さあ,めえーりすぺ(さあ参りませう)

というのが見える。

注目すべきことに,福島県西南部内には, 「まらする」系の「まあせる」が

あるらしい。菅野宏氏が,これについてつぎのように報じていられる。 (「桧枝

岐の方言」 『方言と文化』)

マ-セルは,会津平や県下各地にはありませんが,田島町から西の方,つ

まり南会津郡一帯にはまだ使われていますo　これは中世のマイラスル,マ

ラスルから出たもので,さしあげる意であります。

東国地方も,このように,交通上の幹線路からかなりはずれた地域となると,

やはり古風なものをきれいに温存しているのか。それにつけても思われるのは,

「マラスル」などという,もともと近畿中心に栄えたであろうことばが,西ば

かりか東-ち,こうしてよく弘通し得たものだということである。

仙台地方では, 「参ります」の「メ-リス」のおこなわれることがいちじる

しい。打消しの言いかたは, 「メーリセン」である。松島湾岸で私が調査して

得た実例の一つは,
害室ら

○マず　A-リ〔i〕ス〔ii〕。
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また来ます。

である。同地では, 「メ-リヤス」を多く聞くことができた。たとえば,

○汐が　サシ〔i〕テ　メ-リ〔i]ヤス〔ti〕からo

汐がさしてまいりますから。

○ナラデ メ-リ〔i〕ヤス〔ti〕タ　ヤーo

"なに用でまいりました?"

などと言っている。 「参る」に「ます」がつづいたはあいは, 「ま」の脱落した

のに等しい結果になっているが, 「参る」に「ヤス」がついたばあいは, 「ヤ」

略はおこっていない。

「メーリヤス」の言いかたは,岩手県下にも兄いだされるらしい。

以上が,問題の事象の,全国での存立と生態とである。さきにもふれたよう

に, 「参らする」や「参る」の言いかたの広く国の東西に兄いだされるの紘,

重要視すべきことであろう。やはりこの種のことばは,通用語として,かなり

よく全国的におこなわれたものか。

第五節　参ジル

「参上する」については,方言上,言うべきことがない。 「参ジル」につい

て,いくらかの事実が指摘される。

山本靖民氏『肥前千々石町方言誌』 (自家版　昭和4年7月)には,

サンジアス　　参ります

というのが見える。長崎県下には,なお諸所に「参ジマス」が兄いだされるの

か。吉田弘文氏の「長崎県の方言」 (『放送講演集　九州方言講座』　日本放送

協会九州支部　昭和6年5月)にも,

参ります　　サンジマス(長崎)

が見える。

中国地方内にも, 「サンジマス」ことばが点在する。広島県下にも岡山県下
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にもある。あいさつことばで, 「えんりょなしに　参じました。」とか, 「また

参じます。」とかの言いかたをする所が方々にあろう。

内海島唄のうちにも,

・○イテ　サンジマス。

行って参ります。

などのあいさつことばがあって, 「参ジル」の特定の残存が認められる。

四国では,金沢治氏の『阿波言葉の辞典』に,

イテサンジマス　〔句〕あいさつ語

いって参ります　家を出かける時のあいさつ語

との言いかたが見られる。

近畿となっては,前田勇氏の『大阪弁の研究』 (朝日新聞社　昭和24年8月)

に,

行て参じましてん

が見える。東条操先生編『全国方言辞典』 (東京堂　昭和26年12月)にも「さ

んじます」が見え,

さんじます　〔句〕まいります。 「行てサンジマス」大阪。

とされている。

和歌山県下にも「サンジマス」ことばがあり,奈良県下にもそれがある。た

だし,辻村佐平氏の『蒐田之方言』 (自家版　昭和14年10月)は, 「サニマス」

の形を出している。すなわち,

○ンぢや,いてサニマス(行って参ります)

とある。

三重県下にも「サンジマス」が見える。

中部地方では,土田書左衛門氏がその『飛騨のことば』で,

いってさんじます　〔句〕行って参ります。慣用の挨拶ことば。 (児・多)

としていられる。

関東,埼玉県下にも「サンジマス_lことばがあり, 『秩父の伝説と方言』に
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紘,

○イッテサンジマ」シタ

「いってまいりました」という帰宅のあいさつ。

との記事が見える。

以上, 「サンジマス」の言いかたの見られるのがつねであって, 「サンジル」

そのものの言いかたは,まず兄いだしがたい。 「参じる」ことばが残存すると

すれば,そのように「+ます」というていねい形式でしか残りようがなかった

ということなのか。

第六節　ウカガウ

「ゥヵガウ」という謙譲法動詞のおこなわれることは,方言上では,あまり

なかろう。とはいいながら,あらたまったもの言いのはあい,方言人たちも,

「ゥヵガウ」ことばをときにはつかうことがあるようにも思われる。 -「ウカ

ゴ-テ」などの謙虚な言いかたが聞かれないでもない。

「ウカガイマス」となれば,これはほとんど,共通語の言いかたとしておこ

なわれていよう。

第七節　マカル・マカリデル

九州南部地方に「マカル」謙譲法動詞があり,
一..A

○イ言　マカン　デー。

今,まいりますから。
ノ

○イ首　マカソ　イッ丁㌻　マッチョイヤックモンセo

今,まいりますから,ちょっとまっていてください。

のようにつかわれている。退出することではなくて,行くことを言っている。

変化形には, 「マカシタ」「マカイモソ」「マカソソ」「マカ-ン」などがある。
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薩摩の-婦人は, 「マカシタ」と「マカソシタ」とについて,前者は近い所へ

行った感じ　後者は遠い所へ行った感じ　と説明してくれたりした。なお,
ノ

rドコドコ言　マカソソ(まいりましょう)。」と言って, 「マカソ」とは言わぬ

.という。

私は,宮崎県中部西奥山地の西米良地方でも, 「マカル」ことばの残存を知

り得た。

○マッ貢リモースO

などの言いかたがある。さらにまた,

○マカンデモ-ソ- (千-ス)0

などとも言っている。ただし,いずれも,老男にごくまれに用いられる程度の

ものであるという。ここに, 「マカリ出ル」の言いかたがあるのほ注意をひく。

土地の人,菊池むねおく漢字不詳>氏の『米良方言集』 (稿本　年月不詳)には,

○まかっでもうした(参りました)

の例がある。 「挨拶口上」だという。

「長崎県壱岐郡郷ノ浦町」では,

fオンメ-ニモ　マカリデジ　オリマシタラ　マ　ト-ト　　ケサ　オシ

お見舞いにも　あがらずに　おりましたら,まあ　とうとう　けさ　死な

ンダチ　イ-マスナ←

れた　　そうですね。

などと言っている。 (『全国方言資料』第9巻)対馬でも,たとえば厳原でなど,

マク　マカリデマスケ

などと,辞去のあいさつをしているという。

肥前,佐賀県下などにも, 「マカル」が存在するようである(P.132)

転じて,中国,出雲地方に, 「参上する」意の「マカィデル」がある。

○-ィ,イマ　モッテ　マカィデマス。

はい,今,持ってまいります。

などと言っている. (これについては, 「オ/i/くの上等のことば」との解説があ
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敬語動詞に於て,敬譲の意を表はすに,三カニデ～ (罷出る-参上する)空

手ヤ-ゲ～ (差上げる)旦スィコマ～ (畏普る-承知す)等を用ふる事は

一般である。

と述べていられる。 (「中央出雲方言語法考」 『方言』第五巻第四号　昭和10年

4月)

岡山県児島郡山田村では, 「マ貢ル」が, 「仏壇等に供えてある菓子等を子

供-取り与える」意に用いられているという。

あと, 「マカル」が問題になるのは,東北地方においてである0 -「まか

んでる」が,土井八枝氏の『仙台の方言』に見える。

「おや,まかんできるとこでござりしたが,用できしてまづ, わたしまか

んでしてござりす」 (父が参上すると申して居りましたが,用事が出来ま

したので私があがりましてございます)

などとある。 「まかんできる」ともある。

このほ-さまがんできるはんでどごさもめ-りせんo

(こちら-伺ふきりでどちら-もあがりません。)

「まかんできす」 (参上します)ともある。

小松代融-氏の『岩手方言の語桑』の, 「旧伊達領」の部にも,

マガンデギル　　参上する

マガンデル　　　同

の事例があがっている。

今日,知りうる分布状況は,以上のとおりである。その生息のさまは,薩隅

地方のばあいを除いては,どこのはあいにも,強勢ではない。それはそれとし

て,いずれの地でも,今日, 「マカル」「マカリデル」などが,退出することを

言うものでなくなっている。語詞の時代推移に,人の用語意識の,予断をゆる

さない変遷がおこりがちであるのを,ここでも認めることができようか。
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第八節　アガル

「参上する」の意で, 「アガル」を用いるのは,およそ全国通有のことであ

ろう。 「アガル」を用いる表現法が,謙過のいちじるしい情想をあらわすこと

は,多く言うまでもない。

九州方言例を,一つ, 「福岡県三井郡善導寺町」 (『全国方言資料』第6巻)

からあげるならば,

mソイヂャ-　マタ-　アスノアサ　-≡-　カニシニ　アガリマスケンデ

それでは　　また　　明朝　　　　早く　　お返しに　あがりますから。

がある。 「アガル」に「マス」のつづくのは,もっとものことである。それは

それとして,たとえば「アガルケンデー(うかがいますから)」など, 「アガル」

のみを用いても,よく「あがります」的な気分をあらわしうることも,私ども

の経験に明らかなところであろう。

「たべる」や「飲む」のはあいにも「アガル」のつかあれることは,また言

うまでもない。ただし,このはあいは, 「アガル」が尊敬法動詞である。それと

「行く」や「訪ねる」を言う「アガル」とはものがちがうけれども,本来は,

「アガル」という語の,一つがあるばかりであるO　したがってとも言えようか,

現在も,上行く」や「訪ねる」を言う「アガzL,」の用いられる時の_気分、をt,-J

さに, 「たべる」や「飲む」を言う「アガル」を用いる時の気分にあい通って

いる0 -謙譲表現法と尊敬表現法とのちがいはあっても, 「アガル」動詞の

ばあい,両表現法の通じあいは顕著である。

第九節　アゲル・サシアゲル

「アゲル」峠,今日の通用ではだいたい,謙譲法動詞とは言わなくてもよさ

そうなものになっていようo 「アゲマショーO」などの言いかたも一般におこな
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われているが,この種の言いかたも,おおよそ,謙譲の心理のくみがたいもの

になっていよう。このせつは,犬にも, 「ごほんをあげる」などと,都会人た

ちは言いならわしたりしている。

しかし, 「アゲル」が,本動詞「申す」などに接続してできた「申しあげる」

の言いかたなどになると,これは,明らかな謙譲法動詞をなしている。 (-

複合動詞とすれば.これの第二動詞として「アゲル」が用いられて,その複合

体のうえに,謙譲表現機能が成立している。)

「/-＼一アゲル」 (第二動詞の「アゲル」を助動詞と見ることもできる。)の見

られる点でもっとも注目すべき地域は,九州南部地方である。種子島では,

○ド-カ　ヨ斉ゴト タノミヤゲモース　ヨ-(タノンミャゲモース　ヨ-)O

どうかよろしく「たのみあげ」ますよ。

○ゴヤッカ-サマ-　ナリヤゲモ-シター。

などと, 「頼む」や「なる」に, 「アゲル」がつづけられている。諸動詞に,

自由に第二動詞(助動詞化)の「アゲル(アグル)」のつづけられているのが注

目される。上村孝二氏の「甑島方言概説」 (荒木博之氏編『甑島の昔話』)には,

一般的には薩隅式,アグル(上げる)を助動詞として,起コシテ京ンヵ(起

こし申さぬか)のように云い,ついに貰イアグル(頂く)という複合形も

,'ii塞た。

との記事が見える。薩隅地方の「ごめんください。」は, 「メイアゲモス。」 (秦

り上ゲ申ス。)などである。

薩隅地方に, 「申しあげ」の「モシャゲ」, 「語りあげ」の「カタイヤゲ」,

「聞きあげ」の「キッキャゲ」, 「待ちあげ」の「マッチャゲ」, 「頂きあげ」の

「イ・タダッキャゲ」, 「もらいあげ」の「モt/アゲ」など, r-アゲ」表現法

のとられることは,まことに隆盛なものがある。どのような動詞にも「アゲ」

がつづけられてよいのであろうか。それにしても,私などの経験からすれば,

「たのみあげ」の「タノンミャゲ」, 「なりあげ」の「ナイヤゲ」などが,とく

に慣用のいちじるしさを見せているように思われる。
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oド-カ　タノンミャゲモンデー。

どうかおたのみいたしますから。

○ゴヤッケ百二　ナイヤゲ首ス　蝣r-

ごやっかいになりますね。

紘,大隅南方での二例である。

薩隅地方の「～アゲ」表現法での「アゲ」に,第二動詞(助動詞)として

熟用顕著なものがある証拠には,これが,さまざまに,上の第一動詞との融合

を見せているO　こういう融合態は,やがて,一語の謙譲法動詞にも該当する

ものになったか, 「申しあげ」の「モシャゲ」にも,さらに「モス」 (申す)

がつづくことになっている。 「アイガト　モシャゲ盲ス(ありがとう「申しあ

げ申す」)。」など。薩摩半島南部内では,
._・・・ q

oテ才ガト　モサゲモシタ　ナ-.

ありがとうございましたね。

などとも言っている。

九州南部を出はなれて肥前西部に来ても,たとえば,佐世保市域で, 「ミシ

ャゲテ(見せあげて)」などと言っている。

○フロシキバ　ミシャゲテO

ふろしきをお見せして。

これは,店の老女が,そこの嫁さんに,みやげ用のふろしきの品物を私に「お見

せして」と言うところであった。老女の説明に,この-んはみな「ミシャゲル」

です,ともあった。久保清氏・橋酒泰雄氏の『五島民俗国語』 (-誠社　昭和

9年11月)には,福江のことば,

もつLやぐる(申し上る)

さしやぐる(差上る)

が見えている。

肥前は,佐賀県下にも, 「まかりあげた」の言いかたなどが見える。

○妄言-ワ　マタ　オフンミャ-　オッ亭言-バ　イ貢ダヤーテ, -ンリョ
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きょうは,また,ごちそうのお使いをいただいて,えんりょなく参上

しましたよ。

壱岐島にも「キキアゲマッシャ」 (承りますれば)などの言いかたがあると

いう。 (『全国方言資料』第9巻)

中国地方では,出雲での「′-＼一アゲル」の用法, 「サシャ-ゲ～」 (差上げ

る)などが注意される(P.129)一　出雲方言での古風な言いかたとして,こ

れが生きているらしい。

ほかに, 「サシアゲル」を,まずは方言生活の中で用いている所とすれば,

関東地方をあげることができようか。

「オアゲシマス」の言いかたは,中部地方内にも見られる。

東北地方の『仙台の方言』 (土井八枝氏)には, 「′一＼一アゲ」のつぎのような

用法が見られる。

「まづ,こんなにおいたみかけあげしておしょっさんでござりす。」

(まあこんなにお世話様になりまして恐れ入ります,)

「おひまだれかけあげしてまづ一一」

(お暇つぶしをさせ申しまして-・-・)

ここには, 「アゲル」動詞を助動詞ふうにつかう,自由な様相が見られる0-

もとよりのことと言えようか,ここには, 「もーしあげしてござりす」など(p.

147), 「申す」に対して「あげ」を接続させることもいちじるしい。

上のような言いかたは,仙台地方にかぎったものではないのであろう。とも

あれ,東北地方内にも「(一アゲル」の手あつい表現法のあることが,九州南

部地方でのとの対比のもとで注目される。

第十節　進ゼル

九州内には, 「進ゼルJ謙譲法動詞の兄いだされることが,比較的すくない
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のかもしれない。天草での一例は,

○シンゼモ-セ。

「進ぜ申せ。」

である。 -「アゲモーセ。」「シモ-セ。」「シソゼモ-セ。」などと, 「申ス」

がつかわれた,という話しの中に, 「進ゼル」ことばの例も出たしだいである。

話し手たちは,これらを過去のものとしていた。

中国地方に,比較的多く, 「進ゼル」ことばを兄いだすことができる。山口県

長門北部に「進ゼル」があり,山口県東部内にも「進ゼル」がある。周防旧広

瀬町などでは, 「進デル」などとも言っている。山口県下の「進ゼル」は, 「さ

しあげる′」とか「進上する」とかの意のものである。山陰,隠岐の島に「進ゼ

ル」ことばがあり,島後では,

〇一百二ソシェガ　カ芽-　アラワッシャルケ-,　ミツー　デ-テ　シンジ

エ　o

先生が顔をお洗いになるから,水を出してさしあげなさい。  (老女

-孫むすこ)

○オマ-ノ　トコモ,チ-トワ　シンジマス　ワナO

あなたのところも,すこしはあげますわ。  (中女)

と言っている。 (神都宏泰氏調査)神部氏は「ランジ寺ス　ワナ」はよく出る

ことばだと言っていられる。ここに「シソジる」の言いかたが注目される。横

地満治氏・浅田芳朗氏『隠岐島の昔話と方言』 (郷土文化社　昭和11年6月)

や『隠岐島方言の研究』には, 「センゼル」 「セソゼマス」などの言いかたが見

える。鳥取県下にも「進ゼル」が兄いだされる。

○イママデ　ワタクシモ　-i:シテ ラソゼタケド　テ-。 (老女-老女)

(=先生とか町の有力者に対して,あるいは,それらの人を前にした

ときなどに,用いる。非常に改まった意識を伴う。")

は,東伯郡三朝町の例である。 (室山敏昭氏調査)岡山県下の内海島典,備中

の真鍋島では, 「進ゼル」ことばが,今も,かなりよくおこなわれている。
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○コ丁芽　コンテニ　シンラ丁。

これをあんたにあげよう。

など,若い者が老人に言ってもいる。

○コ五首　コンテニ　シン苛ル　ワィ。
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については,

「シソゼル」は「アゲマス」だ。男女とも言う。年寄りが言う。年寄りが言

うし,年寄りに向かって言う。男女ともに年寄り同士が言うのがふつう。

との説明があった。

○ア7　才丁ボン　アルケン,テラ苛ル　ワィ。ア7-　アゲル　ワ-o

あれが一本あるから,あげるよ。あれをあげるよ。　(大男-大男)

という言いかたも聞かれた。岡山県東南隅,日生町内でも, 「進ゼル」ことば

が聞かれた。

○ヒソ豆tvセ-o

あげなさい。 (人に物を)

などと言っている。今石元久氏は,この地で,

○オフ王子　-ンジェラー。

教えてあげよう。　　(小女-今石氏)

○オ荘デ　-ンジョ。

教えてあげよう。　(小女-今石氏)

などの例を得ていられる。小女も「進ゼル」ことばをつかっているのか。

真鍋島からははるかに西に位する伊予大三島にも, 「シンゼル」ことばがあ

るかOその島北の-集落,私の郷里などでは, 「進ゼル」を,もっぱら神仏に

物を供えるばあいにだけつかってきている。讃岐の西端の島,伊吹島では,

○アノ　亨-0--　言ト　オシ-テ　シンジョ　カィ.

あのねoいいことを教えてあげましょうか。  (老女)

などと言っている。

四国本土内には, 「進ゼル」ことばがあまり兄いだされないようである。土
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居重俊氏の『土佐言葉』に,

カサ-カシテシソジョーゾ。マ--イッテ,チャデモタベテイカンセ-

傘をかしてあげましょうよ　　　　　　　　お茶でものんでいきなさい

T。

m

などの例が見られる。阿波の祖谷には, 「あげます。」の「シンジョー。」があ

るという。

近畿内にも, 「進ゼル」分布はごくとぼしいようである。岸田定雄氏の「熊

野のことば(下)-瀞峡・北山峡附近を中心として-」 (『和歌山方言』 4　昭和

30年1月)には,

シンデル　　神に供える

とある。北岡四良氏の「鳥羽市鳥羽方言の素描」 (『三重県方言』第1号　昭和

30年10月)には,

士　族　　　　町　方

供える　　　　　アゲテコイ　　シンゼテコイ

供物を下げる　　サゲテコイ　　ナローテコイ

とある。 -(「シンゼテコイ」に対する「ナローテコイ」の言いかたも,注目

をひく。)

北陸路に,いくらかの「進ゼル」ことばがたどられる。福井県大野郡下につ

いては,すでに天野俊也氏の指摘がある(P.122)石川県東南隅で私が聞き得

た「進ゼル」例は,

○オテ㌃デモ　テラゼタラ-0

お茶でもさしあげたら?　(老男-嫁)

○オチャIT/ジョー　カ三言-.

お茶をさしあげましょうかね。　(主婦一夫)

などである。能登の東北端,珠洲市にも「シソジル」がおこなわれている。

「シンジル」は,同僚につかう,ちょっとよいことばだという。 (愛宕八郎康隆
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氏調査) (p.123)

北陸を除いての中部地方内では,岐阜県下や静岡県下・山梨県下,佐渡島な

どに, 「進ゼル」ことばが兄いだされるo子どもが言うはあいは,神仏に関し

てのことでありがちだろうか。

関東地方に関しては,今は,秩父市教育委員会編『秩父の伝説と方言』の,

シンゼ1ル-ヒンゼ1ル　進ぜる。神仏に物を供えるO

を指摘しうるばかりである。

東北地方に,点々と「進ゼル」ことばが残存していようかo五十嵐正巳氏

『会津若松市方言集稿』 (自家版　昭和11年4月)には,

ヒンゼル(--ソゼル)　進ぜる　差上げる

とある。山形県下の米沢弁にも,物をあげる意の「進ゼル」があるというo山

形市西南方で私が聞き得た「進ゼル」例は,

○オテ言　シ〔i〕ン有言カラ。

お茶をさしあげますから。　(老女-藤原)

でIS'(Tli

第十一節　ソナエル

「ソナ-ル」ことばが,神仏やお月さまなどに物を供えるばあいにつかあれ

るのは,世上にありがちのことだろう。 (-ただ,国の東の地方でよりも,

西の関西地方のうちに,これがよくおこなわれていようか。) 「お供えする」な

どとの言いかたも熟している。

「ぉ供えする」などは,いわゆる共通語にもなっているものであろうo

第十二節　申ス・申シアゲル

第一に,九州南部の「申ス」ことばが注目される。薩隅地方では,動詞とし
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ての「申ス」がよくおこなわれており,これの,上品な待遇表現にあずかるこ

とがいちじるしい。
一.く

○ゴプレ耳二　モシャゲモシターo

ご無礼いたしました。 (ごくていねいであり,若い人よりも年寄りが

よくこう言う。)
ノ

○アイガト　モサゲモシタ。

ありがとうございました。
ノ

○アイガト　モサゲモ。

ありがとうございました。

などと,かならずLも「言う」ことにはかかわりなく,謙譲法動詞「申ス」が

よくおこなわれている。 (「申シアゲ」とあり, 「モシャゲ」が「モッシャゲ」

ともなっている。 「アイガト　シャゲモシタ。」の言いかたもある。)「言う」こ

とを言う「申ス」に関しては, 「オモシアゲ」 (お申しあげ)などの言いかたも

なされている。

上記のような, 「申ス」の自由な使用は, 「申ス」の助動詞用法にも見られ

る。たとえば種子島で,

○ヒョ二ゴケンニ 十り-t-一・-くラーD

兵庫県にいますよ。

などと言っている.この種の「モース」は,薩隅地方一般では, 「モス」と短

呼せられるのがふつうである。

○アイガト　モシャゲモス。

ありがとうございます。

など。この種の「モス」は,もはや丁寧表現法助動詞とされる。 -種子島の

「オリモース」などのげあいの「モ-ス」も,当地方では,長呼形ではあるが,

やはり丁寧表現法助動詞になっているものと見てよかろう。

日向中部西奥内にも,

○何々を　アデモテ　ヵイq



第二章　自己の謙過の動作をあらわす謙譲法動詞または謙過の意の謙譲法助動詞による
謙譲表現法

何々をあげましょうか。
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など,薩隅地方なみの「-ノモス」が,わずかながらおこなわれている。さて,

この地方に,謙譲法動詞の「申ス」がまた残存しており, "もとは「申ス」を

つかっていた。家がらのよい家で。"と説明する人々もある。

○モ-シアグッデス。

申しあげるのです。

と,私に話した人もあった。なお一例,私が聞きとめたものに,

○テラテ　モ耳イタ　ナ-o

なんとおっしゃったかねえ。

がある。 -この「申ス」は「おっしゃる」の意につかわれているので, 「申

ス」の「桐はていねい表現法化」用法と見られる(P.163)この地方にまた,

「オタノミモーシマス。」など, 「申す」の助動詞用法の, 「言う」には関係のう

すい用法も見られる。この種の「申す」は,おおよそ九州中部北部の全般に見

られよう。

天草下島の南部では,

○オジサンバ　ッ丁モーシテ　ィケO

おじさんをおつれして行け。

などの言いかたが聞かれる。天草下島東北岸佐伊津の,

mア-　モー　　ミタテモ　シェ～

(よく)とむらってあげなさい。

の言いかたでの「ミタテモシェ-」は, 「モシェ」と短呼にはなっているが,

やはり謙遜の意のこめられたものであろう。 (『全国方言資料』第9巻「熊本県

本渡市佐伊津」)

「長崎県北松浦郡中野村」 (『全国方言資料』第6巻)では,

mオーキニ　アリガト-　モ-シマシタ

たいそう　ありがとう　ございました。

オーキニ
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ありがとう。

の言いかたがおこなわれている。この種の例だと, 「申ス」は動詞と見られる。

と同時に, 「申ス」はもはや「非謙譲ていねい化表現法」に役だっているとも見

られる。 (P.163)長崎県下の五島には,

○テンタニ　アゲモス　カデーo

あんたにあげますかなあ。

などの「(一モス」がおこなわれている。久保清氏・橋浦泰雄氏の『五島民俗

図誌』にも,

差上る-上げもす。

頂戴する-もりやもす。

などの記事が見える。 「アゲモセ」 (お上げなさい)などとも言っているらしいO

五島での「/--一モス」の「モス」は,薩隅地方のと同様の丁寧表現法助動詞

「モス」ではなくて,謙譲表現法の助動詞なのであろうか。島原半島方面にも,

同種のものが見られるようである。

山口麻太郎氏の『続壱岐島方言集』にも,
CI

チョ-デ-首-ス　　頂戴するを更に敬語化したもの。　遠慮ナシ-チ

ョ-デ-モ-シマシタ。

との記事がある。 『全国方言資料』第9巻「長崎県壱岐郡郷ノ浦町里触」では,

fアリガトー　モーシアゲマス　モ-

ありがとう,申しあげます。

との言いかたをしている。滝山政太郎氏の『対島南部方言集』 (中央公論社

昭和19年9月)には,

是は粗相な物を差上げてオナプリモウシましたやうな物でありますけれど

も云々

とある。ここには,助動詞用法の「申ス」の謙譲表現法が見られる。

佐賀県南部の旧須古村では,

○オアイガト　モーシャゲマシタ。 コリャ-　ナタ-0
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ありがとうございました。これはまあまあ。

141

との言いかたをしている。

福岡県下∴大分県下に, 「申ス」動詞や「申シアゲル」が広くおこなわれて

いる。加えてLLオタノモーシマス」など, 「八一申ス」も葺くおこなわれてい

る0-「オタノミモース」が「オタノモースJ　となり, 「オタノミモ-シアゲ」

が「オタノモ-シアゲ」になっているところには,あいさつことばでの,「(一

申ス」の頻用の事実が認められよう。

中国地方では, 「言う」に関して「申シマス」ことばのおこなわれるのが,

まずは通有のことであろうか。ところで,たとえば広島県西部内などでは,

○言-　ワカリ首-サデ.

よくわかりませんで,どうもすみませんでした。

などの「′--一申ス」も聞かれる。 「申ス」ことばでとくに注目されるのは,備

後南部の柄地方である。 「申シマス」ではない「申ス」ことばが,よくおこな

われている。

○テラナリト　シテすす喜一セ。

てつだいなりとしてやりなさい。

○このつぎ　キク　盲二ヶ　ァ手首ニス　ケン。

このつぎまた,たくさんあげますから。

など。 (前者例は,神都宏泰氏による。)

四国地方については,特記するほどのことを,今,私は持たない。 「言う」

ことを「申ス」とも言うのは,通常のことであろう. 「何々する」ことに

「′一、)申します」と言うのも,諸地に見られることかと思われる。

近畿内に,

○下-ゾ　オテラ -t-一蝣;　　く

どうぞおたのみいたします。

など, 「オタノモーシマス」はよくおこなわれている。 「京都府京都市」(『全国

方言資料』第4巻)の,



142

mニライ　オミ　ソレオ　モーシマシテ

とんだ　お見それを　いたしまして。

のような「モーシマス」用法も,近畿に多いことだろう. 「申ス」の助動詞用

法が,なお, 「三重県-志都美杉村川上」 (『全国方言資料』第4巻)の「オカ

リモーシテ」 (拝借して)など,諸所に兄いだされよう.

和歌山県日高都下や,紀州南部の三重県南牟婁郡下では,正月での訪問の,

特定のあいさつことば, 「モア一石-。」というのを聞き得ている。 (これに対

する返事は, 「下二L,。」である.)この「モ丁-ll高一o」は, 「物申す.」であろ

うか。ここには, 「申ス」動詞の異形の残存が認められよう。

中部地方では, 「オもらい軒シテ」とか, 「オタノモ-シマス.」 (おたのみし

ます。) 「オ願い申シマス。」とかの言いかたが,広くにおこなわれているよう

である。金沢には「オタノモス」 (お頼みします)があるという。 (岩井隆盛氏

「加賀と能登の『挨拶語』」 『言語生活』第四十五号　昭和30年6月)

○ド-万　オタノ首=マンスO

どうかおたのみいたします。

ほ,能登輪島のことばである。能登半島西岸の富来町では, "年寄りの女"が,

○モーシャシャイ。

申しなさい。

の言いかたをしている。

新潟県での渡辺慶一氏『頚城方言集』 (高志社　昭和13年11月)には,

オクッパイモース　　専敬するo　　多少敬遠する意味もある。

というのが見える。

「長野県更級郡芦の尻」 (『全国方言資料』第2巻　関東・甲信越編　昭和42

年2月)のことばには,

′オタノモシャス

お頼み申します。

というのがある。 「モシャス」が注意される。
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蝣EK

三河,渥美半島では,かつて, 「申しうける」を聞いた。 「ソ～　シテ　モ

=マテルO」は, 「そうやっていただくO」であるという。 -「申ス」がもは

や「言う」ことには関係のないものになっていようが,ここに, 「申ス」の敵

譲心意はなお明らかである。

関東地方にも, 「オタノモーシマス」はよくおこなわれているO田口美雄氏

の「茨城方言語法二三の考察」 (『方言研究』第十輯)には,

「申します」は「モ-シャ-ス」

とある。同県下では,

○オヤイバセモーシマシタO

"御足労をかけました。"

などと言ってもいたらしい。 『全国方言辞典』には,

おそれまおす　他家を訪問して帰る時の最もていねいな挨拶の詞。常陸

(常陸方言) 0

との記事が見える。

「神奈川県愛甲郡宮ケ瀬村」 (『全国方言資料』第2巻)のことばでは,

71l----　　　　　　十~トゲr > -一-蝣*.a-

・まあ　お願いしますよ。

f・、f　-t---;蝣・ニr-vv≡　ヨ

申しつざましょう。

との, 「申シツグ」という言いかたが見られる。

八丈島には,保科孝一氏の「八丈島方言」 (『言語学雑誌』第一巻第四号　肝

治33年5月)によるのに,

見モ-ス　(普通の敬語)

などがある。飯豊毅-氏は, 「八丈島方言の語法」 (国立国語研究所論集1 『こ

とばの研究』　昭和34年2月)で,

謙譲の場合は「′--一モオス・′-)イタス」を用いる。　- (中略) -..-オ

キモ旦セロワ(書き申します),カキイタソワ(書きます)。ただしモ旦ス
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は現在では老人,特に老女に用いられる程度である。

と述べていられる。

東北地方は,九州地方と対応して, 「申ス」問題の深みを見せている。東北

では,まず, 「あげ申シタ」「あげ申セ」などの「-ノ申ス」用法が注目され

o蝣>

○えっごおがめえーもさねぇで(一向おかまひ申さないで)
あす

○御飯食べでがら遊んも-つしぁくんの(-遊び申しに来るの)子供をた

しなめる。
rBEg,

○つえでにお板んもーせ(-おたのみ申せ)

は,福島県東北部の例である。 (新妻三男氏「相馬に於ける敬語動詞及び敬語

助動詞について」)

′アイヤ　コゲ　　　サマザマ　ナニモ.ネードコ　　　ユタミリモシテ

いや　　こんなに　いろいろ,なにも　ないところを1)恐れ入りました。

1) 「なにもおかまいできないところに」の恵であろう。

は, 「山形県東田川郡黒川村」の一例である。 (『全国方言資料』第1巻) 「へノ

モシテ」と,短呼されている。 「山形県南置賜郡三沢村」の例では,

mイヤ　ド-モ　ファー　ゴチソーニ　ナリモ-シテ　マンジ　マンジ　フ

いや　どうも　　　　　ごちそうに-　なりまして,　どうも　どうも。

T

との, 「ナリモーシテ」などというのもある. (『全国方言資料』第1巻) (た

だし,こういう「--ノモーシテ」が,だんだん, 「ヘノまして」に近いものに

なるのであろうか。)山形県下での, 『高畠町ヲ中心トセル方言』 (著者不詳,

自家版　昭和15年2月)には,

オガモス　　動(拝シ申ス)拝ム

というのが出ている。

「おほんつあんのおて-ひけ-てあげ申せ,

いておあげ,さあ)

そら」` (おばあさんのお手を引
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「それ,旦那様さ,とってあげも-しさえ」 (それを旦那様-取ってお上げ

申しなさい)

などは,土井八枝氏『仙台の方言』の例である。同書の,

「そのお方,普-だ-べんもみも-したことござりいんてがす」 (そのお方

はまだ一度もお目もじしたことはございません)

などでも, 「′-ノもーした」が,謙遜の意で発言されていよう。私が松島湾岸

で聞いた一例は,

○私も　ジョーブ川〕ソデ　イ〔i]ル〔ii〕ウ〔ti〕チ〔りニ〔i〕,キ〔kci〕

キ〔kgi]モーシ〔Ji〕テ　ネ〔e〕-O

私も,丈夫でいるうちに,あなたのお話しをお聞きいたしましてねえ。

である。

○お姫さまに　京下京　アゲ首二シタという　話し

お姫さまにホド(芋の一種。山芋とはちがう。)をあげ申した-・

などとあるのは岩手県下である。同県下に,巨＼一申ス」の言いかたはよくお

こなわれており,

オダノモス　　訪問の時の挨拶,食事の時に口の辺りに米粒がついている

のをいう

もある。 (小松代融-氏『岩手方言の語褒』旧南部領)県下にまた, 「′.一＼一モ

ーシャンス」式の言いかたもある。

○下二ヵ
容器ら

オネガイモ-ス〔ii〕アンス〔ii〕.

どうかお願いいたします。

これは花巻市の一例である。

〇十二円に　マテ喜二シ〔i〕ヤンシ〔i〕タ　。

十二円におまけいたしました一一。

○首㌻テ　アガリ〔i〕首二シャンシ〔i]タ。

お持ちしてまいりました。

これらは,盛岡市東方の下閉伊郡の北部で聞いた例である。 (-いずれも老
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女の発言であった。)

○貸シテアゲモ-ソ-

O私モ参リモ-ソ-

などは大山宏氏等編『票田警音韻及口語法』 <『棚』第三十九号附録>(秋田

県立秋田中学校校友会　明治44年5月)に見えるものである。内田武志氏の

『鹿角方言集』には,

アゲモス　　奉るO捧げる。 「神サンサ-」

;'/>ある。

○アゲモース〔ii〕ンダ。

おあげするんだ。

は,青森県東南辺での一例である。青森県下では, 「′.--ノ申ス」は,東部の,

いわゆる南部地方のうちにありがちなのか。

東北地方に,単純な「申シマス」のおこなわれることは,-純方言上では,

あまりないのか。そこに, 「′.~、一申ス」表現法の古風さも,よく認められるo

(「申ス」を,より古風のままで温存しているということか。)「-申シャンス」

式の言いかたのできているのは, 「ヤンス」という古態語の承接だけに,もっ

ともと思われるo 「/-＼一モーシ〔i〕ヤンス」などが,老年層に見られがちなの

も注意される。

奥羽内に, 「アゲモス」など, 「申ス」ことばの短呼も見られることは,上

の諸例のとおりであるo東北弁の, 「どこへ行くのか?」の「~下サ。」などで

もわかる,あの,省略簡叙の口調の中では, 「モース」形の「モス」化なども,

おこりゃすいことではなかったか。それにしても,当方のは,ものが,依然,

謙譲表現法にとどまっているところが,九州南部地方の,丁寧表現法にはたら

いている「-ノモス」とはちがう。

つぎには,東北地方について, 「申ス」動詞の謙譲表現法を見よう。

福島県下に「申ス」動詞があり,また, 「申シアゲル」が,県東部の浜通り

で,
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○盃一つも-しあげます

のようにもつかわれている。 (児玉卯一郎氏『福島県方言辞典』)

宮城県下で, 『仙台の方言』にも,

「ひとつも-しあげしてござりす」 (一つさしあげませう)と盃をさす。

とあるO (「もーしあげす」は「モシャゲス」とも発言されるようであるO)奥羽

の東がわには,「申シアゲル」ことばの,こうしたおもしろい転用法があるらし

い。仙台税務監督局『東北方言集』 (東北印刷株式会社出版社　大正9年8月)

にもその指摘があり(「官南」のこととされている。),世古正昭氏の『細倉の言

葉』 (三菱金属鉱業株式会社細倉鉱業所文化会　昭和31年3月)にも,

もうしあげす(句)

差アゲマス,献酬の言葉。

酒席で人に盃をさすとき,モウシアゲス　といって差す。因みに他で

は盃は目上から目下に差すものであるが,当地では目下から目上-

モウシアゲル　のである。

とある。

なお,宮城県下では,

のずがたもうしあげす(句)

サヨナラの丁寧な言葉

の言いかたもおこなわれている。 (『細倉の言葉』)

仙台ことばに,

○下二言　アリ〔i〕ガト　モ-シャゲス〔ii〕。

どうもありがとうございます。

辛, 「ありがともしゃげしてがす」 (『仙台の方言』)があり,この種の言いかた

紘,なお宮城県下の諸方に聞かれる。

宮城県下などでは,子どもが店に買い物をLにはいる時,
_　-ノ

○モ-シ〔i]-.
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などと言ってもいる。 「申ス」ことばであろう。 (「もしもし。」の一歩まえであ

る。) (奥羽の西がわには, 「買ウ!」との言いかたがあり,それとこれとは対

立する。)そのようにも「申ス」が利用されてきたほどに, 「申ス」謙譲法動詞

は,よく土地に根づいたというわけか。

岩手県下の「申ス」動詞に関しては,また, 「ヤンス」の承接のある言いか

たが注目される。

○京シ〔i〕ル〔d〕シ〔i〕バ盲リ〔i〕デ　ゴずンス〔ti〕トモ,オイワイ　盲二

シ〔i〕アゲヤンス〔ti〕。

おしるしばかりでございますけど,お祝いを申しあげます。

など。 -これは,下閉伊郡北部で聞きとめた,結婚祝いのあいさつである。

奥羽で, 「申シアゲル」に関しては, 「モ-シャゲス」などや「モ-シ〔i]

アゲヤンス」などの言いかたが,おもにとりあげられそうである。 「申シアゲ

マス」そのままの言いかたは,やはり,土地ことばふうにはなっていないので

はないか。

山形県下に, 「申ス」動詞の特記すべきものがある。 『山形県方言集』には,

まをす　mosu　動詞　御免下さい　置賜

まをすO半紙一帖くれ。 (御免下さい.半紙一帖下さい。)

というのがある。 『米沢言音考』には,

申さば。　不足をいへば。不足ヲ申サバの略語. 「大層え江げんても, -

-,少し小さ江」

との記事が見える。

福島県相馬地方でも,

○何をもーせ金のある人にあかな-ねぇ

などと言っている。 (新妻三男氏前掲論文)

以上のとおり,古風な「申ス」 「申シアゲル」ことばが,東北地方のうちに,

わりによく見られる.このことは,九州路に「申ス」ことばのしこちじるしいの

に対応するようで,注目をひく。国の両傍は,やはりよく古態を示しがちでも
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用法のことはしばらくおき,形だけを見るならば,短呼の「モス」や熟合の

「モシャゲ」などが,やはり九州と奥羽とに見られ,注目にあたいする。

ところで,九州南部地方では, 「申ス」ことばが「′.-＼一モス」丁寧表現法に

はたらいて,その勢力が今日もじつにさかんなのに対して,東北地方では, 「申

ス」「申シアゲル」ことばの全体が,かなりの退潮傾向を示している。用法の

進展がおこっての,そのものの盛況と,用法に進展ほおこらないままでの,そ

のものの退存状況と,顕著な対照である。

第十三節　ウケタマワル

謙譲法動詞「ウケクマワル」は,むしろ特別な共通語となっていると見たほ

うがよいかもしれない。

それにしても,民間の,吉凶禍福のあいさつことばでは, 「ウケクマワル」

動詞の特用されることが,今日なお,すくなくはなかろう。その多くは, 「ウ

ケタマワリマスレ/ミ」 「ウケクマワリマシャー」といった語法で用いられてい

る。つまり条件法の言いかたである。

一般には, 「ウケクマワL,/ミ」のように, 「ます」助動詞なじに用いられる

ことは,今日すくなくて-あるいはまれで, 「ウケタマワリマス」表現法の

とられることが通常であろう。

一関西地方でのはあい, 「ウケクマワリマシャ-」などは,あらたまって凶事

に言うことのほうが,より多かろうか。不幸ごととなれば,あいさつをする大

人は,しぜん,もっともきびしくあらたまろう。 「ウケクマワル」動詞は,そう

いうばあいの用にかなっている。

戸川安章氏の「羽黒の山伏しと言葉」 (『NHK国語講座』　昭和31年11月)

には,その道での特定語「うけたもう。」が見えている。三度つづけて, 「うけ

たもう。うけた,うけたもう。」と言う答えもあることがしるされている。
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能田多代子氏の『五戸の方言』 (国学院大学方言研究会　昭和13年3月)に

紘,

あの家の建築を誰が,ウゲダマったかな。

ウゲダマル〔承る〕建築工事等の請負にも云ふ

との,かわった「承る」がある。

一つの不分明な例をここに添記しておく。 『全国方言資料』第6巻の「長崎県南高来

郡有家町」では, 「mアー　ウケタマワルヤヒト　アッテ　ウチエヤ-アナイ」(承

りますと,お宅にはねえ)と言っているという。これは,どういうことばづかいに

なっているのであろうか。

第十四節　カシコマル

これもまた, 「カシコマリマシタ」など, 「+マス」の表現法のとられるの

がつれ　と言ってもよいものであろうか。

やはり「カシコマル」も,共通語の特別なものになっていよう。

「ヵシコマリマシテ　ゴザイマス。」というような,謙遜のきわ最をあらわす

言いかたができている。

第十五節　存ジル

「存ジマス」が通有の言いかたであろう。 - 「+マス」の形をとるのがつ

ねになっていよう。

「存ジアゲマス」表現法は,特用のものとされよう。

第十六節/-ノマセ

「マス」は,通常,丁寧表現法助動詞として利用されている。その「マス」

が,命令形「マセ」を示すばあい, 「イラッシャイマセ」などは(「マセ」が
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「マシ」とあっても),一般に丁寧の表現と見られているO

ところで,たとえば伊予北部地方のことばの,

○お客さんに　ゴ首ン　ラマ~テ　ァ戸手ヒ。

お客さんにごほんをおっぎしてさしあげなさい。 (家の老女から,た

とえば孫娘へなど)

というようなのになると, 「-マセ」は,謙譲の意をつよくあらわすと解さ

れる。神部宏泰氏の,隠岐島後五箇方言について得られた例,

〇万シェマテ=-0

お貸ししなさい。　(老男-中男)

のようなのにしても,当方のものを先方へお貸しするという時の「マセ」なの

で,やはりここに謙譲の意がくまれる。手まえのすることに関して言うばあい

の「マセ」命令形は,謙譲表現法の「,-一マセ」と解してよかろう。 「お客さ

んを　つれマシて」というようなはあいの「マシ」の言いかたも,謙譲表現法

になっていると解されるO (-「つれマシて」は, 「おつれ申シて」という

のにも近いか。)

謙譲表現法の「-ノマセ」ないし巨・＼一マス」に関しては,あらためてこれ

を,丁寧表現法「(一マス」の記述の中で細説する(p.348)

第十七節　侯

「候」が,元来,謙譲の動詞または助動詞(いわゆる補動詞)であり得たこ

とは言うまでもない。そういう「侯」ことばが,今日の方言中に兄いだされる

であろうか。私の経験し得ているかぎりでは,方言の「候」ことばは,まず兄

いだされない。従来, 「候」ことばの伝存に関して,諸方言についても,いろ

いろのことが言われもしてきたが,私には,いまだ納得しうる「候」ことばが

つかめていない。 「候」ことばらしいものは,たいてい,文末の特定の訴えこ



152

とは, 「そら」 (はら)系のものである。

考えてみるのに,いわゆる「侯」は,手紙文の特定用語として,先ごろまで

伝承されてきた。思えば私どもの「侯」ことばは,まったく,手紙文での特別

のことばであった。あの「侯」,文章語の「侯」が,もし方言に遺存していて,

人々が日常「侯」ことばをつかっていたとしたら,それは,ずいぶん,木に竹

をついだようなことはづかいがなされていることになろう。自然言語の自然言

語,方言の世界に, 「候」ことばの一個特定の残存のしかたなど,理論的には考

えにくいことである。

金田一春彦氏は, 「伊豆神津島のことば(東京)」 (『NHK国語講座』昭和32

年7月)で,

大島の南の利島は,全島ツバキという小さな可愛らしい島ですが,

オL/モソ-オモツタソ-ロ-

のように,今でも「候」を文尾に用いる唯一の地方として有名です.

と述べていられる。 「おれもそう思った」という言いかたに, 「候」がつづけら

れているとして,無理はないことばづかいだろうか。

松田正義氏・糸井寛一氏『大分県方言の旅』第2巻(NHK大分放送局　昭

和31年11月)のP.97には,

このゴレンソーがつまり　L御覧候-「であり　Lごらんなさい「であり,少

し乱暴に申しますとしそれ見ろ1というところです。

とある。ただし,このはあいの「侯-」は, 「ナサイ」に相当していて,こと

ばづかいは謙譲表現法ではなくなっている。

昔話の中には,特別のばあい,明らかな「候」ことばが出てもくるようであ

るO野村純一氏・同敬子氏の『笛吹き聾　最上の昔話』 (東出版　昭和43年6

月).には,

「ソ-レ物語り語り候」語ればもっての物語り

などとある。

昔話などではなくても,たとえば"宮座のまつりの時のことば'に, 「候」
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ことばらしいものが見えたりしている。 -天野俊也氏は,それを福井県大野

郡下に見ていられる。

○イタダキマシテソ-ロ。

イザオテアゲラレヨ。

イタダキマシテソ-ロ。

同郡西谷村温兄でのことであるという。

第十八節　ゴザル

たとえば大和南部の十浮川では, 「ありがとうございましたね。」ということ

杏,
ノ

○カテラテノ-　ゴザッタ　ヨO

と言っている。また, 「これはわしのですよ。」を,

○コリャ-　オL,ノデ　ゴ亭ルO

と言うのだそうでもある。後者例など, 「ゴザル」が謙退の心理を表現しはし

ないか。前者例も,謙譲心意と丁寧心意とのあい通うものとも見られる。

方言上に例はすくなかろうが,ときに「ゴザル」動詞の謙譲表現法があるか

もしれない。

「ゴザル」関係の「ゴイス」などには,謙譲心意のくまれるはあいなどはほ

とんどなさそうである。

香川県下の丸亀市などでは, 「知りません。」の意の「シランゴザ。」の言い

かたがおこなわれているという。 "時には言うが,今は,ほとんど使わない。",

=目上の人には言わず,親しい間柄で使う女性言葉である。", "友人とか,冒

下の人に使う。", =聞いたことはある。丸亀市内(都市部)の人は今でも使っ

ている。今は,土器町あたりは,あまり,使わない。上流の人の,きれいなこ

とばである。"などと言われているそうである。人によれば, "言わないO聞い

たことはある。"などとも言っているという。ともあれ,実例は,
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0シランゴザ。

○ソンナ　言ト シランゴザ。

○シットルゴザ-0

知っています。

○キヨルゴザ-0

来ています。

などである。 (以上,丸亀出身の釆田隆氏の教示による。)自分の知らないこと

杏, 「シランゴザ。」と言う点では, 「′-~、一ゴザ」は謙譲表現法に役だっている

と見ることができよう.ところで, 「キヨルゴザ-O」となると,これは,謙譲

表現法とはしがたい。いずれにもせよ, 「ゴザル」の「ゴザ」となったものが

この地にあり,あるいは,主としてそれが謙譲表現法に役だっているかと思わ

れる。

第十九節　その他

「拝見スル」など,漢語を用いて謙譲表現法動詞をつくることは,世にかな

りありうることであって,また,当然のことでもある。広島市東方の坂町では,

かつて老人から,

○オテラヵラ　ゲッコースルO

との言いかたを聞くことができた。 「ゲッコースル」はどのような漢語をふま

えたものであろうか。民間で,こうした民間漢語とも言うべきものの利用があ

り,そこにまた,謙譲法動詞の成立せしめられていることもある。

「オいとまスル」 「オじゃまスル」などと, 「オ/-)スル」表現法のおこなわ

れているのは,今日の明らかな-共通語事実と認められようo小松寿雄氏には,

「『お～する』の語詞」 (『国語研究室』第五号昭和41年12月)のご発表がある。

南島,沖縄本島などでは, 「ナチャビラン。」 (泣きません。)といったような

ことはづかいがおこなわれている。この「ビラ」のところには, 「はべり(る)」
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ことばが看取されるのであろうか,どうであろうか。もし看取されるとすれば,

当地方には「′・--′-ベリ」流の謙譲表現法があることになる。

南島方言の敬語法に関して,仲宗根政善氏の発表せられた「宮古および沖縄

本島方言の敬語法- 『いらっしゃる』を中心として-」 (九学会連合沖縄

調査委員会『沖縄一自然・文化・社会-』　弘文堂　昭和51年2月)には,つ

ぎの`謙譲動詞'が指摘されている。

スキズ<さしあげる>

ウイシズくさしあげる>　　("謙譲動詞ウイシズくさしあげる>は,捕

助動詞としても用いられる。")

ウサギズくさしあげる>

スサイズ<申し上げる>
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第三章　特定表現法による謙譲表現法

第一節　巨-テ　---」類

方言の世界での生活者たちは,一般共通語の生活からは思いもおよばないよ

うな特殊な言いかたをして,その生活感情の,もっともしぜんな表出をはかっ

ていることが,すくなくない。謙譲表現法のばあいにも,特殊な言いかた,-

特定表現法とも言ってよいものによって,謙譲心意を表現していることがある。

~＼　　　　-t " !蝣!蝣

かつみ

若狭,小浜湾頭の堅海でのことだったo私どもが,一週間調査をおえて辞去

しようとした朝,泊めてもらっていたうちのおじいさんは,

○アンタラ　テサ　カニッテ　オクレル　カ.

あんたら,けさ, 「帰っておくれる」か。

とあいさつしてくれた. 「--ノテ　オクレル」の言いかたが,ここにある。こ

れは,おじいさんひとりのもの言いではなくて,近所のせわになったおばあさ

んも,浜べで,

○カニッテ オクレル　カ。

と,私のつれていたふたりの娘どもに,なごりを惜しんでくれたのだった。当

方言下の語法, r-テ　オクレル」が,ここに観察される。

この言いかたで,人は,一種の謙譲表現を示していると見ることができよう。

これは,近畿ぶりの表現法かと思われる。

/I-テ　モラウ

これもまた近畿ぶりの表現法である。近畿で広く, 「京フナラ　　　サ毒
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テモライマス。」などと言っている。これは,たしかに謙譲の表現法になって

いる。

地方を歩いていて,たとえば道を聞いたとするか。教えてくれる人が,しば

しばこのように言っている。

○コレ　マッスブ　イテ　モライマスト,　　。

この道をまっすぐ行ってくださいますと,　　。

メ(、-ノテ　オキマス

「福岡県三井郡善導寺町」では,

mソイヂャ-　オタノミシトキマス　サヨナラ

それでは　　お頼みします。　　　さよなら.

と言っている。 (『全国方言資料』第6巻)この「オタノミシトキマス」 (おた

のみしテ　おきます),紘,わずかながらも謙遜の意をくましめるものであろう

か. -そうではないかもしれないO

~＼.テ　.-}-蝣C　-

近畿地方の,ものの言いかたに, 「どうどうしテ　ホシ-.」, 「どうどうしテ

ホシーと　思います.」などというのがある。これが関西系の表現法であるこ

とは明瞭であろう。 (表現法の地方性といえば,これはまさに,その地方性を

云々せしめるのに好適の例である。)

私の孫幼女は,二歳半のころ,しきりに「どうどうしテ　ホシカッタ。」と言

っていた。幼児の自然発想にも,こういう表現法がうまれうるのか。こうして,

「/-ノテ　ホシ-」表現法の柔軟性が認められはするものの,方言上では,こ

の表現法が,とりわけ近畿風土のものになっているのは,注目にあたいする。

近畿の人たちは,遠慮・謙譲の気もちのままに, 「(一テ　ホシー」の言い

かたを創造した。 -そうした創造にしたがいたかったのが,近畿の人たちの・

心情だったとされよう。
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第二節　「カリテ　イク」など

岐阜県下のことである。美濃の,岐阜県立郡上高等学校方言研究会『郡上方

言』第一集・語免編(岐阜県立郡上高等学校方言研究会　昭和27年6月)に,

つぎのような記事がある。

卑下の表現

カリテ-イク　(行く,お邪魔する)

カリテ-ネル　(寝る,休ませていだゞく)

ムラッテ-クー　(食う,頂戴する)

モラッテ-ノム　(飲む,頂戴する)

これによれば, 「カリテ(借りて?)」という「動詞連用形+テ」に「イク」をつ

づければ, 「お邪魔する」という卑下の表現が成りたつのかと解される。また,

「モラッチ」に「ノム」をつづければ, 「頂戴する」との卑下の表現が成立する

のかと解される。ここには, 「カリテ」と「モラッチ」との二用法が注意され

る。 -これら特定動詞に「テ」をつけ,そのあと-所望の動詞をつければ,

その動詞に関する謙譲表現法が成りたつことになっているようである。めずら

しい言いかたである。

他地方に,こうしたものが兄いだされるのかどうか。 (「モラッテ　ノム」が,

飲むことの卑下の表現になるのなどは,一方から言えば,わかりやすいことで

もあろう。が, 「カリテ」の言いかたをするほうは,じつに変わっている。)

第三節　動詞複合の特定のはあい

かつて三重県伊賀の調査にしたがったさい,こういう経験をした0 -老女と

話しあっている時であった。その人は,
ノ

○ヨネン　デサガシク　モンヤサカイ　ナ。
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四年間,出てたもんですからね。

との言いかたを私にしてみせた。私は興味を持って, 「デサガシタ」の説明を

求めた。すると相手の老女は, 「どうぞこうぞ,尻-ついて出た」ことだと説

明してくれた。思うのに,この言いかたのばあい, 「出る」という動詞へ俗語

の「サガス」という動詞を接合したので,卑下の気もちが表現されているので

あろう。あえて低卑の動詞を累加することが,一種の謙譲表現法になるらしいo・

こういうところに,方言の世界での,独特の謙譲表現法があるとも言えようo

広島市北邦で,かつてこういうことばづかいに接したこともある。

○イマ　チョード　デテ-Sフソ下す言スケン.

今ちょうど出かけようとしていますから。　(中年の女性-藤原)

ここに「出アシ踏ンドル」という慣用句が見られるo 「これは,もとより,

二動詞の複合とはちがう。が,ここにもまた, 「出アシ踏ソドル」という,か

なり低卑の言いかたがなされるのによって,よわいながらも,一種の謙譲表現

法が仕立てられているのを見ることができよう.低卑効果の動詞は,方言上で,

とかく,謙譲表現法におもしろい関係を持つようである。

第四節　特殊の表現態

たとえば瀬戸内海島嘆のうちで,

○コ有声 ホイト　ミタイナ　フ-　ヒトルケン。

こんな,乞食みたいなふうをしてるから。

などと言っているO　この種の言いかたも,たしかに謙譲・卑下の表現法であるo・

「ホイトミタイナ」との表現態が,謙譲表現を成さしめている。

きょくたんにいやしいもの,あるいはひどく卑俗なものなどをとりきたって,

比職の表現法をひきおこせば,それは,程度のひどい謙譲表現法になるという

わけである。方言人たちは,尊敬すべき人に向かっても,他からは低俗と評さ

れるかもしれない比職を,素朴な気もちで用いて,純真な謙譲心意を表現して
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もいる。

第五節　特定語の採択

『信州上田附近方言集』には,

ヤラカス　　致します

とある。 「ヤラカス」の語を用いれば,これなりの謙譲表現が成されるという

のか。

「新潟県佐渡郡羽茂村大崎」では,

fアルクレァジャネ-　ノベマス

ありますとも,　　さし上げます。

と言っている。 (『全国方言資料』第8巻) 「ノベル」が「さし上げる」という

意になるのか。上の例「ノべマス」は,店主から客へのことばであるという。

私どもにしたしみぶかい「ヨ市万」という語, 「ごちそうになる」ことを

言うこの語にしても,そのつかわれる現場は,謙譲表現のものになると考えて

よかろうか。 「ヨー^¥s-T　キ言シタ.」などと言うはあい,私どもはたしかに,

「ヨヌーJテ」のところで,なにほどかの,謙遜ゐ気もちのゆらめくのをおぼえ

る。考えてみれば, 「ヨバL,ル」ということば自体, 「ヨブ」の受身法がとられ

ている。 「′~＼一レル」身は,へりくだる人である。

「お招きに　アズカリマシテ」というのでは,ここに「アズカル」という,

特定の動詞の利用が認められる。 「′--ニ　アズカリマシテ」は,一種の謙譲

表現法になっていよう。

「コウムル」(蒙る)その他の語を利用しても,また,私どもは,謙譲心理を

表現している。

○ソレジャ- ゴメソコームッテ,

それではごめんこうむって, ・　。

などは,共通語的な言いかたになっていよう。
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第六節　謙譲表現法の人代名詞

一人称の「テマ-」などが謙譲表現法にあずかることは,言うまでもなかろ

う。 「ワタシ」「ワシ」なども,また,しばしば謙譲表現法に役だてられている。

『全国方言資料』第2巻の「東京都」の部には,

mマタ　ソノウチニ　ド-ゾ　テマ=ノ　ホ-ユモ

などというのがある。

人代名詞によって謙譲表現法をなすのもまた,前節に言った「特定語の採択」に

はかならないのでもある。

第七節　接辞

特定の接辞を用いれば,そこに謙譲表現が成りたつ。

大分県下では,づぎのような言いかたを聞いたことがある。

○コノアイダモ　オイタダキ　ジ首シテ.

このあいだもちょうだいいたしまして。

琴壁上車」適しあつい謙譲心意の表現を可能にしている。

このような「オ」の利用は,長崎県下などでも聞いたことがある。九州地方

に注意されるもののようである(P.94)
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第四章　その他の方法による謙譲表現法

第一節　文末詞による謙譲表現法

方言しだいによることであるが,たとえば中国山陽の方言などでは, 「ワイ

ノ」という文末詞をもって一文の表現をむすぶと,この文表現は, 「ワイノ」

ゆえに謙退の気分の濃いものになる。

さまざまの文末詞が,文表現上　特定文末部になって,その文の表現を謙譲

効果のものにしている。

第二節　表現音声による謙譲表現法

もの言いのことばの,声づかいそのものも,謙譲表現法に関与する。おごり

たかぶったような声が謙譲効果をひきおこすことのないのなどは,自明のこと

であろう。
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第五章　謙譲法外形の「非謙譲ていねい表現法」

謙譲法形式のものが,現場で,現実に, 「非謙譲ていねい」の表現に用いられ

ることがあるO　ここに,謙譲法形式の「非放言超ていねい表現法」化が認められる.

-謙譲法外形の「非謙譲ていねい表現法」がある,と言ってもよい。

謙譲表現法が,もとよりのこと,謙譲の意をあらわすはあいも,それが「て

いねい」の表現法であることは,言うまでもない。 (謙譲表現法も「ていねい表

現法」の-態とされる。)その謙譲表現法が,たとえば「申す」表現法のはあい

にも, 「言う」ことに関係してではなく, 「する」ことに関係して用いられても,

一一つまりそのように転用されても,そこになお謙譲の意があれば,その「申

す」表現法は,依然として謙譲表現法とされる。しかし,なんらかの「申す」

表現法に,-一般化して言えば,謙譲表現法の実際の場に,もはや謙譲の意

が見られず,謙譲表現法が謙譲の意にはかかわりなく用いられていれば,それ

は,まさに「非誹讃ていねい」の表現法になっていると見られ,これが,現実の

「非謙諺ていねい表現法」と解されるしだいである。

尊敬表現法助_動詞「と′/t-" __亨ど/_レ上[シャル・サッシ^ヤル」lなど薮JSSの-

現場でflとねI、表現法」化しもする享とは,一方の明らカ,崎事寒である0 -
、-.___I-・--・▼---~~

-方言上に,明らかなその慣用がある.いわゆる京都弁の「/~＼ノ-ル・ヤ-ル」

なども,年たけた婦人が人まえで自家のものを言うのに用いられたりもする。

以下には,謙譲表現法に属するものの「ていねい表現法」化の事実を見よう。

「申す」

○テラテ　モ耳イタ　ナ-O

なんとおっしゃったかねえ　(P.139)

日向中部西奥内のこの言いかたは, 「申す」ことば-モサイタ-が, 「おっ

しゃった」の意をあらわしていて,ここに,まさに謙譲表現法の「非謙譲ていね

い表現法」化が認められる。
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mオーキニ　アリガトー　モ-シマシタ

たいそう　ありがとう　ございました　　(P.139)

長崎県北松浦郡中野村のこの言いかたも, 「モーシマシタ」が「ございました」

と言いなおされているので,ここにも明らかに,謙譲表現法の「非謙譲ていねい

表現法」化が認められることになる。

fオッカサンニモ　ドード　ヨロシュ　モ-シテオクレナ--

奥さんにも　　　どうぞ　よろしく　おっしゃってください。

この例(『全国方言資料』第6巻「長崎県南高来郡有家町」)の「モーシテ」も,

「おっしゃって」と言いあらわされているので,やはりこの「申す」ことばが,

このさい, 「非謙諾襲ていねい表現法」とされていることがわかる。 (自分が謙遜の

たちはで言うことをあらわす「申す」が,相手の言語行動を言うのに用いられ

ているのであるから,いわば変な転用であるが,表現者の心意が「おっしゃっ

て」のつもりのものであるとするならば,これは,ひたすらていねいにものを

言おうとして,今は, 「申す」ことばをえらんだのだと解さなくてはならない。

そのえらびかたの是非は,今,問うところではない。)

′マダ　オヤスミカト　オモテ　ヤシタ

まだ　お休みかと　　思って　いました。

7; コナイダ　モ-シテ　マシタナ

この間　　話して　　おいででしたね, (三【)アノ

カオミシエ　　　オコシャッカ

顔見せ(芝居)に　おいでになりますか。

これは, 『全国方言資料』第4巻, 「大阪府大阪市」の一例である。 「モ-シテ」

には注があり,

「申して」はここでは尊敬表現に使われているらしい。

としるされている。

fウタオ　ウタウ　モノワネ-

歌を　　歌う　　ものはねえ,

ガギグゲゴオ　　ヤカマシク　モ

「ガギグゲゴ」を　やかましく　申
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-サレマ(ス)

されます。

これは, 『全国方言資料』第2巻, 「東京都」の例である。

土井八枝氏の『仙台の方言』には,つぎのような例が見られる。

「そったにあってかたられもーすと, わたっしゃも黙っていられん,よが

すまづ,なぢょにかお世話いたしゝてござりす」 (そんな風に打明けられ

ますと私もじっとしては屠られません,よろしいですとも,なんとかお世

話いたしませう)

これの「かたられも-すと」は, 「打明けられますと」と言いかえられている

pからすれば, 「申す」の「非謙譲ていねい表現法」化を見せたものかと察せら

れる。 -つまり, 「申す」の本来の意の,もはやくみとりがたいありさまが,

ここに見うけられる。おそらく, 「申す」は「ていねい」意識で利用されてい

よう。ところで,同書の,

「しりもしゃねお人に助けられもーした」 (知りもしないお人に助けて頂き

ました)

の例となると, 「助けられもーした」が, 「助けて頂きました」とされているの

で,このばあいは, 「申す」ことばが,やはり謙譲心意で用いられていると見

られる。当地方で,だいたいは, 「申す」ことばの「非謙譲ていねい表現法」化

が見えにくいのではなかろうか。

『全国方言資料』第1巻, 「山形県南置賜郡三沢村」の条には,つぎの問題

例が見える。
2)　　　　3)

fコンニチワ　オドスカサネノ　ゴズウェ　オメデテ-コソデ　ゴザ-モス

こんにちは　お年かさねの　　お祝い　　おめでたいことで　ございます。
4)

ゴネンナ　　オチケ-　オクレヤッタカラ　　--　ゴッツォ-ナガラ

ていねいな　御招待　　くださいましたから　　　　ごちそうをいただき

-;・.--r- 1「T- - -J　一て

がてらに　まいりました。
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2)年重ね厄年に厄払いの志味で行う.　　3) 〔gozuws〕　4) 「おっかい」の臨

「ゴザ-モス」 (ございます)とあるが,この「モス」は, 「申ス」には関係の

ない「ます」的なものであろうか。ところで, 「マユリモーシタ」 (まいりまし

た)の「′一、一モーシタ」は,やはり謙譲表現法になっていよう.

東北地方に「申ス」ことばのおこなわれることは,すくなくない。しかし,

これの用法が, 「非謙讃ていねい化表現法」になることは,たとえあっても,ど

くまれなのではなかろうかと思われる。

これに反して,九州南部地方となれば, 「申ス」ことばがじつによく用いら

れており, 「申ス」は,種子島などを除いては,薩隅地方の全般で, 「モス」と

縮約されていて,この縮約形が日常会話に頻用されている。しかもその「モス」

ことばは,

○ワすヤ シヤ　シモ-ンヂャ(ニャ)シタ。

わたしはしはしませんでした。

などのように,もはや共通語の「ます」ことばと同様に用いられて,ここに,
モ

「モス」ことばの,丁寧表現法に慣熟したものが見られる。 「申ス」が,表現の

現場で,話者の「ていねい」意識のもとに「非謙譲ていねい」表現に用いられる

ことが,当地方のつよい習慣になるのにつれて,その「非誹試ていねい化表現法」

が,ついに,謙譲表現用の「申ス」を丁寧法助動詞化せしめるにいたっている。
モ

-南九州地方の「申ス」は,動詞としてではなく助動詞として頻用せられる

ところに特色がある。 (南九州地方に,丁寧表現法助動詞の「マス」のおこな

われることはない。共通語の「/-＼一ます」表現にあたるところは「(一モス」

表現になる。)

種子島では,たとえば,

○ヨ貢ゴド　ニ二テク毒す盲-セ　デーO

よろしく言ってくださいませねえ。

などと言っているO先生その他の遠慮すべき人にはすべて, 「タモリモーセ」

を言うという。
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07--　ヨ-コソ　オすす㌻テ　オクリャリモ-シタo

まあようこそいらしてくださいました。

のような言いかたもされている。これらに見られる「申ス」ことばは, 「モス」

形のものではないけれども,やはり,丁寧表現法助動詞化した「申ス」を見せ

ているものであろう。

「イタス」

八丈島方言では, 「きょうの船でも着きませは, ・ -・・。」というところを,

○テ~ィノ　フネデモ　ツ亭イタセバ,　。

と言っている。ここには, 「イタス」ことばの「非謙譲ていねい表現法」が見ら

れる。 『全国方言資料』第7巻「八丈町宇津木」の条にも,

mケイワ　　アメノ　フリソ-ダト　オモーランネ-ヤ　テンキン　ナリ-

きょうは　雨が　　降りそうだと　思いましたが　　　天気に　　なりま

テ-ト-ガ　オ.メ-ラワ　アニョ　シータスカノー

して　　　　お宅では　　何を　　なさいますか(ね)0

の実例が見えるo　この「シータス」も, 「し致す」のようである。大脇繁書氏

『八丈島仙郷誌』 (大脇書店　大正13年1月)その他の諸文献にも, 「イタス」

ことばの助動詞用法に,明らかな「非謙譲ていねい化表現法」が見られる。 「イ

タス」ことばの盛行は,八丈島,青ガ島の方言に見られる出色のものであるが,

その盛行につれて, 「′lJイタス」が「非謙譲ていねい表現法」化しているので

もあろう。ことによっては,南九州地方での「′-ノモス」の「モス」と同様に,

ここで, 「イタス」助動詞を,もはや丁寧表現法助動詞化したものと見てもよ

いのかもしれない。 (あるいは,丁寧表現法助動詞化しようとしている,と言う

べきかO)「此筆ワ一本イクラシータスカ」 (此筆ワ一本イクラシマスカ) (『八丈

島教育会報』第二号, 「口語法取調」)の「シ-タス」などほ, 「シます」を思

わせやすい例であろう(p.115)

「マイル」

『八丈島仙郷誌』に,
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此の煙草はわか手作のよけ煙草だらめ江れ(あがれ) ・　。

とあるO 「め江れ」が「参レ」だとしたら, 「参ル」動詞が,ここに「非謙譲て

いねい表現法」に用いられているとされる。柴田武氏編『お国ことばのユーモ

ア』には,谷開石雄氏の報じる,飛騨,上宝村の老人の,

ジョウニマイレ。

たくさん召上れ

ということばが見える。石川県の自峰村史編集委員会『自峰村史』下巻(白峰

村役場　昭和34年4月)の「方言」の記事(岩井隆盛氏)の中には,

主　アイ(はい),寒いニ(のに),ヨー(よく),マイッテ下さったノ。

マイット(もつと),ヌクソデ(あたたまって),話でもして行カッシャリ

ャ,よいニ(のに)ニヤ。

というのが見えている。岐阜県下にも,問題の「マイル」ことばがあるか。

fア-　ソードスカ　フソデ　モ-　ホカ-モ　マイリヤサシマ-ンドシ

ああ　そうですか。それで　もう　はかへも　いらっしゃりはしなかっ

タンドスカ

たんですか。

は, 「京都府京都市」 (『全国方言資料』第4巻)の一例であるo

「(一俵-」

L御覧候へ1がLごらんなさい1であるとすれば(P. 152),この「-候

-」は, 「非謙譲ていねい表現法」になっていると言える。
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i'l I 語

謙譲表現の直接的契機をなす諸語法・諸形態は,以上に述べてきたとおりで

ある。

命令形をもってはたらく特定謙譲表現法は,一つの,特別に注目すべきもの

であった。たとえば「ツカーサイ」にしても,一方で, 「ツカ-サル」「ツカ-

サッた」などの活用形がはたらいていて,動詞「ツカ-サル」は,一義的に謙

譲法動詞と見さだめることはできないけれども,命令形の「ツカーサイ」 (「ツ

カーサレ」も)の特用のいちじるしさは,またかくべつであって,日本語方言

状態という一大統一態のうえでは,その形が, 「ツカイ」「ツカ-」などとも変

転している。それゆえ,命令形態の,謙譲表現法として定着するさまが明らか

となっている。他者に対する自己,この一極に,おのれをおきつくそうとする

ことによって謙退の情をあらわす表現法を求める時,人は,かならずLも謙譲

法動詞とはきめがたいものの命令形用法をも,また,やがて謙譲表現法にして

いく。今は,こうしたところにもあらわな謙譲心意の活動を,重視したい。

国内諸方,そこそこの方言によって,その謙譲表現法の諸種のものを具有す

るありさまが,もとより異なる。総じては,関西地域内の諸方言に,諸形態を

具有することのよりゆたかなものがあろうか。

地域の方言のそれぞれが,おのおの,どれだけかの謙譲表現法を具有するの

には,必然性があると解される。どことも,そこには,謙譲表現生活上の必要

な手段がそろっているのに相違ない。手段の諸相に,精粗・厚薄があるのは,

みな,それぞれの方言の表現生活の特色を示すものとして注視される。

諸方言上の謙譲表現法状況を見わたす時は,また,共通的なものと非共通的

なものとが見わけられもする。共通的なものは,しばしば,いわゆる共通語の
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直下をいくものとなっている。

謙譲表現法にはたらく動詞,助動詞の大群がある。 (-動詞が,また助動詞

としてもはたらいたりしている。)これが,尊敬表現法にはたらく動詞,助動

詞の大群と対応し,あい牽引する。もとより,つぎの第二部にとりあげる丁寧

表現法の動詞,助動詞もまた,一大群落をなして,上に言う二大群とわたりあ

う。

以上すべての動詞,助動詞の大々群,または一大総合体が,日本語方言状態

にあって,待遇表現法の花を咲かせている。そこには,いわゆる敬語法の総合

的な美観があるとしてもよい。
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第二部　丁寧表現法
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序　　　　V

尊敬の言いかた,謙譲の言いかた,丁寧の言いかたがあり,通常,この三者

が,鼎立するものと考えられている。

始源・根源をなすものは,一元的な「ていねい」意識であるO (このことは,

たびかさねて強調してきた。)可動的な「ていねい」意識がはたらいて,ある

いは尊敬表現法ができ,あるいは謙譲表現法ができ,あるいは丁寧表現法がで

きしていると考えることができる。 「参る」という動詞があるとするか。参詣

する意で「マイル」を用いれば,これは,謙譲表現法とされよう。かりに「ど

こへまいられますか。」と,これを「どこ-いらっしゃいますか。」の意で言っ

たとすれば,ここには「マイル」の尊敬表現法があるとされる。 「マイル」を散

譲法動詞と規定したさいは,この特定の用法は, 「非謙譲ていねい化表現法」とさ

れる。さてまた,「マイル」をつかって,「どうやら降ってまいりましたね。」と

言ったとすれば,ここには,丁寧表現法が成りたっている。ただし, 「マイル」・

動詞を謙譲法動詞と規定すれば,ここには, 「非謙譲ていねい化表現法」が成り

たっているとされる。 「参る」に関する,以上のような諸用法を通観する時,

私どもの待遇表現意識は,じつに「ていねい」意識を根幹とするものであるこ

とが知られ,その待遇意識が,きわめて可動的に表現生活の現場に顕現して,

謙譲表現法その他の諸法になっていることが知られる。その諸法となることが

つよぐ慣習化して,尊敬表現法・謙譲表現法・丁寧表現法が分立していると解'

される。

丁寧表現法が,広義の(-尊敬表現法・謙譲表現法・丁寧表現法をつつむ

ものとして考えられる-) 「ていねい表現法」の,特定明瞭のばあいである

ことは,もはや多言を要しないであろう。丁寧表現法も,もとより, 「ていね

い」意識をぬきにしては考えられないものである。 「ていねい」意識にささえ
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られた,特定のていねいな表現が,尊敬の意も謙譲の意もあらわさないことで,

習慣化の度あいをつよくしたところに,丁寧表現法が成りたっている。

結婚式場でのあいさつ, "だれそれさんは,どこどこ出身の才媛であらレ,"

などと, 「あらレ」の言われることは,世に,すくなくない。尊敬表現法助動

詞「レル,ラレル」の使用としたら,これは,特殊特例的なものであろう。 「あ

る」は,まったくの自然態を言う動詞だからである。ところで,尊敬表現法助

動詞の「レル・ラレル」を, 「あらレ」などと用いているのには,たしかに,

その場でのものの言いかたを,ていねいにしようとの意識がある。人は,だい

たい,もの言いをていねいにしようとして, 「レル・ラレル」 (尊敬表現法助動

請)を用いる。この心意に即応して,この表現習慣を理解することにつとめると

すれば,私なりの言いかたをすると,ここに,尊敬表現法の「非噂敬ていねい表

現法」化が成りたっているとされる。 (このように, 「ていねいな言いかた」と

いう趣意のものと見られた時に,私は,その表現を,旦旦かな書きで, 「てい

ねい」な表現とする。)

「申す」謙譲法動詞(または助動詞)が,たとえば"ご用のかたは申しでて

ください。"とか, "今,だれそれさんが申されたように,"とか,尊敬用に(尊

敬心意で)用いられれば,これもまた,謙譲表現法の「非謙譲ていねい表現法」

化とされることになるo 「申す」のはあい,その「非謙譲ていねい表現法」化がす

こぶるひんはんで,ことに助動詞用法のはあい,とくに九州南部地方でなど,

「しモス」 「しモ-ん」(し申さん)などと頻用されれば,そこには,謙譲法助動

詞「申す」の丁寧表現法助動詞化が見られることになる。ものの使用がいちじ

るしければ,そのいちじるしいところに,その使用法の習慣が成りたつ。かく

て「申す」に関しては,謙譲法動詞(または助動詞)としてのはたらきととも

に,丁寧法助動詞としてのはたらきも成りたっていることが認められる0 -

「ていねい」の心意を執心とする,一語二態化の成立である。

「ヤソス,~　ヤス」のはあいにも, 「ていねい」意識の活動のままに, 「ヤソス,
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ヤス」丁寧表現法助動詞がひきおこされている。 「ヤンス,ヤス」は,本来,

尊敬表現法助動詞として成立した。ところが,それの,「お早う　ありヤソス。」

「私も　きのう　行きヤシた。」などと用いられることが社会的にしだいに慣熟

して,ここに, 「ヤソス,ヤス」丁寧表現法助動詞がおこった。もし, 「ヤン

ス,ヤス」を「ある」ことや自分の行動などに言うことがすくなくて,そのよ

うな用法の社会的な慣熟が見られない程度であったら,私どもは,その程度の

特殊な「ヤンス,ヤス」用法は,なお, 「ヤンス・ヤス」尊敬表現法の「非噂敬

ていねい表現法」化とよぶのにとどめるほかはない。

以上, 「ていねい表現法」と区別して丁寧表現法を受けとる考えかたを,.明

らかにし得たであろう。

しかし,この「丁寧」も,尊敬・謙譲とは無縁と言えるものではない。丁寧

に関しても,あらためて,尊敬・謙譲との密接な関係が考えられる。

人は,丁寧(あるいは丁寧法)を説明して尊敬(あるいは尊敬法),謙譲(あ

るいは謙譲法)とは峻別し, 「人々には関係なく,場面にかかわって言うものo」:

と説いたりする。が,人にかかわらない場面というものがあり得ようか。また

人は, 「相手がどうこうというよりも,自分の物言いを上品にするために敬語

-言わば丁寧語とでも言うべきものです-を使うということもかなり強く

行われています。」と言う。が,そういうものを,私どもが, 「自分の物言いを

上品にするた糾こ」つかっても,それは当然,相手-の敬意の表現になる。相

手を思えばこそ,その場で,自分のもの言いを上品にもしようとするのではな

いか。要するに, 「丁寧」にも対人関係がはいってくると言える。 -丁寧の

表現も,対人関係の把握にもとづく表現である。

さて,この丁寧表現法での対人関係の把腹が,どのようなものであるかをか

えりみたい。しょせん,対人関係の把握法には,ふたとおりしかあるまい。 -

っは,他を見てその地位を高く仰ぎ,そうすることによって,自他の関係(対

人関係)をとらえようとするものである。いま一つは,他に対して自己の地位
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を低めることにつとめつつ,自他の関係(対人関係)をとらえようとするもの

である。丁寧表現法は,このどちらの対人関係の把握法によっているのであろ

うか。私は,自己の位置を低埼るほうの把握法によっていると考えるo二種の

対人関係把握法は,げっきょく,尊敬表現法と謙譲表現法とになろう。してみ

丸は,丁寧表現法は,謙譲表現法に属するものとも考えられることになる。

丁寧の助動詞「マス」が,謙譲法動詞「マイラスル」から出たものであるこ

とは,このさい,意味ぶかく受けとられる。 「デス」が, 「デ候」から出たも

のとも考えられることも,このさい,見のがせない。九州南部で, 「モス」が,

他地方での「マス」同様であるのも注目すべきことである。

尊敬表現法は,他に対する能動の表現法であると見ることができよう。謙譲

表現法は,他に対する退粛の表現法であると見ることができようか。こういう

見かたをした時も,いわゆる丁寧表現法は,他に対する退粛・自護の表現法と

受けとることができて,やはり謙譲表現法系のものとされる。 「お早うゴザイ

マス。」などと言うさいの「ゴザイマス」にしても,これは,おおいに自護す

る心を表現するものであろう。それは,はなはだ謙譲的でもある。

「ていねい」意識も,けっきょくは,謙遜の心意が根本にあるものともされ

る。静岡県御前崎の近くで,

○オゴッツォ-サマデ ゴザリガシタ。

ごちそうさまでございました。

(=たべることでなくても。おみやげをもらったときも。")

と言っているのを見ても, 「ゴ亭リガシタ」と,ずいぶん丁寧の心をこめて言

っていて, 「ゴザル」丁寧法動詞と「ガス」丁寧法助動詞とをつかっているが,

その表現心情は,まことに謙遜的である。

丁寧とは,丁寧に言って謙遜することを言うものとも考えられる。
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第-章　丁寧法動詞(またはそれに助動詞の

そわったもの)による丁寧表現法

第一節　ゴザル

「行く」や「来る」に関しては, 「ゴザル」動詞が,尊敬法動詞(あるいは

助動詞)としてはたらいている。 「ある」に関して, 「ゴザル」が,丁寧法動詞

としてはたらいている。

「ていねい」の意識が可動的にはたらいて, 「行く」や「来る」や「ある」

に関しても,一つの「ゴザル」の多様の運営をきたさしめている。

「ゴザル」尊敬表現法では, 「ゴザレ」 「ゴザイ」は,重要な表現形であった。

丁寧表現法「ゴザル」には,命令形があり得ない。

「ゴザル」丁寧表現法は,史上かなり古くからおこなわれてきている。 「ゴ

ザル」の淵源が「ゴザアル」であることを,ここに想起したい。

以下,全国諸方言上に, 「ゴザル」丁寧表現法動詞をたずねてみよう。概し

て言えば,これは,今日,劣勢のものである。

九州地方にも, 「ゴザル」動詞が,いわば微弱である。今,私のとらえ得て

いる「ゴザル」生息状況は,以下のとおりである。

鹿児島県下の,トカラ列島の宝島では,

○アリガト　ござった。

○そんとは　私の　もん　ござっ　で。

○そんとは　おいがと　ざっ　ど。

などと言っているという。書町義雄氏の「吐喝剰諸島方言」 (『旅と伝説』第十

三巻第四号　昭和15年4月)には,

○ソン花-,ドシコカ? -ィ,二十銭デ,ゴザ-。
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o新聞-,ソテニーナ,ネ-カ0 -ィ,ゴザランド。

などの例が見える。薩隅本土には, 「ゴザル」丁寧法動詞の単独におこなわれ

るものが,通常,見られない。ただ,甑島などでの昔話には, 「ゴザル」丁寧

法動詞が用いられてもいるようである。

種子島では,のちに述べるように,丁寧表現法の「ゴザリモース」がおこな

われている(p.187)ここに, 「ゴザル」丁寧法動詞のはたらきが認められは

するが,それは, 「モース」にそわれてのことになっている。

『全国方言資料』第6巻の「熊本県熊本市中唐人町」のことばには,

′-イ　アリガト　　ゴザルー-

はい,ありがとう　ございます。

との言いかたがあるという。

昭和26年の末に佐世保市内?人から聞いた話しであるが・五島列島の北部内

のどこかでは, 「さよういたそうではござらぬか。」などと言っているそうであ

る。 (単なる見聞談としてここにしるしてみるまでである。)田中千禾夫氏は・

その作品「肥前風土記」 (『新劇』 31第三巻第十号　昭和31年10月)で,つぎ

のような筆づかいをしていられる。

は・‥-　たばこはもろとくばってん,魚はいやじや。庄屋の下知でござる。

結城次郎氏の「肥前国北高来郡昔話集」 (『方言誌』第二十二輯　昭和14年10月)

にも,

「子ぢやござらん親でござる」

とある。清水平一郎氏『佐賀県方言辞典一班』 (平井重文館　明治36年10月)

にも,

ヨミマッスソゴザーア(ヨミマス)　　終止法

ヨミマッセソゴザーア(ヨミマセソ)　終止法

などの記事が見える。 「ヨミマッスソゴザーア」は, 「ヨミマスルデゴザイマス」

のようである。 - 「マッスソゴザ-ア(Massungoz豆)マッセソゴザ-ア

(Massengozえ)共に敬意を表す言葉であるO　これも西部にて多く用ひらるゝ
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様である。」との説明も見える。

以上のほかには,九州域について言うべきものを,私は持ち得ていない。

つぎは中国地方である。山口県萩市では,その昔の武家ことばのなごりでも

あるのか, 「天気がようゴザル。」などとの言いかたが兄いだされるという。

(昭和34年に,女子学生から私はこの報を受けた。じっさいは,どの程度に「ゴ

ザル」が生きているものであろうか。)山口県下には, 「ゴザル」丁寧法動詞が

いくらか点在しているかのようである。

中国地方内で,とくに注目される「ゴザル」生息地は,隠岐島であろう。そ

こには, 「ゴザル」の丁寧表現法がよくおこなわれている。 -神部宏泰氏の

「隠岐島五箇方言の『ゴザル』について」 (『国文学致』第二十二号　昭和34年

11月)にくわしい。氏からかねて教示されている実例の一・二をかかげてみる
ノ

○-y*.-ネンヤラ　テンヤラデ　有言-ギガ　言-　ゴザル　デ。

(今の若い者は)青年会とか何と.かで行儀がようございますよ。

○下-ジェソノヨ-ナ　コクー'ゴザラヌ　ワO

島前のように大じかけなことはありませんわい。

出雲内にも, 「お天気がようゴザル。」などの言いかたが,なくはなかったら

しい。ただし,伯者地方では, 「ゴザル」丁寧法動詞の, -いぜいおこなわれ

たあとを,今,見ることができない。

転じて四国地方を見るのに,全般的には, 「ゴザル」動詞の,言うべきもの

がない。ただ,香川県下の丸亀ことばなどには, 「ゴザ」の注意すべきものが

ある。釆田隆氏の教示によれば,丸亀方言では,

○ヨー　ゴザ。

ようござんす。 (ただし近所の人に対しての気やすい言いかた)

○ソレデ　ヨー　ゴザ。

それでようござんす。

○シットル　ゴザ。

知っています。
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などと言っているよしである。当方言に,今は老人ことばとなった丁寧表現法

の「/--　ゴザ」が認められる。ではあるが,この「ゴザ」は, 「ゴザンス」

などからの省略形らしいO　当方言に「(一マス」も「/一、一マ」となっており,

丸亀の土地っ子は,みずからこれらを, "半分ことば"と意識してもいる。し

たがって,ここでは, 「ゴザル」丁寧法動詞を認定することができない。釆田

氏も,

「ゴザル」ということばは,丸亀の土地っ子には,まったく聞きなれぬも

ののようであって,

と述べていられる。

私は内海島唄の出身であるが,鳥人の,一つの特定の言いかたに, 「菓子で

ゴザレ,うどんでゴザレ, - 。」などというのがある。「菓子であれ,うどん

であれ」というのに近い。 「ゴザレ」がつかわれている。じっさいには,やや

おどけた気分などのもとでこの言いかたをするので,純粋丁寧の表現法がここ

に見られるわけではないが,それにしても,この「ゴザル」動詞は,丁寧法動

詞とされる。 「ゴザレ」は,その巳然形としてよかろう。 (-この種の言いか

たは,他地方にも兄いだされるのではないか。)

つぎは近畿地方についてである。だいたいには, 「ゴザル」丁寧法動詞の言

いかたがなされていない。ただ,大和南部の十津川には,

○カテラ~テノ-　ゴザック　言。

ありがとうございましたね。

○コ.)ヤ-　オレノデ　ゴ亭fo。

これはわしのですよ。

などとの言いかたが兄いだされる。三重県下にも,なにほどか, 「ゴザル」丁

寧法動詞がおこなわれているかo井之口有-氏編『器完詣草本滋賀県方言

取調書』 (滋賀県短期大学国語研究室　昭和25年10月)には,

カタ-ゴザル　悉ナウゴザル

滋賀郡菖川村



第一章　丁寧法動詞(またはそれに助動詞のそわったもの)による丁寧表現法　181

とある。 -私もかつて,湖西,朽木村で,土地の人の方言記録の中に,

おはよござる(おはようございます)

を見たことがある。

さて, 「ゴザル」丁寧法動詞の,全国中でも,とりわけ注目されるのは,北

陸においてである。福井県越前の奥地では, 「ござる」の「ゴラル」がおこな

われているという。天野俊也氏の教示によれば,大野郡北谷村の内には,

○テ二デ　音ラル。

○ソ-デ　ゴテ万二。

そうです。

○妄言-ワ　ニ二　テンキデ　首ラル　7-0

きょうはいい天気ですねえ。

などの言いかたがある。

天野氏が,なお, 「福井県勝山町に於ける『行け-ん』 『行きねへん』等の否

定法」 (『福井県勝山高等学校研究紀要』第1号　年月不詳)にあげていられる

「ゴゼここ~フ」 「ゴ六フ」は, 「ゴザル」に関係のあるものなのかどうなのか。

(氏は,これらを「謙遜したいひ方」との区分の中においていられる。)福井県

今井郡下に,

○イL'モンモテラ,オモライモーシテモ,ヨウゴザリガン㌢-カO

との言いかたがあるという。 (『簡約方言手帖』 -の佐飛翰氏の記述による。昭

和8年1月) 「ゴザリガンショー」には,丁寧法動詞「ゴザル」の連用形が認
ne

められる。

福井県下の奥地につづいては,石川県加賀東南部の「ゴザル」が注目される。

私が精査し得たのは,白峰村の「ゴザル」である。次下のように, 「ゴザル」

使用のいちじるしいありさまが見られる。

○テ-デ　ゴザル.

(「そうじゃ。」の敬態)

○ラーデ　ゴザル。丁Jテ。
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=そりゃそうじゃ。" (ただし敬態)　(老女)

○シャンテ　首ザル.

そうでございます。　(老)

(そうか,そうかと言うはあいにも, 「手㌃フ　ヵ。」と言う.)

○デ享ン　モナ　シ万す有　言ザラン。

できないものはしかたがありません。 (小学校六年女子の成績のこと)

(中女)

○盲二　ゴザルbTシェ-デモ。

よろしいです。見せなくても。　(中女)

○オ-,シャンデ　ゴザック　ワ.　(老女)

(私の調査力-ドを検閲してくれた人は,これに, 「そうでございまし

たか」とのそえ書きをしていてくださる。)

○ヨソ言　デフチジサマ　喜ザッテ.v-a-yf>4if　ゴザッテo

ゆうべ県知事さまがいらして,演説会がありまして。

当地方に,尊敬法動詞の「ゴザル」がおこなわれていて,しかも丁寧法動詞の

「ゴザル」がおこなわれている。共存の態が明らかである。 『自峰村史』下巻の

「方言」の部からも実例をお借りしよう。

○花でゴザッチャ(です)がノー(ね)

○ヨ- (よう)ゴザッチヤ(ございます)

などとある。当地方に, 「ゴザル」丁寧法動詞のおこなわれることはさかんで

あ''a)-i

金沢市域に,丁寧の「ゴザル」があるのかどうか。

能登には,丁寧の「ゴザル」が,だいたい聞かれないようである。

富山県下に,いくらか,丁寧表現法の「ゴザル」動詞が見られるようである。

『全国方言資料』第8巻の「富山県東砺波郡平村上梨」の例はつぎのである。

f-イ　イクワ-　　　ゾ-サテ　　ゴザッテ　-ヤ

では　帰りますよ。　お世話さま　でした,　どうも。
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私がかつて,高岡市伏木港でものを聞いた時は, 「ゴザル」動詞のどんなもの

も聞くことができなかった。富山市教育委員会の『富山県方言集成稿(二)』

(富山市教育委員会　昭和35年2月)には,

おはよ-　　朝の挨拶　・ 「-ござい」

「おはよござんす」も同様に用いる。

というのが見えている。

っづいては新潟県下である。 『全国方言資料』第8巻の「新潟県佐渡郡羽茂

村大崎」の条に,

mアリガテヤ-　コッテ　ゴザル　　　コリャマ-

ありがたい　　ことで　ございます,これはまあ。

mソラグチュ-　カッテ　ィッタノオ　マ-　ナシニ　キクガ　ヤポニ

もっこを　　借りて　行ったのを　まあ　返しに　来たが,たいそう

アl)ガト-　ゴザック

ありがとう　ございましたo

などという「ゴザル」ことばが見えている。

北陸路との関連であろうか,岐阜県飛騨にも丁寧法動詞の「ゴザル」が見え

る。土田書左衛門氏の「飛騨白川の方言」 (『NHK国語講座』昭和31年11月)

には,

「この間の祭れ　えらいぞさでござったのし」

(この間のお祭には,大変御馳走様になりましたなあ-・)

「おらこそ,おおぞさでござってのし」,

(私こそ却って大変頂戴致しましてどうもつ

との記事が見えている。 『分類方言辞典』の「小詞」の部にも,

ヨゴザル　　岐阜県北部・東山陰。

との記事が見える。

東海道地方に, 「ゴザル」丁寧法動詞の見るべきものは,だいたい,ないo

それにしても,静岡県遠江の御前崎方面で,私は,かつて,
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○オゴッツォ-サマデ ゴザリガシタ。

(前出　P.176)

07-デ　ゴ亭リガス　カ.

そうでございますか。

との言いかたを聞いたことがある。丁寧の「ゴザル」が,どこにどう伏在して

いるかもしれないことではある。 (御前崎方面に, 「ゴザル」動詞が, 「ガス」

には関係なく単独に用いられることは,ないようであった。)

長野県下では,丁寧の「ゴザル」の使用例を,私は,まだ,見ることができ

ていない。 「山梨県南巨摩郡早川町奈良田」 (『全国方言資料』第2巻)には,

∽コワイ　コッデ　ゴザッケ　ソレデモ

苦しい　ことで　あった,　ほんとうに。

との言いかたがおこなわれている。

関東一円は,丁寧法動詞「ゴザル」をほとんど見せていない,と言ってもよ

いのではなかろうか。 「マキデ　ゴザレ,スミデ　ゴザレ」 (まきであれ,炭

であれ) <千葉県下例>といったような言いかたは,所どころに兄いだされも

するか。

東北地方については,今のところ,つぎのことが言える。福島県西南奥の桧

枝岐の,昔話の語りでは,聞いていた子どもたちが,

○オ首手首-　ゴず~;~テO

と言っていた。 (昭和42年2月27日　NHK T.V.放送)

「全国珍語寄語集　秋田県」 (北条忠雄氏) (『言語生活』第三十五号)には,
T.ウマイ

ンデゴザラホ(本荘)・ンダデホ(玉米)

ソウデゴザイマショウ・ソウデショウにあたる。

というのが見えるo嘆田警音韻及口語法』にも,
ソーデ

(市外町女)

というのが見える。秋田県下に, 「ゴザル」丁寧法動詞は存在している。
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岩手県下でも,昔話の語りには,丁寧の「ゴザル」が出ている。なお,小松

代融-氏の『岩手方言の語嚢』にも, 「旧伊達領」の部に,

ゴザル　有る,居る,行く,帰るなど　(敬)

というのが見える。

青森県下の東南部で,私は,つぎのような, 「ゴザル」関係のことばを聞い

てい3。

○アリ〔りガドー　ゴジャ　ヨ。

ありがとうございますね。
._・・・・ t

Oゴダゲデ　ゴジャ。

ごくろうさんでございます。

識者は,これらを,老人におこなわれてまれなもの・かつ上品なものとしてい

る。 「ゴジャ」は,どういう形の「ゴザル」ことばなのであろうかo 「ゴジャ

ッ」のむすびになることもある。

北海道地方に関しては,丁寧法動詞「ゴザル」の,とりあげるべきものを,

今,私は,持ち得ていない。

今日, 「ゴザル」丁寧法動詞は,限られた存在を見せるのみのものとなって

いる。一・二時代まえまでは,この種の「ゴザル」も,武家ことばなどとして,

そうとうによくおこなわれていたであろうか。それが今は,偏頗な存在となっ

ている。 -北陸路その他に,偏頗な存在を見せているがゆえに,また,丁寧

表現法の「ゴザル」の,かつては武家など,特定位相に,別してよくおこなわ

れたらしいことも,察知されるのではないか。

今日も,理謡の文句に出る丁寧の「ゴザル」,昔話の語りに出る丁寧の「ゴザ

ル」に目をやれば, 「ゴザル」丁寧法動詞の存立は上述の程度をこえて,より

広汎に兄いだされることであろう。

口語上, 「--・-で　ゴザル。」との言いかたは, -たとえ丁寧表現法には

なっていても,しだいにおこなわれなくなった。方言の日常対話では, 「ゴザ
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ル」の言いきりにはたえられない気もちがつよまってきて,人はしだいに,「ゴ

ザル+x(『マス』など)」の形式を採択するにいたった。今日, 「ゴザル」丁寧

法動詞単独用法の命運は,.まさに落日のおもむきである.

第二節　ゴザリマス　　ゴザリモス

「ゴザル」に「マス」を添加した丁寧表現法形式は, 「ヤンス,ヤス」など

を添加したものよりも,いっそう一般的なものとなっており,ほぼ全国にわた

って, -その多少はともかく,これの分布が見わたされる。

「ゴザリマス」の言いかたは,可能態としてはまさに,広く全国的におこり

得たものであろうか。その後身である「ゴザイマス」は,じつに全日本的な存

在であり,これは,共通語の-分子としても有力なはたらきを見せている。

「ゴザイマス」の前提形としての「ゴザリマス」が,今まず,・観察されるし

だいである。

丁寧法動詞「ゴザル」に「マス」の接合したものが,やはり丁寧法動詞なみ

の活動体であることは,言うまでもない。 「ゴザリマス」形式が成就すると,

この熟合形の新形ゆえに, 「ゴザリマス」は,いよいよ, 「ある」ことを言う丁

寧表現の具として栄えることになったと思われる。 「ゴザリマス」では,その

栄えかたが,いまだふじゅうぷんだったとされるかもしれないが,この熟合形

が,さらに転移して「ゴザイマス」の新形になると,これはいよいよ全国的に

栄えて,その機能的価値の大を見せることになった。

「ゴザリマス」・の存立を全国的に見ていくにあたっては,最初に,九州南部

地方の「ゴザリモース」 「ゴザリモス」を問題にしなくてはならなない。

薩隅地方-薩隅を主地域とする九州南部地方-は,丁寧法助動詞「マス」

のない地方である。それゆえ,当地方に関しては, 「ゴザル+マス」 ,D形式を

考えることは,通常,できない。当地方で, 「マス」に該当するものは「モス」
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である。 (「申す」起源の語とされている。)

九州南部地方では,他地方の「ゴザリマス」に相当するものとして, 「ゴザ

リモース」 「ゴザリモス」が認められる。 (「ゴザイモス」も認められるが,そ

れは,後節の問題であるO)種子島では, 「ゴザリモ-ス」丁寧表現法がよく聞

かれる。たとえば,

○コソ三言-　ユ車ガ　フ盲-ゴト ゴザリモ-ス　ヨ-0

今夜は雪が降りそうでございますよ。

などと言っているO 「アリガトー　ゴザリモース.」との言いかたは, 「アリガ

ト-　モーシャゲモ-ス-.」との言いかたの下の位にあるものという.

種子島以外の九州南部地方では,甑島に, 「ゴザリモス」が比較的よくおこ

なわれているのか。薩隅本土では, 「ゴザリモス」ことばのおこなわれることが

すくないのかもしれない。 -「ゴザイモス」がおこなわれているのであろう。

薩隅に関連することの深い地方,日向中部西奥で,

○オエイドノ　オ-ヨ ゴザリモ-ス.モー　-ヨカラ　オ-リシゴトガ

MMUIM-ass　玩x

などの言いかたを,人が,日とのさま時代のことば日と説明してくれたのは,輿

味ぶかいことであった。当地で,今日も, 「ゴザリモス」 (ございます)の言

いかたが,わずかには聞かれるようである。

九州南部地方を除いては,国内に, 「ゴザリモース」 「ゴザリモス」を言う所

が,今日ほとんどなかろう。それにしても,思われることである。 「ゴザル」

が通用語で, 「申ス」も通用語であったとすれば,両者の一体化した言いかた

が,国内の広くに存立し得たとしても,ふしぎではないわけである。 『米沢言

音考』に,

ござりも於さん。又,ござりも於さな江。

ございません。 「そおて-」御座り申さんナリ。

又,甲,物ノ有無ヲ問フ時,

乙,無シト云フコトヲ, -ト云フ。
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などとあるのも,偶然ではないことなのではないか。さて,その自在の存立の

可能であったはずのものが,今日,九州南部地方にのみ特定的な存立のようす

を見せているのは,他の表現法との相互依存の関係にもよることとはいえ,～

つの奇異の現象と見られる。 -武家ことばふうのもののなごりを残しとどめ

やすい方言風土がそこにあったとも見られるのか。

九州地方の「ゴザリマス」を見る。

宮崎県北部の延岡での家中弁には,

○オス言~二　ゴずリマスO

との言いかたがある。

熊本県下に, 「ゴザリマス」ことばのおこなわれることがいちじるしい。原

田芳起氏は, 「九州方言に現われた弱母音化通則」 (『音声学会会報』第86号

昭和29年12月)で,

方言の本来の形は,熊本県下の多くの地域では〔ゴザルマス〕であり,i

部の地域(与れは阿蘇郡を中心とした東部方言)では〔ゴザリマス〕であるO

と述べていられる。諸他の方言資料を見るにつけても, 「ゴザルマス」のよく

おこなわれているさまがうかがわれる。ただし「ましょう」のはあいは, 「ゴ

ザルマッシュ-」「ゴザルマッシュ」となる。 「ゴザリマス」の言いかたも,た

とえば熊本市域などでもおこなわれており,また肥後北部にもそれが見られる。

(「ゴザリマッシュ」も言っている。)

○ソ-デ　ゴザリマッス　ワィ。

そうでございますよ。　　(老男-藤原)

これは,阿蘇山南麓での一例である。

佐賀県下にも,いくらか「ゴザリマス」が兄いだされる。

長崎県下にも, 「ゴザリマス」の,いくらかの存立が認められる。
_ll-,^

○ソッ字音　サ言　ゴザリマッショ。

それではおいとまいたしましょう。
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は,西彼杵半島東北岸の一例である。五島には, 「ゴザリマスル」があるか。

県下の壱岐島や対島にも, 「ゴザリマス」ことばがある。対島では, 「ゴザリマ

ッス」や「ゴザールマッス」も兄いだされるようである。 『全国方言資料』第

9巻の「長崎県下県郡厳原町豆酸」の条下には,

fオーキニ　　オアガトー　ゴザルマス

ありがとう。ありがとう　ございます。・

がある。

福岡県下にも,なにほどかの「ゴザリマス」ことばがある。筑後には「ゴザ

il -v ・ソ^s-'し」t」)_あるか。

大分県下にも, 「ゴザリマス」があり,たとえば国東半島内で,

○ウッ'千百二　ゴすす言スO

うっとしゅうございます。

などと言っている。 -「ゴザリマス」が「ゴダリマ不」ともなっているO 『全

国方言資料』第9巻の「大分県臼杵市諏訪津留」のことばには,

mバ-サン　オメ　レト-　ゴラリマス

ばあさん　おめでとう　ございます。

というのも見える.大分県南部などでは, 「ゴザリマスル」も言っている。

○オ耳ム- ゴザリマスル。

おさむうございます。

三ケ尻浩氏の『大分県方言の研究』にも,

デゴザリマスル系

(活用セ,シ芸ルスル,スリャ～,.0)

○左様デゴザソスル。 (分) (野)

とある。

大分県下に,なお, 「オザリマス」がある。 『全国方言資料』第6巻の「大分

県大分郡西庄内村」の条に,
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f--　アリガトー　オザリマス　マ-

はい,ありがとう　ございます,まあ。

とある。この「オザリマス」は, 「オジャリマス」なのか, 「ゴザリマス」な

のか。

中国地方では,山口県下に,問題の事象のやや多いのが注目される。山口市

のことばでも, 「ごめんくださいo」との訪問あいさつで, 「芽二テンデ　ゴ事

リマス　カ。」などと言っている。

○アンすプチ　ゴずリマス　カ。

との訪問あいさつも,長門地方にかなりおこなわれていよう。長門北部の青海

島の「ゴザリマス」例は,

○ソレ斉　デフデ　ゴ事リマスィ　ナ。

それが,なんでございますよ。

〇万ンリャ　ヨ首シュ　ゴ事リマス　ヨO

便利はよろしゅうございますよ。

71:どである。 (「ゴ事リマス」が「ゴずリマス」ともなっている。)

山口県下,周防のうちにも,なにほどかは(あるいは,かなり) 「ゴザリマ

ス」ことばが兄いだされる。 (「ゴザリマスル」もあるか。)

○オ盲すデ　ゴザリマシタ　7=。

おせわでございましたね。 (他家を辞去する時のあいさつ)

紘,周防東部の一例である。 『山口県方言調査』によれば,

○オコマリデゴアリマとヲ- (お困りでせう)

の,周防東南部によく分布しているさまが見られる。 「ゴアリマス」の形が住

田される。島興部に「ゴダリマス」もある。

ともあれ山口県下は, 「ゴザリマス」表現法に関して,中国地方ではなかん

ずく注目される地域である。 -九州との関連も思いよそえられる。

山陰の島根県には, 「ゴザリマス」ことばの,今,とりあげるべきものがな

い。 「ゴザル」ことばのさかんな隠岐に関しても,今, 「ゴザリマス」ことばを
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指摘することができない。山陰一帯に, 「ゴザリマス」の言いかたが不毛のよ

うである。

南がわの広島県下・岡山県下でも, 「ゴザリマス」ことばは,ほとんど兄い

だすことができない。私の経験では,ただ岡山県美作西部奥で,

○テγテモ　ナイ　コッテ　ゴすす言シ・タ。ド-早.

おあいそもないことでござい~ました。どうも。

などと言うのを聞いているo　なおとこで,私は,

〇三ロー

〇三~ロ-

ゴアリマシタ。

SB・MJ*アMM.-I Ei -x

"えらかったなあ。" (ねぎらいことば)

などと言われているのも聞くことができた。 -特定の人の発言かのようでも

あった。ともあれ, 「ゴアリマシタ」「ゴ-リマシタ」は, 「ござりました」に

関するものであろう。

四国地方には,山口県下を除く中国地方にくらべると, 「ゴザリマス」こと

ばが,ややよくおこなわれているとされようか。伊予に属する内海島興のうち

に, 「ゴダリマス」というのなどが,いくらかあろうか。 『土佐方言集』には,

「ゴザリマス」が見える。老人のことばで`ぁろう。 『阿波言葉の辞典』にまた,

「ゴザリマス」が見えている。あらたまって丁寧にものをノ言う時に,中年女性

も「ゴザリマス」を言うのを,私も聞いたことがある。讃岐の本土および島唄

に,また,若干の「ゴザリマス」ことばが兄いだされる。あいさつことばなど

でのはあいが多いようである。

〇六一 ヨ　ゴザリマス。

はい,よろしゅうございます。

は,丸亀地域での老女のことばの一例である。

近畿では,次下に述べる程度に, 「ゴザリマス」ことばが兄いだされる。兵

庫県下では,北部の但馬に,いくらか「ゴザリマス」があろう。たとえば但馬

の南部で,
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oゴク言-サンデ　ゴ亭y-*蝣シタ　デー。

ごくろうさんでございましたねえ。

1などと言っている。

大阪弁の古風の中には, 「ゴザリマス」ことばが存在しているのか。諸家の

記事にその指摘が見える。 『全国方言資料』第4巻の「大阪府大阪市」にも,′
1)

′イ-　マ　ナガイサシテ　ィタダキマシテ　ゴザリマスワ　マ・  0

いえ,　　長居させて　　いただきましたよ。

1)はっきり聞き取れない。

aどが見えている.茂木草介氏は, 「<横堀川>と大阪の言葉」 (『放送文化』

・第22巻4号　昭和47年4月)の中で,

「さいでごありまンな(さいでございますね)」と幾分の気取りをこめた会

話はないこともなかった。

と述べていられる。この「ごわりまン」は, 「ゴザリマス」に該当するものか。

-ともあれ,異形のものがここに一つ見られる。私は,大阪府下の南河内郡

で,老人から,

○ソ-デ　ゴザリマス。

との返事を聞いた。

和歌山県下南方に,I。 「ゴダリマス」があるか。 (県下に, 「ゴザリマス」があ

る。)

奈良県南部の東山峡で,かつて私は,

○ワリ貢ラ~　スク丁　ナックソデ　ゴすすマ天7㌃ガ.

わりあいすくなくなったんでございますが。　(農協主任-藤原)

などを聞いた。県南,吉野郡下のそちこちに, 「ゴザリマス」ことばが兄いだ

されるようである。

三重県下の西南方,紀州分に,やはり「ゴザリマス」ことばがある。老人に

ときどき聞かれる程度のようではあるが。

京都府下の一般では,とくに丹後のうちなどに, 「ゴダリマス」などがわず
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かに兄いだされる。

近畿東部に, 「ゴザリマス」ことばの兄いだしがたいのに比して,中部地方

では, 「ゴザリマス」ことばがやや手びろく兄いだされる。ことに北陸路では,

それがかなりよく兄いだされる。 -北陛は,注目すべき地帯になっているよ

うである。 (近畿に関係の深い北陸路が,近畿東部に反して,よく問題の現象

を示しがちなのは,なにか古態保存のようにも思われて,興味が深い。)

福井県下の若狭にも, 「ゴザリマス」がある。敦賀市の立石でも,

○京ンナ　モン　ゴ車リマ-ン　テ-。

そんなものはありませんわ。　　(老女)

と言っている。 (愛宕八郎康隆氏による。)越前にも, 「ゴザリマス」ことばが

あるらしい。

石川県下では,今,加賀東南部の「ゴザリマス」をあげることができる。
J　_

○アすガトー　ゴザリマシテ　ノ-0

ありがとうございましてね。

若よめさんなども,こう言ってあいさつしている。

○イ亨-ヤ,デフモ　ゴッラ~二ガ　ゴ亭リマセンデO

これはどうも,なにもごちそうがございませんで。

これは,老女のあいさつことばである。

金沢市域にも, 「ゴザリマス」ことばがある。ただし「ゴすす丁ス」と言う。

土地人から聞き得た実話であるが,そのむかし,明治天皇,金沢行幸のみぎり,

当時の金沢医学所の学生某氏は,御前講演の程古にあたって, 「ゴすす丁ス」

を「ゴ所ス」にあらためるのにっとめたという。 (ついでながら,返事こ

とばの「ヤー。」も, 「-ィ。」にあらためるのにっとめたというo)

富山県下に,かなりの「ゴザリマス」ことばが兄いだされるようである。富

山県教育全編『富山県方言』には,

ゴザルマス
0　　　　　　　　　　　　　　　　0

〔ござります〕 (御座)ござるます
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iがuに変乱

とある。 『全国方言資料』第3巻の「富山県氷見市飯久保」の条にも,

fンナ　　　アンガト　　ゴザルマシタ-

それでは　ありがとう　ございました。

などとある。・

新潟県下では,南部その他に「ゴザリマス」が点在しているようである。

転じて岐阜県北,飛騨に「ゴザリマス」ことばがある。

愛知県下にも, 「ゴザリマス」ことばがいくらか兄いだされる。私は,渥美

半島南岸で「ゴザリマス」を聞いた。

長野県下にも, 「ゴザリマス」がなくはない。 (中部・南部でなど)

「山梨県南巨摩郡早川町奈良田」 (『全国方言資料』第2巻)では,

mオメ-デト-　ゴザリマス

などと言っている。

静岡県下例では,御前崎方面の,

○マーズ　ラ二デ　ゴ亨.)マス　カホン.

ああら,そうでございますかまあ。

などがある。

関東地方は, 「ゴザリマス」ことばの,まずはおこなわれない所である。私

は,千葉県下例を一・二有しているのにすぎない。

東北地方では,主として岩手県下・青森県東部に,問題の事象が兄いだされ

蝣sサ

その手まえには,仙台ことばなどの「ゴザリス」がある。 「ゴザリス」は,

これとしてまた,注目しなくてはならない。 (後述　第五節)

岩手県下では,どちらかというと,県北あるいは県北をふくむ「旧南部領」

で, 「ゴザリマス」ことばがさかんか。県北での例は,

〇二才o アリ〔i]ガト　ゴザリ〔i]マス〔り.

などである。小松代融-氏の『岩手方言の語桑』の「旧南部領」の粂下には,
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ゴザルマッツェ　　ございます

というのが出ている。

岩手県北では, 「ゴジャリマス」との言いかたもおこなわれている。
ノ　　　　　_

○キョ-　オフ〔ti〕リャネバ ヨ-　ゴジャリ〔i〕マスli〕ナッス〔Ho

きょう,お降りにならねばよろしゅうございますね。

つづいてその北の,青森県東部にも, 「ゴジャリマス」がある。

○アリ〔i〕ソガト　ゴジャリ〔りマス〔i〕。

ありがとうございます。

など。能田多代子氏の『五戸の方言』にも,

まんつおはやごじやります。

えいお天気でごじやりますねす。

などの例が出ている。氏は,

老婦人の会話になると「ござります」は皆, 「ごじやります」と発音する。

とも説明していられる。北部の上北郡野辺地町でも,

○オ-ヨ　ゴジャリ〔りマス〔日。

○アリ〔日ガT　コテ㌃リ〔i〕マス〔i]O

などの言いかたが聞かれる。このようではあるが,青森県東南部に, 「ゴザリ

マス」の言いかたも聞かれなくはない。

○キョア　ゴダイギ〔i〕デ　ゴザリ 暮丁妄~ス〔日。

きょうは``ごくろうさまでござります"0

などとも言っている。青森県東の北部にも, 「ゴザリマス」があるらしい。

北海道地方には, 「ゴザリマス」ことばが,さほどおこなわれていないので

はないか。

「ゴザリマス」ことばについて全国の状況をかえりみるのに,関東地方には

ほとんどこれがなく,東北地方にも,おこなわれかたが東がわに片よっており,

他方,近畿,中国,四国にも, 「ゴザリマス」ことばの頻用などが見られない。
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ただ,近畿をおいて東の中部地方に見るべきものがあり,また,中国地方でも,

その西部の山口県下に見るべきものがあるのは,注目にあたいする。それにし

ても,おこなわれている「ゴザリマス」が,いちじるしく残存的であることは,

多く言うまでもない。九州の「ゴザリマス」 「ゴザリ申ス」にしても,その存

立のさまは,古態の残存状況と見ることができよう。

全国一帯に, 「ゴザリマス」 (「ゴザリ申ス」も)ことばは,ほぼ余命を保っ

ているありさまである。つまりは, 「ゴザル」動詞の衰退ということであろう

か。

新形「ゴザイマス」の全国的な隆盛からするのに, 「ゴザル」ことばの「ゴ

ザリマス」などの言いかたが,以上のように退歩してきたのは,まさに「ゴザ

1)マス」の音感ゆえにであったろうと察せられる。 -人は,正格の「ゴザ1)

へ_ノ」に,音感のうえではかえって異風なものを意識するようになったのであ

ろう。

第二′節　ゴザリヤソス以下の異形式類

-　ゴザリヤンスほか

「ゴザル」に「マス」がつくのならば,同様の理によって, 「ヤンス」など

がついてもよい。 「ゴザル」には,いろいろなものがつき得た。

九州地方では,長崎県下・大分県下の事象が見られる。 『全国方言資料』第

9巻の「畢崎県壱岐郡郷ノ浦町里触」のことばでは,

f=-ンニチャ　マ　　ヨロシ-　テンキデ　ゴザリアンス

きょうは　　まあ　よろしい　天気で　　ございます。

という言いかたがある. 「ゴザリアンス」が見えるO 「-ノアンス」は, 「′へ-ノ

ヤンス」に該当するものであろう。 「大分県大分郡西庄内村」 (『全国方言資料』

第6巻)には,
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′コリャマ　リッパナ　オテンキデ　ゴザリヤンス

これはまあ　いい　　　お天気で　　ございます。

fマ-　ゴフノ　ワルイ　コトジ　ャンスル　　　マ-

まあ　ご運の　悪い　　ことで　ございます,　まあ。

との言いかたがある。日本放送協会九州支部『放送講演集　九州方言講座』(日

永放送協会九州支部　昭和6年5月).の大分県の条にも,

お早うござりやんする,

が見えている。

中国地方に問題例は兄いだされなくて,四国地方にもまた,問題例が兄いだ

されない。四国では,香川県東部で,一度, 「ゴザリヤンス」を聞いたかに思

うが,けっきょくのところ,疑問とするほかはないものだった。

近畿地方にもまた, 「ゴザリヤンス」がない。

中部地方の越後の西南部域で, 「ゴザリヤンス」がおこなわれたか。小林存

氏の「越後方言の結語法概観」 (『国語研究』第十巻第七号　昭和17年8月)に

は,

ゴザリヤンスほ東頚城郡安塚郷から中頚城西頚城信州移入近畿語系の勢力

領に現ほれるが,之も相当敬語である, (中略)髭を生やした男達が,

ゴザリヤンスルデコザリヤンスル

などと連発するので結構物笑ひの種となる,

と見える。小林存氏は,のち, 『越後方言七十五年(完)』 (高志社　昭和26年

12月)で,

村松のコザリヤンスルなどもう何処かへ行ってしまっただらう。

と述べていられる。県北,村上市方面には,今も, 「ゴザリ・ヤンス」が兄いだ

されるらしい。

ほかの中部地方域には,問題の事象が見えない。関東地方の大部分でもまた

そうである。

東北地方となって,まず日本海がわに, 「ゴザリヤンス」「ゴザリアンス」が
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見られるO秋田県西南部内には, 「ゴ所有ラス」があるという。知友,佐藤

錬太郎氏は,これを,士族ことばであると説明してくれた。北条忠雄氏は,お

なじく秋田県西南部の本荘市のことばについて, 「そうでございます」相当の

「ソーデゴザリアソス」をあげていられ,つづいてまた,山形県新庄市のこと

ばについて,

○ホー　ヤ-ギサンノ　オトッツァソデァソスナ。

というのをあげていられるO (『方言の旅』みちのくの巻〔1〕 -日本海筋-

-出羽路の旅<羽後><羽前サ　　アンス」は,巨--アンス」の形でもあ

らわれている。

秋田県下とせなかあわせの岩手県下に, 「ゴザリアンス」の,今もなお,か

なりさかんなものが見られるO金田一京助博士の「私自身の方言を顧みて」

(『方言研究』第三輯　昭和16年6月)には,

私共の郷里などの詞では, 『さうです』に次の様な段々がある。

さやうでござりあんす〔-さやうでございます〕　さやうで(或は

さうで)ござんす　さうでごあんす　そでがんす　そであんす

そだんす　そだす〔-さうです〕　そだ〔-さうだ〕

とある。 「そであんす」にも, 「ヤンス」が認められようo 「そだんす」は, 「ソ

デアンス」のつづまったものか。 「そだす」は, 「ソダンス」のつづまったもの

か。博士は,

『そだす』といふ風な形は,ごく親しい,又は目下に使ふ粗末な詞達で,-

と述べていられる。岩手県北では,

○言-ゴーデ　ゴザ.)〔i〕アンス〔ti〕六ンデ,オ亨〔~司育すすテク〔ii〕ダ

サリ〔りマセ。

こうこうでございますから,お聞きなさってくださいませ。

などと言っている。

「ゴザリヤンス」相当の「ゴザリアンス」形は, 「ゴザリヤソス」の比較的

よわめの言いかたから,しぜんに派生したものではなかろうか。よわい「ゴザ
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リヤンス」は,人に, 「ゴザリアソス」と聞こえやすくもあるoさて, 「ゴザ

リアンス」が「ゴザリヤンス」の変形と見られるのに相応して,のちにとりあ

っかう「ゴザリアス」もまた, 「ゴザリヤス」の転と考えられる。

岩手県下には, 「ゴザリャンス」もあろうか。 「ゴザリァンス」も見えるo

(小松代敵-氏『岩手方言の語桑』旧南部領) I

寺井義弘氏『青森県南部方言考』 (八戸市教育委員会　昭和37年10月)には,

ございます　ござりアんす　ゴザリ′アンス

が見えている。

東北地方から北に行っての北海道地方には言うべきものがなくて,東北地方

を南下して茨城県下となると,そこに「ゴザリャンス」が見える。 (田口美雄

氏「茨城方言語法の二三の考察」 『方言研究』第十輯)関東東北部域は,とかく,

南奥に同じる地域である。 「ゴザリヤンス」に関しては,福島県下には言うべき

ものがないが, 「ゴザリヤス」は,後述するように,同県下にかなりいちじるし

いものがある.今, 「(一ヤンス」 「(一ヤス」を一括して注目することにすれ

ば,茨城県下は,奥羽の東がわにつらなるものをよく示すと見ることができる0

-茨城県下に「ゴザリャ_ソス」とともにまた, 「ゴザ4ヤス」などもあるo

なお,群馬県下にも「ゴザリヤンス」があるという。 (都竹通年雄氏「群馬

方言の語法」 『季刊　国語』昭和22年冬季号　3　昭和23年1月)

以上「ゴザリヤソス」ほかの全国分布をたずねた。その存在が,片よりの

多い,もはや弱勢とも言ってよいものであることは,上に明らかであろう。つ

ぎの「ゴザリヤス」ほかは, 「ゴザリヤソス」ほかよりも,やや優勢な生態を

見せているか。

-′　ゴザリヤスほか

九州では,天草に「ゴザリヤス」がある。原田芳起氏の「天草島の方言に就

て」 (『方言』第四巻第九号　昭和9年9月)に,
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「ございます」に当る敬語助動詞は「ござァす」乃至「ござす」,或は「ご

ざりやす」である。

と見える。

ついで長崎県下が, 「ゴザリヤス」を比較的よく見せる地域である。 「長崎

県南高来郡有家町」 (『全国方言資料』第6巻)のことばには,

fア-　アリかト　　ゴザリヤヒ

ああ,ありがとう　ございます。

mアリガト　　　ゴザリアヒタ

ありがとう　ございました。

との言いかたが見られる。この地方に, 「ゴザリヤス」の言いかたもおこなわ

れている。私が平戸島で聞き得た「ゴザリヤス」例は,

○キョ-ワ　サム-　ゴ~亭す寺ス　ラー。

きょうはさむうございますねえ。

である。 -平戸方言では, 「ゴザリャス」の形のほうがふつうのようであ

る。

「ゴザリヤス」のはあい,中国地方の,原安雄氏の『周防大島方言集』にも,

これが見られる。なかんずく丁寧なことばであるという。

四国・近畿には, 「ゴザリヤンス」のはあいとおなじく,とりたてる.べきも

のが兄いだされない。

中部地方となって, 「ゴザリヤンス」のばあいとおなじく,また新潟県下に,

「ゴザリヤス」がいくらか兄いだされる。

つぎに関東地方では,群馬県下に「ゴザリヤ、ス」が兄いだされる。 (都竹通

年雄氏の前掲論文による。)

東北地方では,さきにもふれたように,まず福島県下に, 「ゴザリヤス」が

優勢である。飯豊毅-氏は, 「福島県方言における対老尊敬表現について」 (『国

語学』59　昭和39年12月)の中で, 「デヤス」 「デ　ゴザリヤス」の類につい

て,分布図を示し,県下の分布を詳説していられる。 (「デヤス」の変化形「デ
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-ス」にもふれていられる。ちなみに,氏に「デーソス」の指摘もある0 -

これは, 「デヤンス」に相当するものか。)

「ゴザリヤンス」はもっとも丁重な言い方で女性に多く現われる。

という。なお飯豊氏は,県下の概勢について,

以上「ヤス」 「デヤス」の煩を総合して分布を考察した場合にどのよう

なことを言い得るであろうか。

これらは一般的には宮城県から浜通り,茨城県にかけてはかなり盛んに

用いられているが,中通り,会津地方ではあまり勢力を持っていない。

と述べていられる。

児玉卯一郎氏の『福島県方言辞典』には, 「ゴザリアス」があげられている。

県下東部域には,南に「ゴザリャス」,北に「ゴザリャース」がさかんである。

相馬中村弁の「ゴザリャ-ス」の一例は,

○オヒ〔i〕マダ1/デ　ゴザリャ-ス〔ii〕ガ,コノ　テガミ〔i〕ヲ　ヨソデ

ク〔ii〕ダ-リャ-セO

おてまをとらせて恐縮でございますが,この手紙を読んでくださいませ。

である。

福島県下についでは,宮城県下に「ゴザリヤス」が兄いだされる。 (宮城県

以北では,通常, 「ゴザリャ-ス」とは言っていないようである。)松島湾岸の

例では,

○オドソゲデ
ノ

ナイ〔i]ソデ　ゴザリ〔i]ヤス〔ii〕ッペ.

おどけではないんでございましょうよ。

○タ言㌻テ　ィ〔i]テロロラ㌻二トモ　ゴザリ〔i]ヤス〔ti〕カラ.

たよっていく生徒もございますから。

などをひくことができる。 -「ゴザリヤス」が「ゴザリャス」にもなってい

る。仙台方言の文献『浜荻』にも「ゴザリヤァス」が見える。

宮城県下につづく,北の岩手県下には,広く「ゴザリァス」が兄いだされる。

(小松代融-氏『岩手方言の語費』など) 「ゴザリァス」は, 「ゴザリャス」に
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近いものであろう。県南地方に,「ゴザリアス」もまたよく聞かれる。この「ア

ス」が「ヤス」に該当するものであることは明らかであろう。 (-県南に,

「ゴザリヤス」も聞かれる。) 「ヤンス,ヤス」に, 「アンス,アス」が対応す

る。すでに前項で,東北地方の「アンス」に関し,それが「ヤンス」であるこ

とを言った。 「アス」は, 「アンス」の縮約されたものであろう。 「アス」は「マ

ス」ではないと考えられる。東北地方では, 「マス」は「ス」に縮約されてい

る。 (ただの「ス」ではなくて,その上に「ア」があるのは, 「アス」が「ヤ

ス」の転であることを証するものであろう。)県南,水沢地方では,

○オ-ヨゴザリli〕ェス〔ii〕。 (「リ〔i〕ェ」は「レ」に近い.)

○オズフデ　ゴずり〔i〕ェス〔ii〕。

などと, 「ゴザリェス」の言いかたをしている。

「ゴザリヤス」のはあいは,奥羽東がわに,そうとうの広い分布が兄いださ

れるのとともに,杏,秋田県南に,つぎの事例を兄いだすこともできる。

○ンデゴザリア-ン(そうでありません)

北条忠雄氏の,前掲の,本荘市についてのご報告にこれが見える。

北海道地方については,今,言うべきものを持たない。

前項の「ゴザリヤンス」ほかと本項の「ゴザリヤス」はかとは,相互に関連

するものである。上米の,両者各個の記述も,対比集合されるべきものである

ことは言うまでもない。東北地方での,問題の諸事象の分布にしても,双方を

合一して観察する時,だいたい東がわが注視すべき地域をなすことが看取され

る. -東北地方が,このさいもまた,東西両がわのたて仕切りに見わけられ

ようとするのは,注目にあたいする。

「ゴザリヤンス」はかと「ゴザリヤス」ほかとを合わせ見て,今,私どもは,

全国諸方言上で,これらによることばづかいが,まったく衰退途上にあること

を認埼ることができる.共通語の「ございます」流通のいきおいのもとでは,

「ゴザリヤンス」や「ゴザリヤス」などは,その「ヤソス,ヤス」ゆえに,い
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ちじるしく古態味をおびたものとされてきているのであろう。

二　ゴザリガンス　ゴザリガス

静岡県下の御前崎方面で私が聞き得たものに,

○ラーデ　ゴ事.)ガス　カO

そうでございますか。

がある。 「ゴ亭リガシタ」などとも言っている(P.176, 184)すでに静岡県

師範学校・女子師範学校『静岡県方言辞典附謂琵』 (吉見書店明治43年

3月)にも, 「オ-≡-ゴザリガス」が見えている。

「ゴザリ」に「ガス」がついているのは,一見,特異ではあるけれども, 「ゴ

ザリ」に, 「ヤンス」がつくのも「申す」がつくのも,既成の「ガス」がつくの

も,理は同一と考えられる。本動詞に対する補助の要素を自由にとりきたって,

そこにこだわりのない承接を見せるのが,日本語「文表現」の述部構造であるo

今,私の手もとには,福井県越前内の「ゴザリガス」例もある。 「オ-ヨゴ

ザリガス。」などと言っているらしい。

越前に, 「ゴザリガソス」もあるのか。

○イレモンモテラ,オモライモーシテモ,ヨウゴザリガンショーカo
ヽ_.

などとの事例が兄いだされる　(P.181)

三　ゴンサリマス

長崎県西彼杵半島東北岸での調査のさい,私は,つぎの事例を得たo
ノ

○耳ヨデ　ゴンサリ言ス。

さようでございます。

土地の人はこれを,士族ことばだと説明した。主としては老女の層に,まれに

聞かれるものであるらしい。この地で,私はまた,西彼杵半島の他地にも「ゴ

ソサリマス」のあることを聞かされた。

この「ゴソサリマス」は,たとえば「ゴザリナサリマス」を考えしめるかど
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うか。それは不明であるけれども, 「ゴザル」に関して, 「ゴザリナサリマス」

などの言いかたができてもふしぎではないと思われる。方言生活の中では,大

人は,語と句法とを,きわめて自由に運用しがちである。ものの転用されるこ

とも,きょくたんにおよぷことさえある。

四　ゴアハンス　ゴハンス

『和歌山県方言』に,西牟婁郡のことば,

ゴア-ンス(段靴)　　御ごいます

があげられている。また,

ゴ-ンス(段靴)　　ございます

というのもあげられている。串本町役場『和歌山県西牟婁郡串本町誌』 (串本

町役場　大正13年8月)にも,

ゴア-ンス(御座います)

があげられている0 - 「前ラス」の言いかたも聞かれる。

「ゴア-ンス」の前身は「ゴザ-ソス」か。 「ゴザ-ソス」の前身を求める

と, 「ゴザリナ-ンス」までいくことができるかと思う。 「ゴ-ソス」は, 「ゴ

ア-ンス」からのものではないか。

「ゴザリヤンス」以下の異形式類は,おおよそ上述のとおりのものが兄いだ

される。この分野がかなり特殊的であること,またその勢力の限定的なもので

あることは,多言を要しないであろう。

第三節　ゴザイマス　　ゴザイモス

「ゴザル」に「マス」の結合した「ゴザイマス」が,丁寧法要素として盛大

の活動を見せていることは,周知のとおりである。 (西中国地方では, 「アリマ

ス」との言いかたが「ゴザイマス」に対応してもいる。)丁寧表現法の「ゴザイ
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マス」ことばに, 「ゴザイマセ」命令形はあり得ない。

丁寧表現法のばあいも,丁寧法動詞の「ゴザル」を使用することにとどまら

ないで,これに補助要素を熟合せしめたが,熟合は用法のあらたな展開をまね

くことになり,そこにまた,ものの用いられることの頻度に応じて,熟合形の・

新展開もおこった。 「ゴザリマス」から「ゴザイマス」-もまた,その新展開

の一つだったのにちがいない。

「ゴザイマス」の成立は,人々に,丁寧法動詞の近代化を感知せしめたであ

ろう。ものは, 「リ」から「イ」 -のわずかの音転を見せたのにすぎないもの

であるけれども,できた「ゴザイマス」という滞一体は, 「ゴザリマス」からp

ははなはだしく音感の距った言いかたになっている。つまりここに,近代音感

の「ゴザイマス」が成立したであろう。これは必然,新しい機能価値をになっ

て,国語生活の大衆の胸をぬっていったことと思われる。 (-そこで,しぜ

んにまた,使用上の転靴形も,続々と生産されたのであろうO)Y

以下に, 「ゴザイマス」ことばの全国状況を見よう。一方では,共通語の,

国民生活必須の一要素たり得ているものが,方言上ではどのような生態を見せ

ているか。 -今日の共通語の上層波の「ございます」にはこだわりなく,方

言現実態の「ゴザイマス」ことばを見ていく。

モ

はじめに,九州南部地方の「ゴザイ申ス」を問題にする。

例によって種子島では, 「ゴザイモース」の言いかたがおこなわれている.・

薩隅本土地方では(薩摩の甑島も), 「ゴザイモス」の,短呼の言いかたがおこ

なわれている。薩南では, 「ゴザイモス」のおこなわれることがさかんである。.

瀬戸口俊治氏に例を借りるならば,薩摩半島東南部で,
容ら

○テラ　ヨシュ　ゴ亭矛モシトオーo

Hそれはそれは結構でございますとも。"

と言う。氏はこれを,中・老年女性の,ややあらたまったもの青いのはあいと

される。上村孝二氏の「薩南諸島方言語法資料」 (『鹿児島大学　文科報告』第



"06

7号　昭和33年8月)には,甑島の「ゴザイモス」仇

○ホンヤラ　-ヤラ　ナンカケ-カ　モロ-テ　アイゴトーゴザイモイタ。

が見える。甑島もまた, 「ゴザイモス」のさかんな所のようである。

大隅地方では,薩摩地方にくらべて, 「ゴザイモス」ことばのおこなわれる

ことが,ややよわいか。

熊本県南部の球磨郡では, 「ゴザンモス」がおこなわれている。原田芳起氏

の『熊本方言の研究』 (日本談義祉　昭和28年1月)には,

球磨郡が, 「申す」系の「ゴザンモス」で代表されることばを使い,他は

「ござります」系で現在では標準語に引かれて「ゴザイアス」だが,

とある。 「ゴザンモス」は,薩摩地方などにもありうるのだろうか。薩摩西南

部の笠沙半島で聞き得た,

○今,習字は,ゴ亭フサントナ-o

今,習字はございませんのですか。

などの「ゴ事フサン」は, 「ゴザンモサン」に相当するものではなかろうか。

瀬戸口俊治氏は,種子島,西之表市のことば,

○イモ-ワ　モ　ギッタマリデゴザンモスバッテン　ナァラー。

今はもうゴムまりでございますけれどもね。

をとりたてていられる。

以下に,九州地方の「ゴザイマス」ことばを見ていこう。

宮崎県下については,言うべきかくべつのことがない。

熊本県下にいちじるしい「ゴザイマス」ことばについて,阿蘇山南麓の一例

を見るならば,

○オ盲万言スト　ヨ-　ゴザイマス。

"およりくださいませ。"

というのがある。 「熊本県上益城郡浜町」では,
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fアリガト　　ゴザ,-マース

ありがとう　ございます。

との言いかたをしている。 (『全国方言資料』第6巻)

長崎県下の「ゴザイマス」ことばの中には, 「長崎県壱岐郡郷ノ浦町里触」

などの「ゴザマス」もあるらしく,また, 「長崎県下県郡厳原町豆酸」などの

「ゴザイマース」もあるらしい。 (『全国方言資料』第9巻)

佐賀県下・福岡県下に「ゴザイマス」のよくおこなわれることは言うまでも

なく,推量では「ゴザイマシツロ」などと言っているo

福岡県下に, 「ゴザイワス」の言化形がある。 『全国方言資料』第6巻の「福

岡県三井郡善導寺町」のことばには,

mコ.)ヤ-　ホンナー　スコシデ　ゴザイワス/ミッテンカ-　オイワイノ

これは　ほんの　少しで　ございますが,　　　お祝いの

シルシ-　オサメチクナサコ二

しるLに　お納めください。

というのが見える。 (なお, 「善導寺町」では「ゴザェマス」も言っている。)

福岡県嘉穂郡下には,

○オテラ　ゴザィ。

との言いかたもあるo土地人は,これを, 「お暑うございます。」だとしている0

-通りすがりに会った,したしい者どうLがこれを言うというo

筑後酉部内には, 「アツ-　ザイマス 7=。」 (お暑うございますね。)な

どの言いかたが兄いだされもする。

肥筑の地には,べつに「ゴザイマッス」の言いかたもそうとうつよくおこな

ゎれており,これにともなって, 「ゴザイマッスル」の言いかたも見られるo

熊本市内の例を見るならば,

○テニラ, ヨ-　ゴザイマッショー カ。こんないただきものをして。

ああら,ようございましょうか。こんないただきものをしてO

などがある。
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天草でも,

○アラ~二 ゴザイマッシェーン。

暑くはございません。

などと言っている。佐賀県南の一例は,

○ゴメンナサイ。オウチ　ゴザイマ
__-・・ 4

ッス-0

ごめんなさい。いらっしゃいますか。

である。県下で, 「ゴザイマッショー」の言いかたもよくおこなわれている。

長崎県下,対島の例は,

○オサム-　ゴザイマッ.ス。

などである。 (山本俊治氏の調査による。)

福岡県下に, 「ゴザイマッス」「ゴザイマッスル」がさかんである。県南,筑

後には,

○イレモンナガラ　イクデ-テ　ヨゴザイマッシュ　ノー。

いれものごといただいてよろしゅうございますか。

との言いかたもある。 (某氏記述の『方言手帖』によるC)

○オユー　ゴザイマッスル。

多うございます。

は,筑前,北九州市域内の「ゴザイマッスル」例である。

大分県下は, 「ゴザイマス」のさかんなものを見せている。豊後西奥の二・

三例をあげるならば,

○キョーワ　ヨ-　ゴザイマシタ.

(夕がたのあいさつ)

○オシルシュ-　ゴザイマショー.

ご大儀でございましょう。

○オシャク(-シャク)　ワルー　ゴザイマシタ。

(人を送る時のあいさつ)

などがある。
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大分県下に, 「ゴゼ-マス」もおこなわれているo 「ゴザ-マス」もあるO

豊後内では,たとえば国東半島でなど,

○オ-ヨ　ゴザイマスル.ド-ヅォ　オテンキナラ　ヨ-　ゴザイマスルガ(

お早うございます。どうぞお天気ならようございますが。

というような言いかたも聞かれる。昔話の語り口などでは, 「ゴザイマスル」

が出がちのようでもある。

大分県下では,なお, 「オザイマス」の聞かれるのを,特記しなくてはなら

ない。豊後内では,

○アす~万ト-　オザイ首ヒタ。

ありがとうございました。

などと言う。 「ザイマス」の言いかたもある。

以上,九州での大勢では, 「ゴザイマス」の靴形もさることながら,べつに,

「ゴザイマッスル」などの古形の見られるのが注目をひく。ただし,この種の

ものも,時とともに,漸次衰退していくことであろうか。

つぎは中国地方である。 「ゴザイマス」形が一般的におこなわれていること

については,もはや言わないことにする。

山口県下には,たとえば周防,祝島などにも, 「ゴザイマスル」の言いかた

がある。

○テラデ　ゴずイマスル, ・　。

なんでございます, ・　。

などと言っている。県下にまた, 「ゴザ-マス」がある。 (長門地方には, 「ゴ

ザェイマス」の言いかたもある.)県下に, 「ゴザ-マス」もかなりおこなわれ

ているらしい。 「ゴダイマス」もかなり聞かれるようである。

○シバイノ　コ-ジョーデ　ゴザイマスイ　ノー。

のように, 「ゴザイマス」を, 「ゴザイマスィ」と言うこともまた,山口県下に

一般的である。 -この事象は,だいたい,中国地方に特立している。
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広島県下についての,言うべき形としては,一つ, 「ゴザ-マス」がある。

(『全国方言資料』第5巻「広島県庄原市山内町」) -備後地方では, 「ゴザェ

-マス」もおこなわれていようか。なお,備後の三原市方面には「ございまし

ょう」のくずれ「ガイモー」もおこなわれているらしい。 (三原市役所総務課

『三原市大観』　広島県三原市役所　昭和26年11月)県西域内には, 「オ/ミン

デ　ゴザィ。」 (こんばんは。)などの言いかたがあるという。この「ゴザイ」

は「ゴザイマス」の下略であろうか。

岡山県下では, 「ゴザェ-マス」 「ゴゼーマス」などの靴形がよくおこなわれ

ている。 「岡山県真庭郡勝山町神代」では,

fオメデト-　ゴザイマッス

おめでとう　ございます。

との言いかたがおこなわれているというが(『全国方言資料』第5巻), 「ゴザ

イマッス」は,どの程度におこなわれているものであろうか。

山陰の出雲地方では, 「ゴザ-マス」の言いかたがほぼ一般的であろうか。

○ホソ三　ヶー　オチャドコデ　ゴザ-マス。

ほんとに,まあ,ここはお茶どころでございます。

などと言っている。靴形「ゴダニマス」も聞かれる。さて, 「ゴザイマス」形

についてであるが,出雲地方での敬慶な「ゴザイマス」あいさつことばの一例

をかかげてみよう。

○下二モ　言-　フリ言シテ　ゴザイマス。

これはどうもよく降ることでございます。

鳥取県下には「ゴザ-マス」がある. 「きょうは雨が降るだろうか。」も,

「・.-　　　テルダラ-　カ。」と言っている土地がらなので,とかく「ゴザ～

マス」も発言されがちなのか。

四国地方ではまず, 「ゴザェ-マス」以下の靴形のおこなわれることはないo

当方は, 〔ai〕連母音の不同化の地域である。 (そのことは,当地方アクセント
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愛媛県下については言うべきことが,さらにない。

高知県下についても同様である。 (ただ, 「ございますでしょう?」の言いか
一ノ

たが, 「ゴザイマスロー.」であったりするのが,一つ注目されるo)

徳島県下については言うべきことがなくて,香川県下に-問題事項がある。

草薙金四郎氏は, 『讃岐の方言』 (高松ブックセンター　昭和37年11月)で,

ござ　(接尾)　御座います。 「ございます」の「います」が脱落したも

のである。 「そうでござ」。 「今日はええ天気でござ」

と述べていられる.丸亀方言では「ゴザ」が注目される0人は, 「ヨ-　ゴザ。」

杏, 「ようございます。」の気もちのものとしているとのことである。 「ゴザン

ス」が「ゴザ」となったことも考えられはしないか。丸亀方言では,

○ソ-デ　三一デス　ワ。

それでいいですわ。

○ソt/デ　ヨ-　ゴザ

○ヨ-　ゴザンス。

などと言っている。人によっては, 「ヨ-　ゴザソスo」よ　りも 「て-　盲二

一事O」のほうが,日かんたんで早い感じがするO"などとも言っているそう

である。

近畿地方の主部分にも, 「ゴザェ-マス」以下の転靴形のおこなわれること

が,まず,ない。兵庫県下の西播地方などには,

○オアツー　ゴザェ-マス。

お暑うございます。

というような言いかたも聞かれる。 「兵庫県神崎郡神崎町栗賀」 (『全国方言資

料』第4巻)には,
1)

fオウチノ　オジ-サンガ　ヨ-ゴゼ-デガラニ　オキノドクナゴッテ

お宅の　　おじいさんが　よくなくて　　　　　お気の毒なことで
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m巳的AJMta

ございました。

1) 「カラ-」とあるべきところ, 〔k〕が有声化している。次の「コッテ>ゴLyテ」も並行的な現象0

ともある。

兵庫県下に, 「ガイマス」形がある。和田実氏の「兵庫県高砂市伊保町(旧

印南郡伊保村)」についての記述には(『日本方言の記述的研究』),

ガイマスは「ある」の最もていねいな語。多くは補助動詞的に用いる。

とある。

大阪府下に関しては, 「ゴザイマス」形についてではあるが,その用法の,

注目すべきものを,一つあげたい。山本俊治氏は, 「しなさだめ」 (『兵庫方言』

4)の中で,

○サム-　オマスデ　ゴザイマス。

などの言いかたを見せていてくれられる。

和歌山県下には,靴形「ゴダイマス」が見られる。

奈良県下には「ゴアイマス」がある。 (『蒐田之方言』) (新藤正雄氏『大和方

言集』大和地名研究所　昭和26年10月) 「それはなんでございますか。」を, 「ソ

レ　ナソデ　ゴザイマン　ノゾ。」と言っている所もあるらしい。『全国方言資

料』第8巻の「奈良県吉野郡十津川村小原」の条には,

mヤ-　ダンダン　オーキ　　ゴクロー　ゴザユマシタ　ア-

いろいろ　たいそう　ご苦労で　ございました。

というのが見える。

三重県下については,言うべきことがない。

京都府下では,丹後地域となると, 「ゴザ-マス」などの言いかたが聞かれ

る。井上正一氏の『丹後網野の方言』には,

○オ-≡-ゴザヤ-マスo　　同輩又は目上に.

というのが見える。

滋賀県下については,今,言うべきものがない。
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つぎに中部について見る。

北陸地方では,石川県下の「ゴザイミス」が特別の問題になる。その前に,

石川県下東南部内の,あいさつことばでの「ゴザイマス」例を一・二あげてお

こう。

○ゴク首サンデ　ゴザイマシテ　7-0

ごくろうさんでございましてね。 (別辞)

○アすガト ゴザイマシテ　ノー.

ありがとうございましてね。

「ゴザイてシテ」と言いとめる表現法が熟している。

ついでながら,能登のうちでは,

○オ-ヨ-　ゴずイマス。

お早うございます。

との文アクセントが,一つ注目される. (能登島例.愛宕八郎康隆氏の調査に

よる.)-この種のことばづかいでの,この種の文アクセントは,山口県下で

紘,つよい傾向をなしている。

能登半島内では, 「ゴザイマス」の「ゴザェマス」「ゴゼ-マス」 「ゴゼマス」

も聞かれる。 (『全国方言資料』第3巻「石川県輪島市名舟町」の記事による。)

なお, 『全国方言資料』第8巻の「石川県鹿島郡能登島町向田」の条には, 「ザ

ェマシタ」も見えている。
(注)

fアッ　ゾソメ-ノ　ウチワ　-ヤ　アリガトゴザイ　　　　　　イロイロ

存命の　　　うちは

-ヨ　オシェワン　ナッテ

お世話に　　なって

(注　アッ　あいさつの襲倍音)

ありがとうござい(ました)いろいろ

アリガトー　ザェマシタ

ありがとう　ございました。

さて,問題の「ゴザイミス」ことばは,方言絵はがき『加賀ことば』などで

ち,しきりにとりたてられている。 『全国方言集』にも,
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ソウデゴザイミスキー　　左様ですか　　　　金沢市

などとある。私が,能登半島の宇出津で聞いた実例は,

○アリガト　ゴ事才丁メ、。

○ゴッツォサマデ　ゴザイミシタ。

などである。この地でまた, 「ゴジミス」も聞いた。

○テ-デ　ゴラミスO

さようでございます。

などと言っている。 「ます」は「ミス」となるから, 「いらっしゃいませ。」も

「イラシミセ。」である。ただし,これらの事実を書きとめることができた昭和
M　　ノ

24年にあっても,人々は, 「ゴ:Sミス」や「イラシミセ」がだんだん失われて

いくと言っていた。年寄りだけのものとも言われた。ただしまた,あんがい子

どもたちには残っている,などともあった。

富山県下には, 「ゴザイミス」のおこなわれることはなくて, 「ゴザイマス」

ことばがおおはばにおこなわれている。ところで,その中にあって一つ, 「ゴ

ザンマス」という言いかたが光る。これは,県西部の高岡市,ならびに東がわ

の射水郡下に見られる。 『富山県方言』には,

ゴザンマス　　高岡の挨拶

「ヤアヤア　あんがと　ござんます。」 (中流の女同志)

とある。柴山幸氏は「富山県射水郡櫛田村地方方言」 (『方言誌』第十三輯　国

学院大学方言研究会　昭和10年1月)で,櫛田村の婦人どうしのあいさつ,

○ゴクロサマデゴザソマス,サ-サユキマシテ　-ヤ　ゴッツオ-ンナ。
さ▼ら

をあげていられる。

『全国方言資料』第3巻の「富山県下新川郡入善町中摺戸」の条には, 「ゴ

ザ-マシクロ-」(ございましたでしょう)があるO　この「ゴザーマス」ことば

a,上の「ゴザソマス」ことばと密接な関係にあるものだろう0 -「ザ-」

と伸ばされるのが,しぜんに「ザン」とはねられることにもなるのだろう。 (お

なじく「小摺戸」のことばには, 「ございます」の「ザイマス」もある。)
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新潟県越後では, 「ゴザイマス」にまじって「ゴザ-マス」「ゴザェマス」が

見られる.越後北部には「ゴゼ-マス」もある。

佐渡には, 「ゴジャ-マス」「ゴジャーマス」「ゴジャマス」「ゴザマス」 「ゴ

ゼマス」などがある。

○オー二言　ゴずキスo

a,佐渡,水津のことばである。

岐皐県下・長野県下については,言うべきことがない。

愛知県尾張地方には, 「ゴザヤーマス」 「ゴゼァ-マス」などの言いかたがお

こなわれている。

静岡県下にも, 「ゴザ-マス」 「ゴゼァ-マス」などが見られるO.伊豆のほう

では,

○オ-ヨ-ゴゼァ-マスO

との朝のあいさつをしている。 (山本婿民氏「伊豆宇佐美方言」 『方言』第二

巻第七号　昭和7年7月)

山梨県下西南山地部には, 「ございました」の「ダイマシタ」形があるらし

い。ただしそれは,

奈良田には「ございました」が「ダイマヒタ」の形となって,尊敬をあ

らわすに用いられ,敬語の助動詞はこの語以外はみとめられなかった。

と説明されている。 (清水茂夫氏・渡辺官弘氏「西山村方言の語法」 『西山村

総合調査報告書』　山梨県教育委員会　昭和33年3月)

つぎは関東地方である。総体に, 「ゴザイマス」が用いられるのは,あいさ

つことばにおいてであろう。神奈川県下については言うべきことがない。東京

弁のあいさつことばに,
△

○オヤカマシューゴザイマシタ。

というのもあるという。 (斎藤秀一氏編『東京方言集』)東条操先生は,

東京の「ゴザイマス」は京都の「オス」大阪の「オマス」に相当する。
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と述べていられる。 (『方言と国語教育』　国語シリーズ11文部省　昭和28

年3月)

伊豆諸島内には,別して注目すべきものがあるらしい。私が一つ聞き得てい

るのは,新島の,

○オフ丁盲~二　ゴずィ。

お早うございます。 (成人のていねいなあいさつ)

である。

千葉県下では, 「ゴ音二言ス」などの靴形が, "農家あたりのことば"とさ

れているのを,かつて私は聞きとめた。

埼玉県東部内では,
__・・ 4

0貢丁言センデ　ゴ亭イマシタ　ネ-0

などと,婦人がていねいに「ゴザイマス」ことばをつかっていて,また, 「オ

フ三㌻ニス。」などの男ことばも聞かれる。

群馬県の,前橋地方で聞いた「ゴザイマス」のあいさつことばに,

○オホリノ-　ゴザイマス。

ありがとうございます。

というのがある。

○オホンノー　ゴザイマス。

ほ, =ごちそうさまでございます。"だという。 (物をもらった時もこれを言う

のだという。ただし,上二者の言いかたは,今日,ほとんどすたれきっている

ようである。)

栃木県下・茨城県下で「ゴゼ-マス」などの靴形も見られるのは,関東他県

下のはあい同様である。

北上して東北地方を見よう。全般に,日常生活上「ゴザイマス」ことばの

おこなわれることが,かなりすくないようである。 (-そのようなことばづ

かいにおよぶことのすくない言語環境にある, .と言えようか。)もとより,て
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いねいにあいさつして, 「オ晩デ　ゴザイマス。」などと言うこともありはしよ

う。以下に,各県下の問題をひろう。

福島県の会津弁には,

○アノ　育て百〕-。シ〔i〕ミ〔日ソゾ〔ii〕 ゴン幸市ス〔ii〕カラ。そこ-

行って顔を洗いなさい.

というような発言がある。

「山形県南置賜郡三沢村」 (『全国方言資料』第1巻)では,

mヤ-　アリガト-　ゴザ-モシタ

やあ　ありがとう　ございました。

との言いかたをしているという。

小松代融-氏『岩手方言の語桑』 (旧伊達領)には,

ゴザソマス　　ゴザルにおなじ

というのが見える。

青森県上北郡野辺地町では,婦人が,

○ム〔i〕カシ〔i]カテ　コ言デ〔号〕ゴザイ寺~サイ。

昔からここでございますわ。

のような言いかたをしている。

東北地方でも,紘体に,特別にていねいなあいさつことばで, 「ゴザイマス」

をつかうありさまである。

北海道地方でも, 「ゴザイマス」「ゴザ-マス」は,特別なていねいことばと

して用いられている。

以上の全国状況では,東北地方が,比較的ことの簡素なありさまを示してい

るのが,注目をひく。-それにしても,共通語ふうのことばづかいとして,

「ゴザイマス」ことばを,便宜,利用し得ていることは,言うまでもあるまい。

全国一般に,人々は, 「ゴザイマス」ことばの方言生活の中にあっても・ま

た,同時に,それとの区別を意識しない程度においてさえ自由に,共通語ふうの
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「ゴザイマス」ことばを摂取運用していよう。こういう,方言要素であると共

通語要素であるとを問わない, 「ゴザイマス」ことば運用の生活は,今後も(I

一今日,予想しうるかぎりのこと)そのいきおいをよわめることはないであろうO

第三ノ節　ゴザイヤソス以下の異形式類

ー　ゴザイヤンスほか

まず九州では,大分県下に, 「ゴザイヤンスル」が聞かれる。松田正義氏の

『大分県方言の旅』第1巻(NHK大分放送局　年月不詳)の, 「大分郡西庄内

村」の条には,つぎの言いかたが出ている。

○コリャマ-,マイニチコマツタオテンキデゴザイヤンスル。マ-

これはまあ,毎日困った　　　お天気でございます。　　　まあ。

「山口県都濃郡都濃町」 (『全国方言資料』第5巻)では,

f--ン　　セテ　オカニ1)ヤ　　　ヨロシュ　　ゴザ-ンスガ

ゆっくり　して　お帰りになれば　よろしゅう　ございますが。

と言っているという。この「ゴザ-ンス」は, 「ゴザイヤソス」に通うものか。

「島根県大原郡大東町春殖畑鶴」 (『全国方言資料』第5巻)には,

′ダンダン　アリガト　　ゴザイアンシタ

どうも　　ありがとう　ございました。

fイヤ　ヨロシュ-　ゴダェヤンスワネ-

いや　よろしゅう　ございますね。

との言いかたが見えている。

「石川県輪島市名舟町」 (『全国方言資料』第3巻)には,

′ソクサイデ　ゴゼァソスカー

息災で　　　いらっしゃいますか。

との言いかたがある。
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関東地方の栃木県下・茨城県下に, 「ゴザイ(-)ヤンス」がある。

-′　ゴザイヤスほか

「ゴザイヤンス」ほかよりも「ゴザイヤス」ほかのほうが,分布のややつよ

いものを見せているO

九州では, 「長崎県南高来郡有家町」 (『全国方言資料』第6巻)に, 「ゴザ

イヤヒタ」が見える。

mオーデ　　コナイダ　　コリャ　マ　　ホメッキヨデ　ゴザイヤヒメロ

たいそう　このごろは　これは　まあ　暑いことで　　ございますね。

山口県下には, 「ゴザイヤス」がなにほどか分布しているらしい。 「山口県

都濃郡都濃町」 (『全国方言資料』第5巻)には,

′アンシンデ　オゼヤシタ

安心で　　　ございました。

との言いかたがある。 「オゼヤシタ」は, 「オザイヤシタ」で,それは, 「ゴザ

イヤシタ」としうるものではないか。

「島根県大原郡大東町春殖畑鶴」 (『全国方言集』第5巻)では,

fアゲ-デ　ゴダニヤス

そうで　　ございます。

mオメデト-スナ　コトデ　ゴダヤスネ

おめでたい　　　ことで　ございますね。

などと言っている。またここに,

fアゲナ　コト　　イワッシャッス・ワ　ナイヤネ-　ゴダイアッス

あんな　ことを　言いなさる方々は　ないようで　ございますO

との言いかたもある。 「ゴダイアッス」は, 「ゴダイヤス」にならべてみてよい

ものではなかろうか。

四国では,高知県下の東隅で,かつて「ゴザヤス」を,私は聞くことができ

た。
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近畿では, 「奈良県吉野郡下北小村桑原」 (『全国方言資料』第8巻)の,

mアリガト-　ゴザイアス

があり,また, 「京都府京都市」 (『全国方言資料』第4巻)の,

mチョット　アノナ　キンジョ-　イカンナラン　　　　　ヨーガ　ゴザイ

ちょっと　あのね,近所-　　　行かなければならない　用事が　ござい

アスノデー

ますので,

,JJ>ある。

中部地方では,新潟県北,村上市の「ゴゼ-ヤス」を見ることができる.

関東地方では,池ノ内好次郎氏の「埼玉県入間郡方言集稿」 (『方言』第七巻

第二号　昭和12年3月)に, 「ゴザイアス」を見ることができ,また杉山正世

氏編『埼玉県川越市近傍言語集稿』 (自家版　昭和5年8月)に, 「まことに

おめでテ-　こって　ごぜやすO」を見ることができる。

栃木・茨城にまた, 「ゴザイ(-)ヤス」がある。

福島県下が,わけても「ゴザイヤス」のいちじるしいものを見せている。県

下に「ゴザイヤス」ことばはよく生きている,と言ってよかろう。 (当県下が,

上来,問題の諸現象をよく共在せしめているのを注意したい。表現法上の諸事

項というものは,生活表現の手段・方法として,まことによく関連しあうもの

だと痛感せざるを得ない。)福島県下の「ゴザイヤス」例は,山口弥一郎氏『会

津方言集』 (増訂版) (岩磐郷土研究会　昭和28年8月)の,
△

○--,アリガドー　ゴザイヤス。

「福島県河沼郡勝常村」 (『全国方言資料』第1巻)の,

′ア-　キョーワ　オメデトーゴザイヤス

ああ　きょうは　おめでとうございます。

などである。県下の中通りには, 「ゴゼェヤス」形もよくおこなわれている。

武藤要氏『福島県棚倉町方言集』 (自家版　昭和7年2月)にも,

お早お,ごぜぇやす。そおでごぜぇやす
ヽ_　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ__



第-章　丁寧法動詞(またはそれに助動詞のそわったもの)による丁寧葬現法　22工

などとある。

会津地方には, 「ゴザイヤス」に相当する「オザイヤス」「オザェヤス」 「オ

ゼェヤス」がある。

『会津方言集』には, 「オザソヤス」も見える。つぎのように説明されてい

る。

ソウデゴザンヤスデオザンヤス,一般に古い言葉は丁寧で,めだるいまで

の,やわらかな敬語が重復して用いられた。

「ゴザンヤス」と「オザソヤス」との連立の見られるのが,興味ぶかい。

児玉卯一郎氏の『福島県方言辞典』には,

このゴザリアスの外にザイアス・ゴサイアスゴゼ-マ等形態はこの語にも

an

との記事が見える。 「ザイアス」という頭略形が注目される。私は,会津北部

で「ザイヤス」を聞いた。例は,

○オ-コザイ亨ス〔ti〕O

などである。

東北地方での当問題事象は,福島県下を除いては,岩手県下でだけ,私は,

兄いだし得ている。

・　　　　　　　　- .　・　・　　　u .

＼、_′.

そうでございます。

など椎,県北での例である。 「岩手県官古市高浜」 (『全国方言資料』第1巻)

の例には,

mコナイダズーワ　　　ド-モ　オ-キニ　オアリガトー　ゴザイアシタ

このあいだじゅうは　どうも　たいそう　ありがとう　　ございました。

がある。

二　ゴザイガス

○オヤカマシi- ゴザイガシタ。
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おやかましゅうございました。

例によって,静岡県下の御前崎に, 「′.I--十ガス」の言いかたが兄いだされる。

「+ガス」は「+ヤンス,ヤス」にくらべれば,はなはだしく,分布がよわ

いありさまである。この種の言いかたは,全国的見地からすれば,もはや消失

寸前のものとも見られよう。

第四節　ゴザリンス　ゴザインス

「ゴザリマス」 「ゴザイマス」という複合形が, ・かたい一体者として利用運

′用されるにつれ,そのものを,より簡便な形にして利用しようとするはたらき

が,もっともしぜんに,順よく展開した。この結果, 「ゴザリマス」「ゴザイマ

ス」の転靴形が多彩に生じてきている。

しだいにおこってきた諸転靴形が,順次,より短小なものになっていったの

紘,ことのしぜんであった。 -ものがよくおこなわれればおこなわれるほど,

そのものはいっ'そう簡約された形になってもいった。

「ゴザイマス」は, 「ゴザンス」「ゴアンス」「ガンス」「ガス」などと移って

いった。これは, 「ナサイマス」が「ナサンス」「ナンス」などになっていった

のと同様である。

第三′節まででは, 「ゴザル」丁寧法動詞に関する言いかたで, 「ゴザリマス」

-「ゴザイマス」など, 「マス」のはっきりと兄とられるものをとりあつかった。

したがってまた, 「ゴザリヤソス(ヤス)」「ゴザイヤンス(ヤス)」ことばのは

あいも, 「ヤンス」 「ヤス」の形の,それと兄とられるものを問題にしたわけで

ある。要するに上乗は,複合形の接合分子の,形態にあらわなものをとりあつ

かった。第四節以下では, 「後接分子の形態が変化するもの」以降の事例をと

りあつかう。

最初に問題とされるのは, 「ゴザリンス」「ゴザインス」である。これらは,
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前身, 「ゴザリマス」「ゴザイマス」をすぐに思わせよう。

ゴザリンス

「ゴザリンス」らしいものを,私が兄いだし得ているのは,宮城県下におい

てである。松島湾岸で-老翁は,

○見たことは　ゴ亭リンスガt　　-・・。

見たことはございますがj　　　。

と言ったかと思う。

ゴザインス

愛宕八郎康隆氏は,能登半島三・四地の「ゴザインス」を調取し得ていられ

る。その一例をお借りするならば,半島西岸南部では,

○オ-~妄二~　ゴ亭アラス。

お早うございます。

などとある。

橘正一氏は, 「デス・ダス・ドス」 (『コトバ』第七巻第三号　昭和12年3月)

で, 「ゴザインス」 (出雲), 「ゴザ-ンス」 (越前・出雲・備中)などを指摘し

ていられる。

『福井の方言』にも,

-・エソス　　断定の語尾(大野郡)

そふでござえんす

と見える。

「ゴザリマス」 「ゴザイマス」おのおのからの直下の転言化形, 「ゴザリンス」-

「ゴザイ(-)ソス」は,おこなわれることが,以上のように微弱である。この

程度の転靴形は,生起Lは得るものの,広くほおこなわれるにいたらなかった

ということか。
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第五節　ゴザリス　ゴザイス

「ゴザリマス」も,転じて「ゴザリス」とまでなると(つまり, 「ゴザリン

ス」の「ン」を落とした形にまでなると),これは,転靴結果の,一つの明確

な安定形として,かなりよくおこなわれることになった。 -ただし,その地

域如何は別問題である。

「ゴザイマス」からの「ゴザイス」もまた, 「ゴザリス」に似て,一つの明

確な安定形となり,これもまたそうとうによくおこなわれることになった。 -

一地域のことは,また別問題である。

「ゴザリス」 「ゴザイス」ともに, 「マス」の「マ」が略されたものと見る

こともできる。結果は,そう見ることをゆるすものであるが, 「ゴザリマス」

「ゴザイマス」から単純に「マ」が落ちたのでないことは, 「ゴザリンス」 「ゴ

ザインス」の存立によって,うかがい知ることができる。 (もっとも,時とは

あいによっては,また所によっては,単純に「マ」の落とされることもあり得

たであろうか。)

ゴザリス

「ゴザリマス」ことばが, 「ゴザリス」となっているのを見るのに,これは

いかにも,一つの,できあがった安定形と受けとられる。ものは,こうあって,

しぜんに,これなりのニュアンスをそなえるにいたっている0 -「ゴザリス」

との言いかたは, 「ゴザリマス」との言いかたからは,一歩-だたったもので

あるに相違ない。

「ゴザリス」は,主として宮城県地方に見られるものである。分布の特色が

明白である。

藤原勉氏「仙台方言」 (『仙台市史』 6<別篇4>　仙台市役所　昭和27年3

月)には,
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ゴザリス〔godzarisra〕-御座ります。

ゴザル+スエゴザリス

最も丁寧な敬語法。重ねて使うので有名である。

例　そうでござりしてござりす。

とある。 「ゴザリスの否定語法」,

ゴザリセェソ〔godzarisEl)〕/ゴザリシェソ〔godzariJen〕

ゴザリ-ン〔godzarien〕

ゴザリン〔godzarn〕〕

ゴザ-ン〔godzaei⊃〕

ち,示されている。

なお,本書には,廃語の「ガイス」も示されているo 「ガイス」は, 「ゴザリス」

に近い「ガリス」からのものか。

土井八枝氏も, 『仙台の方言』で, 「ゴザリス」につき,

ござりますの靴

ござりすの否定はござりません,ござりいんである。

と述べていられ,敬譲の度のさらにつよいものとして,

ござりしてす　ござりしてがす　ござりしてござりす

をあげていられる。

仙台地方に, 「ゴザリス」ことばは,今日もさかんなようである。 (このこ

とも,全国的見地からは,異とするにたりよう。)私が仙台市で聞き得た一・二

例は,

○ミ〔i〕ンナ　タッシャデ　ゴザリ〔i〕ス〔ti〕。

みんな達者でございます。

○ア1)〔i〕ガト　ゴザl)〔i〕シ〔りテ　ゴザリ〔i]ス〔ii〕o

ありがとうございましてございます。

○ゴザリ〔i]シ〔i〕テ　ゴザリli〕ス〔ii〕。

ございましてございます。
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というのである。 「ゴずリ〔i〕`シ〔i]テ　ゴザリ〔i〕ス〔ii〕O」の,鄭重をき

わめる言いかたは,今日,おおよそは女性の年長者におこなわれがちのもので

あろうか。

仙台弁での, 「ゴザリス」の′否定形の例文をあげるなら,

○ゴザリ〔i〕ンデ ゴずり〔i]ス〔ii〕。

ございませんでございます。

などがある。否定形の「ゴザリン」は, 「ゴザリセン」-,「ゴザリユ(イ)ン」

のつづまったものであろう。

宮城県下,南北の広い範囲に, 「ゴザリス」ことばが聞かれる。県北の一例

は,

○アヅ〔ti〕-　ゴザリ〔・i]ス〔ii〕o

暑うございます。

である。

石巻弁の一・二例は,

○テ二 オアツ〔ii〕ゴザl)〔i〕ス〔ii〕。

ああ,お暑うございます。

○オバンデ　ゴザリ〔i]ス〔ti〕-o

お晩でございます。

などである。 -土地の人は, 「オバンデ　ゴザリ〔i〕ス〔ti〕-O」を,

ソデ　ガス〔ii〕-O」の上の言いかたとしている。松島湾岸の二例は,

○アリ〔i]ガド　ゴザリ〔i]シ〔i〕タ-O

ありがとうございました。

「オズ

○ばかばかしいような　ことが　ゴザリ〔i]ス〔ii〕べ。

ばかばかしいようなことがございますでしょう。 (推憩を語る。)

である。

○明けましてよい春でござりスO。

これは,県南端の人がよこしてくれた年褒状の一文であるO
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岩手県下も,南部地域内には「ゴザリス」が聞かれるのか。一ノ関弁では,

一・蝣・蝣　　　1　　.

そうでございます。

〇両-　テンキ〔kci〕デ　ゴザす口了ス〔ii〕O

いい天気でございます。

などと言っている。

山形県下にも「ゴザリス」がある。最上地方の昔話にも,
さよ

「左様でござりす。」

などとある。 『山形県方言集』には,

ござりえん　gozanen　連続語　御座いません　村山

それは私でござりえん。

(それは私でございません。)

との記事が見えている。

東北地方のはかでは,今日, 「ゴザリス」が兄いだされない。 -と,今は

言えそうである。全国的に見て, 「ゴザリス」の東北偏在が注目される。 (つ

ぎの「ゴザイス」の分布とくらべていただきたい。)

注　橘正一氏の「デス・ダス・ドス」 (『コトパ』第七巻第三号)には, 「甲斐では,

ガイスとも,ガリスともいふ。」とある。この「ガリス」は, 「ゴザリス」に近いも

のであろうか。異形の孤存が注目される。 「ガイス」は, 「ガリス」から出たもので

あろう　(p.225)

ゴザイス

「ゴザイス」は,かなり活動力のつよい一形態であろうか。 「ゴザイス」に

よる丁寧表現法は,諸転靴形を見せつつ,諸地方に,今も,かなりおこなわれ

ているようである。

九州地方は, 「ゴザイス」関係の, 「ゴザ-ス」や「ゴザッス(ゴザッスル)」

を見せている。
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長音と促音とが対応関係に立ちがちであることは,多く言うまでもなかろう。

九州に特有の「ゴザッス(ゴザッスル)」は, 「ゴザ-ス」煩似のものと思われ

る。

九州では,歴史的には, 「ゴザッスル」 「ゴザッス」が,早くもその盛行を見

せたであろうか。今日も, 「ゴザッス(ゴザッスル)」ことばが,肥筑地方にか

なり広く兄いだされる。

「ゴザッスル」の形態は,島原半島や平戸島,あるいは筑前内などにも見ら

れやo

Oソ二デ　市スル。

そうでございます。

は,筑前若松市域での一例である。 (岡野信子氏の調査による。) 「ます」の「マ

ッスル」がおこなわれる所では, 「ゴザッスル」もまたおこなわれがちか。

「ゴザッス」, 「ゴザッシタ」, 「ゴザッショー」・「ゴザッシュー」, 「ゴザッシ

ェン」などの言いかたは,肥筑の地方にかなりいちじるしいものがある。

○アリガト　ゴザッシタ。

ありがとうございました。

は,天草下島での例である。

○ラ二二三二　ァン天イデ ゴザッショ　アタ。

そういうあんばいでございましょうよ。

○オタイクツデ　ゴザッショー。

○オタイクツデ　ガッショー。

お退屈でございましょう。

これらは,阿蘇南麓で聞いたものである。 「ゴ亭高手言-」が「ガッテ言一一」

ともなっている。

○首二 -チジューバッカデ　ゴザッシュ　モンデ。

もう八十歳ばかりでございましょうもの。

は,天草下島での一例であるo龍田太郎氏の「肥後南関方言類集　用言篇」
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(『方言と土俗』第四巻第八号　昭和8年12月)には,

「おッけでござッしユ(ごッしユ)0 (敬語)
)　　　　　　　)　　　)　　　　)　　　)

というのが見える。 「人を慰ふ詞(お疲れ様)」であるという。 「ゴザッシュ」

が「ゴッシュ」ともなっている。

○コンモー　セカラシュ-　ゴ両手言-/ミッテ,コ言ノ　カ首肯寺号-y言

-　カ。

"今晩はおじゃまでしょうが,ここが貸されましょうか。"

は,筑前糸島半島の一例であるo 「ゴザッシュー(ゴザッシュ)」よりも, 「ゴ

ザッショー(ゴザッショ)」のほうがよくおこなわれている.福岡県下では,

「ゴザッショー」 「ゴザッショ」がふつうであろうか. 「ユッラ~す　ヨ　ゴザ

ッテ言。」 (=遠路のしたしい外来客をねぎらう調子日であるという。)は,太宰

府での一例である。

「ゴザッス」ことばの,他の活用形の例,二・三をあげよう。

○テ二モ ゴザッシェデ　ナー

何もございませんでね。

紘,天草下島の例である。

○ゴ亭㌻T~=ジャッタO

ございませんでした。

は,阿蘇南麓の一例である。

○ソ寺マン　ナ耳ル　モソジャ ゴサッシェン。

そんなになさるものではございません。

紘,長崎県平戸島の一例であるo

Oウレフ　ゴザッス　ヨ。

うれしゅうございますわ。

は,五島列島内の老女から聞いたものであるO・

『全国方言資料』第6巻の「福岡県福岡市博多」の条に見える,
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f--　ヨゴザッシェナゴテ

ええ　よろしゅうございますとも。

には, 「ゴザッシェナ」の言いかたが見えている。

岡野信子氏は,若松市岩屋のことばとして,つぎの言いかたのものを教示さ

れた。

ござっすメー

ゴザッセメ-

『佐賀県方言語典一班』には, 「ゴザッス」 「ゴザイマッス」の説明があり,

山.デゴザッス(山デゴザイマス)

私.デゴザッス(私デゴザイマス)

ガッスと同じ意にてガッスよりも上等なことばである。

「ゴザッス」を今,一段上等にいふ時には「ゴザイマッス」といふ。

としている。 -「ゴザッス」の簡約形「ガッス」もできている(P.309)

っぎに九州地方での「ゴザ-ス」を見よう。 (これが, 「ゴザイス」に関係の

深いものであることは,明白であろう。)

薩摩に「ゴザ-ス」があり,天草に「ゴザ-ス」があり,肥前内に「ゴザ-

ス」があり,福岡県下に「ゴザ-ス」がある。が,総じて「ゴザース」の勢力

はよわい。

○ヨ首　オテンキデ　ゴずニス。

よい天気でございます。 (人の家-行ってのあいさつ)

は,肥前西彼杵半島での一例である。熊本県下には,なお「ゴゼ「ス」との言

いかたも兄いだされるらしい。

中国地方では,おもに西半城が澄目されるo山口県周防東部では・

○オ-ヨー　ゴテイス。

お早うございます。
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との言いかたが聞かれるoまた,同地域に, 「ゴずイス」 「ゴ亭イシタ」の言い

かたも聞かれる。 『全国方言資料』第5巻の「山口県美禰郡秋芳町別府江原」

の条には,

mオ-≡-　ゴヤ-ス

おはよう,ございます。

というのが見える。 「ゴヤース」の言いかたがある。

広島県西部にも「ゴザイス」があり,島根県石見にも「ゴザイス」がある。

出雲地方は, 「ゴザ-(イ)ス」の言いかたがさかんである。私が出雲南奥で聞

いた例は,

○ソゲ三日了　ゴ事イ〔e〕ス　カイ亨ア。

そんなでございますかねえ。

○アテニデ　ゴ亭言イス。

あんなでございます。

〇六一 ス〔ii〕ンダ　フ〔Fii〕トガ オ-イデ　ゴザイショ-0

はや,済んだ人が多うございましょう。

などである。出雲地方では, 「ゴザ- (イ)ス」の「ザ」が「ダ」になっても

いる。 -このなまりも,かなりいちじるしいものがある。 「ゴザ- (イ)ス」

が, 「ザ- (イ)ス」「ダニ(イ)ス」ともなっている。 (ただし, 「ダニ(イ)

ス」は, 「ザ- (イ)ス」からよりも, 「ゴダニ(イ)ス」から生起しやすかっ

たか。).

oホン三千日　デでヤクショーテテ　ナサケネ〔eト　モソデ　ず=シ〔i]

ク　ワ。

ほんとに出百姓といったら,情ないものでございましたよ。 (老男)

は, 「ザ-(イ)ス」の一例であるO

出雲地方でも,以上の「ゴザ-(イ)ス」ことばは,だいたい老年層におこな

われていようか。隠岐のはあいも,だいたいそのようなのであるかと思う。
ノ

○マテ　ゴずイセ　ヤ.
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またおいでなさいよ。

は,隠岐の-老女が神都宏泰氏に語ったことばである。

中国地方の,以上のほかでは,岡山県下,美作地方に,いくらかの「ゴザイ

ス」が認められるO今石元久氏は,備前方面で,諸地点に「ゴゼ-ス」をとら

えていられる。

四国地方では,土佐ことばの「ゴザ-ス」が注目される。土井八枝氏の『土

佐の方言』には, 「ゴザース」例が多く見えている。たとえば,

〇一円でござ-す。

など。これは, 「此帽子はなんばぞよ。」 (此帽子はいくらだ。)の問いに対する

答えのことばである。 「ございます」を「ゴザ-ス」と言っている。土佐の「ゴ

ザ-ス」は,どの範囲におこなわれているものだろうかO広範囲におこなわれ

るものであったり,優勢なものであったりはしないのではないか。

孤立的な土佐の「ゴザ-ス」ことばにあい対するかのように,愛媛県下の内

海島唄,魚島に, 「ゴザイス」ことばが存在している。ここでは,目上に,

○オ-ヨ　ゴザイス。

お早うございます。

○キョ-ラ　サブ　ゴザイス　ノ-0

きょうはさむうございますね。

などと言っている。 (この島にはまた, 「ゴザイス」の転じた「ゴダイス」も聞

かれるようである。)

四国についてとりあげうることのすくないのにおなじく,近畿についても,

とりあげうることがすくない。すくないというよりもほとんどなくて,今は,

奈良県南部に「ゴザイス」ことばがあるらしいのを指摘しうるばかりである。

つぎに,中部地方となって, 「ゴザイス」ことばがそうとうに広く認められ
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るのは,興味ぶかいことである。北陸道に,まず,分布がたどられて,福井県

下に「ゴアイス」がある。

mオ-ヨ-　ゴアイス

おはよう　ございます。

(『全国方言資料』第3巻「福井県丹生郡織田町笈松」)加賀,能登に・ 「ゴザ

イス」ことばが兄いだされる。 「石川県輪島市名舟町」 (『全国方言資料』第3

巻)の例は,

f-　　アンガト　　ゴザェ-ス

ええ,ありがとう　ございます。

であるoここに, 「ゴゼァス」「ゴゼ-ス」などの言いかたもあるらしい。な

お,この名舟町の事例に, 「ゴゼッス」もある。

′エーニッ　アルガト　　ゴゼッスワ

ぇぇ。　　ありがとう　ございますo

促音のはいった「ゴゼッス」がおこなわれているとすれば,注目にあたいするo

「ァブノ　ゴゼッソナ」 (お気をつけてください。)というのも見えている。 「ゴ

ザイス」ことばが,さまざまな形でかなりよくおこなわれているらしいo北陸

を越後にたどると,越後北部は, 「ゴザイス」の,そうとうにさかんな所であ

るoここでも, 「ゴゼ-ス」 「ゴゼイス」などの転靴形が見えてもいる。

越後につづき,その南の長野県下に, 「ゴザイス」ことばがかなりよくおこ
.

なわれている。おもに北半地方のうちに「ゴザイス」があり,南半内にも「ゴ

ザ-ス」が兄いだされる。北信の埴科郡松代町に関しては, 「ゴザイス」こと

ばが有名である。

松代言葉をオイダレ(私達)きけば　-イコン(今日は)　ゴザイス

(御座います)クダシカレ(下さい)

との言いぐさがあるO (佐伯隆治氏「信州北部方言語法(下)」 『国語研究』第

十巻第八号　昭和17年9月)

「ゴザイス」は,山梨県内にもあるのかo
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静岡県下には, 「ゴザェ-ス」などがある。 『静岡県方言辞典』には,

○左様でござぇ-す

○おあっうごぜあーす

などと出ている。 『全国方言資料』第3巻の「静岡県掛川市上西之谷」のこと

ばには,

f-　　オ-≡-　ゴゼ-アス　アン

はあ,おはよう　ございます。

というのがある。

転じて,岐皐県下にも「ゴザイス」ことばの兄いだされるのを,指摘してお

きたい。 『全国方言資料』第3巻, 「岐阜県吉城郡古川町黒内」のごとはに,

mマ　　アリガト　　　ゴザイシタ

まあ,ありがとう　ございました。

とある。

中部地方の注目すべき分布に比較しては,関東地方では,見るべきものがは

なはだすくない。ただ,中部地方に関係の深い群馬県下に, 「ゴザイス」があ

る. (大橋勝男氏教示) 「ゴゼ-ス」もあるらしい。 (飯豊毅-氏による。 『福

島県史』第二十由巻「民俗　二」所収「第六章　言語生活」日南口42年3月)

栃木県下にも, 「ゴゼィース」 (御座います)があるという。 (大田栄太郎氏

『栃木県方言』　自家版　昭和5年2月) 『全国方言資料』第2巻の「栃木県那

須郡黒羽町」の条にも,

mアリガト-　ゴゼ-ス　ド-モ

とあ・」l。

北関東を受ける奥羽地方のうちに,いくらかの「ゴザイス」ことばが兄いだ

される。宮城県下には,

○オス言　ゴ亭オス〔ii〕O
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お早うございます。

○オアヅ〔ii〕- ゴ亭オス〔ii〕O

お暑うございます。

などの言いかたがある。

私の知り得たところによれば, 「ゴザイス」ことばは,とかく奥羽の東がわ

にたどられる。岩手県北の一例は,

I - I .-　　　　　　) .  、　:　　- ・　こ　　'・ii　　蝣・　ォ

雨があんまり降らねばようございますなあ。

である。このはあい, 「ゴジェス」とあって, 「ゴジェース」ではないけれども,

この「ゴジェス」は, 「ゴザイス」相当のものかと思われる。青森県下にはい

っての東南部では,

○テリ〔i〕ガト　ゴジャ-ス〔ti〕.

ありがとうございます。

○ゴタゲ〔弓〕デ　ゴジャース〔ti〕。

ご大儀でございます。

のような言いかたが聞かれる。 『全国方言資料』第1巻の「青森県三戸郡五戸」

l'>態に,

′マンツ　アリガトゴジャス

どうも　ありがとうございます。

というのが見えるが,この「ゴジャス」も「ゴザイス」系のものではなかろう

か。能田多代子氏の『五戸の方言』には, 「お晩でござ-す。」というのが見

えている。 (五戸の昔話にも, 「ごぜアす」との語り口があるらしい。)寺井義

弘氏の『青森県南部方言考』にも,

そうでございます　そうでごぢェァす　ソウデゴヂュアス

というのが見えている。

なお工藤祐氏は, 「買物吉葉」 (『民間伝承』第十九巻第九号　昭和30年9月)

で,
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なお又今は専ら南部地方の敬語としてのみ使用されている対老敬語「ゴ

ジャス」が弘前市近郊の-町田などに徴かながら昔の面影をとゞめて残存

しているらしいが,

と述べていられる。

以上の全国状況をかえりみて,まず,九州域の「ゴザッス(ゴザッスル)」こ

とばが注目される。中国地方では,ものがおもに山陰がわにあり,四国近畿に

は分布がすくなくて,中部地方に分布がやや多い。歴史的に見て注意される,

国の中央方面が空白的である。北関東から奥羽にかけての点在分布は,注視す

べきものである。

「コザイス」が諸転靴形を見せつつ,このように,東西に分存しているのは,

私どもに「ゴザイス」ことばの全国的な流布を考えしめるのにじゅうぶんであ

る。直接に「ゴザイス」ことばそのものが広まったのではなくても, 「ゴザイ

ス」ことばをおこすような要因が,国内の広くに伝播するところがあったろう。

中央方面で,今日それが空自状況なのは, 「ゴザイス」ことばないし「ゴザ

イス」表現の方途が,他の表現法によって,とってかわられたということでも

あろうか。

ともあれ,上に分存と称した, 「ゴザイス」ことばの今の分布状況は, 「ゴザ

イス」表現法の,あすに生きる力を思わせるものではない。すなわち, 「ゴザ

イス」ことばは,いよいよ衰滅の方向をたどるであろうことが推察される。

第六節　ゴザス系のもの

-　ゴザス

「ゴザイス」につぐ略形の一つは, 「ゴザス」である。 「ゴザッス」からもま

た, 「ゴザス」はできやすかったろう。
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今日, 「ゴザス」もまた全国の諸方に兄いだされて,その,広い範域での存

在が注目される。

まず,九州地方に「ゴザス」の分布がいちじるしい。はじめに,九州南部,

薩隅地方の「ゴザス」がとりあげられる。

ここで一つの問題は,さきの「ゴザッス」の見えなかった薩隅地方に,なぜ,

「ゴザス」はよくおこなわれているのかということである。九州の「ゴザッス」

地方,すなわち肥筑の地方に, 「ゴザス」もまたよくおこなわれているのは,

受けとるのに困難をおぼえないことがらである。 -「ゴザッス」は,容易に

「ゴザス」にもなったであろう。

方言上の事象の出現・不出現には,ときに合理的推測を越えるものがある。

何かの対他関係あるいは前後関係などで,ときに非合理的にも新事象の生成を

見せることがあるO薩隅地方には, 「ゴザル+モス(申す)」の表現習慣がいも

じるしくて, 「ゴザリモス」は「ゴザイモス」となっており,この「ゴザイモ

ス」からは, 「ゴザッス」などには関係なく「ゴザス」ができたようである。

-「ゴザンス」は経由したとしても, 「ゴザッス」はひきおこさなかったと

いうことなのか。

さて,薩摩東南部出身の瀬戸口俊治氏の言をここでお借りしておきたい。

日南薩では「ゴ亭イ盲ス」と言い,かならず「モ」が出る。 「ゴザンス」

「ゴザス」は町こAとはだとの意識があるo"

氏の言には, 「ゴザンス」「ゴザス」と「ゴ亭イ首ス」との対比があって, 「ゴ

ザッス」はなんらここに登場しない。

「ゴザッス(ゴザッスル)」地方(だいたい肥筑地方)は, 「+モス(申す)」の

表現法をとることはない。 「+マス」表現法がとられる。そうして「マス」を,

たとえば「マッシェン」などとも言っている。 「マッシェン」地方に, 「ゴザ

ッス」の「ゴザッシェン」などがある。 「+マス」に関係のない九州南部地方

では,肥筑地方ふうの「ゴザッス」は,生じるべくもなかったことかとも思わ

れる。
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以下,薩隅地方の「ゴザス」ことばを見ていこう。トカラ列島の硫黄島でも,

j「お早うございますO」のあいさつで,

○コソチヤ　マダ　ゴザシタ。

のような言いかたをしている。目上-のことばであるという。甑島にも「ゴザ

ス」があり,薩隅本土に「ゴザス」がさかんである。
ノノ

○ゴザシ　ト-.

ございますよ。

これは,薩摩西南端の笠沙町で聞いた例であるが, 「ゴザス」が「ゴザシ」形

になっている. 「ございました」は,むろん「ゴずシタ」である。大隅東岸の

「ゴザス」例をひくなら,

○イテン　ゴザス　カイナー。

どんなでございますかいなあ。

などがある。

さきの笠沙町の例,

0--・　ゴザンデ　ナ-0

・ございますでねえ。

などの「ゴザソ」は, 「ゴザス」の「ゴザソ」か。 (「ゴザル」の「ゴザン」で

はないのだろう。)鹿児島県下に, 「何々　ゴザン　ド。」などとの言いかたは

さかんである。

薩隅(-鹿児島県下)の「ゴザス」ことばそのままのものが,日向西南部

にたどられる。日向中部西奥でも,

○アリ斉T　ゴ亭貢　テ-O

ありがとうございますね。

というようなのが聞かれる. (児湯郡下にも「ゴザス」がある。)-西奥地方

に, 「ゴザッタ」とともに「ゴザイタ」があるというが,後者の「ゴザイ」は,

「ゴザス」の連用形の「イ」音便形であろう。

熊本県では,全般に, 「ゴザス」がよくおこなわれているようである。天草
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諸島にもこれがいちじるしくて,各地で,

○オス言　ゴずスo

お早うございます。

○アリガト　ゴザシタ。

ありがとうございました。

などと言っている。

〇二こ=~石　テ㌻万トキャ　才~㌻タ コタ　ゴザスバッチ,アンクーo

はい,若い時は行ったことはございますけれど,ね。

は,天草下島西南岸の一例である。天草の「ゴザス」ことばでは, 「ゴザス」

形・ 「ゴザシ」連用形がなかんずくよくおこなわれていようか。肥後本土南部

では,水俣方面の「ゴザス」が注目ざれる。

○オメデト　ゴザス。

おめでとうございます。

は,八代の一例である.つぎに阿蘇山南麓での「ゴザス」ことばをあげるなら,

○ゴフ車~㌻二デ　ゴ亭ラ斉二。

ご不興でございました。 (藤原があいさつして辞去するのを送ってく

れる老男のことばだった。)

○ひる　はたらいて,よる,夜学に　イオンデ　ゴザス　タイ.

--行ったのでございますよ。　　(老女-藤原)

などがある。

長崎県下にも, 「ゴザス」がそうとうにおこなわれているらしい。島原半島

にこれがあり,長崎市・-佐世保市の方面でもこれが聞かれるo

oキ。-ワ　サム　ゴザス　テO

きょうはさむうございますね。

は,平戸島のことばであり,

○オーキニ　アリガト　ゴザシターo

どうもどうもありがとうございました。
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紘,生月島のことばである。

○ドチラデ　ゴザス　カ。

どちらの学校でございますか。　(四十歳女一二十歳男)

紘,壱岐島のことばである。本県下でもやはり「ゴザス」形がよくおこなわれ

ており,ついで「ゴザシ」連用形が見られる。 「ゴザセ」例では,五島の,

○ダテジャ　ゴ亭盲ン.

らくではございません。

のようなのがある。

ところで,肥前も佐賀県下には,

か。南部-地での一週間調査では,

「ゴザス」ことばがさほど兄いだされない

「ゴザス」を求めたけれども得られなかっ

た。

福岡県下に, 「ゴザス」がさかんである。やはり「ゴザス」形がよくおこな

Ibれているo

oヤッ天　アッテ下コロデ　ゴザスo

(鉄道開通のちようちん行列は)やはり,あったどころじゃございま

せん。ありました。 -当然ありました。

紘,博多湾西の糸島半島のことばである。なお,糸島半島での「ゴザシ」例を

出すなら,

○ム首シノ　「才一」ワ ワ-ノレカ 才ミノ　「言-」デ　ゴ事シタ。

昔の「ねえ」はわるい意味の「ねえ」でございました。

(老女-藤原)

などがあるo筑前東部にも「ゴザス」ことばがおこなわれており,

○イ-言。アリガト　ゴザシテo

いいえ。ありがとうございました。　　(中女)

などと言っている。

○ヨテ三~　ィッデモ　タ萌ルゴト　ゴ幸スo

よそに行ってもおどろくようでございます。
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は,筑前の若松市内のことばである。 (岡野信子氏による。)

福岡県下の豊前分には,だいたい「ゴザス」ことばはおこなわれていないよ

うである。これにつづいて大分県下に, 「ゴザス」ことばが見えず,宮崎県下

の,まずはだいたいにもまた, 「ゴザス」ことばが見られない。九州も東半面

となると,問題の「ゴザス」のおこなわれていないのが注目される。

九州の,上のような状況につながって,中国地方もまた,今日, 「ゴザス」

ことばを見せることがよわいO　ことに山陽道がわのだいたいは, 「ゴザス」空

白地帯になっている。

ただ山陰がわに,いくらかの「ゴザス」がある。吉川隆美氏は, 「ゴジシタ」

が,島根県安濃郡川合村の七十歳前後の老人に聞かれるよしを,かつて私に報

じてくれられた。 「ゴ.i;シタ」は, 「ゴザシタ」に近いものだろうか.鳥取県下

には, 「ゴザス」がかなり兄いだされるか。

○オ-ヨ　ゴザス-。

お早うございます。
ノ

は,東部のあいさつことばである。「よう　ございます。」を「ヨー　ゴザス。」

と言うのなど, 「ゴザス」ことばは,もはや老人ことばと言いうるものになっ

ていようか。

岡山県東北部にも, 「ゴザス」が兄いだされる。 (神部宏泰氏・室山敏昭氏に

よる。)因幡方面のとのつづきというものであろうか。

四国もまた,九州東半面の状況につながるかのように,ほとんどその全域が

「ゴザス」空白の状況を見せている。ただ,愛媛県南部に「ゴザス」ことばが

あって,宇和島市では,

○キョ-ワ　耳ム　ゴずス　デー.

きょうはさむうございますねえ。

などと言っている。県南辺では,かつて,人が"「ゴザス」は「ゴザイマス」

のつぎの位のもの。"と言うのを聞いた。

中四国につながる近畿地方はどうであろうか。兵庫県播磨では,
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oユーテヤ　ゴ亭ス　マイ。

先方は,何も言われはしますまい。

○モッテ　カ言ル京ドノ　モアデワ　ゴザ-ンケドO

持って帰るほどのものではございませんけれど。

などの言いかたがされている。 -未然形の「ゴザ-」が注目される. 『全国

方言資料』第4巻の「兵庫県城崎郡城崎町飯谷」の条には,

mオ-冒-ゴザス

おはようございます。

とある。

大阪弁にも, 「ゴザス」「ゴザ-ん」があるol(「あった」と言うべきものなの

かもしれない。)

京都府丹後方面には, 「ゴザス」があって,

○オアツー　ゴザス テ一o

お暑うございますねえ。

などと言っている。国語学会編『国語学辞典』 (東京堂　昭和30年8月)の「近

畿地方の方言」によるのに,奥丹波にも「ゴザス」があるらしい。また, 『全

国方言資料』第4巻の「京都府京都市」の条にも「ゴザス」の用例が見える。

m-　　　　モー　コレデ　トリアユズ　シソL,-サシテ　ィタダキマスデ

・もう　こ`れで　とりあえず　失礼させて　　　いただきますで

ゴザシテ-

ございますので-- 0

などとある。

奈良県下では,吉野郡上市町のことばに, 「殿さんの宮さんは高取にもゴザ

スシ。」というのがあるという。 (岸田定雄氏「大和諸藩の武家言葉とその影響」

『近畿方言双書』第一冊ー近畿方言学会　昭和30年4月)

近畿では,以上のはかの地については,今,私は, 「ゴザス」ことばを指摘

することができない。
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中部地方も,全般に「ゴザス」がまれである。

福井県下には, 「ゴザス」がある。打消は, 「ゴザセン」とも「ゴザ-ン」

とも言っている。

つぎに私が指摘しうるのは,静岡県御前崎の「ゴザス」である。

○ア育㌻テ　ゴ盲二ジタ　ホ-ガ　盲二　ゴザスo

上がってごらんになったほうがようございます。

○ソ-デ　ゴ亭貫　首-.

そうでございますねえ。

などと言っている。 -老年層に「ゴザス」は存在しているらしい。

関東地方がまた, 「ゴザス」を見せること,まれである。

千葉県下に,

○オヤカマシュー　ゴザシタ。

などのあいさつことばがあるらしい。

栃木県下では,かつて,

oT二デ　ゴザス　タイ。

そうでございますよ。

というようなのを聞いた。 -老男のことばであった。

東北地方に, 「ゴザス」ことばのやや見るべきものがあるか。

福島県下,会津で,

○オメ〔e〕ザメ〔9〕デス〔ii〕 ・・,,  .-. ..　_ .,・一　・　ji

お目ざめですか。お早うございます。

などと言っている。

宮城県下では,松島湾岸の一週間調査のさい,おもには老年層の人たちから

(とくに老男から),たびたび「ゴザス」ことばを聞くことができた。

○ワすシャ アンス〔ti〕ンデ ゴ事ス〔ii〕。

私は安心でございます。　(老男-中女)

○下ニモ　ゴッテ㌃サンデ　ゴザシ〔i〕百二o
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どうもごちそうさまでございました。 (辞去)　(中女)

などと言っていた。

『山形県方言集』には,

ござへん　gozahen　連続語　御座いません　村山

などというのが見える。

秋田県下では,東南部の田沢湖近くで,

○ド-モ。 オ-ヨ ゴザス〔ii〕。

どうも。お早うございます。

というのを聞いている。 (これは,ことによると, 「ございます」の共通語のつ

もりで言われたことばなのかもしれないこ-と思っている.)

岩手県下では, 「ゴザス」ことばが,かなり方々に兄いだされるのかo私は,

盛岡市南方の地のことば,

○ニ,アリ〔i〕ガト　ゴザシ〔i]タ。

はあ,ありがとうございました。 (店の主婦-客人)

を聞いており,また,県中部東寄りの山地で,

○オi7,シ〔Li]亨手　首ザス〔ii〕。

わしは知らないんです。 (わらび餅のつくりかたのこと) (老男)

○アリ〔りガト ゴ亭ス〔ii〕.

ありがとうございます。

などの言いかたを聞きとめている。この後二例は,老男のことばであったが,

これらのカードを検閲してくれた土地の識者は, =ここでは,ゴザソスでなけ

れば候はない。日と注してくれていられる。 (しかし,私は,他の老女たちから

も, 「アシすモ　カ弄㌻　コッテ　ゴ亭ス。」「あしたもかかることでございま

す。」<この草とりしごとは,あすもかかるだろうと思われる,という話しであ

る。>などというのを聞いた。)

青森県「南部」にも「ゴザス」があるか。私は, 「南部」の南辺で・

○ゴ盲言ク〔ii〕エンデ　ゴザス〔i]デスlti〕o
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五百円でございますね。 (五百円を受けとってこう言った。)

というのを聞きとめている。

以上で, 「ゴザス」ことばめ全国動態をかえりみるのに,まず,九州の西が

わに「ゴザス」ことばの勢威のつよいのが注目される。東北地方の叙上の状況

は,九州の状況に見あわせて受けとる時,散在状況ながら,その存在が,かな

り意味ぶかいものに思われる。

もとは, 「ゴザス」の言いかたも,広く全国的におこり得たのではないか。

--あり得たのではないか。 「ゴザス」が, 「ゴザイマス」からの,かなりは

なはだしい略形ではあるにしても, 「ゴザリマス」 「ゴザイマス」などの「ザ」

音は,たしかに保有している。 「ザ」音を保有し得ていれば,そういう形態は,

簡潔ながらも, 「ございます」的なものをかなりよく示しうるかもしれない。

そういう「ゴザス」は,つまり「ザ」ゆえに,本来,分布の普遍性をそなえた

のだったかもしれない,と考えられる。

「ゴザス」とあって「ザ」音が保有されているのにふさわしく, 「ゴザス」

ことばは,これを存するどこのはあいにも,かなりよいことばとして生きてい

るようである。

「ゴザス」分布の様態は,上述のとおり,関東・中部にごく粗であり,旧来

の,国の中央,近畿地方にもまた,おおよそ粗であって,中国四国にもまずは

粗である。 -中四国では,山陰方面と愛媛県南部とにその分布がとくに認め

られて,中四国での「-ゴザス」退存のさまが,ことに明らかである。要するに,

「ゴザス」ことばは,全国的に見て,衰亡の道をたどっていると解される。九

州などでは,なおしばらくこれが独特の役ありをになうでもあろうが,それに

もかかわらず,私どもは, 「ゴザス」ことばが,将来,広い地域であらためて

重要視されるようになるだろうなどとは,考えることができない。
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二　ゴアス　ゴワス

「ゴザス」の変化形としたら, 「ゴザス」直下に「ゴアス」があろう。じじ

つ, 「ゴザス」ことばのよくおこなわれている九州薩隅地方には, 「ゴアス」

ことばもまたさかんである。

「ゴアス」は,発音上, 「ゴワス」とされやすい。 「ゴアス」「ゴワス」は,

両々あいともなっておこなわれていがちであるo

南島方面には, 「ゴザス」や「ゴアス」はないO九州南部となって,はじ埼

て「ゴザス」や「ゴアス」が見られることになる。

鹿児島県下では,全国でもとりわけ「ゴアス」がさかんであり,かねて「ゴ

ワス」もさかんである。

本県下には,トカラ列島内にも,種子島・屋久島・甑島にも, 「ゴアス」「ゴ

ワス」がある。

○言ブタ　オマンサンT　ゴテヒ　カ。

これはあなたさんのでござんすか。

紘,種子島の一例である。

薩隅本土の, 「ゴアス」 「ゴワス」のさかんなありさまは,とくに注目にあ

たいする。薩摩西南岸の一例は,
_.・-.

0アす了~ガ　センセイデ　ゴアス　ト-0

私の先生ですのよ。

である。 (「ゴワス　ト-」とも, 「ゴアシ　ト-」とも言う。)大隅東岸の例は,
_.ll-　4

○盲~ンニャ　ア才㌻　ゴアシタ-.

(夜のあいさつ) 「今夜はまだでござんした。」
ノ

○この　辺の　人は　ミテ　ヂフ-　ヒ丁タッ　ゴアヒ　カO

・-みんな地の人たちでござんすか。

○ココテタリワ　マジすガ　オー　ゴアンデ　テ-0

ここあたりは,ことばのまじりが多うござんすでね。
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などである。最後の例の「ゴアソ」は, 「ゴアス」なのか, 「ござる」なのか。

「ゴアス」を「ゴアシ」と言うことは多く, 「ゴアヒ」とも言う。また「ゴ

アイ」とも言う。 「ス」「シ」「ヒ」「イ」がならぶ。枕崎では,

○アイガト13'ァィ　テ二。

ありがとうござんすわね。

○サンカ　ヒ　寺アイ　テ二.

さむい日でござんすね。

などと言っている。

鹿児島県下に, 「ゴアス」ことを言う,
一.-A

Oゴアン　ガー。

などの, 「ゴアン」の言いかたが,かなりよくおこなわれているようである。

「ゴアソ_白ま「ゴアス」か。「キュテ　サ五　ゴテラドデー.」(きょうはさむ

うござんすよねえ。)<大隅南部例>などの「ゴアン」にも, 「ゴアス」が認め

られよう。
_-- I

傍証的なことにふれてみるo南薩枕崎では, 「ゴアン　ガー。」の言いかたになら
.I-　A

ベて, 「ゴザソ　ドナ-.」の言いかたをしている。この「ゴザソ」は, 「ゴザス」

ではないかO 「ゴザス」に対せしめられている「ゴアソ」は,やはり, 「ゴアス」

ではないか。

「ゴアソ　ガ」 「ゴアン　ド」(「ゴワン　ド」も),

(○オ-ソドワ盲ヵロ盲アン了Oお茶など植えたらようござんしょうよ。 (三十歳代女性) )

また「ゴアソ　デ」など,限られた濁音節の前で「ゴアソ」形が見えている。察す

るに,これらの濁音との関係で, 「ゴアス」は「ゴアソ」になっていったか。 (昭

和51年9月,上村孝二氏からも, 「ゴアソ」は「ゴアス」と考えてよい旨,ご教示

をいただくことができた。)

鹿児島市の南の谷山市などでは, 「ゴアッ」の言いかたもおこなわれている

という。

○キョji　ヨカ　オテンキ首二　ゴアッ　デーO

きょうはいいお天気でござんすね。
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0キョーす　ホン三　オメデトー　ゴデ㌻。

きょうははんとにおめでとう.ござんす。

これらの「ゴアッ」ほ, 「ゴアス」であろう。

鹿児島県下で, 「ゴアス」または「ゴワス」が, 「ゴヤス」になることもあ

るか。薩摩南部では,かつて,

○ケサ　言㌻　ゴヤシす.

「けさまだござんした。」お早うござんす。

とのことばづかいを聞いた。

鹿児島県下を出はなれると,九州に, 「ゴアス」 「ゴワス」のおこなわれる

ことはよわい。日向南部・熊本南部・長崎県島原半島などにわずかな分布があ

って,つぎには,福岡県下にやや目だたしい分布があるというのが,鹿児島県

以外での九州の大勢である。

宮崎県下では,その薩隅方言系の地域に, 「ゴアス」 「ゴワス」が認められる。

○ソ甘言　ソアラ　ゴテント嘉一o

そりゃそんなでござんすよ。

○盲~ヵ　ニ丁フ　ゴアス　テ二。

いい晩でござんすねえ。

紘,都城での例であるO

小林市域では,

○コテ　ァッ　首テテ　ナー。

こりゃ暑うござんすね。

のような言いかたをしているという。ここには, 「ゴアス」の「ゴアフ」が見

られる。 (日向内に「ゴアス」の「ゴアヒ」もある。) -小林市域に, 「ゴワ

ス」の言いかたもあるらしい。

以前,旧宮崎県女子師範学校の-生徒は,本県下(日向)南部の北諸県郡下

のことば,

○ソラ　ナニ　グワヒ　ドカィ。
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それは何でござんすか。

というのと,都城市のことば,

○ソラ　ナニ　グワン　ドカイo

それは何でござんすか。

というのとを教示せられたo (文書によるものであったo)上に, 「グワヒ」と

「グワン」との対応が見られるo 「グワン」もおそらくは, 「グワヒ」的なもの

ではないか。-この点でも,私どもは, 「ゴアン」または「ゴワン」の「ゴ

ァス」 「ゴワス」を考えることができるようであるo

『全国方言集』の「熊本県方言」の部には,球磨郡の「ゴ-サン」 (有りま

せぬ)というのが見えているo

『全国方言資料』第6巻の「長崎県南高来郡有家町」のことばには,

mアリガト　　　ゴアヒ

ありがとう　ございます。

などの言いかたがある。

福岡県下に「ゴアス」 「ゴワ刃の見られること,つぎのとおりであるo博

多湾西の糸島半島内では,

○ノー-ンキジャ　ゴワッシエソケンo

農繁期ではござんせんから。

などとの言いかたが聞かれるo 「ゴワッシェん」の終止形は, 「ゴワッ刃かo

「ゴワッ刈は, 「ゴザッス」「ゴアッス」に該当するoさて・私は,糸島半島

内で「ゴワッス」は聞くことができなかったo 「ゴザッシェん」相当と受けと

られた「ゴワッシェん」が聞かれただけであったo (ことによると,終止形「ゴ

ヮス」を用いるとともに,未然形表現では「ゴワッシ-ん」を言うことがある

のかもしれない。)

筑前で,私は, rゴザッシャル」とともに「ゴワッシャラん」を聞いたことがある。

太宰府方面では,

○サン盲ニラ言手首貢イブン　ナ首~「貢ラ~ス　テ-o
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山陽線もずいぶん長うござんすね。

との言いかたを聞いた。

福岡市域に, 「ゴアス」「ゴワス」があるo 『全国方言資料』第6巻の「福岡

県福岡市博多」の条について,それらを見ることができる。

筑前東部にも「ゴワス」ことばがあるらしい。嘉穂郡下では,

○ソゲン　コテ二　ゴワスマイO

そういうことはござんすまい。　(老男-老女)

のような言いかたをしているという。

岡野信子氏は,若松市域内について,つぎのような「ゴワス」ことばを見て

いられる。

○ニ耳ンジュリテレ-　キすデ　ゴワシチョロー。

二・三十里ほど北でござんしたろう。

中国地方を見る。

山口県下では,長門・周防に「ゴワス」の点在するのが認められる。

○サ言二デ　首ワス。

は,長門西北部での一例である。当地方で, 「ゴワス」は農家の老男に聞かれ

るものであるという。今は,まれのものになっていよう。

○言コワ　スズシュー　首ワス。

ここは涼しゅうござんす。

○ス寺ン　コトデ　首ワシタ.

すみませんでした。

紘,周防の平郡島の例である。 (国安功氏による。)

広島県下の安芸・備後にも「ゴワス」が点在する。

○すごすフ　ァすガト　ゴワシタO

どうもどうもありがとうござんした。

は,安芸西北隅の一例であるo
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0サ言二デ　ゴデス。

さようでござんす。

紘,備後三原市での一例であり,

〇二京三二　キ-テ　テルモンヂャ-　ゴテサック-0

(火縄の)臭をかぎつけて来るものではありませんでした。 (狐のこ

と)

紘,備後北部での一例である.ともに岡田統夫氏の教示によるものである'o氏

紘, "備後地方で「ゴワス」はすくない。"とも言っていられる。氏が,三原市

例としてあげられる,

○キョ貢ブヨリ　すコ-　ゴテラ~ドo　コトシャ-0

昨年よりは高いですよ。今年は。

○コレす-　jI--キュ-　ゴテラ　デ。

これよりは大きいですよ。

の二者での「ゴワン」は,九州南部の「ゴアン」を思わせるものであろう。三

原市の「ゴワン」も, 「ゴワス」系のものではないか。

岡山県下については,今,言うべきものがない。

山陰の島根県下に「ゴワス」がある。

○アメ〔号〕ガ　オー　ゴデス〔ii〕ケン。

雨が多うござんすから。

紘,出雲内の一例であるo (神部宏泰氏によるO)

鳥取県伯者内では,

○シモ首ルゼンワ　首クー　ゴアス　ダー。

下蒜山は低うござんす。

などの言いかたが聞かれる。 (室山敏昭氏による。)

中国地方での「ゴアス」 「ゴワス」分布は,以上の程度のもののようである。

およそ,劣勢の残存状況が認められるありさまである。



252

四国地方では,「ゴアス」「ゴワス」がよりいっそう劣勢である。私は,愛媛・

香川については,言うべきものを,何も持ち得ていない。

高知県下には,いくらか「ゴアス」 「ゴワス」が兄いだされるらしい。 (土

居重俊氏『土佐言葉』などによる。)

徳島県下に, 「ゴアス」 「ゴワス」の分布の,やや見るべきものがある。南の

山地部では,私も,老年者が「ゴワス」 「ゴワ-ン」などと,よく「ゴワス」

ことばをつかうのを聞いた。

○アン毒す　ヵテす~テ　ゴテ-ン。

あんまりかわりはござんせん。

本県下では,平地部にもかなり方々で, 「ゴアス」などが聞かれるのか。

○オ-ヨ-　ゴデス。

紘,私が鳴門市域で聞いたものである。県下に, 「ゴワス」相当の「グァ-ス」

もあるか。 「ゴヤス」というのもあるらしい。 『全国方言資料』第5巻の「徳島

県那賀郡延野村雄」の条には,

mへイ　アリガト　ゴヤス

とある。

つぎは近畿である。

兵庫県播磨のうちでは,老年層に「ゴワス」が聞かれる。

京都府下の丹後に「ゴワス」 「ゴアス」があり,

○ゴワ-ソ　ナー。

ござんせんねえ。

などと言っており,丹波内にも「ゴワス」がある。 (口ニラ　ゴテシタ　カo」

など。)京都市域にも「ゴワス」があるらしい。 『全国方言資料』第4巻の「京

都府京都市」の条にも,

m--　・ゴワへソノデスガ-

ございませんのですが,
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とある。

大阪の船場ことばには, 「ゴアス」 「ゴワス」がある。 『全国方言資料』第4・

巻の「大阪府大阪市」の条には,

/・　　　　アレ　ヤッ/くリ　ウレシ　　　ゴワッセ

・あれ　やはり　　うれしゅう　ございますよ。

などの「ゴワッセ」の言いかたも見える。、また,

fエー　シュジンモ　サッソクニナ　オヨロコどこ,7ガラン　　　ナリL

主人も　　　さっそくにね　お喜びに　　　上がらなければ　なら,

マへン　　　ゴワンノヤケド

ないので　ございますけれど,

との「ゴワソ」の言いかたも見える。 -「ゴワン」は「ゴワス」に相当する,

ものであろう。茂木草介氏の「<横堀川>と大阪の言葉」にも,

いかにも明治期らしい老人の船場人が店頭で「ごわ-ん」 「ごわす」 「ごね

ンな」というような薩摩言葉(伝承的に船場人には薩摩の蔵役人の言葉が

入っているといわれている)を使っているのを小耳にはさんだ記憶はある一

が,奥ではあまり聞かなかった。

とある。なお,牧村史陽氏の「大阪弁集成」 (『大阪弁』第-輯　清文堂書店

昭和23年4月)には,
I l l　　　　　　　　　　　　　　.　　　　　.. .　I l l

ゴワス-・ございます,文字に書くと薩摩のゴワスと同じなので大阪にこ

んな言葉があるのかとうたがう人があるが,これとはアクセントも違い・
I I                        I I I I

語調も全く違うもので, 「宜しごわ(ゴワス)」, 「そんなことごわへん
I  I

やろ」などゝ使用する

との記事が見える。 「ゴワス」の「ごわ」が注目される。大阪の市中で「ゴア

ス」 「ゴワス」がしきりにおこなわれてきたらしいことは,注目にあたいする。・

楳垣実氏の『京阪方言比較考』 (土俗趣味社　昭和23年5月)にも「ゴワス」

の記事が見えるo私は,大阪府下の南河内郡下で,つぎのような「ゴアス」を・

老男から聞いている。
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〇百-ンワ オイシ　ゴアス　ノヤ。

ごほんはおいしゅうござんすんですよ。

.「ゴアス」の三音節は,早口に発音されていた。 「ゴア-ン」の四音節もまた,

早口に発音されていた。

大阪府内で, 「ゴアス」が, 「ヨロシ　アス。」など, 「アス」に発音されても

いよ　・"},

和歌山県下にも,いくらかの「ゴアス」「ゴワス」がある。 (「ゴワス」の打消

は, 「ゴワ-ン」であるG)いずれにしても, 「ゴアス」 「ゴワス」は老年層の

・ものらしい。

奈良廉下の状況もまた,上述の和歌山県下のに似ている。 - 「ゴワ-ン」

とともに「ゴワヒン」もあるか。南部などに「アス」もある。

三重県下に, 「ゴワス」が比較的よく聞かれる。 (やはり老年層のものでは

.あろう。)つぎのは伊賀の実例である。

○オーキこ,アリガト　ゴワス。

ほんとに,ありがとうござんす。

.oォ-ヨ　ゴワス-0

お早うござんす。

・○-タラキサイ　テテラ　ヨロシ　ゴワシタンヤ。

はたらきさえしたらよろしゅうござんしたのよ。

調査時,年配の女性が,よく「ゴワス」ことばをつかうのを聞いた。

○言二,貢ニ　ゴワス。

ええ,多うござんす。　(老男-佐藤氏)

紘,伊勢北部の例である。 (佐藤虎男氏による。)

滋賀県下に関しては,今のところ,私は,湖西の,つぎの例をあげることが

できるばかりである。
器ら

し○コナイダカラ　サブ　ゴワシタ　デーo

このあいだからさむうござんしたからね。
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近畿に「ゴワス」(「ゴアス」も)が,かなり見られる。

つづいて中部地方である.福井県下の若狭には,南の近畿域とのつづきもよこ

く, 「ゴワス」が存在している。 『全国方言資料』第3巻の「福井県遠敷郡名

田庄村納田終」の条には,

mゴクローサンデ　ゴワシタ

ご苦労さまで　　ございました。

というのが見える。

北陸地方では,-私の経験によれば,つぎに,とんで富山県下に「ゴアス」:

「ゴワス」が見られる. (越前・加賀・能登の状況はどうなのであろうかo)
_　y

Oオサム　ゴアス-0

おきむうござんす。

○-言　ゴテシタ　ネ-O

早うござんしたねえ。

は,富山市西北部の例である。 --ここでは, 「ゴアス」は中年以上の人たち

に,ふつうにおこなわれているようである。その品位は,中の位のものである

とい・~-)-,

新潟県内では,北部に,

○サクラデ　ゴワスネス(桜でござし?ます)
~dー__ 、_J

との言いかたがあるo (佐渡兼吉氏「新潟県北蒲原郡憩村方言」 『方言誌』

iiiiiiiiiiiiiiiiiiia

第十八輯　昭和12年1月)

岐阜県下に, 「ゴヤス」がある。 『全国方言資料』第3巻の「岐阜県吉城郡

古川町黒内」の条に,

m--　アリガト　　　ゴヤス　　　　マ-

はい,ありがとう　ございます,まあ。

というのが見える。

長野県下に,言うべきことがやや多い。県下の中部・北部のうちに「ゴアス」
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があり,また,同地域に「ゴワス」のよりつよいものが見られる。

○アリガト　音ワス.

ありがとうござんす。

○オツ万石テ　首ワス。

おつかれでござんす。

:『信州上田附近方言集』には,

ゴワスイ　　ござりますよ(ワイ)

オンゴワショー　　(句)　　ございませうの意。

の記事が見える。青木千代吉氏の『信州方言読本　語法篇』には, 「ごわす」

についての,
°　°

この語は時に「が-す」と靴って発音され,更に「そうであす」 「ありが

とわした」などとも言われる場合があったりして,

との記事が見える。

静岡県に関しては,今, 『全国方言資料』第7巻の「静岡県安倍郡井川村田

代」の条の,

mアヨゴアシタ

お早うございました。

をあげることができるo (県下に, 「ゴアス」の「ゴアン」「ガ-ン」もあるのかどうか。)

関東地方に関しては,今,手もとには,次下の二例があるばかりである。

・mア-　ケッコデ　　ゴアシター

けっこうで　ございました。

これは, 『全国方言資料』第2巻の「東京都」の例である。

○--言一　首ム　ゴアス　有-

ええええ,さむうござんすねえ。

これは,千葉県東岸中部での例である。
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東北地方についても,今,私が指摘しうることはすくない。

『山形県方言集』には,

ごあすまえ　goasumae　連続語　御座いますまい　庄内

が見える。

岩手県下に,いくらかの「ゴアス」 「ゴワス」があるらしい。小松代融-氏

の『岩手方言の語嚢』の「旧伊達領」-の部には,

-ゲァス　　よいです

というのが見える。 「ゲァス」は「ゴアス」に近いものかどうか。

東北地方も,とくに青森県下には,言うべきことがやや多い。県東域のいわ

ゆる「南部」に, 「ゴアス」「ゴワス」が認められる。かなりつよいおこなわれ

かたがあるか。 「南部」南辺での私の一週間調査では, 「ゴアス」の広くさか

んにおこなわれるのを聞くことができた。
ノ

○オフ手フデ　ゴアス〔也〕-O

(夕刻のあいさつ)

○サン云~ニ　ゴァスベ-　カO

さむうござんしょうか。

中年以上の男女の人たちに, 「ゴアス」がふつうにおこなわれている。五戸・

八戸の地方にも「ゴアス」がおこなわれており, 「ゴアス」が早口ぶりに発音

されもしている。

○オス言　ゴアス。

お早うござんす。

は,八戸の一例である。十和田湖畔で私が聞き得た「ゴアス」例は,

○オバンデ　ゴテス〔凸〕。

こんばんは。

○ムッすド　セテニ　ナッデ-　アリガト　ゴTス〔d〕o

いつもおせわになってありがとうござんす。

などである。ここでは「ゴワス」も聞かれた。 「ゴワス」について土地人は,
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=八戸ことばのはいったものだ。"と語った。

東北地方中,この青森県東城に,別して「ゴアス」 (「ゴワス」も)がさかん

なようでもあるのは,注目すべきことである。

北海道に関しては,今,言うべきことがない。

以上「ゴアス」「ゴワス」について,全国状況を見てきた。 「ゴアス」に対

する「ゴワス」は,もっともしぜんの転靴形と見られるものであり,二者はた

がいに随伴しあってもいる。じつは, 「ゴアス」に発言したつもりであっても,

「ゴワス」に聞こえることも多かろう。 「ゴアス」から「ゴヤス」 -の転靴も,

ごくしぜんのことと見られる。それにしても, 「ゴヤス」の存立はすくない。

「ゴアス」 「ゴワス」は,九州南部にいちじるしいものがあり,中国四国に

は分布がわりあいよわくて,近畿地方にはやや見るべきものがあり, -この

点　近畿以西の,国の西半域の分布が注目されて,かつは東北隅の,いわゆる

南部地方の分布が注目される。九州南部と奥羽北部との対立状況が,多少,見

られないではない。

「ゴアス」 「ゴワス」が全国的なものであり得たことは,明らかであろう。

しかし,その存立はしだいにふるわなくなって,今日は,残存状況が顕著であ

る。 -中部地方・関東地方の状況を見ても,そのことが明らかである。日々

に衰退の道をたどっているのが「ゴアス」 「ゴワス」ことばであろう。

三　ガース

「ゴアス」にならべて「ガ-ス」を見る。

「ゴアス」と「ガ-ス」とはあい近いものとも考えられるけれども,すでに

「ガ-ス」となったものは,その昔の聞こえのゆえに,独自的であると見られ

る。ただし,これの分布は限られている。岡山県下・徳島県下・大阪府下・和

歌山県下・長野県下・静岡県下に,その散在するのが認められる。
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岡山県下では,美作地域にやや色濃く「ガ-ス」が存在しているようである。

作州西部の例だと,

○オ-ヨー　ガ-ス。

〇百ンダト二　万二言ン。

まだ耳が遠くはござんせん。

などである。作州西部出身の今石元久氏によれば, 「ガ-ショー」 「ガ-シタ」

などもおこなわれているという。

「ガース」に近い「ガェ-ス」も存在しているか。作州に, 「ゴザイス」などからの

「ガイス」の「ガェ-ス」もあるかもしれない(p.310)

徳島県下では,私自身は,南部で「ガ-ス」ことばを聞いているo南部山地

の一例は,
__.・ t

oフ丁ラ青　首ト　亭丁二ヰン　斉ニシテ　ナー。

ふとんがもとたくさんありましてね。

である。 「ガ-ス」は老人語だとのことであった。県南ばかりにではなく県北

内柾も,

○ユニ　ォテンキデ　斉二言O

いいお天気でござんす。　　(中男-中男)

などの言いかたがある。県下に, 「ガー-ン」 (ござんせん)などの言いかたも

あるという。 (宮城文雄氏「徳島方言概観」 『徳島大学学芸紀要(人文科学)』

第Ⅴ巻　昭和30年9月)

大阪府下では,南要氏の『和泉郷荘村方言』に,

調的　ai-r&-d-

美味しうございます

との記事が見える。

和歌山県下に関しては,和歌山県女子師範学校編の『和歌山県方言』の「ガ

-ス」を引用することができる。

ガアス　　　　ございます
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また,楠本実二氏の「寒熊野地方の言語」 (地方史研究所『熊野』地方史研

究所　昭和32年7月)の中で,

新宮では「ガ-ス」高池に行くと「アース」となる‥・・・

とあるのを見ることができる。

長野県下の「ガ-ス」は,青木千代吉氏の『信州方言読本　語法篇』に見え

る(P.256)

静岡県下では, 『静岡県方言辞典』の,

お早うが-す　ゴザイマス

と,坂野徳治氏『静岡県島田方言誌』 (三琳苫屋　昭和37年12月)の,

ガ-ス　　ございます　御座います

とを引用することができる。

第七節　ゴイス系のもの

-　ゴイス　ゴエス　グース

「ゴイス」 「ゴエス」「ゲ-ス」が問題とされる。

「ゴイス」は, 「ゴザス」に対立するものと考えられる。 (-対立の地位

にあるものと見てよいように思われる。) 「ゴザイス」から「ゴイス」ができた,

というようなことがあるかもしれないけれども,できた「ゴイス」は,まさに

「ゴザス」に対応するさまのものと見られる。

「リ」は「イ」に転じやすい。しかし, 「ザ」は「イ」に転じやすいかどうか。 「ゴ

ザス」から「ゴイス」がうまれたとすることは,容易ではあるまい。あるいは, 「ゴ

ザイス」>丁ゴイス」の線が考えやすいのであろうか。 -この出自考にしたがえば,

「ゴイス」は,さきの第五節でとりあげた「ゴザイス」の条下でとりあつかったほう

が,よりよいことにもなる。が,今は, 「ゴイス」の生態にかえりみ,これの共時論

的処置を重んじて,出自はともあれ, 「ゴザス」に対立するものとして「ゴイス」

をとりたてる。
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ゴインス

「ゴイス」関係のものに「ゴインス」がある。石橋重吉氏『若越の方言』(安

田書店　昭和22年10月)に, 「ゴイス」にならべて「ゴインス」をあげている

のが見られる。 (ちなみに, 「アリガス」にならべて「アリンス」をあげてもい

る。)

以下, 「ゴイス」 (「ゴエス」・「ゲ-ス」)の記述にしたがうo

九州地方では,大分県下に「ゴイス」が認められるばかりである。このさい,

九州の他地域が「ゴイス」に無関係であるのは,注目をひく。大分県下などの

九州東北部地域は,中国地方との方言連関を示しがちの地域でもある。

さて中国地方となると,山口県下に「ゴイス」がよくおこなわれている。
u　　器ら

○ソ-デ　ゴイス　ノー.

そうでござんすね。

紘,周防島興部での一例である。

〇号-　ナラテ　首オス　7-。

まあなんでござんすねえ。

は,周防本土東部内の一例である。県下に, 「ゴエス」の言いかたもよくおこ

なわれている。 「ゴ-ショー」「ゴ-セン」などとある。国安功氏によれば,局

防平郡島では「ゴェース」などとも言っているという。さらにはまた,

○テニ-　シテラテ　才一ス　カO

"どうされました?"

などとも言っているという。 -国安氏は,この例を老男の発言としており,

かつ「古風な表現である」としていられる。 「ゲ-ス」は, 「ゴエス」などか

らしぜんにできたものか。 「ゴェ-ス」も「ゲ-ス」に近い。

広島県下にもいくらかの「ゴイス」が認められる。ただし, 「来る」ことを

言う「ゴイス」も混在している。
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oイ言ニ　ゴイス　カイ。

うちにいらっしゃる?

は,安芸西辺での,当の「ゴイス」例である。

岡山県下には,北部内に「ゴイス」があるか。

中国地方の山陰がわには,「ゴイス」が見えないようである。概して,九州地

方に「ゴイス」がなくかつ山陰にもこれがないのは,意味のあることと思われ

る。すなわち,えてして古態の現象を示しがちの双方が,今は,あいともに,

「ゴイス」を示していないのである。 -「ゴイス」などという変形は,もはや

地域的な偶然形とも言いうるものなのか。

四国地方には「ゴイス」が見られない。

近畿地方にもまた,概して, 「ゴイス」が見られず,ただ和歌山県下に「ゴ

イス」がある。 『和歌山県方言』には, 「厭でゴイサ」などとある。 「ゴイサ」

紘, 「ゴイス　ワ」に相当するものか。県下の「ゴイス」は,南部域に認めら

れるものである。さきの楠本実二氏も, 「奥熊野地方の言語」で,

大島の須江では

そうでゴイサ。 (そうでございます)

となるのはよいとしても,これが否定の意味を持つ場合になると

そうでないゴイサ。

と述べていられる。岸田定雄氏も「熊野のことば(上) -瀞峡・北山峡附近

を中心として-」 (『和歌山方言』 3　昭和29年12月)で,

大島あたりでは此のヤニコイを全国方言辞典でも挙げているように「大変,

大層」の意に用い

ヤニコイゴイサ　　(沢山ある)

と説いていられる。

四国・近畿に, 「ゴイス」の,広い空白地域が認められる。にもかかわらず,

近畿の状況に関連を示すことの多い北陸の福井県下となると,ここは「ゴイス」

ことばを示すことが,じつにさかんである。
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越前の広くに「ゴイス」ことばがおこなわれており, 「ゴエス」の言いかた

ち,ある程度,混在する。

○イクラ~デモ　ゴイス。

いくらでもござんす。

○言ブタビワ　三二　ァン井手デ　オメデト-　百才1元

このたびはいいあんばいで,おめでとうござんした。 (結婚について

の老男のあいさつ)

などは平地部の例であり,

○コドモ　ツレチッテモ　ずフノ-　盲千言　ヶ～7-.

日子どもをつれていってもさしつかえございませんかねえ。"

○アリ弄ト　音三シタ。

ありがとうござんした。

などは,東山地部の例である。

橘正一氏の「デス・ダス・ドス」 (『コトバ』第七巻第三号)には, 「越前大野郡で

はゴエソスといふ。」との記事が見える。

「ゴイス」の打消形は, 「ゴイセん」とも「ゴイ-ん」ともある。

北陸では他に,新潟県下, 『頚城方言集』の「ゴエス」が指摘される。 「ゴ

ツツォ-でゴエス」 (御馳走でございます。)などとある。

中部地方では,いま一つ,山梨県下で「ゴイス」ことばのさかんなのが注目

される。県下に名だたしい言いぐさは,

つてンデ　メタメタ　イナヨ　ゴッチョデ　ゴイス　　(早く　いくどもい

くども　気もちがわるい　ごやっかいで　ござんす)

である。例の奈良田方言では,そのあいさつことばに, 「ゴイス」の使用がい

ちじるしい。私が山梨県西南部内で聞き得た「ゴイス」例は,

○ブラ㌻=ホ-デ　盲才シタ。

お粗末でした。 (老女の,客人を送ることば)
ノ

〇二丁ニャン.亭T-ワ　ゴク首サンデ　首アシタ　ヨ。
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おばさん。きょうはご苦労さんでござんしたわね。  (中女-老女)

などである。

○オスフデ　首オス。

(夕方の,おつかれさんでというあいさつ)

紘,甲府での一例である.瀬川敏氏は, 「『坊』と『ぼこ』 (山梨県国中地方)」
ヽ　ヽ　ヽ　ヽ

(『言語生活』第七十号　昭和32年7月)で, 「よくねェ,おうちのぼこだちは

いい成績だそうで=- --ほんとにようごいすじゃん」との会話例をあげていら

れる。

関東地方に「ゴイス」はない。

東北の一般にもこれが見られなくて,ただ北端の津軽には,なぜか「ゴイス」

「ゴエス」の,かなりいちじるしいものが見られるo

oァリガf=　ゴイス〔Ji〕o

ありがとうござんす。

などと言っている。打消形には, 「ゴ--ん」などがあるo

北海道地方に関しては, 「ゴイス(ゴエス)」ことばの言うべきものがないo

以上にしたがって, 「ゴイス」ことばの存立と活動とをまとめてみるo 「ゴ

ィス」はしぜんに「ゴエス」とも転じており(-東北地方では, 「ゴイス」

のつもりの発音も,しぜん, 「ゴエス」の発音になっており), 「ゴエス」から

は「ゲ-ス」ができてもいるO (「ゲ-ス」の短呼が「ゲス」となってもいるo

ただし, 「ゲス」の存在はさまで多くはないのか。)

さて,上記の諸相を呈する「ゴイス」ことばの分布は,かなり偏頗なものに

なっている。九州は,大分県下にだけこれが見られ,その点では中国山陽の

「ゴイス」分布とつながりはよいありさまであるが,四国には「ゴイス」がな

い。近畿の和歌山県下にのみこれが見られるのは,もともと近畿に広く存在し

た「ゴイス」が,この地方に残存するにいたったというのかoそれとも,近畿

では「ゴイス」がおこらなくて,ただこの西南辺にその生起が認められるとい

うのか。中部地方の福井・山梨での「ゴイス」隆盛は,一種の異常状況とも見
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られる。東北津軽での「ゴイス」 「ゴエス」がまた,異常的であるoこれを要

するに, 「ゴイス(ゴエス)」分布の地域的偶然性とでも言いうる状況が認めら

れる。近畿地方では,これがほとんど生起しなかったのではないか。 (四国で

ち,である。)九州の大部分と山陰地方と東国地方の大部分ともまた,「ゴイス」

「ゴエス」ことばには無縁だったのかo

考えてみるのに, 「ゴザイマス」系のことばの諸転靴形の成立も, 「ゴイス」

などの,三音節語というような短縮形になると,その成立は,地域的にかなり

偶然のものであったかと察せられる。現存の状況を大観するにつけても,これ

の全国的な残存状況に,さしての合理性は認めることができず,むしろ・もの

の偶発性が察知せられるばかりである。

二　ゴンス

「ゴイス」に対する「ゴソス」がある. 「ゴンス」も,全国的に見て,その

おこなわれかたの総量は, 「ゴイス」のそれに近いものがある。

「ゴンス」もまた,前の「ゴイス」同様,諸地域に偶生(偶成)したもののよ

うである。

「ゴソス」は, 「ゴイス」からも生じ得たか。 「ガソス」から生じうることがあっ

たかもしれない。

「ゴアソス」の「ア」がぬけて「ゴソス」ができた,ということがあったかもしれ

ない。 (「ゴアス」の「ア」がぬけて「ゴス」ができることがあったかもしれないの

と同様に。)

九州地方ではまず,熊本県下,天草島の「ゴンス」が指摘される。江口達雄

氏の「『英文方言訳』 、20　熊本県天草郡維和村」(『土の香』創刊五周年記念　土

俗趣味社　昭和8年5月)には,

わいがとごんす(ありがとう)。ほんに達著しといましてごんす(大層達

者にしてをります)0

とある。

長崎県下の「肥前国北高来郡昔話集」 (結城次郎氏『方言誌』第二十二韓)
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には, 「ゴンスル」の例が多く見えている。 「ゴンス」の例も見られる。打消

の「ゴンセン」や,推量法の「ゴソシュウ」も見られる。

○もう居らっさんとでごんしゆうか
ヽ_

などとある。
一ノ

○下二~デ　ゴンス-0

どうでござんす?

紘,同郡下での私の聞きがき例である。長崎県下の諸所に, 「ゴンスル」 「ゴン

ス」が認められるようである。

筑後の「ゴンスル」に関しては,野田宇太郎氏の「九州なまり」 (『言語生

活』第六十五号　昭和32年2月)に,

筑後でも私の生れた松崎方面・- ・。私の少年時代(大正後期から昭和初

期)にはまだ「な-い,さうでご-んする」などといふ「ごんする」言葉

がきかれた。 「はい,左様でござゐます」という意味だが今はもう「ご-

んする」などほとんどきくことが出来なくなった。

とあるのをひくことができる。

中国地方では,山口県下・広島県下・岡山県下に「ゴンス」があり,山陰鳥

取県下にも「ゴンス」が認められる。私が聞いた岡山県作州西部の「ゴソス」

例は, -尊敬表現法ふうの,

○ド斉才　子ニーゴンシャ-o

どんなにしていらっしゃる?

などである。中国地方の「ゴンス」は,残存色のつよいものであろう。

四国では,土佐と阿波とに「ゴンス」が認められる。

近畿では,兵庫県播磨・和歌山県下・三重県下に「ゴンス」が認められる。

中部地方に関しては,石川県教育会『石川県方言桑集』 (石川県教育会　明

治34年12月)に,

ごんす　ゴザリマス　県外二用フル所~ァリ　羽

との記事が見える。とんで,新潟県佐渡に「ゴソス」が兄いだされる。
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関東地方では,栃木・茨城の二県に「ゴソス」が兄いだされる。

東北地方には「ゴンス」がない。

以上, 「ゴンス」の偶生的な分布状況が明らかである。 -夷北は,まった

く「ゴンス」に無縁の地域のようである。九州に「ゴンスル」のあるのは,古

形として注目される0 -それにしても,全九州にあっての「ゴンスル」存立

という見かたをすると,やはり,これは,偶生的な様相を示していると見られ

る。 (以前は, 「ゴンスル」がかなりの広域に生きていたのかもしれない。)

全国的に見て,言うところの偶生的な「ゴンス」ことばが,いちじるしく退

存の状況にあることもまた,上記に明らかであろう。

三　ゴッス

「ゴッス」に関しては,言うべきことがすくない。

一つに,九州地方で,島原第一尋常高等小学校『嶋原半場方言の研究』 (良

原第一尋常高等小学校　昭和7年5月)に, 「ゴッスル」が見える。

○ありがと　ごつする
ヽJ

(ありがとうございます)

○こんひっつあん　な　やまださん　ゆ-ひっ　つあん　で　ごつする
＼ノ　)　　　　　　　　　　　　　　　＼.ノ　　　)　　　　　　　)

(この方は山田さんといふ方です。)

などとある。

つぎに,中部地方山梨県で,石川線泥氏の「山梨県河内方言(南巨摩郡飯富

村)」 (『方言と土俗』第四巻第九号)に,

:二三)
ございます,有ります

とある。

つぎに,関東,茨城県下で, 「ゴッス」が兄いだされる。茨城教育協会『茨

城方言集覧』 (茨城教育協会　明治34年4月)に,

ごっしょ- (成)　御座イマショーノ意　　新,求
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ごっさ- (成)　御座イマスヨノ意　　新

ごっさら(成)　御座イマスカノ意　　新

などの記事が見える。私自身も,県東北部の磯原町で,

○オすすヂデワ　ラ~ニテ　盲㌻セン。

私のうちではそうではござんせん。

との実例を聞き得ている。 -これは,野口雨情の母ごさんのことばであった

というO (この母ごさんだけのことばだったと教示された。) (「ソ-デ　ゴッセ

ソ」とともに, 「ソ-デ　アリセン」との言いかたもなされたという。)

以上が,私のとらえ得ている「ゴッス」存在である。やはり,偶生的なもの

と見ることができそうである。

四　ゴー蝣"<.

「ゴンス」 「ゴッス」に対応するものに, 「ゴース」があるo

「ゴンス」から「ゴッス」ができることがあったかもしれず,同時にまた,

「ゴンス」から「ゴース」ができることがあったかもしれない。ことによって

は, 「ゴッス」の発言気分が「ゴース」を産むことがあったかもしれない0 (逆

にまた, 「ゴース」の発言気分が「ゴッス」を産むことも,あったかもしれな

い。)

「ゴース」が, 「ゴアス」の「ガ-ス」からできることも,あり得たかもし

tWSBB

さて, 「ゴ-ス」の存在がまた偶然的である。

一つに,広島県安芸奥地内で,

○デテ　ラ-スガ。

家の者は今,外出していますが。　(初老男-中女)

というのが聞かれる。 (書住治男氏の調査による。)

佐藤虎男氏の「近畿・中部接境地方方言状態の調査報告」 (『国文学致』第十

七号　昭和34年4月)には,
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なお,本郷<三重県員弁郡本郷村>では,その昔古老たちが「ゴアス」!

「ゴース」を云っていたというO

との記事が見える。

とんで,東北の北部,津軽地方に,

ヨゴォス　(複)

宜しう御座います。此れでヨゴォスか。

との言いかたが兄いだされる。 (菅沼貴-氏『青森県方言集』青森県師範学校

昭和10年6月)

Jl".　ゴて

「ゴス」生起の可能性は,種々に見られよう。 「ゴース」から「ゴス」はで

きやすかったろう。 「ゴイス」からもまた, 「ゴス」ができやすかったろう。

「ゴソス」からもまた, 「ゴス」ができやすかったろう。あるいはまた, 「ゴア

ス」からただちに「ゴス」が生じるようなことも,あったかもしれない。なに

ぶんにも,方言上のことは,口ことばのことである。すなわち,記録によるこ

とではない。したがって,口頭上の微妙な事態しだいによっては,何がどうお

こるかもしれない,と考えられもするしだいである。

「ゴース」の存立にもまた,偏頗がいちじるしいO

まず,九州地方には「ゴス」が認められない。

中国地方となって,山口県周防で,

○ス/ミガ　イ-首シタイ。

ばあさんが言ってましたよO　　(老女-中女)

というのなどが聞かれる。ただし,この例では, 「ゴス」ことばが助動詞的な

ものとして兄いだされる。周防平郡島では,

○オス言二　言イタ.

お早うござんす。

との言いかたが聞かれるという。 (国安功氏調査) 「ゴイタ」はもと「ゴシタ」
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で,ここに「ゴス」があるのか。周防のはかでは,中国地方で,ただ,岡山県

北部内に「ゴス」が兄いだされるばかりである。

四国地方には「ゴス」がない。

近畿では,一つに,京都方言に「何々で　ゴス」があるという。三ケ尻浩氏

の「京都言葉の敬語法」 (『国語研究』第三巻第六号　昭和10年6月)には,

「でげす」 「でごす」 「でごわす」

之の記事が見える。

大阪府下に聞かれる「ゴ-ソ」というのは, 「ゴワセン」「ゴ-ン」というよ

うな「ゴ-ソ」だとすると,これは, 「ゴス」を思わせるものか。

和歌山県下・奈良県下・三重県下に「ゴス」があるらしい。

中部地方では,福井県下に「ゴス」がある。越前東部内に,
-　　　ノ

○アフ　v v-デワ　ゴ-ン　ガ-o

あんまり昔ではありませんよ。　　(老男-育男)

との言いかたが聞かれるよしである。 (愛宕八郎康隆氏による。)天野俊也氏か

らも「ゴ-ソ」を教示されている。

つぎに,恵那郡教育会『東濃方言集』 (明治36年4月)に「ごす」 (ございま

す)の記事が見える。

つぎに,私は,山梨県西南山地内で「ゴス」ことばを聞き得ている。

○アリ膏ト　音シタ。

ありがとうござんした。
.-　<

○オメ-サン　下コデ　ゴッセ-0

あんたさんはどこの人でござんすか。
__・・・ t

後者例の「ゴッセ-」は, 「ゴス　--」か。当地方での「ゴス」は,本県下

によく聞かれる「ゴイス」からのものかと思われる。

関東地方では,一つに,千葉県下の「ゴス」がある。大橋勝男氏によるのに,

千葉県長生郡内では,

○弄二シューノ　サテ㌻チ3:ノワ　盲~二　ゴス　ヨネ-O
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奥州の酒っていうのはようござんすよねえ。　(老男-大橋氏)

との言いかたが聞かれる。 (私は,千葉県下の諸所で「ゴス」 「ゲス」をさがし

たけれども,聞きとることができなかった。)二つに,群馬県下・栃木県下・

茨城県下に「ゴ刈が兄いだされるらしい。桐生市乙種学事全編噌暴洋書方

言靴語翌』 (自家版昭和11年2月)には,

ごす(句)　ございますの方言。日常盛に使用さる。男女共用なれども特

に女に多し。 「ようごす」の如し。

との記事が見える。

東北地方では,まず,福島県下に「ゴス」が兄いだされる。 『福島県方言辞

典』には,

オ-≡-ゴス〔句〕お早うございます　中会

とある。また『福島県棚倉町方言集』にも, 「ゴス」が見えている。本書には,

「ゴワス(アス)」にならべて「ゴス」をあげてもあるので, 「ゴス」は, 「ゴワ

ス」からのものかとも考えさせられる。

つぎに,宮城県下に「ゴス」がある。

つぎに,青森県津軽地方に, 「ゴス〔り」ことばのかなりさかんにおこなわ

れているのが注目される。津軽半島内の一例は,つぎのものである。

○アリ〔りガ下　ゴシロ〕デア。

ありがとうござんすね。

弘前市での例は,

○アリンガトソ　首シ〔i〕.

ありがとうござんす。

Oヤヤ, -〔i〕ゴシ〔i]デァ. -〔il ゴシ〔i〕　デァ。

いえいえ,ようござんすよ。ようござんすよ。

である。青森県『青森県方言訳語』 (青森県庁　明治41年9月)には,

ごえ-ん

ご　へ　ん

ございません,より来る
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との記事が見える。

さきに,当津軽弁では, 「ゴイ(-)ス」のよくおこなわれているのが見られ

た(P.264) 「ゴイ(-)ス」とともに「ゴス」がよくおこなわれている。当地

方の「ゴス」は, 「ゴイ(-)ス」から出たものか。

以上,全国での分布を大観するのに,第一にはまた, 「ゴス」の,地域に即

して偶発的なのが注意される。九州・四国には「ゴス」が見られなくて,中国

地方には一部にこれが点在し,近畿地域内でもまた,これの点在の様相が見ら

れる。中部地方・関東地方についても, 「ゴス」の存立が,いわば偶然的なの

を見ることができよう。 -二県・三県にわたって兄いだされるようでも,そ

の地域にそれのあることが,より広い範囲から見ると,やはり偶然的である。

東北地方となって, 「ゴイ(-)ス」同様, 「ゴス」がまた,ぬきん出て津軽地方

によくおこなわれているのは,一方の顕著な特異さ・偶然さと言えようか.

「ゴス」は,大観するのに,津軽地方を除いては, -あるいは山梨県下も

胎外すれば,他ではすべて,衰亡一歩てまえの存立状況を示すようであるO

「ゴンス」や「ゴイス」のはあいには,これらが尊敬法動詞としても立って

いるのを兄いだすことができたが, 「ゴス」 (また「ゲス」も)というような簡

嘩形になると,これはもう, 「来る」ことを言う動詞などとしては存立しうべ

・くもないものになっている。

第八節　ゲス

「ゲス」は,さきに「ゴイス」の条下で指摘した「ゲ-ス」からできたもの

・と見ることができよう。とはいいながら,さきにも述べたように(P.269),方

言事象は,なにぶんにもロ頭上のことである。 「ガス」が「ゲス」になったと

いうようなことも,所によっては,あったかもしれない。また,「ゴス」が「ゲ

ス」になったようなことも,あったかもしれないO 「ゲス」を一つの変化コース

のうえでだけ考えることは,無理なのではないか。上来しばしば考えさせられ
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てきた「偶生」 (偶然生起)を思うにつけても,地域々々での,はかりがたい

「ゲス」の成立が予想される。このように考えられる「ゲス」は,ただに「ゴ

イス」の粂下などで説いてよいものではなかろう。

ここに単純に共時論的な考えかたをすれば, 「ゲス」は「ゴス」の対存者と

受けとることが容易である。 (また「ゲス」は,後述の「ガス」とも対応する

と見ることができる。) 「ゲス」 「ゴス」 「ガス」の,三者対応の鼎立関係が了解

しやすくなっている。これら三者は,語感上,きれいに,正三角形の各頂点に

立っているとも見られる。

上のように考えくる時は,私どもは, 「ゲス」を,ただに「ゴイス」流のも

のとして位置づけるのにはとどめないで,むしろこれを分立して,一個の節に

おくことをすべきか,と考えさせられる。

以下に, 「ゲス」の存立を見よう0 -諸方にわずかに点在するさまが問題

視される。

長崎県北高来郡の昔話に,

他ソ人なら倍でん貫はんば出来んぢよか　御隠居のこつでげすけん,掛引

なしで　三百両位なら売つちよきまつしゆ,

とある。 (『昔話研究』第二巻第十一号　昭和12年9月)

つぎは,京都ことばの中のものである。三ケ尻浩氏の「京都言葉の敬語法」

に, 「でごす」などとともに「でげす」があげられている。

関東地方に,いくらかの分布が兄いだされる。大久保忠国氏の「埼玉方言の

語法」 (『二子-スクール』 7　昭和25年7月)によれば,入間・秩父・南埼・

北苦の諸郡には,補助動詞「げす」があるという。大久保氏はまた, 『言語生

活』 (第十二号　昭和27年9月)の「埼玉」の条で,
ヽ　ヽ　ヽ

ですの意のデゲスなども根絶しそうだし珍しい動詞の二段活用も今では容

易に採集できなくなって来た。

と述べていられる。

『茨城方言集覧』には,
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げっしょ-

It-t

御座イマシヨ-ノ意

というのが見える。田口美雄氏の「茨城県方言の考察-主として音韻・語法

について-」 (『研究誌』昭和14年7月)にも,

さうでございます　ソ-デゲス

というのが見える。

つぎに,東北地方に二・三,兄いだされるものがある。一つに, 『山形県方

言集』に,

えげす　egesu　連続語　たくさんです　最上

水ああとえげす。

(水はもう沢山です。)

えげすか　egesuka　同　ようございますか　最上

これで答はえげすか。(これで答はようございますか。)

との記事が見える。

『全国方言資料』第1巻の「岩手県胆沢郡佐倉河村」の条には,
2)

fオカゲサンデ　スバラク　　　エゲス

おかげさまで　ここしばらく　いいですよ。

2) 「ゲス」は, 「ございます」のくずれ。

というのがある。

『全国方言資料』第1巻「青森県南津軽郡黒石町」の条には,

fェジツゲシァ-

5歳です。

というのが見える。

以上, 「ゲス」の,散発的な分布が見られる。 (あるいは,以前にはいます

こし多く, 「ゲス」が諸方に見られたのかもしれない。)関東・東北の地方は,
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ことによると, 「ゲス」ことばの根づく方言風土だったのかもしれない。

「ゴザイマス」ことばも,「ゲス」ともなれば,異形の異形である。特殊性が

まったく顕著であると言え.よう。こういうものであるだけに,その存立のしか

たには,独自の傾向・くせがあったろうし,したがって「ゲス」は,かならず

Lも広くつづく分布状況などは示すにいたらなかったのかと思われる。

「ゲス」を,すでに過去のものと見ることには,難がなかろう。

第九節　ゴザンス系のもの

-　ゴザソス

上の「ゲス」が, 「ゴザイマス」ことばの特殊化の-極点にあたるものであ

ったとすれば,この「ゴザンス」は, 「ゴザイマス」系のことばの,まさに本

流を行く一つの重要な変化形である。 「ゴザンス」は,現代の諸方言上に,全

国的な大勢力をなして生きており,年長の女性などにあっては,しばしばこれ

が,準「標準語法」の一つのようにもなっている。 (つまり,人々は, 「ゴザソ

ス」の言いかたで,一種の上品なもの言いをしており,それでもって,よそい

きのことはづかいの用をたしている。)

「ゴザンス」は, 「ゴザイス」 (第五節)からきたものかもしれない。 「ゴザ

イス」に近い「ゴザス」 「ゴザッス」とも,関係の深いものであろう。 (「ゴザ

ッス」から「ゴザンス」がおこることも,あり得なかったことではなかろう。)

ことによると, 「ゴザイマス」から「ゴザイス」がおこったのと同様に, 「ゴザ

イマス」から「ゴザソス」がおこったかもしれない0 -「ゴザイス」が発言

されるきわに,いきおいによっては, 「ゴザらス」が発言されたというような,

ことのしだいもあり得たのではないか。

起源はどのように考えられるのにもせよ,できた「ゴザンス」 (文語形では

「ゴザンスル」)は,まさに「ゴザイマス」ことばを代表するにたる,いわば本
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格的な-後生形式であった。これの,世におこなわれることのつよさは, 「ゴ

ザイス」のおこなわれかたの比ではない。語形上「ゴザイス」などには近い

「ゴザソス」ではあるが,、現代日本語方言世界での「ゴザソス」存立ぶりほ,

にわかには「ゴザイス」などを思いよせさせないものであり,その独自性が大

である。 「ゴザイマス」ことばの諸変化形を共時論的に処理する時は,私ども

は, 「ゴザンス」を,独白特定のものとして, 「ゴザイマス」ことば流伝界の

正統に位置づけることができる。

この「ゴザンス」が,やがてまた「ゴアソス」 「ガンス」などを産む基本体

ともなっていることは,言うまでもなかろう。以下, 「ゴザソス」の存立と活

動とを,全国諸方言について見ていく。

九州では,はじ糾こ鹿児島県下の「ゴザソス」を見る。瀬戸口俊治氏によれ

ば,南薩では「ゴザイモス」と,かならず「モ」が出るという。 (「ゴザンス」

は町ことばとの意識がある,とも言われる,) P.237

注　福里栄三氏は, 「山川町附近の方言について」(『方言』第一巻第三号　昭和6年

11月)で, 「敬語の『ゴアス』 (ございます)は元々鹿児島市の言葉で,出水郡では

『ゴザソス』。揖宿郡では『ゴザイモス』。」と述べていられる。

他地方とはちがい,当地方では, 「ゴザイマス」を考えることはできない。し

たがって,当地方に兄いだされる「ゴザンス」については, 「ゴザリ(イ)モス」

起源を考えなくてはならない。

薩隅地方で,一般的には「ゴザンス」ことばが兄いだされる,としてよいの

であろうか。島興部にも「ゴザンス」ことばが認められる。

○ソ-デ　ゴザソス　カー。

そうでござんすか。

は,種子島の一例である。 (種子島では, 「ゴザソス」の上の言いかた, 「ゴザ

リモース」もよくおこなわれているO)

○サ盲二　ゴザソヒ　カ。
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さようでござんすか。

紘,大隅東岸,内之浦での一例であるo

「ゴザンス」の言いかたが,薩隅では, 「ゴザンサん」 「ゴザンサー」 (「ゴザ

ンス　ワ」) 「ゴザ(サ)ンソ」などとされている。 『全国方言資料』第6巻の「鹿

児島県肝属郡高山町麓」の条下には,

fオヤットサ-　イゴザンゾ

御苦労さまでございましょう。

というのが見える。

「ゴザンソ」に近い「ザンソ」もありうるのか。山下光秋氏は, 「鹿児島県

鹿児島郡谷山町方言集　下」 (国学院大学方言研究会『方言誌』第八輯　昭和

8年12月)で,

ユツザンソ　　宣しうございませう
四ら

との言いかたをかかげていられる。

熊本県下の南部,すなわち薩摩地方に関連の深い地域には,やはり, 「ゴザ

ソス」が兄いだされる。球磨郡下で,

○コテ　アンすブ シナイタデ　ゴザンス　ドナ。

これはあなたがしなさったんでござんしょう?

などと言っている。熊本県下の一般では,どうも「ゴザイマス」系の「ゴザソ

ス」があまり兄いだされないようである。

転じて宮崎県を見るのに,ここではまず,薩隅地方に関連の深い日向西南部

で,やはり, 「ゴザンス」を言っているか。その北部(すなわち日向中部西奥)

の西米良でも,私は, 「ゴザンス」を聞き得ている。

○コラ　フロゴト　ゴザンスガO　フラニャ　ヨ-　ゴザンスガ-0

これは降りそうでござんすが。降らなきゃようござんすが。

などとあったO土地の方言書にも,

○おはようござんす　ちかごろ　めっかりもうさんが(オ目ニカカリマセン

>n
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などとある。 -米良地方の「ゴザンス」は,薩隅方言系の「ゴザンス」なの

かどうか。日向中部,児湯郡などにさかんな「ゴザンス」は, 「ゴザイマス」

系のものかと思われる。 (私は,かつて,例の青島を見わたす地域でも, 「ゴ

ザンス」ことばを聞いた。)

熊本県下に「ゴザンス」の兄いだしにくいのに対して,長崎県下以降には,

次下のように「ゴザンス」が兄いだされる。

長崎県下では,広く諸方に「ゴザンス」が兄いだされる。 「ゴザンスル」も

あるO未来・推量では「ゴザンシュ-」が聞かれる。

○テ;~二ネンバッカ百三デ　ゴずラス　ノミイO

十年ばかり前でござんすわ。

は,県東部の「ゴザンス」例である。

○オ有言デ　ゴザンスル　カ。

さようでござんすか。

ほ,五島列島の「ゴザンスル」例である。種ケ島克巳氏の『平戸方言語法草案』

(稿本　昭和10余年?)には,

ござんさる(御座遊ばさる)

というのが見える。

佐賀県下でも,諸方に「ゴザンス」が兄いだされる。

○オキツ　ゴザソショ。

おつかれでござんしょう。

ほ,県南部内の一例である. 「ゴザソシュー」とも言っている。ついでながら,

○オテラ~ ゴザンシタ-0

というのは,やはり県南で聞かれた, 「ごめんください。」のあいさつことばで

ある。

福岡県下でも,いくらかの「ゴザンス」が聞かれる。福岡市内にも「ゴザン

ネ」ことばがある。博多湾西などでは,

○ドシテモ　コシテモ　カ丁オ　キテントユ-　ヒトガ,言ア　ム亨ニモ
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ゴザソシタ　タイナ-O

どうしてもこうしても髪を切らないと言う人が,この村にもござんし

たよねえ。

などと言っている。小倉若松方面その他の県東域にも「ゴザンス」ことばがあ

ることは,岡野信子氏からも教示されている。

大分県下には, 「ゴザンス」ことば(「ゴザソスル」ことばも)のおこなわれ

ることが,かなりいちじるしい。

○タスコン シュ-ニュ-ワ フト　ゴザンス。

たばこの収入は大きいんです。

紘,国東半島での一例である。未来・推量の言いかたでは, 「ゴザンショー」

もかなりおこなわれているか。県南域では「ゴザンシュー」も聞かれる。

大分県下にまた, 「ゴダンス」ことばも聞かれる。 (「ゴダンスル」ことばも。)

以上,九州地方をかえりみるのに,まずは,広域に「ゴザンス」関係の言い

かたが多く兄いだされる,としうるように思う。 「ゴザンス」ことばは,現に

かなりよく生きているものと見られる。 -「ゴザイマス」に近い有力な略形

ということであろうか。しばしば古風なものを示す九州は,このさいもまた,

「ゴザ(ダ)ンスル」の言いかたをも存している。この点,九州の特異さを思わ

せる。九州地方は,そういう特異性を示しつつ,しかも, 「ゴザ(ダ)ンス」こ

とばの現在勢力のつよさを見せている。

中国地方でも,五県のそれぞれに, 「ゴザンス」ことばのそうとうの流行が

見られる。

山口県下は, 「ゴザンス」ことばのさかんな所である。なまって「ゴダンス」

になっているはあいもある。

○アンタンデ ゴザンス　カ。

"ごめんください。"

は,山口県光市方面の一例である。当県下では, 「ゴザンス」が現実に発言さ
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れる時は,多く「ゴ亭ンス」のアクセントになる.
ノ

○オ-チンデ　ゴずンス　カ.

=ぉうちにおいでますか。"

紘,周防東辺での一例である。

長門で, 「ゴザ(ダ)ソスル」の言いかたも聞かれるらしい。当方と九州との

親緑関係が思われる。

山口県下につづいて,山陰石見地方に「ゴザンス」が広くおこなわれているo

(いくらか「ゴダンス」もあるか。)隠岐にも「ゴザソス」のおこなわれること

がさかんである。隠岐にくらべれば,出雲では, 「ゴザンス」のおこなわれる

ことが,よりすくなかろうか。

○オシ寺才耳ンデ　ゴ事ンスo

おしまいでござんす。

紘,隠岐,西郷ことばの「ゴザンス」例である。(神都宏泰氏のご教示による。)

-「ゴ亭ソス」「ゴテンシタ」など, 「ザ」だけ高いアクセントになっている

のは,山口県下でのと同様である。 (隠岐に「ゴダンス」の言いかたもあるら

しい。)

○女の人が　イッショデ ゴ亭ンシ〔i〕タ。

女の人がいっしょでござんした。

紘,出雲の南部山地内での一例である。

鳥取県下では,総体に「ゴザンス」ことばがよくおこなわれているようであ

る。石黒武原氏の『鳥取県方言辞典　後編』 (鳥聴県方言研究会　昭和27年12

月)には, 「ござんす」 「ごだんす」があがっているo県下では,ことに東部

の因幡に, 「ゴザンス」のおこなわれることがつよいか。 (「ゴダンス」もいく

らかはおこなわれている。)
-ノ

〇三-　サ五シ　ゴザンサo

ええさびしゅうござんすわ。

紘,因幡南部山地での一例であるo県西部にも「ゴザソス」ことばが兄いださ
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ran

oコ.)ヤー　ホンニクギデ　ゴザンスデ。

これはほんとにくずでござんすから。

(しいたけについての謙遜)

紘,県西部の南寄りでの一例である。

山陽の広島県下は,山口県下ほどには「ゴザンス」ことばを見せないようで

ある。 「ガンス」のさかんにおこなわれているのが目だたしく, 「ゴザンス」

ことばは,かなり劣勢のもののように思われる。それにしても,県下の内海島

興部などでは,老年者たちからしばしば「ゴザンス」ことばを聞くことができ

もする。やや心を用いれば,本土部の人たちも, 「ゴザソス」をつかいうると

いうのでもある。広島市近郊などでは, 「ゴザンス」ではない「ゴダンス」が,

「ガンス」につれそうものとして存立していたりするが,これは, 「ゴダンス」

が「ゴザンス」の靴形であるだけに,もっとものことに思われるo県下備後北

部の「ゴザソス」例は,

○トT/不言-　首-テ　ゴ亭フシタゲナ。

塗板-書いてござんしたそうな。

である。岡Ea:統夫氏は,その郷里の三原市のことばとして,

○芽イシュー　ゴず~フ　デ。

‖ぉいしいんですよ。"

をとりたてていられる。この「ゴザン」は, 「ゴザンス」の「ス」略と見られ

るものであろうか。 「ゴザス」が「ゴザン」と言われもしたろうか。一方では,

「ヤソス」の「ス」略が見られる。 「私が行きます。」の意の「ウチガ　イキャ

ン。」など。これに合わせて考えれば, 「ゴザンス」からの「ゴザン」が受けと

られやすい。

岡山県下では,広島県下でよりも, 「ゴザンス」ことばがなお劣勢ではない

か。備中北部の一例は,

, *-I　　　・　　　I-　　　　　∴、
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あるいあんばいでござんす。

である。

○首フセワ　ナン京デ　ゴずブス　カO

先生はいくつでござんすか。

は,内海島喚,真鍋島での一例である。

一時代前ならば,内海島興部で,諸県下にわたり, 「ゴザンス」が多く聞か

れたであろう。

四国地方は, 「ゴザンス」ことばのおこなわれることが,総体としては,あ

りあいすくないか。

愛媛県下では・ 「ゴザンス」ことばが見られはするものの,おこなわれかた

がわりあいすくないありさまである。もっとも,すこしくていねいなもの言い

をするというだんになると, 「ゴザンス」ことばをつかいうる老年者たちは,

なおかなり多かろう0両予の「ゴザンス」例では,つぎのような言いかたが,

老人層で聞かれる。
T l■ら

○アリガト　ゴザンシター。

ありがとうござんした。

○ゴすジスン　ノヨ.

ござんせんのよ。

高知県下でも,・ 「ゴザンス」ことばのおこなわれることがすくないか。それ

にしても,やはり老年者たちからは,

○ヒTッ〔tu〕苛㌻テラ　ヨ　ゴザンスケンド。

(酒を) -はいお飲みになったらようござんすが。 (老男,藤原に酒を

すすめる。)

などと, 「ゴザソス」の言いかたがいくらか聞かれる。

徳島県下も,老年層が「ゴザソス」ことばを見せる程度であろうか。.南部山

地の一例は,
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○ソノ　クヮンケイデ　ゴザンショー　ゾィ。

その関係でござんしょうよ。

である。西北部山地,祖谷の一例は,

○-テラティテワ　ゴすジ盲ソ　ワノー.

話し相手はござんせんわね。

で:ftる。

ところで,香川県下では,四国四県中とりわけよく, 「ゴザソス」ことばが

おこなわれていよう。県東部の一例は,

○オマイリガ　オー　ゴザジス シ　ナ-0

お参りが多うござんすしねえ。　　(老男-中男)

である。 -もっとも,この地方でも,,年寄りが「ゴザソス」を言う,'と人は

言っている。県中部の一・二例は,

○アすガト　ゴずラシタO

ありがとうござんした。　(老女-初老女)

○オシ言才~デ　ゴずンス。

おしまいでござんす。 (夕食前のうすぐらいころの訪問でのあいさつ)

である。

近畿地方については,まず,つぎのように言える。総体には「ゴザンス」こ

とばが日だたない,と。

兵庫県下について言えば,まず,淡路島で「ゴザンス」がありはするものの,

さほど目だっていない。播磨でも「ゴザンス」が目だたない。 (播磨西北奥で

は,因幡との関係もあってか, 「ゴザンス」が見られる。)但馬地方には, 「ゴ

ザンス」ことばがそうとうに見られるのか。

京都府下,丹後地方に, 「ゴザンス」ことばがかなり聞かれるか。老女が,
_y

Oオ-ヨ　ゴザンス。

お早うござんす。
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などと言っている。他の京都府下については,今,言うべきことがさほどには

ussa

大阪府下に関しては,今, 「ゴザンス」ことばについて言うべきものを,私

はほとんど持たない。

和歌山県下についてもまた,およそ同様なことが言える。

奈良県下についても,私は今,言うべきことがない。

三重県下では, 「ゴザンス」ことばが,上の二県でよりもややよくおこなわ

れていようか。大田栄太郎氏の『三重県方言』 (自家版　昭和5年4月)には,

「来い」の意の「ゴザンシ」が見える。伊勢南部内のことばらしい。

滋賀県下については,今までのところ,私は, 「ゴザンス」ことばをほとん

ど見得ていない。 -北部に「ゴダンス」などと言う所もあるか。

中部地方は,近畿にくらべて, 「ゴザンス」ことばのおこなわれることが,

いちだんといちじるしいようである。 -総体には, 「ゴザンス」ことばがよ

くおこなわれている,とも言うことができようか。

福井県下の若狭・越前に, 「ゴザンス」ことばがさかんである。若狭中部の

「ゴザンス」例は,

○-言　ゴ亭ラ貢　7-0

お早うござんすね。
ノ

○コッチャイ　ゴザンシェ　ノ。

こっちへござんせね。

などであるO越前福井の一例は,

○ジョル耳ラ　ァリ斉丁　ゴすフシタO

おくさん,ありがとうござんした。　(中男-中女)

である。福井県下で, 「ゴザンス」は,純朴さをにじませたことばとされてい

る。

越前で, 「ゴゼンス」形が聞かれる。注目すべきものである。
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石川県下にも, 「ゴゼ(ジェ)ソス」ことばがある。
H器!

Oナンデ　ゴゼンス　-〔9〕-.

あれでござんすわ。　(初老女)

は,能登輪島の一例である。

○オIJ　ヒ下す亨　ゴ首フ貢。

わた,しひとりでござんす。  (老女-育男)

紘,能登東北端部の一例である。 (上二例,愛宕八郎康隆氏教示)本県下に,

「ゴザンス」の言いかたもよくおこなわれている。

○耳-　テ;~~シシェ。ナンデ　ゴザンス　ウェーネ-o

さあ,先生。あれでござんすわねえ。　(老女-藤原)

紘,能登西岸の一例である。本県下に「ゴジンス」もある。

富山県下にも, 「ゴザンス」ことばがよくおこなわれているo中部の一例は,

○ゴッツォ-ンデ　ゴずフシタO

ごちそうさんでござんした。

である。

新潟県下にも, 「ゴザンス」ことばがかなりおこなわれているかO　ところで,

越後北部内には, 「ゴゼンス」の言いかたが,かなりおこなわれているらしいO

矢田求氏『佐渡方言集』 (佐渡新聞社出版部　明治42年3月)には, 「ゴジン

ス」の略として, 「じんす」があげられている。

反転して,岐阜県下を見る。 「ゴザソス」ことばがそうとうにおこなわれて

いるらしい。

○ズイブ　アツ　ゴザンス ナ-o

ずいぶん暑うござんすねえ。

は,美濃北部の,老女の発言例である。

愛知県下にも, 「ゴザンス」ことばがそうとうにおこなわれている。

○ミテ　オナジ　モソデ　ゴザソス　デ。

みんなおなじものでござんすから。



286

は,渥美半島での,老男の発言例である。

静岡県下でもまた, 「ゴザンス」ことばがかなりよく用いられているか。

○ゴチソーサマデ ゴザンス。

ありがとうござんす。 (礼品-の謝辞)

紘,御前崎方面での一例であるo

柳田国男先生の『毎日の言葉』の「あいさつの言葉」の条には,

オシマイデゴゼェンスカ　　静岡県一部

.というのが出ている。

長野県下にも,南北に「ゴザンス」があるか。

○オショッサマデ　ゴすラス。

ありがとうござんす。

紘,西北部内の一例である。

山梨県下も, 「ゴザンス」ことばをかなり見せていよう。山田正妃氏の『山

梨県方言の諸相-祭料篇-』 (山梨言語地理学会　昭和9年3月)には,

標準的な「ございます」はあまり行はれず郡内では「ござんす」 「ごだん

す」,国内では「ごいす」といふ形が一般に行ほれる。

_との記事が見える。

関東地方にも, 「ゴザンス」ことばが,かなりよくおこなわれているか。と

ころで,その全般的ないきおいは,ことによると,中部地方でのそれよりもや

やよわいかもしれない。 -ややきびしい概括のしかたかもしれないが。r

神奈川県下に「ゴザソス」ことばがあり,東京都下にもある。 「東京方言」

について,吉田澄夫氏は,

ヨ-ゴザソスの如き言葉は屡屡ヨ-ゴゼンスの如くに発音されたのである

が,これなどもイ-デスといふ言葉に置き換-られつつある。

と述べていられる。 (『国文学解釈と鑑賞』第四巻第七号　昭和14年7月)

千葉県下に, 「ゴザソス」ことばはかなり兄いだしうるのか。
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0丁二デ　ゴずンス　ヨ-。

そうでござんすよ。 (あいづちをうつことば)

は,房総半島南部の一例である。

埼玉県下でも, 「ゴザンス」ことばがよく聞かれる。

○オララヵナ　オ手ガンデ　オ丁デト-　ゴ事ソス。

お静かなお彼岸でおめでとうござんす。

は,県東辺での一例であるO

群馬県下の「ゴザンス」例は,

○オフデトー　ゴず~ジス.

おめでとうござんす。

などである。ただし,人は,上例について, 「ゴずラス」は昔の人が言った,

今の人は「ゴ亭才~言ス」と言う,と語った. 「亨言-ワ　ラズカデ　7-　ア

ン/ミイデ　ゴ亭ラス　貢-O」 (きょうは静かで,いいあんばいでござんすね。)

というのも,昔の老女のあいさつことばであるという。

栃木県・茨城県下に, 「ゴザンス」ことばが,ほぼ同様に,かなりよくおこ

なわれている。

東北地方となって,総体には, 「ゴザンス」ことばがよわい。

福島県下には,その東西に, 「ゴザソス」ことばがいくらか聞かれるようで・

ある。

○センセ。 オバソデ　ゴザンス〔ii〕O

先生。こんばんは。

紘,西北内の一例であるb

山形県下に関しては,今,私には,言いうるものがない。 (-昔話の語り

Elには, 「アリガドサンシタ」などというのもあるらしい。)

宮城県下でも, 「ゴザソス」はふるわないもようであるo

秋田県下もまた同様である。ただし,県東南部内では,私は, 「オザンス」
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を聞いている。

○タンビ〔i]ン音ト　アリ〔i]ソ斉ド オザンス〔ti〕.

‖いつもおせわになります。" (中-はいって上がってからのあいさ

a>

東北地方内でとくに注目されるのは,岩手県下である。ここには, 「ゴザン

ス」ことばのおこなわれることがいちじるしい。 「旧南部領」域にさかんなの

か。

○亨二幸二　下二モ。アリ〔i]ンガ下　ゴザンシ〔i]テ　--。ス〔ii〕ソ貢

カニ〔i〕。

やあやあどうも。ありがとうござんしたわ。お静かに。　(およそ

五十歳の女性-より若い女性)

は,盛岡市方面での一例である。

○コンテニ〔i〕キ〔kci〕モノ　メサックラ　アッテ　ゴザンス〔ii〕言二o

こんなに着物をお召しになったら暑うござんしょう?

○テゴザンス〔ii〕てデ, -　。

ありませんから, -　　。

紘,県北の二例である。後者例の「ナゴザンス」の言いかたでは,
1)

fソ-スモ　　　カワイ-モ　ナゴゼェンスケ
2)

はずかしいも　かわいいも　ないようですね。

1) 〔sc:sihmo〕

2) 「恥ずかしいことなんかないようですね」の意。

の例(『全国方言資料』第1巻「岩手県官古市高浜」)とも見あわすのに, 「ゴ

ザソス」ことばが補助的な地位に立っているようでもある。県中部東寄りで聞

いた例には,

○ソーリャ-　ナ-ゴザソス〔ti〕-0

それはござんせん。

∴　　　　:;l　　　.il ・.　　　　　　-　: 1! '一　蝣
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[U]c

いい品物には,丘~言~ブタナ」とは言いません。　(中女-藤原)

というのもある。 「イワナゴザソス」などとあるのを見ていると, 「言わない

のでゴザンス」のような気もちの言いかたが,こうつづまったようにも思われ

る。

上の「官古市高浜」の「ゴゼェソス」は,一つの変形として注目される。こ

の方面には, 「ゴゼソス」ことばがかなりおこなわれていたらしいo 「ゴゼ-

ソス」 「クゼ-ンス」ともある。 「ゴゼンス」ことばは,なお,他地域にも認

められるか。

岩手県「旧南部領」のつづきで,青森県「旧南部領」にも「ゴザンス」こと

ばが兄いだされる。

○聞いて　みても　よう　青首ソス〔ii〕ソドモ(ゴザンスけれども),　。

は,その一例である。

北海道地方については,今,言うべきものを持たない。

「ゴザンス」の言いかたは,いわば「ゴザイマス」の言いかたに近く,した

がって「ゴザンス」ことばは,共通語法的要素を持つものとも見られる。この

ためでもあろうか。 「ゴザソス」ことばは,全国に,よく流布している。

もっとも,地域別に見ると,九州・中国以下の各地域で,その内部に分布の

むらが大きく, 「ゴザンス」ことばのおこなわれることは,今日,かならずL

も共通的,ないし共通語的ではない。略形「ゴザソス」にふさわしく,その使

用にはやはり,それそうとうの方言習慣がおこっているのであろう。

東北地方に「ゴザンス」ことばの微弱な地域が広いのを見ると, 「ゴザンス」

の表現法は,基本的にはおよそ関西的なものかとも思われてくる。がしかし,

中部地方にもこれが多く,関東地方にもかなりよくこれが兄いだされるのから

すれば,やはり,これを,東西によく流布し得たものと見るべきかと考えられ
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る。 (-ものそのものが直接に伝播したのでなくて, 「ゴザンス」略形使用の

心意が,しぜんに感染・伝播したのでもよいこ)東北地方にあっても,特別に

ではあるけれども,岩手県地方に「ゴザソス」ことばがいちじるしい。これ

は,国の西南方の九州(つづいては中国地方にも)に「ゴザンス」 (「ゴザル」
t-

に「申ス」のついたものも)のさかんであるのとの対応を思わせ,したがって,

私どもは,このものの東西分布を考えたくなる。

そうではあっても,現在の「ゴザソス」ことばのおこなわれようが,主とし

て老年層の世界においてであるのからすれば,これの将来は,漸次,沈滞の道

をたどるらしいことが察せられる。若年層の人たちは, 「ゴザンス」をつかわ

ないばかりか,しだいに「ゴザンス」を忘れてもいくことであろう。というこ

とは, 「ゴザソス」ことばの退亡を意味する。

現在,地方的には優良な共通分子ともされる「ゴザンス」丁寧表現法も,こ

れを,将来を目ざしての標準語法とすることは,不適切だろうと考えられる。

二　ゴアンス　ゴワンス　など

「ゴザンス」にすぐつづくものは, 「ゴアソス」「ゴワンス」である。 (「ゴワ

ンス」は, 「ゴアンス」からすぐにできたであろう。)

「ゴア(ワ)ソス」ことばの存立と活動とは,さきの「ゴザンス」ことばのそ

れに類似するところがある。九州と東北とがまた注目されるしだいである。

九州南部の鹿児島県地方では, 「ゴザンス_「ことばとともに, 「ゴアソス」こ
モ

とばがよくおこなわれている。 (これらは, 「ゴザル」に「申ス」のついたもの

であるが。)薩摩・大隅の全般に, 「ゴアンス」ことばがさかんであろう。島興

部にも「ゴアソス」ことばがさかんである。薩摩半島,枕崎での一例は,

○コラ　テダイ諒　ゴアン耳-O

これは私のですよ。 (「ゴアンサー」は「ゴアンス　ワ」である。)

であるo大隅半島東岸,内之浦の一例は,
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0キョア　モー　ヌキ　ゴアン亭　オ-0

きょうはもうあたたかいですよ。

である。薩隅に, 「ゴアンサ」「ゴアンソ」の言いかたはいちじるしい。

○言ブタ-　オ-ン諒　シャッタト　ゴアン丁。

これはあなたがなさったんでござんしょ?

は,薩摩伊集院の「ゴアソソ」例である。

薩摩地方には, 「ゴワンス」の言いかたもある。 (大隅地方にもある・のでは

ないか.)薩摩北部での一例は,

○ソテン　ゴワン耳-0

そうでござんすわ。

*cあ,"^1、、

宮崎県下南方には, 「ゴアソス」がおこなわれている。 「ゴワンス」もあるo

なお, 「宮崎県東臼杵郡南方村」 (『全国方言資料』第6巻)にも,

t一蝣・サー0'ト-　-.'r~>二-ニIT

ありがとう　ございました。

のような例が見える。

熊本県南部にも, 「ゴアソス」がおこなわれている。

以上のほかでは,九州地方に, 「ゴア(ワ)ソス」ことばがあまり兄いだされ

ない.長崎県下の東寄りの地域には,なにほどかの「ゴアンス」・ことばがおこ

なわれているか。 「長崎廉南高来郡有家町」 (F全国方言資料』第6巻)には,

f-　ア-タ　オ-キニ　　ア-メ-　ナ-ンモ　ゴアソ-ンデ　ガヒ

ええあなた　ありがとう　あなた,　なんにも　ありませんで　ございま

す。

との言いかたが見える。

○ソノ　ショモツガ　ゴアンス　ター。

その書物がでござんすよ。 (-じいやがきせる掃除につかったんで

すよ。)
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紘,長崎市東方の古賀村の例である。

中国地方では,山口県下に「ゴアンス」 「ゴワンス」のおこなわれることが

目だたしい。 -さきには, 「ゴザソス」ことばが,本県下に多くつよくおこ

なわれているのを見た。本県下で「ゴアソス」は,長門・周防にわたって見わ

たされる。周防東部の一例は,

○オス-サンガ オデソカイガ デキマセンゲナ。コマック　コトデ　ゴア

' ~*-c

おばあさんがご全快ができませんでしたようで。こまったことでござ

んすね。

である。 (神部宏泰氏調査)

「ゴワンス」も,本県下の東西に見られ,周防には比較的そのいちじるしい

ものがあり,周防島興でも,

〇号ナェ-デ　ゴテンスo

柳井でござんす。

などと言っている。 (国安功氏調査)

広島県下は,後述するように, 「ガンス」のさかんな所である。その「ガン

ス」流布の中に,いくらか, 「ゴアンス」あるいは「ゴワンス」が,ごくしぜ

んな混在のしかたをしているようであるQ

oミチュ-　シタコTガ　ゴラ~ラスず下モ　コ-天イガ　キューニ　ゴテラ

ーs ""---　I -o

"道をつけた事がございますが,勾配が急ですからねえ。"

は,備後北辺の- 「ゴワンス」例である。 (岡田統夫氏調査)

島根県下では,隠岐地方に「ゴアンス」 「ゴワンス」が認められる。 (神部

宏泰氏の調査がある。)

石黒武顕氏の『鳥取方言分布の実態』 (自家版　昭和32年2月)には, 「ご

あんす」というのも見えている。
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岡山県下については,今,私は,県北,作州西部内の,

Oa-
M　　　　　ノ

キャリマシタ　ゴアンス

よくいらっしゃいました。

などをあげうるばかりである。

中国地方も山口県下・隠岐地方を除けば, 「ゴアソス」や「ゴワンス」は,

さしておこなわれていない状況である。

四国地方にも, 「ゴアンス」ことばはまれである。

今,私が指摘しうるのは,下記の二・三の事項である。愛媛県南部内に,

○ラニーデ　ゴテラス　テ-o

そうでござんすなあ。

などの言いかたがある。徳島県下に, 「ゴアンス」の言いかたがいくらかある

か。香川県下に「ゴワンス」があるかもしれない。

近畿地方では,注目すべきいくらかの分布が兄いだされる。

和歌山県下に, 「ゴアンス」「ゴワンス」がある。

○オ/、ヨ-　ゴテ~シテO

お早うござんす。

は,南海岸,串本の「ゴアンス」例である。田辺市地方では, 「ゴワンス」と

ともに「ゴヤンス」の言いかたがおこなわれている。 「ゴヤソス」は, 「ゴア

ンス」からできやすかったろう。田辺方言関係の諸文献は,よく「ゴヤンス」

ことばをとりあげており, 「ゴヤンヒタカ」 (ございましたか)その他の形も示

している。

三重県下に「ゴアンス」があるのか。 『三重県方言』に,

ソゴアンシタ　　左様でありました　　全(三重)

と見える。
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中部地方に,今,言うべきことはすくない。その中にあって一つ,越前の

「ゴエソス」が注目される0　-これは,さきに「ゴザソス」ことばで,越前

に「ゴゼソス」の認められたのに即応する事実であろう。 〔a〕>〔e〕の転靴の,

根づよいものが認められるようである。越前では,主として東部の大野郡下に,

「ゴエソス」ことばが兄いだされるのか。天野俊也氏の教示された例紘,

○ラ~ニデ　ゴ王手京O

そうでござんす。

である。この「ゴ言フ京」の「-」は, 〔je〕の発音だというO

石川県下の能登に, 「ゴアソス」が兄いだされる。 「ゴワンス」もある。

○ゴす言サンデ　ゴテンス。

=ごくろうさまでございます。"

札能登半島東北端部の「ゴワンス」例である。 (愛宕八郎康隆氏調査)

中部地方に, 「ゴザソス」ことばはそうとうにおこなわれているのが見られ

るが, 「ゴアソス」類の言いかたはふるわない。

「静岡県掛川市上西之谷」 (『全国方言資料』第3巻)には,

mドーモ　ゴヤッカイデ　ゴヤンシタ

どうも　おじゃま　　　いたしました。

とあって, 「ゴヤンス」の言いかたが見える。

関東地方七もまた, 「ゴザソス」ことばのおこなわれかたにくらべれば, 「ゴ

ァソス」などの言いかたは,はるかに弱勢のものとされる。東京都下・千葉県

下・埼玉県下・栃木県下に, 「ゴアソス」の点在が認められる。 「千葉県安房

郡宮崎村布良」 (・F全国方言資料』第2巻)に,

HIJ---　--II->/ト--　+~Tニ　ス

というのが見える。 「オアンス」は, 「ゴアンス」に該当するものか。

東北地方でもまた, 「ゴアンス」 「ゴワン・ス」が弱勢であるO福島県下につい
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ては,今,言うべきものがない。

『山形県方言集』に,

ごあんすね　goansune　連続語　ございません　庄内

何もごあんすね。 (何もございません。)

との記事が見える。大槻文彦博士担任の国語調査委員会『口語法別記』 (大日

本図書株式会社　大正6年4月)の中にも,羽前西村山郡の「でごあんす」が

指摘されている。

『秋田方言』には,由利郡の「ゴアンス」が指摘されている。

そでごあんす(連) 〔由〕さうでございます。

つ~ぁれがそでごあんす。」

などとある。

岩手県下「旧南部領」で, 「ゴアンス」ことばが,さきの「ゴザンス」こと'

ばとともに注目される。小松代融-氏の『岩手方言の語桑』には, 「ゴァソス」

「グヮソス」の形も見える。官良当杜氏も, 「日本語に於けるクヮ〔kwG〕行

者群に就いて」 (『言語研究』第十・十一号　昭和17年11月)の中で,

nani hos'i gwans'i (何が欲しいのですか) 〔遠野〕

の例をあげていられる。

岩手県下につづいて,青森県東部の「旧南部領」がまた「ゴアンス」を見せ

る。

○オス㌻デ　ゴララ~天~〔ti〕o

oソ-ソデ　ゴアソ盲ソo

そうではござんせん。

などと言っている。 (「ゴアンス」とともに「ゴアス」がおこなわれている。)

東北地方内も, 「旧南部憤」は別セ, 「ゴアソス」ことばの注目すべきもの

がある。

鵜■■■らi

北海道地方については,今,言うべきことがない。
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全国状況をかえりみるのに, 「ゴア(ワ)ソス」ことばは, 「ゴザンス」ことば

よりも,おこなわれることがそうとうにすくない。転靴の,ややはなはだしい

ものともなれば,こういう結果になるのか。 「ゴア(ワ)ソス」ことばの語感も

また,おのずから, 「ゴザソス」ことばのそれからは,格差のあるものになっ

ている。

九州南部にさかんな「ゴア(ワ)ンス」ことば(ついでは山口県下のそれ)と

見あわせて注目されるのは,やはり,東北,岩手県・青森県東部の「ゴアン

ス」ことばである。九州や中国での問題事象の色濃さは,国の西辺地方のそれ

として,もっともの分布に思われるが,東北の叙上の分布は,どう解すればよ

いものであろうか。岩手県下などにとくに,このものが自生したとも考えにく

い。 -やはり,伝播・流布の結果・所産がこのさまを室しているのではなか

ろうか。もともと事象は「ゴザ′レ」本位のことばである。 「ゴザル」や「ゴザリ

マス」の,国の中央での勢力のつよさは言うまでもない。そのものは,しぜん

に東西に波及したことであろう。 「ゴザンス」のばあいも「ゴア(ワ)ンス」の

ばあいも,中部地方の北陸地方に,ものが相応に見られるのが重視される。伝

播の-重要経路がここにあろう。

「ゴア(ワ)ンス」ことばのばあい, 「ゴヤンス」形が,和歌山県下・静岡県

下に見られた。自然派生的なものであろう。それゆえ,偶然的にそちこちの地

点に,これが見られるわけであろう。二地のはかにも,こういう偶生物がある

かもしれない。方言上では,さまざまの靴形が,そこここに,あたかも人しれ

ず咲く花のように自生しているか。

「ゴア(ワ)ソス」ことばの将来については,もはや多く言う必要がなかろう。

これは,栄えようもないもののように思われる。

「ゴア(ワ)ソス」ことばが,標準語法制定のさいの話題項目となるようなこ

とはないであろう。
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三　ガンス　ガン

「ゴアンス」は, 「ガンス」になりやすかったろう。ときには, 「ゴザンス」

からすぐに(と言ってもよいはどかんたんに), 「ガソス」ができたかもしれな

い。 「ゴアンス」の転, 「グアンス」からも, 「ガンス」ができやすかったこと

であろう。

「ガンス」ことばの品位は, 「ゴザンス」ことばのそれにくらべれば,かく

だんに低位のものとなっている。 「ゴザイマス」ことばも「ガンス」形となっ

て,ここに,もっとも日常的な,いわばふだん着の,気がるな丁寧表現法とな

った。 -「ガンス」以降の簡略形がすべて, 「ゴザソス」からはいちだんへ

だたったものになっていることは,多く言うまでもない。

「ガンス」ことばは, 「ある」ことを言うていねいことばになっている。 「行

く」や「来る」ことを言うものとはなっていない。

以下に, 「ガンス」ことば,すなわち「ガンス」表現法の生態を,全国に見

S。

九州での「ガンス」ことばは,やや特殊な存立のしかたを見せている。

鹿児島県下にはこれがなくて,つぎに,宮崎県下で,その中部域あたりに

「ガンス」が見られる。
ノ

○アシタン　ヒヨリヤ　ドヂ　ガンソ　カナ。

あしたの日和はどうでござんしょうかな?

は,児湯郡下の例である。 『全国方言資料』第6巻の「宮崎県東臼杵郡南方村」

の条には,

fオコデソオ　クソナドッカイ　マ-　オヅキン　アリガト　　グランスガ

お香真を　　くださいますか　まあ　たいそう　ありがとう　ございます

WMこ-こここ

が,まあ。
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とある。ここに見られる「グヮンス」は,さきの「ゴアソス」系の「グア(ワ)

ソス」に近いものか。それとも, 「ガンス」に近いものか。

つぎに,長崎県下で「ガンス」が見られる。県東部域にこれがあり, 「ガン

ショー」は, 「ガンヒョ-」「ガンヒョ」と言っている。 『嶋原半場方言の研究』

から「ガンヒョ」例をひくならば,

○ふれ　いらしてかる　ねらしちや　どがんで　がんひよかい。
、ヽ_　　　　　　　　　　　　　　　ヽヽ_・

‖ぉ風呂を,おめLになりましてから,およっては,如何です。"

などがある。山本靖民氏の『島原半島方言集』 (湯江中学校　昭和28年5月)

には,

ガンシソ　　ありません　　(千々石町)

というのが見えている。

つぎには,福岡県内の筑後で, 「ガンス」ことばを兄いだすことができる。

梅林新市氏『複製碩胃方言集』 (福岡土俗玩具研究会昭和9年2月)には・
が-んす(ゴザリマス)

(井) <三井郡> (瀦) <三瀦郡> (八女郡北部)

同輩以下二対シティフ詞ナリ

との記事が見えるO当地方では, 「が-んす」の長呼の言いかたが,一つの熟

したものになっているのか。浮羽古文化財保存会『浮羽方言』 (『宇釈渡』第三

号　昭和32年4月)には,

が-んす(がんす)　ござんす,ございます。

がんす(が-んす)　でございます.

とある。

九州については,今のところ,上の三県下について,私は「ガンス」ことば

を指摘しうるばかりである。存立のこの偏頗は,何を意味するのか。あるいは

他地域にも,なお「ガンス」の言いかたが存立しているのでもあろうか。

中国地方では,山口県下の若干の分布と,広島県下の大分布とが注目される。
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山口県下では,おもに周防域に, 「ガソス」ことばがおこなわれていようか。

ここでは,本土部・島興部ともに「ガンス」がさかんである。

ところで,私は,長門北部の青海島でも,

〇才~マ ナンデ　ガンスィ　ノー。

今,あれですよ。　(老男-藤原)

などの言いかたを聞いている。長門本土内にも,どのようにか, 「ガンス」こ

とばが存在するのかもしれない。

広島県下は,まず,周防に隣る安芸一円に, 「ガンス」ことばがさかんであ

る。

○--　テンキデ　斉ソス　ブ-.

いい天気でござんすな。

○オ-ヨ　斉フシタ。

お早うござんす。

(「斉フシタ」が「斉シタ」とも聞こえるくらいに, 「ソ」をよわめて

言うことも多い。それは, 「斉㌻シタ」と表記しうるものでもある。)

○セデー　ガン盲てマンo

かまいはしません。

(「ガンてン」 「ガン丁言-」などと発言することが,かなり多い。)

などの調子の言いかたが通用されている。人々も,古来, 「ガソス」ことばの

通用をよく自認しており,安芸地方に,製作者不明のつぎのような語りことば

も産みだされているo

可部のがんせん坊にこのごろ説教ががんすんでがんしょうか。がんすんな

らがんすと,がんせんのならがんせんと知らせががんすんでがんしょうo

(「可部の」ではじまるのもあれば, 「坂の」ではじまるのもあり,そのよ

うな地名は言わないのもある。とりどりである。語りことばの本文に異動

を見せたものが,そちこちに聞かれる。ものは要するに, 「ガンス」こと

ばの過度とも言える頻用を指摘している。)
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「ガンス」の用法に,

○カワンデモ　言　ガンスジャ　ナイ　カ.

=買わなくてもいいではないですか。"　(中女-育男)

といったようなものもあるという。 (瀬戸口俊治氏による。安芸東部内のこと

である。)-後述の,岩手県下の表現法と比較されたい。

安芸の老年層の人たちの中には, 「ガンス」に似た「ゴソス」をつかう人も

ある。こうした「ゴンス」は, 「ゴイス」系のものなどではなくて, 「ガンス」

関係のものかとも思われる。 「ゴアンス」を「ガンス」と言いかえたように,

「ゴアンス」を「ゴソス」と言いかえたのかもしれないと思われる。ときには,

「ガ」を「ゴ」に転じて, 「ガンス」を「ゴソス」にした人もありはしなかった

か。 -なにさま方言の世界(口ことばの世界)でのことである。人は自在に,

さまざまの言いかたをする。それゆえ,私どもは,転靴の経路もさまざまに推

測しておかなくてはならない。

安芸地方の注視すべき転靴形に「ガン」がある。

○ナンデ　ガン　ヨノー。

あれですよねえ。

○ヨ-　ガン　ヨO

ええ,いいですよ。 (応諾)

○ト亭ニャ-　-　首ソ。

日時にはいいではないですか。"

(「ヨ　斉ソ」とも言い,かつ,このように「-　京ソ」とも言う.上

の「-　ガンス」にくらべていただきたい。)

○ずサ-デモ　ヨ　斉ソ。

○ずサ-デモ　-　斉ソ。

出さなくてもいいわよ。　(老女)

○アす㌃-　ミ丁ガト三二　万ソケ-0

あの人は耳が遠うござんすから。
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などのように言っている。 「ガンス」には,多少とも,あらたまった気分があ

るとも言えようか。それが「ガン」ともなると,そのような気分は失せて,む

しろそこに,なにほどかの卑俗味が生じる。ぞんざいとも言いうる,なんのか

ぎり気もない,ごく卑近なことばづかいにあてられるのが「ガン」であるとも

言えよう。初老以上の男性などの,もっとも日常的な卑近な用語の一つとして,.

「ガン」は存立していようか。女性もこれを言わないことはないけれども,普

い者のことばではない。なお, 「ガン」の言いかたは,広島市周辺などでは,

「ヨ」 「ヨノ-」といった文末詞にむすばれることが多いO　こうした構文に応じ

て,発言の様態あるいは速度にも一定の特色ができており,やや緩慢な調子の・

もの言いが,ここに聞かれることにもなっている。

「ガン」は, 「ガンス」からきたものか。そう思わせるような語感が, 「ガ

ン」にはある。ところで, 「ガス」>「ガン」の転靴も考えられる。人は, 「行
_　　7

きますよO」という意味で, 「行きマン　デ。」などと言うことも多いo「言ス」

を「言ン」と言ってもいる。これとおなじように, 「ガス」を「ガン」ともし

たか。ただし,ここで問題なのは,安芸地方内に, 「ガス」の言いかたがほと

んどおこなわれていないことである。皆無ではないけれども,その存在がわず

かなので,今,にわかには「ガス」>「ガン」を決定考とはしがたい。そうでは

あるのだけれども, 「あった『ガス』が, 『ガン』化とともにほろんだのだ。」;

と考えることもできなくはないので,今,あながちに「ガン」の「ガス」起源

を否定しさることもできないように思われる。

安芸地方の「ガンス」ことばを,今日,大観するのに,これは,しだいに老

年層のものとなりつつある。かつては広島市北部でなど,子どもたちも「ガン」i

の言いかたをしたそうであるが,今は, 「ガン」はおろか「ガンス」も,もは

や全般に,子どもたちのことばではなくなっている。青年たちは,ときにおど

けぎ衣で「ガンス」ことばをつかったりしてもいる。共通語になれた人たちは,

しだいに「ガンス」ことばを見すててしまうであろう。 -老年者たちが,し

たしい間がらでなど, -「ガンス」や「ガソ」をつかいなれているのを見うるの
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ち,ここ十年以内ぐらいのことか。

広島県下の備後地方にも, 「ガンス」ことばがなくはない。ことに備後北部

には,これが比較的よく兄いだされる。

○ムカシノ　イェデ　ガンス　ノ-O

昔の家でござんすねえ。

などと言っている。

備後南部の三原市などでは, 「ガソ」も聞かれる。岡田統夫氏にもその指摘

がある。

しかし,備後地方にあっても, 「ガンス」や「ガン」は,いよいよ兄いだし

にくいものとなっていくことであろうO

山口・広島二県の,以上の状況をほかにしては,中国地方で,あと,島根県

拙雲に,わずかの「ガンス」が兄いだされる。 『全国方言資料』第5巻の「島

根県大原郡大東町春殖畑鳴」の条に,

mキノドクナコトデ　ガンシタネ-

気の毒なことで　　ございましたね。

というのが見える。かつて神都宏泰氏は,出雲,平田市中酒井のことばとして,

LO耳ヨナラ。ゴッツォサソデ　ガンシテ。

さようなら。ごちそうさんでございました。

というのを教示せられた。

私は,鳥取県下についても,岡山県下についても,今, 「ガンス」ことばの

言うべきものを持っていない。中国地方での「ガンス」ことばの存立状況には,

特色がある。どちらかといえば,近畿地方につながる地域に,これが見られな

いありさまである。 -近畿地方は, 「ガンス」ことばのほとんどおこなわれ

ない地域である。

四国も,いったいには, 「ガンス」ことばの風土と言いうる状況ではないo

愛媛県下では,伊予南部内に, 「ガンス」が兄いだされるo
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高知県下では,西南の幡多郡下に「ガンス」があるらしく,中部海辺でも,

私は, 「ガス」に近い「ガンス」を聞いたが,県下一般では, 「ガンス」こと

ばは,今日,ほとんど言うにたりないもようのようである。

四国四県では,徳島県下にややよく「ガンス」ことばが兄いだされるか。

香川県下には,今日もはや, 「ガンス」ことばの,問題とすべきものが,ほ

とんどなさそうである。

さきにもふれたように,近畿地方には, 「ガンス」ことばがほとんどおこな

われていない。

中部地方も, 「ガンス」ことばのまれな地域である。

ことに西半域には(北陸は新潟県下まで),これがない。近畿の状況-の.つ

ながりのよさが見られる。

東半域の,静岡丁長野両県下には,いくらかの「ガンス」ことばが兄いださ

れる。これは,東の関東地方の「ガンス」分布にいくらか関連している。とこ

ろで,山梨県下の状況はどうなのであろう。

静岡県下のこととしては,早くから『静岡県方言辞典』が,

ガンス　　左様でがんす

ガ-ンシタ　　さうでが-んした

ガン--　　いやでがんは-

などを指摘している。 『静岡県島田方言誌』には,

ソ-デガン-ー　　そうでございます　そうで御座います

イキガ-ンシタ　　いきました　行きました

ソ-デガンス　　そうでございます　そうで御座います

ガンサー　　ございます　左様でガンサー

などの指摘がある。

長野県下の『信州上田附近方言集』には,
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ガンス　　御座います

.というのが見える。

関東地方では, 「ガンス」ことばがやや広く見わたされる。 (これは,夷北地

方の状況との,いくらかのつながりのよさを見せている。)

関東域では,千葉県下が,まずは「ガンス」に無線の所か。

神奈川県・東京都についても,私は,今,これという「ガンス」例をとりた

てることができない。

埼玉県下では,ほぼその全域にわたって,そちこちに「ガンス」ことばが兄

いだされるようである。東辺内では,私自身, 「ゴザンス」「ガンス」「ガス」

を聞いている。

○'-1- '-J ヨー　ガンス

ええ,ようござんす。

などと言っている。 (以前には, 「ガンス」もかなりよくつかわれていたらし

い。)県下西方の秩父地方に, 「ガンス」がかなりよくおこなわれている。

Oy二デ　ガンスO

そうでござんす。

などといった調子である。 「ガンショー」などとも言っている。

群馬県下がまた, 「ガンス」のよく見られる地域である。大橋勝男氏の調査

結果などがある。県下の全域にわたって,諸地に「ガンス」が見られる。前橋

市の北部の「ガンス」例は,

○テ-　ヨ-　~斉ラス.

ええようござんす。 (と,ひきうけてくれる。)

などである0 -この地では,老年層に,ことに老男に「ガンス」がよく聞か

れる。 "昔は, 「ガンス」をよく言った。"と語る人もあった。

栃木県下では,主としてその西南域に,群馬県下状況とのつづきがらもよく,

「ガンス」ことばが聞かれるか。二・三の,過去の方言文献にも,県西南部の
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安蘇郡についての「ガンス」ことばの指摘が見える。

茨城県下は,諸地にかなり「ガンス」ことばを存するのか。水戸弁では,
---- -一一　-　　　　　　　　--/1

0キョ-ワ　イ-　オテンキデ　ガンス　ナ-.

L　き3=うはいいお天気でござんすねえO

などと言うという。私は,県東北部内で,

○オス盲二　万ラス。

お早うござんす。

というのを聞いている。土地の人は,これを,七十歳八十歳の人のことばだと

説明してくれた. (「イマフ(今の)　シ下す二(人は)つかわないO」とも

あった。)

関東地方では,西がわの埼玉・群馬の両県下が,とくに注目されるようであ

る。この状勢は, 「ガンス」ことばが,栃木・茨城の二県下はもとよりのこと,

関東の大域に,かつてはよくおこなわれたことを示唆するものか。

東北地方では,とくに岩手県下に, 「ガンス」ことばがいちじるしいようで

ある。それに関連する状況を,福島県下から見ていく。

福島県下では,会津に「ガンス」ことばが見られる。

○シ〔i〕す-　ガンス〔ii〕言-0

ほんとうにまったくそのとおりです。

("同感の意をあらわすばあいつかう。")

これは,会津西北辺でのその一例であるO一般に, 「ガンス」は老年者のもの

らしい。

山形県下でも,とくに庄内地方に「ガンス」ことばが聞かれる。 -かなり

よくおこなわれているようである。

○チョットデモ　イテデ　ガンス〔ti〕ネ-。

ちょっとでも(ちょっと上がって話しても)いいじゃないですか。

○オ-ヨ　斉ラス〔ii〕。



306

は,酒田市で聞きとめたものであるo庄内で別して私の記憶に明らかなの紘,
ノ

「ガン貢一首-」ということばづかいである. 「ガン天　ネ」などとも言って

いる。いずれも「ござんせん」の意のものであるo (はじめてこれを聞きとめた時

は,ずいぶん,奇異に感じた。)山形県下も・とりわけて,庄内地方に「ガンス」

が聞かれるのは,どうしてのことであろうか。

秋田県西南部に,庄内とのつづきで「ガンス」が聞かれる0
-　11-　ll-. I

○サカナ　イガンス　カーo

魚はようござんすか?

など。本県下の北部域内に, 「ガンス」が比較的よく兄いだされるらしいo

oォ言シテ　ガンス〔ii〕。

○マイド　アリガT　ガンス-o

毎度ありがとうござんす。 (女性のことば)

は,花輪市内のことばであるo県東北部内の「ガンスJ状況は,どのようにか,

岩手県下の「ガンス」状況につながるものなのかo

岩手県下は,その南北にわたって・諸地に「ガン刈ことばを見せている。
.一一・・ I

oァリ〔i〕ガ下　ガンス〔ii〕タ-o

ありがとうござんした。
メ

○ス〔ti〕ル〔h〕ニli〕牙(ヨ)ガンス〔ti〕カ。

することができますか。

は,花巻市での二例である。

○ア.)〔i]ガ下　ガンス〔ii〕.

ありがとうござんす。

○オ亨ホノ　ヂ〔i〕サマニ〔i] ァヮテ二　ガンシ〔i〕ス〔d〕カO

私ほうのじいさんにあわなかったでしょうかo

oォラホ耳オ亨テク〔凸〕ナ-ル〔凸〕二日〕盲二　ガンシ〔i〕ン元

私のほう-いらしてくださいませんかO

は,盛岡市北方の渋民村での三例であるo小松代融-氏の『岩手方言の語劉
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の「旧南部領」の部には,

ケドガン(セ)　　下さい

との記載が見える。これは「くれとかンセ。」の言いかたをしたものか。それに

してもここに「-ノガン(セ)」の見えるのは注目される。広島県下での, 「ガ

ンス」に対する「ガン」の存在が思いあわされもする。伊能嘉矩氏の『遠野方

言誌』 (郷土研究社　大正15年6月)には,

ガンス又ガァ　　ゴザイマス　　ござんすの転。

との記事が見える。この「ガァ」は,広島県下での「ガンス」相当の「ガン」

に比解しうるものか。

青森県下では,岩手県つづきに,県東南部地方に「ガンス」ことばが兄いだ

される。
I/I

○ト-フ〔ii〕ナット-　ヨ-　ガンス〔ti〕　カーィ.

豆腐や納豆はようござんすかあ。

は,八戸市内で聞いた,朝の「物売り声」である。

北海道地方については,今,私の言いうることが,ほとんどない。ただ,松

前地方などには,どれほどかの「ガンス」ことばが聞かれるのか。石垣福雄氏

は, 「北海道は方言試練の場　死滅したことばと生き残ることば」 (『放送文化』

第22巻第2号　昭和42年2月)で,

松前の老婆は, 「オマ-ン,コナイダノ先生サンデ牟旦三三」のような丁

重な敬語を使う。

と述べていられる。

「ガンス」ことばを全国にわたって見わたすのに,まず,近畿地方にこれが

ないのが割目される。 「オマス」ことばの隆盛などは,ここに考えあわせてよ

いことであろうか。近畿が「ガンス」ことばの風土ではないのに類して,中部

地方の酉半方面も「ガンス」ことばを見せず,四国地方もまた, 「ガンス」を
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見せることが,だいたいよわい。中国地方にしても,岡山・鳥取両県下などは,

「ガンス」ことばを見せることがない。

, 「ゴザイマス」ことばでの「ガンス」形は,やはり,なんらかの前提条件か

ら,諸地域で,自然発生的に偶生し得たものであったか。九州は,宮崎・長

崎・福岡の三県下にこれが見られたが,それは,自然発生的なものではなかっ

たか。中国,出雲地方の「ガンス」も,偶生的のもののように思われるo

関東と東北とに,かなり広い分布域が見られるのとともに,西は広島県地方

に「ガンス」存立の盛大なものが見られるのは,近畿系の地域を除く両辺に,

対応する「ガンス」分布が見られるありさまで,見るからに興味が深いoこの

ような状況を拡大解釈すれば, 「ガンス」ことばも,いつのころにかは,かな

り全国的におこなわれたものかとも思われる。

しかし,今日,これが,退勢の分布状況を示していることは,明らかである。

「ガンス」ことばは,画然と老年層者のものとなっている。もちろん,これが,

標準語教育の対象とされることなどは,ありうべくもなかろうo

四　ガッス

「ガッス」は「ガンス」に隣るものである。 (「ガンス」から「ガッス」がお

こることもあったろう。 「ガッス」から「ガソス」のできることも考えられ

る。)

「ガッス」ことばでは,九州と東北とにこれの対存するさまが注目される0

-他地方にはない。

九州では,熊本県天草・佐賀県下・福岡県下に「ガッス」ことばが兄いださ

れる。
_ーノ

○言二　ガッショー。

ああそれでいいでしょうよ。

は,福岡県筑後山地の例である。

○アンマリ　ガッシェ~ソ。
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あんまりござんせん。

紘,筑前糸島半島内の例である。福岡県下などでは, 「ゴザッス」が, 「ゴアッ

ス」をへて「ガッス」になったかもしれない。 「ガッショ-」などは, 「ゴアッ

ショー」を思わせやすい。 -それにしても, 「ガッシ」が見とられる以上は,

これを「ガッス」ことばと見ることができる。佐賀県教育会『佐賀県方言辞典』

(河内汲古堂　明治35年6月)には, 「ガッス」の条に, 「ゴザリマス」との注

解が見えるっ

九州の「ガッス」ことばは,およそ老年層のもののようである。老男に「ガ

ッス」ことばが見られがちのようでもある。

東北地方では,岩手県下に「ガッス」が認められる。私が,盛岡市南方地の

ことばとして聞かされたのは,つぎのものであるC

○キョ-ワ　ナンダカ モヨ-ワ　イケナ　ガッス〔ii〕 ナッス〔d〕O

きょうはなんだかお天気もようがわるござんすね。

○ソンテノ　イワネ　育㌻ス〔ii〕テッス〔ii〕O

そんなことは言いませんねえ。

山形弁に, 「ふんだがつす。」 (さうですか。)というような言いかたがある。

(『山形県方言集』)ここに「ガッス」ことばが兄いだされるか。否であるO　上

記の対訳にも明らかなとおり, 「ふんだがつす」は「か」表現である。 「ガッ

ス」とはあるが,これは, 「か」とたずねて,しかも最後に「す」とよびかけ

たことをあらわすものである。 -この「す」は, 「もし」の「し」にあたる。

(「し」 〔Ji〕の発音が「す」と表記されている。)それにしても, 「ガッス」こ

とばにややまざらわしい「がつす」があったものではある。

後述するように,東北地方内に, 「ガス」形はかなりさかんでもある。だの

に,その前身とも言える「ガッス」は,きわめて劣勢である。このような存否

の事情は,にわかには解しがたいものである。 -いずれも,存立は,偶然的

・自然発生的のものでもあるか。
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五　ガイスなど

第六節に述べた「ガ-ス」にかかわる・rガイス」も,あり得よう.(「ガイス」

から「ガース」のできることもあり得たことかと考えられる。)が,また, 「ガ

ンス」関係の「ガイス」もありうることかと考えられる。 -「ガッス」から

「ガイス」のできることも,あり得ないことではなかろう。 「ガイス」に関して

も,いろいろの成立経路が考えられる。

「ガイス」に関しては,まず,中国地方にその点在するのが認められる。山

口県周防内にこれがあり,広島県江田島にもこれがある。備後北部にも「ガイ

ス」がある。備後の「ガ-ス」は「ガイス」に近いものかO岡山県下の作州に

は, 「ガェ-ス」があるらしい。 (P.259)

私の知り得ている範囲でのことであるが,つぎには,中部地方の山梨県下に

「ガ-イス」がある。 -県下西南部内で,私は,

○オ-ヨ　嘉イス。

お早うござんす。

○オサム一　斉二ィス。

おさむうござんす。

などとの言いかたに接した。人は「ガイス」を, "今は言わぬ。昔,年寄りが

言ってた。"とも説明してくれた。

東北,岩手県下には, 「ゲァ-ス」「ゲァス」「ガ-ス」などがあるというo

(『岩手方言の語嚢』<旧伊達領>など)これらは, 「ガイス」に近いものなのか

どうか。

以上, 「ガイス」ことばの分布は,偶然的なものとも言えるようである。

六　ガス

さきの「ガンス」ことばに対立するいきおいを見せるのは, 「ガス」。ことば

である。
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「ガンス」形と「ガス」形とは,関係の深いものであろう。 「ガンス」は「ガ

ス」になりやすい。

ところでまた, 「ガ-ス」も「ガス」になりやすいO 「ガッス」もまた「ガ

ス」になりやすいO　いずれも,ほんの一歩の変移と見られるものである.

「ゴアス」 「ゴワス」からも「ガス」は成立し得ようO 「ゴス」も「ガス」

になりうることだと思われる。

「ガス」動詞は, 「存在」を意味する,まったく単純な-丁寧法動詞である。

語形がこれほどまでに簡約化されたものになると,これに,もはや「行く」と

か「来る」とかの意は宿り得ないのであろう。

さてここに,記述上の-困難があるo　すでに「ガンス」などのはあいにもかなり感

じられたことであるが,いよいよ「ガス」形ともなると,私どもは,これに適切な

共通語を対置することが困難である。というよりも,もはや不可能である。以下に,

文例のいわゆる対訳を山しても,それは,便宜的な言いかたにしたがっているもの

である。このことを了としていただきたい。

以下に, 「ガス」ことばの分布を見よう。

九州地方には, 「ガス」のおこなわれることが,総体にすくない。

鹿児島県下にはこれがない。 『全国方言資料』第6巻の「鹿児島県枕崎市鹿

寵」の条に,

fマン　イクッ　　グヮシクロカナー

まだ,いくつで　ございましたでしょうかねえ。

と見えるが,この「グヮシタロ」は, 「ガシクロ」に近いものではなくて, 「ゴ

アシタロ」に近いものではないか。

宮崎県下にも, 「ガス」ことばはなさそうである。やはり「グヮス」はある

が,これも, 「ゴアス」「グアス」または「グワス」に近いものであろう。 -

県南部で, 「オ暑グワス　ナ。」などと言ってもいる。

熊本県下に,なにほどかの「ガス」があるO天草では, 「ヨ一　斉ス.ヨ一

斉ス。」「有難う　ガシタ。」などと, 「ガス」ことばがかなりおこなわれている
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か。

長崎県下が,九州では「ガス」ことばを比較的よく見せる地域とされようか。

島原半島方面は,天草とも関連してか,ことによく「ガス」ことばを見せてい

る。もろもろの方言文献にその指摘がある。終止形「ガス」は, 「ガシ」とも

「ガヒ」ともなっている。 『嶋原半場方言の研究』には,

おはよがし　「島原町」

(おはよう)

というのがあるo 『全国方言資料』第6巻の「長崎県南高来郡有家町」の条に堕,

fア-　タッシャ　アラヒテ　ガヒナ-

ああ　お達者で　ございますねえ0

と見える。県下,西彼杵半島では,私は,つぎのような事例を聞き得ている。

○フナヤカテ/Tデ　ガテテ二。

しなやかな晩でござんして。 (あいさつことば。風もなく雨も降らず,

おだやかな晩であることを言う。)

○ヨ-　ガス　ト。

ようござんすわ。　　(中女-藤原)

つぎに福岡県内に,いくらかの「ガス」が兄いだされる。 『浮羽方言』 (『宇

研波』第三号)には,

がす(が-す)　　ございます.

との記事が見える。岡野信子氏は, 「島郷生活語における形容詞-その構成

と表現-」 (『研究紀要』第10集)の中に,

○アラケネー,スタクラシ-　コ下京デガス。

荒っぽくて投げやりな言葉ですよ。 (老男-岡野氏)

との「ガス」例を見せていられる。

九州では,酉辺域ならびに福岡県下が,問題の地域となっている。九州東部

紘, 「ガス」に無縁の地域の,ようである0 -これは,四国に「ガス」ことば

のごくすくないのと見あわすことができる。
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中国地方も,全般的には「ガス」ことばがよわい。山口県下には言うべきも

のがなくて,広島県下の安芸に,やや見るべきものがある。安芸西部では,

○ヨー　ガス。

ようござんす。

などと言っている。備後南北にも, 「ガス」ことばが聞かれなくはない。・

○イマ　ボンデスケ-　7-0　ミテ　コTガ　タヨ-二　万ス0

日今,盆ですからねえ。皆,忙しくしています。"

は,岡田統夫氏のとらえられた,備後中部での一例である。山陰,出雲では,

いくらかの「ガス」ことばが聞かれる。南部山地例は,

〇才〔i〕ヅ〔ti〕モワ,京-ゲンガ　芽二ガス〔ti〕ケン　ーr一

出雲は方言が多いですからねえ。
y

oずて音了-サンデ　ガシ〔i]タ。

十三歳でござんした。 (十三歳で入婿)　(老男)

などである。神部宏泰氏は,隠岐,島後の,

○イブ1言ワ　ティモノア　イティデガス。

亥予は食物の祝いです。

というのを教示せられた。鳥取県下に関しては,室山敏昭氏の教示せられた伯

者例,

〇万ンリガ　ヨー　ガスケド　テ-0

便利がようござんすけどねえ。　(老女)

などをあげることができるばかりである。

伯者に対応する岡山県美作地方に,かなりの「ガス」.ことばが兄いだされるo

(「ガ-ス」もある。)西部例は,

○7㌧カデ　ガスケド　ナー。

農家でござんすけどねえ。

○ボン耳ソデ　ガシテ　デーO
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坊さんでござんしてねえ。

などである。ところで,土地の有識者は,私のこれらの聞きとりを,カードに

ついて検閲してくだきって, 「ガス」 「ガシ」のところ-いずれも長音記号を加

えられた。 「ガース」「ガーシ」だと言われるのである。ちなみに, 「--

ガス　ワィ。」は, 「-- ・ガ耳ィ。」とも発言されている。岡山県下の他地

域には, 「ガス」ことばがほとんど聞かれないか。

四国地方は,さきにもふれたように, 「ガス」ことばを見せることが,ごく

よわい。土佐の東部にはこれがあるか。 「ガス」ことばをいくらか見せるのが

徳島県下であるO南部山地例は,

○ニライ　ヌク-　ガス　ゾテ二。

ひどくあったこうござんすよね。

などである。

近畿地方は,およそ, 「ガス」ことば不毛の地域と言えよう。丹後・大阪府

南部・三重県下などに, 「ガス」の散在が認められはする。

中部地方には,限られた地域に, 「ガス」の注目すべき用法が鬼しくだされる.

まず,静岡県下が問題の地域である。県下に, 「オ-ヨー　ガス。」などの,め

かりやすい「ガス」用法があるのとともに,

07-デ　ゴずリガス　カ.

そうでございますか。

○下-モ オジャマサマニ ナリガシタ。

どうもおじゃまさまになりました。

のような「ガス」用法が兄いだされる。これは,御前崎の例でる。 「ガス」が

助動詞あつかいにされていると見ることができる。 (-この「ガス」も,たぶ

ん, 「ゴザイマス」系の「ガス」に相違あるまい。)すでに『静岡県方言辞典』に
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ち, 「御本ヲオ借り申シガス」「コチラ-オ上ンナ-レガシ」などの「ガス」用

法が記述されている。 「ガス」は,まったく「ます」相当のものになっている。

『静岡県島田方言誌』,後藤一日氏『遠州の方言』 (莫哉堂書店　昭和43年2月)

その他の方言文献にも,こうした「ガス」用法が見える。坂本幸次郎氏は, 「遠

州方言における助動詞」 (『遠江方言の研究』土のいろ社　昭和7年5月)の中

で,

崇敬の助動詞には「れる」 「られる」 「ます」 「なさる」 「まうす」 「がす」等

があり,本来の助動詞と転釆の助動詞とがある。

と述べていられる。

山梨県下にも, 「おほんになりがした。」などの言いかたがあるという。 (潔

沢泉氏『甲州方言』)稲垣正幸氏も, 「富士北麓のことば(山梨)」 (『NHK国語

講座』　昭和32年5月)で,

夕方のあいさつの「お晩になりガシタ」 「申しガシタ」のように,てい

ねいな言い方にガシタという助動詞が用いられている。

と述べていられる。

長野県下に,. 「ガス」ことばがあるが,助動詞用法のものではない。それは,

「ソ-デガスカイ」 (『信州上田附近方言集』)などであるo

ところで,佐藤茂氏によるのに,福井県下には,

デカケナ-リガス(おでかけになる)

の言いかたが見られる。 「今立郡池田村一旧下池田村西角間」のことばである

という。 (佐藤茂氏r補助動詞ついて(3)」 『近畿方言双書』第六冊　方言論

文集〔2〕昭和32年2月) 「ガス」のこのような使用法は,所を異にしても,

生じうることか。つまりは,はなはだしい略形である「ガス」が,ぞうさもな

く転用されるということなのであろう。

「ガンス」ことばのはあい同様,関東地方が,やや注目すべき「ガス」分布

を見せている。
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神奈川県下にも「ガス」ことばがあるらしい。

『東京方言集』には,

ヨ-ガス

あの石の多い山路は,歩きつけねえ方にはえらうがすよ

のような「ガス」例が見える。

埼玉県下に, 「ガス」がややいちじるしい。西部山地にもある。東部方面に

紘,これがより'いちじるしい。

○ズイブン,ネ-　ヨ-　ガス　首-。

ずいぶん,値がようござんすねえ。
一・・一.A

0サッラブ　テンノ-サマ　フル　ガス　ヨ-.

幸手のおみこしは古うござんすよ。

は,東辺での二例である。ただし,埼玉県下の「ガス」ことばも,たいていは

老年層のものであろう。

つぎに群馬県下にも, 「ガス」ことばが,かなり兄いだされるらしい。

叢芳書方言靴語翌』には,
「ございますJが「ごす」となり「ごす」が「がす」となれるかO

との解釈が見える。

栃木県下にも,なにほどかの「ガス」ことばが兄いだされる。

茨城県下にも, 「ガス」ことばがかなりおこなわれているのか。長塚節氏の

『土』 (春陽堂　大正15年9月)には,

・-疎末にや成んねえんでがすかんね,

などのことばづかいが見える。

東北地方を見る。なかでも,問題の地方である。

福島県下では,東西に,いくらかの「ガス」ことばが見られるが,主として

は平地部に「ガス」ことばがおこなわれている。

ところで,山形県下には「ガス」ことばがない。会津方面にすくないのとつ
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ながりあったものであろう。

秋田県下には,南北に,なにほどかの「ガス」ことばが見られる。 『秋田方

言』にもその指摘がある。同書に,

「がす」の代りに, 「す」を用いることもある。

との説明があるのは興味ぶかい。なるほど,
△ △

おれだぼえがわぁがす(私なれば行きません, 「えがんねぁがす」の時は.

「行けません」)

のような言いかたの「がす」は,- 「す」にかえてもよかろう。 (「す」は, 「も・

し」の「し」だと思われる。) 『秋田方言』の説明のようなものが成りたつとこ

ろには, 「ガス」ことばの,はなはだしく付属的なものになっているさまが認

められよう。

東北地方での「ガ云」ことばの一等地は,宮城県下である.本県では'全県

下に, 「ガス」ことばがじつにさかんである。 「ガンス」ことばは岩手県下に

さかんであって,南隣の宮城県下にはこれがなかった。しかるに, 「ガス」こ

とばとなると,宮城県下にじつにさかんである。当地方では, 「ゴザイマス」

ことばも,なんら「ガンス」形などにとどまることはなくて,早くも「ガス」:

形に到達してしまったということなのか。

宮城県下では,
お-す-せんでえ-

奥州の仙台名物おらせんだ,そ一つLやそでがす,そでがえんか。

などの言いぐさが成りたっている。

本県南の「ガス」例は,

○ア-　イ〔i〕-　ガス〔ii〕。イ〔i〕-　ガス〔ii〕。

ああようござんす。ようござんす。

などである。本県北の「ガス」例は,

○ミテングニ〔i]ヨ-　ガスlii〕O

見ていくことができます。
_・・・・ A

(老男-藤原)

○ンジャ, ・ソノ　ヒ〔i〕トデ　ガス〔ii〕ッペO
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じゃあ, =その人でしょうよ''。

73:どである。

宮城県下では, 「ガ-(イ)ン」の言いかたがよくおこなわれている
ノ

○-〔ii〕-ガダ　マダ　ク〔ti〕ンデ　ガイン　カ。

夕方また帰るんでござんせんか?

WM
I一一・・・ .　　　-・ I

oソンテ　モノ,ガイン(ガ-イン)0

そんなもの,ござんせん。　(老女)

など。 「ガス」の未然形「ガセ(ん)」が, 「ガ- (イ)」となっているのでは

ないか。 (「ゴザリス」のはあいも,その未然形「ゴザリセ(ん)」が, 「ゴザリ

- (イ)」ともなっている。)

『仙台の方言』には,

「きの-な参りしてがす」 (昨日,参りました)

といったような「ガス」用法が見える。

「きまりい-A,嫁にもらいたがす」 (凡帳面な人を嫁に欲しいです)

.というような「ガス」用法も見える。同書には,

がすはありすよりも,

よりも敬譲を欠く。

又ござらさる, おんなさる等は同項のその他のもの

との説明も見えている。

『仙台の方言』に,なおつぎのような,注意すべき「ガス」がある。

「鍵かいしたかOむ車重ど用心わるがすつぉ」 (鍵をかけたの,かけないと

用心が悪いですよ)

:「ガスツォ」というのが見えている。

「あの人少したかったんでがえんか,なんだか限附き変でがっつぉ」 (あの

人は少し気が変でないの,限附きが妙ですよ)

などとある「ガッツォ」も, 「ガスツォ」に類するものか。 『東北方言集』は,

宮城県北部の言いかたとして, 「さうでがっちよ」というのなどをあげているo
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宮城県下に, 「ガス」用法の異なるものも兄いだされる。

「ガンス」ことばのよくおこなわれている岩手県下に, 「ガス」ことばもま

た,かなりよくおこなわれている。どちらかといえば,県北よりも県南に, 「ガ

ス」ことばが見られやすかろうか。南の水沢ことばでの「ガス」例は,

○オフ丁言　ガス〔ii〕。

お早うござんす。

〇百ニス〔ti〕コシ〔i] ザッパナ　コトノミは　「オ-ヤ　ガス〔ii〕」o

もうすこしざっとしたことばは「オ-ヤ　ガス。」です。

などである。 (宿の手つだい老女の教示)当県南でも, 「ガス」の打消を「ガ-

ン」にしている。水沢ことばに,また,

○耳-　イ市　ガスlti〕カO

さあ行きませんか。

などというのがあるが,このようなはあいにも, 「ガス」が,用法上, 「ス」

(「もし」の「し」)的なものになっているとも見ることができよう。

『全国方言資料』第1巻の「岩手県胆沢郡佐倉河村」の条には, 「ガッツェ」

の言いかたが見える。

mヤーヤー　ドモ　　アリガト　　ガッツェ

いやいや　どうも　ありがとう　ございました。

これは,宮城県下の「ガッツォ」などに摂するものであろう。

岩手県下につづき,その北の,青森県東部,すなわち「南部」地方にも, 「ガ

ス」ことばが聞かれる。

○ソリヤ.ヨー　ガス〔ii〕　ナ。

それはようござんすね。

○タイシ〔りタ テジ〔り　盲~二　ガス〔ti〕.

たい-ん味がようござんす。　(中男-藤原)

などは, 「南部」南方の例である。八戸市や野辺地町その他でも「ガス」こと

ばが聞かれる。中市謙三氏『野辺地方言集』 (三元社　昭和11年8月)には,
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「おはす」が「ごはす」になり,更にガスとなった。 「そうでガス」 「ヨオ

ガス」 「寒むガス」等といふ。

.との説明が見えている。

東北地方には, 「ガス」ことばの,そうとうに広い分布が見わたされる。

北海道地方に関しては, 「ガス」ことばについて言うべきものを,今,私は

一持たない。

「ガス」ことばは, 「ガンス」ことばと見あわすことのできるものである。

が, 「ガス」形となったものは,独自の簡略形と見られ,これの表現上の効果

ほ, 「ガンス」ことばのそれとはあい距ったものになっている。

「ガンス」ことばが,関西地方内にもつよい勢力を見せたのに対して, 「ガ

_ス」ことばは,かなり東国的のものになっている0 -東国風土によく根ざす

もののようである。 「ガス」ことばは,つまり,東国方言風土によく生きてい

ると見られる。

それにしても,全国総体に, 「ガス」ことばを,いまや古風のものとしてい

ることはあらそえまい。 「ガス」ことばは,老年層のものになっている。

七　ス

たとえば,近江,湖西の朽木村で, 「お早う。」のあいさつに,

○オス言　ス.

と言う。外形上,ともかく「ス」が受けとられる。この「ス」は,千お早う

オス。」 (京都ふうの「オス」ことば)の言いかたのうえにできたものであろう

か。

京都府の丹後北辺などにも, 「オ-ヨー　ス。」などの言いかたが聞かれる。

『三重方言資料』にも,

オ-冒-ス　　阿山郡山田村
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オ-ヨッス　　飯南郡渡瀬村

と見える。

近畿地方の「ス」は,おおかた近畿弁の「オス」の系統のものであろうか。

とすれば,これは,七の項目内におくべきものとはされないことになる。 (「第

十三節　オス」の条内におくべきものとされる。)

ところで,秋田県東南,田沢湖町の生保内で聞かれた,

○オ--〔9〕ソ　ス〔ii〕。

お早うござんす。

め「ス」は, 「ございます」的なものと見ることができはしないか。-「オマ

云」や「オス」を考えることはできまいo

この「メ、」は,ともかく,転靴の末端の,はなはだしい略形のようであるO

「メ、」を独自特定のものとすることができよう。- (その「ス」が,意味上で

は「ございます」的なものを思わせるので,今は,これを,第九節内の末部,

七の項におく。)

昭和31年6月,私は,東京,原宿駅前の理髪店で,

○ド←モ　アス。

どうもありがとうございます。

というあいさつことばを受けた。場面上, 「アス」は, 「ありがとうございま

す」の意のものと受けとられた。この「ス」がまた, 「ございます」のかげを

宿した「ス」とされる。

本節で「ゴザンス」系のものをとりあつかった最後に, 「ス」をとりあつか

ってみるが,このものは,方言上に分布が兄いだされるといったような性質の

ものではなさそうである。しかし,偶然的にもせよ,また,個人に片よったこ

とぼく、、せの中にもせよ, 「ゴザンス」系の「メ、」形が,生成しうるものである

ことは,明らかなようである。
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私どもは,このようなものを見るにつけても,人間の言語表現行為には,場

に応じた,はなはだしい自在性とも言えるものがたしかにあるのを知る。

第十節　ゴザリマス(モス)系総収

(第二節-帯九節)

以上,第一章内で,第一節から第九節にわたり, 「ゴザル」-「ゴザリマス

(モス)」系の丁寧法動詞,丁寧法要素を観察してきた。全体は,一括して, 「ゴ

ザリマス」ことばの大系とも言いあらわすことができる。

その,なんと広大な組織状況であることか。 「ゴザイマス」ことば(卑近な

∴言いかたをして)は,日本語の現代丁寧表現の生活の中で,きわめて大きな役

ありをするものになっている。 (「ゴザイマス」ことばの全体をとりのけられた

ら,私どもはたちまち,日常の言語行動に窮してしまうであろう。)節にわけ

てこまかく見たのに明らかなとおり,共通語界から見れば,もはや衰運の定ま

った話語も多い。 -共通語界でよく用いられている分子は,むしろ限られた

ものである。しかし,方言界では,要するに,以上の全相のものが,日々の丁

寧表現法をささえる活動体として生きている。 -ものによる成形の大小はあ

っても,一々が,どのようにかどの方言にか生きてはたらいているo

「ゴザイマス」ことばの生命力の強靭さが思われる。

「ゴザイマス」ことばを,上釆の諸節に明らかにしたとおりによく展開させ

た,国語主体の活動力は,割目すべきものであるとも言える。

つぎに, 「ゴザリマス」以下「ス」までの,もろもろの成語を,一覧表にし

てかかげよう。
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ゴザリマス(モス)系丁寧法動詞分生体系
'M

1　.へJ

ガ　　アヤ
ス　　　ン′ン

_・ニ～:
ゴ　((
ザ　-アヤ
イ　　ススス
ガ　)＼ノ

ス　i

-　J I　㌢l
オ　　オ　(ゴ　コゴ　(
ゼ((ザ　ダザ　ゼゼ　ア
lソエイ　)ヤ　ェ1　)

ヤ))ヤ　　ス　ヤヤ
ス　　　ス　　　　　　　スス
、、-　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、・ー

~~ヽ

I-:　_I

ヽ　J

.へ

コ

ジ

ここ

ヤ

ス

iZq

マママ

ス　ッッ

∴'
<　)
吹
jX

V

=

ザ~1
イ　ザ

ヤ　イ

ス　ヤ

ス

l l

ココ　　コ　　(

ダダ　ゼ　ア
ェェ　　ァ　)

アヤ　　ン
ン'こ/　　ス

スス
■らl

.I

ゴ

ダ

イ

ア

ツ

ス

_I

ゴ

ザ

イ

ヤ

ン′

ス

_I

(　　コ

ヤ　ザ

ン'　ェ

ス　　ン′

ノレ　　ス
ヽ-・.

J(

モモ
スl

.

32

((ザ
ソユイ

I

コ

ザ

リ

ス

I

へ->]'

イリ
、Jス



ゴ

ザ
リ

マ

ス

L

ゴ

:ザ
イ

マ

fOt^

V

s

ア

≡

i I

オ　　　ゴ

ぜ　-,"'

イ　1イ
-=　ヽ-'て

ス　　　ス

l　　】

(　((ザ　　ダ

ダ(ザェイ　　イ
イア】)マ　　マ
マ)マ　ス　　　ス

ス　　ス
)　　　　＼_ノ

ーil li-

コ　　　コ

ジ　ゼ
ヤ　　　ア

ここ　1

ii白　　i51

ス　　ス
、、_　　　　　　)

. ~`ヽ

コ

HE3
イl
BB

I

コ

(ザ　(
ソ1 ワ

~ヽ ′~ヽ.ーヽ

E^B^r

iEi

ス

=f

ザ
S4

ス
ヽ

T2mロ

こ:

ヱ　ジ

マ　　ト/

ス
＼ー

ス′′「スス　ッ　ツ
ヽー　コ

∴ ・:

∴・ I
表
∨

ノレスス

I L

S^Ei
イ　ザ

マ　イ

ス



拷-章　丁寧法動詞(またはそれに助動詞のそわったもの)による丁寧表現法　325

ゴ

ザ

イ
マ

ス

I

Mt

(ザ
-イ
)ソ

ス

I

]

Hi

ごザ
m

lス

l　　　　　　(　　　　(　　　　　　　(　　　　(

コ　ココ(ゴゴ

(ダ　ヤジザゼザ
エイ　l　ヤエアl

)ス　ス1)1ス

)ス　ス)
ヽ_・　　　ヽ-

~`ヽ　{ヽ　　　　　　　　　　　　　　へ.~ヽ

ゴゴゴ　ゴ　ゴゴゴ
ゼゼザイ　ザザザ
アl　エ　ス

ススス
ヽ--ヽ_.ノヽ_ I

1°

ス　ッ　ツ

lヱ/AL
?ゴ　)

≡ア
ス

ヽ　　　　　　ヽ.~ヽ

コ　コ　コ　コ

デダデゼ
こ/ン′　ア　ア

ススン':/

、、J)スス
ヽ、_　ヽ_.

1

Zゴ
亨ザ
Zs
ス

I

ヲゴ

喜三ア
ン′

ス

三　　言=ィィ

言　ヱ)千三

l。 i
コ　　　コ

ス　l

ス

!

ニコ

ス

=

ツ

ス

,一蝣　.ォ, - '

ス　1

ス

I

ゲ

ス

i Ji.a
ガ　ガガ
ス1エ

圭と
-if　　ゴ

I i I

ガ　ガ　ガ-
】

・ - ;・・

l l　ソ

fit　がl

ス　　ス



326

これは, 「ゴザル」-「ゴザリマス(モス)」の分生体系とも言える0 -普

た,系統表と言ってもよかろう。

『方言敬語法の研究』では, 「ナサルlことばについて分生体系をかかげた。

それとこれとを比照してみることも無意味ではない。尊敬法助動詞の中では,

とくに「ナサル」に関して,そのいちじるしい発展分化相(分生体系)が見ら

れた。丁寧表現法の中では, 「ゴザル」-「ゴザリマス(モス)」に関して,広

大な発展分化相が見られる。それとこれとを合わせ見るにつけても,私どもは

また,言語生態の自律的展開とも言うべきものを,あるいは-国語の自己推進

とでも言うべきものを,思いみることができる。

上の表覧に関して,二・三のことわりを注しておきたい。

1.棒線によってものの前後関係をつけているが,全体は,要するに,「配置すると

すれば,まずはこうも配置しうるか。」との考えをあらわしたものであるo位置づ

けまたは対比関係に注目せられることを乞う。

2.ものによっては,前後関係・生成過程を,一義的には定めかねるはあいがある。

たとえば「ゴス」や「ガス」の成立には,二途・三途が考えられるoなにぶんに

も無記録上の口頭言語でのことであるO変化・推移には,せまい見かたをゆるさ

ないものがある。したがって私は,一般的なことわりとして,つぎのようにも述

べておきたい。 「主としては,このような変化過程が考えられるだろう。」,と。

3.事象の関連を見ようとするばあい,問題の二事象について,それぞれの分布を

見あわすことが肝要であるO以上の分生解釈にあたっては,事象分布状況・事象

分布関連-の配慮はおこたらなかったつもりである。

第十一節　オジャル

第一節から第十節までは, 「ゴザル」に関する一系の事項である0第一章内

では,この一系の事項全体を,一つの節におさめてしかるべきでもある。しか

し,じっさいには, 「ゴザル」関係の記述事項がはなはだしく多量なので,以

上では,節をわける方式をとった。いきおい, 「ゴザル」関係の事項につぐ「オ

ジャル」は,第十一節に立てざるを得ない。
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「オジャル」が,丁寧法動詞としてもおこなわれている。近古末以来のこと

である。土井忠生先生訳『ロドリゲス日本犬文典』には, 「深う　おぢゃらぬ。」

というようなことはづかいが見えている。

むろん,これには命令形はない。

諸方言上での「オジャル」の存立を見よう。

九州,鹿児島県下に, 「オヂャル」がある。 『全国方言資料』第6巻の「鹿

児島県枕崎市鹿龍」の条には,

f--　コノヨナ　　ヨカ　ニチャ　オヂャイサ-ン

はあ,このような　いい　家は　　ございません。

とある。

宮崎県中部西奥の椎葉村では,

クヮブソオンヂャツナヲ-,御世話様になりました。

との言いかたが聞かれたという。 (小田寛次郎氏「椎葉紀行」 『方言研究』発

会記念冊　昭和15年10月)これの「オンヂャツ」のところには, 「オジャル」

ことばがあるのかどうか。

まざれもない「オジャル」ことばの,ひとりさかんにおこなわれているのは,

じつに八丈島においてである。 (属島の青ガ島にも「オジャル」ことばがおこ

なわれているのではなかろうか。)八丈島ことばの特色事項をとりたてよと言

われたら,人は多く,この「オジャル」ことばをあげるのではなかろうか。従

来-明治以降,八丈島ことばに探究の手をさしのべられた先学たちも,ある

いは新鋭の研究者たちも,等しく「オジャル」ことばに目をそそいでいられる。

明治の『言語学雑誌』から昭和の『全国方言資料』第7巻にいたるまで, 「オ

ジャル」ことばについての報告を見せるものがかず多い。望月誼三氏・安田秀

文氏など,発表こそはしていられないけれども,いずれも八丈島方言の臨地調

査で, 「オジャル」ことばを精査していられる。

私は,広島県下で,八丈島出身の婦人から,八丈島方言についての教示を受

けたさい, 「オジャル」ことばの,つぎの諸例を聞きとめることができた。
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oキビ諒テルク
ノ

オカゲサマデ　オジャロ　ワ。

(人から物をもらってのあいさつである。 「キビ斉テルク」は, 「お

そろしく」の意であるという。 「オ下寺ロ　ワ」というのが「ござい

ます」だ,とあった。)

○キ丁ドクデ　オラ寺~ル　ノ-0

〇六ヤク　オテ手ロ　ラ㌃二ィ。
I

1 ``ぉ早うございますoH

○アンマリ　LHヤクモ　オーラ寺リンナす-0

○青ノー,ニャク　オジャル;-。

(途中で出あったはあいのあいさつである。 「亨ノー」は, 「ほんと

に」の意であるという。)

本山桂川氏の『海鳥民俗誌』にも, 「オジャル」ことばの指摘が多い。その

中から,一つの長文のものをお借りしてみよう。

オメ-アニモショクオジャリイタシソジャンノーンテワガヨックショクオ

ジャリイタソワ

"あなたは何も御存じないでせうが,私は能く存じて居りますよ"

丁寧法動詞の「オジャル」は,今日,きわめて限られた,特異とも見られる

存在になっている。

ちなみに,鹿埋島県下には「オヂャス」というのもあるO上村孝二氏は,

鹿児島の婦人はオジャスを「在る」の丁寧体として用い,

としていられる。 (「鹿児島県下の表現語法覚書」 『鹿児島大学文理学部研究紀

要文科報告』第三号　昭和29年3月)

第十二節　オマス

まず分布を見るのに,四国の徳島県下, -徳島市奥の横瀬町で,
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ノ

○シャラフモ　ミ-フナ　オイテ　オ言えフジャケンド　ナo

写真もみんなおいてますんですけどね.

というのを聞いたのが心にとどまっている。 (四国の他地では「オマス」を聞

いたことがない。)四国にも,このように「オマス」ことばがあり得たのか。

中国地方の島根県出雲にも「オマス」があるか。神部宏泰氏の教示せられた,

○イ亨,ソテ二　ティシタ　コクー　オ寺ラ=ンo

いえ,そんなにたいしたことはありません。

○-盲~ラ~ラ二　ャテガ　オ首サ-o

いろんなやつがありますよ。

は, 「オマス」ことばとしてよいものか。

中国四国では, 「オマス」ことばはまず稀存の事実のようである。九州では,

これがすこしも聞かれない。中四国での存在は,偶然的偶発的事情によるもの

であろうか。一般には,中四国は「オマス」ことばの風土にはなっていない,

と言えるように思われる。

「オマス」ことばは,近畿本位のことばと言うことができよう。

兵庫県下に「オマス」はさかんである。

○テラタラ　トラヮ　ヮコ　オマス　ナ-.

あんたは年はお若いですねえ。

紘,淡路北部での一例である。

○テ丁㌻ト　音イサンガ オマス　ノここ。

(老男-藤原)

ちょっと財産がありますのよ。　(初老女-藤原)

紘,播磨中部での一例である。 「オマス」は, 「オマ-ん」「オマシて」 「オマ

ッシャロ」 「オマッ　カ」というようにつかわれることがいちじるしい。 「オ

マス」終止形が,神戸市方面その他では, 「ヨPシ　オマ。」 (よろしゅうござ

います。)などと, 「オマ」形にもされている。

大阪府下の「オマス」ことばは,兵庫県下でのに似たおこなわれかたを見せ

ている。しかも,そのおこなわれることはさかんである。古来の上方ことばが
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ここにある。大阪弁では, 「オマ-ん」が一つの代表的なことばづかいにもな

っていようか。「オマッ　カ」「オマッシャロ」なども,劣らずよくおこなわれ

ているようである。府下の全般に, 「オマン」もよくおこなわれている。

○ア-デ　オ言フ　テ-0

暑うございますねえ。

○アッチニ　ギョ二サン　ユニ　デンジ　オマン　ノヤ。

あちらにたくさんいい田地があるんです。　(老男-藤原)

「オマン　ネソ」の言いかたも,大阪府下にいちじるしいものである。 「オマス」

の言いかたを「デ」文末詞で受けて, 「オマッ　デ-。」と言うことも,府下に

ありうるのか.大阪弁に,終止形の「オマ」形も聞かれる。 「オ寺.ォ言。」

などと言っている。山本俊治氏の「大阪方言における待遇法(2)」 (『近畿方

言』 8　昭和25年10月)によれば,

○オアリガトウサンデオマスデゴザイマス。　(老婆-僧侶)

といったようなていねいな言いかたも,一方ではおこなわれているのが知られ

る。 -老年層でのことであろう.私は,府下の南河内郡内で,老男女から

「オマス」ことばを多く聞いたが, 「オマスデ　ゴザイマス」というようなてい

ねいな言いかたは聞かれなかった。ただし,ここの人たちからは,連用形の「オ

マヒ」を聞くことができたし,また,

○言-ガ　ワル　-ソ　ノヤo

声があるうござんすのや。

というような「/-、一　-ン」の言いかたを聞くことができた。この「-ソ」は,

「オマス」の「オマン」に,意味・用法上では,さも似ている。 「オマシ」形が

「オ-ン」形に転移することが,ありうるのかどうか。それは,あったとした

ら,かなり大きな転移である。 「オ-ソ」ができたとしたら, 「-ソ」になる

ことは,考えにくいことではない。 (この問題は,のちの第十四節で,あらた

めてとりあげる。)

私はさきに,謙譲法の「オマス」にふれた所で,丁寧表現法にはたらく「オ
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マス」にもふれた。外形は等しく「オマス」であっても,実質上これに両語が

あることは,再説するまでもない。そもそも両者で, 「オマス」の起源が異な

ろう。丁寧表現法の「オマス」の起源についても,上述の箇所ですでにふれた。

(p.122) 「御座ります」 -「おざります」から,やがて「オマス」ができただ

ろうことも,考えにくいことではない。一方,村内英一氏の「オリマス」起源

説も,和歌山方言について同氏の指摘される,つぎの会話例などを見ていると,

いかにもと首肯される。

「-サミ　オリマスカ?」 「-ィ,オリマス。」

(村内英一氏「和歌山」 『NHK国語講座　方言の旅』による。)

京都府下では, 「オマス」がほとんどおこなわれていない,と言ってもよか

ろうか。 (-山城南部内には, 「オマス」や「オマッセ」などがありもする

か。)大阪方面の「オマス」ことばに対して,京都府下では, 「オス」ことばが

よくおこなわれている。

奈良県下には,ことに北部域では, 「オマス」ことばがかなりよくおこなわ

れているか。北部内には, 「オマス」の略形「オマ」もあるらしい。 (都竹通

年雄氏『奈良県北部方言覚書』　近畿方言学会　昭和30年12月)

近畿内の他地では,おおよそ「オマス」が聞かれない。ただし,滋賀県大津

方面には,なにほどかの「オマス」ことばがあるか。

近畿をはなれた,福井県敦賀市方面などに, 「オマス」ことばがあることを,

かつて私は,愛宕八郎康隆氏から教示された。

中部地方内での「オマス」分布では,他に, 『岐阜県方言集成』の,

おます〔動〕ございます。

が兄いだされ(羽島郡),また, 『信州上田附近方言集』の,

オマス(助動)御座ります。

が兄いだされる。 (その他,富山県内にも「オマス」があるかo)

関東以東に, 「オマス」ことばを兄いだすことはできない。中部地方の分布

もまた,はなはだしく劣勢であって,どちらかといえば,その近畿によりよく
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関連する地域に「オマス」が兄いだされる。近畿内にも,和歌山県下や三重県

下など, 「オマス」そのものを欠く所があるけれども,上述の全分布状態から

するならば, 「オマス」ことばは,やはり近畿本位のものとすることができる。

上方ことばらしい上方ことばの一例がここにある,と言えよう。 -「オマス」

はまさに,上方の風土の中に生いそだった-特定語だと思われる.

その勢力が,大阪方面を中心として現に強盛であるのは,注目すべきことで

ある。土地の人たちは,この,いきいきとした現代語の「オマス」をとりのけ

られたら,ほとんど日常会話に窮するほどであろう。ではあるが, 「オマス」

ことばの活動範囲の,さまで広くはないことは,これを-国語の標準語法と見

ようとしたりするうえでの,大きな難点になる。

第十三節　オス

「オス」については,第九節の七の中でも,いくらかふれるところがあった。

前節でも述べたように,京都府下に「オス」ことばがさかんである。まず,

山城・丹波の広くに, 「オッセ(オス　-)」などの言いかたが兄いだされる。

京都ことばでは, 「オス」がことに有名であろう。 「オス」「オ-ん」,

○ソすす ヨロシ　オス ワナ-.

それはいいですわねえ。

などと,しきりにこれがおこなわれている。 -京都の「オス」は,まさに大

阪の「オマス」に該当する。つぎには,北桑田郡周山町(丹波)の用例をかか

げよう。

○サ五　芽貢　デー.

さむうございますわ。 (私が, 「この辺はさむいですね。」と言ったの

に対する返事)
喜■■鵜SSS■ら

○ツロー　オッセーo

つろうございますよ。 (乳の痛いのは)
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現地調査のさい, 「オス」ことばがおとなの男女によくつかわれるのを知り得

た。府下に,否定形の「オ-ん」ではない「オセん」もあるか。また, 「オス」

が「オン」 「ホン」となることもあるらしい。山城南部出身の東辻保和氏は,

その郷里語のことばづかい,

○ソ-　オン　ナ1

そうですね。

○ソ-　ラシ 諒ン　ナ＼

そうらしいですね。

○ア-　ソ-　オッ　カ。

ああそうですか。

との言いかたを教示された。 (「オン」「ホン」は,やはり「ナ」の前でおこつ

ている。)

京都府北部の丹後は, 「オス」ことばを見せない所かのようであるが,第九

節の七でもふれたように, 「オ-ヨ-　ス。」などの言いかたが見られるO井上

正一氏の『丹後網野の方言』には,

おうちの坊ちゃんはクセがようてようすなあ

との言いかた-「ようす」-が見られ, 「オス」の「ス」とされるものが

兄いだされるとともに,また,

美シオス(莫しいです)　タコオス(高いです)　アコオス(赤いです)

というような指摘も見られるO今石元久氏は,実地調査の結果,「よう　オス。」r

の「ヨ-　ス。」が,但馬北部と,それにつづく丹後西辺とにおこなわれてい

ることを兄いだしていられる。室山敏昭氏は,今石氏の上の調査結果に加えて,

=但馬と奥丹波との境まで,京都系の「オス」がある。"と語られた。なお,

岡田荘之輔氏の『但馬国温泉町方言記』. (自家版　昭和31年11月)には,

形容詞語幹にオスをつけて丁寧動詞にする

艮オオス,ヨオス,は良いといらぬと両義。

悪ルオス,ワルウス,痛タオス,イタアス,嬉シオス,ウレシイス
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之の記事が見える。 -ここには, 「オス」の用法が明らかであるとともに,

:「オス」の「ウス」や「アス」や「イス」になっているのが注目される。 (なか

でも「イス」への転靴は,特筆すべきものである。)

「オス」ことばは,山城・丹波に限られるものではないことが明らかであろ

蝣) ^

「ォス」の起源は何か。 「オマス」から「オス」ができたか。これが一つの

考えかたである。棋垣実氏は,

このオスはオワスがつまったものだともいわれ,

と述べていられる。 (「京おんなの京ことは」 『放送文化』第25巻第1号　昭和

・45年1月) 「オス」を活用させて「オセん」とし,また「オ-ん」としたと考

えられるが,一方, 「オマ-ん」から「オ-ん」-は,距離が近いとも考えら

れる。 (「ゴワス」の「ゴワセん」からも「ゴ-ん」ができている。)

「ォス」ことばは,広く京都府下に兄いだされて,かつ,滋賀県下にもこれ

がそうとうにさかんである。

京都弁にさかんな「ドス」ことばも, -その成立が「デ　オス」からであるとす

れば, 「オス」の隆盛をものがたるものである。

湖西,朽木村例では,まず,

O*-3　*c

お1し')。

〇三~- ソ- ォス。 (「オ」がはいりぎみというのが,私の調査時の感想である。)

ええそうです。

などが聞かれ,また,

○クテキノ　コTバワ　言ズ, Lヨ-.:′`ユ*一蝣'"-'ニ　チコ-

朽木のことばはまず,標準語に近いですね。

C)コ　シトッタラ ヌク　オッシャPシ　ナ-0

オス　ナ-O

こうしとったらぬくいでしょうしねえ。 (若い婦人が,じゃがいもを

植えながら説明する。)
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○ナ手すす　ォてフ耳ヶこ,　　O

あとかたはありませんから, ・　。

などが聞かれる.ここに「オセん」の「オ-ん」も見られる。 「オこ~フ」では,

私は, 「オマ-ん」を直覚した。 (-「オス」は, 「オマス」的なものではな

いか。)

湖東では,佐藤虎男氏の調査結果などが, 「オセん」形をも見せている。佐:

藤氏は,

○盲-ワ　アラ盲~~リ　タコ-オセン　カO (中男-初老男)

この種の「形容詞・オス」の型が特徴的である。 (中略) 「オス」は,級

立動詞(存在詞)としても繁く行われている。

と言われる。 (「近畿・中部接境地方方言状態の調査報告」 『国文学致』 ,第十七

号　昭和32年4月)

○キすナイ　コト　オ盲ソ。

きたないことはありません。

紘,私が彦根市で聞き得た「オセん」例である。

通常, 「大阪の『オマス』に京都の『オス』」と,言われたり見られたりしが

ちであるけれども,私どもは,大阪府下についてもまた,なにほどかの「オス」!

ことばを兄いだすことができる。 『全国方言資料』第4巻の「大阪府大阪市」

の条には,

mソヤケド　アノ　ジブンノ　オーカワ　ヨロシ　　　オシタナ-

けれども,あの　ころの　　大川は　　よろしゅう　ございましたねえ,

し　ロ　ーーr

広くて。

というのが見られるD山本俊治氏の,北河内内に関してあげられる実例は,,

J

○キョ二ヮ　ニ手首-デモ　スクノ　オス テ一o

きょうは日曜日でもすくないですね。　(中女間)

である。私は,南河内内で,
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0ム貢手ブ　コT/ミヮ ダラクサ　ァス　ワ。

音のことばはダラクサイですよ。　(老男-藤原)

「アス」の「ア」はよわかった。 「オ」から転じたものかo 「ダラクサウ」が「ダラ

クサ」になるのとともに,つぎの「オス」も「アス」になりやすかったか。

などというのを聞き得ているO

大阪府下につづいての和歌山県下では, 「オス」ことばの明確なものを兄い

だすことが,今,私はできないoただ一つ,問題とすべきものがある.梅園氏

.『田辺方言』 (発行者　多屋秀太郎　明治20年印刷　昭和3年7月再刻)による

.と, 「女詞」とされるものの中に,

「笑ひおすら」　　「ワラヒマスヨ」

などとある。ここの「おす」は,いま問題としている「オス」ことばなのかど

うか。 「みやおせな」 (「ミ-シマセン」)ともある。

三重県下に「オス」らしい「ス」のあることは,すでに第九節の七で述べた。

やはり『三重方言資料』に,

オイデオス

というのも見えている. -上野市のことばで, 「訪問の応答」であるという。

滋賀県下の「オス」や「ス」のおこなわれかたから察すれ峠,三重県下にも,

なんらかの「オス」ことばがあってもよさそうに思われる。

以上, 「オス」の近畿に存立するありさまを通観した。京都府下・滋賀県下

での「オス」のおこなわれかたが,かくべつに注目される。奈良県下にはこれ

が見られなくて,大阪府ほかの三府県下に,多少の問題がある。 「オス」こと

ばは,近畿で,東北域のものとも見られようかo (近畿その「オマス」の存立

状況と,この「オス」の存立状況とを対照していただきたい。)

滋賀県下の状況のつづきとも言えようか。福井県下に「オス」ことばが兄い

だされる。愛宕八郎康隆氏は,敦賀市域を広汎に調査せられた結果,
ノ

○アノ　ヒT　言ダ　ワ言　オス　ゼo

あの人はまだ若いですよ。　(初老女-育男)
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1.∴　　　　　　　　　　I - 、 、.

"何もありませんが,どうぞ。"

などの実例を得ていられるO永田書太郎氏は, 「助動詞の記載について」 (『土

の香』創刊五周年記念)の中で,

オス　福井県大飯郡,京都市

としるしていられる。

中部地方は,一般的には, 「オス」を見せていない所としうるようである。

ただ,牛山初男氏の「中部日本における近畿方言の分布{=)一　主として語法的

な面から-」 (『信濃』第10巻第12号　昭和33年12月)によれば,

「新聞はどこにオス?」などと用いられる「オス」があるが,

とあり,岐阜県下・愛知県下・長野県下の分布がとりたてられている。

全国での「オス」ことばの存立状況は,以上に見てきたとおりである。近畿

では, 「オス」表現法が, 「オマス」表現法とともに,土地のたいせつな日常語

法になっており,ときに近畿標準語的な風格をも見せているが,その分布が,

限られて,特定的であることは,上述のようである。強力な表現法分子である

ものも,限られた地域のうちのものは,全国的見地で標準語を考えるたちばで

紘,容易にはとりあげることができない。

第十四節　オワス

徳島県三好郡西祖谷山村のことばに,丁寧法動詞とされる「オワス」がある

らしい。これについては,前著『方言敬語法の研究』の　P.144でいくらかふ

れた。そこでは,

昭和41年4月21日付『朝日新聞』に出た"という話もおわす" (徳島県祖

谷の里の人のことは)

としている。手もとには,なお,関連の新聞切りぬきの数葉があった。一連の

記事は,吉岡ナミさんに関するものである。記者の問いに答えてナミさんが語
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ったことばに,多くの「オワス」ことばの例が出ている。

けんど,わたしゃ,いまのこどものように,友だちと遊んだ覚えがおわせ

ん。

そのころ,村に平家の流れをくむという家がおわしてなO

などとある。未然形「オワセ」と連用形「オワシ」とが見える。新聞記事のこ

とではあるけれども,とくにしばしば書きうつされている,この「オワス」こ

とばは,たぶん,土地っ子,吉岡ナミさんのものであろうo私どもは,ここで,

「ォヮス」の丁寧法動詞を認めることができそうであるo

楳垣実氏は,さきの「京おんなの京ことば」 (P.334)で,

奈良県にはオワスからできた-スがある。

と述べていられる。奈良県下の「-ス」ことばは, 「オワス」系のものなのか0

-こ土で,近畿地方には丁寧法動詞化した「オワス」形のものは見られなく

て,四国の祖谷に,はなれてひとつ, 「オワス」丁寧法動詞の兄いだされるこ

とが,あらためて注目される。近畿地方では, 「オワス」は,しぜんに「-ス」

形になって,丁寧法動詞になり得たというわけか。

西宮-民氏は, 「奈良県磯城郡多武峯村の方言」 (『帝塚山学院短期大学研究

年報』第3号　昭和31年1月)で,

○モ-, オソ-ッサカイこ, ヨロシ-シタラ,トマッティキナ-レ。

〔もうおそいですから,およろしかったら,泊っていらっしゃい。〕

というようなことはづかいをとりあげていられる。 「-ッ」「-シ」は, 「オワ

ス」 「オワシ」を考えさせるものか。 (前著『方言敬語法の研究』 P.144-P.
I  l　　-Iキ`

145)西宮氏はまた, 『日本方言の記述的研究』の中の「奈良県磯城都織田村
オオミワ

(新　大三輪町)」の中で,

「-ス」丁寧な断定。形容詞の第4活用形より接続する0

0　--シ～　○　--ス(-), (-ソ～) ～-'シ～　○　○

ヨロシ-シタラ　ムサイトコダッケドトマッティキナハレo 〔およろし

かったらむさくるしい所ですけど泊って行きなさい。〕
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としるしていられる。氏はまた,同報告の他の箇所で,

-ライ　-ヤ-ンナ-o 〔たいそう早いですねえ。〕

「-ス」は後続子音〔n〕音によって同化され,損音化する。

としるしていられる。

私はかつて,奈良県女子師範学校生徒諸氏に方言語法の質問をして,北着城

郡王寺町の人からは,

暑はすな　　　　(お暑うございます)

暑うをますな　　(　　　′′　　　)

暑うございまんな(　　　〝　　　)

との教示を得ている。

奈良県下のほか,大阪府南河内郡内でも,私は,つぎのような実例を聞きと

っている。

○アンナ　言ワ スクナ　ハン　ナーo

あんな子はすくないですね。　(老女-藤原)

○言-ガ　ワル　-ン　ノヤo

声がわるいんですよ。 (声があるうござんすのや。)

(これらの「-ン」については, 「第十二節　オマス」の中でふれるところがあ

った　P.330)やはり,大阪府下のこれらも,I 「ォヮス」系の「-ス」の「-

ソ」なのか。

他地方に,この種のものを兄いだすことはできない。 -と,今,私は言わ

なくてはならない。 「オワス」といったようなことばが,用法変化を示したり,

語意の変化を示したりしながら残存したのが,上述の地にとどまる状況は,意

味ぶかいことのようにも思われる。

第十五節　アリマス

「アリマス」 (動詞十助動詞)を用いる特定の丁寧表現法がある。主として
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中国地方西半域内に,これが見られる。 (前著『方言敬語法の研究』でもこれ

にふれた　P.187)

その前に,九州,大分県下に「アリマス」の用法があるのを指摘しなくては

ならない。池田勘氏によれば,豊後南海部郡下では,

○アすずト　アすマヒタ。

(これは, 「アすずト-　オザイ号ヒタO」がていねいな言いかたであ

るのに対して,ふつうの言いかたであるという。)

などと言うという。私は,豊後日田地方の,

○オ-ヨ　アリマス。

とのあいさつことばを,中津市で, -教員氏から教示されているo (ちなみに

中津市では, 「オ-ヨ　ゴザイマス。」である。)九州,大分県下ならびに福岡

県東部の豊前は,しばしば中国山陽西部に同調するものを示す。 (四国西・南

に同調するものを示しもするが。) 「アリマス」ことばが,中国西部のみならず

大分県下にも兄いだされるのを,私は,なるほどと首肯するのであるo

九州内に, 「どうどうして　アル。」との言いかたをし,これによって敬意

をあらわすことは,いくらかの地域にあるらしい。大分県地方の「アリマ

ス」ことば,すなわち「アル」の用法も,それと無縁ではないとも見られ

るか。中国地方の「アリマス」ことばも,もともと, 「オ行きアル」-「オ

行きヤル」といったような「アル」の用法,すなわち「アル」敬意表現法

に関連するものと見られるのではなかろうか。

r-アル」と言いあらわすのは,ものごとを傍観する態度をよく表示す

るものである。ただただ,ものごとの存在するのを客観的に叙述すること

によって,腕曲心理の敬意をあらわす.その「アル」表現法が,時代の大

人の胸に伝承されて,中国西部内・九州内では,今も人々に生きていると

されるのか。

山口県下は, 「テリマス」丁寧表現法をよく見せる所であるo 「テリマス」

と「ゴずイマス」とが,ならびおこなわれているo
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0ゴ丁-ケニワ　オ丁斉ラヨ一　手ニーゲソガト丁ブィマスゲナ,オ丁亨

トー　アリマス.

紘,周防の一例である。

周防東部の「アリマス」ことばにつづいて,広島県安芸に, 「アリマス」こ

とばがさかんである。これらの地域では,

○オ-ヨー　ガンシタ.

(朝のあいさつ)

を言うとともに,

○オ-≡-　アリマシタ。

○オ-ヨ-　アリマス。

を言い,人々は,たいてい,

マシタ」のほうを,よりてし
_　　ノ

○サム　アリマス　ノ。

「ガンス」「ガンシタ」よりは「アリマス」 「アリ

わいなことばとしている。

さむうございますね。
ノ

・.　　.　* '・~

達者でございますか。

などは,安芸弁での熟した「アリマス」のあいさつである。 「アリマス」の言

いかたは,だいたい,共通語の「ございます」の言いかたに対応していよう。

安芸地方では, 「ガンス」 (-「ゴザイマス」)のおこなわれることが,かくべつ

さかんである。 「ゴザイマス」は, 「ガンス」に転靴してしまったので, 「ござ

います」表現法の機能は,まさに「アリマス」がになっているというありさま

である。

安芸地方では, 「-デ　アリマス」が「～ダリマス」「/I)ジャリマス」

ともなっている。

oTニダ.)マス。

そうでございます。

などと,老年者はよく言っている。
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河野頗人民は,山口県防府市のことばとして, 「ナカノウラ　-マイデ　オンス

デ。」 (中ノ滞,二枚ですよ。)というのを教示せられた。 「オソス　デ」というのは,

=ごく気軽ないひぶりである"という。この「オンス」は, 「アリマス」からきた

ことばなのかどうなのか。当地方に, 「ヤソス」はさほどおこなわれているとも見

られないので,今これを,ここに問題としてみる.

中国内では,山口県下・広島県下とともに島根県石見が, 「アリマス」こと

ばをよく見せている。 -総体に石見地方は,安芸・周防と同調しがちである。

『全国方言資料』第5巻の「島根県那賀郡雲城村」の条には,

fナンデ　アリマスァ-

なんで　ありますわー。

fアサッテ-デ　アリマショ-

あさって　　　でしょう。

などというのが見えている。

中国地方の出雲・備後から東は,なぜ「アリマス」ことばを見せていないの

だろう。分布のふしぎである。やはり,他の表現法との競合・協調などの関係

もあって,地域ごとに,問頴の表現法を存する・存しないという差異が生じて

いるのでもあろう。

小松代融-氏の『岩手方言の語桑』には, 「旧南部領」の部に,

アルス　　あります

というのが見える。

第十六節　オリマス

和歌山県下に「オリマス」表現法のあることは,さきに,第十二節で「オマ

ス」を論じるさいに述べた。 「オリマス」の言いかたが,ひとり本県下に兄い

だされるのは, -奇とすべきことである。

楳垣実氏も,村内英一氏も,早くから当地方の「オリマス」ことばを指摘し

ていられる。
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O*'- オリマス。

などと言うという。

「オル」 (居る)動詞を用いることは,ただに偶然のことなのではあるまい。

「オル」の古い用法の一端が,なぜかこの地方に色濃く残ったものではないか

と考えられる。

思いあわされることであるが,南島の奄美大島などに, 「+居り」の丁寧表

現法がある。このことについて,私は,すでに前著『方言敬語法の研究』で述

べるところがあった(P.242)

○テラテ　貢㌻リャ シャ-オラン。

私はしはしません。

などの例をあげている。 「シャ-オラン」は「Lは居らん」か。上村孝二氏は,

「書きます」はカキャヲリというのですが,これを分解して見ると,カキ

+ヤ+ヲリという組立てになっ七いて,ヤは共通語の助詞「は」に当るも

のです.一寸変った丁寧表現の形式です。

と述べていられる。 (「奄美大島」日本放送協会編『方言と文化』宝文館　昭

和32年10月) 「シャ-オラン」や「ショ -ラン」では, -「居る」動詞が活

動しているとしても, 「居る」が一つの句法の中に熟合されていて, 「オ-言

二　ォリマえO」といったような, 「居る」のあらわなものではないOけれども,

分析してみれば, 「居る」動詞の丁寧表現法のはたらきは認められる。

「居る」は,上述のように,丁寧表現法の世界には特殊なあらわれかたをし

ているのにすぎないが,私は,この,はなはだしく片よった存在を重視する。

こうした分布の背後に, 「居る」丁寧表現法の広い隠在の状況,または存在可

能の状況が推察されるのではなかろうか。

第十七節　マイル

.oマーマ-o　ゴ貢ンノ　マイリマシテ。言-　車㌻ッ カーサイマシタ。
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まあまあ,ご念がいりまして。よく来てくださいました。

これは,旧広島市域を西にはずれた所での一例であるO年頭のあいさつに行っ

た私どもを送り出す,老女のあいさつことばであった。

○す㌻タ,ゴ享77　毒牙万言シテ,アリ斉トー　ア.)丁シテ。

たびたび,ご念がいりまして,ありがとうございました。

○コテイダ　ゴ享77　才す首シテ,マ-　--　モT-0

こないだはご念がいりまして,まあいいものを。

これらは,広島県安芸西北奥の,老女の発言例である。

広島県下に, 「ご念の　参りまして」という表現法がある。 -今は,ほと

んど老年層に,わずかに聞かれるものになっていよう。ともあれ, 「マイル」

が自由に,丁寧表現法に用いられている。ていねいな言いかたをしよう,よい

ことばをつかおうとして,人が心をはたらかすうちに,ことにあいさつことば

では,気分が張りきって, 「ご念の　参りまして」というような言いかたもす

るようになったのであろう。

第十八節　その他の丁寧法動詞

丁寧法動詞(またはそれに助動詞のそわったもの)による丁寧表現法の観点

でとりあげうるおもなものは,以上のとおりである。

このほかになお,丁寧表現法にはたらくと見られるいくらかの丁寧法動詞を

指摘することも,不可能ではない。すなわち,以下のものを列挙してみること

ができる。

ゴザル

山陰地方に,人の死去を, 「ゴザック」と表現する所が,だんだんに兄いだ

される。これは, 「ゴザル」尊敬法動詞の特定用法と見ることもできB,もので

あったが,考えかたによっては,死亡することをあらわす特定の丁寧法動詞

「ゴザル」がある,ともせられないことはない。
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オザル

「ゴザル」の「オザル」に転化したものは, 「ゴザル」からひきはなして,

「ォザル」丁寧法動詞と見ることもできようo

ヽ一

ソヤーマス

『全国方言資料』第9巻の「長崎県下県郡厳原町豆酸」の条には,

7777-　し一・ソコー　i　-t--~;'."蝣く

ああ　結構で　　ございます。

とある.これでは, 「ございます」相当の「ジャ-マス」をとらえることがで

きる。

東京方面での婦人ことば, 「ザ-マス」などのことも,ここに思いあわされ

る。

ヤスム

「ねる」ことを「ヤスム」と言う.この習慣は一般化してもいようo

「ヤスム」は, -丁寧法動詞としうる。

タベル

「食う」を「タベル」と言う。この習慣も諸地方につよい。 「タベル」も丁

寧法動詞とされよう。

7ゲル

「やる」に対する「アゲル」も, -丁寧法動詞とされるo

oコンテニ　アテルノ　オ丁マテl /

=こんなに沢山あげるの惜しいなあ。"　(小男-母)

紘,福井市に聞かれる一例である。

クレル

『全国方言資料』第2巻「長野県更級郡大岡村芦の尻」の条には,

f三三三三(mウっ孟三霊二言リ(m三三fc>)。'こニニI
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-カシチャー　データダオ

はかして　　　出したものですよ。

との言いかたが見られる。

良田」の条には,

mマット　モッテ　キテ

もっと　持って　来て

ドーヨ

『全国方言資料』第2巻「山梨県南巨摩郡早川町奈

クレタイトーガ　ダメー　　　コイダケ　クレル

あげたかったが　だめでした。これだけ　あげる

のですよ。

との言いかたが見られる。 『全国方言資料』第9巻の「長崎県壱岐郡郷ノ浦町

里触」の条には,

fソ-ネ　　　ソリャ　モー　クレテム　ヨカバッチガ

そうですか,それは　もう　やっても　よいのですが。

との言いかたが見られる。

これらに見られる「クレル」の言いかたは,一種の丁寧表現法になっている

と解してよかろう。とすると,ここに, 「クレル」丁寧法動詞が認められるこ

とになる。

ナクナル

人の死亡することを言う「ナクナル」も, -丁寧法動詞とすることができよ

うか。大橋勝男氏の教示によれば,千葉県安房郡白浜町では,

○て品宕オ青ジ、ガナクテラネ-/ミ=-oオヤジガシナネ-ノミ--o
(老男-大橋氏)

○ナテレッチマック。　(初老女-大橋氏)

と言っているという。 「ナグレル」に対して「ナクナル」がある。

「ナクナル」は,現象を客祝して,これを静叙するものである。おのずから

丁寧表現法になるのであろう。

モース(申す)

たとえば,土井八枝氏の『仙台の方言』には,
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「なんともまづありかともしやげしてがす」 (どうもありがとうとざいま

す)

などとある.これの「申す」は, -「申しあげ」となっているが,丁寧表現

法の用法になっていよう。

この種の用例にはかぎらないことである。諸方で, 「申す」が丁寧表現法に

もつかわれていよう。

候

土田書左衛門氏は, 『飛騨のことば』の中で,

こんもんそ-　(名)

につき,

「御免候え」の意か。尻はぐり遊戯。

としていられる。越後の粟島に「候」ことばがあるとか,奥丹後に「侯」こと

ばがあるとか,ときに言われてきた。伊豆諸島の利島では,

子どもたちが, 「お早うソ-ロー」のように,ソウロウ文のことばを使っ

て遊んでいると言います。

とのことである。 (金田一春彦氏「伊豆七島」 『NHK国語講座』　昭和31年

7月)利島について「候」ことばを指摘するむきは,他にもある。

私はいまだ, 「候」ことばの確たるものはとらえ得ていない。感動詞「ソラ」

の変, 「ソロ」などが, 「候」ことばと誤認されたりしている。

『全国方言資料』第1巻「青森県南津軽郡黒石町」の条の,

mニャ　ウット　　ゴッツオ-　ナテソロ-

いや　たいへん　ごちそうに　なりました。

は,たまたま「ソロー」などという形を見せて~いて,私どもに,どういうこと

ばなのだろう,といぶからせる。
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第二章　丁寧法助動詞による丁寧表現法

第一節　マス　　モス

-　　モス

上来,長く,動詞煩をとりあげてその丁寧表現法を見てきたが,これについ

で,以下にしばらく,助動詞類による丁寧表現法を見る。最初にとりあげられ

るのは,世上に通有の「マス」である。

九州南部地方内では, 「-、一マス」に該当する表現法として,もっぱらr～

モス」がおこなわれている。今,全国にわたって「マス」丁寧表現法助動詞を

見ていくにあたって,国の南部地方から叙述をおこそうとすれば,まず,九州

南部地域内の「モス」を問題にしなくてはならない。

鹿児島県下に「マス」はない。他地方に「マス」助動詞のおこなわれるのに

相当して,鹿児島県下では, 「モス」助動詞がおこなわれている。 -所によ

っては「モ-ス」形を見せてもいる.

「モス」 「モース」が「申す」に出たものであることは,すでに人のよく知

るところであろう。

上には鹿児島県下にと言ったが,奄美諸島は, 「モス」 「モ-ス」の言いかた

を見せない。 (つづいて沖縄県下もまた同様である。)

九州南部の「モス」ことばが,他地方通有の「マス」ことばにそっくりおな

じものになっているかどうかは,瀬戸内海鳥喚出身の私には,しかとはわかり

かねることである。現地の「モス」 「モース」のつかわれざまを見るのに,おそ

らくはこれが,他地方の「マス」ことばにごく近いものになっているであろう
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と推察されるのであるが,保証のかぎりではない。

ここには,念のためいちおうの疑念を表明しておきたい。かつてこんなこ

とがあった。山陽線東上の車中,鹿児島駅以来同道の-種子島老男(旧西

之表町出身)が,進路を錯覚して, "ガッツイ　九州サ　モドッテ　ィグ

ヨ-ナ　気ガ　シモス。"(まったく九州にもどっていく　よ　うな気がしま

す。)と言った。私は,この時,この素朴な表現に接して-相手が老年の

人であったのにもよってか, r-モス」になにかしら古典的な風韻を感

じた。ともかくも, 「申す」ことばの敦厚な心ねの流露を, 「シモス」に感

じた。 「モス」は.「マス」とおなじものになっているとされようとも,臥

には,この実例の「モス」が, 「マス」とは一脈ちがった内実を持ってい

るように思われた。さて,鹿児島県下の人たちには, 「モス」ことばにつ

いてのどのような内観があるのだろう。 「申す」の残影をふんでいるから

には,なにか私が感じたのに通じるようなものをも,人々は,意識の底に

沈めているかもしれない。あるいはまた,人々は,まったく単純に, 「モ

ス」 「モース」を「マス」的につかっているのかもしれない。

鹿児島県下の「モス」ことばの実態を見る。

○アブで-　イッ盲ソ　カイO

"あそびに行ってきましょうかい。"

紘,薩摩西南,笠沙半島での一例である。
ノ

○オヤット百二　ゴアンソo

おつかれさんでございましょう。

は,大隅東岸,内之浦での一例である。 -「ゴアンソ」に「ござりモソ」が

見られる。

種子島では, 「モス」ことばが,主として「モース」形でおこなわれている。.

○オ言寺~二ドテ- イキョ-リモース　カーィ。

あんたはどこ-行ってらっしゃる(行ってる) ?

は, 「(一モース」の一例である。 (この例などは,自分の動作に関してでは
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itく,相手の動作に関して「モース」をつかっているので,その,丁寧表現法

`であることが,わかりやすい。)

トカラ列島内では, 「モ-ス」ではなくて「モス」がおこなわれているか。

井上一男氏の「硫黄島方言集」 (『方言』第四巻第九号　昭和9年9月)には,

行って参ります(イタッキモス)

というのなどが見える。

屋久島では,
ノ

○ヤッT=　ナイモシタ。

おせわになりました。

などと, 「モス」ことばがおこなわれている.

薩摩の甑島では, 「モス」とともに「モ-ス」がおこなわれているらしいo

早く,春日政治博士は, 「甑島に遣れるマラスルとメ-ラスル」 (『九大国文学』

・第二号)で,

因みに丁寧助動詞マスの位置には,全島モス又はモースを用ゐることは,

鹿児島方言と一般である。

之述べていられる。北条忠雄氏が「甑島語法の考察」 (『方言』第八巻第二号

昭和13年5月)にかかげられた「モ-ス」例の一つは,
リ

オヂャツテ,クモイヤイモーセ. (中甑村)

お出でになって下さいませ。

である。 (この例も,相手の動作に関して「モ-セ」と言っているo)

薩摩半島南辺地域にも, 「モース」長音形があるらしい。

県下での, 「モス」助動詞の活用を見よう。 (「モース」助動詞の活用も, 「モ

_ス」のに準じて考えとることができる。)未然形は「モサ」「-モ-」である。連

用形は「モシ」である。終止形は「モス」である。仮定形はない。命令形は

;「モシ」などである。なお,未来形(意向形)の「モソ」がある。終止形には

「モン」の形の出ることもある. --下に「デ」や「ド」の音などがきたはあ

いにである。終止形に「モシ」のあらわれるはあいもある。
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mメゾラスカ　フトカ　スイクヮオバ　アイガトサゲモシナ

珍しい　　　大きな　すいかを　　　ありがとうございますねえ0

など。 (『全国方言資料』第6巻「鹿児島県枕崎市鹿寵」)終止形に「モヒ」の

あらわれるはあいもある。

mヂャ　トッ-ッチモヒデ-

では　取って行きますから。

など。 (『全国方言資料』第6巻「鹿児島県肝属郡高山町麓」)終止形に「モイ」:

のあらわれるはあいもある。

′-イ　ヤメ　オヂャイ　モイナラ　グガ　　シャイ　モサンゴッシャッダ

はい,山に　行かれ　　ますなら　けがを　しない　ようにして

モイモスナ-

くださいね。

など。 (『全国方言資料』第6巻「鹿児島県枕崎市鹿寵」)つぎに,命令形「モシ」

が「モイ」になってもいる。

′-イ　-ヨシテ　モドッ　オヂャイモイ

はい,早く　　　帰って　おいでなさい。

は, 「鹿児島県枕崎市鹿寵」 (『全国方言資料』第6巻)の一例である。つぎに,

未来形に「モッソ-」の聞こえることもあるかO 『全国方言資料』第6巻の「鹿

児島県枕崎市鹿寵」の条には,

f--　ヨンジュ-ネソカラ　ナイモッソーナー

はあ, 40年にも　　　　　　なりますかねえ。

とある。つぎに, 「モス」終止形が,文末詞の「ワ」と結合して「モサ」にな

ってもいる。

○--　モ　ヒトガ　トイチッモサ。

(あの人は,焼酎を人によく振舞うから) --,もう,人が取りつき

ますよ。　(老女-老女)

は,井上親雄氏が教示せられた,薩摩北部内の一例である。つぎに,連用形に
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促音の出るものも見られる。

/・　　　　オシオー　マゼモッセ-　ソシテ　ソラ　キナコエ　オシヨト

・お塩を　　まぜまして,　そして　そら　きなこに　お塩と

マゼッセ- i

まぜて・　。

などのはあいである。 (『全国方言資料』第6巻「鹿児島県鹿児島市」)連用形

は「モヒ」にもなり,その「モヒ」が「ヒ」だけの形になることもある。 「イ

キモヒタ」が「イキヒタ」になるなど。連用形「モシ」が「シ」にもなってい

る。 「イキシタ」「デケシタ」 (できモシた)など。

○ユカラ　アガッテカラ　キシタ　オ。

湯から上って釆ましたよ。　(初老女-初老女)

は,井上氏の教示せられたものである。終止形「モシ」が「シ」形であらわれ

ることもある。薩摩北部では,

〇二てィOヤッ万イ ≡-日　ヨ-ーJj" "''v　ト:

はい。やっぱり要領があるんですよ(ありモシ　ト)0

などとも言う。未然形の「モ-」は,たとえば「行ッキャ-ん」 (行きヤリモ

-、ん)でのように, 「モ」の見えない形にもなっている。 「オイヤモ-ソ」 (居

りヤリモ-ん)が「オイヤ-ン」になっているのも同様である。
ヨカイ

このほかになお,帯態の変化を指摘することができる。たとえば, 「よかり

モス」の「ヨカンス」, 「まかり申した」の「マカンシタ」 (「まかり申せ」の

「マカンセ」), 「屠りモサん」の「オンサン」など。

「モス」は,各活用形ごとに自在に運用されており,また,各活用形に関し

て,奔放とも言えるほどに諸形態がひきおこされている。これほどに, 「モス」

ことばは,当県下の生活語の中に,普遍的な丁寧法助動詞となっているのであ

る. 「たもりモス」が, 「-タモス」 「-タモンセ」などの形で多用され

ていることなどは,言うまでもない。

九州地方は, 「マラスル」系統の「マス」ことばの,いかにも地こと1まとし
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てよくおこなわれる所である。この九州に,南部を画して,このように「モス」

ことばのよくおこなわれているのは,なぜだろうか。 (-「マス」ことばは

おこなわれることなしに。)察するに,九州南部地方では- (あるいは薩隅

地方と言うべきか.)-,早くから, 「申す」謙譲法動詞,あるいは「申す」

謙譲法助動詞が,ことにつよくおこなわれたのであろう。それは,当地方の敬

意表現法に見られる諸多の敬語法との関連もよく,そうなったのだと思われる。

敬意表現法の関連構造の中で, 「申す」ことばがさかんにとりおこなわれたも

のと思われる。今日の種子島の方言状態は,今なお,そのような「申す」こと

ばの残影をよく示している。すなわち,老年層では,

○ヨ首ゴト　三二テ　タ首す喜一セ　ナ-0

よろしく言ってくださいませねえ。

○マ-　ヨ-コソ　オヂャッテ　オクリャリモ-シタ。

まあ,ようこそおいでてくださいました。

などのように, 「モーセ」「モーシ」などを用いることがいちじるしい. (今日,

一般の傾向としては, 「モス」などの短呼形のおとなわれるのが見られるとい

ラ.)こうして,謙譲法の「申す」を用いつつ,人々は,それを,丁寧の表現

にした。丁寧の表現にすることが薩隅地方でつよ(慣熟し,それが一般化する

とともに, 「モース」などの長呼形も, 「モス」などの短呼形にされたのであ

る。要するに,九州南部での丁寧法助動詞「モス」の定着は, 「申す」を用い

る謙譲法の「非謙譲ていねい表現法」化に淵源するものであろう。 -謙譲法外

形の非謙譲の「ていねい表現法」が,丁寧法助動詞「モス」を生んだ。昔の「読

み申す」は,今の「読みモス」であり,これは,他地方の「読みマス」と,ほ

とんどえらぶところがない。

薩隅に「参らする」の「メ-ラスル」などは現に存在するのに, 「参らする」

-「マラスル」起源の「マス」はおこなわれていない。そのことからして明ら

かなとおり,当地域には, 「申す」謙譲法外形の「非謙譲ていねい表現法」化が,

ひとえにいちじるしかったのである。
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「モース」が「モス」と短呼されていることについては,若干の考察を加え

ることができる。用法の転化が語形式の変移を招いたとすることは容易である

が,なお,つぎのことも考えられる。九州南部地方では, 「書く」も「カッ」で

あり, 「靴」も「クッ」である。聞こえの短呼が明白である。つぎに,大根は

「デ言ラ」と言う。 「西郷どん」も「盲ゴドン」である。 「サイ」の「セ」など,

〔ai〕連母音の〔e〕化がいちじるしいO 「デ言フ」 「首ゴドン」などの発音は

また,短呼のいちじるしいものであろう。このような音声基盤の土地にあって

は, 「モース」も「モス」と短呼されやすかったはずなのではないか。

九州南部地方にかぎったことではないO古文献にも, 「マウス(申す)」の「マス」

になったものが見えるO木枝増-氏は,その『高等国文法新講　品詞篇』 (東洋図

書株式合資会社　昭和13年11月)のp.594に,

あな心憂などまし騒げど, (栄花物語)

としるしていられる。春日和男氏も, 「『ます』及びその類語の発生と展開」 (『国文

学』第五巻第二号　昭和35年1月号臨時増刊)の中で,

次にはマウス(申す)の音約と見られるマス,例えば

人のそしりをおひ給ふこと款かしげに呈上給ふ(栄華　月の宴)

の如き謙譲の動詞マスのことである。

と述べていられる。

室町時代末には,種々の短音化傾向か見られたか.原刊本『捷解新語』には,

うれし御さる

などとある。たまたまのことかどうか,豊臣秀吉は,淀殿浅井氏宛消息で, 「火の

用心」を「ひのよ志ん」と書きあらわしている。

薩隅にさかんな「モス」ことばが,例によって,薩隅地方に関連の深い日向

南部にもおこなわれている.都城方面の「モス」ことばは,薩隅のままである。
_　　_　　　　　　ノ

○ダイモ　キモ-ソヂャシタ。

だれも来ませんでした。

など。日向中部酉奥方面にも, 「モス」 (「モース」も)ことばの遺存している

のが見られるo古老が, 「何々を　アデモテ　ヵィ。」(何々をあげましょう

かO), 「イッテ　キ言下-。」 (行ってきましょうo)などと言っている。
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0ヵ盲二シテ　ラマ一万ナリ盲二サンナラ　-デ首　ミズデ喜　イIJテク首

ッテ　クレヤリモーセO

からくてたべることができませんようでしたら,湯でも水でも入れて

たべてくださいませ。

は, 「モーセ」形の例である.この地域の北方にあたる椎葉地方にも, 「モス」

ことばがあるか。小田寛次郎氏の「椎葉紀行」には,

テ-ギメシモ-シタナヲ-,御苦労様でした。

とある。 (文末詞「ナヲ-」が見られるo 「ヲ-」は,薩摩半島南部などにい

ちじるしい,九州南部独特の文末詞である。それが,ここにも見られるほどな

ので, 「(一モーシ」などの言いかたがあってもふしぎではないように思われ

る。)

上の日向地方に関連して,熊本県南部域にも「モス(モース)」ことばが見ら

れる。 -薩隅地方なみである。球磨地方の「モス」ことばについて報じる文

献が,一・二にとどまらず,ある。私がとらえ得た球磨郡一勝地村での実例は,

○ミテクダ-ン首シ　ヨ。

見てくださいませよ。

olrテクダンモテラ　ヵ.

見てくださいませんか。

などである。瀬戸口俊治氏は,人吉方面で,丁ナ-ンモシタ~」に相当する「ナ

-ンムシタ」を聞いていられる。森田武氏は,つぎのように教示せられた。

人吉では,「何々しテラ喜一シoJ 「イ言二テ　行キテラ盲二シ。」 (やすんで

行きなさいませ。)などと言う。人吉を除いてその奥の,上球磨地域では,
*　　　　　　　　*

「'*し」を言わぬ。下球磨の特徴は, 「釆ナンモーシ」「釆ナンモシタ　テ

-。」である。

斎藤俊三氏の『熊本県南部方言考』 (熊本県南部方言考刊行会　昭和33年2月)

には,

モス(もうす)
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右は「イキモシタ,イキモサン」の「モス」である。八代,水俣にも曽っ

て農村の老人語に在ったが現在は無い。

とある。

天草内に,今も「モス」ことばがあるらしいのは,注目にあたいするo松本

美恵氏は, 「天草-町田方言における敬語法」 (熊本女子大『国文研究』第十

四号　昭和43年)で,

○モ-チナット　ヤーテ　アゲモシェ。

=餅でも焼いてさしあげなさい。 (老・男)日

との例をあげていられる。 -もっともこの「-モシェ」は,謙譲表現法に

なっているとも解されようか。氏の,つぎの例はどうであろうo

oマ-ダ　アイモーシタラソゴテ　ゴザスバッチ　マ-タ　キナシ　タトキ

ャ　ァヮシェ　モーシテ　クダッシェ。

=まだ会い足りないようにございますが,また今度いらっしゃったと

きは,おじゃまさせてくださいこ(老・女-青・女) =

「ァィモーシタラソゴテ」などとあるoともあれ,問題になる「モス(モ-ス)」こ

とばがあると見られよう。ちなみに天草本渡では,かつて, 「オセワンナリモ

シタ。」というのは,開くことができなかった。

長崎県五島列島内に,一種の「モス」があるか。林田明氏は,私に提示せら

れたその『五島方言考』 (稿本　昭昭25年)で,

頂戴する-もりゃあもす

お願いする-おねげぇもす

(卑譲の場合(動作を譲る))

福江を中心にして

としていられる。

九州から出はなれて, 「モス」 「モ-ス」をたずねてみるO今・私が問題とし

うるのは,次下に述べる程度のものである。
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「山口県都濃郡都濃町」では,

f--　モッテ　オイブモシェ

ええ,持って　おいでなさい。

などと言うらしい。 (『全国方言資料』第5巻) 「オイデモシェ」とあるが,こ

の「モシェ」は,丁寧用法のものとなっていると見てよいのだろうか,どうだ

ろうか。

東北地方内に,問題の事象が兄いだされる。まず岩手県下が注目される。『気

仙方言誌』 (自家版　昭和39年11月)によれば,その「第2部　語尭」 (菊池武

人氏)のうちに,

アゲモウス一一-・差し上げる。神仏に供物を奉げる。

アガンモサレ-- --①お入り下さい②召し上って下さい。

などの記述が見られる。 『昔話研究』の第六号(昭和10年10月)に見られる平

野直氏「南部昔話抄(≡)」の「神徳丸斎徳丸」には,
わこ

吾子や,薬コ呑み申さい　　(継母-継子)

の「(-ノモーサイ」例が見られ,また,

お城の大きな棟の木の下に,大きな池があるはんて,そこで,ちんごろへ--

と時いて呉もさい。　　(神徳丸(継子)一度)

との「(-モサイ」例が見られる。『昔話研究』第十号(昭和11年2月)の「木

舟泥舟」 (平野直氏「南部昔話抄(五)」)には,

丁度今が刈り終った所だはんて,そなだ馬になり申せ　　(兎一路)

の「/一、一モ-セ」例が見られるo　小松代融-氏の『岩手方言の語嚢』の「旧南

部領」の部には,

ソモス　　言う(謙)

ソ-モスカ　　そうですか

--モセェ　　お入り下さい

ヤルモシェ　　やりなさい

などの記事が見られる。 1- 「ノー、一モシェ」が「(一ナサイ」相当のものにな
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っている。ちなみに「岩手県胆沢郡佐倉河村」 (『全国方言資料』第1巻)には・

m-　　　マズ　オメート-　モーサンス　マズ

おめでとう　ございます。

というのがある。 「ゴザイマス」相当の「モ-サンス」が見えるo

岩手県下にならぶ宮城県下が,やはり問題の地であるo早く・ 『東北方言集』

には,

左様にいはれ旦上すと私は何とも面目がありませぬ「富商」

との例文がかかげられている。私は,かつて仙台で,当時八十六歳という老躯

mS

oシ〔i]ッチタ　コテ　オシ〔i〕-モスLti〕カラ。

知ってることは教えますから。

○シ〔i〕ッテク　コテ　オ-ナシLi]シ〔i〕スlii〕カラO

知ってることはお話ししますから。

などというのを聞いた。この老躯からはまた, 「タフマレ盲シ〔i〕テ,」 (た

のまれモシて)などというのを聞いているo松島湾岸で老男から聞いた「モー

ス」の一例は,

○(シェンシェは,昔のことを)'車キモースンダガラ　ネO

(先生は,昔のことを)聞きモ-スんだからねO

である。 -「モ-ス」とあるけれども,現に「先生」について言っている0-

非謙譲の「ていねい表現法」になっていることはたしかであろうO,

山形県下にも問題例がある。板垣ス-氏「北村山郡昔話一山形県・西郷村名

敬-」 (『昔話研究』第二十三号　昭和12年9月)には,

「けるもす,けるもす」 (上げます--)と云ってナレ,卵一つ貰って,猿

もさ行ったけど。

とある。私が現地で得た『米沢方言手拭』 (方言手拭)には,

さえ、、/ごめんどうに成りもうして

(何時もお世話様です)
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との文句がのっている。

東北地方に,九州南部地方のと思いあわせることのできる問題事象が,以上

のように見わたされるのは,興味ぶかいことである。西南と東北との一致を言

うのに急であってはならないが,関西地方や中部地方・関東地方をおいて,輿

羽の地方に,上のような「申す」用法が見られるのは,意義ぶかい分布を示す

ものと解される。

伊豆大島に, 「買っとき申せ」 「安うしとき申す」などの「モース」ことばが

あるのかどうかO大島池を売る女性たちのことばとして, 「モース」ことばが,

諸方の人々に受けとられている。大分県日田郡では,土地の人が,

○まけとくけん,トリ盲二シ。

○コ甘言チョ,ヒ亨青首二シ。

日子どもさんたち,そこをのいておあけください。"

というようなことばを, 「大島油を売りにきた女」から聞いたと語った。大島

のことは定かではない。かりに,伊豆諸島にもこうした「モース」があったと

したら,これと,上述の西南・東北の分布とが,関連して, 「申す」ことばの,

かつての全国的な流行を証明することになろうか。

二　南島の「ます」相当のもの

南島方面に「マス」はおこなわわれていない。

ところで, 「ます」の意ととればとりうるものが兄いだされる。

与論島では, 「行きましょう。」とさそう時に,目上-は「イ貢ン　フこ丁.」

と言い,目下には「イ盲ン　丁手。」と言うという。 (‖自分一人が行く時も"

<町博光氏教示「私が行こうか?」の時も>であるという。)

沖縄本島の那覇市などでは, 「菓子があります。」を「テてこシガ　アイビー

ラo」と言うo沖縄本島内で,また, 「イカピーン。」 (行きます。) 「イチャビー

フC」 (行きます。) (土地によっては「イ亨寺ピーンo」) 「ユてピーンO」 (読み

ます。)などが聞かれる。また, 「行きましょう。」の「イチャビラ。」が聞かれ
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る。

こういう「ヤビラ」に関しては,旧来, 「侍り」ことばかとの推論がなさ

れてもきた。これについての金城朝永氏のご見解は, 『那覇方言概説』 (≡

省堂　昭和19年8月)に見える。氏は説かれる。 「また, warj ko:jabira

ォko:i-jabira,私買ひませう)などにおける, jabi ‥。の未然形jabiraは,

「侍ら」 (habera)の音に似てゐるので, 「侍り言葉」が那覇方言に行ほれ

てゐるかの如く,考へられてゐたものであるが, jabiraとhaberaとを

比較した場合,第二音節以下のbe>bi, ra-raはよいとしても国語のha

が,那覇方言でjaとなるといふ対応関係は見当らないので,両者を直ち

に同根の語と解するのは早計で,もつと,考究してみる余地が充分あると

思ふ。」

宮古島では, 「学校-行きます.」というような時に, 「学校-　イ青首二O」

と目上には言っているというO同等には「イカッチャ-」と言うのだという。

与那国島では, 「菓子がありますO」を, 「カ子音　テ二ンO」と言うという。

今日, 「ヤビラ」「ヤピーン」などに関して「侍り」ことばを想定する人は,

南島内の研究家にも,すくなくないのであろうか。

ここに,金城氏の書から,問題の語の活用表を引用させていただく。

本形(j)abi:q　未然(j)abira　連用(j)abi:

終止(i)abi:勺　連体(j)abi:ru　己然(j)abiri

命令(j)abin

なお,与論島から,問題の語の実例をひくなら,

○イ亨二ン　ヤッケ-バッカイ　ナヤ首;~丁。

いつもごやっかいにばかりなります。

などがある。沖永良部島から,問題の語の実例をひくなら,

○テ　ネッテ　ィヂヤブラン　下-0

もう熱は出ないでしょうね。

などがある。
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いずれにしても,南島に,特異な-丁寧表現法助動詞が認められる。 (南

島方言では,これと, 「-ミソ-リ」関係の言いかたとが,敬語法の二

大特色になっている。)

共通語の「ます」表現法に相当することばづかいは,日本語のどの方言でも,

必要欠くべからざるものにちがいない。

三　九州の「メス」

九州地方内に, 「召ス」かと思れわる語の諸所に遺存していることは,すで

に前著『方言敬語法の研究』の中で指摘するところがあった。本動詞として

「召ス」が用いられるばかりでなく,動詞複合の第二動詞として,あるいは補

動詞(すなわち助動詞)として,これの用いられるさまが見られる。主として

は,鹿児島県IF,それにつづく肥後南部,福岡県筑後,大分県内(おもに国東

半島)に,上述の「召ス」ことばが兄いだされる。 (『嶋原半嶋方言の研究』にも,

「とんさん　の　と-らし　めして」「いわし　めした」などとある.)

ちなみに,近畿地方・中部地方や関東地方・東北地方のうちにも, 「召ス」

ことばが,わずかながら兄いだされる。

筑後柳川の,いちじるしい「召ス」ことばの中での二例は,
-""　一. I

○オアガリメシェ。

おあがりなさいませ。

○先生が　オすメス。

である。

九州での「召ス」の「/-、一メス」用法に関して,あえて一つのうたがいを加

えるならば, 「マス」「マセ」などが, 「メス」「メセ」などになったりもしなか

っただろうかとされる。 「マ」から「メ」-の音転は,さほど不自由なことで

はあるまい。あまりにも自由な「′一＼・-′メス」用法であるのにつけて,まずは一

つのうたがいをおこしてみるのである。

しかし,このうたがいは,ほとんど無用であろう。 「マス」ことばが地こと
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ばとしておこなわれることのない,九州南部地方(鹿児島県下ならびにそれに

つながる肥後南部)に見られる「釆丁シタ」などは,たしかに「召ス」の助動

詞用法を見せるものにちがいあるまい。 -現に「召ス」の本動詞がおこなわ

れているのでもあるo大分県内の, -私が国東半島内で聞いた例,
_　　ノ

○アスノバン　キメシェ-0

あすの晩おいでなさい。
_　　ノ

の「キメシェ-」にしても, 「来ませ」ではではなくて「キ召セ」なのであろ

'Io

(「召ス」は,いつの時代にか,全国にわたってかなり広く存在し得たのでは

なかろうか。そのあとかたが諸方に見られるのではないか。九州では,とりわ

けよく「召ス」が生きて,このように助動詞的に用いられることになっている

のだと思われる。)

四　「マス」汎説

丁寧表現法の助動詞としての「マス」が,日本語の助動詞の中でも,特異な,

しかもおこなわれることのいちじるしい助動詞であることは,多く言うまでも

mm

「マス」丁寧法助動詞の認識は,一般につぎのようなものであるo

「ます」は,話しぶりを丁寧にするのに用ひる語ですから,話手・話対手・

第三者を問はず,その動作・存在を表はす動詞につけます。

(橋本進吾氏『新文典　別記』　冨山房　昭和7年4月)

-諸家みなこの「マス」に命令形「マセ」 「マシ」を認めていられる。

「マス」助動詞は,要するに,私どもが表現の場にしたがってもの言いをて

いねいにするための特定語にはかなるまい。私どもは,場面に適応しつつ,お

のずから「マス」ことばを用いている。

ところで,私は, -方言研究者として,ずいぶん久しく,命令形「マセ(マ

シ)」の問題に悩んできた。 「どうどうしなさいマセ。」などの「マセ」が,はた
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して単純に「丁寧」としうるものだろうかと考えさせられてきたのである。尊

敬感情のものではなかろうか,と,たえず思わせられてきた。中にはまた,謙

譲の気もちをくまねばならないものもあると思ってきた。

私個人の考える,一般論的なものであるが,丁寧の「ます」は,命令形の用

法を持たないのが妥当ではないかと思われる。 「ここにありマス。」 「あすは晴

れマス。」といったような丁寧表現を見る晩丁寧表示の「マス」に, 「マセ」

命令形があったりしたのでは,変なように思われる。丁寧の助動詞として,

「マス」と「デス」とを列挙してみる。 「デス」について, 「マセ」相当の命令

形を考えようとしても, 「デセ」などを考えとることはできない。 「デス」助動

詞に命令形用法などのあり得ないのと同様に,丁寧の「マス」助動詞にも,命

令形用法はなくて当然なのではないか。こういう見地のもとで,私は「マス」

助動詞に関する,諸家のかかげる命令形「マセ」 「マシ」は,特用のものと考

えてきた。命令形は,つかえは,尊敬表現になるか謙譲表現になるかのもので

ある。

命令形「マセ(シ)」が特定のものであり,人々に,対人意識のもとで特用さ

れるものであることを,卑近な-事例からもながめてみたい。年おさない子が,

おとなのことばをまねて, 「いらっしゃいませ。」と言おうとし,いかにも心を

こめたようすで, 「イラッシャイマセィ。」と言う。 (身辺の実例である。)また,

他児は,おとなの口ぶりをまねて, 「がんばって　クダサイマセン。」と言った。

「マセイ」も「マセン」も,ともに, 「マセ」の言いかたを,心ことに重んじて

したた釧こひきおこされた形態ではないかoすなわち, 「マセイ」や「マセソ」

には,対人鄭重意識の,ことに顕著なものがあるように解される。 「マセ」は,

そういった役ありに立つ,特別のものではないか。

「ァリマセ。」の言いかたなどはありようもないことを,かさねて思いたい。

命令形使用は,すべて対他意誠によってつよくささえられているものであろ

う。 「マセ(シ)」のばあいもそうである。

諸方言状態について見るのに, 「一・・・一マセ。」とあったら,これは,、現実に
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尊敬か謙譲かの表現になっていると見られる。私は,尊敬と謙譲とのわかれか

たを,つぎのように見ている。すなわち,先方の動作に関して「マセ(シ)」が

つかわれたら,これは尊敬である.当方の動作に関してつかうはあいは,謙鼓

としうる。 「あれ　見マセ。」とあれば,これは尊敬表現である。 「早くなさい

マセ。」のはあいも同様である。 「案内して　あげマセ。」とあれば, -「あ

げる」のはこちらの動作であるから,謙譲表現である。 (前著『方言敬語法の

研究』第五章第十一節および本書第一部第二章第十六節参照)

命令形を区別して機能の相違をこれに認定することに関しては,なにほどか

のこだわりがないでもないO語に関して,諸活用形を通じ　それらに一貫する

機能的価値を兄いだすことができれば,それは,説明としてあざやかなもので

あろう。しかし,私は,やはり命令形という活用形の特殊性を思わざるを得な

い。さきには,謙譲表現法動詞を見たさい, 「ツカーサル」 (つかわさる)の命

令形「ツカ-サイ」の煩などを,私は,特定謙譲法動詞とした。 「ツカーサイ」

が変じて「ツカイ」となり, 「ツカー」となってもいるO　これらのものには,

特定謙譲法動詞の性格がもはや明白である。尊敬法動詞の活用形の命令形につ

いて,そこに,私は,謙譲表現法動詞としての機能を認めざるを得なかった。

(「クダサイ」類もそう見られるものである。)特定謙譲法動詞のあつかいに等

しく,今,丁寧表現法助動詞「マス」の命令形に関しても,これを,他活用形

群からはきりはなして,特定尊敬(または謙譲)表現用の命令形と見る。

さきには,九州南部の「モス」ことばをとりあつかって,丁寧表現法助動詞

としての「モス(モース)」に,命令形を認めた(P.350) 「モス」のばあいは,

現用の命令形「モシ」などをもふくめて一律に丁寧表現法を認め, 「マス」の

はあいには, 「マセ」命令形だけを別あつかいにするのは,矛盾したとりあつ

かいではないかと批判されようか。これについては,つぎのように考えてみるO

「モーセ」が「上がりモ-セ」などとあると, 「モース」は元来,謙譲法動詞な

ので,そこに謙譲法外形の非謙譲の「ていねい表現法」が成りたつ。そういラ

「ていねい表現法」が慣熟固定した結果, 「′′-＼ノモーセ」巨＼ノモセ」なども丁
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寧表現法としうるものになった。こう考えると,この「モセ(モーセ)」など

も, 「モス(モース)」丁寧表現法助動詞の活用系列においてよいことになる。

松村明氏編『日本文法大辞典』 (明治書院　昭和46年10月) P.799の「ます」.

の「変遷」の条を見ると,

命令形「ませ」は古く, 「まし」は新しい。この命令形は尊敬または謙浜

の動詞につくので,この命令形もそれに準ずる語として扱い,他の活用形

と区別すべきであろう。 (吉田金彦氏)

との説明があがっている。私は,これに敬意を表したいと思う。ただ,方言上
キ

では, 「行きマセ」 「釆マセ」 (「マ-」 「マ-」 「マイ」など)などともあるので,

「この命令形は尊敬または謙譲の動詞につくので,」とは言えない。

以上,命令形を特諭してきたが,方言によっては, 「マセ(シ)」謙譲表現汝

のはあいに,なお連用形その他にもわたって,謙譲表現法の認められることが

ある。その種のことについては,当の箇所々々で,事例を見ることにしたいo

(「マス」助動詞の謙譲用法習慣に関しては, 「マス」の「申す」起源を考える

こともできる　P.354参鳳。 「マス」用法の自然発展もあるか。)

以下,現代諸方言状態の全般にわたって, 「マス」表現法の世界を見ていこ

う。これを,そこそこで, 「マセ」特定尊敬表現用命令形に着目して,つぎの

ように見わけることができる。

①通常の動詞に,かまわず「マセ」をつけてもいる地域(- 「見てセ」の・

ような言いかたとともに, 「オ見てセ」のような言いかたがなされたりし

てもいる。)

② 「釆なさいてセ」 「おいでなさいマセ」 「しなさいてセ」 「なさいマセ」 「つ・

かあさいマセ」「下さいマセ」「おっしゃいマセ」 「いらっしゃいマセ」な

どと, 「マセ(または「マシ」)」の用いられる地域(こちらは,要するに,

「マセ」が,通常動詞に直接させられることのない地域である。 -「なさ

いマセ(シ)」だと,この「なさい」は,「なさる」という尊敬法動詞である
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から, 「行く」や「来る」の通常動詞とはちがうわけである。なお, 「おい

でマセ」は, 「おいでなさいマセ」からはなして注意すべきものである。)

□ 「-マセ」に加えて, 「′-＼⊥ノマスナ」 (禁止命令形)を考えあわせるこ

とができる。 「命令形」 「禁止命令形」は,同種のものと見てよい。

・①②の別は,すなわち, 「マス」助動詞のおこなわれかたの広狭とも見ること

ができるO 「行きマセ」「おいでマセ」などのはあいの「マセ」は, 「行きナサ

イマセ」 「おいでナサイマセ」の「ナサイマセ(またはその転のナサンセ)」に

該当するとも見ることができよう。 「マセ」のはたらきかたは,多角的である。

特定謙譲用の「マセ」命令形(ないしは他の活用形)に着目して,諸方言・

諸地域を見わけることは,今の私には,できかねる。じっさいに,問題の事態

は遣存的のようであって,そこにもここにも広い分布が認められるというよう

ではない。 (総じて,関西内に,この種の微妙な「マス」用法が兄いだされる

,ようである。)

以下の記述方針

「マス」の命令形(ならびに禁止命令形) -主として-について, 「尊

敬」法または「謙譲」法を見るべきことを述べた。残るものは「丁寧」と見ら

れることになる。ところで,

○私は　知りマセん。

というのであっても, 「知る」という当方の動作に関する「マセん」は,いき

おい謙譲の意をあらわしがちである. -純粋丁寧とはしがたいOまた,

○どこ-　行きマス　か。

などであっても, 「行く」という先方の動作に関する「マス」は,尊敬表現に

参与していないとはしがたいであろう。 -対話相手がはっきりとしているだ

けに,ただの「丁寧」とはしがたいように思われる。

○久しぶりに　雪が　降りました　ね。

などのセンテンスであると,いわゆる無生物が表現の主部にとりたてられてい
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もので, 「′.・-＼Jマス」は,いかにも丁寧表現法然としており,まざれがないあ

りさまである。

人間に関してつかあれる「マス」についての,記述処理の困難さが痛感され・

る。

以下の,地域別の「マス」記述では,つぎのような方針にそうことにしたい。・

□ 「マス」は,本体的には, 「丁寧の助動詞」 (鄭重語・丁寧語)であると

して,これの各活用形を一括方式でとりあげることにつとめる。

□ 「マセ(シ)」と「マス」とには,用法(機能)上の変異があることを認め,・

各方言ごとに,命令形の活動を注視する。

命令形(禁止命令形も)は,特定尊敬表現法または特定謙譲表現法をな

すものと考える。

実例本位の説明をしていく。 (「尊敬」などの注解は,省略してもいく。)

□「マセ(シ)」に関連して,他活用形の謙譲用法もあるようであれば,そ-

れをとりたてることにしていく。

五　九州地方の「マス」

「モス(モース)」のおこなわれる九州南部地域には, 「マス」ことばがないO・

共通語の「マス」が流入して,鹿児島県下でこれがおこなわれたりもしている・

が,それは,今,別問題とする。

鹿児島県下の「行キマスナ」 「書キマスナ」などについては,上村孝二氏の累次の・

ご発表がある。

宮崎県下の大部分は,共通語なみの「マス」ことばのおこなわれる所であるO

九州南部地域に関連する底脈を持つと考えられる日向中部西奥にしても・
/

○オチャ　シマショ-　ヤ.

お三時にしましょうよ。

といったようなことはづかいを見せてもいる。

熊本県下から長崎・佐賀・福岡の三県下にかけては, 「マヅシェン」 「マッシ
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=3-」などの,特色ある「マス.」ことばがおこなわれている。 (これが,従来,

九州弁の-代表的事項ともされてきた。)

肥筑の地方に, 「マッスル」色の「マス」ことばがおこなわれているのは,

いかにもと思われて,興味が深い。 「マッスル」が「マラスル」起源のもので

lあるとするならば, 「マラスル」の前身の「メ-ラスル(参らする)」などの言

Iいかたは,現に九州南部に退存してもいることであるから,九州域に「マッス

ル」色が見られても,もっとものことに思われる。

九州東がわが「マッスル」などの促音形を見せないのは,既有のものを失ったと解

してよいのではないか。 (中四国がわからの言語影響によったことであろう。) (「ヨ

カ」ことばの衰退と,軌を一にしていようo)

熊本県下は, 「マッスル」系の言いかたをよく見せている。 「マッセ(シェ)

ン」「マッショ-」「マッシュ」などがよくおこなわれており,命令形「マッセ

(シェ)」の用いられることもさかんである。

○フナ, カユリ　オヨルマッシェ。

はんなら,帰りにお寄りなさい。

ほ,阿蘇山南麓の命令形例である0 - 「お寄りナサイマセ」とはなっていな

い。

○オシマイナ-リマッセ。

おしまいなさいませ。

これは,熊本市内の一例である。 「通常動詞+マセ」のはあい, 「オ行きマッ

セ」 「オたべマッシェ」などとも, 「行きマッセ」「たベマッシェ」などともあ

る。 (「おいでマッセ」のはあいは, 「いでマッセ」を見ることができない。)未

来形の「マッショ」が「マッシュ」ともあるのについては,どう.いう時に「マ

ッシュ」となるのか,人にもたずね,私自身,注意もしてきたが,いまだその

あらわれかたを判別し得てはいない。人によってのちがいだと言う人もある。

・○ジェンブ, -テ~テテ　ミ寺㌻シュ　カ。

全部,話してみましょうか。
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紘,阿蘇山南麓の「マッシュ」例である。終止形は,県下で, 「マース」とな

ったりもしている。

長崎県地方でもまた, 「マス」ことばが, 「マッスル」「マッショ-」「マッシ

ュ」 「マッシェ」などの形でよくおこなわれている。禁止命令形は, 「マスナ」

である。壱岐・対島では, 「マッス」終止形も聞かれるという。種ケ島克巳氏

が,その『平戸方言語法草案』 (未発表稿本)で示された「マッスル」の活用

は,

行きまっせん　　行きまっした　　行きまっする　　行きまっする時

行きまっせほ　　お行きまっせ

である。五島では,終止形の「マスル」がよく聞かれる。県下に, 「オ+通常

動詞+マッセ(シェ)」 「通常動詞+マッセ(シェ)」の言いかたもよく聞かれる。

○オヤスソマッシェ-0

おやすみなさい。 (辞去のあいさつ)

は,生月島の一例である。山口麻太郎氏の『統壱岐島方言集』にも,

オ書キマツセエ。

などとある。

タべマッセ-

;.*サi^,-.jc

オクレマッセ-

などは,山本靖民氏の『島原半島方言集』の例である。

佐賀県下でも, 「マッス」「マッセ(シェ)ン」などがよく聞かれる。

○ネンヂュ-　オセテンテ㌻テ　ホンナコテ　スミマッ盲ンo

年中おせわになって,ほんとうにすみません。

紘,佐賀県唐津市「城外ことば」の一例である。県下に,

○オシマッセ。

しなさい。　(妻づ夫)

などの「マッセ」の言いかたも注意される。
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ちなみに,唐津市城内ことば-家中弁-では, 「　　　(一マセう。」

の言いかたの最高数意表現法が聞かれる。たとえば人が,もっとも敦い敬意を

こめて, 「こっち-　オイデマショ-。」などと言っている.

福岡県内も広くに, -東部の若松地方にもわたって, 「マッセ(シェ)ン」

「マッショ-」などの言いかたがよくおこなわれている。終止形「マッスル」

(主として老)もあり,かつ「マスル」「マッス」「マス」もある。

○イチすずライ　アリマッシュ　カ。

一里ぐらいありましょうか。　(老女)

これは,筑後での「マッシュ」例である。かつて私が,筑前糸島半島の中部に

滞在した時は, 「マッテニー」 (ませう)は言わないと聞かされた。 「マッ7-I

-」が通用されていた.

0ソ-　シテ　クダンマシ.

そうしてくださいませ。

これは,筑後内での命令形「マシ」例である。 - 「マシ」形がこの地にある

のは,注目にあたいする。

○オバチャン/ミケツバ　カシマッセ。

おばちゃん, /;ケツを貸してちょうだいo　　(少女-中女)

は,筑前内の「マッセ」例である。 「カITyてッセ」とあって, 「オカシマッセ」

とはない。

「マッセ(シェ)ン」 「マッショ-」など,促音のある「マス」ことばは,今

日,しだいに促音のない「マス」ことばにおされてきていようか。一方では,

促音のあるものの根づよさもうかがわれるけれども,また,その種のものの,

年配の人たちのがわに片よっていく傾向も認められるようである。

大分県下は,促音のない「マス」ことばの地である。命令形の言いかたに,

「ォ+動詞連用形+マセ」の尊敬の言いかたがある。 「マセ」は「マシ」ともあ

るo柴田武氏編『お国ことばのユ-モア』に,松田正義氏が「大分県日田市」

の例として出された, 「ヒザマズイちゃ足が痛かろう。スワッておくれまし。」
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がある。小野米-氏の教示せられた豊後南部例の一つは,

○フ盲ガ　アアデラ -イリマシェィ。

風呂がわいたらおはいりなさいませ。

である。小野氏は, 「動詞連用形+マセイ」の尊敬表現の度あいに関して,つ

ぎの順位を示していられる。

イキマセイI--イカシャリ-　　イキナサV　-イキナンセI--イカンセ

・一・・一一一イケ　ノー-イケ

これによれば, ・ 「イ亭青首イ」が最高の敬意表現法である。私が国東半島内で

聞いた「オ(、一マセ」例は,

○コッテニ　オアガリマセ。

こっちにお上がりなさい。

○オキ　オツケマシー。

お気をおつけなさい。 (送辞)

などである。 「マシ」の形が注目される。なお,ここでは, 「オ」をとらない

「(一マセ(シ)」は聞くことができなかった。豊後南部では, 「クレマシ-」な

どが聞かれやすいか。県下に広く「マシ」命令形があり,それが,尊敬表現法

に役だっている. (-「ナサイマシ」のような言いかたも,ともにおこなわれ

ている。)

○盲-　ソテ二　ヵ五一チョクr♭青天ルナ.

"もうそんなにして下さいますな。"

紘,豊後南部内の, 「/-、一マスルナ」禁止命令尊敬表現法の一例である。丁寧

の「マス」の諸活用形では, 「マシた」に隣って「マヒた」もあり, 「マスレ

ば」の「マスリャー」もある。 「マセん」は,しばしば「マシェん」である。

六　中国地方の「マス」

中国地方内にも, 「マス」の用法の注目すべきものを見せる所があるd

山口県地方では, 「(オ)動詞連用形+マセ」の尊敬表現法がよくおこなわれて
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いる。

○貢了デマセ。

○オイデマセ。

おいでなさい。

紘,県下の東西によく聞かれる実例である。

'  ."Li--　-、　　　　一丁・・.

先生。ごほんをおたべなさい。

は,小野田市で聞いた,中学一年生男子の発言例であるO周防,祝島でも・

○キマセ一。

釆なさい。

○カキマスナ-0

書きなさんな。

のような例を多く聞いた経験がある。周防東南部方面の広くでは,

○コッチ-　キマ(マェ)イ　ノー。

こっちへ来なさいねえ。

などの「～マ(マェ)イ」の言いかたもよく聞くo (これは・四国,讃岐路な
セ

どで聞かれるのとおなじ表現色のものであろうo) 「見-マイ」 「為マイ」など

の言いかたになるのは,山口県がわのことである。 「ツカサレマセ」などのこ

とは,今,記述をはぷく。 「-で　あります」が「ダリマス」となることも,

県下にかなりいちじるしいものがあるo

広島県下の「マス」について,ひとまずその活用をかえりみれば,未然形に

「マセん」「マ-ん」「マ-ん」「メェん」「メん」があり,連用形に「マシた」

「マヒた」「マイた」「マェ-た」などがある。未来形に「マショ」「マヒョ」

「メヨ-」「-ト」があり,終止形に「マス」「ワ刈「マソ」があるo 「～マ

ス　ワイ」が「-一マサ-」になることも多いo 「広島県佐伯郡水内村」 (『全

国方言資料』第5巻)の条に見える,
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fセヤー　　アリンセンヨ

なんでも　ありませんよ。

は, 「ありマセん」が「アリソセン」となっているのか。

○キ丁子ヮ　ティテ　オリマサッタ.

汽車はついていませんでした。

の「言サック」は, 「マセザック」のつづまったものか.「(一デ　アリマス」

の「ダリマス」は,当県下でも聞かれる。つぎに,命令形の「マセ」「マ-」

を見る。

○オイデマ-0

おいでなさい。

○オアガリマ-0

お上がりなさい。

○ア荊~言セ-.

お上がりなさい。

などは,安芸での「マセ(-)」尊敬表現法例である。山口県下に見られた「マ

イ」はない。岡田統夫氏の調査によるのに,備後弁には「アゲマシ。」などの

言いかたがある。氏は,

○ア手首シ。

は「丁寧」で,

○ア両。

は「謙譲」であると説明せられた。 「アゲマシナサイ。」の言いかたもあるとい

う。なお,氏は,その出身地の三原市のことばとして,つぎのような例をあげ

盟iwm.

○オツクリ-シテ　ダンナサンニ　タベサシマシナシャ-0

おつくりにして,だんなさんにたべさせもうしなさいな。 (魚うり)

「～マシ」が謙譲表現法になっていようか。岡田氏も,かねてそう解してい

られる。 (上に「もうし」とも言いかえていられる。)
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○ア斉二 ヨ-ッテンジャケ-,イカセマスガ　=-。

あんなに言ってらっしゃるんだから行かせてさしあげるのがいいよ。

○ジランノ　三下　オンテラ言-ニ　ペンキョ　サセマ万　言-テデシタ。

自分の子と同じように勉強をおさせするって言ってらっしゃいました。

のような例も示された。備後に,微妙な「マシ」 「マス」謙譲表現法が聞かれ

るようである。ここになお,岡田氏が備後南部内で調査して得られた「マス」

ことばの,丁寧表現法ではあるが,接続法のことかあっているものをあげてお

こう。

○ワシ斉　ナ=㌻二 イワレマンモ-　ニー。

私が何を言うことができましょうか。

○ソ-ヂャリ手フモー　ガ-0

そうでありましょう?

氏は, 「ましょう」が「マホ-」になり, 「モ-」になったと見る。「マンモー」

の「マン」も, 「マス」ことばの,なんらかの変形なのではないか。とにかく,

「マン」と「モー」との結合は,ふかしぎとも言えるものであるO　方言での表

現生活では, 「マス」がしきりに用いられるのにつれて,その利用は,通常の

規格を越えに越えていくことにもなるのか。思いもかけない所で,奇妙な形態

の花が咲いたりする。

島根県下の「マス」ことばを見る。石見地方はだいたい,周防や安芸に煩同

する状況を見せている。出雲で, 「マシェ」の尊敬表現法が注目される。

○ドコソコニ〔i]ア-トモワッシャ-マシェ。

どこそこにあると思わヅシャイマセ。 (「トモワッシャーマシェ」は,

ほとんど「というわけですよ」などというのに近いものになってい

る。)

などとある。

○ナ斉二マシ〔i〕テ　ゴシ〔i〕ナ-o
しノ

お上がりになってください。
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のような言いかたもおこなわれており,こういう「マシ」にも,尊敬感情がく

まわる。 (上例は,藤木敦氏の教示せられたものである。)神部宏泰氏は,隠岐

島後内の方言例,

○-幸手二ダテヮ、ファイラ~㌃ンシテ　カ三~テt/マシェ-。

駅鈴だけは拝観してお帰りなさい。

○チッrr　チャグチ3:　サレてシー。オ丁リナンシ-0

少し茶菓子をお食べなさい。おとりなさい。　(老女-神部氏)

を教示せられた。これらは,尊敬表現法助動詞「レル・ラレル」の下に「マセ」

命令形のついているものである。 (-「マシ」形は,方々にありうることが知

られる。)出雲の,つぎの「-ノマシェ」例は,謙譲表現法になっているもの

であろう。

○カシェテ　アゲマシェ。

貸してあげなさい。

老女がその孫の幼女に,お貸ししてあげなさいとすすめるところである。出雲

と隠岐との丁寧の「マス」に関して, 「マッス」「マッショ-」などの促音形が

注意される。

○オス耳70 -ブラシ　イッボン　モラマ一言すう二㌧。

おばさん。歯ブラシを一本くださいね。

は,神部氏の教示せられた出雲方言例である。東条操先生の『全国方言辞典』

p.879には,隠岐の「マ-スル」があがっている。これは, 「マラスル」の後

身にあたるものか。神都氏は,隠岐島後の中村の,

○コIJ　百二テル.

これをさしあげる。

を教示せられた。 -ただし,消滅に近いのだという。島根県下に, 「マスル」

形も兄いだされる。

鳥取県下の「マス」については,さほど,述べることがない。伯者西南部の

南寄りでは, 「どうどうシテ　ツカ-イマセ。」, 「寺-　アすす亭シテ　ツカ
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-サイ。」などを聞いた。こういう「マセ」は,県下の諸方におこなわれてい

よう。 「アガリマシテ」の言いかたは,古風な用法とされよう。 -尊敬感情

が認められる。 (謙譲「マセ」に叛する「マシ」の転用であろうか。)

岡山県下では,県北,作州の西北部で得たつぎの例がある。

○セン有言　ミ高言シテ,

先生にお見せして,

○サテ貢 ゴショ-ホド　カシマシテ　ミナサイ.おおごとだO

酒を五升はどお貸ししてみなさい。 (掛売り)おおこまりです。

ここに, 「マシ」謙譲表現法が明らかであろう。この地に, 「オイデマへ」とい

うのもあった。I県下一般に(鳥取県下でと同様),通常の「マス」の丁寧表現

法がよくおこなわれている。

○マイ.)テコ　言-　シ言スンジャO

お参り(参り下向)をよくするんです。

は,備中真鍋島での丁寧「マス」の一例である。

七　四国地方の「マス」

愛媛県東部では, 「アIi=　ォ膏マセo」などの, 「オヘノマセ」尊敬表現法が

よくおこなわれている。東辺部では,

○テラタラ　スヨ　フ盲言　オ-イリマ-Q

あんた,早くおふろにおはいりなさい。　(老妻-老夫)

などと, 「オ′~＼一マ-」の言いかたもよくおこなわれているo　このほうでまた,
ノ

「デフ貢　オ行キマ-ソ　デo」 (あんたはおいでませんか。)などとも言われて

いる。県北部の今治市方面から東には,謙譲の「マセ」もおこなわれている。

「お酒　ついで　アf-7セ。」「食前マセ。」などと,古老の,おもに女性が

言っている。最東部で聞いた,

○ラ-ヤ,コIJ　京クサンニ ミセテ　アゲマシ　ナ。

しい(しいは名まえの頭音)辛,これ(このみごとな松茸)をおくさ
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んに見せてさしあげなさいな。

の一例も, 「マシ」の謙譲としうるものかO南予地方は,上にかかげたような

東予の事象を見せていない。中予方面では, 「-ますよ」の意で「/~＼ノマサ

イ」と言うことがいちじるしい。 「アす言サイoJ「オす言サイ.」などと言っ

ている。

高知県下については,特説すべきものが,私には,ないo 「ツカーサイマセ」

などは,県下の諸所に兄いだされようか。県下一般で「マス・マシ・マショ

ー・マスリャ-」などがふつうにおこなわれていようか。土居重俊氏の『土佐

言葉』には,

マスは,連用形にマイのあらわれることがある。これは女性の使用する場

合がやや多い。

ヨ-ヨ　ウチノ　マゴモ　アルクヨーニ　ナリマイク(やっとわたしの

家の孫も歩くようになりました)

と見える。

徳島県下も,まずは丁寧の「マス」がふつうにおこなわれていると言える状

況である。 「どうどうしマセ」などの言いかたを聞くことはできない。金沢治

氏の「阿波方言の語法」 (『方言』第二巻第-号　昭和7年1月)には,

「ます」の発音は徳島市を中心とした町人仲間では「マフ」の如く転靴し

てゐる。

との説明が見える。

香川県下は,四国中でもよく「マス」ことばの特色を見せる所である。愛媛

県東部に「-マセ(マ-)」の尊敬表現法が見られたが,それは,香川県下の

同事象につづくものであって,じつは本県下が, 「マセ」用法の主域をなして

いる。県下全般にわたって,通常の動詞に,かまわず「マセ」をつけて尊敬表

現法とすることがさかんである。 「行きマセ。」 「しマ-。」などといったぐあい

である。・「見ナサイマセoJ 「ツカーサイマセ。」などと言うことはほとんどしな

いで, 「見てセ(オ見マセ)」「_くれてセ。」などというように言っている。四国
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もとくに香川県下で, 「マス」ことばのこの種の尊敬表現法が,どうLで慣熟

するにいたったのであろう。愛媛東部のことをも合わせ考えると,なぜか四国

の瀬戸内海斜面東寄りに,こういう特定表現法が成長している。おそらくは,

諸多の表現法との連合関係で,こういうものが特定的な存立のしかたをするよ

うになっているのであろう。 「-ノませ」は,その盛用に応じてか,さまざま

の形を見せているO・ 「(一マセ」に対して「′′`~、一マ-セ」もあるo (これがそ

うとうによく用いられている。) 「(一マ-」もあって「-マ--」もある。

「マ-」「マ--」のあらわれることは,よりすくないかo 「マ--」などより

は, 「マ-セ」などのはうがよい言いかたであることは,言うまでもない.辛

さしい言いかたに, 「-ノマ-」 「′-、-ノマイ」がある。おやが小さい子になど,

ごく気がるに「マイ」をつかっている。簡略な言いかたに, r-マ(マ-)」

もある。これは,あらわれることがすくないようである。

・ ,'i　*''-　:.

は,県内海部の直島での一例である. (瀬戸口俊治氏による。)
-_　ノ

〇二ョ-　イキマ-セ.

早く.お行きなさい。

〇二ョ一　才青首ィ。

早く行きなさい。

は,県下東部でのものである。県中央部地域での一連の実例は,つぎのとおり

である。

○サンヨーシテ オンマセ

計算してオみマセ。

○イマノウチニ トリマ工。

今のうちにおとりなさい。
_　ノ

○イテ斉　フ首イケン,マ-セ.

(初老女-若男先生)

(小二男-校長先生)

池が深いから,はら,ごらんなさい。　(中女一子の幼男)

(「見マ-セ」が「マ-セ」になっているO　これによって, 「マ-セ」
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は, 「ね」などというのにも近い,よびかけことば的なものになろう

としている。)

○盲二,イキ寺スナ.アテナイノこ。

もう, (自転車では)行きますな。危いのに。　　(中女一子の中学生

男)

(と言うのを聞かないで,子は自転車で出ていった。)

最後の例の「′-、一マスナ」も, 「′--・・ノマセ」系のものである。この地で,若い

母からそのおさな子へのことば,

○-イ　亭二言セO

早く釆なさい。

というのも聞かれた。この地の多くの人たちが, 「マム」ことばを自覚してい

るO生活の中での随一のたいせつなことばがこれである。しぜんの転靴形が

多くでき,よく用いられているのも当然であろう。さて,当県下では,謙譲の

「マセ」は聞かれないようである。丁寧の「マス」では,略形の「マ」もある。

来田隆氏は,丸亀方言に関して, 「シットリマ」 (知ってます) 「キョリマー」

(来てます)などを教示せられた。

八　近畿地方の「マス」

兵庫県下の「マス」に関しては,原朗氏と和田実氏との,注目すべきご記述

がある。原朗氏の「神戸と比較した播州高砂市方言の語法抄」 (『兵庫方言』 3

昭和31年)には,

ここにあげたマスは,丁寧語として広く用いられる「ます」とちがって,

動詞アゲル(進呈する)と助動詞タゲルのみにつき,その他の用法はない

ようである。

コノ本ワ,アンタニアゲマソ思トッタンヤ

駅マデ送ッタゲヱ旦

とある。ここに謙譲の「マセ」が見られ,かつ,氏によれば, 「マソ」もとり
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ぁげられることになる。和田実氏は, 「兵庫県高砂市伊保町(旧印南郡伊保村)」

(国立国語研究所報告16 『日本方言の記述的研究』明治書院　昭和34年11月)

の中で,

語

との記述を示していられる。また,

マス(ていねい)知りヱエソ.止メヱ旦oソラ頭イ当ッタラ死ニ三二

ナー。

マス(たてまつる)アゲル・タゲル(<テアゲル)にのみ接続-:ヨ-
EE

I,: ,'V.　　　　　　　　　　　　　　　-　∴Iiv'-　　-・、

とある。ここにも「マセ」 「マソ」が見られ,かつ「マサ」未然形も見られる0

-和田氏は,私の言う謙譲の「マセ」に関連する諸活用形をとりたてていら・

れ,いわば,特定の「マス」謙譲法助動詞を認めていられるo (「たてまつる」

としていられる。)なるほど,このようにもなっているのかo　これによれば,

かねて見てきた「マセ」などの謙譲表現法は,通常の丁寧の助動詞「マス」の

表現機能の系列の外のものと見られることになるo一方の未然形「マへ」に対

して,他方に未然形「マサ」のあるのが,別して注目される。 「マス」ことば

には, - 「マス」外形の現実のもとに-,このように二系が存立し得てい

る。のかo 「マサ」は「マウサ」 (申さ)を考えさせやすいo　さて,播磨地方に

も淡路島にも, 「行キマセ」 「キマセ」といったようなr-マセ」尊敬表現法

はない。

兵庫県一般での,丁寧の「マス」の活用形には, 「マス」の「マフ」があり

(連用形「マシ」の「マヒ」があり),「--ノマス　カ」の「へノマッ　カ」があ
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り,なお,終止形関係の「マッ　セ」「マッ　ソ」「マッシャロ」などがある。

さらにまた,終止形の言いかた, 「マン　グ(ますよ)」「マン　ノ(ますの?)」'

「マン　ネソ」「マン　ネ」 (ますの)がしきりに用いられている。未来形には,

「マヒョ-」「マホ」がある。

播磨地方で, 「一一・- ～マス　ゼ。」の, 「ゼ」の明らかな言いかたは,通常,おこ

なわれていなくて,しかも「ゼ」のふくまれた「マッ　セ」の言いかたはよくおこ.

な矛っれているo

中谷竹蔵氏の『赤穂言葉の研究』には,

だ!%・-)

1

-3-ヤ　ロ

でせう

scan

E^B

で御座りませう

との記事が見え,

書いたダ-ン(書いたでしょう・ですよ)

行ったダ-ン(行ったでしょう・ましたよ)

見えるダ-ン(見えるでしょう・ますよ)

とあり,また,

行かれマ-ン(行かれますよ)

ありマ-ン(ありますよ)

とあるO 「ありますよ」とされている「ありマ-ン」は, 「マス」のどういうi告

用形を示しているものであろうか。播磨に, 「′へ一マ-」の言いかたもあるO,

私が但馬南部西奥で聞いた,

○インデ　ァ亨ラ貢　ワ-。

(つれになっていっしょに)帰ってあげますよ。
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の「ア幸手天」は, 「あげます」に該当するものだとすると, 「ンス」に,終止

形「ます」がくまれそうである。 (「アギンス」は老人語で,ほろびつつあると

いう。)神戸市域などでは, 「ヨロシ　オマ。」 (よろしゅうオマス。)の言いかた

とともに,

○ヨ-　ワカリマッ(・o

"よくわかりました。"

の言いかたが聞かれる。 (安達隆一氏による。)姫路市内では,
ノ

○ワ手首　シIF㌻セン。

"わしは知らない。"
-ー　-　ノ

○ワシャ　シッセン。

"わしはしない。"

ftどの,老人の言いかたが聞かれるというo 「ッセン」は「ません」に相当す

るのではないのか。

兵庫県下でにかぎらず近畿内で, 「なに　おっしゃいマスやら。」といったあ

いさつことばがおこなわれている。近畿の表現法と言えるものであろう。(-

・腕曲な謙退心意のこまやかなものがある。)播磨でなど,なお, 「よう　おっし

やいマシて。」も言われている。

京都府下でも,丁寧の「マス」が, 「マ-ん」 「マッ　サ」 「マッサカイニ」

;「マッシャロ」 「マンので」 「マヒョ-」 「マホ」などの活用形を見せている。

○ワタララ　ネ言7*　Vヤ.

(テレビでボクシングがかかると,)わたしらはねるんです。

(老女)

ほ,丹後半島内の,一つの「マス」例である。

大阪府内の「マス」を見る。諸活用形のありさまは,兵庫県下・京都府下の

ものに酷似している。 「マッ　サ」「マッ　セ」のおこなわれることはいちじる

しく, 「マヒョ・マホ・マヨ・マオ」のおこなわれることもさかんである。終

止形「マフ」もおこなわれており,たとえば,南河内で,
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○モー　ゴジュ-ネソカラ・ソ-テマフ テ一o

もう五十年もつれそってますねえ。　(老女-藤原)

などと言っている。「マン　ネン」(マス　ノヤ)などの耳だたしいことは,多

く言うまでもなかろう。 「オマス」が「オマ」となり「ダス」が「ダ」になっ

ているのと同様に, 「マス」が「マ」になってもいる。

○ユータ-リマ。

言ってらっしゃいます。

○ヤッタ-リマ。

してらっしゃいます。

などと言っている。 「マス」の「マ」形は,さきに香川県下で見られた。阪神

地方に「′一、一マ」のさかんなのに対して,香川県下にも同格のものがあるのは,

分布として注目するにたる。移入などと言いうるものではあるまい。おそらく

は,彼我あいともにしぜんのいきおいの中で,こういうものを産みだしたので

あろう。 -方言風土の相関が考えられる。大阪の丁寧の「マス」について,

かつて, -知人から聞かされたことがあるO

「読みマセん」が「読みマ-ん」になると,やや晶が低くなる。 「読みませ

ん」に相当する言いかたは, 「読メシマ-ん」である。

というのである。

和歌山県下には,特説すべきことがすくなくない。南の新宮市では言う。

○ノ前言セ　ヤo

飲ましてさしあげなさいよ。

○ヤt'ヤレ　マ-　カテ才rテ-ニ。 ダイダイ　センジテ　ノマ-レマセ　ヤ。.

やれやれまあかわいそうに。だいだいを煎じてお飲みなさいよ0

前者例は謙譲の「マセ」であろう。後者例は尊敬の「マセ」であろう。 『南紀

土俗資料』その他の方言書には,

ごいされませ(御免下さいませ) 〔老人〕

というのが見える。県南部から私が得た方言文例には,
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0アレミテミヤマセ。 (あれを御覧なさい。)
IK

Oココ-キヤマセ。 (こゝ-お釆でなさい。)

というのがあるQ 「ミヤマセ」 「キヤマセ」が注目される.和歌山県女子師範学

校編の『和歌山県方言』にも,県南のことばとして, 「キヤマセ」 (釆なされ)

「シャマセ」 (しなさい)などがあげられている。同書には,県の北部にもある

という「マイシャアマセ」なども見える。 「見ヤマセ」「しヤマセ」などの「ヤ

マセ」は,どう解すべきものであろうか。ともかく, 「-ヤマセ」が尊敬表

現法になることは,たしかのようである。県下に,謙譲表現法と見られる「マ

ス」ことばも,どれほどかおこなわれているのか。日高郡山地部で私が聞いた,

○テレ　ナ三　-rl/言シタラ　言←　ワダ。

あれをなにに(かごに)お入れしたらよいわ。　(老女-嫁)

は,謙譲の「マシ」と見られるものであろうか。県下一般での丁寧「マス」の

活用では,まず, 「マッ　セ」「マヒョ-」などの活用形が見られる。 「マシた」

の「マイた」もあるか。

○タノミマショ-。タノミマショー。

たのみまLj:う。たのみましょう。 (ごめんくださいO)

これは,南部の西牟婁郡の山地部で聞いた,育,庄屋さんのうちをたずねた時

のあいさつことばである。 (庄屋さんは, 「どうれ。」と答えて出てきたそうで

ある。)

和歌山県下に,一つの特殊な問題事項がある。 - 「マッチンス」 「マッチ

ン」の言いかたがおこなわれている。これは, 「マス」に関係のあるものなの

かどうか。村内英一氏は,かつて, 「語法調査票試案」 (『和歌山方言』 4)で,

いきます。　いきま。　いきまっさ。　いきまんね。　いきまっせ。　い

きまってんす。

というのを示された。 「′-、-ノマス」の系列に「ノー、一マッテンス」がおかれてい

る。氏は,和歌山県下のことを言っていられる。私は,往年の,県南,西牟婁

郡串本町での調査で,
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○下-ゾ オタノ　ミモーシマッテンス。

どうぞおたのみ申します。

○アリマッテンス　ラ。

ありますよ。

○シリマッチンセソ。

知りません。

○-ヨ　ゴ-ン　夕べマッテンショ　ラ。

早くごはんをたべましょう。

などというのを聞いている。かねてまた,

○オシマイナサリマイテンス　カ。

おしまいなさっていらっしゃいますか。

というのも聞かれた。 「マッテンス」に対する「マイテンス」が,私どもの注

意をひく。 「マイて」は「マシて」を思わせはしないか。 「マイテンス」が「マ

ッチソス」にうつっていったか。 「マイテンス」は何だろう。村内英一氏は,

和歌山方言に関する氏の諸研究で, 「～マイテンス」にも言及していられる。

『和歌山県方言』にも,

イキマツテンス　　行きます

イキマツテンセンカ　　行きませんか

イキマツテンショウ　　行きませう

などがあがっている。楳垣実氏は, 「紀州ことば(4)」 (『和歌山方言』 4)で,

「田辺のマッチソスことば」に言及せられ,

「マイテンス-マッテンス」と変化したらしく

と述べていられ,

おそらく「行き・まし・て・です」といった形から変化して生まれたもの

ではなかろうかと思う。

と言われ,また,

ただこのマツテンスの形は,田辺市ばかりでなく,ずっと南-,東牟婁郡
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の海岸地区-も広まっていることは注意すべきであるO

と述べていられる。 『和歌山県方言』には, 「イクマッチン」などともあるoつ

まり, 「行く」という終止形に, 「マッチソス」に近い「マッテン」がつけられ

てもいる。 (大田栄太郎氏の『和歌山県方言(其二)』 <東京広支社印刷　昭和

5年12月>P.183に「アルマッタ　有ります「串本誌→」とある「アルマッタ」

もまた, 「アルマッテ-/Jに近いものではないかo)思うのに・ 「イキマッテン

ス」「イキマッチソ」などの言いかたがずれて「イクマッチン」などともなった

のではないか。終止形にもつくようにずれたからでもあろう,

○ソ-ヤマッチソ。

そうです。

○アカンマッテン。

あきません。

○ヨワックマッテンo

よわったなあ。

のような言いかたもできている。 -これ.Bは,県南辺で,私が聞きとめたも

のである。

っぎは奈良県下である。だいたいには, 「/-ノマ-ん」 「′′・--マヒョ」 「マン

(ます)ノヤ(ネン)」「′.-ノマッ(ます)カ」など,京阪ふうの言いかたがよ

くおこなわれている。

○イ-才ニー。 アキマ-ソ　ノヤ。

いいえ。だめなんです。　(老女)

紘,県南吉野郡の東部での一例であるo県下で, 「ソレカラ　ワカヤマイク

ダリマシテ　ン。」(それから和歌山-下ったんですo)など・ 「へ-マシテ　ソ」

の言いかたもよくおこなわれている0 -これも, 「マス」ことばの中の,近

畿的な-慣用表現法と見られる.なお一つ注意すべきものに,

ィテサニマス　行って参ります。 (榛原町)

の言いかたがある。 (『大和方言集』) 『和歌山県方言』にも・
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サンニマス　　参じます,参ります

サンリマス　　参じます

というのが見えている。

三重県下では, 『三重方言資料』によるのに,

ヤスマシャ　　志摩郡立神村

とある0 -命令形の「マシ」が見られるO巌佐正三氏の「平古に残る桑名武

家ことば-アクセント・語法について-」 (『三重県方言』第3号　昭和31

年12月)にも,

次に,丁寧の言い方で,マスの命令形はマシが普通である。

ゴメンナサイマシ。

ド-ゾ　オアガリクダサイマシ

とある。私が伊賀で調査し得た実例には,
ノ

○オ亨-サンガ　ア丙シタンヤ　ワ。

おじいさん(話し手の夫)が(それをお寺-)寄付したんですわ。

(老女-中女の小学校教師)

というのがある。この「マシ」は,謙譲の表現に役だっているのかどうか。夫

の寄付行為を謙遜して表現したのかもしれないが,また,女先生に丁寧にもの

を言おうとして,単純に「マシ」をつかったのかもしれない。三重県下に,活

用形,「マ-ン」「マッシャロ」もおこなわれていれば,「マッ　サ」 (「マス　ワ」

にあたる)などもおこなわれている。

滋賀県下でもまた,丁寧の「マス」がふつうによくおこなわれており,活用

形も,京阪方面に見られるのと同様のものが多くおこなわれている。

○モイッペン, セト-ンニ ソ-　ユ-トキマッ　サO

もういっぺん瀬戸さんにそう言っておきます。

○言~百ヤッタラ,ダイテ了~　デデマッ　セO

これだったら, (ここの方言は)だいたいみな出ていますよ。 (方言集

を見せての説明)
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紘,湖西の北寄りの地の二例である。

九　中部地方の「マス」

まず北陸に,問題とすべき事項が多い。

福井県下の若狭には,さしてとりたてるべきことがない。

○ソ-　オモイマッ 耳ナ。

そう思いますわね。　(老女-藤原)

などと,近畿流の調子の「マス」ことばがおこなわれている。愛宕八郎康隆氏

は,若狭に隣る敦賀市域内で,

○モ-　ジ幸二　キ毒すスヤロー。

(船が)もうすぐに来ますでしょう。　(五十歳男-愛宕氏)

との言いかたを聞かれたという。 - 「マッス」が,土地の発言習慣になって

いるのかどうか。さて,木ノ芽峠を越えると,越前の広域に「マス」の諸変形

がおこなわれていて注目される。 『福井県方言集』には,

イ亨ス　　行きます

「イキス」は「いきます」の略

とある。また,

イキンシタ　　行きました

「イキンシタ」は「いきましたJの転靴

とある. 「イキンショー」(行きませう)というのも見えている。なおまた・同

書に,

頼メイス　「メイス」は「みます」が「メンス」になり更に靴ったもの

ともある。 「頼みます」がr-ソス」または「-イス」とあるのかO福井県

の人であって,当地方の方言を精査していられる天野俊也氏にも, 「ンス」 (普

す)の研究があり,氏のご発表, 「福井県大野郡勝山町猪野(カツヤママチイノ)」

(『福井県大野郡北谷村に於ける敬語』自家版　昭和28年1月)には・

「ます1はそのまゝの形でも広く便ほれるが「-・-んす「 「一一えす1の
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形に熟することが多いo 「イキマス1よりも「-ケンス「 「言テ貢lの方

が地ことばとして勢力があるし自然でもある。

とある。

千二貢(見ます)ミ--ン(見ません) s二手す(見ました)

の言いかたもされるという。天野氏の「福井県勝山町に於ける『行け-ん』『行

きね-ん-』等の否定法」には,

「上げます」は「ア土三三」又は「ア塑」といふが,一段と敬意が加は

れば「アゲマセンス」といふ。

とある。おなじく当県出身の愛宕八郎康隆氏は,県奥の北部内で,

○ク耳モ　ヤす貢シ　j　　。

(牛に)草もやりますし,　　　　　(老女-中男)

との例を得ていられる。 -これには「マス」の「ス」が見える。

○ラ㌃-　イッデ~~~亭ンス.

では行って来ます。

は,福井市方面に聞かれるr-ンス」例である. 『福井県方言集』には,

イケス　　(行きます)

「イケス」は「行きます」の転靴

ともある.「イケショー」 (行きませう)も見えている。 「行キ」が「行ケ」と

もあるのは,天野氏の「エケス」などのばあい同様であるO 「マス」の簡略化

とともに,接続形にも変化がおこったということか。 『若越の方言』に,

居りません　　オリシン

というのが見えている。

石川県下では,加賀東南隅の白峰村で,私は,

○ラテここ アスどこ　キテモロテ クダ-リマセ。

ここ-気らくにあそびに来てもらってくださいませ。

○ゴ三言クリ　オアガッテクずサイマシO

ごゆっくりおあがってくださいませ。
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などというのを聞いている。郷土語としての「マシ」も注意される。この地で,

○ツク三　才手首セ　ヨ。

机をお出しなさいよ。　(老女-育男)

○ソIFィ　ヒTリ　ステリマシ.

そこへひとりすわりなさい。 (と言って運転台の右わきにすあらせ

る。)　(四十歳代男バス運転手-育男客)

というのも聞くことができた。 「普通動詞連用形+マセ(シ)」の尊敬表現法が

見られる。加賀大聖寺駅前で問い聞きをした時には, 「早う　行きマセ。」など

の言いかたを得ることができなかった。ところで,能登半島西岸域では,

○ソ言-　カテマシェO

そこ-こしかけなさい。

などの例を得ることができた。同地域で,

○ソッチ　デマシテクダンシェ.耳-耳-O

そちら-お出になってください。さあさあ。

というのも聞かれた。 「デ毒シテ」は,尊敬感情の「マシ」用法になっている

か。加賀・能登に,謙譲の「マス」用法もあるらしい。 『白峰村史』下巻の「方

言」の部に見える,

行きましてワイ(ね)'

紘, 「マシ」の謙譲表現になっているのかどうか。能登半島東北部の南岸,宇

出陣では,
__・・ 4

○コ下す　ァブ　ヒトニ　ミ耳予言ラiJラ　オー　ネ-0

これをあの人にお見せしたらいいね。

というのを聞くことができた。この「マシ」は,謙譲表現に役だてられていよ

う。能登半島西岸域の例には,

○アンタニ　聞方ラマシテ　いいような　話しも　ありません。　(老女

-藤原)

などというのがある。馬場宏氏は, 「木郎方言考(其の二)」 (『国語方言』第四
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号　昭和34年3月)で, 「『まする』に相当する方言助動詞」を説かれ, 「l重司

-まする」の諸活用形をあげていられる。この「マシル」ことばは,謙譲表現

法に関係の深いものか。 「アゲマシル」は「おそなえする。又はおそなえをさ

げる」であるという。愛宕八郎康隆氏は,やはり能登半島東北部の,珠洲市に

属する「大坊部落」について,つぎのように, 「マス」謙譲の表現法を見てい

られる。 (昭和35年8月に調査せられたものの教示である。)

○耳-　7両テクすすシー。  (老女-老男)　さあ(先程のおつり

を)おあげして下さい。

○テンモ　アーチOアア寺スル　モナ-　7-テ。  (老女-愛宕氏)　何

も御馳走がなくて。おあげするものはなくて。

氏の「奥能登珠洲方言の研究-敬語法について-」 (F方言研究道古j第8巻　三弥井書店
昭和53年3月)には, 「・マサ」未然形の例も見える。

加賀・能登の「ます」に関して,すでに世にも聞こえているのは,, 「ミス」

の言いかたである。 -「ます」が「ミス」形をとるのは,全国でもこの地方

だけである。もとより「マス」もあり得て,

○ワタシャ　トンニ　イキマッ　ソ。

私ほとりに行きますよ。

などとも言われている。この「マッ　ソ」に相当する「ミッ　ソ」もおこなわ

れているというわけである。 「ゴザイマス」に対する「ゴザリミス」は,金沢

市内でなど,いちだんよいことばとされてきたろう。 -「ミス」のおこなわ

れる範囲は,加賀で,かならずLも広くはないかもしれない。しかし,能登半

島にも「ミス」のおこなわれていることが,また明らかである。〕私が半島西岸

で聞き得たものをかかげるならば,

○オ亨二　ィ言,アソ言方~テ　キ丁シタ　ガ-0

わしは今,あそこから釆ましたけど。

などがある。同地で私は,

〇号タ　オステラ　シ丁貢サカロ　貢-0

あしたまたお話しをしますからね。

(中女)

(老女-藤原)
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oックッテ　ダシメシテトイネ-。

(孫が作文を)つくって出しましたんですって。　(老女-藤原)

などというのも聞いた.この「シ丁貢」 「ずシメシテ」については,現地の有

識者が私の記録カードを検閲せられて, 「メ」を「ミ」とあらためていられる。

「ずシメシテ」のはあいなど,じじつ,私も, 「メシ」の「メ」について, 「こ

のメはミとメとの間の音だ. 〔弓〕」と注しているO私が,金沢市の眼科医院で,

土地っ子老男の,医師長岡博男氏に述べたことば,
ノ　　　　_　　p

oヮ貢リミシタ.ダイブ　カスソドルケ-0

はい,わかりました。だいぶんかすんでますか。 (自分の目のことを

医師に問う。)

というのを傍受した時も, 「ワ盲.)ミシタ」の「ミシ」の「ミ」が, 「ミ」と

「メ」との間の音に聞こえた.能登半島西岸で聞きとめた上例「シ丁貢」の叛

も,おそらく, 「ます」の「ミス」に相当するものにはかなるまいo

「′一＼Jメス」に関しては,一方で,九州でのように, 「召ス」が考えられ

る。が,上の「メス」は,たぶん, 「マス」関係のものとしてよいのであ

o・'io

「/・＼Jミス」の言いかたと「ノ-ノマサル」の言いかたとが,石川県下にあるo

「ミス」と「マサル」とは,同系同列のものではない。 「マサル」は, 「マシャ

ル」-「マッシャル」と解される。 「マッシャル」の命令形が, 「マッシャイ」

をへて「マッシ」ともなっているか. -これが,能登,輪島などで, 「マー

シー」などとも言われているが,このように変形したものも,もとより「ミス」

には無関係のものである。金沢ことばでの,
ノ

○コ77　テンタ　ミテクマッセ.

これをあんた見てくださいよ。
ノ

の「クマッセ」は, 「くれマッシャイ」である. 「マ.ッシャイ」の「マッ」は,

「参らっしゃい」の「参ら」に血をひくとしても,現形は, 「ます」を思わせや

すいものである。ふつう,尊敬法助動詞「シャル」と「マス」とがむすびつく

ノ
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時は, 「シャリマス」「シャイマス」, 「シャンス」となるが,加賀・能登では,

「マス」が逆にかしらについたかっこうである。 「マッ」に「マス」を思いみる

とすれば,石川県下には, 「マス」的なものの異様な用法が見られることにな

る。 「どうどうしてッシ　マ。」との言いかたが県下に熱しているが-最後の

「マ」はよびかけの文末詞であるが,こんなばあいには, 「マ」が前後対応して

ひびきあっていて,土地ことばの土地ふうのおもむきがいっそう濃くなってい

る。能登では,

○アンタ　シリマッシェソ　カ。

あなたはお知りじゃありませんか。

など, 「マッシェん」の言いかたが聞かれる。

○ソクサーイニ　オル言~㌻シェ。

お元気でいらしてください。 (別辞)

など, 「マッシェ」というのも聞かれる。これらに接すると,私どもは,ふと,

九州なみの「マス」の「てッシェん」などが能登にもあるのかと思わせられる。

が,おそらく,その即断はきんもつなのであろう。 「マッシェ」命令形は「マ

ッシャイ」に相違あるまい。 「マッシェん」は, 「マッシャラん」相当のもので

はなかろうか。 「マッシェん」が「マッセん」であったりするのを聞いた時は,

九州なみの「マス」ことばかと,つい思わせられたりするのだけれども,おそ

らくそうなのではなかろう。

加賀でよりも能登に, 「マス」相当の「ソス」がしきりにおこなわれている。

能登北部例だと, 「オすブス」 (おります),

○タノミンテ言。

ごめんください。

などというありさまであるo 「ンス」形のほかに, 「ありません」を「アリー

セン」と言うなど,長音のある言いかたもおこなわれているか。さて,馬場宏

氏は, 「木郎方言考(其の二)」 (『国語方言』第四号)で,

I司-ます　「ソ」は「ま」の靴り,金沢方言の「ミス」は姉妹語



39-1

といったような記述を示していられる。

曲至ンス-曲堕ます　考iソス-考えます

という例もかかげていられる。
0　　　　　　0

「立て」 「捨て」等の際は「て」は変化しない,但し「イ」が挿入されるC

立てiンス-立て>ます　捨てiソス-捨て>ます

とも記述していられる。石川県下は, 「マス」ことばに関しての注目すべき事

象が多い。

東隣の富山県下となると,ことが比較的かんたんである。まず,

○シカレテ　クダサイマセ。

(座ぶとんを)おしきになってくださいませ。　(主婦-藤原)

などと,尊敬の「マセ」がおこなわれている。 (「シカレテ」と,ここに「レ」

尊敬法助動詞がおこなわれている。) 「レル・ラレル」尊敬法助動詞のよくおこ

なわれる当地方では,

○ゴスン　タ天テ,ヤスマレマ首　ヨ.

ごほんをたべておやすみなさいよ。

○ジッすリ　セラL/マセ。

ゆっくりなさいませ。　(中男-藤原)

のような言いかたが慣用されている0 -他地方では, 「-レ(ラL,)マセ」

の表現法はあまり見られまい。当県下で, 「マセ」は「くださり(クダ-リ,

クダ-ル,クタ-レ)マセ(マ-)」などの言いかたでもよくおこなわれてい

る。 『富山県方言』には,

○ませ　ませ　ませる　ませれ

使役相「させ」を受けて　寝させませんか　寝させませて　寝させませ

る　寝させませれど

とある。ここに謙譲の「マス」が認められようか。 -】マセて」lマセル」な

どとあるのが注意される。塚田長夫氏は,古く,私に富山県下の敬語法を教示

せられて,
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させまする　着させまする(お着せする)行かせませたれど(おゆかせ申

したけれど)

とも説かれた。当県下の丁寧の「マス」が,文末詞の「ワ」と合体して「マッ

サ」ともなっている。 『全国方言資料』第3巻の「富山県氷見市飯久保」の条

には,

fンナラ-　ドーカ　マ-　セワスカロケド　　　タノンマッサネ-

では　　　どうか　　　　忙しいでしょうが　　頼みますよO

とある。なお, 『富山県方言集成稿(二)』には,

いきんさ　行きます・ 「いきんしょうか」　行きましょうか。

・ 「いきんっさ」「いきっさ」　行きます。

というのが出ている。

新潟県下では,佐渡のことばに,

○オ青首丁ナセァ-マシ。

○オヤスミナ盲二言手。

おやすみなさいませ。

などの「マシ」尊敬表現法がある。 (佐渡東部例。押見虎三二氏による。)佐渡

西北辺の「マシ」例は,

〇二首7- アガッテ　クダサイマシ。

二階-上がってくださいませ。

○オヤスミナサイマシ。

おやすみなさいませ。

〇百-　ア斉す言シo

まあおあがりなさい。 (食事どきの辞去のあいさつ)

などである。佐渡の丁寧の「マス」が「ソス」にもなっているか。越後では,

「マス」ことばに, 「アイスミマセン。」の-慣用があるか。

転じて,岐阜県下を見るのに,美濃の北部でなど,

○とず7京-ニワ, コーザンガ
_-　ノ

アリマスィ　ナ。
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飛騨のほうには,鉱山がありますよね。　(老男-藤原)

のような言いかたがされている。 『岐阜県方言集成』には,養老郡の,

きめした〔句〕釆ました。

が見える。

愛知県下については,特筆すべきものがある。例の名古屋弁の「頂戴マセ」

は,「マセ」の特異な用法を示すものである。三河となると,尊敬表現法の「ヘノ

マセう」がさかんである。渥美半島南岸例だと,

○ゴメンマショ-0

ごめんなさい。

○オ-イリマショ-0

おはいりなさい。

○コ言矛 オアガリテ　クレマショーo

ここ-お上がりになってください。

などと言っている。渥美半島の他地でも, 「マショ-」を, "丁寧なことば日

日女のことば'"年寄りのことば"と人は言っている。高瀬徳雄氏が「豊橋方

言の文末助詞についての実情報告」(『方言研究年報』第一巻　昭和32年12月)

にのせていられる「()マショー」例は,

○チョット　ゴメンマショー。

一寸御免下さい.　(中男-乗客一同)

○ミラテシテ アスピー　オイデトクレマショー。

皆で遊びにお出で下さいませ。　(中女一同)

などである。 「マセ」を「マセう」とするのを,私は,未来化表現法とよんで

いる。こうしたはうがいっそうていねいになることが明らかなようである。三

河東部の「南設楽郡作手村菅沼」の「マショ-」例は,

mサー　オアガリマショ-

さあ,さようなら。

r-蝣'-　　　　　√ショ
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ごめんください。

などである。 (『全国方言資料』第3巻)

名古屋弁に,

oTモサマ　ツ手首シテ,おいでくださいませ。

知子さまをおつれになっておいでくださいませ。

のような言いかたがある。この「マシ」は,尊敬感情のものになっていようか。.

尾崎久弥氏の「方言小説新書目の二三(上)」 (『方言』第七巻第一号　昭和21

年1月)には,

ごつさりまし(ゴメンナサイ)

という「マシ」が見える。尾張西部から,丁寧の「マス」の一例をあげるなら,.
ノ

○オムツカシュー　ゴザイマシテ。

というのがある。これはじつに,私が,ごちそうさまでございましたと,禽後二

のあいさつをしたのに対する,もてなし主,初老女の鄭重な応答あいさつであ

った。谷亮平氏は, 「豊橋方言の音声と語法」 (『方言』第二巻第四号　昭和7

年4月)で,

会話の「ます」は稀に用ゐられるもので,これこそ残された唯一の敬語だ

らうか。

マセ　マシ　マスノレ　マスノレ　マスレ　マシ

としるしていられる。

長野県下にもまた,特筆すべき一・二のことがある。まず,三河につづいて

「マショー」がある.県北西隅の北安曇郡で私が得た例をあげるならば,

○カデマショ。

おかけなさいO (つれの人に,バスの座席をすすめるO)
ー-　-　▼-一

〇オスバ　キマッショ.

ばあちゃん,おいでなさい。

○キオテヶテ　ィキ言テ言ィ。

気をつけてお行きなさい。

(中女-老女)
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というのなどがある。福沢武一氏は,その著『信州方言風物誌　第二』で,

本来はマセにヨが添い,やがてつづまって,見マショとなったもの。 (中

略)

もはや命令といわんよりは,懇請である。 (中略)

これも婦人に愛される。子供に用いられ,可憐さを発揮する。中信の特徴

語として愛惜すべき一語である.

としていられる。

信州の丁寧の「マス」の用法に,つぎのようなものがある。

○ワ前言ヮ, ソ-ユ-　　コト　ワ

_.・r　ヽ

イ-マシナイ　ワネ-

わたしらは,そういうことは言いませんわね。

「マシ」に打消の「ナイ」が接続している。全国でもまれな表現法である。 (山

形県庄内地方に, 「ありません.」を言う「ガンヌ言-。」があるQ 「ガンス」を

打消の「ナイ」で否定している。)青木千代吉氏の『信州方言読本　語法篇』

には,

申しわけございまし前O (ございません)いきまし面O (行きません)

木曽の奈川村・諏訪地方

などの例が見える。なお,青木氏は同書の中で,

信州の下伊那では,口語の敬語として,この「であります」がよく用いら

れているのであります。

下伊那では,女の人までが,しきりにこの語を用いて居りまして, 「そう

です」などと言う場合より,余分に丁寧な感じで語られているように受け

取れます。

と記述していられる。

信州北部に「マス」の「ス」がある。佐伯隆治氏は, 「信州北部方言語法(上)」

(『国語研究』第十巻第七号)で,

「ス」 「ゴザイス」

対話敬語「マス」の「マ」が略されたもの。これは更級・埴科両郡に行
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はれる。旧松代藩に行ほれて「松代のマ抜け言葉」として有名である。′

と述べていられる。氏は実例として,

オレヤリショカ(私がやりませうか)

-シニ行キショ。

面白イコトデアリシタ。

面自イコトデゴザイス(御座います)

などをあげていられる。青木氏もまた,上書で,北信の「す」を指摘していら

れる。 『信州上田附近方言集』にも,

アリス　(句)　(川中)　有ります。

との記事が見える。

山梨県下に,注目すべき「′-一マシ」 「(一マセ」尊敬表現法がある.県西

南辺山地の十谷での一週間調査では,私は,いちじるしい「マシ」ことばを聞

くことができた。

oT二　手マシー.

そうしなさい。

○コpt=　す矛マシ-O

これをたべなさい。

などと言っている。 "ヤマナシケンノ 「ティマシ,ノミマシ」"との言いぐ

さもあるとのことだった。

○オテ手下モ　イ手首マシ.

お茶でもお入れなさい。

のような言いかたも聞くことができたo 「イ手首マシ」が注目される0 --

のようにも, 「マシ」はつかわれるのか。ともかく,これで,目上に言うこと

ばだというO　目下には, 「オチャドモ　イ丁㌻亭シ。」と言うのだという.土

地の-老年男子は,私に説明して,

目上の人に話す時は,アガメルチ3:ワケデ,どしてもマシをつかう.

と語った。
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Oオ丁二　亨すマシ.万イテ　すすマシo

お前さんがおやりなさい。書いておやりなさい。 (幼男たちに)

・これは, -老男が私に語ったことばである。当地の人で,

デ貢シマシ。 (出してください。)中等の言いかた　今の人が言うo

デ貢シマセ。 (出してください。)上等の言いかた　昔の人が言ったO

と言う人もあった。ある人は, =マセがなまってマシとなったろう。日と言っ

`た。

十谷集落にほど近い,北方の集落では,
ノ

○ヤ貢ラマセ　ヨ。

おやすみなさいよ。

-Jなどの言いかたがあるという.十谷西北地方山地内の奈良田では,

アガリヤリマセ。 (おあがり下さい豊里。)

-などと言っているという。 (清水茂夫氏「奈良田ことばの語法」 『奈良田の方

言』山梨民俗の会　昭和32年8月) 『全国方言資料』第2巻の「山梨県南巨

ノ摩郡早川町奈良田」の条にも,

fイェコ-　オシャリマシェ

回向　　　なさってくださいませ。

`などとある。

南巨摩郡の東がわにある西八代郡の人,初老の男子は,十谷滞在の私に,

"`ここ-来てはじめてマシを聞いたo西八代郡では全然言わない。日と語った0

J`鰍沢までいけば,もうマシは言わぬ。"と語る人もあった.

南の静岡県下では, r-マス」尊敬表現法にr-マショー」の言いかた

があって,注目をひくo坂本幸次郎氏の「遠州方言における助動詞」 (『遠江方

言の研究』)には,

「ます」の用法に於て,湖西(浜名湖西岸地方)には特別の用法がある。

(三河方言の影響であらう。) 「ませ」の未然形に未来の助動詞「う」の添

うた「ませう」は「ませ」の意で,丁寧な願意を表す。
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例　持って来ておくれませう。

早くお休みませう。 (お休みなさいませ。)

との記述が見えるO清瀬良一氏は,浜名郡新居町の方言について,

○ゴメンマショー。 (ごめんください。)

○オイデマショー. (おいでください。) <応答>

○オアガリマショー。 (おあがりなさい。)<ごほんどきにさよならを言って

辞去するはあい>

などを聞いていられる。望月誼三氏にも, 「′-一マショ-」のご指摘がある。

『静岡県方言辞典』には,

オ上リマッセ

などが見えている。 『全国方言資料』第7巻の「静岡県安倍郡井川村田代」の

条柾も,

f-イ-　イラッシャイマッセ

はい,　いらっしゃいませ。

などとある。 「ませ」は,県下で「マシ」とも言われている。

後藤一日氏の『遠州の方言』には,

行きましない　(行きません)

との記事が見える。信州で見られたのと同様の「/~-ノマシ+打消助動詞<な

い>」である。

十　関東地方の「マス」

関東一般では,丁寧表現法助動詞「マス」が,もっともふつうにおこなわれ

ている。

神奈川県下に, 「マシ」命令形がかなりよくおこなわれている。土地人の男

女が,これを言っている。県下西北部内での一例は,

○耳-　オ首肯 オアガンナサイマシ　ョー.

さあ,お茶をおあがんなさいましな。　(中女-藤原)
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である。おなじく西北部内で,私は,

○フ亭ニトリ前言ト　音-0

ふき(お茶うけに出された)をおとりくださいな。　(中女-藤原)

との言いかたも受けた。山本靖民氏の「神奈川県方言資料」 (『方言』第三巻第

四号)には,

アリンス　御座います。上「清水

との記事が見える。

東京都下に「マス」ことばのさかんであることは,言うまでもない。以前は,

旧東京市内で, 「マシ」命令形がよく聞かれた。 『東京方言集』にも, 「オ寺~フ
△　　　　　　　　　　　　　　　　　　　△

ナサイマシ」 「オトンナサイマシ」 などとある。今日は,‥般に, 「マシ」形

の勢力が落ちていると見られようか。 「マシ」を言う中青年の男性などは見か

けにくかろう。 「マセ」に対する「マシ」が持つ微妙な音効果,したがって微

妙な表現効果などは,今日,通用しがたい一般状況(騒音の中での,かなり荒

れた発音状況)になっているのか。 -日本橋方面の生粋の土地っ子が,今も

「マシ」表現の生活をしている,などということがあるかもしれないが。

「マシ」命令形に関する,昭和20年前後の私の記述を,ここに引用しておいてみ

たい。当時,私は,つぎのように考察している。 "東京語を中心としては「マセ」

命令形の「マシ」がおこなわれ,そのいきおいは,近来,ようやくつよまりつつあ

る。東国地方内で,所によってほ,早くから「マシ」の言いかたをしていて, 「マセ」

は言ったことはなかったという土地もすくなくないが,現代東京語の「マシ」は,

新しく知識人たちによって支持されつつ,あるいは放送用語などによっても,漸次,

その流布・拡大をきたしつつあるようである。もっとも,近ごろまた,放送員が,

このことばを,かならずLも,きわだつほどにはつかおうとしなくなっていること

も注意される。"

東京都下の伊豆大島では, 「読みます」が「ヨムタ-イ(シ)」「ヨミタ-」

などであるという。八丈島では, 「けりません」が, 「ケリンナカ」「ケンナカ」

などであるという。

千葉県下にも, 「マセ」の「マシ」がある。
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0ネ耳㌻丁ここマシ　~妄~二。 (おやすみなさいませよO)<中女-中男>

は,大橋勝男氏が房総半島南部で聴取記録されたものである。

埼玉県下にも, 「イラッシャイマシ。」などの言いかたが,ふつうにおこなわ

れている。

○イラッシャイ言シ。

などのアクセントも聞かれて,この点いささか地方的である。今泉忠義氏は,

「現代の敬語」 (国語教育学会『現代語法の諸相』　岩波書店　昭和18年6月)

で,

前にも挙げた秩父地方の「ありましない」 「ございましない」は関西語の

影響を受ける前の江戸語乃至は坂東語の偽を残してゐるのであらうし,

と述べていられる。ここでもまた, 「/-)マシ+打消助動詞<ない>」の言い

かたが注意される。

群馬県下にも, 「/-＼一マシネ-」がある。上野勇氏は, 『万場の方言』 (自家

版　昭和27年6月)で,

呉れマシネーカは「呉れませんか」である。

としるしていられる。 -さきの秩父地方のすぐ北に万場がある。

栃木県下の東北部内の-地での一週間滞在で経験したことであるが,丁寧の

「マス」の,話しことばに出てくる頻度は, 「デス」のばあいのよりも,はるか

に低いように思われた。

今,茨城県下に関しても,言うべきことがほとんどない。柳田国男先生の

『毎日の言葉』に見える,

カインシヨ　　茨城県久慈郡

は, 「′→＼一マショー」に近いものを見せているのかどうか。

十一　東北地方・北海道地方の「マス」

東北地方には, 「マス」の変化形,と結果論的に考えられる「ス」の問題(な

らびに,それに関連する問題)が,大きくよこたわっている。新妻三男氏の
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『相馬方言考音韻語法の部』には,

▲ます(ました」はその過去の形) 「ま」のMが脱落して次のやうに音韻変化

をする。 ㊥, t,チ, <」D⑳㊥

とあ華。 「ありぁ-す」「釆あ-す」などの例が見えるO (ところで,これらにsma　　　　　　田■i

は「ヤス」ことばも想定されはしないか。)大田栄太郎氏は, 『福島県方言』

(自家版　昭和5年1月)で, 『大沼郡誌』 (同郡役所)よりの引用,
o o o o o　　　　°　　　　　　　　　　　0

であります　を　だぁ一に転じ語尾にLと云ふ辞を添-ることがある。
o  o  o  o

さうであります-さうだぁ-L

を示していられる。

宮城県下に, 「マス」の「マ」略とも言いうる現象がさかんである。ともか

く, 「マス」が「メ、」形になっているO (中部地方では信州に,同趣の,いちじ

るしいものがあるのをさきに見たこ　P.398)菊沢季生氏は, 「宮城県方言文法

の一斑」 (『国語研究』第二巻第四号　昭和9年4月)で,

アリマス・ゴザリマス等のマが落ちて,アリス・ゴザリス等となるのは

著しい現象で,これも仙台を中心とする地方の方言の注目すべき-特徴で

あると言はねばならない。例-ば,ミシタカは「見ましたか」でありイギ

シタカは「行きましたか」といふ事である。また, 「ござりません」はゴ

ザリセソとなり,更にS音が落ちてゴザリ-ンとなる。

と述べていられる。仙台市内で私が聞きとめた実例は,

〇六フ　ナす[1]シ〔i〕テ　ガス〔ii〕。

お晩になりましたね。

○ダソナサン　ドッカラ　キ〔kci〕シ〔i〕タ-.

あなたさんどこから来ました?
..・.・ I

oダ77モ　イ〔i〕テロ了ンカッタ　カィ。

だれもいませんでしたか。

などである。土井八枝氏は, 『仙台の方言』で,

<敬語><ます>　まが脱けおちたのである。
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いたし± (致します)

ござり± (ございます)

そ-いたしiてござりjIまづ(左様いたしますでございますよ)

と述べていられる。私が石巻市内で聞き得た実例は,
-Ill 1

0ドIPサ　イギ〔gci〕スlti〕。

"どちらへ行きます?"
1-.・.rl

Oド首サ　イli〕ッテ　ギ〔gci〕ス〔ii]ックー.

どちらへ行ってきました?

などである。松島湾岸で聞き得た実例は,
- /_・ノ　　　　　　ノ

○カタッテワ　オキ〔i〕ス〔ii〕。

話してはおきます。
+　　■書　　　　!

Oア-　オリ〔i〕シ〔i]タ。

ああ,おります。 (私が,おじいさんはいらっしゃいますか,と諺ね

ていったのに対する返事である。)

○サンジュ〔ti〕-ク〔ii〕ニ〔i〕チ〔ii〕オリ〔i]シ〔i〕テ久〔ii〕。

(入院して)三十九日間"おりました"0

などである。

『仙台の方言』にはなお,

「まだはらすきいん」 (まだ空腹になりません)

といった記事も見える。 「ません」に相当する「いん」がある。 「マセン」の

「マ」が落ち, 「セ」が「-」になれば, 「-ン」は「いん」とも表記される音

のはずである。ちなみに, 「ゴザリ-ン」は,人が「ゴザリイン」とも表記し

がちである。なお, 「ゴザリ-ン」の果ては「ガ-(イ)ン」である。
あが

つぎに山形県下を見る。庄内に, 「上さませ」などの「′-、-ノマセ」尊敬表現

法が見えたりしてはいるものの,県下の主問題はなお, 「マス」の略形である。

「アリマス」が「アンス」になってはいないか。 『山形県方言集』は,村山・置

賜二郡のことばとして,
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あんした　anshita　連続語　ございました

をあげている. - 「あんした」は「アリマシタ」ではないか。斎藤義七郎氏

紘, 「山形県村山郡方言助動詞考」 (『方言研究』第四輯　昭和16年10月)で,

ウソデテラス(うそでございます)
△)

などをしるしていられる。作家の外村繁氏は,その作品「東北」 (『中央公論』

昭和25年5月)で, 「′一、一で　あんす」をたびたび用いられ,

これが志村であんす。

とか,

はうがっす。大したもんであんすな。

とかの表現をしていられる。 「この度は,また,おめてたうござりあんす。」

などの, 「ヤンス」相当の「アンス」も見えてはいるが,上二例などは, 「アン

ス」が「アリマス」を思わせやすかろう。 (あるいは「ゴアソス」に近いものかD)

ところで,上の「はうがっす。」は, 「そうかね。」であろうか。だとすれば,

「そうか」に「ス」がついたものであって,この「ス」は, 「もし」形の文末詞

「シ」であろうと思われるO 「マス」の「メ・」ではない「ス(シ)」が-すなわ

ち,文末詞の「もし」形の「シ(ス)」が,山形県下では,べつにまたよくおこ

なわれている。方言絵はがきの『山形方言集』に兄いだされる一例,

ヤロコサ　ショワセテ　ヤルツス。 (子供(男児)にしよはせて届けます。)

は, 「ヤル」に「ス」が後続している。 「ヤルツス」は, 「ヤリマス」ではな

い。

北条忠雄氏は「北陸道・出羽・陸奥」 (『NHK国語講座』　昭和33年11月)

で,越後北部につき,
行

〔敬語〕 ①聞手尊敬マス, -ギマス・-ギマシネェ(否定)
ヽ_

との指摘をしていられる。ここにも,巨＼ノマシ+打消助動詞<ない>」が見え

る。北越でのこのような状況を承けるものであろうか,庄内地方に,「アリマセ

ソ。」という意味の,「アリマシネ-。」ならぬ「ガンスネ。」がある。藤島町の

宿では,若い婦人の,
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○ナニ〔日モ　ガソス〔ti〕ネ.

何もありません。 (食事についての謙遜)

(「斉フヌテ矛」とも言ったo)

○ナニ〔i〕モ　ガソス〔ti〕ネク〔ii〕テ　スlti〕ミ〔i]マセン。

何もございませんですみません。

(「貢クテ」が「テクテ」とも言われた.)

などというのを聞きとめ得てもいる。北条忠雄氏は,上のNHK国語講座の昭

和33年12月11日の放送で,庄内,鶴岡の「ミサ-リマシネーカ。」を紹介され

た。 (「ミサ-リマスカ。」は, 「ごらんになりますか。」である。)これには「マ

シネ-」が見える。

北上して,秋田県下を見よう。県南,横手市域では,
__ll.I I

○ドチライ　オザリ〔i]ス〔ti〕ゲ-0

どちら-いらっしゃいますか。

などと言っているoこの「オすすス」については, 「オザl)ます」を考えるこ

とができようか。 『秋田方言』を見ると,たとえば, 「なるんす」について,

「なります」の説明を与えている。ところで,同書に,

あえこ一つやる。あえこ-つたのむoあえこしてあげんす.

などともある。 「あげんす」は何か。

かすんす(連) 〔平〕買ひます。

「今日は本を買うんす。」　平=平鹿郡

ともある。これだと, 「んす」が「ます」に相当する。ところでまた,

す看てし(連) 〔雄〕します。

「今するんし。」　雄=雄勝郡

ともある。このさいは, 「する」の形の下に「んし」が見えるが,説明はやは

り, 「します」となっている。 「んし」は「ます」なのか,それとも他源のも

のなのか。 「あげんす」のはあいの「んす」に,もし「ます」を考えてよいの

だとすると, 「んす」「んし」は,本来「ます」であったのだが,こういう形に
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転化したのち,やがてそれは,自由な用法に生きて, 「するんす」などとも言

われるようになった,とされようか。横手弁の,
ノ

○若い人でも　ツ首テンス　ナ。

は, "若い人でもっかいますな。"と説明された。秋田市では,

○オ耳元ス　カ。

は, 「おいでになりますか。」の意のもの聖と教示された. 「オジャル」相当の

「オザル」に-それは「オザリ」とおなじようなものであろうが- 「マス」

の「ス」がついているのかどうか。 『秋田方言』には,

す

普通語の「ます」に似てゐるが,活用はない。 (以下略)
△　　　　△　　　△ /ゝ

おれもいっしょにえぐす　(えぎす,えぐんす　えぐんさ) m

も一所に行きます)
△　　　　△　　　　△△_

おめぁもはやぐおざるす示(ねぎす示,おざるんすか) (お前も

早く起きますか)
△　　　　　∠＼

との記事がある。これを見るのに, 「えぐす」は「えぎす」と等しいらしい。

-その「す」は「ます」を思わせやすいか.ところで, 「えぐんす」もあるO

ここでは, 「えぎす」-「えぐす」-「えぐんす」の変化も考えられはしない
△　　　　△△　　　　　　　　　　　△

か。つぎに「おざるす示」 「おざるんす京」が見えるが,そこに「おぎす」も

対置されているので,私どもは,まずは「おぎす」について, 「おざます」を

考えることができる。さて,そういう「す」が, 「おぎ」ではなくて「おざる」

にもつくようになったとは解されないだろうか。 (「おざるんす」は, 「おざる

す」からの転と見たい。) 『秋田方言』の記述者は,すでに「ます」からはなし

て「す」を認めている。現実に「す」が独自のものとして存在することはあら

そわれないが,これについて,なおその前身を考えることは可能であるし,普

た,考えることも必要だと思う。北条忠雄氏は, 「津軽路から南部へ」 (『方言

の旅』 <みちのくの巻(1)　日本海筋->)で,秋田のことばに関し,

聞き手尊敬は「申す」に由来すると考えられる「ス」を使い,
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行きます--ギス

行きました-エギシタ

と述べていられる。 「申す」起源の考えも一案であろう。裾柾目国男先生も,

その最終の音が余りに簡略になり,屡ゝシともスとも聞えるのですが,多

くはンシとかソスとか謂ひますから,即ち是も亦申すの変化だったことが

判るのであります。

というような考えかたをしていられる。 (『毎日の言葉』)いずれにしても,そ

の「ス」を「おざるす」 「おざるんす」のようにもつかっているのは,用法の

はなはだしい転移と考えなくてはならない。

『秋田方言』には,

え天ん(逮) 〔平〕ゐません。

「父さんは学校に行ってえ-ん。」　平=平鹿郡

との記事も見える。 「マセン」に相当する「-ン」がある。 「マセン」の「マ」

が落ちて, 「セン」が「-ソ」になったとはされないだろうか。 (「マ」が落ち

るというのは,大きい事態ではある。)

秋田県下の状況と岩手県下の状況とを見あわせたい。やはり,いちおうは

「マス」の「ス」を認めてよいのではなかろうか.一ノ関弁の,

○苛ヒ〔i]イッテ　テライン　ヤ。タブ丁てTrス〔ii〕ヨ。

ぜひ行ってくださいな。たのみますよ。

での「タノミス」は, 「タノミマス」ではないか。県中部東北寄り,下閉伊郡

下の一例,
ノ

○そのことばは,ツ〔ii〕有言オスlii〕一。

そのことばはつかいます。

は, 「つかいマス」を思わせやすい。同地の,

○ソ7　才て了了ミ〔i]モ　スィッテンスld〕。

その意味もはいっています。

のr-テンス」も, 「ス」が「ます」をにおあせてはいないか。小松代融-
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氏は, 『平泉方言の研究』 (岩手方言研究会　昭和29年10月)で, 「ます」につ

いて述べられ,

①ら行四段活用動詞につくときは,その動詞の語尾が棲音になるか, 「ま

す」が「あす」になる。

あります--・あんます一一ありあす　　　のります一一のんます--・の

りあす

②ら行四段活用以外の動詞の場合(他の行の四段活用も除く)には,問に

掻音をはさむ。か行変格活用には否定形につく。

起きます-おぎんます-おぎあす

来ます-こんます-きあす

⑧四段活用動詞(ら変を除く)には,終止形についたようになる。

書きます-かぐます-かぎあす

死にます-すぬます-すにあす

④四段活用の動詞の場合には,損音になったり,加わったりしない.

⑤「あんます・おぎんます・かぐます」の類は年長者に, 「ありあす・お

ぎあす・かぎあす」の類は若い層に多く用いられる。

と記述していられる。この中で, 「四段活用動詞には,終止形についたように

なる。」としていられるところが注目をひく。連用形も,その〔i〕母音の発

音が,いわゆる東北発音のもとで,浮動的なので,しぜんに「終止形についた

ようになる」のではないか。 -(『秋田方言』に「えぐす」とあるのも,ここ

に見あわせられるO　さて, 「ス」は,それ自体,独自的であり, 「えく..」など

が終止形として意識されるようにもなると,その独自の「ス」は, 「おざるす」

などと, 「起きる」終止形にもついたりするようになるのか。)小林好日氏は,

『方言語桑学的研究』 (岩波書店　昭和25年11月)の中で,

岩手県の南部領では丁寧語のマスが動詞助動詞の終止形につくことがあ

る。従って動詞につく時は普通の連用形につくものと両様の云ひ方がある。

例へば
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イグマス　イギマス(行きます)

キグマス　キギマス(聞きます)

アルマス　アリマス(有ります)

従って次のやうな云ひ方が出てくる。

ZlaaB

オボコ二テダマス

オボ-テイクッタマス

オボェテダマス

オボェテラマス

オボコ二テラタマス

さうです

知って居りました

-カネマス　　　　　　行きません

かゝる云ひ方の出来た理由を文法史の問題として考へると説明は容易で

ないが,一種の意味移入の現象と見れば,さまでむづかしいことでないo

これは嘗て終止形につく感動助詞のモシがあり,東北方言ではモスと発

音するから,これに丁寧語のマスが同音牽引で意味を移入したのではない

かと思ふ。

と述べていられる。小松代融-氏も, 『岩手方言の語乗』の「旧南部領」の条

で,

ソダマス(そうです)

などとしるしていられるo　当県下の昔話類にも, 「云はねます」 「だれも来な

かったます」 「したらよがべます」などとある。 「マス」の自由な転用もはな

はだしいとされようか。 (「終止形につく感動助詞のモシがあり」とは,小林氏

の考えかたであるが,東北方言では, 「モシ」 「モス」が活用語の終止形の下に

くる段になっては,すでにそれは, 「モシ(モス)」形ではあり得なくて, 「シ

(ス)」形であったはずである。)
ネー

「どうどうしないマス」ではない「どうどうしネ-ス」もある。たとえば,

花巻市のことばでは,
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器!
oイ〔i〕亨ニス〔ii〕ジャ。

いないよ。

などとある。県北,岩手都下で聞いたものには,

○オメ　ォスlii〕ス〔ti〕テロロス〔ii〕カO　カ貢スlti〕カO

あんた,おすLをたべますか。たべませんか。 (-・-たべる?　たベ

ftsサ:

○言ソヤ　テメ　フ〔ii〕ルlti〕ミスlii〕カ。フ〔ti〕ラネ天ス〔ii〕カo

今夜雨が降るだろうか。降らないだろうか。 (一一降るでしょうか。

降らないでしょうか。)

というのなどがある。 「フルミス　カ」は, 「フルべ」というのへ, 「マス」

ならぬ「メ、」がついているo (これは,前頁末の「よがべます」などに相当す

るものである。) 「すス　カ」「カ斉ス　カO」を見るのに,「ラス　カ」では, 「ス」

に「マス」を考えることが容易である. 「デス　カ」との対応関係のもとで存

立する「カ亨ス　カ。」の「ス」は, 「クス」の「ス」と同一のものとしてよか

ろうO 「カ耳ス」では, 「ス」がはなはだしい転用を見せているというわけな

のであろう。

青森県下を見るのに,まず, 「あります」のなまり「あんす」が指摘される。

(『青森県方言靴語』)つぎに, 「アリマス」相当の「アすTn~ス〔i]」が聞か

れる。かつて津軽半島の-小駅の前で,私が土地の人に, "宿屋がありましょ

うか。日と聞くと,相手の人は, =ァすて了了ス〔i〕。日と答えてくれた.たしかに

「マス」の「ス」があるだろう。土地の研究家も, 「ス」に「マス」を認めてい

られる。 (人によっては,この「ス」に「申す」起源を考えるのであろう。)私

が木造町でとらえた「シ」の例をあげる。

○アオモリ〔i]サ　イ〔i〕ギ〔gGi〕シ〔i〕タ　ガ-0

青森-行きましたか。

(=「ィ育シタ　ガ-」は目上への言いかたで,同等には「イッす　ガ-」

と言う。"とのことであった。)
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弘前市での一例は,

○イ〔i〕-ジ〔i〕タ天　シ〔i〕-。

おられたでしょう。

であるo　この例はおもしろい。おわりの「シー」は, 「もし」系の文末詞「シ」

である。 "すこし敬意をあらわしたばあい"にこれをつかう。その「シ」とは

区別されるのが, 「イ-ジタ」の「シ」である。この「シ」には, 「ます」を

想定してよかろうか。ところで,おなじく弘前弁に,

○イ〔i〕ギ〔gGi〕シ〔Ji〕ナ-0

行きなさいますな。

などとあるO　こういうことばづかいでの「シ〔fi〕」は-かなで書けば「ス」

とすべきであろうが-,たとえ「マス」起源のものであったとしても,もは

や「マス」にもどして解したりすることが不穏当なものかもしれない。津軽,

木造町でも,

○イ〔i〕ギ〔gGi〕シ〔Ji〕テ　ガ-O

行きませんか。 ("行きなさい。")

などと言っている。津軽半島内でも,

○アLC;ミ〔i〕シ〔fi〕テ　ガ.

あれを見ませんか。 (親切なことばだという。)

などと言っている。これらで,待遇表現法分子「シ」をとりたてることができ

るか。もし「/-＼一シナ　ガ」などが「シ」に「マス」を想定させるものであっ

たら,このばあいもまた, 「マス+ない<打消助動詞>」をとらえしめること

にな-0-,

「シ」 「ス」について,一々「マス」ことばを考えるよりも,もはや「ス」

ことばの成立を考えたほうがよいかもしれない。 「あります」を言う「アリス」

に対して, 「ありません」を言う「アリサネ」も,津軽にあるという。

さて.また,津軽弁に,

○アす口了シ〔i〕テス〔i〕。
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あります。

などの言いかたがある。巨-一シテス」の「ス」は何か。上述の「ス」が自由

につかわれて,このようにも言われたりしているのかどうか。 (宮城県下につ

いて述べた時にも, 「′~-一シテス」の実例をあげた　P.405)工藤祐氏は, 「買

物言葉」 (『民間伝承』　第十九巻第九号)で,

「アッテシタガ」は「アッティシタガ」の略であり, 「あっていましたか」

の意である。

と述べていられる。 (神都宏泰氏は,隠岐に「テス」を兄いだしていられ,そ

ーれは「テゴザンス」「テゴワンス」「テゴワス」からのものと見ていられる.p.

423) (なお　P.433参照)

青森県「南部」の「マス」命令形の例は,

・蝣・　一　・　　　'.　　i　-　' ii　　一、・ .

まあまあ。お上がりになってくださいませ。

・などである。 『青森県方言靴語』には,

そ-ば　行きへん(其れならば行きません)

蝣ftどの言いかたが見える。 - 「マセん」の「-ん」が見られるo 『青森県方
p

言集』にも, 「山さ行げ-ん。 (山-行キマセン)」などが見えている。なお同

書には,
!2^K

少し話コ-す。 (少シオ話ヲイタシマス)

の言いかたが見える。 『方言』第五巻第二号(昭和10年2月)の瀧野沢栄一氏

「津軽方言の語法」の条にも,

コトスァキットトーセン-ス。今年はきつと当遺します。

との実例が見える。 「-ス」には, 「ます」のなんらかの投影が認められるか。

(「マセん」相当の「-ん」を起点として「-ス」という形をおこすことはなか

ったか。)

「南邸」野辺地町では,かつてつぎのような「申す」ことばも聞くことがで

きた。
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0ィッテてTTモ　オセワニ口了　ナリ〔i〕言シ〔i〕テ(申して)三日了,yy

〔日。

いつもおせわになりましてねえ。

「盲シテ」の「モ」が落ちれば「シテ」にはなる。

北海道地方の「マス」に関しては,今,言うべきかくべつのことがない。

○イラッシャイマセ。

○盲シモシ。 オ-ヨ　ゴザイマシタ

もしもし。お早うございました。 (お早うございます。) (旭川での電話)

○オ-ヨ　ゴザイマシタ-0

(これは,釧路での経験である。土地っ子の男性に,私が「お早うご

ざいます。」とあいさつすると,先方は上のように答えた。)

土地っ子どうしの通常会話に「マス」 「デス」の出てくることは,すくない

ようである。

十二　むすび

「マス」助動詞のおこなわれかたは,さほど複雑ではなさそうであって,そ

のじつ,そうとうに複雑なものがある。活用のこと,その昔変化のことなどは

おくとしても,用法上,あるいはものに, 「丁寧」と「尊敬」と「謙譲」との

別があり得て,この点がはなはだ微妙である。もっとも,そのような微妙さ・

複雑さを示す地域・地点は限られていて,日本語方言状態の現勢下では,謙譲

の「マス」ことばのおこなわれかたについて,諸地域上に合理的な分布脈を兄

いだすことなどは,できかねる。

ともあれ,全国的に見て, 「マス」ことばのおこなわれることはさかんであ

る。人の,会話生活での待遇心理のはたらきのことを考えてみれば,かっこう

の丁寧表現法因子「マス」の盛行は,もっともしぜんのことのように思われるo

素朴な表現に富む方言世界のはあいにあっても, 「マス」はやはり,欠きがた



416

い重要因子であろう。 (日本人の,対人表現にかける伝統的な表現心理にかえ

りみるにつけても, 「マス」が歴史的に流行盛大をきたしていることが,いか

にもと首肯される。)

「ゴザンス」「ナサンス」「クダサンス」や「ヤンス,ヤス」, 「シャンス・サ

ッシャンス」「ンス・サンス」の,日本語方言状態での広汎なおこなわれかた

を見るにつけても, 「マス」はさかんにおこなわれてきたのだということが,

じゅうぶん察知される。上話語はいずれも,その語態末尾に「マス」をふくん

てい-b。

「マス」問題で疑問を感ぜし埼るのは,東北地方の「ス」であるO 「マス」

に相当する「ス」のあることは,たしかであろう。それは, 「マ」が落ちたも

のかもしれないし, 「マス」の縮約されたものかもしれない。 -どのように

か縮約されたとしても,結果は「マ」略と言いうるものである。さて一方に,

ただちには「マス」を推定しにくいものもあるかO (-あるいは, 「『マス』

を推考しにくい状況の『ス』もできている。」とすべきか。)

第二節　デス

-　はじめに

今日は「マス」 「デス」の時代であるとも言えよう。丁寧表現法がさかんに

おこなわれ, 「マス」ことば・「デス」ことばがさかんにおこなわれている。そ

の状態は,方言表現の「マス」「デス」の言いかたと,いわゆる共通語での「マ

ス」 「デス」の言いかたとの重なりあった状態である。前節末でもふれたよう

に,人は,つねに,一方で,ていねいにものを言おうとする。この意識は,方

言生活と共通語生活とをつらぬいてはたらく。上に言うような重なりあいので

きることもまた当然である。

「マス」と「デス」とでは, 「マス」の上位性と「デス」の次位性とを指摘
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することができようか。 「ありません。」と言うほどではない時に,人は「ない

です。」と言っていがちかもしれない。私どもは,諸方言下の人々の「ないデ

ス。」との言いかたを,みだりに「デス」の勝手な用法などと言うことはできな

い。なるほど「デス」の気ままな用法ひろげであったかもしれないけれども,

「デス」をこのようにつかいはじめたのには,待遇表現上の,一定の根拠があ

ったのだとしなくてはならない。 (-「マスとまで,あらたまって丁寧に言

わなくてもよいのではないか。」, 「デスの程度でよいのではないか。」といった

ような意識・判断がはたらいたことであろう。)関東地方北部などで, 「マス」

のおこなわれかたが, 「デス」のおこなわれかたよりも,はるかにすくない状

況であるのなども,ここに考えあわされる事項である。

「デス」の語源については,従来,諸説がある。それらを簡潔にまとめたも

のは,日本大辞典刊行会『日本国語大辞典』第十四巻(小学館　昭和50年3月)

の,つぎの記事であろう。

「です」の起源については, 「であります」説, 「でございます」説(藤原注

「でござります」とすべきか。), 「でおはす」説, 「でそう(候)」説, 「で,

す」説など,諸説ある。狂言に見える「です」については「でそう」説が,

近世中期に見える「です」については「でございます」説が有力である。

両者は直接の関係がないとみることになるが,相互の連関を認めようとす

る考え方もある。また,近世の「です」が,そのまま明治以降の「です」

につながるかどうかにも意見が分かれるが,明治以前の特殊社会の用語が,

明治初年地方出身の武士階級の使用によって一般化したものと普通には考

えられている。

「で」にサ変動詞「す」がついたと考えることは,今,私には,容易でない。

起源はともあれ, 「デス」が明治中期以降さかんにおこなわれてきているこ

とは,すでに周知の事実であろう。
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「体言+デス」のばあいと, 「静カデス」 「シナヤカデス」などの形容動詞丁

寧態のばあいとがあって,かたがた「デス」形の出現頻度は大である。

要するに, 「デス」が一一般丁寧語として広く各界・各層におこなわれている

ことは,言うまでもなかろう。

二　南島方言の中のこと

さきには「マス」相当のものについて述べるところがあった。 (「ヤビラ」「ヤ

ピーン」 P.359)今, 「デス」に関連しても,いくらかの問題事実をくみあげて

みる。 (これは,私がわからないので,念のためひとまず問題視しておく,と

いう意味である。)

岩倉市郎氏の『喜界島方言集』のp.4には,

アイガテ-　クソデール

有難う御座います。有難い,ことですの義。最敬の謝辞。

とある。同君P.188には,

デー　　です-でございます。ヂャの敬語。

アン・デー　　　さうです-その通りです。

アン・デーロ　　さうでせう-それに相違ありますまいの意。

アセ-・デンガ　それはさうですが-とは言ひますものの。

ヌ- ・デー　　　何ですか一言はれた事を再問する場合。又は,それは

何ですか。

ヌ-・チ・デ-　何ですって.

イチュス　デ-　行くの,です。

とある。ちなみに,同書P.17には,
▽

アニー,アレー(上嘉)　　御座います。存在の意をあらはすアイの敬語。

デ-参照。

とあり　P.286には,
▼

ミドゥ-サ・--ル　　お目遠う,ございます。 -お久し振ですねの挨
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拶。

とある。都竹通年雄氏は, 「方言文法」 (『国文学解釈と鑑賞』第十九巻第六号)

で,

ダリョン　　です。　アマミ大島

アイロ　　　です。　沖永良部島

などをあげていられる。私も, 『方言敬語法の研究』の中(P.242)で,奄美

大島の「ダリョ-ロ」などにふれている.

ところで,昭和14年12月の,私の徳之島調査(鹿児島市で実施)では,
__・・・ ヽ

○ウ〔d〕京ラ　ダ-こ。

○オーボテ　ダ-三。

ありがとうございます。 ("もったいないという意味がある。つ
■害らi

Oク~市了ヤ　ラ二　五~フ　ダ-ニ〔i〕。

これはわたしのです。

などを聞き得ている。先方の青年女子の説明によれば, "「ダ-ニ」または「ダ

ニ」がつくといつでも敬語表現をしでかす。", "なにしろ「ダ-ニ」がつけば敬

語になる。", "「ダニ」と「リェ-ラ」がつけば敬語になる。", "「ダニ」を「ダ

ーニ」とひっばれはなおていねいになるということが,だいたい言える　らし

い。"とのことであったO私は,その席で,なおしきりに「ダ-ニ」の説明を求

埼たのだったが,上木輝子氏はそれにこたえて,翌春,ご郷里恩師の教示を私

に伝えてくださった。それは,つぎのものである。
ゥゥ

「ダーニO」-　　　ございます。

ウガシダニ　-左様で

オポラダーニ-有難う

(ウ)　　　　　有難う

:/㌔

大島本島　ダリヨ
(ヤ)

◎

^BEI
◎

鶏i」ォr;
ゥ

aras員

◎

す
◎

す



徳尋
三レン(崇葉憲一円)
ア　ン(天城村一円)

ダーニ(伊仙村)

活用なし

永良部　デーロ

なお,
j二_旦　◎

オボラ,ダーこ。オボラo　デア-こ。

ともある。

三　九州地方の「デス」

鹿児島県下についても,宮崎県下についても, 「デス」の通用が認められる。

「何々デス　モンテ-。」との言いかたは,宮崎県下に熟しており,また,熊本

県下でもそうである。

熊本県下でも,宮崎県下でも, 「なにごとですか。」のようなばあいは, 「ナ
/_ノ

ンゴッテス　カー。」の言いかたになりやすい。

○イカシタッデス　カ。

お行きになりましたか。

は,熊本県下にいちじるしい一つの言いかたである。
一ノ

○ゴ言㌻クリ　ヨ斉㌻デス　ノミィ。

ごゆっくりなさったらいいんですのに。

の「ヨ貢㌻デス」は, 「ヨカトデス」か。熊本県南には, 「()デッショ(で

しょう)」の言いかたがあるO　また, 「デース」もあるというO (白石寿文氏に

よる。)

○ソ車寺~Tデッショ　Fン.

そんなでしょうね。

は,天草島本渡で私が聞いた「デッショ」例である。天草には, 「デッショ」

のおこなわれることがさかんであろうか。 「デッショ」はまた,県北でもよく

聞かれる。阿蘇南麓では,かつて私も, 「デッショー」が「マッシェン」「マッ
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シュ」とともによくおこなわれるのを聞いた。ちなみに,

○何々と　オ喜一トッタッテショーO

何々と思ってたんでしょう。

ち,同地で聞いたものである。

長崎県下に, 「です」の「デヒ」があり,

mア-　モ-　オカエリデンヒョカニ

ああ,もう　お帰りでしょうか。

のような言いかたもある。 (『全国方言資料』第6巻「長崎県南高来郡有家町」)

県下に, 「デッショ」「デッショー」もいちじるしく,種ケ島克巳氏の『平戸方

言語法草案』 (稿本)には,

「だっしょう」「でっしょう」「でやつしょう」

一般--長音二云-ズ短音- 「だっしょ」 「でっしょ」 「でやっしょ」ト云フ傾向ア

リ

よう
し-.*-

よう

(でっ
しょ
mm

よう

この分なら明日良かと

だっL

でっし

でやつ
(でやっしょ)

とあるo 「でっしょう」は, 「でやつしょう」に関係の深いものなのかどうか。

(「デッショー」が, 「マッシュ-」などの促音形からの刺戦で生起することは

なかったろうか。) 『壱岐島方言集』には, 「デッショー」も見え,かつ,

T蝣-I:ヨー-

でせう。 「デッショー」に同じ。

というのも見える。 -「ネッすル　　です。」ともあるo

O何々の　ポーテ　ォナシ　コッチェス。

何々のほうはおなじことです。

は,長崎県本土部で聞いたものである。

佐賀県下の「デス」に関しては, 「ワタシントデス。 (わたしのです。)」など

の言いかたもよくなされていることを指摘しておく。
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福岡県筑後での「デス」一例は,

〇号ダ デテ　クットデス　カ。

まだ出てくるのですか。

である。博多ことばなどでは, 「デス」が「レス」ともなっている。

fソ-レスタイ　ニー

そうですよ,　ええ。

などとある。 (『全国方言資料』第6巻「福岡県福岡市博多」)筑後に「デッシ

ョー」があり,筑前にもまた「デッショ-」があるo

大分県下では, 「デッショー」などは聞かれないようである。

ちなみに,全九州でも,終止形の「デッス」は聞かれないように思う。

四　中国地方の「デス」

山口県下では, 「デス」の言いきりが,たとえば「ホン丁字スィ。」などの

ように, 「デスィ」となりがちである。 -その特色が濃い。もう一つの当県
ノ

下での特色は,訪問辞として, 「アン貢フデス　カo」 (おうちですか。)の言

いかたのなされていることである.山口県長門西部に, 「デーンス」の言いか

たがあるO　これは, 「デァ--/ス」の言いかたにつれあうものである。 「ソレ

デァ-ンス　ケェO」 (そうでありますか。)などを見るのに, 「デァ-ンス」

は, 「ヤンス(アンス)」を認めしめるものであろうか。とすると「デーンス」

ち, 「ヤソス(アンス)」系のものと考えられることになる。

広島県下の「デス」では, 「でしょう」の「デヒョ-」などが耳だたしく,

また, 「何々デス　ワィ。」の「何々デサー(デサイ)O」が耳だたしい。

島根県下,出雲での,

○イン亨デス。

いいえO

の言いかたは,注目にあたいする。 「いいえ。」との言いかたにははいりきれな
imta

いで,在来の「いや。」の言いかたをとり,しかもこれに「デス」を加えて,
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「いや。」ではない「いいえ。」の言いかたをしている。方言生活下での言語く

ふうとして,まことに妙を得たものではないか。

ここに, 「マス」と「デス」とでは,やはり「デス」のほうがいくらかと

りつきやすいものであること(いくらか敬意度のかるいものであること)

がほの見えていよう。

隠岐島での「デース」 「テス」に関しては,神部宏泰氏のご研究があるO 「隠

岐方言の丁寧表現法」 (『国文研究』第十三号　昭和42年11月)には,

「テゴザンス」「テゴワンス」 (「テゴワス」)が「テス」を, 「デゴザソ

ス」「デゴワンス」 (「デゴワス」)が「デース」を,相即的に,それぞれ特

異な丁寧語を成立せしめている点は,別して興味深い。

とある。また,

以上にとりあげた, 「ゴザソス」系とみられる「テス」「デ-ス」が,共

に, 「島後」南部地区を,分布の主域としている点は,注目に価いする。

とある。 「テス」 「デース」の実例は,

○言ノ　キソネンワ　オ1こ~盲-マシテス　テ-0

最近は衰えましたねえ。 <西郷・今津>

○サず-ガ トレマスルデ-スO

さざえがとれます。 <西郷・今津>

などである。 (「テス」に関してはP.433参照)

鳥取県下で, 「ことです」の「コッテス」,「ことでした」の「コッテシタ」が

聞かれる。 -これは,広く中国地方にも聞かれるものでもある。室山敏昭氏

によれば,

○イン亨デスO

いいえ。

は,西伯地方のかなり広い範囲に認められるようであるという。

岡山県下の「デス」では,慣用の,

○ラすデス。
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ええ,けっこうです。 (だいじょうぶです。)

の言いかたが注目すべきものである。

五　四国地方の「デス」

愛媛県下では,南部の,
__・・ 1

_○テ-デス　ライ。

そうですわ。 (そうです。)

が,特記すべき慣用の言いかたである。

高知県下については,言うべきことがない。

徳島県下に, 「でしょう」の「デヒョ-」がある。 「何々デス　ゼ。」の「何々

デッセ。」は,本県下だけのものではない。

香川県下にも「何々デッセ。」がある。

六　近畿地方の「デス」

兵庫県但馬では, 「わたしのです。」を言う時, 「ワタシノンデス。」とするこ

とがすくなくないようである。播磨に, 「何々ですけど」の「/＼_ノデヒケド」,

「そうですかO」の「7-デヒ　カ。」があり,「そうですな。」のrT-デン　テ

-。」がある.「デス　カ」の「デッ カ」もある。「ソーデッ カ。」などと言

っているo 「デス」の「デフ」も県下にある。 「デッシャロ」の推量形のおこ

なわれることもいちじるしい。

京都府下にも, 「ワタシノンデス。」などの「ン」のはいる言いかたがある。

大阪府下を見る。 「何々のです。」が「何々ノンデス。」ともなって」、る。大

阪弁でも, 「何々デヒケド」がよく聞かれる。 「デス」の「デフ」もある。 「何

何デス　ノヤ。」にあたる「何々デン　ネ。」の言いかたもさかんである。 「何々

デス　ナ。」が「何々デン　ナ。」と言われている。「デス　ゼ」の「デッ　セ」

もよく聞かれる。「デッ　サイ」「デッ　サ」(デス　ワイ)もある。「デス　カ」

の「デッ　カ」もまたさかんである。「デッシャロ」もよくおこなわれている。
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おなじく「デス」ことばがおこなわれるにしても,近畿,大阪弁などでの

「デス」ことばの諸相は,東京語でのそれとは,はなはだしく異なっている。-

1とういうところにも,関東弁と関西弁との根ぶかいちがいが看取されようo

和歌山県下にも, 「デヒョ-」があり「レス」 (です)がある.県南にまた,

「デンス」が聞かれる。

○コす丁 アタシャ-ンデンス。

これはわたしのです。

紘,南の串本町での一例であるO 『和歌山県西牟婁郡串本町誌』にも,

デソス(ですの意　そうでんす等)

との記事が見える。 『和歌山県方言』にも,

デンスラ　　ですよ

などとある。楳垣実氏は, 「紀州ことば(4)」 (『和歌山方言』 4)で,

「です」に対応する形にも鼻音化形があって,

そうでんす。　　　そうでんひょう。

そうでんした。　　そうでんすりゃ。

となるが,打消の形はどうなるのか尋ねおとした。

と述べていられる。 『和歌山県方言(其二)』の中の「『田辺方言』中より」に

ち, 「でんす詞」の説明が見えて,

この語はですの言化りであるから

とある。が,思うのに,紀州の「デンス」 (『南紀土俗資料』にも見える。)も,

「でヤソス」に近いものではないか。それが,現実には,ほとんど「デス」なみ

につかわれているのであるらしい。

奈良県下南部の「ソーデヒ　ネ-。」は, 「そうです　ノヤ。」である。

三重県下,伊賀での「そうです　ノヤ。」は,

○ソ-デヒ　ネァ。

である。 「ネァ」が「ニヤ」にもなる。巌佐正三氏は, 「平古に残る桑名武家

ことば-アクセント・語法について-」 (『三重県方言』第3号)で,
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丁寧のデス(指定の助動詞,形容動詞の語尾)は使わなかったという。

と述べていられる。

滋賀県下については,今,とりたてて言うべきことがない。

七　中部地方の「デス」

福井県若狭では, 「これです　ノヤ。」を「コレデス　ンヤ。」と言っている。

「デス　ンヤ」の言いかたは,当地方に熟している。

石川県下,能登半島東北端の珠洲市域内では,

○ラフナガデフス　丁ヶ-O

そうでございますねえ。

などの言いかたが聞かれるという。 (愛宕八郎康隆氏教示)愛宕氏は,指定断

定の助動詞として, 「ヤ」と「ジャ」と「デァ」と「デンス」とを見ていられ

る。 -「デンス」はやはり「でヤンス」的なものではなかろうか。 (ことに

よっては, 「デス」の「デンス」があるのかもしれないけれども。)

○コす㌃-　オ首ヵソガデス。

"これはうごかないのです。日

は,珠洲市域内に聞かれる「デス」例である。

富山県下でも,また, r-ガ(ガ)デス」が聞かれるo

Oコl)ヤ　オラノ斉デスo

これはわしのです。

は,県下東部での一例である。

新潟県下に関しては,小林存氏が「越後方言の結語法概観」 (『国語研究』第

十巻第七号)で,

デス系は比較的中越に濃いが本来的なものではないと思はれる。新発展

の工業地帯に多く発見されるが,　　。

と述べていられる。越後の「デス」用法では「ワタシノノデス。」「オレンノデ

ス。」などの言いかたが注目される。
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「新潟県佐渡郡相川町大倉」 (『全国方言資料』第8巻)には,

m--　ソ-イス

そうです。

などとある。佐渡では, 「デス」が「レース」などとも言われている。

岐阜県下では, 『岐阜県方言集成』の「不破郡」の条に,

そうすか(さう) 〔句〕さうですか。

が見える。美濃北部で私が聞いた一例は,つぎのものである。

○京二デスフ　デーo

そうですなあ。

愛知県に関しては, 『全国方言資料』第3巻の「愛知県南設楽郡作手村菅沼」

・o薫に,

mホリャ　ソリャ　アリガトーサてエス*

それは　それは　ありがとうございます。

* 〔es〕。 「です」の粗略な発音。

というのが見える。

長野県下では, 『信州方言読本　語法篇』に,

信州にも今は, 「です言葉」が盛んに用いられて居りますが,年寄りの方

は一般に「でごわす」 「でやす」を用いて, 「です」はあまり用いません。

とある。私は,県北部の西辺で,

○テ二デスソ　貢-0

そうですね。
_-I--/I

○盲二,ネソ貢プ　チ斉予言-デスソ　ネ-。

もう.,年々,ちがうようですね。

などを聞いている。 「一一一デスィ」の言いかたも,当方にあるらしい。 "木

曽一帯および下伊那南部にかけで',

そ-してれすね　(そうしてですね)

が聞かれるという。 (『信州方言読本』)新村出先生は, 「方言史談」 (『方言』第
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四巻第一号　昭和9年1月)で,

上州草津道中の翻泰栗毛(第十編上巻)を見ると,信州上高井郡仁礼駅

あたりの山寺の和尚の言葉の中に, 「ゑいこんで-す」といふ文句があっ

て,デニス即ち所謂デス言葉が出てゐる。

と述べていられる。

「静岡県安倍郡井川村EE]代」 (『全国方言資料』第7巻)には,

fオジーチャン　キョ-　ヤマ-　イクデスカネ

おじいちゃん　きょう　山へ　　いらっしゃいますかね。

の言いかたが見える。 「イクノデスカネ」とはなっていない。御前崎の,
ノ

○イ貢イ　モナ　ユ所デス　ヨ。

大きい老(おとな)は言わないんですよ。
ノ

というのも, 「-すテオンデス　ヨ」とはなっていない。静岡県下に, 「ワメ

シンノデス。」「ボクンノデス。」のような言いかたもある。徳田晴彦氏は, 「岳

陽語法一用言之部-」 (『方言』第五巻第二号　昭和10年2月)で,

(上略)ノッボナヤンデ,ドーショーモネァ-ダデス　　向ふ見ず(暴れ
l--　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、_

ん坊)な奴で,どう為様も無いのです。

との言いかたを示していられる。 - 「′一-一ダデス」の言いかたが注目される。

「山梨県北都留郡上野原町西原」 (『全国方言資料』第2巻)では,

m-イ　　アリガトーサンデシタ

はあい,ありがとうございました。

との言いかたをするという。清水茂夫氏・渡辺匝弘氏は, 「西山村方言の語法」

(『西山村総合調査報告書』)で,

指定の意味をあらわす「だ」 「です」は,西山村において「ド-」 「デ

ス」が用いられるが, 「デス」は湯島にのみ少し使われているくらいであ

って,奈良田では「ドー」を普通用いる。そのため「です」は多く, 「ダ

イ」を用いて表わしている。

山あ不便ド-. (山は不便だ)
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こみよ煮るダィ。 (米を煮るです)

と述べていられる。 「ダイ」は,どういうことばなのであろうか。

八　関東地方の「デス」

『全国方言資料』第2巻の「神奈川県愛甲郡官ケ瀬村」の条には,

fウチエネ-　イグデスヨ-

実家へねえ　行くんですよ。

というのが見える。私は,西北部で, 「つかうンデスケド」などの言いかたを

聞いた。日野資純氏は, 「神奈川県愛甲郡煤ケ谷村」での,

ソンナラ, -ヤク,カクデシタネ-

との言いかたをあげていられる。 (『日本方言の記述的研究』)

「東京都」 (『全国方言資料』第2巻)に,

mア-　ソ-スカナ-

ああ,そうですかねえ。

などの「メ、」 (です)の言いかたがある。さて,旧来の東京語では, 「ありませ

んデス。」とは言わないで, 「ありませんノデス。」と言う。また, 「行くデス。」

とは言わないで, 「行くンデス。」と言う. 「なかったデス。」とは言わないで,.

「なかったソデス。」と言う。 「ほしいデス。」とは言わないで, 「ほしいンデス。」

と言う。東条操先生は,昭和のはじめごろ広島に来住されて,東京語に,以上

のような「ノ(ン)」の用法の画然としていることを強調せられた。関西人の私

などは, 「どうどうしましたデス。」などとは言おうと思わなかったけれども,

「ほしいデス。」は,このままでよさそうに思えた。 「ン」をいれると,なんだ

かちがったことばになるように思われたのである。 -方言人の単なる感懐で

あった。しかし,そのごに,東京っ子の人たちのことばを聞くたびに,たとえ

ば, 「読んでいただきたいンデスガ」などと,きまりよく「ン」が入れられる′

のを,なるほどと了解することができた。ところで, 『全国方言資料』第2巻

「東京都」の条には,



430

mニヒャクゴジュ-エンデモ　アンマリ　ニンソクワ　ヨロコノミナイデシタ

250円でも あまり　　人足は　　　よろこばなかったで

p-->/

しょうが,

などとある。

『東京方言集』に, 「テス」が見える。つぎのとおりにしるされている。
△　　_  /ゝ

寺シタ,ゴザソシタを一層丁寧にして,タの代りにテスを用ゐる語法があ

る。
△　　　△

たった今お電話がカカリマシテスよ。あちらに御飯の支度をさしてオ青
△　　　　　　　　　　　　　　　△

首シテス。私はどんなに気味が悪うゴザンシテショ.さぞあなた御迷惑
△

でゴザンシテショ。

ここに,外形としては「デス」に似た「テス」がある。 「デス」ことばでない

ことは明らかであろう。神部宏泰氏は,隠岐の「テス」について, 「てゴザ(ワ)

ンス」起源を考えていられる(P.423)

千葉県下でも,

。ソース呼〕カQ

そうですか。

:などとも言っている。本山桂川氏の『千葉県郡別方言集　中篇』 (日本民俗研

・究会　昭和7年7月)には,山武郡の,

サウダデソ　　さうです

が見える。

埼玉県東部の,

・○イテティッス。

ほ,「言わないんです。」である。池ノ内好次郎氏の『埼玉県入間郡宗岡村言語集』

I(自家版　昭和5年9月)には,

O 。 oデサ　　　　　--です

L(ちょっくらそこまで行くん-)
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というのなどが見える。

「群馬県勢多郡大胡町」 (『全国方言資料』第2巻)では,

fドノクレー　ホシーンデスネ

どのくらい　ほしいんですね。

との言いかたをしている。県下に, 「ワタシノガンデス。」などの言いかたもあ

る。 『万場の方言』には,

無いんデンサイ　　(老) ・‥のです。

との言いかたが見える。ここにまた「デソス」が認められる。 「でヤンス」を

思わせるか。

栃木県下に, 「ワタシンナデス。」 (わたしのです。), 「オレンノデス。」 (お

れのです。), 「オレンナデス。」などの言いかたがある。

飯豊毅-氏は, 『福島県史』第24巻「民俗　二」の中で,栃木・茨城に関し

て, 「デーソス」を指摘していられる。

茨奴に「デンス」もある.

oテ-テラス.

そうです。

は,県北の一例である。 『茨城県方言の考察』には, 「デンス」 「デンショ」の

言いかたが見えている。県下に, 「ワダシノガンデス。」 (わたしのです。)など

の言いかたがあり,また, 「I声スltp〕ヨ-.」 (そうですよ。)などの言い・

かたがある。 『全国方言資料』第2巻の「茨城県新治郡葦穂村」の条には,

′アルゲネス

歩けません。

と.flる。

九　東北地方・北海道地方の「デス」

東北地方では, 「マス」のばあい同様, 「デス」のはあいにも,やがて,略形

の問題が出る。



432

福島県相馬郡関沢村には,大橋勝男氏の教示によれば,

○コデフ巨寺すショーガ　オ二才~フデスカラ-0
(小反百姓)

との言いかたもあれば,
器らi

○ソンスル　コトガ　オーイデス　ネ-。

との言いかたもある。県下に, 「ワタシナソデス。」などの言いかたもある。県

下のいわゆる中通りの地域(東北本線すじ)に,

○ナンジン　ナッタンデッス。

何時になったのです?

のような言いかたがあるか。 -この「デッス」は, 「デス」にあたるものと

してよかろうかo 『相馬方言考音韻語法の部』には, 「デ-ス」が見えている。

すなわち,

▲です(「でした」はその過去の形)

「だ(だった)」の敬譲O 「で」が「でえー」と靴し「でえ-す」となる。
し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヽ_　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し

どなたでえーす　どなたでえ-した　ひどえ風でえ-すな　ひどえ風
)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼ー

でえーしたな
ヽヽ..

は-でえ-すか(さうですか)
l、ヽ_・

というような記事が見える. 『福島県中村町方言集』 (一言社　昭和6年10月)

にも,

このぼおし,なんばだ。」はあ,えちえんでェす。

というのが見える。

宮城県下に,まず, 「オレンナデス。」などの言いかたがある。この「デス」

が, 「メ、」になってもいる。 「ソス　カ。」は, 「そうですかO」であろう。松島

湾岸での私の調査では,

○サンジュ〔ti〕-〔冒〕ンデ　-〔e〕-　ワケス〔ii〕カイo

三十円でいいわけですか。

などが聞かれた。
ノ

○コ丁　アンずナス〔ti〕カ。
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これはあんたのですか。

は,石巻弁の一例である。仙台方言に関する古書,賛庵『方言連用抄』 (文政

10年秋8月)には,

なんでいす。　　なんの事。なんたアへ。

というのが見える。

仙台弁では,

○オネガイ〔i 〕シ〔i]スlti〕テ〔9〕スln〕。

などと言う。土地の人は, 「システス」を説明して, 「しましてございます」

の簡約化だとしたoまた,ここに「テス」が見られる。 『仙台の方言』には,

「いがすてす」 (はいよろしいです)

「いがすてがす」 (はい,よろしうございます)

「いがすてござりす」 (はい,かしこまりました)

との記事が見えるo 「てす」があり, 「てがす」があり, 「てござりす」がある。

「てす」は, 「てござりす」 「てがす」系のものか(P.414,423)

山形県下に関しては,言うべきことがない。

岩手県下に, 「デス」の「ス」が認められるo 『全国方言資料』第1巻の「岩

手県官古市高浜」には,

∽イヤトリアユズ　マ-　ソノ　ナラブモンダッテ　　　セメラレクノ

いや　とりあえず　まあ　その　並ばなければいけないと　責迫られたの

ス

です。

の言いかたが見られる。花巻弁の,
ノ

蝣　- .　　　(1

いらっしゃいますか。

もまた, 「オデァッタデス　カ。」であろうか。下閉伊郡の一例は,
ノ

○ヤ言万事ノ　ナ三千子了ガすス〔ii〕

山形の何州です?
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である。県下に, 「デス」相当の「メ、」がよくおこなわれているo

当県下に, 「デ-ンス」 「デ-ス」の言いかたもあるらしい。 『全国方言資料』

第1巻の「岩手県官古市高浜」の条には,

mウ-ン　ソ←ソ-　ウ-ソ　ホッキツキデ　ソノ　タンゴ-ノ　　ホッキ

そうそう　　　　　ほっき突きで　　　端午の節句の　ほっき

芸芸三三(Z~ン)
イッターンデ-ンス

行ったのです。

mァノ　アノトキ　アレダモネンス　アノ　オラユノ　　オー　カカガトー

あの　あのとき　あれですものね　あの　わたしの家の　　家内などが

ガ　ヨメニ　コノ　　　-サ　クル　ヤタリモデース

嫁に　　わたしの　家-　来る　当時もれ

などとある。 (「端午の」が「タンゴ-ノ」と言われている。その下方に「デー

ソス」が見えている。) 「デ-ンス」については,やはり「でヤンス」も考えて

おかなくてはならないか。 「デンス」「デ-ンス」と「デース」とは,つねには

同質のものではあるまい。

小松代融-氏は, 『方言学講座』第二巻(東京堂　昭和36年3月)の「岩手」

の灸で,

旧伊達には「テス」 (大体「デス」に当る)を加えて, 「ございます」系

を, (よんでみあすテステゴザリァス) (読んでみたのでございます)と言

う用法がある。

と述べていられる。ここにも,問題の「テス」があるか。小松代氏はまた,同

所で,

旧伊達には,また丁寧をこめた伝聞の意の助動詞に, 「テァス・ツァス」

がある。
Eg

東京サ行ぐテァス(東京-行く苦言誓います)
グ　　　　　　　　　　　コ

盛岡サ釆ッツァスタ(盛岡に来られるという由)
グ

と述べてもいられる。 「伝聞の意の助動詞」とされる「テァス・ツァス」は,
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どういうものであろう。 (-一念のた釧こ,これをここにかかげておく。)

秋田県下の,

○テサ　オザックス〔ii〕カO

けさ(秋田駅に)来られましたか。

などとある「メ、」は, 「デス」相当のものか.この種の「ス」がよくおこなわ

れている。

○スlti〕グ〔ti〕丁　京二サ　デ;て~㌻テ　ミ〔i〕貢スlii〕カO

宿(地域名)のほう-出かけてみないですか。

紘,県東辺の一例である。 『秋田方言』には, 「でえす」が見える。

でえす(助) 〔雄〕です。

「さうでえす。」　　雄=雄勝郡

などとある。

青森県下の「デス」に関しては, 『言語生活』第五号(昭和27年2月)の「方

言をめぐって」の談話に,東条操先生・此島正年氏・北条忠雄氏の,つぎのよ

うな会話が見える。

東条　　デスが標準語から入ったか,元からあったか,問題になるね。

此島　　デスは問題になりますねO津軽あたりの,デスは,東京あたりの,

「です」と違いますね。

北条　　津軽にも,デスがありますか。秋田県にもデシがあります。 「い

きます」は,イクデシ。 「そうです」は,ンダテシ。これは形から

いうと, 「です」と同じです。聞き手の尊敬ですから内容も同じで

すが,違うところは成立と気拝が多少違うんです。形だけ同じで内

容も同じだといってもまた達うんですが,これは方言のむずかしい

ところです。

青森県下にも,単純に「デス」と解してよいものがあることは,たしかであろ

う。
ノ

○ソソデス〔i〕ネ。
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ほ, 「そうですねo」にちがいあるまい。 『野辺地方言集』には, 「オノミンデス」

が見えており, 「御晩です」との説明がある。 『青森県方言靴語』には,

行くげです(行くそうです)

高いげです(高いそうです)

そだげです(そうだそうです)

などとある。ところで,弘前ことばの,

○オ丁二　ド盲サ　イグ〔ii〕デシ〔i〕言二二。

あんたどこ-行きます?

などとなると,この「デシ」は何か,と思われてもくる。

「青森県南津軽郡黒石町」 (『全国方言資料』第1巻)の,
1)

mニャ-　ホントネ　　シヌドゴシタネ

いや　　ほんとうに　死ぬところでしたね。

1) 「です」はこの地方では「ス」となるO

辛, 「南部」地方南方での,

○ラ手前イタ　モノス〔i〕。

掻いたものです。

紘, 「シ」「ス」に, 「デス」ことばを認めしめるものであろうか。

北海道地方では, 「わたしのデス。」 「わたしンデス。」などの言いかたが,ふ

つうにおこなわれている。全道に, 「デス」ことばが流通している。

○オフミ~フデス。

○オフミ~フデシタ.

は,通用のあいさつことばである。

○ト-キョ-マデシカ　ナオフデス。

(旅行したことは)東京までしかないんです。

は,道東部で聞きとめた一例である。
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十　むすぴ

「デス」と「マス」との相関のことは,もはや言う必要がない。

「デス」ことばにもまた,方言習慣でのそれと,共通語習慣でのそれとの,

分別しがたい重複が,ときに認められる。

「これ荘デス　貢-oJ「沖縄のどこかのデス　貢-O」などと, 「デス」が慣

用されているのは,共通語「デス」の,はばびろい生きかたを証するものであ

ろうO 「デス」を用いれば, -「前にデス　テ-。」などにしてもであるが,

「デス」の前にきていることばのまとまりを, 「デス」が体言化する。これは,

一種の便利な表現法でもある。共通語「デス」は,はばびろく用いられるはず

だとも考えられる。

「うれしいノ(ン)デス。」を「うれしいデス。」と言うなど,今日は, 「ン」

や「ノ」をおかないで「デス」をつかう言いかたが,一般化しつつある。方言

での,本来的なその傾向と,共通語でのその新傾向とが,重なりあっていよう

か。

「デス」ことばは,進展してやまない。 「デス」の生命力はさかんである。

-このように言うことができよう.共通語の「デス」の前途は,開裕である.

「デス」語法が標準語に登録されることも,うたがう余地がなかろう。

第三節　ドス

-　はじめに

「′一-一で　オス」からの「ドス」が, 「デス」相当のことばとしておこなわ

れている。京都府下を,分布の主域とするものであり,京都弁の「ドス」は,

大阪弁の「ダス」と,あざやかに対応する。

「デス」や「ダ」が指定断定の助動詞としてはたらくことは,言うまでもな
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い。 「ドス」も, 「ダス」とともにまた,指定断定の助動詞である。さて, 「ダ」

や「デス」は体言に接続する。この時,私は, 「ダ」や「デス」にも動詞性能

が内存すると考える。今, 「ドス」を見るにいたって,そのことが,いちだん

と考えやすい。なぜなれば, 「ドス」には「オス」が内存し, 「オス」は「あ

る」ことを言う動詞だからである。

京都弁では, 「ドス」ことばと「オス」ことばとが,あいつながってよくお

こなわれている。

二　近畿分布

九州地方のうちに, 「ドス」があるかどうか。次節に述べるように, 「ダス」

は,そうとうに広く存在している。 「ダス」からの変形として, 「ドス」が成立

していたりするかもしれない。 (「/-)で　オス」からの「ドス」は,存在し得

てはいまい. -近畿ふうの「オス」は,九州にはないように思われるO)

ところで,都築頼助氏の「福岡」に関する記述(『方言学講座』第四巻く東

京堂　昭和36年6月>の「方言の実態と共通語化の問題点」の条)には,

「ラス・ダス・ドス」も時に聞く。単なる指定「だ」等と異り,丁寧さが

おi"1。

との説明が見える。

中国地方にも四国地方にも, 「ドス」はおこなわれていない,と見てよかろ

蝣--)^

「ドス」はおよそ,近畿地方のものと見られる。

さきに,大阪弁の「ダス」に京都弁の「ドス」が対応することを述べたが,

大阪市内にも「ドス」がなくはないらしい。 「大阪府大阪市」 (『全国方言資料』

第4巻)の条には,
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mソラ-　ソード.スワ　フソナンナ-

それは　そうですよ,それならねえ。

アノ-　センニチマ

1)

千日前に

エニ　アリマシタナ-　　　1)地名

ありましたね。

とある。

「ドス」 「ダス」の分布について早く発表せられたのは,泉井久之助氏であ

った。 『方言』第二巻第一号(昭和7年1月)に, 「淀川沿岸地方におけるド

ス・ダスの分布について」のご発表が見える。氏の,昭和22年6月発行『言語

民族学』 (秋田産)にも, 「近畿の方言について」の章にまた, 「ドス」 「ダス」

「デス」の分布図が見える。 『方言』のご論文には,

二つを比べると丸(どす系統)の方がやゝ優勢であって地勢上よりして当

然界線を劃するであらうと思はれる山脈を超えて大阪府の方に乗り出して

丸(ドス)と四角(ダス)の混合地の出現を余儀なくせしめてゐるのは,

とある。

「ドス」の本場は,京都府下,加えて滋賀県下である。京都弁の「ドス」の

ことは,すでに周知のところであろう。京の舞妓のことばなどに象徴される

「ドス」ことばは,京の地顔をえがくものであろう。 -「ドス」は,だいたい,

女ことばとされよう。その「ドス」が,人々に,いかにも自由につかわれてい

る。使用頻度は,はなはだ高い。 「ドス」形と連用形「ドシ」とがよくおこな

われていようか。 「ドス」と「オス」とが併用されることは,さきにもふれた。

○ソ-ドス　カ。 ソリャ ヨロシ　オス　ナ-0

そうですか。それはいいですね。 (女性のあいづち)

の調子で,両者を自在に運用する。 「ドスヤp」の言いかたも頻用されている。

「一一ドス　エー。」「・‥・・・ドス　-ナ-。」の女性ことばも,いかにも京都ふう
ノ

である。 「一一ドッ　セ。」の言いかたも,人の耳にしたしいものであろう。お

もしろいのは, 「・‥-・ドス。」で問いになることである。 「それは何ですか。」と

細くゐにも, 「ソJJ　テンドス。」と言う。今日, 「ドス」ことばは,一般には,
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しだいに年長の人のことばになりつつあるか。京都府下での「ドス」ことばの

分布は,北,丹波内におよぶ。北方の船井郡内にも, 「ワタシノンドス。」など

の言いかたがある。北桑田郡の例をあげるならば,

○ア-　ソードス　カ。

などがある。 -(丹後に, 「ドス」は兄いだされないようである。)

滋賀県下に「ドス」がよくおこなわれているのは,剖目にあたいする。県下

の東西南北に「ドス」ことばが見られる。岸田定雄氏は, 「ドスの領域」 (『方

言』第七巻第十号　昭和12年12月)で,

ドスの領域であるが,大まかに言って江州一円はドスである。

と述べていられる。

○ソ-ドス　テ-0

そうですねえ。

○ア亨ソド-バヅ貢.)ドスO

商人ばかりです。

は,彦根ことばの二例である。 (安土へんでは, 「ソードス。」はあまりおこな

われていないのか。)湖西,朽木村での「ドス」例は,

○言ソイ　イ丁ルンドス。

よそ-行ってるんです。
ノ

〇号マワ　チョットモ　イヤ　センノドス　ノヤ。

馬はすこしもいやしないんですのよ。　(大女-藤原)

などである。この地で,老男が私に説明して,

○熊が　育て~二サン　オ万ノッセ。

熊がたくさんおるのですよ。

と言ったo　この「オ万ノッセ」は,どんな言いかたなのであろうかO県立大津

高等女学校が,生徒用につくった刷り物, 『正しい日常語』 (県立大津高等女

学校　昭和18年9月)には,
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ソードス

g^K
さうです

というのが見える。 「ドス」の「ス」もあるのか。

岸田氏の,さきのご発表には,

鈴鹿峠では一寸考-るとこれこそ自然の障壁でドスは此処で止りさうに

恩へるが,実は峠を越えて,例の坂は照る照るの勢*N,坂の下迄来てゐる。

との記事も見える。

三　近畿の外

岸田定雄氏は,上のご発表で,また,

江州湖北今津町と若州小浜町とを結ぶ路線を若狭街道と言ひ,此の街道

筋は殆どドスで終点の小浜も亦ドスであった。小浜以西は未踏であるが,

三方郡の商業三方の海のあたりはドスが聞かれなかった。

と述べていられる。小浜湾頭の堅海での,私の一週間調査では, 「ドス」を聞

き得ていない。永江秀雄氏は,上中町近くの村について, 「そうドスな-」 「え

えお天気さんドス」などの言いかたを聞きとめていられる。若狭の「ドス」は,

越前にはいって敦賀市域の分布につづく。愛宕八郎康隆氏教示の実例をあげる

ならば,敦賀市域内に,
ノ

○タティシノ　ミヌモ　イ-ンドスo

立石の水もいいんです。　(老女-愛宕氏)

(立石は,敦賀湾頭の-集落である。この地の人自身, "私とこはドス

ことばで,"と言っていたという。)

〇三-　ベッピンサンドス　ワ。

いい娘さんですわ。

などがある。愛宕氏は, 「ドス」 「オス」 「ヤス」は杉津(半島部とは反対がわの敦

賀湾壁の地)までたどられる,と言われる。



442

岐阜・愛知の二県下に,いくらか「ドス」が認められるようである。岐鼻県

に関しては,佐藤虎男氏の「近畿・中部接境地方方言状態の調査報告」 (『国文

学致』第十七号)がある。氏は,美濃西辺の広瀬について,

最後に,丁寧表現に「ドス」 「でオス」を見出す。

○ミテ　ソコテイ

○ナニモ首モ

メ/

アスどこイッテキタンドス。 (老女)

カワリマス。 -ライ言トデ妄言。 (老女)

の記述をしていられる。

牛山初男氏は, 「中部日本における近畿方言の分布(二)一主として語法的

な面から-」で,

この語(藤原注「ドス」)は山城・丹波の一部に広く分布している語である

が,中部日本においてはほとんど見ない。いま,報告を得た地点をあげる

と,岐阜県で益田郡下呂町,可児郡今度町・不破郡宮代村・養老郡笠郷村

程度であり,愛知県においては,愛知郡鳴海町だけである。

と述べていられる。 -ここに,愛知県下についてのご指摘もある。

以上の地域を出はなれての,国の東方には, 「ドス」ことばは存立していな

いであろうo東北地方に, 「一一ドッス。」などの言いかたがあっても,これは,

「ドス」ことばではない。 (現に, 「ドッス」と聞かれている。)

『津軽方言絵-ガキ』第一輯(方言絵はがき)に,

チャペコァ,ノ　ミテドス
ヽー　　　　　　　　ヽ-_

猫は　　　飲みたいとさ

などとある「ドス」も,現に, 「とさ」と言いかえられているのにも明らかな

とおり,京都弁などの「ドス」ことばとは,似て非なるものである。 「ス」は,

「モシ」の「シ」にあたるよびかけの文末詞であろう。
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第四節　ダス

-　はじめに

「ダス」は, 「ドス」 「デス」に相当するo 「ノー--でヤス」が変化して「ダス」
注

になったとする7と,この「ダス」は, 「ヤス」から言えば,一種の,くだけた

ことばとされる。が, 「ダス」は,語感上でも,よく「ドス」や「デス」とな

らび立っており,一新態の丁寧法助動詞であることが明らかである。

注　「たのんでやってくれ。」が, 「タノンダッテ　クレ。」とも言われている。

二　九州内の「ダス」

天草島に「ダス」がある。早く,江上たつゑ氏は, 「天草島牛深町方言集」

(『方言』第三巻第八号　昭和8年8月)で,

△この方は山田さんと云ふ方です。

コノフト-　山田サソテ　ィワスシトダス。

などの例をあげていられる。 。天草下島西岸の高浜その他では, 「ダス」が聞

かれないようである。私が牛深町で得た例をあげるなら,

○ソ京フダス　タイ.

そうですよ。

などがある。天草下島東北岸の一例は,

〇五百人/ミカリ　イッすダストィ。

五百人ばかり行ったそうですよ。

である。

長崎県にはいっては,平戸島の「ダス」が注目される。種ケ島克巳氏の'『平

戸方言語法草案』には, 「ダス」の記事が見えて, 「主トシテ家中婦人用語」と

あり,
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そりゃなんだすな　　こりゃ本だす。

行くとだすか　　　　良かとだす。

そ-だしたか　　　　そ-だっしょ。

などの実例が見える。種ケ島氏はまた,

「ざす」 「だす」を靴りて「ざす」トモ云フ

としていられる。私は,平戸島対岸の平戸口で,

○ラ~=ザス　カO

そうですか。

というのを聞いたことがある。 -"女に限る"言いかた,とのことであった.

男性は,

oT二デァス　カ。

と言う,とのことであった。この「-デァス」には, 「デヤス」が認められ

はしないか。 「ダス」の前身としての「デァス」が,ここに明らかなようであ

る。そのとき聞き得た,つぎの言いかたもある。

○ソ-デァッショ.

そうでしょう。

種ケ島氏は,前著の中で, 「だっしょう」「でっしょう」「でやつしょう」の指

摘もしていられ, 「一般ニ-長音二云-ズ短音ニ『だっしょ』 『でっしょ』 『で

やつしょ』ト云フ傾向アリ」とも述べていられるO氏のかかげられる実例は,

この分なら明日良かと

だっしょう
(だっしの

でっしょう
(でっしょ)

でやつしょう
(でやっしょ)

である。 「だっしょう」は, 「でやつしょう」からきたものであろう。平戸方言

にあって, 「ダス」の「デヤス」起源が明らかである。

今日, 「ダス」ことばは,人,多くが,これをかんたんに近畿弁的なものと

きめがちでもあるが,事実はそうでないことを,私は,上来,明らかにしつつ

ある。 「ヤス」のおこなわれる所には,どこにでもあれ, 「デヤス」経由の「ダ
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ス」が生じてもよかったのである。九州に「ヤンス,ヤス」があるのは,古来

のことである。九州にも,しぜんに「ダス」が成立した。ただそれが,西に片

よった地域に見られるのが現状である。

ところで,北の福岡県下には, 「ダス」ことばがかなりよくおこなわれてい

るようである。まず,博多ことばの「ダス」がとりあげられる。 『全国方言資

料』第6巻の「福岡県福岡市博多」の条にも,

mナンダスナ-　マー　カイリガケガ

なんですね,　　　　帰りがけが

などの実例が見える。

fソースット　モ　トチュ-デ　アリガ　ガラスラスモンジャケ　ワt/マ

そうすると　もう　途中で　　　あれが　ガラスだものですから　割れま

ssa-

すね。

との実例も見える。 「ガラスラス」は, 「ガラスダス」ではないか。当地方にい

ちじるしいダ行音のラ行音化で, 「ラス」ができているのであろう。 (上のはあ

いは, 「ガラス」の「ラ」の影響もあったかもしれない。)県下では,主として

筑前域に, 「ダス」ことばが見られる状況であろうか。筑前西部,糸島半島内

の実例は,

○ラ二ダスゲナO

そうなんだそうですよ。

○ソ二ラス　タイ。

そうですよ。

などである。男性も「ダ(ラ)ス」を,"あらたまった時につかう。"という。 (‖て

いねいなことばで,女がよく言う。") 「ダス」ではなくて「ラス」を言うこと

が,しばしばのようである。
一一一一・ノq

O7-ラッショーO

そうでしょう。
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これを, "女がよく言う。"という。この地で私は,

oT二デヤス　タイ。

そうですよ。　(老男-藤原)

○コトシャ-　ヤッパ, ^^EJSfE チ-0

今年はやはり,上出来ですねえ。 (稲作)　(老男-藤原)

などというのも聞くことができた。老年層にこういう言いかたの聞かれるのが

注意された。太宰府での老女の言,

oT=~フナ　-ヤウマレヤス　百才。

みんな早うまれですよ。 (子守りをしながら,そばの中年女性に語っ

たもの。)

との一例(浮橋康彦氏教示)に見られる「早うまれヤス」は, 「ダス」の「ヤ

ス」与はなくて, 「′-ーノでヤス」の「～ヤス」であろうか(P.473)

三　中国内の「ダス」

山口県周防東部の旧広瀬町などに,「ダス」の言いかたがあるか。 「ソレカラ

言-　ナ7才ス。」 (それから,もう,なんです。)などと,老年層の人が言っ

ているという。

広島県下では,備後内に,問題の「ダス」があるらしい。岡田統夫氏は,備

後西北隅について,

○モテラノミタす-　オフ二三　-ナワッタンずス　丁。

"木綿機より後にはじまったんですね。"

○ニンゲンガ　ショージ亭ナン斉スケ～O

"人間が正直なのですから。"

○ロクリ耳ンチョ一斉ラ　言ンチョ-テラ　テルユー　言㌻タス　7-0

"六里三丁とか四丁とかあるということですねえ。"

などの実例を見ていられる。広島県下に, 「ヤンス」の言いかたはかなり広く

おこなわれている。 「ヤンス」に関連する「ヤス」もありうること,あり得た
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ことであろう。したがってまた, 「でヤス」に関連する「ダス」もおこり得た

ことなのか。それにしても,今日,一般には,広島県下で, 「ダス」ことばが

聞かれにくい。

石黒武顕氏『鳥取県方言辞典　後編』 (鳥取県方言研究会　昭和27年12月)

には,
O  O

だん〔助〕です　「そ-だん」

との記事が見える。 「ダス」の「ダン」であるのかどうか。

四　四国内の「ダス」

はじ糾こ,愛媛西南部(いわゆる南予)の「ダス」ことばが注目される。甫

予の-男性は,私に語って聞かせた. =君,南予か。日と問われて, 「フこィ,ラ

二ダス。」 (はい,そうです。)と答えてしまったが,その時,方言というもの

に目がさめた,と。 「ダス」は甫予のものである。

○イワシワ　ド-ダッ　ソ-a

いわしはどうですぞ。

などとも言っている。
._--　<

○テ二ダス　ライO

そうですよ。

というのは,わけてもしたしみぶかさの受けとりやすい,当方の「ダス」こと

ばである。今日も,南予に, 「ダス」ことばは各階層でおこなわれており, 「ヤ

ス」ことばが,他地方で年長者の世界に聞かれがちなのとは,おもむきを異に

する。

高知県西南部の幡多郡にも「ダス」があるか。 『全国方言資料』第8巻(-普

地・離島編Ⅲ　謂瑠欝昭和42年4月)の「高知県幡多郡本月町竜ケ迫」
の条には,

fオドリバー　セバイホドナー　ヒトダシタナ-シ

踊り場が　　狭いほど　　　　人でしたねえ。
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などとある。私もかつて,中国・四国・西近畿・九州東部に関する言語地理学

的調査をおこなったさい,幡多郡では, 「-ナデヤス」との言いかたを見るこ

とができた。 - 「ダス」の前身の言いかたかO

徳島県下にまた,なにほどかの「ダス」ことばが兄いだされる。金沢治氏は,

「阿波美馬郡方言語桑」 (『方言』第四巻第二号　昭和9年2月)の中で,

ドゥダッソ「ドゥデスカ,ヨクデキテヰルデショウ」
ヽJ

との言いかたを指摘していられる。同氏の「阿波方言の研究」 (『徳島教育』第

一一四号　昭和32年5月)にも,阿波弁として-大阪弁「ダス」,京都弁「ド

ス」とくらべて-,

デヤス,デヤフ,

ダァフ,ジャナフ

などの言いかたをあげていられる。

四国での「ダス」ことばの存立のしかたには,特色がある。南予の「ダス」

は,阪神地方の「ダス」と同一のものであったとしても,大阪弁などが南予に

流入したと考えることなどは,すぐにはできまい。 (徳島県下ならいざしらず

である。)私は,昭和10年代に,南予の「ダス」を考察して, 「デヤス」ではな
__・・ 4

かろうかと想察した。 (-「~声ダス　ライ。」などを聞くだに,そのやさし

さ・したしみぶかさから,よいことば,「デヤス」を想像したのである。)かつて

は南予地方にも「ヤス」が自在におこなわれて,このように「ダス」を生むこ

とにもなったのではないか。四国での「ダス」ことばの偏在に関して,私ども

は,比較的自由に,ものの,地域を異にしての同似的発生を考えることができ

る。準体助詞の「ガ」の存立に関しては,北陸地方と南予地方とがあい応じて

同似の状況を示す。これなども,やはり,土地を異にしての,ものの自然的成

立であろう。 (そのような成立のおこる前提条件とも言うべきものが,彼我に

共通的にあり得たのであろう。)

五　近畿の「ダス」
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今日, 「ダス」ことばといえば,まずは近畿地方が本場と見られる。阪神地

区が,その中心地区であろう。

兵庫県下は.播磨にも「ダス」ことばがよくおこなわれている。 (但馬地方

が別地域のようである。)播磨一般の「ダス」状況では,終止形の,

OI7-ダス。

そうです。

をはじめとして, 「ダス　カ,ダッ　カ(ケ) (テ-

て」, 「ダッシャロ」などがよくおこなわれている。

○言フド　言タ キテダッシャロガ　ナ-0

ソーダッ　カ。)」, 「ダシ

こんどまたいらっしゃるでしょうがねえ。

は, 「ダッシャロ」の一例である。「ダス　カ」が「ダヒ　カ」などとも言われ

ているo 「ダス　テ-」は, 「ダン　テ-」となるのがつねである. 「ダッ

セ」の形もよくおこなわれている。 「こと」を「ダス」が受ければ, 「コック

ス」となる。

○ジョーラキ　オセワンナッテ,貢マン　コックス。

しじゅうおせわになってすまんことです。 (.=」女)

『播州赤穂方言集』には, 「ダスイ」の形が見える。

誰ダスイ　　誰ですか

ナンダスイ　何ですか

などとある。播磨西辺には, 「ダス」を存しない所もあるようであるが,総体

には, 「ダス」が丁寧の表現に用いられることがいちじるしく,かつ,これが,

女性層にだけおこなわれたりはしていない。その習熟の度の大からくることで

あろうか, 「ダス」が「ダー」とも言いならわされたりしているo和田実氏の

「高砂」 (『兵庫方言』 6　昭和35年2月)から一例をお借りするならば,

アンタトコガ釆タックラ丁ナ釆テダ-　くだす>来なさいます

というありさまである。姫路では,

07-ダ　ニ-。



450

そうですよ。

○アノ　シ/ミイ エーダ　--0

あのしぼいはいいですよ。

というような言いかたがおこなわれている。当地方に, 「・‥一一ダ　-ン。」の

言いかたもおこなわれていようか。赤穂などにも「ダ　-ン」があるらしい。

(「ダ　--」も,姫路市域にかぎったものではないようである。)中谷竹蔵氏の

『赤穂言葉の研究』には,

で　　すかい
F I E

ちょっと　あれ　何ダッシャイ。

きっと何かある

どんな
[

のです
J i

mm
で

J

よ

ソ。

すか

こゝ　クエにLとんダシい。

などの実例が見えている。 「ダス」ことばの現実形にはさまざまのものがある

が, 「デス」の「デセ(デセう)」に相当するものはない。 -1「でヤス」のは

あいなら, 「でヤセう」はありうるが。

神戸から大阪-は, 「ダス」ことばの隆盛地帯がなだらかにつづく。大阪

「ダス」のばあいもまた, 「ダン　ナ」「ダン　ネン」 「ダッ　カ」 「ダッ　セ」

「ダッシャロ」などの形がよくおこなわれている。それにまた,終止形の「ダ

ッ」「ダ」がある。 「テ二ず~。」 (そうです。)と聞こえるようなはあいにも,じ

つは,よわく末尾促音のあることがすくなくない。下降調の文アクセントに紘

ならないで「車」でとまっているということは,すなわち「ダッ」状況であり

がちなことを示すものである0 -いずれにしても,文末が「ダ」に近く聞こ

えるはあい, 「ダス」ことばのかろやかな敬意度が明らかである。山本俊治氏

「大阪方言における措定法」 (『日本方言研究会　第5回研究発表会発表論集』

昭和42年11月)の中の,

○コッチャ　ラ=~二エソず。  (五十男一客)

(こちらの晶は十円です。)
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も, 「ダ」が高調音であるのが注目される.ちなみに,山本氏は,土の例につ

いて, =その短呼「ダ」をつかう。しかし若い世代にあっては, 「デス」をつ

かうのが一般である。"としていられる。 「ダス」が「ダ」になるのは, 「オマ

ス」が「オマ」になるのと同趣であろう。大阪,中之島の-商家で聞いた「ダ」

例は,

○ソーダッ。

そうです。

○ソ-ダ。ソーダッ。

そうです。そうです。

などである。末尾の促音が明らかであった。なお,当家の人は,

○ダンサン,ソ-　オシ寺シタラ　ド-デス。

だんなさん,そうおしなさったらどうです?

との実例をあげて, 「ド-デス」に「ド-ダス」を対比し, ‖デスよりもダス

のほうがことばがあらい。"と説明した。茂木草介氏の「<横掘川>と大阪の言

葉」 (『放送文化』第22巻第4号)には,

標準語で「そうです」というのを,明治期の大阪弁では「そうでおます」

という。大正期膵「そうだす」, 「昭和期」は「そうです」である(標準語

と昭和期は表記的には同じだがアクセントは違う)。この三期の分け方は

学問的には不確かであるかも知れないが,私の経験と記憶ではそういうこ

とになっている。

との記事が見える.東条操先生は, 「方言と国語教育」 (『国語シリーズ』 ll)

班islw

大阪ではこの「ダス」の「メ・」を落していったり,. 「ソウダッカ」 「ソウ

ダッセ」など促音化するので,大阪のことばは京都に比べて元気よく活動

的に聞える。

と述べていられる。

大阪府南部域にも「ダス」ことばがさかんであることは,言うまでもない。
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oゴジュ-ネンカラ　ウ苅　デー。

っれそってから五十年以上ですねえ。 (説明)

など, 「ダヒ」の形もよく聞かれる。なお,和歌山県近くの地に関しては,か

って,大阪府女子師範学校生徒から, 「ダス」に対応する「ヤス」を聞いたこ

とがある。この時,私は, 「ダス」の成立を考えるうえの参考事例が得られた

と思った。棋垣実氏の「貝塚市の方言」 (『貝塚市史』第二巻　昭和32年3月)

にも,

「でやす」が大阪では「だす」となり,泉南では「やす」となったので,

デヤス-/
デアス-※ダ-ス-ダス

＼※ジャース→ジャス-ヤス
ヽー_　　　　　　　　　　　ヽ_I

のような二つの変化コ-スをたどったものと思われる.

(※印の語形は現実には現れない。)

との記述が見える。ともかく, 「ダス」に対応する「ヤス」が,こうして認め

られるO南要氏の『和泉郷荘村方言』にも, 「そうですか」相当の「ソーダス

カ」 「ソ-ヤスカ」があげられているO

和歌山県下は,おおよそ, 「ダス」ことばを見せない地域であろうo

奈良県下は,北部で,より多く,南部もかなり, 「ダス」ことばを見せているo
ノ

「-・一一ダッ　セ。」などは,北部でふつうに聞かれようo　南部,吉野郡下の

「ダス」ことばの実例は,
J

Oソーダス。

そうです。

○コす寺　モー　ナンダス　ソヤo

これはもうなんですよ。　(大男-藤原)

○ソーダフソ

○ソ-デヒン

○ソ-デ-ソ

ラ-0

チ-0

テ-0

そうですねえ。
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などである。 (これらは,吉野郡東部内で得たものである。この時,こういう

ことがあった.私が相手の人に, "「ソーダス。」と言いますか."と聞くと,=言

わん。"と答えた。そのあと,その人はすぐにこれを言っていた。老女層には,

「ダス」ことばのおこなわれることがさかんであった。)

三重県下も,かなりよく「ダス」ことばを見せている。伊賀の例は,

○ソすす二,ナンダッ　ソナーo

それは,何ダスか。　(大男-藤原)

○--　ソーダス　ノO

はあそうですの。 (返事)　(老女-藤原)

○ムカシモンダスサカィ。

私は,むかし者ですから。

○アティ　ヒ一斉㌻ス　ワーo

暑い日ですわ。
=　　器ら

○ソーダッ　ササー。

そうですわね。 (同調のことば)

などである。男女に,しかもおもには年長の人に, 「ダス」ことばがおこなわ

れている。伊勢北部例には,
ノ

○ナンダス　ナ。　(老男-中女)

などがある。 (佐藤虎男氏教示例)

京都府下では,山妹の南部のうちや丹波西北辺などに「ダス」ことばが兄い

だされるが,概して府下は, 「ダス」ことばに緑がうすいようである。奥村三

雄氏は, 「方言の区劃」 (『国語国文』第二十七巻第三号　昭和33年3月)で,

福知山言葉におけるダス形は,福知山線が大阪から運んできたものと考え

る必要はない。兵庫県氷上郡あたりのダス形と共に,尚よく考えるべきで

杏O'"1c

と述べていられる。

滋賀県下には, 「ダス」ことばがおこなわれていないようである。
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近畿地方も,南北の外周部分に「ダス」ことばがよわい。

六　中部地方以東内の「ダス」

福井県若狭には「ダス」がある。方言絵はがきの「福井言葉」 (『方言』第三

巻第二号　昭和8年2月)にも,

ソーダスケイ

・そ-であります

が見えている。

『富山県方言』に,
"t^m*.

だす〔こ-だす〕 (かうです)

の記事が見える。

新潟県下に関しては,一つ,丸茂武重氏の「莱島採集録」 (『方言誌』第三輯

昭和7年7月)の,注目すべき記事を引用したい。

××ダッセ　　××です。　　内浦

ダメダッセ　　駄目だ
ヽ・-

とある。この「ダッセ」は何であろうか。粟島は,新潟県北の岩船郡に属する

が,国学院大学民俗文学研究会編集委員『岩船地方昔話集』 (『伝承文芸』第三

号　昭和40年3月)にも,

よすよす,まま喰わねえあばでば,貰いてえと思ってだだす。だら貰う。

などの記事が見える。

長野県下に関しては,青木千代吉氏『信州方言読本　発音篇』 (信濃教育会

昭和26年6月)の,

そ-だすかい　　so : dejasukai >so : daskai

(北信)

の記述を見ることができる。 「デヤス」が「ダス」になっているのだとしたら,

ここには,近畿のと同様の「ダス」が認められることになる。

それにしても,中部地方内では,今のところ,私は,以上の事実を指摘する
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ことができるばかりである。

関東地方となると,なおなお, 「ダス」が兄いだしにくい。ここには,二事

例をとりあげることができるばかりである。

大久保忠国氏の「埼玉方言の語法」 (『ニュースクール』 7　昭和25年7月)

には,

です-(だす)

ダス・ダシタ・ダソシタ

ダッセ(北蔦)

との記事が見える。 -「ダシタ」に対する「ダンシタ」が注目される。

栃木県東北辺で私が聞きとめたものに,
ノ

○コレダス　ガ。

というのがある。発言者の青年男子は,これを, 「これをあげましょうか。」で

あると説明した。 「これですか?」に該当することばづかいであるのかどうか。

-　中部地方の事例存立を見ても,関東地方の事例存立を見ても-それらがも

し「ダス」ことば関係のものであるとしたら,その存立が散発的であり,かつ

偶然的であるのが問題視される。これからは,二つのことが考えられようか。

一つには,以前はもっと多く諸地域に, 「ダス」ことばらしいものが存立して

いたかもしれない,ということが考えられる。いま一つには,かりに偶然的に

ものが生起しているにもせよ,たとえば「ヤス」ことばの分布が前段にかなり

広かったとしたら, 「ダス」的なものも,じつは,諸方に生起してよかったわ

けだ,と考えられる。

東北地方では,いちばんに秋田県下の状況が注視される。 『秋田方言』には,

そだすべ(遵) 〔市〕さうでせう。

「そだすべ,あの人金持だもの。」

市=秋田市
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などの例が見える。この「ダス」は,関西のにおなじものなのではないか。同

書に,
△ △

やすみぁ七日までだす 「量£与,量完£音量孟ぢ錆,毒宗£宣I)

(休は七日までゝす)

などともある。また,

「なだす」 「なであす」 「なで高んす」は用言の第三活用形(終止連体形)

に接続する。
△ △ △

これぁいまなげるなだす　(なであす,なであんす)

(之は今投げるのです)

などともある。湯沢幸吉郎氏も, 「語法上から見た秋田方言」 (『国語史概説』

八木書店　昭和18年1月)で, 「ダス」 「デアンス」, 「ナダス」「ナデアンス」を

指摘され,

これは指定の「ダ」 「ナダ」に敬譲の意の含まったもので,口語の「デス」

「ノデス」に相当する。

と述べていられる。私が船川港町で聞き得た一例は,

○ミ〔i〕テラ　テラトダスO

見たらどうですか。

である。芳賀綬氏は, 「秋田」 (日本放送協会『NHK国語講座　方言の旅』

宝文館　昭和31年9月)の中で,

「今日はいいお天気です。」に当る言いかたは,

今日ダンパ　イイお天気ダス(ダンス)

といいますが,それ以上ていねいな, 「でございます」に当る言いかたは,

特別にありません。

と述べていられる。 「ダンス」とともに「ダス」がとりあげられている。この

「ダス」は,やはり, 「デヤ(ア)ス」からの「ダス」なのか。 『東北方言集』以

降,諸文献に,問題視しうる「ダス」が見える。

県下の東能代では,かつて,
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0ソずス〔ii〕デ。

そうですね。

○オンナシ〔i〕ダス〔d〕テ-o

おなじですね。

との言いかたを聞いた。県南の横手市域では,かつて,
ノ

○エー　オチャタンス〔凸〕ナO

いいお茶ですね。

というのを聞いた。この「タンス」は, 「ダンス」相当のものかどうか。

『秋田方言』は,県最南地域の「んなす」 (さうです)を指摘している。 「ん

なすべ」は, 「さうですか」Yであるo 「ダス」が「ナス」になっているのか。

秋田県下に隣る岩手県下もまた注目される。 『岩手県南昔話集』 (『伝承文芸』

第六号)には, 「いいんだす。」 「閉めてしまったんだす。」などとある。盛岡市

の北の岩手郡内で私が聞き得たものには,

○ヨッ言　アルンずス〔ti〕。

用事があるんです。

○ヨ-ガ　ゴ亭ラス〔ti〕ずス〔ti〕o

用事がございますんです。

などがある。これらの,丁寧表現文の「ダス」は,やはり, 「でヤス」関係のも

のか。花巻市では;かつて,

○ソ-すすスlii〕カ。
†

l　(目下-目上)
○ソソずス〔ti〕.

との応答文を聞いた。 (「ダッス」と聞いたが,これには問題があるか?)

山形県下にも,一見「ダス」らしきものがおこなわれているが,当地方のは,

明瞭な「ダッス」である。 「だ」終止のあとに, 「もし」系の文末詞「シ(ス)」

がついたのが「ダッス」であると見られる。県下には,だいたい, 「でヤス」

形の「ダス」は兄がたいであろう。
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『福島県方言辞典』には,

ソダシ〔句〕さうです　　北会

の記事が見える。この「ダシ」は,はたしてどういう成立のものであろうか。

北海道に関しては,私は,今,述べるべきものを持たない。

七　むすび

「ダス」ことばの,上述の分布をかえりみるのに,これは,だいたい,関西

本位のものと見ることができる。 -西日本的なものとも見られるが.

「ダス」ことばが,とくに関西方面に色濃く存立しているのは,このものが,

それだけによく,関西方面の言語風土に適合しているということであろう。中

部以東にも分布が見られるという点で, 「ダス」ことばの存立可能性は,国の

東西に認められるともされるけれども,そのような一般性の中にあって,関西

方面は,なおさらに, 「ダス」ことばをつよくいだきこむことによって,その

方言性を明らかにしている,と解することができよう。

第五節　ヤソス,ヤス

-　はじめに

丁寧表現法にはたらく丁寧法助動詞の有力なものに, 「ヤソス,ヤス」があ

る。これに関しては,すでに前著『方言敬語法の研究』の,第五章第十節「尊

敬法助動詞『ヤソス,ヤス』による尊敬表現法」の中で述べるところがあった。

「′一-一ヤンス,ヤス」丁寧表現法は, 「-ヤソス,ヤス」尊敬表現法から開

けてきている。自己(話し手自身の動作など)に関して,あるいは無生物に関

して,あるいは気象などに関して「ヤソス,ヤス」を用いれば,そこにはもは

早,丁寧の表現がかもされる。 「ある」に関して「ヤソス,ヤス」が用いられ
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るようであるならば,そこには丁寧表現法の「,.~・＼一ヤンス,ヤス」のあること

が明らかである。

「ヤソス,ヤス」が「′-一でヤンス,ヤス」というように用いられるはあいに

紘,たいてい, 「ヤンス,ヤス」の丁寧表現が明らかであろう。 「そうでヤソ

ショー。」などというのは, 「そうで　ありヤンショーO」に近いものであろう。

「でヤンス」「でアンス」のばあい, 「ヤンス」 「アンス」について「ごあんす」

を考えるむきもあるが,今は, 「でヤソス」などのはあいも, 「ヤンス」こと

ばの自在な転用と考えたい。

「ヤンス」形は,しぜんのうちに,じつに椀械的にも発生しうるのではない

か。私に,こういう経験がある。出雲奥地の仁多郡の馬木村で調査にしたがっ

ている時だった。一軒の家で初老男の人と気らくに対話していて,私は, 「-

--でありますが」のところで,「でヤソスが」と言ってしまった。自分にも思

いがけないことであった。きわめてしぜんに, 「ヤンス」が出たのである。

「′-＼Jであります」が「(一でアンス」ともなり得,また, 「(一でヤンス」と

もなりうるようである。ものは,どういうところでどのようにできるかもしれ

ないことである。

ともあれ, r-ヤソス,ヤ不」丁寧表現法は, 「′-一ます」丁寧表現法に

類同する。さて今日では,どこにあっても,「ヤンス,ヤス」ことばよりは「マ

ス」ことばのほうが,よりとおりのよいものになっていよう。-品位も,よ

りよいありさまであろう。ちなみに,湯沢幸吉郎氏は, 『国語史　近世篇』、(刀

江書院　昭和12年3月)のP.106で,

江戸の「やす」は,- 「ます」と同性質の語であるが,比較して見ると,言

葉としての品格が劣ると言ひ得るのである。

と述べていられる。

二　九州地方の「ヤンス,ヤス」

薩隅地方の「ヤンス,ヤス」は, 「ヤリ+マス」からのものではなくて, 「ヤ
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リ+申ス」からのものである。それにしても,できあがった形態「ヤンス,ヤ

ス」は,他地方の「ヤリ+マス」系のものとまったく同様である。しぜんのこ

ととして,私どもは,薩隅地方と他地方とを通じて,一括的に「ヤンス,ヤス」

ことばを受けとることができる。 (薩隅地方の「ヤンス,ヤス」の意義上の実

質と,他地方の「ヤンス,ヤス」の意義上の実質とに,敬語法見地から見ての

高下はなかろう。)薩隅地方に尊敬表現法「-ヤソス,ヤス」がさかんであ

ることは,すでに前著でこれを明らかにした。薩隅地方は, r-ヤソス,ヤ

ス」尊敬表現法をもって濃く色どられている所である。ところで,薩隅内に,

丁寧表現法の「(一ヤソス,ヤス」もあるかo薩摩北部内の事象について,出

身者,井上親雄氏が教示せられたのは,つぎのようなものである。

・　　　　　一丁・

これはピンクであります。

(「ヤシ」は「ヂャシ」にあたるか。)

○キノー　ジャイヤシタ。

昨日でございました。 (目上の人について)

この種のものでは, 「-ヤス」丁寧表現法が明らかであろう。

○メガ　フクルッチョイゴッ　アシタ。

‖稲の芽がふくらんでいるようでしたO"

というのもある。これの「アシタ」は, 「ヤシタ」に相当するものか。薩摩北

辺海岸の-老女が私に語ってくれたことばには,

○どこどこへ　オ字音ラス　カ。

どこどこへ行きますか。

というのがあり,

○何々で　オず丁ラス　カ。

何々でありますかO

というのがあった。後者の「オヂャソス」は,丁寧表現になっているとされよ

うか。方言文献にも,丁寧の「ヤス」を見せているものがあるらしい。
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そういえば,薩隅地方に聞かれる,

○ヂャシIF二。

そうですよ。

の言いかた-丁寧表現法-にしても, 「ヤス」形の内在を認めしめるo

Oヂャンス　T二。

そうですよ。

との言いかた,丁寧表現法もあり,これには, 「ヤソス」形の内在が認められ

るO他地方の「何々で　アリヤンス.」「そうでヤス。」のような巨・＼Jヤソス,

ヤス」 (丁寧表現法)は見られないけれども,丁寧の「ヤス」「ヤソス」としう

る形そのものを,とり出すとすれば,とり出しうる表現形式があることは認め

られる。瀬戸口俊治氏教示の,南薩での,

○盲フタ　テブ　イ貢ヂャスト。

これは鯛の魚ですよ。

ち, 「ヂャス」丁寧表現法の例とされよう。枕崎のことばには,

○ダイ耳一首 オヂャ-ンヂャンスロ　ダーィ。
_　　ノ

○ダイ耳一言　オサイ手首-ンヂャッスロ　ガ.

どなたもいらっしゃらないでしょう?

○ダイモ　オイモ-ンヂャ シクロ　ガ。

だれもいませんでしたでしょう?

などというのがある0 -「ヂャソス」「ヂャッス」「ヂャシ」とある.
ノ

○ずネモ　オヂャ-ンヂャシテヂャンソ。

だれもいらっしゃいませんでしたでしょう?

これは,薩摩中部の伊集院での一例である. - 「ヂャシタヂャソソ」とあっ

て,丁寧表現法の重複が見られ,しかも, 「ヤス」内在と「ヤソス」内在との

対応が見られる。

大隅内にも,この種の言いかたがおこなわれていよう。

ところで,このほうでは, 「ヂャンス」「ヂャシタ」などの形のおこなわれる
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ことがふつうである。この点では,当方に, 「ヂャソス」「ヂャス」ことばを認

・めることもできようか。

日向西南方も,産隅地方なみの方言状態にあるため,たとえば小林中学校

帽普豊富方言雑纂』 (自家版年月不詳)には,
ミゴチ

見事魚じゃソす(きれいな魚でございます)

などと見えている。

日向のこの地方と薩隅地方とには, 「+モス」系のではあるけれども,形を

くみとればとれる「ヘーノヤンス,ヤス」の丁寧表現法が, -特色をなしておこ

なわれている。

熊本県下には,ことに天草方面で, 「-ヤス」丁寧表現法がさかんにおこ

なわれている。 -もっとも,今日は,主として中年以上に「ヤス」ことばが

おこなわれがちか。比較的古風な問答の一例をしるせば,つぎのとおりである。

○イク　Tヵフ~二マイ。
†

l　行くかねo
oメーリヤス。

まいります。

当地方には, 「ヤス」がもっぱらおこなわれている。天草下島牛深の「ヤス」

ことばを見よう。
ノ

○イラ~盲　オフ言ワン　ナリヤシテ-0

いつもおせわになりまして。

・○ナンゴトモ　デケヤツシェデ　ナ-o

おかまいもできませんでね。
容らi

一〇イキャッシュ　カ。

行きましょうか。

(「(一ヤッショー」と言わぬこともないO)

oカッ首ィ, -言,メラバ クイヤッシュ　イ

かあさん,早くごほんをたべましょうよ。
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などと言う。

○クマモト　ニサンベン　イキ耳シタ。

熊本へは二・三度行きました。

○ソすジャ　タノミヤッ貢　バナンO

"それじゃ一つおたのみしますぞ。"

は,天草下島東北岸での実例である。 -後者例では, 「ヤッス」が注目され

る.天草下島西岸の一例は,
_s

Oオシェワン　ナリヤシタ。

おせわになりました。 (辞去のあいさつ)

である。天草下島,本渡市の実例は,
-　一ノ

○ユ亭ソ　フT)ヤス　ド-o

雪が降りますよ。

○オ享有7シ亨ニス.

おねがいします。

○亨シャ　言ソヤド芹モ　イ亭ヤッシェソ。

わたしは今夜どこへも行きません。
.___I-/

などである。第一例の言いかたは, 「ユ亭ソ　フル　ド-o」の上位の言いか

たとされた.第二例では, 「シ亨ニス」との長呼が注目されるo

長崎県下の島原半島にまた-天草との関連よろしく, 「(一ヤス」丁寧表

現法がさかんである。 『嶋原半嶋方言の研究』などにもそれが説かれており,

『全国方言資料』第6巻の「長崎県南高来郡有家町」の条にも,

mへ-　ド-ド　ホンナ　　オタノ　ミシャス

はあ,どうぞ　それでは　おたのみいたします。

などとあるO (また, 「頼んでみますから」が「タノージミヤヒケン」ともあ

る。) 『嶋原半嶋方言の研究』には, 「ヤンス」も見える。

こけ　くるばつかつで　ピーけでん　いきやんせん
ヽJ　　　)　　　　　　　　　　　　　　　　　)

などとある。 -「行きヤソセん」が見えるo 「いきやんせん」は,北部の言
ヽ-
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いかたで, 「いつきやんへん」は,南部の言いかたであるという。さきの『全
＼_.′　　)

国方言資料』第6巻の「長崎県南高来郡有家町」の条からも「ヤンス」例をひ

くならば,

f--　マタ　アウソヤンヒョ-ケン　アーク　ヨロシュ-　モシテ　オク

ええ,また　会いましょうから　　　あなた,よろしく　　申して　くだ

レナンへ-

さい。

などというのがある。山本靖民氏の『肥前千々石町方言託』には,

ヤクソカシナガラ,イカデナ　ホンナコチスミヤソセソヂャッタ。

モウヂキ大雨ノヤッテキヤンシュウ。

などが見えるo　この書物には,もとよりのこと, r-ヤス」丁寧表現法例も

多く見えている。長崎県下では,佐世保市方面についても,丁寧表現法の「ナ

リヤシタ」などを見ることができる。北部の平戸がまた,注視すべきものを見

せている。
ノ

○ゴずリャス　すb

ございますね。

などと女性も言い,

○シジュ-　オセウェァ　ナ1)ヤーギャス。

しじゅうおせわになります。

と人々が言っている。 -「なりあげヤス」が注目される。

○コす~言　ワクラフトデ言スo

これは私のです。

○ラ~二　デァス　カo

そうですか。

○ソ-　デァッショ。

そうでしょう。

などの言いかたも,私は聞きとめている。これらには, 「でヤス」ではない「で
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ァス」が見られる。 「でァス」がつづまれは「ヂ(ジ)ヤス」ともなる。種ケ島

克巳氏の『平戸方言語法草案』には,

こりゃなんじゃすな　本じゃす

などの例があげられている。 (氏は, 「じゃす」を「子供ノ間二使用セラル」も

のとしていられる。)なお,種ケ島氏の著作には,

この分なら明日良かと
(だっ

G&

しょ)

しょ)

(でやっしょ)

などともある0 -「だっLj=う」の言いかたもできているo 「でァ」 「でヤ」

から「ヂ(ジ)ヤ」ができ,また, 「ダ」音ができている。平戸島対岸地方で私

が聞いた「ジャス」例は,

○コ丁ジャス　カ。

米ですか。

OT二ジャス。

そうです。

などである。長崎県北部方面に「′・~＼一ジャス」はよくおこなわれているか。

○ゲッ幸二ニトリ　ヒ下すチャス　ヨO

では, 「月給とりひとつヂャス　ヨ。」が, 「チャス　ヨ」になっている。さて,

五島列島にも, 「ありヤス」などの言いかたがあり, 「長崎県壱岐郡郷ノ浦町里

触」 (『全国方言資料』第9巻)にも,

fミナサユニャ　ヨロシュ　モーシアゲチ　オクレアッシェ

みなさまには　よろしく　申しあげて　　ください。

などの言いかたが見える。 -「オクレアッシェ」とあるのは,巨~＼一ヤッシ

ェ」に摂するものであろう.岡野信子氏は,壱岐で,あいさつことばの,

○オカゲデ　ヨ二　ナギヤシタ　ノー。

おかげでよく凪ぎましたねえ。

を聴取していられる。対島の厳原町でも,
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0ド-シタトデアスカ.

などと言っているという。 (山本俊治氏教示)

佐賀県下に関しては, 『佐賀県方言辞典』の,

だんす〔助〕デアリマス。 「サウだんす。」

が注目される。 「だんす」は「でヤソス」に相当するものか。

福岡県内ではまず,筑後内の巨.、一ヤソス」丁寧表現法が注EIされる。 『複

製本宴胃方言集』には,筑後浮羽郡の「ありやんす(アリ-ス)」が見えるo 『字

横波』第三号所載の『浮羽方言』にも,

やんす　　ございます。 (そうでございます。) (育)

とある。つぎに,筑前の「福岡県福岡市博多」 (『全国方言資料』第6巻)には,

mサキバ　マットリヤスタイ　アナクー　エ

将来を　期待していますよ　あなた,　はい。

などの言いかたが見える。ところで,岡野信子氏は, "博多で「ヤス」は聞か

ない。"と言われる。 "「マス」のゆるんだ音靴"とも言われるのである。筑前,

糸島半島などでは「ヤス」が聞かれた(P.446)

大分県地方となると,県下の広域にわたって, 「-ヤンス(ヤンスル)」丁

寧表現法が兄いだされる。 「ゴザリヤンスル」などともある。

Qアシタ　アミャ-　-レヤンシュ-　カナ。

あした雨は晴れましょうかね。

は,豊後西北部での一例である。国東半島内では,私は,

○テー ソ-デアンス　カ。

ああそうですか。

というのを聞き得ている。 「ヤソス」の「アンス」が見られる。

大分県下につづいて,宮崎市方面以北は,丁寧表現法の「′一-一ヤソス」を示

すことがいちじるしい。 「-でヤンス」が「-ノデヤソス」にもなっている。
ノ

○火は　オ有言フシタ　カ.

火はおきましたか。
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紘,宮崎県中部での一例である0 - 「オキヤソシタ」が「オ幸手フシタ」に

なるなど, 「ヤンス」の「ヤ」のところに熟合がおこるのは,どこにもふつう

にありうることである。県北,延岡市での家中弁では,

○オ丁テ- ドコソコニ　イッテ　キヤッ　サー。

あしらはどこそこに行ってくるよ。

などと言うo(=自分のことは「ワすす」と言い,目下の者には「オT」と言

う。") 「ヤス」ことばが「オレ」という人代名詞に対応している。 「キヤッ

サー」は,比較的かるい言いかたになっていようか。

九州地方は,巨~・＼一ヤンス,ヤス」丁寧表現法を比較的よく示していると言

えよう。

三　中国地方の「ヤンス,ヤス」

九州地方に対して中国地方は,総体には, 「ヤンス・ヤス」ことばを示すこ

とが,ややよわいか。ただし,例外の地域もあることは下述のとおりである。

山口県下では,丁寧表現法の, 「ヤソス,ヤス」ことばとしうるものが,そ

うとうに兄いだされるようである。 -周防に,よりいちじるしいものがある

か。 「ヤンス」は, 「アンス」のかたちでも見えている。原安雄氏の『周防大島

方言集』には,

行くんダンス

などが見えているが,この「ダンス」は, 「デアンス」のつづまったものか。

周防大島には, 「/一、一でアンス」の言いかたもおこなわれている。周防東北部

にも,

○-チジュ-ニダンス.

八十二歳です。

などとの言いかたがある。岩国市方面には, 「-ヤス」丁寧表現法がいちじ

るしく,これが,広島県下の「ヤス」ことばにつづく。

長門西部に, 「ヤンス」系と考えられる「デーンス」のあることは,すでに
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述べた(P.422)

広島県下は,中国地方内にあって, r-ヤンス,ヤス」丁寧表現法を見せ

ることがとくにさかんである。備後地方に「ヤンス」ことばがいちじるしいが,

精査してみると,安芸地方にもまた,そうとうに「ヤソス」ことばがおこなわ

れており,一時代前には,安芸地方でも「ヤソス」ことばのよくおこなわれた

らしいことが察知される。そうであって,安芸地方には, 「ヤス」ことばもま

た,かなりよくおこなわれている。

○-一三-。ド盲~三デモ　アリ亨ス　ヨ-0

ええええ。どこにでもありますよ(どこの店にだって売っていますよ)0

は,広島市域での「ヤス」例である。安芸北部には,

○--ジャー　マタ　キャースケ-　ノ。

それではまた来ますからね。

などの言いかたもある。安芸本土西部や広島湾内島唄には「でヤンス」の「ジ

ャンス」, 「でヤス」の「ジャス」も兄いだされる。

○コ了寺一　事~ニーニ　デイトコシャンス.

ここは,米はまったくない所です。

は,江田島での一例である。また安芸に, 「ヤンス」の「ヤン」もある。 「ヤ

ソス」の「アンス」もある。
ー・・ .

○アリャンヒョ-　ガノ-O

ありますでしょう?

というように「ヤンヒョ-」を言うのは,県下一般でのことである。備後地方

に関しては,岡田統夫氏の詳細なご研究があるのを紹介したい。氏に,昭和29

年10月,口頭発表の, 「備後地方における『ヤンス』の諸相」がある。 (広島大

学の小研究会で発表され,詳細なプリントが配布された。)これにしたがえば,

「ヤンショー」-「ヤンヒョ-」からの変化形「ヤンホ-」「ヤソヨ-」も認めら

れる。備後西南部に「ヤンヨ-」がある. 「ヤンス」ことばは,総じて,中年

以上の男女に用いられてし.、るという.備後南部にさかんで,北部によわいらし
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い。 「アル」に「ヤンス」のそあった「アリャンス」は,

○オ-≡-　アリャソス。

お早うございます。

などと,備後南部によくおこなわれている。 「アリャンス」が「アリャン」と

もなっている。 (「ガンス」が「ガン」になるのと同様である。)

○ジ言ニラガ　アサマン　7-.

慈光寺があるわねえ。　(中女-小女)

(「わたしが行きます。」の意で, 「ウ事ガ　イ青首ンO」などとも言う.)

「/＼-ノに　アリャンス」の言いかたがあって,これが「-ニャリャンス」とも

なっている。

○ヨ丁ゴサンオ　オモライニ　テ㌻タブーニャリャソ貢。

お嫁さんをおもらいになったそうです。

「-で　アリャンス」の言いかたは, 「/-、一ジャリャンス」にもなっている0

-万, 「--ノでヤンス」が「(、一ジャンス」にもなっている。

○ニッポンジュ-ノ　マツリラ寺~ジスケ-　フ~二.

日本中の祭ですからねえ。

巨、一でジャンホ-」などの言いかたもおこっている。 「～でヤンス」からの

「(一ダンス」も,備後北部内に兄いだされる。

○ムカシノ　シワ　マメニ アッタ　モンダンス　ノ-o

昔の人は健康だったものですねえ。

備後北部内に, 「-にヤンス」が兄いだされもする。

○アガ-ニヤ./手言~二o

そんなでしょう。

などとあるoなお,北部内に「′-)でヤス」の言いかたもある。

○サ有言-　ホ-ラクノ丁字青シタ。

酒は飲み放題でした。

などとある。以上が,岡田氏の発表内容からの引用である。ちなみに,神部宏泰
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氏も,かつて備後北部の「デヤンス」-「ダンス」-「ダス」を教示せられた。 「ダ

ス」には, 「デヤス」からのものとともに, 「ダンス」からのものもあるのか。

さて,備後北部には「ヤス」ことばも兄いだされるのが注目される。この地域

は,南部域よりもいっそうよく,安芸地方とのつながりを見せる地域である。

「()でヤソス」などでの「ヤンス」は,動詞にそってはいないけれども,

すでによく　　でヤンス」の言いかたが熟しているO 「アル」や「オル」 「イ

ル」の動詞がなくても, 「ヤソス」にはもともと, 「ヤル(ある)」が存在して

いる。 「ヤンス」ことばは,動詞ぬきでもおこなわれてよいもののはずである。

-このことは, 「ヤス」ことばについても言えるo

岡山県下では,北部内にわずかに「/-、一ヤス」丁寧表現法が兄いだされるか。

鳥取県下にも「(Jヤソス,ヤス」丁寧表現法はあまり兄いだされないよう

である.伯者東部での「ヤス」ことばの一例は,

○ジラフテ　ニスソゴデ　アリヤ貢シ　テ-0

自分は二番子でありますしねえ。

である。 (室山敏昭氏教示)

島根県下となって,やや見るべきものがある。出雲内で,丁寧の「ヤンス,

ヤス」を聞く。

○この裏の道のところは,ずっと　-貢デ青フシ〔i〕タ.

・,ずっと墓でした。

○-ジ〔ロメノ　アイダワ　アル〔凸〕-チ ヤワヨ-ダ　モソデヤス〔ii〕.

はじめのあいだは歩いてやってたもんです。 (大社参りを)

は,出雲奥地での二例である. - 「-・-ノでヤス」とともに「へ・ノでヤース」

もおこなわれている. (「ヤース」が「ヤエシロ〕」に近く聞こえもするo)県

下,石見東北部内でも,

○ユー,ソ-デ　ヤンショー。

などの言いかたが聞かれる。県下に, 「ヤンス」の「アンス」もあるか。 「でヤ

ソス」の「ジャンス」となったものも,石見東北部内にあるらしい。石見にま
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た, 「ダンス」もあるのか。

四　四国地方の「ヤンス,ヤス」

四国は,問題の事象のごくよわい所である。

愛媛県下については,今,言うべきことがない.

「高知県香美郡美良布町」 (『全国方言資料』第5巻)での,

mヤー　エライ　　イ-　マダニ　ヒヤイ　コトデヤンスノ-シ

ああ　ずいぶん　　　　まだ　　寒い　　ことでございますね。

ほ,問題の「ヤンス」を見せているものなのかどうか.脚注には, 〔de盃S〕と

ある。 (偶然的にもせよ, 「ヤソス」などの言いかたは,諸方におこりうるので

はないか。)

徳島県下,祖谷に「ヤス」があるのか。金沢治氏は,その『阿波言葉の辞典』

の中で,

ニガル〔動五〕祖谷の特別の古語　困ること　雨デニガリヤシタナ〔雨天

で困りましたネ〕

と記述していられる。氏の直話によれば, r=ガリヤシタo」は, "こまったこ

とを言うのだが,ただのこまったというのよりもニュアンスがちがう。"との

ことである。-「日でりがつづいて,田地が荒れて,こまったo」などである

という。金沢治氏はなお, 「阿波美馬郡方言語嚢」 (『方言』第四巻第二号)で,

(甲)アンタ-オグワイガオワルイトイフ-ナシジヤガドゥデヤツソ。

と記述していられる。 「デヤツソ」は, 「でヤス　ゾ」か。

香川県下に関しては,今,県東部内の,

○ナンテ言ス　ワィ。 -　。

なんですよ。　　。

などの言いかたをとり出すことができるばかりである。

四国内では, 「ヤンス,ヤス」ことばは,今日,限られた土地のうちに,-

しかも古老に,わずかに兄いだされるありさまか。
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五　近畿地方の「ヤソス,ヤス」

中国も広島県下などには, 「/-)ヤンス,ヤス」丁寧表現法の,そうとうに

さかんなものが見られた。中国地方は,広島県下・山口県下を主体として,普

ずは広い範囲に, 「ヤンス,ヤス」ことばの,ものそのものは見せ得ている。

これに対して四国地方は,一般的には, 「ヤンス,ヤス」ことばをほとんど見

せていないのに近い。

近畿はどういう状況であるか。

兵庫県下には, 「ヤンス」または「ヤス」の形の明らかな言いかたは,だい

たい,おこなわれていない。ところで,中島貞一郎氏『但馬方言』 (但馬五郡

聯合教育会　昭和6年3月)に見える, 「あげよう」に対する「あげんしよう」

は, 「あげヤンショ-」であるかどうか。

大阪府下となって,問題の事象がある。大阪の棋垣実氏『船場言葉』 (近畿

方言学会　昭和30年9月)には,

コレカラオイオ才オサ五一ナリヤス耳ヵイニ(これから追々とお寒くなり

ますから)終止形。

などの言いかたが見える。谷崎潤一郎氏の『細雪　上』 (中央公論社　昭和21

年6月)からは,

そのうち貞之助も戻って釆やすさかいに,ゆっくり晩の御飯でもたべて行

っとくれやす。

というような会話例を引用することができる。 「′-＼一ヤスサカイニ」は,一つ

の慣用の言いかたになっていよう。これが「ヤッサカイニ」ともなっている。

『全国方言資料』第4巻の「大阪府大阪市」から「ヤス」例をひくならば,

fアタシラ　　　イツモ　イツモナ-　ヤカタデ　イキヤスノヤケドナ-

わたしたちは　　　　　いつもね　　屋形船で　行くんですけれどもね。

などがある。 -「ヤス」の「ヤフ」となっている例も見える。私が大阪府南

河内郡内でとらえ得た例は,
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〇才- , メ-テヤス　ワ.

いえ,見えてますよ。

(「ヤス　ワ」が「ヤッ　サ」ともなる。)

○ソ-デヤス　カ。~テ二ダッ　カ。
ヽJ

そうですか。そうですか。　　(老男-藤原)

などである。この地で,

○ゴッティ エー　カゴヤシク　ワ。

じょうぶないいかごでしたよ。　　(老男-藤原)

のような言いかたも聞かれた。 r-でヤシタ」からの「′一-一ヤシタ」がある。

岸和田市朝陽国民学校の『岸和田市を中心とする方言集抄』 (自家版　昭和16

年8月)に見える,

キイタラ,キクホド,ア-レナ話ヤスナア。
l、ー.

という「話ヤス」も, 「話でヤス」に関係の深い言いかたか。体言に「ヤス」

が直抗しているものは, 「体言+ダス」を思わせやすいけれども,それは文法

上でのことであって, 「ヤス」そのものは, 「ダス」からではなく「でヤス」か

らきているか。

さきに「第四節　ダス」の「五　近証の『ダス』」の中では, 「ダス」に対

応する「ヤス」との言いかたをしている　(P.452)

棋垣実氏の「貝塚市の方言」 (『貝塚市史』第二巻)には,
とこ▼ ▼　°

むさい所やすけと上っちょくなあれ

(むさ苦しい所ですけれど上って下さい)

これは,蕎原あたりでは老人が

そうでやす　　　これじゃすけど

などと使うものだから,

デヤス-ジャス-ヤス
ヽJ

と変化したことが判る。このヤスは「あります」 「ございます」に対応す

るもので, 「でやす」は「です」と対応する。



am

とあるo (九州内に見えた「ジャス」-がここにも見えるのは,興味ぶかい.-

しぜんにおこりうる変化ということであろう。)

大阪府下に, 「.-、-ノヤス」丁寧表現法はあっても, 「′一、一ヤンス」丁寧表現法

はおこなわれていないのが注目される。

和歌山県下となると, 「(一ヤンス」丁寧表現法がある。 『和歌山県方言』

には,日高郡の「イキヤンショウ」(行きませう), 「シャンシヨラ」 (しませ

ラ) 「マイリヤンシヨラ」 (参りませう)などの言いかたが見える。(他書にも同

種のものが見える。) 『南紀土俗資料』にも, 「いきやんしよら」 (行きませう)

などが見える。 『和歌山県方言』では,県北部内にも「カイチャンシヨ」 (貸し

てあげます)などがあるのを見ることができる。なお,同書では,県北の那賀

郡の「メ、ルンヤス」 (します)を見ることができる。

紀州の, 「ヤソス」系かと見られる「デンス」に関しては,すでに述べた。

(P.425)

奈良県下となるとまた, 「ヤンス」ことばは見ることができなくて「ヤス」

が見られる。ただし,それも,今の私には,一つの「十津川ことば」例があげ

られるばかりである。

○ソ有ス　カブラO

そうですかねえ。

というのを聞き得ている。吉野郡東部内の川上村での一週間調査のさいは,ど

のような「ヤソス,ヤス」ことばも聞くことができなかった。 「オイシ　ア

貢.」 (おいしゅうござんすo)などと, 「アス」がよく聞かれたが,これは, 「ヤ

ス」には無縁の「ゴアス」関係のものであろう。

三重県下,伊賀内での一週間調査のさいにも,どのような「ヤソス,ヤス」

ことばも聞かれなかった。 -「来させて」は, 「キラシテ」相当の「キヤシ

テ」になってもいるが。

三重県伊勢に,丁寧の「ヤス」や「ヤンス」があるのかどうか,定かでない。

京都弁には,
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一ノ

〇三二二ミ　ヵ青　石ヤシタ　デ-o

ゆうべ,蚊がいました?

などと, 「ヤス」丁寧表現法がおこなわれている。しかし,丹後をはじめとし

て,府下に「′一-一ヤンス,ヤス」丁寧表現法がどのくらいおこなわれているか,

明らかでない。

滋賀県下では, 「ヤンス,ヤス」丁寧表現法が,さほどには見られないか。

前著『方言敬語法の研究』のP.587で, 「近畿では, 『′-＼ノヤス』の丁寧

表現法がさかんであり,」と述べたところは, 「近畿には, 『′-)ヤス』の

丁寧表現法のさかんなものがあり,」としたい。

六　中部地方の「ヤソス,ヤス」

北陸から見ていく。

福井県下の若狭の,おもには老年層に, 「′一-・ノヤソス」丁寧表現法がおこな

われている。小浜湾岸で,

○オマェイトコノ イネァ　メッソ-　ヨ-　デケヤンシタ　ノー。

あんたとこの稲は,たいへんよくできましたねえ。　(老男)

などと言っている。老女の言には,

○き3=う　山へ　才寺~タラ,ヤット　サラー オッリャンヒタ　ンノ。

きょう山へ行ったら, "たくさんさるがおりましたよ"。

などが聞かれる。

『福井県方言』には,

ホヤスカイ　左様ですか　　全(福井)

との言いかたが兄いだされる。

石川県下は, 「(・一ヤソス,ヤス」丁寧表現法を見せることがほとんどなさ

そうである。ところで,愛宕八郎康隆氏によれば,能登東北部内には,

○ガニ　ヂャソス。 (蟹です。)

などの言いかたがなされているという。 「ヂャンス」は「でヤソス」か。 「で
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ヤンス」的かとも見た「デンス」のことは,すでに述べた(P.426)

『富山県方言』には,
0　0　0

0ぢゃす〔そ-ぢゃす〕 (さうです)

というのが見え,
o  o  o

Oであす〔そ-であす〕 (さうです)

というのも見える。また,
CI  0

Oやす〔ないがやす〕 (無いのです)

というのも見られる。県下話地についての私の調査経験では,丁寧の「ヤンス」

や「ヤス」の言いかたがとらえられていない。

新潟県下では,越後西南部に関する『頚城方言集』に, 「ありやんした」 (あ

りました)などが兄いだされる。県南隅の豪雪地域,秋山郷では,

○ツメ万テルコトモ　アッ下モ　ソソゲンコタ-　T㌻タニ　青二デヤス。

爪で引掻くことも　あるけれども　そんなことは　めったに　ないの

で　ございますO

などの言いかたをしているという。 (押見虎三二氏の教示による。)越後の広域

に「(一ヤンス,ヤス」丁寧表現法が聞かれず,北部になってこれが聞かれる。

新発田市域内の一例は,

○トンず　シ〔i〕ンスイ　カケ亨シロ〕テ。オ-キ〔i]ニ〔i〕スヤO

とんだご心配をおかけしまして。おおきにどうも。

である。村上市方面にも, 「ゴザリャンス」などの言いかたが聞かれる(P.

197)

渋谷玲子氏は, 「三光方言の待遇表現」 (『国文学会誌』五号　昭和36年3月)

で,新潟県新発田市三光方言について, 「-ンス」の記述をしていられる。 「終

止形」のはあいとしては,

オ顧申シ三ヱ旦　<老男-神>

というのがあげられている。 「-ンス」は「ヤンス」に相当するものであろう

か。



第二章　丁寧法助動詞による丁寧表現法　　477

なお, 『伝承文芸』第三号をうず埼ている『岩船地方昔話集』には,

話したであんす。

などの言いかたが見え,また,

そうゆったであすネ,

などの言いかたも見えている。

佐渡については,天沢坦氏の「佐渡昔語」 (『昔話研究』第十七号　昭和11年

9月)から,

-イおりやんすおりやんす

というのをひくことができる。

さて南に転じ　岐阜県下となって飛騨では, 「岐阜県吉城郡古川町黒内」(『全

国方言資料』第3巻)に,

m-ッ　アリガテヤソス

はい,ありがとうございます。

mアッ　アリガトヤス　　　　　　マー

ああ,ありがとうございます,まあ。

などが見える.美濃にも,巨.-、一ヤス」丁寧表現法がおこなわれている。北部

での一例は,

○アす言-　ツ手首シテ　キヤシタ。

あれはつれ子をしてきました。

である。 (ここでは,羊の種の「ヤス」ことばを, "これは飛騨のほうのことば

がはいってきたのだと思うoHと言う人があった. 「イキ亨シタ」が「イ青首シ

タ」にもなっている。) 「ヤンス」は,美濃におこなわれているのかどうか。

愛知県下の尾張にも, 「-ヤス」丁寧表現法が認められるo名古屋弁の一

例は,

○ユ丁デモ　ミキニス　ダモンテモ。

ゆbt)でも見ますものねO

である。尾張西部の一例は,
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0クマニワ　標準語を　ツカイ亨シテ。

たまには標準語をつかいまして。 (母おやが,その小さな男の子のこ

とを説明する。)

である。鈴木規夫氏『南知多方言集』 (土俗趣味社　昭和8年9月)には,

今日はいゝ天気です　　今日ワニ-天気デヤス(男)

というのが見えるo三河,渥美半島内の調査で, 「--　日ニ　ナリヤシタ。」

などの言いかたをたずねたけれども, 「ナリヤシタ」は言わぬ,との答えがあ

一->7C。

長野県下は, 「′′-＼一ヤンス,ヤス」丁寧表現法をよく見せている。青木千代

吉氏は, 『信州方言読本　語法篇』で, 「ヤス」について,

この語は,江戸時代前期から上方言葉として盛んに用いられ,後期江戸語

としても大変勢力のあった語で,これが信州一帯に伝えられて,今も伊

那・木曽を除いて諸方に用いられていますが,明治以後東京ではもう「ま

す」のみが普通に用いられるようになっているのに,信州では昔の「やす」

を盛んに用いているのであります。 「やす」の行われる前記の諸地域では,

あらゆる動詞の連用形に適って,丁寧語としての表現の役を担って屠りま

す。

と述べていられる。また,

もともと, 「やす」という語は「やんす」という語から変形して出きたも

のでありました。で, 「やす」を用いる地方の古老の方などの語を注意し

て聞いていると,稀に,この「やんす」が聞かれることがあります。

ともある。南佐久郡下の「ヤス」例をあげるならば,

○オーブリデヤシタ。

(雨のたくさん降った時のあいさつ)

などがある。 『信州上田附近方言集』にも, 「シャス」 (致します)などが見え

ている。佐伯隆治氏は, 「信州北部方言語法　上」 (『国語研究』第十巻第七号)

で,
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稀には「ヤンス」といふ人もある。

雨が降りヤンシテ困リヤス。

としるしていられる。

山梨県下にも,問題の「ヤス」がある。 (「ヤンス」は見られないのか。)輿

西南部内での一例は,

○イッテ　キ青シタO

行ってきました。

である。 (-ただし,人は,これを昔のことばと言っていた。) 『奈良田の方

言』の中の深沢正志氏「奈良田方言語桑」の中には,

おしつまりやした　　大晦日の挨拶。

というのなどが見える。

静岡県下では, 『静岡県方言辞典』に, 「さうでやんす」 「さうでやす」が見

え, 『静岡県島田方言誌』には,

イキャース　　　いきます　　　行きます

イキャー-ソ　　いきません　　行きません

が見える。私の,御前崎方面での調査のさいには, 「ヤソス,ヤス」が出てこ

なかった。柳田国男先生の『毎日の言葉』の「あいさつの言葉」の条には,

オバンニナリヤシタ　　静岡県一部

との記事が見える。

七　関東地方の「ヤソス,ヤス」

神奈川県下については,言うべきものがない。

東京都に関しては, 『東京方言集』の二例を引用することができる。

ぢゃ,お顔ん申しやす

いやようがす先生のお顔を立てやせう

『全国方言資料』第2巻の「東京都」の条には,
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∽エ　オタクエ　アノ　ナニガ　アリアスカー

お宅に　　　　　あれが　ありますか。

というのが出ている。 「アス」は, 「ヤス」に相当するものか。本文には,

〔anJ云ska-]との音声記号が注記されている。 -ものは「ヤンス」に関連も

していることを思まっせるo

千葉県下には,言うべきものがない。

埼玉県下に,本題の事象がある。池ノ内好次郎氏は, 「東武地方の方言」 (『言

語生活』第九十号　昭和34年3月)で,
ヽ　ヽ　ヽ　ヽ　ヽ　ヽ　ヽ

そうでありますとかそうですというのを,ソ-デヤンスということが多

い。

と述べていられる。東部の幸手町で私がとりあげ得た実例は,

○ワ貢リャソシタ。

わかりました。

○7-デヤソス　貢-0

"そうですね。"

などである。 「ヤンス」はだんだんに,おこなわれなくなってきているようで

ある。なお,この地で私は,老男から,

○アリ青シタ。

ありました。

などの「ヤス」ことばも聞くことができた。幸手から出て,近くの茨城県五霞

村にはいってみた時も,そこの老男が,

○タク耳丁三　ミ育　デ青スカラ, ・・・・・--0

たくさんに実が出ますから, ・--・-0

などと言ってもいた。県下西部の秩父地方には,問題の事象があまり見られな

いか。前年の一日,自動車の便を得て秩父の東西をかけめぐった時は, 「′′~＼一

ヤンス,ヤス」丁寧表現法を聞くことができなかった。

大久保忠国氏の「埼玉方言の語法」 (『ニ--スクール』 7)には,
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「ます」の代りにヤスを使う所は全県まばらにあって,どの郡にも及ん

でいる。活用のしかたは「ます」に似ていて,ヤショー・ヤセソ・ヤシ

タ・ヤス・ヤストキ・ヤスレバ(又はヤセ/ミ・ヤスリャ-・ヤシャ一等)・

ヤシ。ヤスの代りにヤンスを使う所もある。北埼・南埼・北蔦の東部三郡

では,むしろこの方が多いかと思われる。その他北足・秩父・児玉等にも

ヤスと入り握って行われる。活用のしかたはヤスと同様らしい。

との記述が見える。ここに「ヤス」ことばのとりあげられているのが注目され

る。なお,氏によっては,秩父地方もとりあげられている。

群馬県下には, 「へノヤンス」丁寧表現法が認められる.まばらながらも,

東西にありうるのではなかろうか。西北山地の吾妻郡でも, 「アリヤンス　ヨ。」

などの言いかたがおこなわれているようであるO東南部域には, 「′(、一アンス」

もあるらしい。 『万場の方言』には,

さうデンス(さうです)

というのが見える。 (「デンス」の言いかたは,すでにP.431で指摘した。)輿

下に「ヤス」ことばがないらしいのが, -特色とされようか。

栃木県下では, 「ヤンス(アンス)」 「ヤス(アス)」がよくおこなわれている。

県東南部の例をひくならば,

○ナカナカ　カすす亨スカラ　テ-0

なかなか費用がかかりますからねえ。

○喜一ケニ　アリ青-=シタカラ。

(樽の木が)大きかったですから。 (それを用材にしたという話し)

などがある。これらは,土地の老男が,共通語で私に話しをしようとして表現

したことばづかいである。県東北部,那須郡の一例は,

mイロイロ　オセワサマソ　ナリヤス

いろいろ　お世話さまに　なります。

である。 (『全国方言資料』第2巻「栃木県那須郡黒羽町」)宇都宮市域で聞き

とめたものには,
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0ヤッテ　ミ亨フショ。

やってみましょう。

○イギ亨フショ。

行きましょう。

などがある。人は,これらに, "男でもいくらか言う。"とか, "教育程度の低

い人が言う。"とかの説明を加えた。

茨城県下でも,広くに「ヤソス(アンス)」「ヤース」「ヤス(アス)」などが

おこなわれている。県北の「ヤンス」例は,

○ダ天~妄~　コトニ　シ亨フショーO

たべることにしましょう。

○~テ二　シ亨17スペ-a

そうしましょう。

○オパソ　ナリャンシタ。

(夕方のあいさつ)

などである。田口美雄氏の「茨城方言語法二三の考察」 (『方言研究』第十輯)

には,

ソ-ジャンス(さうでございます)

との記事が見える。 「でヤンス」が「ジャンス」になっている。県下には, 「ヤ

ース」の言いかたもかなりよく兄いだされるか。田口氏の上記論文にち, 「否

定形」の,

アリャ一首ン(有りません)

辛, 「推量形」の,

アリャ一石~・アリャ-ン蝣>3 (有りませう)

などが見える。 『全国方言資料』第2巻の「茨城県新治郡葦種村」ーの条にも,

fアリャ-シタトモ

ありましたとも。

などがある。 『茨城県方言の考察』には,
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ソ-デァ-ス　　さうでございます

との記述があり, 「アース」が注目される。県下北辺での,私の一週間調査で

は, 「ヤンス」 「アンス」が聞かれて, 「ヤス」の言いかたは聞かれなかった。

○ソ-　デァンス　ニー。

そうですねえ。

は, 「アンス」の一例である. -老年層のものとされていた。ちなみに,長

塚節の作品『土』には, 「アンス」ことばが多く見られる。なお, 「ヤス」こと

ばとしうるものもあるか。

わし居なくでも成つちや子奴等仕やうがあせんから,

などとある。 「あせん」は「ありヤセん」か。 『全国方言資料』第2巻の「茨城

県新治郡葦穂村」の条から「ヤス」 「アス」の例をひくならば,

fト-シ　　　　デヤシタヨ

しょっちゅう　出ましたよ。

′オソッチグ　ナリァシタ

お涼しく　　なりました。

などがある。永田吉太郎氏の「助動詞の記載について」 (『土の香』創刊五周年

記念)には,

ユンス　　三つを九十銭でやっておきえんしヨ。 (茨城県東城郡吉田)

との記事が見える。 「-ンス」は, 「ヤンス」に相当するものであろうか。 「え

んしヨ」は, 「ヤンショ」に相当するものであろう。県北,多賀郡下で私が聞

き得たものには,

○ソ-ユー　ワゲデンス　カー。

そういうわけですか(でござんすか)0

がある。 「デンス」の「デ」の下には, 「ア」がすこしくひびくかのようでもあ

ったが,ひびかないのもたしかに聞かれた。県北辺の調査でも,老年層の,
_　-　　ノ

○ソ-デンス　カ。

を聞き得ている。ここでは,同時に「7-デ亨ラス。」も聞かれ, 「ソ-デ717
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貫　首-.」というのも聞かれた。関英馬氏が,茨力釦こついて, 「敬語と普通語」

(『民間伝承』第二十巻第二号　昭和31年2月)で述べていられるところには,

大人同志の会話においても,相手が目上の場合には,勿論,前に述べた

敬語のだっペも使われますが,大抵の場合は,そうでェんすべェと云う云

い方が使われます。

の記事が見える。 -「でェんす」がある。栃木・茨城の「デーンス」 「デン

ス」のことは, P.431でも述べた。

大橋勝男氏の『関東地方域方言事象分布地図』第二巻<表現法篇> (桜楓社

昭和51年2月)のMap66では, 「ありANSU」の,茨城栃木方面にいちじる

しく分布するのを見ることができる`。 (「ありASU」も「ありYANSUJ 「あ

りYASU」もそこに見られる。)加えてMap67では, 「すみANSEん」の,

茨城栃木方面にいちじるしく分布するのを見ることができる。 (「すみASEん」

もそこにかなり見られ,また, 「すみYANSEん」「すみYASEん」もいくら

か見られる。)

八　東北地方・北海道地方の「ヤソス,ヤス」

福島県下には, 「(-ヤンス,ヤス」丁寧表現法のかなりさかんなものがあ

るo関東東北部地方に「′-＼一ヤンス,ヤス」丁寧表現法がさかんであるのがけ

っして偶然ではないことが,ここに知られよう。 (福島県下は,しばしば,莱

城・栃木両県方面の状況によくつながるものを示す。)飯豊毅-氏は, 「福島県

方言における対者尊敬表現について」 (『国語学』59)の中で, 「-ギヤス」 「デ

ヤス」の図をかかげていられる。 「-ギヤス」の図では,これを「稀に使う」

所が示されており,このはあい,県東部は空白である。 「デヤス」の図では,

「デゴゼーヤス」や「デヤス」が,おおよそ全般に見わたされる。以上のかぎ

りでは,県下に「ヤス」ことばがつよいと言えよう。県東北部で私が聞きとめ

ている「ヤス」例は,
ノ

○ク〔ii〕サ　ム〔ii〕シ〔i〕ッテヤシ〔i〕タ-0
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草をむしってるところです。

○オバンガタニ〔i〕ナリャ-シ〔i〕タO

(夕方訪問のあいさつ。おばんがたになりました。)

などである. 「ヤス」ことばは, 「ヤース」の形でおこなわれてもいる.当地域

では,むしろ長呼形のほうが多く用いられているか。 「アース」にもなってい

る。

○ベラて甘丁ニ〔 i 〕 ナニ〔i〕モ　シ〔りテァーセン。

ベつに何もしていません。

などと言う。県東北部に,じつは, 「アンス」も兄いだされる。 『全国方言資

料』第1巻の「福島県相馬郡石神村」の条には,

fカニッテ　--　オセワサマニ　ナリアンス　--

かえって　　　　お世話さまに　なります。

とある。さて,県西北部(会津北部)にも, 「ヤンス」「アンス」が兄いだされ

る。 『全国方言資料』第1巻の「福島県河沼郡勝常村」から例をひくならば,

′ア-　イロイロ　マ-　キリッコ　カェサ　イッテキヤンシタ　コメラノ

ああ　いろいろ　まあ　布地を　　買いに　行ってきました,　こどもた

EaS--ニこ

ちの　まあ。

mマ-　オチカラオドシデ　オザイアンス

まあ　お力落しのことで　ございますね。

などがある。私は,会津北辺で,

○テ-　ゴッラ言フ　ナイ亨ラスLu]c

これはごちそうになります。 (菓子をたべる。)　(老女)

などの例を得ている。この地で得ている「ヤス」例は,

○オバン　ナィヤシ〔i]タ。

おばんになりました。

などである。東西を問わず県下に, 「ゴザ1)(イ)ヤス」 「ゴザリャ-ス」の言い
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かたも聞かれる。 「オザリ(イ)ヤス」の慣用語法もある。ここに,槍枝岐の

「ヤス」ことばを引用しよう。菅野宏氏の「槍枝峡の方言」 (『方言と文化』)に

は,
ヨ

ア,ゴッツオ　デヤシタ。アンマl)呼/ミt,タシ,オレモイッテミザラこ。

とある。なお, 「ヤス」ことばの分布に関しては,本堂寛氏の「地方特有語に

っいての言語地理学的一考察」 (『文化』第二十一巻第四号　昭和32年7月)に

ち,その調査結果が見えていることをしるしておきたい.ところで,氏によれ

ば,会津盆地の大沼郡には分布がない。興味ぶかいことに,古く大正12年刊の

『大沼郡誌』には,
0

帰ります-か-りやす。
CI

食ひます-くひやす。

「西部地方」

との記事が見えるという。 (大田栄太郎氏の『福島県方言』による。) 『福島県

方言辞典』には,

づなえ大根デァスなえ。そうデァスとも。

とあり, 「デァス」が見える。同辞典にまた, 「売れアスがえo (売れマスかね)

こごに居りヤスぞし。 (ここに居りマスよ)」なども見えるO 「ヤンス」も見え

る。)

宮城県下でも, 「′-ノヤス」丁寧表現法がかなりよくおこなわれているらし

い。松島湾岸の例は,

○下二首　オイデナス〔ii〕ッテ　ィタダキ〔kci〕ヤス〔也〕。

以後も,どうか私のうち-おいでなさっていただきますo

(老男-藤原)

などである.ここでは「ヤ刈ことばが聞かれ,「オ喜㌻テ　ォす㌃ニス〔ti〕」

(思っております)などの長呼の言いかたも聞かれたが, 「ヤソス一日二とばは聞

かれなかった。しかし, 『全国方言資料』第1巻の「宮城県宮城郡根自石村」の

条には,
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fオンツァンエサ　デ　　　ミンナステ　イガンネ-カラ　ヒトリダリ　ヒ

おじさんの家に　だから　みんなでは　行かれないから,ひとりなり　ふ

クリダT)　ヤリヤンスッカラ　ンデ　　-コックラバ

たりなり　やりますから,　　それで　よろしかったら。

などとある。 『仙台の方言』にも,

「どっちのお娘であらんすべまづ, おばやお供にしてくならくならおんな

んした」 (どちらのお嬢さんでせう,ばあやをお供にしてしゃなりしゃな

りおいでなさるよ)

などと見える。-この「あらんす」は, 「アリヤンス」だろうか.宮城県下

になお, 「ヤス」に撰する「エス」もあるらしいことを付記しておきたい。

さて,山形県下では「アンス」「ヤンス」 (「ヤイス」も)が見られ,かつ,

「ヤス」 「アス」も見られる。斎藤義七郎氏は, 『方言学講座』第二巻の「宮城・

山形」の条で,

中流婦人にでありますをデアンスというものも僅かにある。

と述べていられる。 「アンス」 「ヤソス」は,庄内地方を除いた地域に見られが

ちのものであろうか。新庄弁では,

○オバンデ　ゴザl)ヤンス〔ii〕。

おほんでございます。

○オ-≡-　ゴザリヤンス〔ii〕.

お早うございます。

などと言っている. 「ヤイス_白も　やはり最上郡に見られるよし, 『山形県方言

集』に見える。 「ヤス」ことばもやはり, 「アンス」「ヤンス」の地域内-そ

の南北-に見られるか。 「ヤス」の打消形は, 「ヤ-ん」ともある。

秋田県下には, 「アンス」が広くおこなわれており, 「アス」もまたそうであ

る。 (ただし,そのおこなわれる年層は,古いほうに片よっていよう。)かつて

私が秋田市で調査したおりも, 「ヤソス」はないと答える人があった。 『秋田
∠＼ △　　△△△　　△△△△

方言』には, 「だす」 「であす」 「であんす」が見える。 (湯沢幸吉郎氏の先
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掲書にも, 「デアンス」などの記事が見える　P.456)同書で,平鹿郡のこと

として,

しらねぁんす　　知りません。

との言いかたをしるしているのは,一つ,注目にあたいする。 「アンス」が上

につづくつづきかたが注意されるo嘆田警音韻及口語法』には, 「ソレガヨ

クナイ∠_王旦」の意の,

ソレガエグネァデァス

が見える。 -同書に, 「/-)デアンス」も見えている。北条忠雄氏は, "秋田

の会話"について,
0

「お早うございますが」オ-ヨウアンスとなっていますが,これはオ-ヨ

ウアリ申スから来たものらしく-　。

と述べていられる。 (『方言と文化』)ともあれ, 「アンス」は, 「ヤンス」類縁

のものとすることができる。北条氏の『方言学講座』第二巻「秋田」でのご記

述には, 「戻りません」の言いかたとして,花輪町の「モドラネァソシ」,秋田
、、ヽ_

市の「モドラナァガンシ」,本荘市の「モドリァ-ン」があげられている。秋
)　　　　　　　　　　　　　　　　　、、_ノ

田県西南部内の「アンス」例は,
__・・・・く

○ソソデ　ゴソザすラフスlii〕カ-0

そうでございますか。

などである。県東北隅の鹿角郡方面には, 「ヤソス」形がおこなわれてもいる

という。 (『秋田方言』など)

県南,横手弁では,

○ンずラス〔ii〕

そうですなO (あいづちをうつ。)
_t. t

oコ-ダラス〔ii〕ベ-0

こうでしょう?

○-リ〔i〕シ〔i ゴト　シ〔i]テアラス〔ii〕。

針しごとをしております。
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などと言っている。 -=自分より目上の人または同等の人に言う。"とのこと

である。県のほぼ中部の,東寄りの広い地域にも, 「ダンス」ことばが兄いだ

されるようである。田沢湖近辺の例は,

○ソ一才ラス〔ii〕カ.

そうですか。

などである. 「すラス」は, 「でヤンス」のつづまったものであろう。田沢湖

へんで私は, 「でヤンス」や「ヤンス」 「ヤス」は聞き得ていないが, 「ダンス」

例はいくつも聞いている。今村義孝氏編の『秋田むがしご』 (未来社　昭和34

年9月)にも,
(です)

川の中　だんす。

などの言いかたが見える。

岩手県下では, 「アンス(ァンス)」ことばが,全県的にさかんである。 「タ

ンス」 「ダニンス」の形も見られる. 「アス」もまた,全県下にさかんなよ

うである。-その用法は,まったく「ます」相当でもあるO 「ヤンス」もま

た,県下に広くおこなわれている。 「ヤス」ことばも,県下の南北に兄いださ

SHa!
_一一.・ t

oソーン亨　アンス〔ii〕.

そうです。

紘,花巻市の一例である。

○ドン-ゾ オネガイシ〔i〕亭~ブスlii〕。

は,盛岡市南方での一例である。県東北部域での二例は,

○イッテ　青寺~ラス〔ii〕.

行ってきます。

○サテッ〔ti〕すfT丁ニ〔i〕モ　モッテ言イデァンス　デー.コす丁二。

沢釣りにももってこいですねえ。この釣り竿は。

である。 (「ご主人はいらっしゃいますか。」との問い-の返事は「イ耳ンシ〔i]

タ。」である。)東北部内で聞かれる「ヤス」ことばは,
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oサ青首天　ア万　ゴッテヤス〔ii〕ガC

さがせばあることですが。

などである。同地方で,

○アンテ　ラ~臼ローニ　テ㌻テス〔ii〕ケド。

あんなふうになってますけど。

などというのも聞かれる。 「テス」は, 「てイヤス」か。県下に, 「ヤス」相当

の「エス」も聞かれる。

○--,ソ-ユ〔ti〕-　ゴドモ ' i　　.　1　蝣・　　　　、

ええ,そういうこともありましたよ。

紘,県南,水沢のことばである。県東北部で私は, 「デヤンス」相当の「ジャ

ンス」を聞くことができた。

○了-　ジャンス〔ii〕テ-.

そうでヤンスなあ。

などと言っている。 『岩手方言の語乗』には, 「旧南部領」の部に,

ソソダンス　　そうですよ

が見える。 『東北方言集』にも,

そだあんす〔連〕さ里与です「岩中」

との記事があり,高橋藤作氏の『西和賀方言之研究』にも,

デスは,ダンス　ソーダンス

の記事が見える。八重樫真氏の『岩手県釜石町方言誌』 (千葉市川町日本民俗

研究会　昭和7年3月)には,つぎの記事が見える。

行ッテアンス(行きました)

行ッテアンセ(行きなさい)

はテアが縮まって, 「行ッタンシ」, 「行ッタソセ」となる。

私が東北部内で聞き得たものに, 「ダンス」相当の「ドンス」がある。
容!

oオデァッタ下ンス〔凸〕カー。

いらっしゃいましたですか。
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などと言っている。最後に,承接上,問題視されるものをあげれば,岩手県西

南隅に位する和賀郡のうちに,
コ

マセンは　ネァンす　釆ネァンす

などの言いかたがある。 (『西和賀方言之研究』)

盛岡市南方の例なら,

○オラ　ヵ亨ヤンス。

わしはたべません。

というのがある。

『昔話研究』第三号(昭和10年7月)の岩手県和賀郡更木村新田の話し, 「お

月お星はなし」 (平野直氏「南部昔話抄(-)」)には,
ばあ　　　　　　　　　　え

祖母なし,祖母なし。おれ家のお月,お星コアきてるアんすか

との言いかたが見えている。

さて,べつに,岩手県下にも,問題視すべき「デーンス」のあることは,

P.434で述べた。 (栃木・茨城でと同様である。)

岩手県下につづく青森県東南部では,岩手県下でに類して, 「ヤンス(アン

ス)」「ヤス(アス)」がよくおこなわれている。

・　蝣-　蝣　・　　蝣・　ii　:・・　　　ii　　　　、

きょうは"さむいですな"。

は,八戸市での一例である。県東南辺での実例は,

○ソ-I/デ　アリャンス〔ii〕。

‖そうであります。"

〇三十歳を　コシ〔i]テ亭ラス〔ti〕天　テシ〔i〕。

三十歳を越していましょうねえ。

○オモシ〔i]ワゲ　アリャンセンドモ 芽ネガイ　シ〔i〕亨ラス〔ii〕。

お申.Lわけありませんけれどお願いしますo

などである。県東南部地方に, 「アンス」もよくおこなわれている。しかも'

「ヤス」 「アス」もあり, 「青森県三戸郡五戸町」 (『全国方言資料』第1巻)に
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ち,

m-イ　マイド　アリガトアス

はい,毎度　　ありがとうございます。

ワ-　　　アレ　イマ　ターサ　イッテ　クルトコダニ

わたしは　はら　いま　田-　　行って　くるところです。

などとある。

青森県津軽は, 「ヤンス,ヤス」ことばをあまり見せない土地か。ところで,

『方言』第五巻第二号の「津軽方言の語法」の条には,

ウンド-カタガダ,マヅミネ, -ゲショー

(運動がてら,町を見に,行きませう)

とあるO 「ェゲショ-」は, 「行ぎヤショー」ででもあるか。よくはわからない。

なお, 『言語生活』第五号(昭和27年2月)の「方言をめぐって」の座談記事

にほ,此島正年氏の,

南部系にはイキャンシタが多い。津軽はイギャシタですね。

とのおことばが見える。

東北地方は,福島県下以北青森県内まで,広くに「ヤンス(アンス)」 「ヤス

(アス)」ことばの丁寧表現法が認められる。 「(一ヤンス,ヤス」表現法に関

しては,九州南部地域に主として尊敬表現法が兄いだされ,この東北地方には,

つよい丁寧表現法が兄いだされる。顛著な対照と見られるものである。 (東北

地方の「-ヤンス,ヤス」丁寧表現法に関しては, 『方言敬語法の研究』の

P.590-P.592で,いくらか述べるところがあった。)

北海道地方には, 「-ノヤソス,ヤス」丁寧表現法のいちじるしいおこなわ

れかたは,さほど見られないのではなかろうか。今は,柴田武氏編『お国こと

ばのユーモア』に寄稿された佐藤誠氏の「北海道江差」のことば,

あんれ,あんれ。なして怒ってるだんす。
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を引用しうるばかりである。 -この「だんす」は, 「でヤンス」であろうか。.

こういうことからすると,北海道内にも, 「ヤンス」ことばなどが,だんだ

んに兄いだされるのかもしれない,と思われもする。

九　むすび

相手に向かって「(一ヤンセ」と言うのは,尊敬の表現法である。本節では,

命令表現などにはならない「ヤンス,ヤス」ことばを見てきた。茨城栃木二県

以北の,広い東国地方に, 「′-一ヤンス,ヤス」丁寧表現法のおこなわれてい

るのは,巨--ヤンス,ヤス」尊敬表現法の丁寧表現法化の実情をよく示すも

のである。今日,待遇表現上のいわゆる敬語が, 「マス」 「デス」の言いかたを

主流ともしているのを見るにつけても, 「′--ヤンス,ヤス」の,尊敬表現法

から丁寧表現法-の転移は,もっともしぜんのことであったろうと想察されるO

ここに, 「′＼ノヤンス,ヤス」表現法の丁寧表現法化の事実について,一つ

の考察を加えておきたい。 「ヤンス,ヤス」の本源である「ヤル」は,もとも

と「ある」動詞であるo 「′-一一ヤル」は尊敬表現法であった.だのに, 「′′-ノヤ

ル」にやがて「マス」が累加されて, 「(一ヤンス,ヤス」の言いかたがおこ

なわれるようになると,これがやがて丁寧表現法になったというのであるから,

「ヤンス,ヤス」の表現機能重点は, 「ヤル」の部分から「マス」の部分に下垂

したと考えることができる。すなわち, 「ヤンス,ヤス」ことばは, 「ヤル」本

位のことばづかいから「マス」本位のことばづかいに転移していったと見られ

る。 -さて,このような,重点の下方推移は,また,日本語表現法の助辞的

発展での一般的傾向と軌を一にするものとも見られる。

重点推移の結果とされる「-ヤンス,ヤス」丁寧表現法が,ことに広く東

国方面におこなわれるのは, 「ヤンス,ヤス」ことばの全国分布の次第・有様

を推想せしめて,興味が深い。おそらくは,とでも言おうか, 「ヤンス∴ヤス」

ことばは,時の推移につれて中央から地方-と伝播するうち,伝播に時間を要

した東国地方-は,もはや丁寧表現法化した「ヤンス,ヤス」ことばを流布せ
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しめることにもなったか。

丁寧表現法の「ヤソス,ヤス」ことばでは,全国状況について見るのに,

ド()でヤンス,ヤス」の言いかたのおこなわれることが,すくなくない。

rで」に直接して「ヤンス,ヤス」があるのは,一見,奇異であるけれども, 「で」

の下で「ある」動詞や「いる」動詞がはぶかれているのだと見れば,難はない。

他事実ながら, 「降っている」も「フッテル」となっている。 「売っています」

も「ウッテマス」になっている。 「マス」が「て」に直接するように, 「ヤンス,

ヤス」も「で」に直接し得たのであろう。

「ヤソス,ヤス」ことば-主として丁寧表現法-は,近世期内のいつご

ろか,おそらく全国的に広くおこなわれて,共通語法とも言えるものになって

いたであろう。そうは考えられるが,今日では,すでに上に述べたとおり,全

国的に見たはあい, 「ヤンス,ヤス」ことばは,分布域の大小の欠けも,諸地

方に見られる。 「-ヤソス,ヤス」丁寧表現法がかなりさかんにおこなわれ

る所でも,ものはおおよそ,年配者たちの生活表現法に役だっていがちのあり

さまである。 「ヤンス,ヤス」ことばの命運は,いかにもくだり坂のものと判

断することができる。 「ヤンス,ヤス」の音感・語感にしても,これはすでに,

若い人たちの生活感情にはそぐわないものになっていよう。

さしもの「ヤソス,ヤス」ことばではあるが,私どもは,これを,将来を重

視する標準語観のもとにあっては,標準語法にとりたてることはできない。

第六節　イタス

八丈島方言では,

○盲ク　テリイタス　7-0

よく降りますねえ。

○ティノ　フネデモ　ツ亭イタセ/ミ,キッ下　すラマケ　盲イノ　亭-イタ
ノ　_　　　　　　　　　　　　　　　ノ

ソンテ,ソイマデ　マッテ　クモーリヤレ。
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きょうの船便でもつきませは,きっとおいしいおかずがきますから,

それまでまってくださいませ。

○貢ミイすシンネ一　丁-0

ほんとにすみませんでしたね。

などと言う。 「イタス」が丁寧表現法助動詞のはたらきをしている。当地方の

「イタス」の盛用が,この結果をきたしているのであろう。 「アリイタス」が

「アリ-タス」にもなっているかO

第七節　ガンス　ガス

前著『方言敬語法の研究』 P.631に,静岡県御前崎ちかくのことば,

○オゴッツォ-サマデ ゴザリガシタ。

ごちそうさまでございました。("たべることでなくても。おみやげを

もらった時も。")

があげられている。 (前著の「ガシ」は「ガシ」にあらためる。)このばあい, 「ガシ」.

紘,丁寧表現法助動詞のはたらきをしていると見ることができる。

岩手県下のことばづかいには,

○モ-シ〔i〕ワケ　テガンス〔ti〕o

申しわけございません。
ーノ

○フ〔ti〕ル〔ti〕ガモ　シ〔i〕レナ青ラスld〕ナーO

降るかもしれませんですね。

などというのがある。これらのばあいの「ガンス」もまた,丁寧表現法助動詞

の役ありをしていると見られようか。

第八節　オル

山下文武氏の「奄美大島方言(二)」 (鹿児島民俗学会『鹿児島民俗　NO 2』
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昭和29年6月)には,

アリョッカ。あります,ございます。
ヽJ

アリョ-ラン。ありません。ございません。
ヽ__

アリョーランド。　①ありませんよ,ございませんよ。

②そうではございませんよ。

などとある。 「アリョッカ。」などには, 「ある+オル」が認められはしないか。
四ら

「ォル」の内在が認められるとすれば,この「オル」は,丁寧表現法助動詞の役

ありをはたしていると解される。

私も,前著『方言敬語法の研究』 P.241以降で, 「手首マヤ　ずニチ　イ亭
-　　一ノ

ヨーク　カイO」 (お父さんはどこ-行きなさったかい?)などにふれている。

「+居る」の言いかたが, 「イキョーラン」 (行きません)などとあるものでは,

丁寧の表現が見られようか(P.243)

○ヨ-ネ青　アム〔ti〕イラ　フ下手二ロ　マ-O　　<名瀬>
ヽ一一lT一一′

今晩は雨が降りましょうよ。

とあるものでは,丁寧表現法が明らかである。 「居る」が「ある」に複合する

事例もまた,P.243にあげている。
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第三章　諸他の方法による丁寧表現法

第一節　文末詞による丁寧表現法

文末詞が,文表現上,特定文末部となって待遇表現にたちはたらくことは,

多言を要しない事実である。すべての待遇表現は, -支表現上　特定文末部

(文末詞)によってその価値が決定される,とも言うことができる。

「何々　ヨ。」と「何々　ゾ。」との二表現では, 「ヨ」と「ゾ」との別ゆえ

に,両者の表現価の相違が明らかである。 「ゾ」の靴形の「ド」があらわれる

と,この文表現は,いちだんと下卑たものになる。四国伊予方言のうちには,

07-　カ。

そうなの。 (受け答え)

と,

○了-　カン。

そうですか。 (受け答え)

となど, 「カ」と「カン」とを用いわけている所があり,人々は,当然という

顔をして, 「カン」のほうがいいことばだと言っている。 -「ゾ」に対して

も「ゾン」というのを所有している。土佐西南部内にも,この種のことが見ら

れる。

例の「ナモシ」ことばにしても, 「ナ」に「モシ」を重ねた,このような手

あつい言いかたは,丁寧表現法におおいに役だつものにちがいない。 「ナ-シ」

とあってもまたしかりであろう。阪神地方で一つ注目されるのは, 「カ」の用

法である。

○きょうの試合は巨人と阪神　カ。

などと,車中でなど若い女性が男性に言っている。こうした「カ」は,共通語
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で一般にぞんざいな調子でつかう「カ」とはちがったものに相違ない0 「どう

どうしてくださいませんか。」と言う時に,阪神人は, 「どうどう　しテン

カ。」と言っているが,こういう「カ」に通じるのが, 「巨人と阪神　カ。」の

「カ」ではなかろうか。

文末詞を用いての待遇表現に,地方的な用法習慣の種々にできているのが注

目される。

第二節　語えらびによる丁寧表現法

私どもは,共通語生活にあっても,丁寧にものを言おうとすると, 「食いも

の」とは言わないで「たべもの」と言う。 「汁」とは言わないで「おつゆ」な

どと言う。 「ばんめし」と「ばんごほん」とも,多くの人が,区別してつかっ

ていよう。みな,語えらびによる丁寧表現法の生活である。こういうばあい,

しばしば漢字ことばによりがちなのも,私どものしぜんの傾向である。 「よい」

ことを言うのに,かしこまっては, 「けっこうです」などと言う。 「きょうは」

とは言わないで, 「今日は」と言う時なども,私どもは,たしかに,あらたま

った,丁寧の気もちでこう言っている。

もとよりのこと,方言生活上に,語えらびによる丁寧表現法がいちじるしい。

(前節に述べた,文末詞のとりかたが,すでにそれであるとも言える)。先般は,

土佐で,婦人たちが刺身のことを「ラマ」 「オテマ」と言っているのを聞いた。

「デマ」の言いかたも,たしかに丁寧表現の言いかただった。

寺田泰政氏は, 「大井川流域方言の概観」 (『国語研究』第六号　昭和32年4

月)の中で,

金谷町などにおいては,

アメンフランは単に「雨が降らない」を表わしているが,アメガフラナ

イは「雨が降りません」を表わしている。

このようにナイはンの丁寧を表わしている。
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と述べていられる。

九州弁の,例の「ヨカ」ことばがここに思いおこされる。 「デス」「マス」を
ノ　　　ノ

用いて会話していて,その中で,人は, 「ヨカ.」「ヨカー。」などと言うo　こう

いうさいの「ヨカ。」は, 「いいです。」ぐらいの気もちのようにも,私には受

けとられるのであるが,どんなものであろうか。 「ヨカ」形は, 「ゴタル」形な

どとおなじく,それで言いきりとなる習慣の形ゆえ,これらは,こうあったま

まで,ぞんざいではない言いかたにもなるのではないかと察せられる。

○ラ二　タイ.

そうなのよ。

などの言いかたにしても,これに「デス」 「マス」は出ていないが,この言い

かたで, 「そうですよ。」というようなものにもなるのではないか。

第三節　接辞による丁寧表現法

-　接尾辞によるもの

接辞のついた語を表現の場に用いて,特定の丁寧表現をかもすことも,世に

一般的な表現法である。

九州,鹿児島県下で,

○コンニチ亨,オヤットサt.

こんにちは,ごくろうさん。

などと言う。 -接尾辞の「サマ」が見られる。 (接頭辞の「オ」と対応して

いる。この種のことが通有的であるのは,言うまでもない。)九州南部地方で

紘,「シン/くイサマ」「ゴクロサマ-」などとも言っており, 「サマ」がよく用い

られている。 「サン」が「サー」ともある.

国立国語研究所の『宮崎県都城市方言録音資料』 (国立国語研究所　昭和42
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年3月)には,

a「 : 「 gaNzjo「na「 koqte「do「Nzjaga ∴

ああ　　　頑丈な　　　　雄牛殿だが-
(丈夫な)

などと,雄牛に「殿」をつけた例が見える。

「ゴ苦労サン」などは,九州に広くおこなわれていようー

中国地方の出雲弁の婦人から聞いたことばに,

○アヒ首肯寺　お肉の　配給が・-　。

というのがある. 「アヒ両」は, 「あしたサマ」であろうか。山口県下には,

-尊敬表現法にもかかわる, 「ニーサマ」 「ネ-サマ」 <上の言いかた>, 「三二~言」

「貢二言」<中の言いかた>, 「三二百」 「京=す」<下の言いかた>がありもするO

「ゴチソーサン」 「ゴッツォ-サン」などの言いかたは,中国・四国に多か

ろう。

近畿では, 「オかゆサン」 「オ豆サン」などの言いかたがよくおこなわれてい

る。 「オ-言-サン。」「アリ青トサン.」といったような言いかたもまた,近

畿流のものであろう。

中部地方では,能登半島西岸で,かつて私は,土地っ子のしぜんのことば,
ら

○キノドクサマダ　ネ-0

お気のどくですね。

というのを聞いた。

『全国方言辞典』には,

まいどさん　　挨拶の詞。今日は。富山県砺波地方・石川県松任0

というのが見える。

信州北部では,

○オショ-シサマ.
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"ありがとう。"

などと言われている。

「山梨県北都留郡上野原町西原」 (『全国方言資料』第2巻)には,

mアリガトーサマ

ありがとうさま。

というのがある。私は,伊豆半島南端部でも,

○アリ諒千一サマ。

というのを聞いた. --年寄りの人がよく言うとのことであったO

関東地方,東京都域などで, 「オカゲサマ」を言い, 「ゴクローサマ」を言う。

これらは,全国的な共通語になっていよう。 (関東内では, 「ゴクロサマ」も兄

いだされる。) 「ゴクローサン」も全国的なものであろう。

東北,山形県の米沢方面には,

○オ-ヨーサマー。

心早*"i

というような言いかたがあるか。

仙台弁に, 「オ/--ノサン」の言いかたがかなり聞かれるのか。 『仙台の方言』

には,
オシヨ　ツサンデゴザリ　ス

おしょしさんでござりす　句　痛み入ります,恐れ入ります等の挨拶。

などの言いかたが見える。

以上によって思うのに,接尾辞による丁寧表現法は,接頭辞との関連をも示

しつつ,全国によく栄えているらしいことが察せられる。しぜんのいきおいと

して, 「ゴチソ-サマ」 「オマチド-サマ」なども全国的な共通語になっており,

この種のものの共通語化する傾向はつよい。-そこにまた,おのずから, 「ゴ

チソーサマ」の「ゴッツァン」など,地方的な靴形もできているのは,おもし
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ろいことである。

二　接頭辞によるもの

『喜界島方言集』には,

吸物にはウシムソといふが,

と見える。

九札「鹿児島県鹿児島市」 (『全国方言資料』第6巻)には,

′-　-ー　オアイガト　モシャゲモッ

はあ　ありがとう　ございます。

とある。 「ありがとう」-「オ」がついている。五島列島の例は,

○オ有言デス　カo

さようですか。

○オサヨナラ-0

さようなら。

などである。

「長崎県壱岐郡郷ノ浦町里触」 (『全国方言資料』第9巻)には,

fソl)ヤ　オエー　　　コッデスタイ　マー

それは　およろしい　ことですね,　まあ。

とある. 「オ--」が見える.

佐賀県下では, 「オアサ(今朝)は」などとの言いかたを聞くO
_・・・ 4

大分県国東半島では, 「オゴメン。」という他家訪問あいさつを聞いた。謙譲

語の「イタダク」 - 「オ」を冠する骨軌も九州内で東西に兄いだされる。

「ォコトイ-」 (お事多い), 「ゴネソノイl)マシテ。」 (ご念がいりまして.)

などの言いかたは,九州に兄いだされ,かつ中国にも兄いだされる。

中国,岡山県下の言いかたに,
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0オワ貢イサンニワ　ワ盲ランジャロ-　テ-0 (老女-私)　大畑　お若

い人にはわからないだろうねえ。

がある。 (室山敏昭氏「岡山県美作方言の文末詞について-鳥取県因幡方言

の文末詞との比較研究-」　研究報告プリント　昭和34年12月)

四国,伊予南部には,

○ド-ゾ　オミチヨ-ニ　オカユリナサイマセ。

どうぞお道ようにお帰りなさいませ。

というような言いかたがあるという。

井上一男氏の「徳島県祖谷方言語尭」(『方言』第六巻第七号　昭和11年7月)

には,

オヨ-オイデマシタ　客の帰る時の家人の挨拶

との記事が見える。

近畿,和歌山県下には, 「ある」ことを言う「オアラ」などがあり, 「ない」

ことを言う「オナイ」があり,よいことを言う「オエー」があるという. (『田

辺方言』はかの土地方言文献による。)村内英一氏も, 『NHK国語講座　方言の

旅』に寄せられた「和歌山」の条で,

『キノーノバン』は『宙とついの晩』のことで,これもよく誤解がある

のですが,会話の中で, 『ある』をていねいにいって『オアラ』といって

いるのは珍しいですO　同じように『ないよ』というのを「オナイヨ」,近

事の『はい』を「オ-イヨ」などという言い方も土地によりまだ残されて

います。

と述べていられる。私もかつて,紀州南部内の調査で,

○オスィ　喜一。

はい。

というのを教示された。
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奈良県下その他に, 「オイタダキシテ　オキマス。」 (いただいておきます。)

というような「オ」のつかいかたがあるか。 -九州のに通う。 「イタダク」

は謙譲であるけれども,それに「オ」をつけているのは,丁寧表現の気もちか

らであろう。

中部地方の北陸に,あいさつことばの「オ遺ヨク。」「オセッカク。」などが

兄いだされる. (これらは,送辞としてきまったものである。) 「オ」がきれい

な丁寧表現に役だっている。 『富山県方言集成稿(二)』には,

おしずかに　　挨拶語

左様なら

というのが見える。

おゆるっしゅ-一一お宜しくの意,用事をすませて別れるときの挨拶。

というのもある。同書にまた,

おまちどはんな　　おまちどうさま

・挨拶語

・年寄のことば。

ともあるが, 「おまちどうさま」は,ほとんど共通語法になっていよう。

信州の斉藤武雄氏『下高井の言葉(語桑)』 (下高井教育会　昭和36年1月)

には,

オキク　　北の間で,妻や子供の寝室にあたる部屋

オテショ　小血。オをのかして,テショとも言っている。

などというのが見える。後者の「オテショ」は, 「オテショー」とも言われて,

広く各地におこなわれれていよう。

信州南部の下伊郡で私が経験したことであるが,土地の中年女性は,私の背

後にいた妻に,

○芽クサンデ　オテすデ.

と気づきを述べた。この「オテすテ」の言いかたは,丁寧表現であったかと思
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う。おなじ地方で, 「くれた」ことを「オク下す」と言っているが,この言い

かたも,もともとは「オ」をつけて丁寧に言ったというものかもしれない0 -

-そういえば, 「オくれる」や「オ帰る」などの言いかたにしても, 「オ」を

つけた最初の気もちは,丁寧表現の気もちであったかもしれない。 「オくれる」

が「くださる」に似ている点では,もはやこれが,尊敬法動詞相当のものにな

っているかのようでもあるけれども,起源は,上述のように解しうるものかも

しれない。

さて信州には, 「オかいこ」などの言いかたもおこなわれている。全国諸方

の養蚕どころには,この語がありがちではないか。

山梨県西南部の山地域内で私が聞きとったことばに, 「オ南」がある。老女

がつぎのように語ってくれた。

昔はことばがよかった。オミテ丁ノ　オス-サンなどと　言ったo

静岡県小笠郡南部には,辞去のあいさつに, 「おさいな-。」があるという。

(鷺山恭平氏「挨拶方言(小笠郡南部)」 『士のいろ』第十二巻第四号　昭和10

年12月)

関東地方に-関しては,一つ, F茨城方言集覧』に,

ごっすきとしやしたか

病気全快シタリヤノ意　　多賀郡

というのを見ることができる。 「すきとする」というの-「ご」が冠せられて

いるのでもあろうか。 (それにしても, 「ごっ」と促音の言いかたができている

のは問題である。 「ごっ」は別解を要するものでもあるか。)
さiナ,*>.W」': (蝣> iす

群馬県関係の作品とされる瓢亭百成氏『山中薮過多』 (上毛民俗の会　昭和

26年4月)には,
ころで

それからおこっちをまじめく頃出まして。

まじめく頃-黄昏時
t'f!

などpというのが見える。 「車重に又」などというのもある。
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東北地方にはいれば,斎藤義七郎氏は, 『言語生活』第三十五号(昭和29年

8月)の「全国珍語奇語集」の中-,山形県のものとして,

オショーシナ

米沢地方特有の方言。有難うの意の謝辞。 「ここに腰かけなさい」 「オ

ショーシナ」。丁寧にはオショーナッシという.

というのを提出していられる。 「オショーシナ」は,かならずLも山形県下に

だけ見られるものではなかろう。

『仙台の方言』に「オ」の自由なつかいざまが見られて,興味が深い。まず,

「室ひとつ,室ふたつ,重んみつ,重んよっ,室いつゝ・・-・・ (お手玉の数

取りうた)

というような記事が見られる。名月は,

「重め-げっつあん」

と言われている。さらに,

「室せんにちはありがともしゃげしてがす」 (先日はありがとうございま

した)

といったような言いかたが本書に見られる。なお,

「まづ＼--重い-こた。なんつ重い-んだい」 (まあ,よい事。なんてよ

いのでせう)

「おとちかくあらさっても,ばんつあま,ござっから, およがすべ」 (続

いてお生れになっても裡母様がおいでなさるからよろしいですね)

「室呈上おんなんしたこた」 (ようこそお出でなすった)

などとある。

秋田県下では, 『秋田方言』に,

おt;前書ぢ　食事をすゝめること

の語が見える。由利郡のことばであるという。 「強い鉢」は,近畿地方内その

他にも聞かれることばであろう。ここには,それに「オ」を冠したものが見ら
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れる。

「岩手県宮古市高浜」 (『全国方言資料』第1巻)には,

mォキギモーセパ　　　　オヨメサソガ　オデールソーデ　　　ゴゼ-ンス

お聞きしたところでは　お嫁さんが　いらっしゃるそうで　ございます

ガ　オゲッコーサマデ　　　ゴゼーソス

が　たいへん結構なことで　ございます。

とある。 「オゲッコ-サマデ」との丁寧な言いかたが見えるo県下北部の軽米

町のことばとしては,
/

○キョ-　オフリャネバ　盲二　ゴ亭ラス〔ti〕ナッス〔ii〕。

きょう,雨が,降りませねばようござんすね。

というのをあげることができる。

選逸事上K丁寧の「オ」接頭辞がしきりに用いられているそとm-すでに骨

血色姦真であろう。 「オビール」などは,以前すぐにとりたてられた実例であ

った。今日,身辺の幼稚園などについてみるのに, 「オ絵かき」 「オあるき」な

どと, 「オ」はまったくふんだんに使用されている.近畿地方の近故共通語で

の「オイモサン」 「オカユサン」などのことは,重ねて言うまでもないo私ど

もの古くからの生活に根をおろしているものでは, 「オ祝い」 「オ留守」 「オせ

わ」 「オ年寄り」 「ゴ苦労」 「ゴていねいに」などがあろう。 「オひる」 「オから」

(豆腐かす) 「オしめ」などもなじみぶかいものである。 「オ株をうはう」など

と,慣用句の中にも,なれた「オ」が見えるO動詞に「オ」をつける,何々が

オありです　か(ね)。」での「オあり」なども,広く用いられていよう。形容

詞に「オ」をつける「オいそがしい」 「オやすい」なども,通用のものになっ

ている。 (「オよろしゅうに」というのは,おこなわれかたがすくないか。)副

詞「オまけた」は,まったく,これで熱したものになっているo

共通語上での「オ」の使用は,ふえても減ることはないのではないか,とも

言いうるありさまである。



508

第四節　表現音声による丁寧表現法

やわらかな声でものを言えば,一般的には,丁寧気分を出すことができる。

瀞かな声でものを言っても,一般的には,丁寧な気分を出すことができる。抑

揚頓挫の大きい言いかたではない,おだやかな言いかたをすれば,丁寧な気分

を出すことができる。これらのことは,まったく,私どもの常識の中のことで

あろう。粗雑な声は,おのずから非丁寧の気分につながる。

上のようなことが言えるが,これは,超方言的なことであって,いわば人間

言語生活の,その場その場の自然に属することである。文表現音声の,地方的

にきまった型などは兄いだすことはできない。したがって今,方言上では,請

多の方言についてみても, 「表現音声による丁寧表現法」の注目すべきものな

どは兄いだすことはできないと言える。

文表現末尾の文末声調と言いうるものに関しても,その声調そのものの方言

的特色は兄いだすことができても,その,丁寧表現法にかかわる特色などは,

兄いだすことはできない。

要するに,丁寧表現法の条下では, 「表現音声に関する方言上の問題」は,

とらえることができないありさまである。
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賠 語

上釆の丁寧表現法が,広い「ていねい表現法」の中にあって, 「丁寧」表現

専門(専用)の,特定の-一分野をなしている。ここにしぜんに,丁寧表現のた

めの特定の諸品詞・諸方法が発達している。

人は日常, 「ていねい意識」を発動させることが多い。人の生活は,元来こ

うしたものではないか。その「ていねい意識」の発動は,とりあえず,あるい

はさしづめ, 「その場をていねいに」との表現に向かいがちである。このため,

世には,丁寧表現法が多くおこなわれることになっている。

どんなはあいにも,表現上,丁寧表現法は用いられがちであ_るとも言えるo

丁寧表現法の必要度は,きわめて高い。

現代は,いわゆる民主化の時代であると言えようか。 「敬語の簡素化」は,

とかくの話題にされがちである。そのような状況の中にあっても,人々は,丁

寧表現法に関しては,これを不可避としてはいないか。 (-不可避とする生

活にしたがってはいないか。)待遇表現上,人間関係にはこだわらぬのだと言

っても,私どもは,表現の現場(その場)には,人間相応に,こだわらざるを.

得ない。こだわれば,そこに,なんらかの場面表現法,丁寧表現法が生じる。

今日,神は,だれの口頭からも, 「デス」や「マス」をとりのぞくことがで

きないのではないか。 「デス」や「マス」を抜いた話しかたにつとめている大

放送人としての特定のはあいの人も,その抜いた話しかたに苦労していて,か

えって,その人がよく「デス」 「マス」を意識していることを露呈していたり

する。 「デス」 「マス」をつかわないことになれている人も,自己の生活場面の・

すべてがそれ式のものであるとはし得ていないであろうo

「ていねい意識」は, 「非ていねい意識」とともに,万人に通有のものにち
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がいない。 「ていねい意識」にもとづく「ていねい表現法」の活動の中で,人

間関係には執着しない待遇表現法がよくおこなわれて,そこにしぜんに,丁寧

表現法とされるものの沈激・園成がおこっている。

丁寧表現法とされる特定形式,特定待遇表現法形式の国威は, 「ていねい表

現法」あるいは全待遇表現法の存立と活動との,しぜんのなりゆきではないかO

かんたんに言えば,丁寧表現法の成立と流行とは,敬語法発達のしぜんのなり

ゆきではないか。 -吹きだまりのように,丁寧表現法はできてくるはずのも

のだと考えられる。中世に敬語法が発達して,そこにしぜんに丁寧表現法がで

きた。近世に敬語法が発達して,そこにしぜんに丁寧表現法ができた0 --

例, 「--ノヤンス,ヤス」尊敬表現法からも,しぜんにその丁寧表現法ができ

た。

今日はまさに丁寧表現法のさかんな時代であるが,世はいつの世も,丁寧表

現法をよく見せてきたであろう。また,見せていくであろう。
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悪霊語注総　括
丁寧表現法

方言敬語法と概称する方言待遇表現法の研究は,私にとっては, 「ていねい

意識」によって立つ「ていねい表現法」の研究であった。卑属などの表現法に

もわたって,広汎に, (たてにもよこにも,はばびろく), 「ていねい表現法」

の考えを通すことができる。

旧来の文法学説の中では,一つ, 「尊敬」 「謙譲」 「丁寧」を「仕手尊敬」 「受

手尊敬」 「聞き手尊敬」とする考えかたに,私はとくに注目するo 「尊敬」 「静

譲」 「丁寧」の三者を「尊敬」の概念で見とおすのと,三者を「ていねい意識」・

「ていねい表現法」で見とおすのとは,ほぼあい似ていようo

敬語法をささえるものは,尊敬の意識,「ていねい」の意識(「ていねいに」と

の意識)である。 -全待遇表現法をささえるものは, 「ていねい」 「非ていね

い」の意識である。方言上では,たしかにこう言える。方言世界を出ても,た

とえば職人語の世界に,茶華道などの物まなびの世界に,広くしつけの世界にp

かなり厳格な「ていねい意識」とその表現法とが見られはしないかo 「ていね

い」 「非でいね十、」の意識は,たぶん,私どもの広汎な言語社会に潜在してい

よう。潜在通念とも言いうるものがここにあると思う。

「ていねい表現法」の全体系の中で,尊敬表現法がおおはばな地位をしめるo・

対老尊敬の表現法は,待遇敬意表現法(「ていねい表現法」)の中核部分をなすc・

:.一‥-, !、・工'' . I∴　　∴∴∴一二・J-:. -l∴∴'.¥・

のとも見ることができる-6　　「丁寧」を「謙譲」の-類型と見る考えをとれ

ば(P・176), 「謙譲」 「丁寧」の二表現法は,一系のものともされるo
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ところで,謙譲表現法が尊敬表現法に直接に対応しているのからすれば,丁

寧表現法は,そういうものではないことも明らかである。これはむしろ,尊敬

表現法-謙譲表現法をとりまいている。丁寧表現法の位置はこういうもので

あろう。謙譲表現法に類しつつも,表現法の性質からして,位置はこういうふ

うであるところに,丁寧表現法の本色があるとされようか。

尊敬表現法・謙譲表現法のおのおのには,それ外形の,ただ「ていねい」味

を出す「ていねい表現法」がある。が,丁寧表現法にはそのようなものが

ない。ありようもないことである。丁寧表現法は, 「ていねい」味を出す

ことを専門としたものである。丁寧表現法の習慣は,文表現に「ていねい」

味を出す(もの言いを「ていねいに」する)習性のうえに,しぜんに成立

固定しているものである。

丁寧表現法にせよ,また謙譲表現法ないし尊敬表現法にせよ,各表現法が,

述部表現上,本動詞に加えて助辞をしきりに累加発展せしめることは,日本語

「文表現」法の本性に即することとはいえ,まことに顕著なものがある。方言

助動詞の生成・存立は,方言敬語法中の特徴事実である。それとともに,敬語

法動詞の活動が注意される。これらの諸品詞の形態と桟能との,地方語方言上

での(-あるいは東西での)変差変異は,方言学上,かくだんに興味ぶかい

ものとなっている。

謙譲表現法・丁寧表現法に関して本書に記述し得たところもまた,この方面

に関する昭和日本語実態の,高次共時論的な把捉であるとしたい。謙譲表現法

や丁寧表現法に関しての,昭和日本語方言の動態がここに見られるはずである。

これに依拠して,私どもは,この方面に関する日本語標準語法の科学的な樹

立をLはたすことができる。本書はすでにその意図を明らかにしている。そこ

までの論(-教育論)をもふくめてのものが,私は,方言学の所行であると

考えている。

後記　上の7行の叙述の前身は,下の7行である。しるしてご対続を乞うD
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日本語の将来あるいは国語生活の将来のためには,しかるべき標準語体系を樹立することが,不可

避の課項とされよう。この課顎に正碇に答えるがためには,なによりもまず,よく日本語を知らなく

てはならない。 -日本語の現実態を正しく把握しなくてはならない。 -方言学徒である私にも,こ

との重要性が,終始,痛感されたのであった。ここに私は,いわゆる敬語法の面からではあるけれど

ち,ひとまず日本語の現実態の把握を了して,この方面の標準語法樹立の要請に答えようとしている。

その委細に関しては,書中,随所に述べるところがあった。

教育的見地をも包摂した,高次の共時論的記述の成果がここにあるとしたい。

方言敬語法全容の記述解明についでは,やがて方言「文末詞」 (文末助詞)の

記述の完成にしたがいたい。このしごとも,私にとって,多年の懸案である。

文末詞(文末助詞)とされる,支表現末尾にはたらく特定の訴えことばが,文

の述部表現の助辞的展開にも関係の深い,文統一のかなめであることは,多く

言うまでもなかろう。文の待遇敬卑の表現法とし、.うことを考えても文末詞は,.　　　　　-

敬語法諸品詞についで,早くも注目されるものである.
L=---1iコ′

私の,方言敬語法の研究は,もっともしぜんに,また,ごく当然に,方言「文

末詞」の研究に発展していっている。 -ここに,私の「昭和日本語方言の総

合的研究」の歩みがあるとも言える。



511



515

言とyj-さ・

本書のた捌こ,定稿の製作にとりかかったのは,昭和49年1月25日であった。

今日,ようやくことを成し得て,またしても旧を思う。謙譲法・丁寧法にわた

って,全国方言状態を(-と言っても,私のその時まで`にとらえ得たものを)

分析記述することにつとめたのは,やはり昭和20年前後のことであった。今回,

本書のための稿をまとめ定めるにあたっても,私は,第一に上記旧稿を土台に

した。南島方言に関しては,前稿に言うところが多い。しかし,本書稿を成す

にあたっては,むしろそれらをはぶくことにつとめた。あまりにも不詳の問題

が多いからである。今日,南島方言の研究はさかんであり,その進運は目を兄

はらしめるものがある。このうえは,文表現本位の研究もおおいに推進されて,

南島方言研究のいよいよ高められることを,念顕してやまない.

文表現本位の敬語法研究,待遇表現法研究にしたがってきて,尊敬表現法な

らびに謙譲表現法・丁寧表現法の全般を,まとめて記述しおえることができた

のは欣幸である。本間題にうち入って,私はおよそ探索しうるかぎりのことを

探索した。いまだ地方の歩きたりない所もあるように思われるけれども,おも

なねらいの事項および地域に関しては,ほぼ徹底に近いところまでつとめてみ

たと言えようか。とはいいながら,私は今も,徹底の二字をおそろしく思う。

かつて古文献に,徹底の名の学人を兄いだした時の私の感懐は,今も胸にあざ

やかなものがある。

それにしても,昭和20年前後以来の重い念願を,ここにひとまずはたし得て,

私は, 「昭和日本語方言の敬語法の,全国にわたっての組織的記述は,以上の

ようなものでよいのではなかろうか。」と思っている。 (地域に即する研究作業

ち,事項ごとの全国的な統一記述の精密さも,まずはこんなところでよいのか
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と思う。)従来,日本語の敬語法の地方状況その他に関して,かならずLも正

鵠を得てはいない発表があったりしたのを,本書は,どのようにか補正し得て

いよう。文表現本位の記述を通すことにつとめた点にも,お目をとどめていた

だきたい。

本書の標題をどのようなものにするかについては,早くから考えさせられて

きた。 『方言敬語法の研究』の続簾とすべきことを思うようになったのは,昭和

43年8月のことである0 - 『続方言敬語法の研究』というのも一案にあったo

このころから,研究に新しい調子が出てきたのではあったが,定稿製作の着手

までには,なお五年余の歳月をすごさなくてはならなかった。

のろい歩みを,つねに鞭撞しつづけてくださったのは,恩師土井忠生先生で

ある。その温而厳のおことばは,私を奮励させてくだきってやまないo柳田国

男先生のかつてのご教導のおことばも,この道での,私のひまどる研究に, 「慰

安と激励」とを与えてくださってやまなかったものである。先生は, =敬語法

だけでも大問題だ。これを専門にやってくれるとありがたいなあ。日　と言われ

た。ずっとむかしのことである。そのお話しにあった「敬語法を発生的に考察

する」ことの,研究革大性とも言うべきものについては,当時,理解がおよば

なくて,先生のはなはだものたりなく思われたにちがいない愚言を申しのべる

のにとどまったのは,今もかえりみて,はずかしいきわみである。しかし,そ

のことが,なぜか,なつかしくも思いかえされる。ここにまた'私は,恩師東

条摸先生のご温容におあまえしたい気もちが切である。慈言訓言'つねに私を

ご教導くださった先生に,方言学実践のひとくぎり・ひとまとめを,今,つつ

しんでご報告いたしたく思う。

研究の途中,文部省科学研究費その他の恩恵を番うした。しるして探謝する。

今はただただ,大方各位のご高教ご批判を乞うばかりである。

昭和52年7月15日
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引用(恩借)文献一覧

本文中に引用させていただいた諸文献を,以下に列記して,深謝の意を表す

る。種ケ島克巳氏の『平戸方言語法草案』 (稿本)など,かくべつのお導きを

恭くしたものもすくなくないことを銘記する。

近来の新発表あるいは新刊方言書で,拝見はしつつも,恩借にはおよばなか

ったものも,かず多い。記述のはこびの簡約を旨としてのことでもあった。

文献の排列は, 「地域別」とする。国の西南方から東北方-と,順次,かか

げていく。 (各県内のものは,比較的自由な見地で排列してある。)最後に,

「一般」としうるものをおく。

注1 「 」でかこんだものは,論文・報告の煩である。

注2　『 』でかこんだのは,著書一般,自作プリントもの,または雑誌であ

る。

注3　おのおののもとのページ数は,本文中での,その文献引用の箇所を言う

ものである。

ページ数のもとに棒線をほどこしてあるものは, 「謙譲表現法」記述中

のページである。
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-　南　　島

〔南島地方〕

官良当壮「南島方言採集行脚(-)」 『方言』第-巻第二号(昭6, 10月)　p・土壁

相席<宮良当壮> 「周風(8)鴫琉球文学』第1巻第8号(昭35, 8月) p.

金城朝永『那覇方言概説』 (三省堂　昭19, 8月)　p.360

仲宗根改善「宮古および沖縄本島方言の敬語法- 「いらっしゃる」を中心として-

-」　九学会連合沖紐調査委員会『押紙一自然・文化・社会-』 (弘文堂　昭51,

2月)　p.155

上村孝二「奄美大島」　日本放送協会『方言と文化』 (宝文館　昭32, 10月) p.343

山下文武「奄美大島方言(二)」 『鹿児島民俗　NO2』 (鹿児島民俗学会　昭29, 6

月) p.495

岩倉市郎『喜界島方言集』 (中央公論社　昭16, 8月) p・輿, 418, 502

二　九　　州

〔九州地方〕

日本放送協会九州支部『放送講演集　九州方言講座』 (日本放送協会九州支部　昭6,

5月)　p.197

書町義雄「九州方言敬譲・希求助動詞活用分布相」九州大学文学部『文学研究』第

四十一韓(昭26, 3月)　p・堅

宮地幸一「『～まする』から『-ます』 -の漸移相-浄瑠璃詞章の考察(二) -」

『学芸国語国文学』第七号(昭47, 11月)　引用ナシ

原田芳起「九州方言に現われた弱母音化通則」 『音声学会会報』第86号(昭29, 12

月)　p.188

上村孝二「九州地方のことば」 『世界文化地理大系　6 (日本　Ⅴ　中国・四国・

九州)』 (平凡社　昭32, 9月)　p・壬墾

日本放送協会『全国方言資料』第6巻　九州編(日本放送出版会　昭41, 11月) p・

11. 19, 22, 31, 71, 94, 130, 139, 150, 157, 164, 178, 189, 196, 200, 207,

219, 229, 249, 250, 277, 291, 297, 311, 312, 327, 351, 352, 421, 422,

445. 463, 464, 466, 502

日本放送協会『全国方言資料』第9巻　-き地・離島編(班)九州(昭42, 5月)
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p.71, 128, 133, 139, 140, 189, 196, 207, 345, 346, 465, 502

鹿児島県

春日政治「甑島に遣れるマラスルとメ-ラスル」 『九大国文学』第二号(昭6, ll

J3)　p.119,350

書町義雄「吐噂剰諸島方言」 『旅と伝説』第十三巻第四号(昭15, 4月)　P・177

井上一男「硫黄島方言集」 『方言』第四巻第九号(昭9, 9月)　p.350

上村孝二「鹿児島県下の表現語法覚書」 『鹿児島大学文理学部研究紀要　文科報告』

第三号(昭29, 3月)　p.328

上村孝二「匪南諸島方言語法資料」 『鹿児島大学　文科報告』第7号(昭33, 8月)

p.205

北条忠雄「飯島語法の考察」 『方言』第八巻第二号(昭13, 5月)　p.350

上村孝二「甑島方言概説」荒木博之編『甑島の昔話』 (三弥井書店　昭45, 11月)

p.120, 131

福里栄三「山川町附近の方言について」 『方言』第--巻第三号(昭6, 11月)

p.276

山下雅秋「鹿児島県鹿児島郡谷山町方言集　下」 『方言誌』第八輯(国学院大学方

言研究会　昭:, 12月)　p.277

野村伝四『大隅肝属郡方言集』 (中央公論社　昭17, 4月)　p・主些

宮崎県

小田寛次郎「椎葉紀行」 『方言研究』発会記念冊(昭15, 10月)　p.327, 355

菊池むねお『米良方言集』 (稿本　年月不詳)　p・主墾

小林中学校『呈雷慧'il盟方方言雑纂』 (自家版年月不詳) p.462
国立国語研究所『宮崎県都城市方言録音資料』 (国立国語研究所　昭42, 3月)

p.499

熊本県

倉岡幸吉『肥後方言集』 (自家版　昭13, 4月)　p.主翼

龍田太郎「肥後南関方言類集　用言篇」 『方言と土俗』第四巻第八号(昭8,12月)

p.228

原田芳起『熊本方言の研究』 (日本談義社　昭28, 1月)　p.206

斎藤俊三『熊本県南部方言考』 (熊本県南部方言考刊行会　昭33, 2月)　p.355
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原田芳起「天草島の方言に就て」　『方言』第四巻第九号(昭9, 9月)　p.199

江口達雄「『英文方言訳』 20　熊本県天草郡維和村」 『土の香』創刊五周年記念(土

俗趣味社　昭8, 5月)　p.265

江上たつゑ「天草島牛深町方言集」　『方言』第三巻第八号(昭8, 8月)　p.443

松本美恵「天草-町田方言における敬語法」　熊本女子大『国文研究』第十四号(昭

43)　p.356

『昔話研究』第三号,第四号(昭10, 7B, 8月)　p.30

長崎県

吉田弘文「長崎県の方言」　日本放送協会九州支部『放送講演集　九州方言講座』

(日本放送協会九州支部　昭6, 5月)　p・旦墾

苦等禁妄霞常『嶋原半嶋方言の研究』 (島原第一尋常高等小学校昭7, 5月) p・
267, 298, 312, 361, 463

山本靖民『島原半島方言集』 (湯江中学校　昭28, 5月)　p.298, 369

結城次郎「肥前国北高来郡昔話集」  『方言誌』第二十二輯(昭14, 10月)　P-178,

265

山本靖民『肥前千々石町方言語』 (自家版　昭4, 7月)　p.主些, 464

田中千禾夫「肥前風土記」　『新劇』 31第三巻第十号(昭31, 10月)　p.178

林田明『五島方言考』 (稿本　昭25)　p.356

久保清・橋浦泰雄『五島民俗図誌』 (-誠社　昭9, 11月)　p.壁,主些

種ケ島克巳『平戸方言語法草案』 (稿本　昭和10余年?) p.278, 369, 421, 443,
蝣Ito

山口麻太郎『壱岐島方言集』 (刀江書院　昭5, 7月)　p・撃, 91, 421

山口麻太郎『続壱岐島方言集』 (春陽堂　昭12, 2月)　p・主望,哩, 369

滝山政太郎『対島南部方言集』 (中央公論社　昭19, 9月) p・旦些

『昔話研究』第二巻第十一号(昭12, 9月)　p.273

佐賀県

清水平一郎『佐賀県方言語典一班』 (平井重文館　明36, 10月)　p.178, 230

佐賀県教育会『佐賀県方言辞典』 (河内汲古堂　明35, 6月)　p.309, 466



引用(恩借)文献一覧　　521

福岡県

梅林新市『複製本那方言集』 (福岡土俗玩具研究会昭9・ 2月) p.298, 466
加来敬一「福岡県方言の語法」 『北九州国文』第五号(昭30, 3月) p・壁,輿

洋品島芸『浮羽方言』 (『宇松波』第三号昭32, 4月) p.298, 312, 466
野田宇太郎「九州なまり」 『言語生活』第六十五号(昭32, 2月) p.266

岡野信子「島郷生活語における形容詞-その構成と表現-」若松高等学校郷土

研究会『研究紀要』第10集(昭35, 3月)　p・壁, 312-
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土井八枚『土佐の方言』 (春陽堂　昭10, 5月)　P.48,輿,輿,主堕, 232
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前田勇「関西方言の性格」 『NHK国語講座』 (昭32, 3月)　p・些

泉非久之助「淀川沿岸地方におけるドス・ダスの分布について」　『方言』第二巻第

一号(昭7, 1月)　p.439
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楠本実二「奥熊野地方の言語」　地方史研究所『熊野』 (地方史研究所　昭32, 7月)
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394, 454, 475

富山市教育委員会『富山県方言集成稿(二)』 (富山市教育委員会　昭35, 2月)

183, 395, 504

佐伯安-『砺波民俗方言集稿(7)』 (自家版　昭30, 10月)　P-27

佐伯安-『砺波民俗語嚢』 (高志入社　昭36, 3月)　p・些

柴山幸「富山県射水郡櫛田村地方方言」 『方言誌』第十三輯(国学院大学方言研究

会　昭10, 1月)　p.214

岩井隆盛「北陸道の巻く呉羽山の西と東>」　柴田武編『方言の旅』 (筑摩書房　昭

35, 9月)　p・些

新潟県

小林存「越後方言の結語法概観」  『国語研究』第十巻第七号(昭17, 8月)　p・

197, 426

小林存『越後方言七十五年(冗)』 (高志社　昭26, 12月)　p.197

渡辺慶一『頚城方言集』 (高志社　昭13, 11月)　p・主翼, 263, 476

押見虎三二「秋山郷の言語構造について-第一次報告-」 『研究紀要』第二輯

(新潟大学教育学部長岡分校　昭31, 2月)　P-37

a"山

佐渡謙書「新潟県北蒲郡譜村方言」 『方言誌』第十八輯(昭12, 1月) p.255

渋谷玲子「三光方言の待遇表現」　『国文学会誌』五号(昭36, 3月)　p.476

国学院大学民俗文学研究会編集委員『岩船地方昔話集』 『伝承文芸』第三号(昭40,

3月)　p.454,477

丸茂武重「粟島採集録」　『方言語』第三輯(昭7, 7月)　p.454

矢田求『佐渡方言集』 (佐渡新聞社出版部　明42, 3月)　p.285

天沢坦「佐渡昔話」　『昔話研究』第十七号(昭11, 9月)　P-477

岐阜県

瀬戸重次郎『岐阜県方言集成』 (大衆書房　昭9, 6月) p.堕,壁,壁,輿,輿,
331, 396, 427
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土田吉左衛門『飛輝のことば』 (濃飛民俗の会　昭34, 8月)　p.20,壬墾, 347

土田書左衛門「飛輝白川の方言」　『NHK国語講座』 (昭31, 11月)　p.183

佐々木照『白川北部(やまが)の方言』 (大野郡自川村白川小学校椿原分校　昭31,

11月)　p.旦

恵那郡教育会『東濃方言集』 (明36, 4月)　p.270

岐阜県立郡上高等学校方言研究会『郡上方言』第-集・語免編(岐阜県立郡上高等学

校方言研究会　昭27, 6月)　p.土壁

愛知県

鈴木規夫『名古屋方言の語法』 (土俗趣味社　昭9, 4月)　p.輿,主堕,主些

芥子川律治『なごやことば』 (市経済局　昭31, 12月)　p・主些

森田草平『明治大正文学全集』第二十九巻(春陽堂　昭2, 11月)　p.106

尾崎久弥「方言小説新書日の二三(上)」　『方言』第七巻第-号(昭12, 1月)

p.397

鈴木規夫『南知多方言集』 (土俗趣味社　昭8, 9月)　p.478

谷亮平「豊橋方言の音声と語法」　『方言』第二巻第四号(昭7, 4月)　p.397

高瀬徳雄「豊橋方言の文末助詞についての実情報告」　『方言研究年報』第-巻(昭

32, 12月)　p.396

三河渥美町立伊良湖岬中学校「方言衰」　『中学校において話す力をのばすにはどう

すればよいか』 (研究物　年月不詳)　p.輿

静岡県

静岡県師範学校・女子師範学校『静岡県方言辞典附曹黒』 (書見書店明43,
3月)　p.203, 234, 260, 303, 314, 401, 479

後藤一日『遠州の方言』 (莫哉堂書店　昭43, 2)　p.315, 401

坂野徳治『静岡県島田方言誌』 (三琳書星　昭37, 12月)　p.260, 303, 315, 479

坂本幸次郎「遠州方言に於ける助動詞」　『遠江方言の研究』 (土のいろ社　昭7,

5月)　p.315, 400

鷺山恭平「挨拶方言(小笠郡南部)」　『土のいろ』第十二巻第四号(昭10, 12月)

p.505

寺田泰政「大井川流域方言の概観」　『国語研究』第六号(昭32, 4月)　p.498

徳田晴彦「岳陽語法-用言之部-」　『方言』第五巻第二号(昭10, 2月)　p.428
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山本靖民「伊豆宇佐美方言」 『方言』第二巻第七号(昭7, 7月)　p.215

長野県

青木千代吉『信州方言読本　語法篇』 (信濃教育会　昭23, 10月) p・旦, 256, 260

398, 427, 478

青木千代吉『信州方言読本　発音篇』 (信濃教育会　昭26, 6月)　p.454

福沢武一『信州方言風物誌　第二』 (柳沢書店　昭32, 7月)　p・墾,輿, 398

上田中学校国洪科『信州上田附近方言集』 (大正堂書店　昭7, 10月)　p・些, 82,

160, 256, 303, 315, 331, 399, 478

斉藤武雄『下高井の言葉(語桑)』 (下高井教育会　昭36, 1月)　p.504

佐伯隆治「長野市及び上水内郡方言集」 『方言』第四巻第十一号(昭10, 12月)

p.27, 82

佐伯隆治「信州北部方言語法(上)」 『国語研究』第十巻第七号(昭17,　月)

p.43, 398, 478

佐伯隆治「信州北部方言語法(下)」 『国語研究』第十巻第八号(昭17, 9月)

p.233

山梨県

山田正紀『山梨県方言の諸相-資料篇--』 (山梨言語地理学会　昭9, 3月)

p.286

深沢泉『甲州方言』 (地方書院　昭36, 10月)　p・壬旦巨,主些, 315

瀬川敏「『坊』と『ぼこ』 (山梨県国中地方)」 『言語生活』第七十号(昭32,7月)

p.264

稲垣正幸「富士北麓のことば(山梨)」  『NHK国語講座』 (昭32, 5月) p.315

石川振泥「山梨県河内方言」 『方言と土俗』第四巻第九号(昭9, 1月)　p.輿,

267

清水茂夫・渡辺恒弘「西山村方言の語法」 『西山村総合調査報告書』 (山梨県教育

委員会　昭33, 3月)　p.215,428

清水茂夫「奈良田ことばの語法」  『奈良田の方言』 (山梨民俗の会　昭32, 8月)

p.400

深沢正志「奈良田方言語桑」　『奈良田の方言』 (HJ梨民俗の会　昭32, 8月) p・

479
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七　関　　東

し関東地方〕

大橋勝男『関東地方域方言事象分布地図』第二巻く表現法篇> (桜楓社　昭51, 2月)

p.484

日本放送協会『全国方言資料』第2巻　関東・甲信越編(昭42, 2月) p.壬壁・主堅,

165, 184, 234, 256, 294, 429, 431, 479, 481, 482, 483, 501

日.*放送協会『全国方言資料』第7巻　-き地・離島編(I) (昭42, 3月) P-90,
123, 167, 256

神奈川県

山本靖民「神奈川県方言資料」 『方言』第三巻第四号(昭8, 4月)　p・土壁, 402

日野資純「神奈川県愛甲郡煤ケ谷村」国立国語研究所報告16 『日本方言の記述的研

究』 (明治書院　昭34, 11月)　p.429

日野資純・斎藤義七郎『神奈川県方言辞典』 (神奈川県教育委員会　昭40, 3月)

p.107

東京都

斎藤秀一編『東京方言集』 (自家版　昭10, 1月)　p・旦壁, 215, 316, 402, 430,

蝣179

吉田澄夫「東京方言」 『国文学解釈と鑑賞』第四巻第七号(昭14, 7月)　p.286

大脇繁吉『八丈島仙郷誌』 (大脇商店　大13, 1月)　p・些

保科孝一「八丈島方言」 『言語学雑誌』第一巻第四号(明33, 5月)　p・主翼

「口語法取調」 『八丈島教育会報』第二号(筆写物によったため年月不詳) p・堅,輿

本山桂川『海鳥民俗誌』 (-誠社　昭9, 2月)　p・主些　328

金田一春彦「伊豆七島」 『NHK国語講座』 (昭31, 7月)　p.347

金田一春彦「伊豆神津島のことば(東京)」 『NHK国語講座』 (昭32, 7月)
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p.152

飯豊毅-「八丈島方言の語法」国立国語研究所論集1『ことばの研究』(昭34,2

月)p・些

千葉県

本山桂川『千葉県郡別方言集中篇』(日本民俗研究会昭7,7月)p.430

伊藤晃『東若方言漫録』(月刊評論社昭33,7月)p・竺

斎藤達夫「東総地方方言集」『方言誌』第三時(昭7,7月)p・冥

埼玉県

大久保忠国「埼玉方言の語法」『ニュースクール』7(昭25,7月)p.273,455,

480

大久保忠国「埼玉」『言語生活』第十二号(昭27,9月)p.273

杉山正世『埼玉県川越市近傍言語集稿』(自家版昭5,8月)p.220

池ノ内好次郎『埼玉県入間郡宗岡村言語集』(自家版昭5,9月)p.430

池ノ内好次郎「埼玉県入間郡方言集稿」『方言』第七巻第二号(昭12,3月)p・

220

池ノ内好次郎「東武地方の方言」『言語生活』第九十号(昭34,3月)p.480

秩父市教育委員会『秩父の伝説と方言』(秩父市教育委員会昭37,5月)p・些至,

126,137

群馬県

中沢政雄「群馬県」『NHK国語講座』(昭30,5月)P-19

都竹通年雄「群馬方言の語法」一『季刊国語』昭和22年冬季号3(昭23,1月)

p.199

上野勇『万場の方言』(自家版昭27,6月)p.403,431,481
雷芸芸孟竃嘉盈監霊宝悪評F'芸芸版国芸11,2H

JRSSI24志度p.271,

1P霊さんちうあなだらけ瓢亭百成『山中寮過多』(上毛民俗の会昭26,4月)p.505
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栃木県

大田栄太郎『栃木県方言』 (自家版　昭5, 2月)　p.234

河内郡私立教育会『河内郡方言集　完』 (福田安吾　明36, 12月)　p.70

田代黒龍『高林村郷土誌』 (稿本　明44, 5月)　p・些

茨城県

茨城教育協会『茨城方言集覧』 (茨城教育協会　明37, 4月)　p.267, 273, 505

田口英雄「茨城県方言の考察-主として音韻・語法について-」 『研究誌』

(昭14, 7月)　p.274, 431,482

田口美雄「茨城方言語法二三の考察」 『方言研究』第十輯(昭19, 7月)　p・壬堕,

143, 199, 482

関英男「敬語と普通語」 『民間伝承』第二十巻第二号(昭31, 2月)　p.484

長塚節『土』 (春陽堂　大15, 9月)　p.316,483

八　東　　北(奥　羽)

〔東北地方〕

仙台税務監督局『東北方言集』 (東北印刷株式会社出版社　大9, 8月)　p・堕,

318, 358, 456, 490

小林好日『方言語桑学的研究』 (岩波書店　昭25, 11月)　p.410

小松代融-「岩手」 『方言学講座』第二巻(東京堂　昭36, 3月)　p.434

北条忠雄「秋田」  『方言学講座』第二巻　p.488

斎藤義七郎「宮城・山形」 『方言学講座』第二巻　p.487

北条忠雄「みちのくの巻(1)」 『方言の旅』 (柴田武編　筑摩書房　昭35, 9月)

p.41, 198, 408

北条忠雄「北陸道・出羽・陸奥」 『NHK国語講座』 (昭33, 11月)　p.406

外相繁「東北」 『中央公論』 (昭25, 5月)　p.406

本堂寛「地方特有語についての言語地理学的一考察」 『文化』第二十一巻第四号

(昭32, 7月)　p.486

日本放送賂会『全国方言資料』第1巻　東北・北海道編(昭41, 10月)　p・塾主型,

165, 217, 220, 221, 235, 274, 288, 319, 347, 358, 433, 434, 436, 485,486.
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491, 507

福島県

大田栄太郎『福島県方言』 (自家版　昭5, 1月)　p.404, 486

児玉卯一郎『福島県方言辞典』 (西沢書店　昭10, 7月)　p.壁,塾旦堂, 201,

221, 271, 458, 486

飯豊毅- 『福島県史』第二十四巻「民俗　二」所収「第六章　言語生活」 (昭24, 3

月)　p.234, 431

飯豊毅- 「福島県方言における対者尊敬表現について」  『国語学』 59　(昭39, 12

月)　p.200, 484

五十嵐正巳『会津若松市方言集稿』 (自家版　昭11, 4月)　p・主翼

山口弥一郎『会浮方言集』 (増訂版) (岩磐郷土研究会　昭28, 8月)　p.220,

221

大沼郡役所『大沼郡誌』 (大沼郡役所　大12)　p.486

菅野宏「槍枝峡の方言」　日本放送防会『方言と文化』 (宝文館　昭32, 10月) p・

124, 486

新妻三郎『相馬方言考音韻語法の部』 (自家版　昭5, 10月) p・墾,輿, 403, 432

新妻三郎「相馬に於ける敬語動詞及び敬語助動詞について」 『国語研究』第二巻第

四号(昭9, 4月)　p.90,輿,土壁

武藤要『福島県中村町方言集』 (一言社　昭6, 10月)　p.432

武藤要『福島県棚倉町方言集』 (自家版　昭7, 2月)　p.220, 271

宮城県

費魔『方言連用抄』 (文政10年秋8月)　p.433

土井八枝『仙台の方言』 (春陽堂　昭13, 4月) p・堕,輿,主墾,壁,主壁,主翼,
165, 225, 318, 346, 404, 405, 433, 487, 501, 506

藤原勉「仙台方言」 『仙台市史』 6<別篇4> (仙台福役所　昭27, 3月)　p.
224

世古正昭『細倉の言葉』 (三菱金属鉱業株式会社細倉鉱業所文化会　昭31, 3月)

p.147

菊沢季生「宮城県方言文法の一斑」　『国語研究』第二巻第四号(昭9, 4月)

p.404
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山形県

斎藤義七郎「宮城・山形」　『方言学講座』第二巻(昭36, 3月)　p.487

山形県師範学校『山形県方言集』 (山形県師範学校　昭8, 1月)　p・堅,旦壁,
227, 244, 257, 274, 295, 309, 405, 487

『山形方言集』 (方言絵はがき)　p.406

内田慶三『米沢言音考』 (目黒書店　明35, 10月)　p.壁,壬壁, 187

『米沢方言手拭』 (方言手拭)　p.358

斎藤義七郎「山形県村山郡方言助動詞考」　『方言研究』第四輯(昭16, 10月) p.

蝣106

板垣スヱ「北村山郡昔話-山形県・西郷村名取-」　『昔話研究』第十一号(昭12,

9月)　p.358

著者不詳『高島町ヲ中心トセル方言』 (自家版　昭15, 2月)　p・主型

野村純一・敬子『笛吹き蟹　最上の昔話』 (東出版　昭43, 6月)　p・主翼

戸川安章「羽黒の山伏しと言葉」 『NHK国語講座』 (昭31, 11月)　p・旦墾

秋田県

秋田県学務課『秋田方言』 (秋田県学務課　昭4, 11月)　p.壁,些,輿, 295,

317, 407, 408, 409, 410, 435, 455, 457, 487, 488, 506

大山宏等編『驚田警音韻及口語法』 <『棚』第三十九号附録>(秋田県立秋田中学校
校友会　明44, 5月)　p.土壁, 184,488

内田武志『鹿角方言集』 (刀江書院　昭11, 9月)　p・些,主些

湯沢幸吉郎「語法上から見た秋田方言」　『国語史概観』 (八木書店　昭18, 1月)

p.456

北条忠雄「秋田の会話」　日本放送協会『方言と文化』 (宝丈館　昭32, 10月)

p.488

芳賀綴「秋田」　日本放送賂会『NHK国語講座　方言の旅』 (宝文館　昭31,9月)

p.456

今村義孝『秋田むがしこ』 (未来社　昭34, 9月)　p.489

岩手県

小松代融- 『岩手方言の語尭』 <岩手方言研究第三集> (岩手方言研究会　昭34, ll
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月)　p.38, 129, 145, 185, 194, 199, 201, 217, 257, 295, 306, 310, 342,

357, 411, 490

小松代融- 『平泉方言の研究』 (岩手方言研究会　昭29, 10月)　p.409

高橋藤作『西和賀方言之研究』 (岩手県和賀郡川尻尋常高等小学校　昭9, 11月)

p.40, 490, 491

『気仙方言誌』 (金野静- 「第1部語法論」菊池武人「第2部語桑」昭39, 11月)

p.357

八重樫真『岩手県釜石町方言語』 (千葉市川町日本民俗研究会　昭7, 3月) p.490

伊能嘉矩『遠野方言語』 (郷土研究社　大15, 6月)　p.307

金田一京助「私自身の方言を詐みて」 『方言研究』第三輯(日Ig16, 6月)　p.198

官良当壮「日本語に於けるクヮ(Kwa)行音群に就いて」 『言語研究』第十,十一

号(昭17, 11月)　p.295

国学院大学民俗文学研究会編集委員『岩手県南昔話集』 『伝承文芸』第六号(昭43,

4月)　p・輿,457

平野直「南部昔話抄(-)」 『昔話研究』第三号(昭10, 7月)　p.491

平野直「南部昔話抄(≡)」 『昔話研究』第六号(昭10, 10月)　p.357

平野直「南部昔話抄(五)」 『昔話研究』第十号(昭11, 2月)　p.357

青森県

青森県『青森県方言靴語』 (青森県庁　明41, 9月)　p.271, 412, 414, 436

菅沼貴- 『青森県方言集』 (青森県師範学校　昭10, 6月)　p.269, 414

中市謙三『野辺地方言集』 (三元社　昭11, 8月)　p.319, 436

能田多代子『五戸の方言』 (国学院大学方言研究会　昭13, 3月)　p・些195,

235

能田多代子『青森県五戸語桑』 (自家版　昭38, 2月)　p・旦,些

寺井義弘『青森県南部方言考』 <昭和37年研究資料1 > (八戸市教育委員会　昭37,

10月)　p.199, 235

瀧野沢栄一「津軽方言の語法」 『方言』第五巻第二号(昭10, 2月) p.414, 492

東条操・此島正年・北条忠雄「方言をめぐって」 『言語生活』第五号(昭27, 2月)

p.435, 492

工藤祐「買物言葉」 『民間伝承』第十九巻第九号(昭30, 9月)　p.235, 414

『津軽方言絵-ガキ』第-輯(方言絵はがき)　p.442
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九　北海道

石垣福雄「東京語はひろがる」 『言語生活』第四十一号(昭30, 2月) p・些

石垣福雄「北海道は方言試練の場　死滅したことばと生き残ることば」 『放送文化』
第22巻第2号(昭42, 2月)　p.307

日本放送協会『全国方言資料』第1巻　東北・北海道編(昭41, 10月) p.壁

十　一　　般

東条操『全国方言辞典』 (東京堂　昭26, 12月) p・些主型, 375, 500

東条操『全国方言辞典　補遺篇』 (東京堂　昭29, 12月) p-9, 41,輿

東条操『分類方言辞典』都竹通年雄「小詞」 (東京堂　昭29, 12月)　p.27, 183

日本放送協会『全国方言資料』

(これは地域別に配してある。)

静岡県警察部刑事課『全国方言集』 (静岡県警察部刑事課　昭2, 7月) p・堂,
213, 249

諸家稿「全国珍語寄語集」 『言語生活』第三十五号(昭29, 8月) p・堅, 184,
506

柴田武『お国ことばのユーモア』 (東京堂　昭36, 11月) p-42,輿, 370, 492

柳田国男『毎日の言葉』 (創元社　昭21, 6月)　p.38, 286, 403, 409, 479

奥村三雄「方言の区劃」 『国語国文』第二十七巻第三号(昭33, 3月)　p.453

都竹通年雄「方言文法」 『国文学解釈と鑑賞』第十九巻第六号(昭29, 6月)

p.27, 419

永田吾太郎「助動詞の記載について」 『土の香』創刊五周年記念(土俗趣味社　昭

8, 5月)　p.32, 337, 483

今泉忠義「現代の敬語」　国語教育学会『現代語法の諸相』 (岩波書店　昭18, 6月)

p.403

橘正一「デス・ダス.ドス」 『コトノミ』第七巻第三号(昭12, 3月) p.223, 227,

263

小松寿雄丁『お～する』の語詞」 『国語研究室』第五号(昭41, 12月) p.主堅

東条操『方言と国語教育』国語シリーズ11 (文部省　昭28, 3月) p.215, 451

山田修「共通語教育のあり方　関東甲信越地方」　日本放送協会『方言と文化』

(宝文館　昭32, 10月)　p-18

藤原与-『方言敬語法の研究』 (春陽堂　昭53, 1月) p・墜輿;, 90, 326, 337,
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338, 340, 343, 361, 364, 458, 475, 492, 495, 496

春日和男「『ます』及びその類語の発生と展開」 『国文学』第五巻第二号(昭35,

1月号臨時増刊)　p.354

新村出「方言史談」 『方言』第四巻第一号(昭9, 1月)　p.427

土井忠生訳『ロドリゲス　日本犬文典』 (三省堂　昭30, 3月)　p.主型, 327

湯沢幸吉郎『国語史　近世篇』 (刀江書院　昭12, 3月)　p.459

国語調査委員会『口語法別記』 (大日本図書株式会社　大6, 4月)　p.295

橋本進吾『新文典　別記』 (冨山房　昭7, 4月)　p.362

木枝増- 『高等国文法新講　品詞篇』 (東洋図書株式会社合資会社　昭13, 11月)

p.354

松村明『日本文法大辞典』 (明治書院　昭46, 10月)　p.365

日本大辞典刊行会『日本国語大辞典』第四巻　第十四巻(小学館　昭48, 7月　昭50,

3月)　p・堕,417

〔補〕

永田書太郎「『ございます』のvariety」 『音声学協会会報』第29-30号(昭8,

5月)

追　記

諸文献からの引用にあたっては,その原文を忠実に写すことにつと軌清濁のあ

やまり,促音表記その他での表記の不整,分かちがきのあやまりなども,すべて

原文のままにした。
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索　　引

〇二種の索引を設定する。

○語句排列は,アイウユオ順によらないところもある.

1　方言事象索引

483, 485

「′一＼一アゲ」表現法　　　　　　　131

アゲモス

アゲル一・　　　　　一蝣69, 130, 133, 345

・~-ヽノアゲル

アゲル・サシアゲル一・　　　　　日130

256, 477

アス-=　　　　- 202,486,487,489,491

7ス-ゴアス一・　　　　　　　一474

「アス」は, 「ヤス」に相当　　　　480

アリーセソ　　　　　　　　　　　　　393

アy-tソ

アリマス=-　　　　- 204,339,340,341

アリマス一一一ゴザイマス--　　-　340

「アリマス」が「アンス」一　　　一405

「あります」のなまり「あんす」一一412

アリャソスI--アリャソ一・　・日469

「アル」表現法　　　　　　　　　　340

あんす

アンス=-　　　　　・・459,467,468,470

485, 487, 488, 491

(Jアンス=-　　　　　　　　　　蝣蝣蝣481

「アンス」ことば一　　　　　　一483

「アンス(ァソス)」ことば一　一・489

〔イ〕

行キナンモーシ--　　　　　　　- 355

行キマスナ=-　　　　　　　　　- 367

出雲地方の「ゴセ」ことば-

土佐の「オーセ」ことば一一一一86

97, 98, 102

イクー-イダ

イタ-カシ(ヒ)チ-p・　　　・一一96

イタ-カツ(ヒ)チ--カシ・一　　一197

イダーコ

ィダーコ

イタシイタス　　　　　　　　　　　114

イタシャ-ス　　　　　　　　　　116

イタス　　　　　5,112,113,114,167,494

「′-＼ノイタス」　　　　　　　　　　115

「イタス」ことば　　　　　　　　167
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「イタス」助動詞

「イタス」表現法　　　　　　112,115

イタダカイテ・　　　　　　　　　　　95

イタダカシテ　　　　　　　　　　　　　95

頂カシテ

イタダカヒテ　　　　　　　　　　　　　95

イタタキ+上げる　　　　　　　　　　94

イタダキス

イタダキマシテソ-ロ　　　　　　　153

イタダク　　　　　　　　　　5,7,93,95

イタダク系

イタダク叛

smzmi顛

.「頂こう」表現法=・　　　　　- 101

「イタ」表現法-　　　　　　　- 103

イテサンジマス-・　　　　　　　　- 126

「いなだく」 (いただく) -　　　　-・95

イラシミセ

インヤデス　　　　　　　　　　　422,423

〔ウ〕

xSJWaMk

ウゲダマル

ウケクマワル.

〔エ〕

ユンス-ヤソス-・　　　　　---　476

「エソス」は, 「ヤソス」 ・--　・-483

〔オ〕

オ-・-・ - 77,83, 502,503,505,506,507

オアンス-ゴアソス-・　--・--　294

オイタダキシマス　　　　　　-　　　蝣94

オイテモシェ　　　　　　　　　・-　357

オいとまスル　　　　　　　　　　　　154

79, 85, 86

仰セツケラレ

仰セyケラレマセ　　　　　　　　　91

オーツケラレ

隠岐島での「デース」 「テス」-・ -　423

オ下シなさいマセ--　　　　　　　-・29

オクッ七一

オクライ

オクリ-

81

82

78

79

オクレー-ウクレ　　　　　　　　　　80

オクレI--オクレソ・　　　　　-　81

オクレ11---オコレ　　　　　　　　　　　77

111-オコレ

-オッケ

オクレー　　　　　　　77,78,79,80,81

「オクレー」表現法　　　　　　　　77

オクレル-オクレー　　　　　　　　　6

オクレ類

オクレ類の分布と生態--　　　　--77

オクレソナレ

オクソナイ

オクンナレ

オクンネ-

オコレ

t- -J- 1

81

81

81

91

82

82

おそれまおす-　　　　　　　　　143

オザイマス-ザイマス一一　　　　209

ri-->サー''l I＼

オザリマス

407

189

345

287

オじゃまスルー　　　　　　　　　　154

オジャル・--　　　　-　326,327,328
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オス　　　　215,331, 332,335, 337,439

オス・・ -アス　　　　　　　　　　　　336

千-ち-iV-*---‥‥・-----‥・--　331

・--アス

I--イス

オスー-オソI--ホソ　　　　　　　333

オスI-→ス　　　　　　　　　　　　　333

オスケラレ

「オス」ことば一　一333,335,336,337

「オ′・-ノスル」表現法-　　　　　154

「オス」表現法-　　　　　　　-蝣337

オゼヤシ'タ

オソマツ　イタシマツタ　　　　　　116

オタノモーシマス　　　　　　141,143

オタノモーシソス　　　　　　　　　142

オダノモス　　　　　　　　　　　　145

十こIl" J一蝣*ォ.

オッケ--・・

オッセ(オス　エ)

オマ　　　　　　　　　　　329, 330, 331

オマシノレ

オマス-・　　- 121,122,215,328,329

331, 332, 334, 335, 336

「オマス」が「オマ」に一　　　一451

「オマス」ことば-　　- 307,329,332

オマス　さしあげる・-　　　　　蝣123

「オマス」表現法-　　　　　　- 337

おまする

おませう

「オ′-_ノマセ」尊敬表現法I.・　-蝣376

おませる

オマセル　　　　　　　　　　122,123

オ～マへ　　　　　　　　　　　　376

おまらする　　　　　　　　　　　121

オマン

オモロー

オヤリナシ′テ

オヤソナシテ

「+居り」

オリマス

居りません　オリシン・-　　　　-389

「居る」動詞　　　　　　　　　　343
オレモソ-オモツタソ-ロー　　　152

オレソナデス　　　　　　　　　431,432

オレソノデス　　　　　　　　　　　426

オワス　　　　　　　　　　334,337,339

オワス-I--ス　　　　　　　　　　338'

オワス　--ス一一一-ソ　　　　　　339

-}一蝣-. ' 1

オソサソ

オンス-71)マス--　　　　　- 342'

〔力〕・〔ガ〕

サー,-　　イン:ち-I-蝣>]蝣蝣, ----..‥　　307

カーサイ

ガ-ス　　　　　　　- 258,259,268, 313'

ガ-ス-アース一・　　　　　一260

が-んす(がんす) ‥　　　　　- 29g

ガイス

ガイスなど

ガイマス

225, 227, 310,

ガス-,　　　= 222, 272.273, 304,309

310,311, 315,316,317

がす(が-す) ・　　　　　　　- 312
ガス-ガシ-ガヒ・・-　　　　　312

「ガス」ことば-　- 313,316,317,320

ガスツォ-ガッツォ=　　　　　318
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「ガス」丁寧法助動詞-・　　　- 176

ガッシャイ

「ガッス」ことば

-'} ...ツニ

230, 308

「カ」と「カソ」　　　　　　　　　497

カ-レ

eSVJ闇

「カリテ　イク」など-　　　　　・158

ガソ--　　　　　　　　- 300,301,302

-ガンス　　　　　　222, 265, 276, 281, 292

297, 301, 303, 304, 306

ガソス,ガス・一　　　　　　　　一495

ガンス　ガン-　　　　　　　　　　　297

1「ガンス」ことば--　297,298,299,302

303, 305, 307, 310, 320

ガンス-ゴソス-・　　　　　　　-　300

~「ガンス」表現法-　　　　　　　- 297

感動詞「ソラ」の変「ソロ」　　　347

関東地方の「デス」 -　　　　　- 429

関東地方の「マス」 ・　　　　・- 401

関東地方の「ヤソス,ヤス」-　-479

ガンヒョ一一・　　　　　　　　　　-298

〔キ〕

ヰヤー-接頭辞日日　　　　　　　108

ブL州地方の「デス」 -　　　　　- 420

九州地方の「マス」 -　　　　　- 367

九州地方の「ヤソス,ヤス」・・ -　459

九州内の「ダス」 ‥　　　　　　-　443

九州の「メス」　　　　　　　　　361

共通語の「ます」表現法・-　　　- 361

_近畿地方の「デス」 .　　　　　- 424

近放地方の「マス」　　　　　　　379

_近畿地方の「ヤソス,ヤス」 ・. -472

二近畿の「ダス」一一・　　　　　一448

〔ク〕・〔グ〕

クダ　　　　　　　　　　　　蝣・22,23,24

クダー-クダ　　　　　　　　　　　　25

クダー-クデー　　　　　　　　　　　22

クダーシ

クダーシはか

クダーリ

クダーレ　　　　　　　　　　　19,20,21

クダイ　　　　　　　　　　18,23,24,25

クダイ-クドイ　　　　　　　　　　　22

クダイほか

クダイショ

クダイセ

クダイセほか　　　　　　　　　　　　　33

クタサイ　　　　　　　　　・5,7,10,ll,44

クず(ラ)サイ　　　　　　　　　12

クダサイ　カ　　　　　　　　　　　　　11

クダサイ系

クダサイ

タダサイマシ

下さいまし-

8

32

30

30

クダサイ(-)マセ　　　　　　　　　30

クダサイマセほか　　　　　　　　　　　30

クダサイ類

「クダサイ」類

「下さい」類　　　　　　　　　　　102

クタサエ　　　　　　　　　　　　9,10,13

クタサェ-　　　　　　　　　　　12,13

クダサマセ-クラサマシェ　　　　　31

クダサマヘ

クダサリ
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クダサリマ

クタサレ

クダサレ

クダサレほか

クダサレイ

クダサンシェ

クダサソ(セ)

クダサソス

クダサンセ

クダサンセほか-

クダサンセー　　　　　　　　　　　・33

クダシカレ　　　　　　　　　　　42,43

クダシカレほか　　　　　　　　　　42

クダシャ～

クダLやカル　　　　　　　　　　　42

クダシャレ

クダシャソセ(シェ)　　　　　　　30

クダショカリ　　　　　　　　　　　43

クダセ(シェ)

クダセァ-

v*a四‥

クダーヒ-ソセ

クダッシ　　　　　　　　　　　33,34

クダッシ-クタシ　　　　　　　35

クダッシェ

クダッショ-クタッショ-　　　-・35

クダッセ

クダッセほか　　　　　　　　　　　34

クダ-イ

「クダ-イ」命令形　　　　　　　　17

クタ-リ　　　　　　　　　　　　9,14,15

くだ-リマッセ　　　　　　　　・ 30

クタ-レ　　　　　　　　　　　　15,394

クタ-レ

sT　5 .、し

「クダノ、レ」謙譲表現法一　　　　一13

クダ-レほか-一　　　　　　　　　　一13

クダ-ソシ

'W7fSt^H担

クタ-ソセ-ッタ-ソセ一,　-・・32

クダ-ソセ

クダへ-

クダリャ一七

クダリヤシ

32

16

19

2S

28

18, 19,21

クダレ-クラレ　　　　　　　・ 20

クダソシ一・　　　　　一35,36,37,38

クダソショ

クタンセ　　　　　　　　　　　36,37,38

クタンセ　　　　　　36,37,38,39,40,41

クタソセ(シェ)　　　　　　　　　35

クダソ七はか　　　　　　　　　　　　35

クダソヤイ-クラソヤイ　　　　　　28

クッタイ・クッサイ　　　　　　　17

クッチャイ

クッチョ

''MXk ;哩

訟grag

クト　ンシ′

クト　こ/シ′ェ

ク十-1+-り　　ヒ

タラサイ

クラサイ

クラサェ

くらされ

クラ-レ
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コアス　ゴワス　　　　　　　　　　　246

mwa嘩

くんだせ

玩nses

クソダハレ

・v'r*　し

グワソ

ク　レマシー

〔ケ〕 ・ 〔ゲ〕

248, 249

ゲ-ス一・　　　　　　　一260,261,264

ゲス--　　　　　　　　- 272,273,274

「ゲス」ことば-　　　　　　　-275

ゲッコースルー　　　　　　　　154

謙譲の「マス」 ・　　　　　　　- 394

謙譲の「マス」ことば--　　　-415

謙譲の「マセ」 -　　　　　・一一383

謙譲の「マス」用法--　　　　　= 390

謙譲の「マセ」 -マソ-　　　- 379

謙譲表現法形式「下さい」 ・　　　- 8

謙譲表現法の人代名詞--　　　　161

謙譲法動詞「マイラスル」 =　　　176

〔コ〕・〔ゴ〕

ゴアイス

ゴアイス

コアイマス　　　　　　　　　　　　　　212

コアス　　　　　　248,250,251,253,255

256, 257, 258, 269, 295

コアス-アス　　　　　　　　　　　254

ゴアス-ゴアシ　　　　　　　　　　246

コアス-コアシ-コアヒ

-コアイ　　　　　　　　　　　　247

コアス-ゴヤス　　　　　　　　　　　252

ゴアハンス-ゴワ-ソス-　　　　204

ゴア-ソス,ゴ-ソス・-　　　　-204

-_.- -.蝣　L

ゴアフ

コアリマス　　　　　　　　　　　　190

ゴアン　　　　　　　　　　　　　247,251

ゴアソサ

ゴアソス一・　日222,265,276,290,291

292, 293, 294, 295, 300

「ゴァソス」「グヮソス」 ・　　　-295

「ゴア(ワ)ソス」ことば一　一291,296

ゴアンス　ゴワンスなど-　　　　　290

ゴアこ/ソ

ごいされませ(御免下さいませ) - 383

ゴイス-=　　　　蝣153,260,261,262,263

264, 265, 269, 270, 272

ゴイ(-)ス

「コイス」系のもの　　　　　　　　260

コイス　ゴエス,ケース　　　　　　260

「ゴイス」ことば　　　　　　　　　264

コウテッカ

コウトッケ-　　　　　　　　　　　80

コェ-ス

コエス　　　　　　　　260,261,263, 264

コエソス　　　　　　　　　　　　263,294

コース　　　　　　　　　　　　　268,269

ゴザ-ス--　　　　- 227,230,232, 233

ゴザ-マス日日　　　・・209,210,212,214

ゴザアル

コザールマッス　　　　　　　　　189

ゴザイ　　　　　　　　　　　　　207, 210

コザイアス　　　　　　　　　　　　　220
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ゴザイガス一・　　　　　　　　　一221

ゴザイス一一・ -- 224,227,231,232,233

234, 235, 236, 260, 275, 276

ゴザイス

ゴザイス-ゴダイス--　　　-- 232

ゴザイマース--　　　　　　　　　・・207

ゴザイマシツロ・・一・・　　　　・一207

「ございましよう」のくずれ

「ガイモー」 -　　　　　　　-210

ゴザイマス・-　　　- 186,196,204,205

206, 207, 209, 215, 217, 245, 276

ゴザイマス-・　　　　　　　　--・- 213

ゴザイマスィ-　　　　　　　　- 209

「ゴザイマス」系のことば一　　一275

ゴザイマス　ゴザイモス・-・　　-204

「ゴザイマス」ことば一　　一275,276

"".____ .I-I I

308, 322

ゴザイマスロー。 ・　　　　　　　-211

ゴザイマッショー--　　　　　　　　208

ゴザイマッス・一　　一207,208,210,230

ゴザイマスル・-・　　　　　　　　-- 209

ゴザイマッスル--　　　　　= 207,208

ゴザイミス一・　　　　一一一　213,214

ゴザイモース-・　　　　　　　-I-　205

ゴザイモス--　　　　187,205,206,276

ゴザイヤス・-　　　　　----・ 219,220

ゴザ4ヤス

ゴザイ(-)ヤス一・　　　　　　一220

ゴザイヤス-オザイヤス-

オザェヤス-オゼェヤス

-オザソヤス-ゴザソ

ゴザイヤスはか一　　　　　　　　　一　219

ゴザイヤソス=・-・　　　　　　　-　218

ゴザイ(-)ヤソス--　　　　　- 219

ゴザイヤソス以下の異形式類-- -- 218

ゴザイヤソスほか--,・-・　　　　　=　218

ゴザイヤソスル・----　　　　　　-　218

ゴザイワス

ゴザイソス　　　　　　　　　　　222,223

ゴザ-(イ)ス-ザ-(イ)ス

-ダユ(イ)ス　　　　　　　　231

ゴザェイマス　　　　　　　　　　　　209

ゴザエース　　　　　　　　　　　233,234

ゴザェ-マス　　　　　　　　　　　　210

ござr.-J-

ゴザェマス=-　- 207,209,210,215,217

ゴザェマス-=　　　　　　　・- 213,215

ござえんす

ゴザェソス　　　　　　　　　　　218,223

ゴザス一・　　一237, 239,240,241, 242

243, 244, 245, 260, 275, 281

ゴザス-ゴザシ-ゴザソ--　-　238

ゴザス系のもの・一　　　　　　　日　236

ゴザッシェソ一一-　　　　　　　-- 237

ゴサッシャイ=-・　　　　　　　　--85

ゴザッシュ-ゴッシュ・-・　　-　229

ゴザッシュー(ゴザッシュ)・・ -229

ゴザッショー-ガッショー-一・一228

ゴザッショー(ゴザッショ)-　-　229

ゴザッス一・　　一　228,230,275,309

ゴザッス(ゴザッスル) ・---- 227,236

ゴザッスル

SS^E

ゴザヤーマス・-　　　　　　- 212,215

ゴザヤス

ゴザリアス日日　　- 199,201,202,221

ゴザリァス

ゴザリアソス-・　　-- 196,197,198

ゴザリァソス-・　　　　　　　　- 199

ゴザリェス

ゴザリエソ一一ガ-(イ)ソ-・ ・=　405

ゴザリガ、ンタ一・　　　　　　　・一176

ゴザリガス

ゴザリカソス　　　　　　　　　　　　　203



548　　P.170までは謙譲表現法　　P.171からは丁寧表現法

ゴザリガソシュー=-　　　　　　　181

ゴザリガソス,ゴザリガス一・　一203

ゴザリス--　　　　　・194,224,225,227

ゴザリス　ゴザイス-・　　　　-　224

ゴザリマス- 186,188,191,193,194,195

ゴザリマスく三三　芸二‥言::
ゴザリマス-ゴダリマス-

ゴラリマス--　　　　　　　　　189

ゴザリマス-ごありまソ-　　　192

ゴザリマス　ゴザリモス-・　　　- 186

ゴザリマス(モス)系総収-・　- 322

ゴザリマスル・-　　　　　　　　　　・189

ゴザリマッス-　　　　　　　　　189

ゴザリ　ミス-・　　　　　　　　　　-　391

ゴザリ　ミス

ゴザリモース=-　　　　　　　- 178,187

ゴザリモース-ゴザリモス- 186,187

ゴザリモス--　　　　　　　　　　-= 187

ゴザl)ヤース　　　　　　　　　　- 201

ゴザリヤス・-　　　　199,200,201,202

ゴザリャス一・　　　　　　一200,201

ゴザリヤスはか-　　　　　　　　　- 199

ゴザリヤソス--　　- 197,198,199,202

ゴザリャソス一・　　　　　一197,199

ゴザl)ヤソス以下の異形式扶　　　196

「ゴザリヤソス」以下の異形式類-・204

ゴザリヤソスほか一　　　　　　　一196

ござりやんする--　　　　　　　　- 197

コザリヤンスルー　　　　　　　　　197

ゴザリ　ン

ゴザリンス一・　　　　　　　一222,223

ゴザリンス　ゴザインス-‥--　-　222

ゴザル--　　　　　　- 153, 177, 181, 182

183, 185, 186, 196

344

ゴザル-ゴザ・-　　　　　　　　- 179

「ゴザル」 -- 「ゴザリマス(モ

ス)」の分生体系=‥-・ --　326

「ゴザル」尊敬表現法--　　・- 177

「ゴザル」尊敬法動詞一・一　　　日344

「ゴザル」丁寧表現法一一　--- 177

「ゴザル」丁寧法動詞=-= 176,178,179

180, 181, 182, 185, 222

「ゴザル」動詞　-・　　　　　- 177,196

ゴザルマス・-・　　---一一188,193

ゴザルマッシュ一　　　　　　一・一188

ゴザルマッツェ--　　　-一日-・- 195

ゴザレ

r/+r v

ござんさる(御産道はさる) ・・ --278

ゴザソス--- 211,222,275,276, 277,278

279, 280, 282, 283, 285, 286

289, 304, 416

ゴザ(ダ)ソス--　　　　　　　　- 279

「ゴザソス」系のもの　--一・　一275

「ゴザソス」ことば一　　　一279,282

284, 286, 289

「ゴザソス」ことばは-　　　　- 294

「ござんす」 「ごだんす」 ・・　　　- 286

「ゴザソス」丁寧表現法一　　　一290

ゴザソスル--・　　　　　　- 275,278

ゴザ(ダ)ソスル-=　　　　- 279,280

ゴザソソ-ザソソ--・　　　　- 277

ゴザソマス・一　　　　　　　一214,217

ゴザソモス

コ~`二:ェ"'*>

ゴジ-ヤス
、-- _-/

ゴジシタ-ゴザシター一　　　一241

ゴシナイ

ゴシナ-イ・

SK^E

79, 84-85

ゴジャ-ゴザル・一　　　一・-‥- 185

ゴジャース--　　　　　　・一一一235

ゴジャーマス　　　　　　　--・-　215

ゴジャ-マス-・　　　　　　--　215
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=」Z!坦

ゴジャッ

ゴジャマス一一一一・　　　　　一215

ゴジャリマス=・--　　　　　　　- 195

rora六

「ゴジンス」の略として,

「じんす」一一・　　　・一一285

ゴス-=　　-・85, 269, 270, 271,272, 273

ゴゼァ-マス一・・　　　　　　　日　215

ゴゼァス一一　　-　　　　　---- 233

ゴゼァンス---　　　　　　　　　- 218

ゴゼィース--　　　　　　　　　- 234

ゴゼイス

ゴゼ-ス一・　　　一230,232,233,234

ゴゼェマ

ゴゼ-マス・.I-=- 209,210,213,215,216

ゴゼェヤス・一　　　　　　　　・一- 220

ゴゼ-ヤス　　　　　　　　　　　　　　220

ゴゼェンス-‥　　　　　　　　　　- 289

SJME.

ゴゼマス=--　　　　　　　- 213,215

ごぜやす

ゴゼソス一・一　一284,285,286,289,294

ゴゼ(ジェ)ソス-・・・--　　　.- 285

ゴダイアッス一一・一一　　　　一　219

ゴダイマス・-・　　　　　-　209,212

ゴダニマス・=・　　　　　　-一・・一210

ゴダニヤス-一一・一・　　　　--- 219

ゴダェヤソス-・　　　　　　　-- 218

ゴダヤス

ゴダリマス---　　　　- 190,191,192

ゴダンス--　　　　--- 279,280,284

ゴヂュアス

ゴッサイ

ごつさりまし(ゴメソナサイ)一一397

ゴッサンシェ

a-aw旧

5CKサ

ゴハッシャイ

ゴノヽン'ス

ゴヤ-ス

ゴヤス　　　　　　　　　　　　　248, 255

ゴヤソス　　　　　　　　　　　　294, 296

ごわ(ゴワス) -　　　　　　・-253

ゴワス--　　　　　- 246,248,250,253

254, 255, 257, 258

ゴワス(アス)-　　　　　　　-　271

ゴワス-が-す・・一・・　　　　一　256

ゴワス-グァ-ス-・　　　　-- 252

ゴワッス

ゴワソ---　　　　　　--・-　251,253

ゴワンス一一一- 290,291,292,293,294

ゴソサリマス---　　　　　　　　日日　203

ゴソス-=　　　- 265,266,267,269,272

ゴソスル・一　　　　　　　　一266,267

〔サ〕 ・ 〔ザ〕

ザイアス＼芸-ニ三?.:… :二ZZ:
ザイマス・-----　　　　　- 207,214

サウダデン　さうでサー-・　・-430

ザェマシタ

サシアゲル

500, 501

サマ-サン-サー　　　　　　　　499

サンジアス

さんじます
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サンジマス・-.　　　　　　　- 125,127

サソジマス-サニマス-　　　　　126

i^^E
・lt蝣一・i" 'I

参ジル--　　　　　　　　　　125, 126

〔シ〕・ 〔ジ〕

シ′-タス

四国地方の「デス」 ・・　　　　・- 424

四国地方の「マス」 ・・　　　　　= 376

四国地方の「ヤソス,ヤス」- ・-471

四国内の「ダス」 ・・　　　　　- 447

・ンステス

シットルゴザー　　　　　　　　　　154

～シテス

してったはれ

「シ'」には, 「ます」を--　　　-I 413

ジャーマス-ザ-マス一・　　一345

～ジャス　　　　　　　　　　　　　465

ジャリマス　　　　　　　　　　　　　341

/I-シャリャソス　　　　　　　　　469

ジャンス　　　　　　　　　　　　470,482

/、一シャソス　　　　　　　　　　　　469

シャンス'サッシャソス　　　　　　416

終止形の「タッ」 「ダ」　　　　　　450

終止形「マフ」　　　　　　　　　382

終止形「モシ」一一一シ　　　　　　352

シランゴザ日日

シ:/ジノレ

二」l

シ′ソジル

しんぜる

teKBSm旧

進ゼル-進デル

シソゼ「ル・ -ヒソゼ「ル一・ ・一- 137

「シ′ソゼル」ことば-　　　　-・- 135

「進ゼル」ことば一　　　・一136,137

シソデル

〔ス〕

ス-・　　　　- 320,321, 333, 336,435

す(普通語の「ます」に似てゐ

る) -ス・--　　　　　　　　408

「ス」 (です) -　　　　　　　　-　429

ス-です

「ス」は, 「デス」相当の=-　　-- 435

〔セ〕

接辞「オ」

接辞による丁寧表現法--　　　- 499

接尾辞による丁寧表現法一・　・一501
セ

-ヒソゼマス　　　　　　　　　　　　　　　134

セソゼノレ

候

(、J候-

ソナコニノレ

〔ソ〕・〔ゾ〕

151, 347

「ゾ」に対しても「ゾン」-・　---497

「ゾ」の靴形の「ド」一　　　　日- 497

その独自の「ス」 ・・　　　　　-410

尊敬語命令形

・尊敬の「マセ」 --------- 383,394

尊敬表現法r-ヤソス,ヤス」 - 460
150
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〔夕〕・ 〔ダ〕

ダーコ--　　　　　-蝣・99,100,101,102

クーシル(取らせる) -　　　　　・123

ダーニ-ダニ--　　　　　　　- 419

ダァ7,ジャナフ‥-　　　　　-‥448

だあんす

タイ-タェ

タイ・タン

待遇表現法分子「シ,」 -　　　　- 413
ダイマシタ

々イン-.'.11蝣.蝣---‥-----一一2S

ダス--　　　　-蝣437,438,439,443,445

447, 449, 451, 452, 454, 456

ダス-ヤス　　　　　　　　　　-　452

「だす」を誹りて「ざす」--　　-.. 444

「ダス」が「ダー」とも・・.　　-449

ダス　カ,ダッ　カ(ケ)・=　　-・449

「ダス」が「ダ」に　一　　　　　一451

「ダス」が「ナス」に　一　　　　一・457

「ダス」ことば一　一445,447,448,449

450, 452, 453, 458

ダス・ダシタ・ダソシタ--　　--455

ダッシャロ--

だっしよ

449, 450

ダッ　セ-・一・　　　・日449,450,452

ダッセ(北蔦) -I-・・　　　　-- 455

××ダッセ　　××です--・　- 454

(Jダデス・・-　　　　　　　　　　- 428

「だ」 「です」 ‥ 「ド-」

「デス」 -　　　　　　　　-　428

「頼みます」が「-イス」-　　　388

タノンミャゲ-・　　　　　　　-131

ダ　ハ--ダ　-ソ--　　　　-　450

EBβ-吃

ダヒ　カ

タボーリ

タポーレ

タモーリ

タモーレ　　　　　　　　　　　　88,89

* -t蝣;蝣・

KE*i

ssa国

タモリモーセ-・・　　　　　　　　- 166

「タモル」尊敬法動詞-・　　　---88

タモレ-一一-　　　　　- 88,89,90,114

「クモレ」形式-一　　　　　　　一・88

「クモレ」命令法--　　　　　　--88

クモン'-ヒ

タモソセ　-クモソ　　　　　　　-・89

ダリマス・-・・・　　　　　- 341,372,373

ダリョ-ロ

sf jlヨン

タソエ　　　　　　　　　　　40,41,90

タンシ'ェ

タンス

だんす

ダソス一・　　　　　　一471,489,490

～ダンス-・・　　　　　　　　-- 469

「タンス」 「ダーソス」 ・　　　--489

ダンスーダス-.　　　　　　　-　456

「ダンス」相当の「ドンス十・・　一490
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「ダンス」は, 「デアソス」の一・一467

「だんす」は「でヤソス」一　　　一466

タンセ(シェ)・-　　　　　　　- 40,41

ダソセ(シェ) -　　　　　　　　39,40

タンセほか

ダソ　ナ

ダソ　ナー　　　　　　　　　　　　　　449

ダソ　ネン　　　　　　　　　　　　　450

タン-(ヒ　　　　　　　　　　　40,41

タニ/モレ

〔チ〕 ・ 〔チ〕

「ヂャス」丁寧表現法---　　・- 461

「ヂャソス」 「ヂャス」 -ことば--- 462

「ヂャソス」は「でヤソス」か・--475

中国地方の「ヤソス,ヤス」 ---　467

中国地方の「デス」 ・一一　　　一- 422

中国地方の「マス」 ・-・一・一一一371

中国内の「ダス」 -・--　　　-　446

中部地方以東内の「ダス」 -　　=　454

中部地方の「デス」 =　　　　　- 426

中部地方の「マス」　　　　　　　388

中部地方の「ヤソス,ヤス」-　-　475

チョ一日・・-　　　　　　-- 104,105,106

チョ-シた-チョ-た-　　　　106

チョウダイ

ちょうであー--　　　　　　　　　- 105

チョ-ダイ　-蝣・7,ll,102,103,105,107

チョ-ダイ　カ-・・-　　　　・・一一・11

頂戴する

チョ-ダイた　　　　　-・--・=- 106

頂戴はんか

「チョ-ダイ」表現法・・・一　　　一103

チョ-ダイマセ---　　　　　　　　103

嘘頭EZ3

チョ-ダイマセ一日-　　　　　・- 103

「チョ-ダイ」類.・・　　　　　=102

チョ-ダイ　カ-クダサイ　カー104

チョ-ダイ　ンカ・-　　　　　　　　104

チュ-ダイアソバセ--　　　　　蝣・・・105

チョ-デァ-ス--　　　　　　　= 106

チョ-デァ-スバス.-　　　　　　105

〔ツ〕

ツカ-ツカー日日　　　　　　・一・一-58

ツカー一一一　　　　　　　・一6,60,169

ツカーサイ・-・　　　・-6,7,44,45,46

47,48,49,51,169

ツカーサイマ-ヒ・一日一一　　一　　一-62

ツカーサイ系

ツカーサイ類

「ツカーサイ」類　　　　　　　　102

ツカーサイマッセ---　　　　　一一・61

ツカーザッセ(シェ)　　　　　　　-64

ツカーサッセ--・・- -・-・-----・・-64

ツカーサ1)マセ　　　　=・・--=-　　-62

ツカーサレ　-A,  ・-46,47,48,49,51

ツカーサレほか・--一一一一一・・・一-45

ツカーサレ(ツカサレ) ・ツカ

ーサイ(ツカサイ)はか--・-・-44

ツカーサレマセ・=・一一・ ・一一一--・62

ツカー-H一・・-ヒ

ツカーサソへ

ツカーハイ

ツカー-レ--　　　　　　　　=　53,54

、't-J,.て-i:

ツカーレ
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ッヵ-シャ-　　　　　　　　-　46

ツカーセ

ッヵイ--　・-6,53,55,56,57,77,169

ツカイほか

ツカサ-セ-

ッヵサイ・・-　　　　　　=・46,48,49,51

ツカサイセ

ッヵサイマセ　　　　　　　　　　61,62

ツカサイマセほか・　　　　　　　　61

ツカザッセ(シェ)　　　　　　　64

ッヵサッセほか　　　　　　　　　64

ツカサッセ-

ッヵサリマセ　　　　　　　　　　　61

ッヵサレ　　　　　　　　　・8,46,48,49

ツカサレマセ-　　　　　　　　　　　62

、蝣'-flヰL,・

ツカサン′セ

ッヵサソセほか　　　　　　　　・ 63

ツカッセ

ツカ-イ

ツカ-イマーヒ

ッカ-イマセはか---・　　---・62

ツカ-リマ一七

ツカバレ--・　　　　　- 50,51,53,54

ツカ-レ・ツカ-イほか一　　　　一・51

ツカ-ン′

ツカ-ソセほか--・--　　　　　---65

ツカ/ヽン′セ一一

ツカ-ソへ

「ッカ」表現法・-　　　　　　　- 103
ツカマツノレ

ツカワサレ一一-ツカワレ---=　　-50

ツカワン′・セ-

BKH七

〔テ〕 ・ 〔デ〕

デァ-ンス一一一一デーソス・・-　・・= 422

であす

でァス

デァス　　　　　　　　　　444,486

-一一ノデァス

テァス・ツァス　　　　　　　　蝣蝣434

巨a^Ks

丁寧の「オ」接頭辞-=　　　　- 507

丁寧の助動詞「マス」 ・　　　- 176

丁寧の「ます」 -　　　　　　-= 363

丁寧の「マス」 -　　　- 382,383,387
395, 397, 398,403

丁寧の「マス」では,略形の

丁寧の「マス」の活用形-・　　- 380

丁寧表現法田子「マス」 ・・　　- 415

「ていねい表現法」化-　　　　- 115

丁寧表現法助動詞「マス」 ・　- 401

丁寧表現法の-・　　　　　　- 459

丁寧表現法の「-ヤソス,ヤス」 460

丁寧法助動詞「マス」 -　　　　- 186

丁寧法動詞「ゴザル」

～テ-カ

デース・-・　--200-201,420,432,434

デニス即ち所謂デス言葉-・　-- 428

デーソス-　　　201,431,434,467,491

「デーソス」 「デンス」 -　------484



554　　P. 170ま-では謙誠表現法　　P.171からは丁寧表現法

′一、一テ　オキマス　　　　　　　　　　157

(、Jテ　オクレル　　　　　　　　　　156

～テカ

デ　コザリヤス-　　　　　　　　　200

デサー(デサイ) ・　　　　　　-422

てす-でがす-てござりす--- 433

7ス-デス--　　　　　　　　-　434

デス-　　　　176, 416,417, 418,421

423, 435, 436, 437, 493

7スィ一　　　　　　　　　　一422,427

「デス」が, 「ス」に--　　　　-432

「デス」が「レース」-　　　　-　427

「デス」が「レス」とも　一　　　一422

「です言葉」

「デス」ことば-・ - 416,425,436,437

「デス」語法・-　　　　　　　　- 437

「デス」助動詞-・　　　　　　- 363

です　「そ-だん」　　　　　　　447

「デス」相当の「ス」-　　　　-- 434

「デス」に似た「テス_「・　　　-　430

「デス」の「ス」一　　　　　　・一433

「です」の「デヒ」一　　　　　　一421

「デス」の「デフ」一　　　　　　一424

「です」は多く, 「ダイ」を-=-・ -428

「テス」は, 「てイヤス」か-　---490

デス　ソヤ　　　　　　　　　　　　426

デッ　カ

てッカー

デッ　サ

デッ　サイ　　　　　　　　　　　蝣・424

デッシャロ　　　　　　　　　　　ー424

デッショ　　　　　　　　　　420,421

デッショー　　　　　　　　　　　　422

デッショ　　-不ッショー　　　　421

デッスこニここ-テス　　　　　　　　　　432

tMm*
/`＼ノデヒケド-　　　　　　　　　-蝣424

デヒョ--・-　　　　=-=- 422,424,425

「デ」文末詞一　　　　　　　　一330

～テ　ホシ′---　　　　　　　　　　　157

「′-一テ　ホシー」表現法-　　　157

～テ　モラウ---=　　　　　　　- 156

・一＼ノでヤース一・　　　　　　　　　　一　470

デヤス一・　　　　　　　　一200,448

～でヤス-　　　　　　　　　443,469

デヤス,デヤフー・　　　　　　--448

「でヤス」の「ジャス十・・　　一　468

でやつしよ

Qfi^re

(、一デヤソス-・　　　　　　　・- 466

「デヤソス」相当の「ジャンス」一一490

「デヤソス」一一- 「ダソス」

-「ダス」 -　　　　　　　-470

「でヤソス」の「ジャンス」-・　-468

「-テ一一」煩-　　　　　　- 156

～テソカ

デソサイ-です・・・-　　　　　　=　431

デソショ

デソス=--　　　・一一425,426,431

474, 476, 481, 483

デソス(ですの意) -　　　　・- 425

デソスラ　ですよ--　　　　　　-425

デソ　ナ

nfi
デソ　不

〔ト〕・〔ド〕

動詞「下さる」の命令形一・　・一43

東北地方の「ス」 -　　　　　　- 416

東北地方・北海道地方の「デス」 - 431
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東北地方・北海道地方の「マス」 ・- 403

東北地方・北海道地方の

「ヤソス,ヤス」-・-　　　　- 484

′~ヽ・ノト-カ

「、・Jト一一ヒ

・~＼ノト-ゼ

特定謙譲用の「マセ」命令形日日-・366

特定の「マス」謙譲法助動詞・一　一380

ドス・・-　　- 334,437,438,439,441,442

-ドス　エー。 ・-・　　　　‥--439

「ドス」 「オス」 「ヤス」一　　　　一441

「ドス」ことば一　　　　　一440,442

「ドス」 「でオス」 -　　　　　　-442

「ドス」の「ス」

取ラス

Ifて--.[-

～トン′カ

ナ-シ'

ナイヤ

ナクナル

ナサイマス

ナサソス一日一一・　　　　・日222,416

ナチャビラソ--　　　　　　　　- 154

ナ-ソモシタ-チ-ソムシタ=-- 355

「ナモシ」ことば一　　　　一一・497

南島の「ます」相当のもの一一一一359

〔ニ〕

～ニャリャソス--　　　　　　-469

メ-＼ノにヤンス=-　　　　　　　　　- 469

ノべマス

〔ノ〕

「ノ(ソ)」の用法一　　　　　　一429

いdE

拝見スル

-イヨ一一　　　　　　　　107,108,109

-イリョ・・-　　　　　　　　　- 107,110

ハイリョ-　　　　　　　　　　107,110

〔ヒ〕

ヒソゼル(‥-ソゼル) ・　　- 137

〔フ〕

「普通動詞連用形+マセ(シ)」の

尊敬表現法日日　　　　　　　- 390

〔へ〕

「-ス」には, 「ます」の・-・　--414

」M

ボクソノデス・-　　　　　　　　--- 428

〔マ〕

マアスノレ



556　　P.170までは謙譲表現法　　P.171からは丁寧表現法

マースノレ

まあせる

マ一一ヒノレ

-マ(マェ)イ一一-　　　　　蝣・372

まいしよう--・-　　　　　　　　　- 120

「マイラス」類一一118,119,120,121,123

マイル--　　　　　- 117,118,121,123

167, 168, 173, 343

マイル　マイラス類--　　　　　-117

「-守-」 「′一＼-ノマイ_ト-

「′-一マ(マ-)」　　　　　　　378

マカィデル

マカイモソ

マカシ'タ

まかっでもうした(参りました) - 128

マカ-こ/

まかりあげた　　　　　　　　　　132

マカリ出ル

マカル=-　　　　　　　　　　- 127,128

マカル・マカリデル-・　　　　　- 127

マカソシタ　　　　　　　　　-- 128,352

マカン′セ

マカン′ソ

まかんできす・-・・・　　　　　　- 129

マガンデギルー　　　　　　　　　　129

まかんでる--　　　　　　　　　　　129

マガソデル--　　　　　　　　　　- 129

マサック4-マセザック--　　　　373

～マサル-.　　　　　　: 392

r-マシ+打消助動詞<ない>」 -401

403, 406

「マ.jェ」の尊敬表現法一　　一374

「マシ」謙譲表現法-　　---・- 376

「マシ」尊敬表現法一一-　　・- 395

「マシた」の「マイた」・-　　　・-　384

「マシ」の「マヒ」-　　　　　-- 380

「マシ」 「マス」謙譲表現法--　　　374

「(一マシ」 「(一マセ」尊敬表現法399

「マシ」命令形一・　　一371,401,402

～マシ′ヨ一一.　　　　　　　　　-　400

F可-まする　-　　　　・・- 391

マス--　　　　- 150, 166, 186, 196,202

222, 224, 348, 352, 353

359, 362, 367, 414, 415

416, 417, 423, 437, 493

r-^*j
～マス-～マ　　　　　　　　　180

a要　　SKi

「マス」が「ス」一　　　　　　一　404

「マス」が「マ」-　　　　　　-- 383

「マス」が「ソス」-　　　　　-- 395

「マス」謙譲の表現法-　　　　- 391

「マス」ことば-・ - 348,367,374,377

378, 394, 415, 416

「ます」助動詞=-　　　　　　- 149

「マス」助動詞-・ - 362,363,366,415

「マス」相当の「ソス」一　　　一　393

巨＼ノマス」尊敬表現法-　　・- 400

「′-・ノマス」丁寧表現法一　　　一459

「マス」丁寧表現法助動詞- ---・348

「マス+ない<打滑助動詞>」-　- 413

「マス」の自由な転用一　　　　一411

「マス」の諸活用形一　　　　　一371

「マス」の「ス」--・　　= 398,409,412

「マス」の「ス」一一11-.-一ンス-　389

「マス」の「マフ」・--一一-　　- 380

「マス」の「マ」略=-　　　　-=404

マスの命令形はマシ--　　　　　- 387

「マス」表現法の世界--　　・- 365

「マス」命令形一　　　　　　　日　414

「マス」問題 416
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マスルー・　　　　　　　　- 370,375

「マス」 「ワス」 「マン」-　　　-- 372

372, 394

マッチソス-「マイテソス」・-　385

「マッチソス」 「マッチソ」 -・　- 384

マセ(シ)

マセ(-)

マセ-マシ一・　　　　　　　　一370

マセ一・・一マシー　　　　　　　　　　　375

「-ませ」

～マ-ヒ

～マセう-マショー一一・　- 396

「マセ(シ)」謙譲表現法-・　　- 365

「マセ」ことば-・　　　　　　-　379

巨、一マセ」尊敬表現法-　-- 380,405

「マセて」 「マセル」 -　　　　　- 394

「マセ」特定尊敬表現用命令形一一365

「～マセ(マ-)」の尊敬表現法-・377

「ませ」は,県下で「マシ」一　　日　401

「マセ」命令形=・　　　　　　- 151

「マセ」用法一　　　　　　　　一377

「マセル」 「マスル」 「マス」-　--120

マセソ=へソ一・　　　　　　　　一　409

「ません」に相当する「いん十・・一405

「マセん」の「-ン」一　　　　　一414

マッ(マ)

巨・、一マッ　力士

マッ　サ

マッシ′ェ

マッシェソ・--　　　　　　　- 237,367

マッシュ-　　　　　　　- 368,369,370

マッショー-- -=367-368,368,369,370

マッショー　　　　　　　　　　-370

マッス・-　　　　　　　- 369,370,388

「マッス」 「マッショー」　　　　　375

マッスル---　　　　・- 228,369,370

「マッスル」系の言いかた-　=-- 368

マッ　セ

マッセ(シニ)-　　　368,369,370,401

マッセ(シェ)ソ-・　　　　- 368,370

「マヒョ-」 「マホ」 -　　　　　-381

マヒョ・マホ・マヨ・マオ--　--382

マホ一・・一一-モー-・　　　　　　--　374

マラスル=-　　　　　　　　-- 119,124

マソ　ガ(ますよ)=一　　　　一381

マソ　ネソ一一・　　　　　　　一383

〔ミ〕

見-マイ

ミシャゲル

214,391

ミス=′-、Jメス　　　　　　　　　　　　392

～ミス

未然形の「ゴザ-」 -　　　　　- 242

未然形「モ-」 -　　　　　　　- 352

「見ヤマセ」 「しヤマセ」 -　　　- 384

未来形に「モッソ-」 -　　・一一351

〔メ〕

メイアゲモス--・　　　　　　　　- 131

命令形4-動詞の活用形　--　　　8

命令形「マシ」 =　　　　　　　-蝣370

命令形「マセ(シ)」 -　　　　　- 363

命令形「マセ(マシ)」 =　　　・- 362

命令形「モシ」が「-モイ」 =　　　　351

メ-ヤスイ　　　　　　　　　　　　　119

メ-ラス-　　　　　　　　　　　　　119

メ-ラスル,　　　　　　　　119,353



558　　P. 170までは謙讃表現法　　P171からは丁寧蓉現法

ノーリ.蝣>,

メ-リヤス-　　　　　　　　　　　　　125

〔モ〕

-モーサソス・-　　　　　　　　　　　　　358

もうしあげす--　　　　　　　　- 147

-モーシ〔i〕アゲヤソス-　　　　　148

モー1ンアゲル一一　　　　　　　・一147

'申シアゲル一日　　　　目141,147,148
_　　　　/

E^H!日面

・.-一申シイタス-・　　　　　-- 114

申しうける

申シウケル・受ケル--　　　　　- 111

「モーシケル」(申シウケル)・・　-111

・、・ノモーシ′テ　　　　　　　　　　　　　・144

「モーシマス」用法　　　　　　　142

キーシャ-ス　　　　　　　　　　　　143

モーシャゲス　　　　　　　　　　　・148

～モーシ′ヤソス　　　　　　　　　　　145

-申シャンス　　　　　　　　　146

モース　　　　　　　　348,349,350,353

354,356,358,359

モース(申す)

申ス--一一138,139,140,141,144,148

・J-申ス-・　　　- 141,144,145,146

-′-＼_ノモオス・ ～イタス-‥-・　- 143

「申ス」謙譲法動詞・・一　　日- 148,353

、「申ス」ことば一　日165,166,167,359

「申ス」ことばの短呼一　　　　一146

・「申ス」動詞・-　　　　　　・146,148

.「申ス」動詞の異形の残存-・一一一142

1「申ス」動詞の謙譲表現法・・・ -- 146

「申す」表現法

「′-ノ申ス」表現法

申ス・申シアゲル-・-・-　　　　　137

「申す」用法一　　　　　　　　日359

/I-モシ′テ-　　　　　　　　　　　　　144

モシャゲス-・　　　　　　　　　　- 147

モミ/ヤス

モス-・　　　　　- 186,348,349,353

354, 355, 356, 357, 358

モス　-モサ=-　　　　　　　　　　　　351

モス1--モソ一・　　　　　　一350-351

S^B

＼モヒ

＼モイ

・~一一ノモス一一--　---・- 139,140,349

r-モス」
モ

「モス」ことば-　　166,348,349,350

352,353,354,355

「モス」助動詞の活用=・　　・- 350

「′--モス」丁寧表現法-　　　- 149

もらわれシマ-ソカー　　　　　　　蝣84

〔ヤ〕

ヤース--　　　　　　　-　479,482,485

ヤス--　222,443,444,446,448,452,462

471 , 477,479,480,487,489, 491

「ヤス」 「アス」 -　　　　　　　-　483

「ヤス」ことば-　　　-I 462,467,470

483,484, 485, 486

～ヤスサカイニ-ヤッサカイニ472

「′-/ヤス」丁寧表現法=-　　-= 486

「ヤス」相当の「エス」一　　　　一490

「ヤス」丁寧表現法-・-　　　　- 475

r-ヤス」丁寧表現法　　460,462,463



P.170までは謙譲襲現法　　P.171からは丁寧表現法　　55g

464, 467,470,474,477

「ヤス」に頬する「エス」一　　・一487

「ヤス」の「ヤフ」一　　　　　一日472

ヤックイヤソ--　　　　　　・--・71

「(一ヤマセ」--=・　　　　　-- 384

ヤラカス

ヤリナサイ一・　　　　　　一7,67,70

ヤリナサイ類・-　　　　　　　　　--67

「ヤリナサイ」類一　　　　　一74,75

ヤl)ナサイ煤の分布と生態-=　- 71,76

ヤルー・　　　　　　　-・- 69,72,75,76

(、Jヤル

「ヤル」動詞

ヤソサイ

ヤソシャイ(やりソシャイ) -　・-72

ヤソス一・　・一146,148,196,222,446

459,471 ,477,479,480

485 , 486,487,488,489,491

ヤソス(アンス)-　　　　　　-　422

「ヤソス」 「アソス」一日　　　--- 483

「ヤソス」ことば--- 459,468,470,493

「′・-一ヤソス」丁寧表現法一一466,474

475, 481

「-ヤソス(ヤソスル)」

丁寧表現法---　　　　---　466

「ヤソス」の「アンス」一　　　　一466

「ヤソス」の「ヤソ」一　　　　　一468

ヤソナイ一・　　　一--　3,71,72,73,74

ヤソナサイ

ヤソナッセ

ヤソナッセ- (やりナッセ) ・・　日日72

ヤソナ-イ・-・　---蝣11,68,71,74,75

ヤソナ-リ

ヤソヒョ-I--ヤソホ一一一-

ヤンヨ---　　　　　　　　　　-　468

ヤソス,ヤス=-　　- 175,186,202,416

445,458, 459,470

「ヤソス(アンス)」 「ヤス(アス)」-481

ヤソス,ヤス-アンス,アス・・-　202一

・一、-ノヤソス,ヤスI.-　　　　　　- 459

「ヤソス(アソス)」 「ヤース」

「ヤス(アス)」一　　　　　一482

「ヤソス・ヤス」ことば一　　　一467

「ヤソス,ヤス」ことば---460,474

492,493, 494

「ヤンス(アソス)」 「ヤス(アス)」

「-ヤソス,ヤス」尊敬表現法- 458:

460, 493

「′-＼一ヤソス,ヤス」丁寧表現法　　458

459,462, 467,468, 472, 475

476,478,480, 484,492,493

494

「-ヤス」丁寧表現法一　　　一486

r-ヤソス,ヤス」の丁寧表現法-462

r-ヤソス,ヤス」表現法- 492,493

「ヤソス,ヤス」丁寧表現法助動詞

174-175

〔∃〕

ヨカニ/ス

ココ七　-1 :"-il一・一・---一一一　S5

≡/ミレノレ

ヨロコ/=ナイデシタ　　　　　　　- 430

〔ラ〕

ラス-ダス一・　　　　　　　　一　445

ラス・ダス・ドス--　　　　　　-438



560　　P.170までほ謙譲表現法　　P.171からは丁寧表現法

〔レ〕

「レス」 (です) ・　　　　　　　- 425

へ・ノレ(ラレ)マセ-・　　　　- 394

連用形にマイ一・　　　　　　　一　377

連用形「モシ」一一-シ=-　　・-- 352

連用形「モヒ」 --ヒ-・　　　- 352

〔ワ〕

ワタシナソデス=‥　　　　　　--- 432

ワタシノガンデス一・・　　　　　一431

ワタシノノデス‥-一　　　　　　　一426

ワクシノンデス一・一・-・・　-一一- 424

ワタシソソドス・一・・一一-　----440

ワタシソナデス-・一一-・一・一　　-　431

ワタシソノデス=-・　　　　　　-　428

〔ヲ〕

〔ン〕

「んす」が「ます」一　　　　　　一407

「ソス」 (ます) ・　　　　　　　- 388

ソス・サソス--　　　　　　　　　-- 416
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Ⅱ　事項索引

〔ア〕

あいさつ-・　　　- 148,149,190,215

328, 341 , 502, 505

あいさつことば-・ - 113,126,141,142

149,191,193,210,213,215,216

217,241,243,263,278,287,321

340, 382, 384,436,465, 504

〔ai〕遵母音　-　　　　　　　　　--59

〔ai〕連母音の不同化・・　　　- 210
アクセント=--　　　　　　- 101,210

〔イ〕

「-イ」形　　　　　　　　　　　　21

-国語の自己推進・　　　・-　326

〔オ〕

大阪弁一・　一83,84,330,424,425,448

尾張ことば・-・　　　　　　　　　- 105

22,46,67

音感---　　　　　-13, 196,205,494
音感情

音効果

音声基盤

音節省略

会話生活

〔力〕

靴形209,210,212,216,281,296,497,501

下降調の文アクセント・　--一一450

活用形・一日　　-蝣43,169,352,364,382

唐津市城内ことば-家中弁一日　　370

漢語出自の特定動詞---一　　一102

漢語名詞

漢字ことば一・　　　一---=・- 498

上方ことば=・・一　　　　　　一-- 329

m¥当方言

関西流の事象

関西系の表現法-・　　　　-- 76,157

関西語法

関西地方

関西地域内の諸方言-=　　　　-- 169

感染・伝播--　　　　　　　-一一290

関東弁

滑>fl nj

慣用謙譲表現法・一・一　　　　　・一55

関連分布

〔キ〕

機能的価値-　　　　　　　　　・蝣364

九州方言 10



562　　P.170までは謙讃表現法　　P.171からは丁寧表現法

共通的なもの・-　　　　　　　　- 169

共通語--　　-・10,30,45,111,112,115

127,137,149,150,154,166,169

186,202,205,217,244,301,341

367,437,481,497,501,507

共通語界

共通語生活--　　　　　　　- 416,498

共通語の生活-・　　　　　　　- 156

共通語化

共通語法-・　　-・- 10,115,494,504

共通語的要素一・　　　　　　　一289

京都弁-- -- 163,437,438,439,448,474

京都ことば--　　　　　　　　-- 332

京都方言

近畿弁-　　　　　　　　蝣84,321,444

近畿方言

近畿系の方言状態--　　　　　　　-54

近畿の表現法=-　　　　　・--- 382

近畿ぶりの表現法・・-　　　　　　156

近畿的な語法

近畿系の地域一・　　　　　　一　308

近畿共通語

近畿標準語

禁止命令形

〔ク〕・ 〔グ〕

「偶生」 (偶然生起)　　　　　一一273

偶生(偶成) ・　　　　　　　　- 265

国の西方系の表現法--　　　　　--76

〔ケ〕 ・ 〔ゲ〕

敬意表現

敬意表現法一・　　　　　一　353,371

敬語法-・　--3,4,36,170,510,511,513

敬語法動詞

敬語法発達--　　　　　　　　- 510

「敬語の簡素化」一　　　　　　一- 509

形容動詞

言語環境

言語行動

i-i語社会

言語生態

言語生態の自律的展開日日　　　　　326

言語表現行為・-　　　　　　--・- 322

言語風土

謙譲一・　　　一175,364,366,379,511

謙譲の意

謙譲意識一・　　　　　　　一6,55,1

謙譲の意識

謙譲心意一・　　　　　日143,153,156

159,161,165,169

謙譲の心意

謙遜の心意・

謙退心意

謙退の情

謙過の情・念

謙譲心理-‥　　--7,84,112,117,160

謙譲の心理

謙道の心理

謙譲の言いかた----　　　　-- 3,173

謙譲表現=一　　　　　　　一7,72,74

160,169,363,364

謙譲の表現

謙譲法形式--　　　　　　　- 77, 163

謙譲・卑下の表現法・-・・　　　　- 159

敬卑層序

謙譲表現法一・　　　一3,4,5,8,10,43

44,68,70,77,81,86,88,93
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97,102,111,113,130,140

146,151,152,154,155, 156

158, 159,160,161,162, 163

169,170, 173,176,365,373

384,511,512

謙譲の表現法‥一　　　　　　　　一・21

謙迫の表現法一・・　　　　　　・一79

文末詞による謙譲表現法--　　- 162

謙譲表現法要素=一　　　　　　　一19

謙譲表現法動詞-=　　　　　- 154,364

謙譲法動詞--　　・- 6,90,93,96,113
127,131,132, 133, 138

139,149,154, 169,173, 174

謙譲法助動詞-・--日　　　　　　　日-93

謙譲表現法の役わり-　　　　　　--55

謙譲表現生活・ -　　　　　　　　　169

謙譲表現機能-・　　　　　　-- 131

謙譲効果

謙譲表現法記述-一　　　　　　一4,5

「謙譲表現法形式」化一　　　　　一8

謙譲法形式の「ていねい表現法」化163

謙譲法外形の「ていねい表現法」 - 163

現代共通語

現代日本語方言世界一・　　　　- 276

〔コ〕・〔ゴ〕

204, 364

語感-　　　　　　　103,273,296,494

国語史実

国語:-)-:紘

国語生活

語形式の変移--　　　　　　　　- 354

語詞の時代推移‥-　　　　　　　129

古態‥-　　　　　　- 148,196,203,262

古態語

古態語法

古態保存

語法推移

在のこと

残存状況

残留分布

〔シ〕, 〔ジ〕

使役態表現法- -　　　　　　　　・ -96

使役態利用の表現法-・・　　　　--96

四周伝播

自*"i苦語

指定断定の助動詞・・-　　　　　-　437

述部表現--　　　　　　　　- 512,513

述部表現の助辞的展開--　　　　- 513

主要言語路

準体助詞

準「標準語法」 -　　　　　　　　- 275

省略簡寂の口調　　　　　　　　　146

昭和日本語実態　　　　　　　　　512

昭和日本語方言　　　　　　　　　　512

職人語の世界　　　　　　　　　　　511

助動詞一・　　一・89,117,131,140,166

167, 170,314,315,344,348

助動詞(補動詞) -　　　　　--87,115
115
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〔セ〕

生活感情--　　　　　　　- 156,494

生活表現法　　　　　　　　　　　494

生活表現の手段・方法　　　　　　220

精神傾向差　-　　　　　　　　　111

精神風土差　　　　　　　　　　111
161,499

接預辞--　　　- 76,77,499,501,502
499, 501

瀬戸内海斜面--・　　　　　　- 378

〔ソ〕

促音=・　　　　・-228,351-352,370

その他の方法による謙譲表現法一一162

尊敬-・　　　　　- 175,364,366,511

尊敬語命令形=-　　　　　　　・・- 8

尊敬の意識-「ていねい」の意識511

尊敬の言いかた一　　　　　　一3,173

尊敬表現一日　　　　　　--70,363,364

尊敬表現法-　　　3,4,67,93,130,170
173, 176,371,377,378

384,492,493,510,511,512

尊敬の表現法--・　　　　　　-　493

尊敬表現法助動詞-　　・・蝣163,174,175

尊敬法助動詞-・・　　　　　・-・7,78

尊敬法動詞一・　　　一5,6,7,8,88,90
130, 177, 182,272,364,505

〔夕〕・ 〔ダ〕

待遇意識--　　　　　　　　-　4,173
待遇敬意表現法(「ていねい衷

待遇敬卑の表現法--　　　　　　- 513

待遇効果

待遇心理---・　　　　　　　- 4,415

待遇表現-・-　- 138,417,497,498,509

待遇表現意識- -　　　　　　　　　173

待遇表現法--　　- 3,111,170,510,511

対人関係--　　　　　　　　　175,176

対人関係把捉法-・　　　　　-・- 176

対人関係の把撞法--　　　　- 175, 176

対人表現

退存状況

〔テ〕 ・ 〔デ〕

丁寧=-　　　　- 175, 176,366,379,511

丁寧心意
asm

「ていねい」の心意一　　　　　　一8

「ていねい」意識-　　　　- 165,166

173, 174, 176

「ていねい」の意識-　　　　　　177

ていねい意識=　　　　- 4,8, 509,511
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ていねい意識-非ていねい意識- 509

「ていねい」 「非ていねい」の

丁寧表現--- 186, 363, 459, 498, 499, 509

丁寧の表現=-　　　　　151, 175, 458

「非謙譲ていねい」表現-　　　　　166

「非謙譲ていねい」の表現--　　　　163

ていねい表現

丁寧の言いかた一　　・一・-・-　3,173

丁寧表現法--　- 4,121,146,166,170

171, 173, 174, 175, 176, 178, 179, 180

182, 185, 187, 205, 227, 297, 322, 339

343, 344, 346, 347, 348, 350, 416, 458

467, 492, 493, 494, 496, 497, 498, 508

509, 510, 511, 512

ていねい表現法-一　　　　　一4,163

173, 175, 509

510, 511

非謙譲ていねい表現法-・　　- 163, 167

丁寧表現法形式一日　　　　　　　- 186

丁寧法要素-一　　　　　　　　一322

丁寧法動詞(またはそれに

助動詞のそわったもの)

による丁寧表現法-一　　　　日177

丁寧表現法動詞--・---　　　　　蝣177

丁寧法動詞--　　　- 177, 180, 182, 183
185, 186, 205, 311, 322

328, 337, 344, 345, 346

丁寧法助動詞による丁寧表現法一一348

丁寧表現法助動詞　　138, 140, 150, 166

167, 175, 361, 362, 495, 496

丁寧法助動詞一・　一352,353,443,458

「丁寧の助動詞」 (鄭重語・

丁寧語) ・・　　　　　　　- 367

丁寧表現法助動詞化-・　　　　- 174

諸他の方法による丁寧表現法=-　- 497

語えらびによる丁寧表現法一・　一498

文末詞による丁寧表現法=一　　一497

「先輩蛋ていねい表現法」化163, 165, 167
174, 175, 353

「非讃謀ていねい表現法化」用法-- 139

非講談ていねい化表現法140, 166, 167, 173

丁寧表現法化--　　　　　　　　=・493

転靴一・　一・一23,31,40,91,224,258

294, 296, 300, 301, 321

転靴形一一　　--24, 31, 34, 205, 211, 222

223, 227, 233, 236, 258, 265, 300, 379

転靴形--特定転靴形- =　　　　- -43

伝播--　　　　・- 76,86, 290,296,493

伝播勢力

伝播・流布---　　　　　　　　- 296

低卑効果の動詞-　　　　　　　　159

〔ト〕・〔ド〕

東京語日日　　　　　　　　・- 425,429

東国方言風土--　　　　　　　　- 320

東北方言

動詞一・ ・一7,77,170,174,272,348,512

動詞命令形

動詞構文

動詞複合

動詞複合の特定のばあい--　　・ 158

特殊の表現態--　　　　　　　= 159

特定謙譲表現-一一-・・　　- 60,72

特定謙譲表現法-一一一・一5, 7, 17, 44, 52

53, 55, 61, 67, 72, 75, 87

88, 90, 91, 102, 169, 367

特定の謙譲表現法日日　　　　　　　- 6

特定謙譲表現法化--　　　　　　- -88

特定謙譲表現法心理-・-・　　　--60

特定謙譲法動詞-・　　　　　-=5, 85
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特定謙譲表現法要素-・　　- 18,43

特定謙譲法要素一,　　　　　--77

特定語の採択・・-　　　　　　　- 160

特定尊敬表現法・-・---　　　　- 367

特定の動詞--　　　　　　　　160

特定表現形

特定表現法--　　　　　- 55,97,156

特定表現法による謙譲表現法-- -- 156

特定文末部--　　　　　- 162,497

特定文末部(文末詞) ・　　一・一497

特定命令形--一　　　　　日- 55,91

特定命令形の特定用法　　--.--143

土地こと

〔ナ〕

名古屋ことば--　　　　　　- 105

南島方言=-　　　　　　= 361,418

〔二〕

日常語法

ロVtV対吉,5

日本語諸方言

日本語の現代丁寧表現の生活--　- 322

日本語表現法-・・　　　-- 115,493

日本譜表現法開拓-=-　　　　- 111

日本語表現法の助辞的発展--=--= 493

日本語「文表現」の述部構造=-・-- 203

日本語方言状態一　日169,170,415,416

二動詞複合

人間言語生活=-　　　　　　-　508

巨pE

幡多方言

八丈島方言=-　　　　　- 6, 167, 327

発言者

発想差

発想法

発展分化相(分生体系) -・　-- 326

日半分ことば"-　　　　　　　- 180

〔ヒ〕

非共通的なもの・一　　　　　一-- 169

彦根ことば・一・　　　　　　一- 440

卑馬などの表現法-一　　　一・一511

比職の表現法-・　　　　　　- 159

表現音声による謙譲表現法--　　162

表現音声による丁寧表現法---　- 508

乗現気質差

表現効果

表現者の心意-・　　　　　-‥ 164

表現習慣---　　　　　　- 174,237

表現心情-一　　　　　　　一蝣94, 176

表現心理

表現生活　　　　　　　　169, 173

表現法--一・一- 3,76,93,100,102,110

130, 169, 176, 188, 213, 220, 236, 289

300, 337, 342, 344, 348, 378, 437, 499

表現法形式

表現法体系=-　　　　　　--- 101

表現法の関西性-・-　　　　　　--76

表現法の地方性-一・　　　一一157

標準語--一　　　　・一- 337,437

標準語観

標準語法・・-- - 290,296, 332,494,512

標準語法制定一一一・・　　　一296

平戸方ci SEE
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品詞-・　　　　　　-・・509,512,513

〔フ〕・ 〔ブ〕

複合動詞

r?Ea憩闇

分布要素

文アクセソトー-=-　----・101,213

文表現・・一一-∴-　　-- 162,497,513

文表現音声=---　　　　　-- 508

文表現法

文末詞--　--29,110,111,162,301,351
355, 393, 395, 406, 413

442, 457, 497, 498, 513

文末詞-ナ特定文末部- ・　--- -24

文末詞(文末助詞) -　　　　-- 513

文末声調

文末の特定の訴えことば-- ・-151-152

文末の部位--　　　　　　　- 101

〔ホ〕

方言会話

方言敬語法--=・------ 511,512, 513

方言敬語法研究一一・・-・　　　・- 8

方言敬語法の研究---　　　・- 513

方言敬語研究の見地--　　　　　- 8

方言習慣

方言助動詞--　　　　　　　-=・- 512

方言助動詞の生成・存立---　-　512

方言人--・・　　　　　- 127, 159,429

方言生活-一・一- 30,204,217,416,498

方言世界-一　　　　　・一・- 416,511

方言の世界・・--　　　-蝣152, 156, 159

方言の世界(口ことばの世界) ・一日300

方言待遇表現法-一　　　　　　日・511

方言表現

方言風土--・ =---99, 102, 188, 275, 383

方言文法

方言「文末詞」 (文末助詞)--・---　513

方言要素

方言館野

訪問あいさつ--　　　　　　-- 190

〔マ〕

丸亀方言・=・　　　　　・・- 211,379

〔ミ〕

未来化表現法=--　　　　　　- 396

民間漢語

〔メ〕

命令形-一一・一一6,7,17,43,44,68,77

104, 150, 169, 363, 364, 365, 366

命令形(禁止命令形も) =一・日--- 367

命令形-一動詞の活用形一日・・ -=-- 8

命令形一一一特定命令形-・--一・一--=88

命令表現---一・　・一7,77,85,493

命令法形式

〔ヤ〕

やしきことば-・一一-=・・=-一一一日-29

〔ヨ〕

用語意識

用語気分

用語者たちの心理・--　　　　　--53
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用法の進展

用法の転化一・一一一・　　・一一354

よびかけ

よびかけことば--　　　　　　-- 379

〔リ〕

流通無碍の表現生活--　　　　　104

「-レ」形

連語法

連用形
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